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2  W 易 つ g 

上 i ^に、 ック) 

-, -  一 -ニ ふ 

- -* .  つ- 

； - 二  §、 

マ 二 に-で-ツ^ 

I.  ；;  -  一.；，  r. 


I 上下の 分を詳 にす 

師嘗て 曰 はく、 人倫 之 大綱 以 一-君臣 ー爲. Z 大、 君臣 上下の 差^す る處 * 聊か 力 を以. て 

する にあらず、 天地 自然の 儀 則 也。 されば 天 は 陽に して まどかに、 能くめ ぐって 地 を 

覆 ひ、 地 は 陰に して 方に、 能く 平 かに 物 を 載す。 日 は 太陽の 精に して 其の 光 あまねく 

國 土に 及び、 月 は 太陰の 精に して 其の 光 日輪 をう けて 增 減し、 日に 近づく とき は 光 あ 

らま，^ ず、 曰 遠ざかる とき は 光を增 して、 夜叉 日光の 影 をう つして 国土 を (不す 是ォ 

天地 日 月 自然 に 上下の 差別 を あら はせ り。 而 して 其の 形 上な る も の は 貴く して 難レ 近、 

其 Q 形 下して 賤 しきもの は レ狎。 其の 德 天に のっとり 其の 光 日に ひとしき を 以て、 

E 道 一 臣錢.  一一 一 


^鹿 語 鎖卷第 十一 一 I  ニニ 

是れを 君と し、 四海の 萬民渴 仰の 思 を 成す。 其の 德 地に のっとり 其の 光 月に ひとし さ 

. を 以て、 是 れを臣 として、 萬 民 又 此の 命を傳 ふ。 これ 君臣の 別る る ゆ ゑんな り。 德を 

以て 論じ、 命 を 以て 兒、 形 を 以て 考 ふるの 問、 上下の 分 皆 自然の 道理より 事 起れ るな 

れば、 ここにお いて 人々 臣の分 を 安んじて、 其の 差等 を fl, 可レ越 也。 況ゃ 子孫 相續し 

.  て 其の 主人の 家人に 生れ、 或は 天下の 廣き、 列 侯の 多き、 其の 內に緣 に ふれて 君臣の 

號を 蒙り、 或は 其の 家 其の 主人 を 望みて、 其の 家人と なる、 各." 其の 分の 定まる 所 は 

義の 所レ因 なれば、 聊か 侮る 處 あるべからず。 草木 鳥 欺， の 其の 土地に 生ずる、 器械 用 

具の 其の 土產 たる、 皆 定まりて 然る ゆ ゑん ある を 以て、 これ を 不二 究理 一が ゆ ゑに 惑 ひ 

出來 て、 却って 義を 害する に 至らん 事、 尤も 不便と 可， 謂 也。 

然れ ば、 天地 日月 陰陽 を 以て 上下の 差 刖を辨 じ、 其の 分 を 安んじて 自ら を 勤むべき 

也。 此の 分 を 知る 事 不二 決定 一が ゅスん に、 望んで 上 を 犯す に 至る 事に も なれる 也。 され 

二  )  ^^の禁  二) 

W.S の 射 王 ば 主君の 惡は 夏桀 • 殷紂に 至れる とも、 下と して 上 を 蔑 如 せんこと あるべき 道に あら 

\  二  3  ジ设  つ 一) 

Fl^l ザお ^ ず、 殷湯 • 周武の 明聖を 以てすと いへ ども、 猶ほ未 レ盡， 善の 處 ありと 云へ り。 況ゃ上 

は W を： w^iiij  デ こくじ やう ノ. -で ir- こ 

b  に：^ 紂が惡 なく 下に 湯 武の聖 なくして、 下剋上の 心出來 らん 事 は、 日月の 地に 落ち、 


先す * 人 元^ 
生 。害 、代;:； 
と 世 左 世の 
い に 丞祖河 許 
ふ魯 にの 內衡 
東拜 時の ' 


天地の 倒 覆す るに 不レ里 r い 是れ內 一 念の 幾徵 において、 上下の 分 定を不 レ詳カ ゆ ゑ 也 9 

鳥獸の 知な きも、 或は 其の 音 形 或は 其の 威猛を 以て、 谷 林の を さとたり て、 上下の 差 

ありと い へれば、 天命 を はかり 德 義を考 へ、 不レ 得， 已の所 を 了簡して 其の 分に 安ん ず 

る處、 是れ臣 道の 所レ. 人臣 種々 の惡事 ある は、 分 を不， 安の 處 より 相 起れ る 也。 

一 魯齋 op  魄也、 k も 相き. i 光盛、 ゴ ％t£ 遠-き 君-則 聲 名大 威 

權 R  FB 相 1§ 光 ％  お 省い i% 理<か. 如 . 此、 故 月 星 皆 借. 日以串 

レゃ お 日-取 ァ失 フニ ぁ光ノ 此ノ理抵もニ玩^^? 

二 君恩の 重き を 曰.〕 ふ 

曰 はく、 世に 恩と 云へ る 事 品 多き 也。 人の いと ほしみ をう け 其の 養 を、 奴し、 其の 

敎 風俗に よって 人倫の 大道 を 知 る 、 皆 是れ恩 の 所レ寓 にして、 其の 輕重 差別 あ る こと 也 „ 

兹に 人倫の 大綱 を 以て 云 ふとき は、 此の 身 天地の 間に 出生して、 養 をう け敎ニ あうて. 

天理 自然の 道德 を理會 したる 事、 其の 本 父母に ある たれば、 是れ 父母の 恩 を 本と す G 

然れ ども 陰陽 相 合すれば 其の 間に 萬 物 生ずる 事、 夭 地の あるべき 道理 たれば、 此の 广 ~ 

臣道ー 臣 a  ニー 一一 
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において 不， 可， 加 レ議， 唯 だ 出生して 人と なる の內、 父母の 愛葸 によって 如レ此 成長す 

>s)  二) お. SS  r ミ ヌ V. ヤンす 7 ヲ チデ ？ 

二，)  sse. 小 るに 至る、 其の 愛惠 聊か ためにす る處 あらず。 是れ 詩の 父 兮生レ 我、 母 兮鞠レ 我、 拊レ， お 

^SMa^„^/r  ヤシ ナヒ ヲ  ジ ヲス フ  ミ ヌ 7、 ヌ  ニイ グク ヲ - プ 、レバ イン ト レガ 二 カウ ナシリ 

の f  畜 ， 我、 長レ 我育レ 我、 顧レ 我復レ 我、 出入 腹 レ我、 欲 ， 報 一 I 之德； 口 天 天罔レ 極と い へ る は 

この 心 也。 而 して 其の ひととな るに 及んで * 君臣の 名分 を 定めて 初めて 君の 恩 を 全く 

す。 凡そ 君臣の 恩、 其の 初 を 云 ふとき は、 我れ 父母の 養育に 逢 ひて 養を豐 にいた され 

し 事、 父の 君に つかへ て祿を 得る による なれば、 出生す る處 より 巳に 君恩に 浴す。 君 

.  臣の間 は 他人と 他人の 出合に して、 其の 本に 愛惠 すべき ゆ ゑん あら ざれ ども、 一時の 

おも ひいり 

約束 一 旦の思 入 を 以て、.. 其の 祿を あたへ 其の 養 を 全から しむ。 これに 因って 父母 を 養 

(B 

ひ 妻子 を はごくみ、 從類を 扶助し 知 音 を 助長せ しむる こと、 併せて 君恩に あらず と 云 

ふ 事な し。 天地の 間に 出生す る處の 物、 皆 養 不レ得 身 を不レ 全。 鳥 獸は 朝より 夕に 至る 

まで 聊の いと まもなく 啄 いばむ、 魚 鏟は水 を 離れず、 草木 は 土地の 養 あしければ 則ち 

枯る。 中に も 人間 は 知 萬 物に 長 ぜるを 以て、 養 道 叉 萬 物に ことなる ゆ ゑ、 米穀 を かし 

ぎ鹽梅 をと とのへ、 魚肉 を あつ ものにし 野菜 を かても のとす。 如レ此 なら ざれば、 養 

. 不レ亂 を 以て 身不. Z 奢〕。 この 品々 の 養 をな し、 貴き 父母 を もてなし、 いと ほしき 妻子 


を 育す る 事、 君恩に あらず や。 風 寒 をし のぎ：^ 濕にを かされ ざるが 如く、 衣 股 をと と 

のへ 家宅 を かま ふる、 日用の 用具、 冠婚 喪祭の 大禮， 各. -是れ 君の 養の 所， S1 かせ。 ？阢ゃ 

君 風俗 を 以て、 今日 我れ 惡に 入る 事 を 正し、 人倫の 大道 を會 せんこと は 無上 Q 大恩た 

れば、 臣 として 常に 其の 恩 を 盛に し、 日々 奉公 恪 勤の 思 入不， 可レ怠 也。 人 皆 新 恩に 浴 

するとき は、 必ず 其の 事 を 重く 思 ひ 入る といへ ども、 年月 押 移りて は 初の 心 改まって 

志に 懈怠 ある もの 也。 其の 恩に 大小 厚薄の 差別 は あるべ けれども、 我が 一分の 上 を 能 

く考 へて、 其れ 相當の 君恩 を晝夜 心に 不, 思ば、 可レ勤 奉公 をつ とめざる 事 可, 有， 之 也 

-ir す 朋輩の 立身 化 合 を 以て 我れ を 較量す ベ から ざ る 也。 今日 人の 音物. 土產に 所 レ得ゎ 

づ かの 物と 云へ ども、 1 一 謝- ヒ述 ベて 手 を 拱す、 是 れ所レ 得に よっての 報謝 也。 又 あた 

や 七 ひにん 

ひ を 以て 一 日の 用 所に 人 を やと はん 時、 雇人 其の あた ひ を 取りて つか にれ ざらん に は 

我れ 是れ を責 むる 事 切なるべし、 是れ 人に 報謝 を責 むる 也。 然れ ばゎづ かの 事に は； t 一 

謝 を專ら として、 君恩の 莫大なる に は 其の 報謝の 心 あら ざらん 11、 是れ 常に 不， Hil 君 

恩 之 重 一也。 得, 恩 早く 忘れん こと は、 人倫の 所レ惡 天地の 所レ 不レ容 也。 臣 其の 所；』 一 ^ 

レ E い， において 薄き を 以て、 其の 可 レ勤所 をと りちが へ て 不レ知 J 貝、 或は 奉公 を 苦に いた 

tls  一  S  二. 五 


CI) 官位な 

，人 

(二) 春秋の 

a 伯の 1 人 

(111) 桓 公の 

相、 ？ IPS に 

b、 特に 52!! 

も 策し、 衣食 

足らし めて 

； « 化 をな さん 

と 主 lilw したり 

(四) 巧 仲の 

親 《、 亦： 喪の 

火 夫、 ^仲 を 

桓 公に 推薦し 

て 有名な り。 


夫、 もと 牛 飼 

となりて te 公 

に 仕へ わりと 

ふ 

S 梪公 1 

出奔して 飽 

！^; 1^ と共に 居 

りし 地名 

(六) J«l 仲桓 

公の 弟" な r_ ；:. f 

じて 齊と g ひ、 

W れて 教 にあ 

b しとき. 魯 

の莊 公、 齊國 

に管 仲 ある は ， 
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フ  キプ 

し、 或は 恪 勤して 居ながら 放心す るに 至るな り。 故に 思 二君 恩 之 重 1 こと を 以て 臣 道と 

する 也。 

次に 不レ忘 二 布 衣 一と 云へ る 事 あり。 君恩に 因って、 元と 布 衣 卑賤の もの 莫大の 綠 を 

g:、 所 從卷屬 を 抉 助し、 郡國城 地を領 する の 輩、 其の 身 一代に は 古を不 J 心と いへ ど 

おも ひ  たぐ ひ リ 

も、 子孫に 及んで 生れながら 大名の 思 をな し、 人々 に無禮 緩怠 を專ら とする の屬有 

レ之。 凡そ 郡 國を領 する 輩、 只 だ 敵 を ふせぎ 難に あたらん こと を 以て 忠勤と する、 是 

れ 其の 一方 を 知りて 其の 實を 不, 糾也。 世 平 かなる とき は 身 をつ とめ 下 を 養 ひ、 國郡 

を 治めて 邪な きを 以てし、 亂 世に 及ばば 身 を 委ねて 忠を 守り、 あだ を 担ぎて 不 wli- レ强， 

これ 治亂の 忠勤な り。 然ると き は 常に 君恩の 莫大なる こと を 思って、 身 をつつ しみ 形 

をう や/ \ しくして 愼み 守る、 是れ则 ち 忠勤の よる 處 なり。 年月 過ぐ るに 從 ひて 古 を 

忘れば" 必ず 君の 仰せ を も 蔑 如し、 或は 少しの 事に 恨 を 遣し、 或に 分 を 超えて 餘綠を 

欲する に 至りて、 つ ひに 身 を 失 ふに 可, 到 なれば、 ここにお いて あらかじめ 慎む にあ 

(En 

ノ (二) 卜 (三) へ ゥシ ュクガ ネ イセ キ ，- 、f  ム  ッテ -1 ハク ゾ ッテ サ 

る 也。 昔 齊积公 與二管 仲 • 鮑叔牙 • 裤戚, 四 人飮、 积公謂 1 ー叔牙 1 曰、 盘 fe! 爲-ー 

ガコレ キヲ  サ サゲテ ヲ  テ ハク ク ハレ ルル デテ "シ キヨニ ヲ ノン  ヲグ カラ ルル (六) セラ レシ 一一 

霧人壽 1 乎、 叔牙奉 レ觴而 起 曰、 願 公 無 レ忘ニ 出 在， 一呂 時； 使 二 管 仲 無リ忘 二 縛 於魯" 


ヲ  ズ ント ヌメ カラ ルル カヒシ ヌ 二 ヌ  ケテ ヲ  シテ 〈クト  ク クンバ ^ル 

^0^,^ 時 h 使き 戚 無^^ 鈸ニ 牛車 下-時 h 桓公 避， 席而謝 曰、 寡人與 ニニ 大夫； 能 無 ， 忘 こ 夫 

ゾて ほさし こ  ヲ ヰ  カラ 

す。 £の£ 至 子 之 言 一 則 社稷 不レ 危矣 といへ る 也。 人 卑賤に して は 勤めつつ しむに 便り 多し。 已に 

,^^0,^.^ 富貴に 至れば、 古 を 忘れて II 慢の心 出来 やすく、 ややもすれば 貴 を 陵ぐ に 至りて、 下 

I へ；^ u、ー  ^上の 惡事 にたる こと も、 君恩 を 忘れて 布 衣の 古を不 レ思處 より 起るな り。 尤も 可レ W 

厚く 政 を S? ひ 

しなり 

三 君に 事へ て 其の 身 を委ぬ  ， 

(七) 層 師曰 はく、 子 夏 曰、 事 レ君能 致 二 其 身 一と 云へ り。 致 二 其 身 一と は 委ニ其 身 一の 心なり。 

スル ハノヲ  フル ヲヲシ マノ ヲト  ヌヲ 

朱 子の 注に、 委ニ致 其 身； 謂 レ不レ 有 二 其 身 一也。 ここに 案ずる に、 委レ 身と 云 ふ は、 己 

れが 身の ために 宜し からん こと を不, 計して、 唯 だ 君の ために 可, 成の 事に 身 を ま， VT 

ると 云へ る 事 也。 凡そ 君臣の 約 をな し、 其の 家に 仕官た らん もの は、 生死 を 以て 君の 

心に まかす。 生死 は 人間の 一 大事たり とい へど も、 旣に 是れを 君に まかす る 上 は、 お 

や 其の 下の 小事、 ^か 以て 身の 宜し からん 事 を不レ 可レ計 也。 身の 宜しき を 計る 品 多し" 

輕 きを 以て 云 はば、 四 支の 安佚 を 好んで 朝夕の 恪勤を 怠り、 游宴に 耽りて 公を闕 如す 

、 E 道 一 臣體  二 七 
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る是れ 也。 重き を 以て 云 ふ 時 は、 身の 利害 を 計りて 身に 利 あらん 事 をな し、 我を立て 

ハニ 1  ル-: セ  ご I  ノ  §  (iess) . 

(1 じ 一本に て理 に不レ 順、 理を頓 みて 不， 詳の 類是れ 也。 世人 皆爲， 君 あだに あたり- 自ら 敵 を 拒 

は 「理. ly 賴み 

i て，」 に 1^ の 一 ぎて 急難 を不， 願、 死を資 毛より 輕ん ずるの 義 なりと 云 ふこと を 知りて、 f 奴 場 必死の 

地に も不， 憚して あだ を ふせぐ、 是れ 古今の 通義 也。 而 して 今日 H 用の 間委， 身の 愼み 

をば 不ブ 划。 敵に あたる の 難 は 遠くして まれ 也、 今日 委レ身 の^は 近くして 常住 也。 近 

きをす てて 遠き を 思 ひ、 常 を S きて 變を 志さん こと は、 人臣の 本意に あらざる 也" 但 

し 叉 身 を 委ねて 奉公の 族、 時 を はからず 處 を不， 詳して、 思 ふま まに 言行 をな し、 傍 

輩 相役に 障 ある 處を 不レ 悼、 必竟 身の ために 云 ひもし 行 ひもせば こそ あれ、 皆 主君の 

ため 也と 云 ふの 類 多し。 是 れ委, 身に 似て 不， 委， 身 也。 その ゆ ゑ は、 時 を 考へ處 をつ 

もりて、 其の 事の 成就し なん 事、 井に 傍輩 相役の さはり にもなら ず、 自然と 政道の 調 

はん 處 こそ、 まことの 委, 身と 云 ふ もの 也 = 不， 然して 理の ままに せんと 云 ふ は、 是れ 

叉理 にあらざる 也。 如， 此 事- 大方に 究理して は 難， 通 もの なれば、 學 により 知 をき は 

め、 其の 思 入 を 正す にあるべき 也。 

次に 不レ 勞事、 臣 道の 用 也。 身に 骨 を 折り 苦勞 して 事 を つとむる は、 心に 勞 する 


と 違 ひて 成り やすき 事 也。 殊に 年に 若壯老 あって、 老いて 後に は 人 これに 身を勞 する 

の 奉公 を 不レ與 もの 也。 然れば 年 ざ かりの 時 は隨分 走り 廻り 勤番す る こと、 相 應の恪 

ルカ ラフ  ル マラ  . 

勤 也、 必ず 四 支の 安樂 を不, 可レ思 也。 惜しめ ども 不レ留 は 人の 年 序 也、 藏 しても や 

がて 破壞 する は 人の 五體 也、 時節 到来して つとめられざる 時分 は、 求めて 勞 せんとす 

とも 不, 可レ叶 也。 ここ を 以て 云 はば、 晝 夜の 奉公 猶ほ 間斷 なく、 傍輩の つとめまで を 

致さん と 云 ふ 思 入、 尤も 其の 時宜に あたる ベ き 也。 是れ 一 向委レ 身の 深切に して、 人 

はから ひ 

をし のぎて 利 を 逞しく せんと 云 ふの 計に あらざる 也。 世人 省 我が家に 居て は、 下人 僕 

從の わざ を も 自身つ とめ、 家宅の 修覆 庭前の 掃除まで 能く 相 つとむと いへ ども、 主人 

(不精)  IJ  ： 

の 家に 行きて は、 身ぶ しゃう になり て つ とめ 大に 怠る こと は， 名 を 思 ひ を？、 バーし うし 

て 身 を 愛する の 心より 起 る 也。 必竟 我が身 を 我が身と 不；， 思、 一 事 一 物 をな すまで も 

皆是れ 主君の ためなら ん處を 深く 思 はんに は、 義を養 ひて 厚薄 を辨 じ、 物々 唯 だ その 

理に隨 ふに あるべき なり。 朱 子 曰、 臣子無 1 一 愛 レ身自 佚 之理？ 

四 君の 己れ に 厚 からん こと を 求めず 

臣道 一臣 體  二 九 


二)  ii 

而 isss 十五 ifT 

不義 富 几 $r 

於レ我 如-ま fp:- 

を せり 

(二) 易の 乾 

の 文： K 傅に、 

「九 五に 曰 は 

く 飛 浦-犬に 在 

b、 大人 を 見 

るに 利し と は 

何の， ぞゃ。 

子 曰け く、 同 

^相隨 じ、 

氣相 求む、 水 

は ES: に 流れ、 

火 は 燥に 就く、 

S1 は 能に 從ひ、 

風 は 虎に 從ふ。 

&?人作りて^5！ 

物銳 る。 ： 人に 

本づ くもの は 

上に 親しみ、 

地に 本づ くも 

の は 下に 親し 

む。 各-おの 

類に 從 ふなり」 

i 出づ 
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師曰 はく， 君臣 相 親し からん こと は、 人の 望み 願 ふべき 處 なりと 云へ •  ども、 求めて 

君の 御意に 入りなん と 欲し、 君の 我れ に 懇切な らんこと をね が ひ 求めん は、 小人の わ 

ざ 也。 我れ に德 あって、 言 ひもし 行 ひもして 君是れ に感格 まし まさん は、 道の 願ふ處 

也 しきりに こび を 入れて 君の 惡を迎 へて 己れ が 身 を 厚く せん 事、 君子の 本意に あら 

ざる 也。 身 を 立て 我れ を 安く せんと 思 ふこと は 致, 身の うらなれば、 何事に も 皆 我が 

身の ためな らんこと を 計り、 利害の 心 を 以て 今日の 日用 をな す、 是れ當 分 我れ に激っ 

き 仕 合よ き 如く なれ ども、 本と 不義 を 以て 富み 榮 えんこと は、 彼た I  二 浮 i 一とい へる 

に ひとし かるべ き 也。 

次に 世に 隱遁の 風 を 好み 學術 を閜き そこなへ るの 輩、 利祿 を輕ん じて 主人の 厚レ我 

を不レ 願、 倖 祿を疎 草に して、 ややもすれば 是れを 抛擲 せんこと を 云 ふの 請 あり。 Bw 

ル チーフ  パ 

れ學の 實！？ -不レ 明が ゆ ゑ 也 U 必竟 我を立て 理を 弄んで 世間 を 蔑 如せ しむる の 輩 也、 甚 

だ 人臣の 不二 本意 一也。 君臣の 相 遇する 處は 在， 義 て不， 在， 1、 身 を 利 せんがた めに 相 

遇せん こと を 求む る は 小人 也。 道行 はれん こと を 思うて 相 遇する こと を 求めん I ごョ g 

レ見ニ 大人, の 心に 同じき 也。 次に 立, 家 こと を 思 ふ は、 身を决 くせんと ふに は 事 か は 


れり といへ ども、 是れ 又詳に 不二 究理 一とき は、 立， 家の 思 入 皆 身 を 立てん とする にあ 

る 也。 身 を田ャ みは 至って 少微 也、 家 を 立つ る は その 大 たる 也と い へど も、 義を はから 

ず 下剋上して 家 を 立てん と 思 はん 事 は、 是れ叉 盜賊の 罪に 可レ入 也。 下と して 上に 仕 

ふるの 道 は、 人の ため 國 のために 可, 爲 こと を專ら とする、 是れ身 を 後に する 也。 身 

を 後に するとき は、 身 ここに 立つ 事 安し。 身 を さきだてて 利害 を 計る は、 亡ぶ るの 端 

と 知 也。 

五 勤 仕 を 思 ふとき は 常に 其の 道 を學べ 

師曰 はく、 官人皆 主君 勤 仕の 志 ありと い へど も、 S ふ 斗り にして 其の 道 を 學 ばざる 

を 以て、 志あって 事たら ざる 事 多き 也。 たと へば 家 を 作らん と s ふとき は， 先 づ大匠 

を あつめて 其の 事 を 糾明し、 其の 可レ 入所の 諸道 具 を 用意して、 而 して 後に 其の 事な 

る。 其の 事 を 息 ひ 其の 理をー K ふと も、 其の 事 を 詳に不 子して は 其の 一事 成就し がた 

し。 然れば 恩と 學 との 二、 體用 事理なる を 以て、 相 離るべからざる 也。 古人 云 ふ、 川 

0 向 ふに 君 父の あって 敵 に あたらん とき、 1 所に 行 き て あ だ を 担ぎ 其の 命に かにらん 
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と 云 ふの 入 至って 深き 臣 ありと 云へ ども、 川 を； かぐ 事 を 不レ知 ゆ ゑに、 みす/ \ 事 

義を (I) くになりぬ、 然れ ばと て、 川へ 飛び込んで 死なん は、 志 は義に 近し とい へど 

も 全し と 云 ひがたき 也、 君 を 思 ひ 父 を 思うて 忠孝 を 志と せん 臣子、 能く 究理せ ずん 

ば不 レ可レ 1^ と。 此の 心 至って 深く 通ず、 尤も 可 ニ玩索 一也。 而 して. 學 ぶと 云へ る は 何れ 

の 書 何れの 事 を學習 せんとた らば、 先 後 本末 を 心得て 厚薄 を 糾明すべき 也。 川 向 ふに 

二) 徒然 草 て 君 父の 用に 立たん ことこ そとて、 川の 游を 第一と せん 事 は、 法師が 外より 來 らん 迎 

第 百 八十 八 段  シ 

に出づ  馬 をのり 得ん と 云へ るに 同じ からん。 叉 心理の 修 用可レ 然とて、 一向に 學 窓に 閣 居し 

ニニ ヒテ ラバ  ブヌ 

C ョ i2 攀 て 萬 事 を なげう たんこと も、 行 有 ニ餘カ 1 學レ 文と 云へ る敎に 相違へ り。 ここ を 七 皮 

€篇第+ニ31に 

あ"  ^するとき は- 我れ 今日 奉公の 位あって、 其の 位に ついて 其の 職 有り、 其の 役 あり、 

出で て 相：^ 候す るの 座 あり、 出仕して 相つ むる の 時 ある 也。 是れを 校 量して 其の 先 後 

を糾し 厚薄 を 可 二心 得 一也。 今日 仕官の 輩す ベて 可 レ學の 大概 は、 正 n 大 其 本 一 端づ實 

せ.， ハ 11^; 明 Tl% あ 材； 寛 n 廣 せ.， ハ器； 是れ 自ら 守って 相つ とむべき の處 也。 朋友に 交 はり 

テヲ  ル カラ ス 

相役 組 下の 傍輩、 各 >以 二 禮讓！ して、 無 禮の形 過言 を不レ 可レ出 也。 言 あら はれ ざれ ど 

( ノ 

も 形 動く とき は 人よ くしる、 人心 怒る 形 あら はれ ざれ ども 言 發 すれば 人 堪忍せ ず。 己 


(一二) 孔子の 

門人、 名 は 由、 


(四) s^^^ 

逢篇第 廿五章 

に 5r つ。 孔子 

ill 門人と 志 

も-云 へ る！ 答 


として 對 へて 

曰 はく、 干乘 

の 國、 大 11 の 

間に 攝し、 之 

れに加 ふるに 

IS ぉ& 以てし * 

之れ に 因る に 

饞謹 を 以て >sS 


めば 三年に 及 

ぶ 比、 SS; あり 

て 且つ 方ち-知 

らしむべきな 

.9」 と 出で、 

孔子 これ を 笑 

づ 

も說 け- 


れが 言行の 不義 を 以て 百年の 命を棄 て、 君に 仕 ふるの 年月 を { 仝し くせん 事 は、 君子の 

テヲ  . フ、  (三) そつじ 

實 にあらざる 也。 然れ ば以， 禮 守り 慎む は 忠義の 所， 成 也。 子路 卒爾と して 答へ し は、 

孔子の 哂 つて 爲 レ 國以, 禮， 其 言 不レ讓 との 玉へ る ゆ ゑん 也。 而 して 出仕 伺候の 間、 

常に 義を 存じ 勇 を 養 ひて、 事來 らば 義に まかせ、 變 あるとき は 先んじて 制 十.、 故に 動 

容 周旋 手足の 容に 至る まで、 禮 義勇 を 以てな す。 是れ 出で て仕レ 君の 法 也。 其の 內に 

入りて 居す るの 間、 父兄 子弟の 親、 賓客 家人の 交際、 まレ 身游， 藝の 勤め 怠る 處 なく， 

餘カを 以て 文 を 講じ 書 を 明に して、 古の 聖意を 味 は ひ、 本朝の 國俗 武家の 式法 を 尋ね， 

廣く問 ひ審に 聞きて 是 れを斜 校了 せんこと、 是れ臣 子の 所， 要 也。 所 レ志實 地に 至る 

とき は、 其の 學亦實 にして 虚 ならず。 然る を 以て 云 ふとき は、 唯だ臣 として は 君に 仕 

ふ るの 實 を 深 く 思 入 る る に あるの みたり。 其 の士 心あって 其 の 學 ぶ 處 不, 怠ば、 古人の 

忠義に も 相 比すべし- 學ぶ處 怠りて、 しきりに 己れ が 知 を 先 だて、 人 を 蔑 如して 理高 

ぶら ば、 聞く こと すくなく 見る こと 狹 くして、 其の 所レ行 必ず 偏 僻なる べし。 偏 僻な 

る 時 は 其の 木 不二 正大 一 を 以て、 其の 奉公 勤 仕の 功 も 皆 小知 小 見に して、 其の 業 至って 

ル カラ 力 ナフ 

せ は/ \ しく- 器い やしく して、 古人 忠義の 本意に 不レ 可，， 稱也。 
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• 六 忠佞 を辨ず 

師曰 はく、 事レ 君の 道、 其の 本 を 正大に する にあり とい へ り。 其の 本の 正大な らん 

( 1 ) 孝 終 事  y  ル 

S  こと は、 何 を 以て 是れを 究め 盡 さんと ならば、 忠 佞の 二に 不レ過 也。 忠 を^て つとむ 

(一：) 9$  .  フ ヲ 

■ 第 ると き は 其の 事 正大に して、 一時に 快から ざれ ども 逐， 曰て 明白 也。 ^を 以てな すの 

资ヒ篇 iw: 章に 

出づ。 &は恭 事 は 皆 己れ がた め を 謀って、 利害の 間に 落つ、 唯だ當 分の 利潤に して 永久の 謀に あら 

の 1" ^なり..，、  二) ハク  フル ャ 一 「  ンデハ ヒ サン 1 ゾ プ 

^^^^0 ず。 忠と云 ふ は、 古今 其の 注說 多し。 孔子 曰、 君子 之 事 レ君 也、 進 思レ盡 レ忠、 

こリ しづ  ィテハ フ ハン 1ヌ 7  (二)  ハク 二  ノ ッテ ルカ ナラ (三) ハク ムル キヌ/一  フ レア し； . - 

(H5  I、 退 思， 補 レ過。 曾 子 曰、 爲， 人謀而 不レ忠 乎。 孟子 曰、 责ニ難 於 君 1 謂 一一 之 中ん？ 各. -君 

ザに „ ^^す 生  (gn フ-- ヲ テン ヲ  フルー 一 二 テス ヌ 

^^^^^1 に對し 人に 應 ずるの 道に 忠を 以てす。 君 使 レ臣以 レ禮、 臣事 レ君以 レ忠と 孔子の 咎の定 

バぶ S の 弟 公に 答へ たま へ る是れ 也。 而 して 忠信と 云 ひ 忠恕と 云 ふ、 是れ 又忠の よ る處 也" 案 

に I て 共に  fsl  へク シテヌ ラス ヲス ト r 六)  ハク ス ヲ レヲフ ト  ハク -シテ 

0^^^ ず.. るに、 忠は程 伯 子 曰、 發 A 己自盡 爲 A 忠。 程叔子 曰、 盡， 己 之 謂 レ忠。 朱 子 曰、 盡 二 

ヽヒ >j ま ；、  レノヲ  キ 、ス  (七) ノ  ハク  ノクヲ  テダテ へテニ ルヲカ  フ  レハ 

Ki. と li 代 己 之 心 一而 無， 隱、 所謂 忠也。 北 溪陳氏 曰、 諸家 說 X 忠、 都 只以， 一事 殓 不；， 欺而 言、 夫忠 

のメ 北溪は  3 リク  力 レ テ ルヲ カク ルハ トチ チリ クダ リテ -1 ハク ス レ ヌレヌ スト.， ト 一ァ， 

醒き g。. 固 能不， 欺、 而 以， 不， 欺 名 k 則 不可、 直 至 二 程 子 1 曰、 盡レ己 之 謂 1 忠， 方 說得確 

ヒぉ  'り  ス  スト ハレ プレス チリ ノヲ  テ ノ スルヲ  フ  ラ クレキ  ノル： サ： 一一， レ - - 

i^_f 定、 盡 ， 己 是盡ニ  心； 裏面 以ニ 所， 存 主 一而 言、 須卞是 無- 1 1 毫不 I, 盡方是 中 ^ 如 十 


ノ  ダ キー-'  ヲ  丄 J ムレ バ  ヲ  チン  ナ  フヲレ ヲ，、 (八) ノ  〈ク 

S  n$, 分 底 話、 只 説 コ 得 七 八 分； 猶留 一一 兩 三分； 便是不 不， ん待， 謂 こ 之 忠？ 西 山眞氏 曰， 

すの タ J 十の 後  クル  テ シテ ト ス レヲ  テ スヲ ンヲ フ レヲ シ ヅキテ レヲ 二  キ  ハ 、 

0^^^ 忠 之爲， 義、 先 儒 以爲， 1 中心- 釋 k 之、 叉以 Ji, 己 言， 之 I 蓋 本 二 諸 心 一而 無 k 僞者忠 也， 

M ぐ ^乎 己",- 而、 lit 亦 忠也、 然 未， 有 二 諸 心 1 而 不レ盡 -I 於 己一 盡ニ乎 己 1 而不 本- 1 諸 

世に S 山 先 iH  ズ 

.^-s 其 亦 一而 已 云々。 

諸 儒の 註解 甚だ 明 也。 然れ ども 中 人 以下の 敎をー K ふ 時 は、 中心 を 忠とー K ひ、 盡レ己 

を 忠とー K へる 斗り にして は， 日用の 間 忠を用 ふるの 道 不レ明 也、 是れ 只だ忠 のうは さ 

也- その ゆ ゑ は、 臣 として 君に つか ふる 所、 內に私 を かまへ 二重に 物 をた くみて 致さ 

ん勤仕 は、 佞奸 邪曲の 惡人 にして、 云 ふに 不レ ni ！。 その外の： H 官 の臣、 各.' 我が 心 一 

ばいの 奉公 をつ くす 事、 世 以て 多 けれども、 本と 我が 本心の ねり 薄く、 知不レ 足事不 

レ！！^ービ以て、 或は 聚斂す る を 以て 忠. と S ひ、 或は 神社に 祈請して 君の 福利 を 求む るの 

輩、 聊か 己れ がた めにあらず、 一向 君へ 恩 入りて 己れ を盡 すと い へど も、 是 れを以 

て 忠と雞 J 目 也。 尤も 一 事に 一 事の 忠 あり、 一 物に 一 物の 忠 あるべき なれば、 大道の 

忠 に不レ 中と 云 ふと も、 其の 所：， 盡に 無, 僞は忠 と 云 ふに 似たり とい へ ども、 必竟君 を 

惡に 入れ、 國家を 傾覆せ しむる に 至らん こと は * 子 を 愛して 甘 一〉. 一 くらはしめ、 其の 病 

臣道ー 臣饅  ,  三 五 


山 鹿 語類 卷第 十三  三 六 

の 出で なん を不， 知と 云 ふに 同じ。 ここ を 以て 云 ふ 時 は、 中心と 云 ひ盡, 己と 云 ふ、 此 

の 間にお いて 能く 詳に究 むる 事 あら ずん ば、 忠の實 を 難レ得 也。 然 らば 如何なる を か 

忠と 可, 謂 なれば、 盡レ己 究 A 物、 到 二 天地 之 中.； 曰， 忠也。 云 ふ 心 は、 人 己れ が 身の た 

めに 謀る とき は 能く 盡 して 詳 にす、 是 れ以， 實す るが ゆ ゑ 也。 人の ために 謀る に 至り 

て は 其の 實薄 きを 以て、 己れ が內を 不レ盡 して、 あからさまに 事 を 心得る のみ 也。 況 

や 君に つか ふるに おいて は、 朋輩のお も はく 己れ が 利害に 依 W して、 實 地に 心 を ひた 

し 入る る こと 無， 之 故に、 盡, 己 を 以てせり。 盡レ 己の 心 ありと い へ ども、 究理す る こ 

と 薄ければ、 知不レ 0^ して 其の 可， 致 事 を不， 詳を 以て、 志 ありと い へ ども、 事 不二 專 

宜 1 になれ り。 故に 常に 心 をね り 知 をき はめて、. 事理 一 致の 忠に相 かな はんこと を 可 

レ思 也。 心 を 練り 知 を 致め て、 事物の 間に 究理す とい へ ども、 我が 心 を 以て 其の 是非 

をき はめば 意見 まちく にて、 其の 道 叉 可レ違 なれば、 天地の 中 を 立てて 規矩と し 法 

則と して、 これに 相當 らん 事理 を盡 す、 是れ忠 と 云へ る本說 也。 朱 子 曰、 忠者 天下 大 

公之 道 也と 云へ る は、 此の 心に 近し。 天下に 推し ひろめて 用 ふとい へど も、 恥 づる處 

なく、 大 にお ほやけ にして 一 己 一 人の ためなら ず、 國家を 利し 萬 民 を 安ん ぜん 處 ある 


の 言行 は、 皆 忠と云 ふべ し . 

されば 忠は上 君に つか へ 下人に 交 はりて、 其の 間 大公の 志 を 用 ふるに あるべ き 也。 

(二  (二)  ほ か 

(1) 論語の 孔子の 忠信 を 主と せよ との 玉 ひ、 曾 子の 夫子 之 道 は 忠恕の みとい へる も、 忠は 外人に 

藥而 • 子 罕*  S  つ  ； 

.«p^^  くみする の 道、 信 恕は內 身 を 守る の 云、 今日の 道、 出で て 人に 交 はり 入りて 內 につ 

語 あり、 孔子  ル デ 

門人に とむ る、 內 外の 分 を不， 出 を 以て、 忠信 忠恕の 說 ある 也。 忠を 以て 平生 身 を 守り 父母 

副 海せ しも 知  チラ 

； v/ii にっかへ 下 を 治む るの 道 也と 云 はん は、 無差別に して 不こ 實學； 其の 理は 一也と 云へ 

五 章 ども、 其の 事に ついて 其の 形す る 處相か はり、 形に よって 同じ 心なれ ども、 其の 品 を 

別にす る こと、 天と 云 ひ 地と 云 ひ 人と 云 ひ 物と 云 ふが 如し。 眞西^ 曰、 聖賢 之 言 レ忠、 

ル 乇ッ パラ トセ  フル 二-一  V ニノ ルズ  ゲル  二 ズ モテ グル  フル 二 ズ モテ フ  ルモ 

不レ顓 II 於 事！， 君 也、 爲, 人 謀必忠 也、 於 二 朋友 1 必忠 吿也、 事, 親必忠 養 也、 至 二 於 

I レ 善敎レ 人、 以 レ利敎 I- 民、 無二 適而非 忠 とい へ る は、 忠の理 をい へ る 也。 忠を 以て 

事 二 父母 1 修レ 身の 言と せば、 忠孝と 一 K へ る 言不, 入 也，。 然れ ば忠は 人に 對 して 云 へ る 言 

にして、 我れ において 云 ふ 言に あらざる 也。 あ ひて を 見て 行 ふと、 獨り相 つとむる と、 

其の 用 はるかに 相 隔たる と 可， 知 也。 問、 忠 只是實 心、 人倫 日用 皆當, 用, 之、 何獨只 

：4 一事 レ君上 1 說ニ忠 字？ 曰、 父子 兄弟 夫婦、 皆是 天理 之 自然、 人 皆莫, 不 1 二 自知ニ 愛敬； 
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君臣 雖， ー亦是 天理； 然是義 合、 世 之 人便自 易， 得 二 苟且.； ^fe-^. 

ラー I クナリ  ベ ン 

レ足處 1 說。 

次に 俊は辨 あり 才 あって、 其の 本く らく、 唯 だ 身 を 立てて 己れ が 利 あらん 事 を 根と 

する 也。 お 子 佞ん, ど。 i ル： お n.;  s，  m^^ 

^淵との 治^  く-一  ひてん 

の 問答？ 於 人 一と あり。 是れ皆 卑語 辨 給の 臣 にして、 其の 形忠 あるに 似て 大に 相た がへ る 也。 

(パ) ；？ I 語 公 

i^s 俊 人に 品 多し、 巧言令色して 人 を よろこばし、 主人の 氣を 取り こびへ つら ふ、 是れを 

諫臣と 號 して、 人 早く 其の 非 を 知る を 以て、 人君 これが ために 害に 入る 事 すくなき 也。 

上に 行 を 正し 言 をた くみに せず して、 內に 君の 己れ に 厚 からん こと を 欲す、 是れ うは 

ベより はみ えがたき を 以て、 人に 惑 はさる る 事 あり。 巧言令色の 諫臣 は 小知 短才に 

<1 一す)、 の g して、 其の 欲たり やすく、 佞奸 邪曲の 姦臣は 謀 を 深く し僞を 巧に する を 以て、 其の 

i 漏 f 欲 逞しく して 急に 難， 知 也。 公孫 弘 • 張 湯が 仕 二 あ 武^; ひたすら：：^ 奸を 先んじて 

お 人。 第 四 卷  ラ 

； i 一 f ほ， 諫め を不， 奉、 君の 意に 隨 順す。 公孫 弘祿を はぶいて 故人 {s^ にあた へ、 東閣を ひら 

いて 賢人 を 招き、 張 n お 亦 如， 此。 其の 行跡 をみ るに 皆 美なる に 似た る を 以て、 武帝 1^ 

後人 に^れら 

れ てま 殺す に 公孫 弘を 丞相と す。 弘官 1^ 一 相に 至る といへ ども、 猶ほ身 を へりくだり、 常に 布の 被 


を 以て 衣と す、 其の 儉約 不， 可， 云。 而 して 實は 賢人 を そしり、 これ を 朝廷に おかん こ 

(五；  H  二 

みうちめ うじよ かう さい  きふえん  か ヒ 

f 五 t、fiw と を きら ひ、 董仲舒 を 膠 西に うつし、 汲默； を不レ 用、 是れ 各.' 才 たり 知あって けれど 

り、 霄 iEUWE  ル ラ  (七) 

f  r に 3 も、 本く らくして 忠の 本意 を 不レ知 を 以て 也。 叉王莽 始めは 學を ねり 賢者 を あつめ、 

づ かって 力 あ  力 -ー ヲモ ッテ フ ヲ 

f て g ぱ 妻の 衣不 レ曳レ 地、 布 蔽レ 膝と 也。 是れ皆 己れ が 利 を內に 根と して、 利に E ゆ I しから ざ 

£ス に ^き らん 前方、 しひて 名 を つとむる 處 ある を 以て 也。 ここにお いて 案ずる に、 侵 は 言行と 

相に^ せらる， 

12" て辭任 もに 忠 に似て、 根ざす 處大に 相 か はれり。 根ざす 處 あらず して、 唯 だ 思 入 斗り にて 致 

，は 集 等の す處の 奉公 は、 其の 事不， 0^ 斗り たりと 云 へ ども、 佞人の 類に |4 レ可ー 也。 忠俊は 根 

(六) 漢の景  キ 

武 帝に 仕 あって 根大に 相違と 可 一一 心得 1 也。 人臣 忠 Jl^ の 心 を わき ま.、 ざると き は、 主人へ 奉公お 

へ- 地方 官と  ノ 

i 、て 勤の 意味 其の 本 を 不.， 知が ゅス. 5 に、 實の 志と 難レ成 也。 

て 社稷の 臣と  バ  ラ 

いへ り。 直諫 次に 漢. 唐の 盛な りし 時に、 道 を 不レ學 本 を不, 知と いへ ども、 孝子 忠臣 世 以て 多し。 

^^^^.^0 是れ 天質 生 美に して 忠 を專ら とする あり、 叉つ とめて 忠を 盛に せし 類 多し。 然れ ども 

れ、 外 權  メ ヲ ズノヲ 

を以 5 帝. 只 だ 忠臣 烈士 攻 二君 之 過 1 禁 二君 之 欲； 其の 政の あやまり をた だし、 其の 臣の非 を はじ 

哀帝 二 代に 威  ル 「 

I 錢 S 亡 iSi  くと いへ ども、 忠の實 を不， 知 を 以て、 皆 其の 本に たが ふ處 ある 也レ ここ を 以てみ る 

て 一 時 新 を 建 

てたり  とき は 君へ 忠を 專ら とせん 輩 は、 才 ある も才な きも、 老いた る も わかき も、 大臣 も 
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小臣 も、 忠に 至らん の 道 を 尋ね、 其の 理を究 むる にある のみ 也。 

師答ニ 伊藤 某 甲 一書 曰 はく、 來 書に 所 レ謂 二六時中 忠節の 義に心 を ひたし そめ、 毛頭 

自分の 利害 身 持 私の 外聞に 不 レ拘、 忠節の 道に は 人 の毀眷 にも 一 八 叩に も かふ 間 敷と、 

深く 思 入る 事 根本 也。 如， 此ば 君の ためな らんこと、 いかほど も 分^に 可レ 出、 左な き 

と. き は、 大體 斗り 忠節の ごとくに て、 不レ入 枝葉の 吟味 だてに なり、 實は 少しも 主人 

のために 成る まじき の 旨、 宽に 深切の 言と 可レ謂 也。 但し 首 は あまりあって、 其の 事 

理 に不, 通 所 あり、 自分の 利 寄に かま はず、 外聞に かか はらず、 人の 毀綠： に不レ 動、 一 

命 を も 塵芥に 比しつ ベ からん と は、 たれ/ \- も 思 ひもし 云 ひも するとい へど も、 其の 

間にお いて 實 地の 忠を 不二 究理 一とき は、 ^！分の利害を輕んずることを立て、 人に あた 

る こと 多く、 人の そこな ひとなる こと あり。 外聞に かま はざる と 云 ひて、 人の 嗍り世 

CI) 古本 大 のた めしとな つて、 十目 所, 視 十手 所 レ指を かへ りみ ざらん 事、 叉 主人の ためなら ずノ 

然れば 利害の 問に おいて 忠を 分^し、 毀眷の 間にお いて 其の 是非 を辨 ずる、 是 れを究 

理と云 ふべ し。 世間に、， 君の ために 百年の 命 を 抛ち、 國 郡を棄 て、 萬鍾の fi を 輕んず 

るの 輩 多し といへ ども、 其の 志 はふ かく、 其の 事は忠 に似て 忠 にあら ざるの 者 多 けれ 


ば、 忠節と 云 ふ 心 を 朝暮 工夫 學 習あって、 其の 實 地に 得 入 あらん 事、 是れ 人臣の 大任 

也。 其の 實地を 不：， 得して は、 いづれ を 本と も いづれ を 枝葉と も わき まへ がた し。 本 

を不， 知して は、 枝葉と 思へ る 事に 根本 ある こと を不レ 知に 至る 也。 命 は 人の 本 也、 祿 

は 外 寶の根 也と いへ ども、 祿を すて 命 を輕ん ずる を 必ず 忠とは 難 云。 若し 忠の實 を 

不レ 得して 死を輕 くせば、 狂人の 自らく びれ、 夏虫の 火に 入りて 死し、 鳥獸 のさし あ 

たる 餌 を 求めて 其のた く は へ なきに も 同じ かるべき 也" 人々 皆忠を 口に 云 ひて 忠の實 

を 得る ものな き は、 學習 する 處不レ 切が ゆ ゑと 可レ知 也。 次に 忠の志 深く ば 主君の ため 

たらん こと 分^に 可, 出との 言、 是れ叉 其の 弊 あり。 思うて 不, 學 とき は 其の 事 くらき 

もの 也。 忠の志 深く して 忠 のっとめ を 不レ懈 ば、 つ ひに は 其の 事 も 分別に 可レ出 也。 志 

深し と 云 へ ども 不, 學 とき は、 其の 事不, 通 もの 也と 可レ知 也。 

師曰 はく、 忠孝 は 君 父に 相 事 ふるの 本に して、 是れを さまたげ しむる もの は 欲の 一 

おごり 

字 也。 欲に 四 支 を 安佚なら しむる の 欲 あり、 奢 をき はめ 耳目 を 喜ばしむ るの 欲 あり、 

各 > 其の 本 づく處 は 此の 身 を 愛して 私し、 己れ を 立てて 我 を 盛に する より 事 起る 也。 

名利の 二 は 相 同じと いへ ども、 名 亦 欲より 出づ。 凡そ 人の 父子 は 天性の 自然にして、 
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夭 地の 當然 なりと い へ ども、 ややもすれば 此の 欲心に よって 父子の 愛 を かく 事 多し。 

況ゃ 君臣の 相 遇する や、 以て 利祿奉 養の ためにな すが ゆ ゑ、 ^して 欲の 間にお いて 其 

の掛酌 工夫 不レ詳 ば、 利害の 內に陷 りて 眞忠を かく 事 多し。 だ 可 二相 愼 一也。 

七 義利 を辨ず 

^^^^ 師曰 はく、 義利 之辨は 君子 小人の 所，^ 也。 君子 は義 にさと く 小人 は 利に さとき と 

云へ るた めし、 此の間に 落 在す。 凡そ 義と云 ふ は、 事に 臨んで 當 然の理 をた だし、 是 

れを行 ひて 不：， 疑、 是れを 義と云 ふ 也。 利 は 事に おいて その 利 多 からん 事 を 思うて、 

利 之 逞しき 方に 落 著せし むる、 是れを 利と 云 ふ 也。 然れば 私 を 去って 正大 公道な らん 

こと を專ら とする は義 にして、 私 を 立て 身の 欲 を 全くす る こと は 利 也。 義 利の 辨を詳 

にす る 時 は、 則ち 忠 佞の 本 明白 也。 但し 忠は 上へ 相對 して 所」 打の 事 也、 義はぁ ひて 

を 不：， 詳、 我が 一身の 行跡に 當然 の義則 あらん こと を 相 計る、 是れ を義と 云へ る 也。 

君臣 之 問 恩 勝, 義と 云へ り。 云 ふ 心 は、 父子の 間 は 天然の 親愛 を 以て なすこと 也、 君臣 

は 他人 相 あつまりて 君と 仰ぎ 臣と 約す るの ことわり にして、 何 を 以て 大然の 親愛 ある 


德通 にな 夫祖っ 
望 S 從り '禹ご 

高 もつ 。華 . 
し 編て 司 陽字宋 
み の はの 
、治 光人 淳范 


べき 處 なし。 唯だ義 において 辣 に可レ 薄の わけに あらざる を 能く 良知して、 祿 の 多少 

平生の 親疎 を不， 以、 其の 義に 順って 可レ宜 道理 を 了簡し、 我が 今日の 事 上 を 詳に思 ひ 

明に 辨 じて 義 を專ら とする、 是れ臣の守^！^道也。 華 陽范氏 曰、 彼 侯 人 者 不レ知 ニ義之 

所 I, 在、 }i 唯 利 之從、 利 在 二君 父 1 則從 二君 父 一 利 在 ニ權臣 1 則附ニ 權臣； 利 在 ニ敵國 1 則 交- 1 

敵 一  利 あ 一 則 親 二 戎狄？ 忠臣 則不 っ然、 從レ義 而不， 從， 君、 從， 道而不 從レ 父、 使 T 

iiiT チ I 二 於 非義； 父 不 4. 入 二 於 非道 一 云々。 不 一 毀裹ー "一 伹だ義 を 守り 義を養 ふの 間、 

其の 義を 不レ詳 とき は、 義を 取りち がへ て 世間の 風俗 を 以て 義 とし、 人の 毀譽を 以て 

義を 定めん とする こと あり。 風俗 毀 譽に義 あらざる と 云へ るに は あらね ども、 我が 本 

に 義と云 ふべき 規範 を不レ 知ば、 大方 世間の 云 ふに まかせて、 實義を 取り 失 ふこと 多 

し。 諸事 似て 不， 是多 きもの 也。 中に も 衰世の 風俗、 君 を棄て 傍輩に 荷擔 し、 人の た 

め を はからず して、 我が 最 食の もの 我が 親しむ 知 音に 利 を 付けん 事 を專ら とし、 是れ 

は 申 上げて 不 レ可レ 調と、 我れ も 思 ひ 人 も 知る と 云へ ども、 一旦 奉行まで ことわり てつ 

おしなべ 

か はすこと、 是れ 我が 組 下 相役へ のっとむ るの 義 なりと 思 ふの 取りち がへ、 世間 押 並 

て 然る 也。 是れ 時の 風俗と なって、 上に も 下に も義 なると 思 ひなせ る 事 は、 下と して 
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これ は義 にあら ざると 云 ひて 不, 可：， 爲は、 又 時宜 を かくに 至る 也。 生と 死 は 至って 重 

ル カラム 

しとい へど も、 天下の 風俗に なりて 久しく 是 れを義 なりと せし 事 は、 不, 可， 已 こと あ 

り。 是れ 禮樂は 天子の 定 むる 處 にして 斟酌な り 難ければ 也。 然れ ども 我れ 常に 心を義 

(1) 一本に に：. i 養せば、 人 是れを 離る る こと 有るべからず、 常に 義を 不, |_ ル して、 我が このまざる 

は 「誹る」 と  レ 

あり  處 このむ 處 において 世間 をす てんこと、 皆 君子の 所 レ不レ 取 也。 ここ を 以て、 風俗 毀譽 

の 間にお いて 尤も 其の 究理 を ふかくせ ざれば、 義の 至極に 不レ至 也。 利 は 君子の 所レ恥 

といへ ども、 君子 又 利 を 嫌 ひて 是れ を棄 つると 云 ふに は あらず。 君子 はよ く 利 を 思 ふ 

を 以て 利 を 全くす る 也。 されば 家 を 思うて 義を かき、 身 を 愛せん ために 必ず 可 レ勤時 

ぎ  サ 

義を 不レ爲 して、 眼前の 利潤 を逕 しく するとい へど も、 自ら 內を 顧みる ときに やまし 

く恥づ かしく、 長久に 命ながら へて、 子孫の 面ぶ せに なりなん 事 は、 まことに 人倫の 

不 レ致處 也。 然れば 利 を 先にして 義を 後に すれば、 利 却って 不， 全、 義を 先んじて 事 を 

行 ふ 時 は、 利 を はから ざれ ども 利 全し。 たと へ 利 あらざる と 云へ ども、 其の 間に 愁ふ 

る處 あらざる 也。 利 を專ら にして 奉公 恪 勤の 輩 は、 報 を 早く 得ん 事 を 思 ひ、 報 を 不レ得 

とき は 其のつ とめ 皆 懈怠に なりて、 主人 を 蔑 如し、 朋輩 をす すめて 奉公 を 遠ざからし 


出 引 蜀の 孔 


む。 たま/ \ 恩 を 得、 寵 をうる とき は、 是れ を不, 失の 手段 を まう けて、 君の 寵を固 

くせん こと を 欲す。 故に 己れ が 黨を用 ひて 君邊に 伺候せ しめ、 己れ が 私 を 以て 人 を 選 

擧 して 私 恩 を 逞しく す。 是れ利 を 見て 義を 不, 知が 致す 處也。 

君子の 君に 仕 ふる は、 道 を 行 ひて 主君 を 大道に 誘引す る を 以て 其の 志と す、 欲 を ほ 

しい ままに すべきた めにあらず。 君 を 引きて 王者たら しめん 事 は、 臣の 位、 その 身の 

德、 時の 勢の ありなん ことなれば、 それまで は不， 及 ども、 己れ が 利 を はかって 君の 

ため を しらず、 人の た 十け になら ざらん 輩 は、 必竟 君恩 を不, 思して、 つ ひに は 君 を 

なみ 十る にも 可レ 至の 機微 あり。 古今 大小の 臣、 利に 惑 ひて 身 を 失 ひ 家 を 破り、 其の 

大 たる は國 家の 敗亡 をな すに 至れる ためし、 擧げ て不, 可レ數 也。 故に 臣道 は義 利の 

辨を詳 に 十る にあり と 云 ふ 也。 義 利の 辨は臣 道に のみ 限るべからず、 人倫の 至極- 今 

一はの 用法、 唯 だ 此の間に あるの み 也。 昔 蜀の孔 明、 劉備を 助けて 政 をな し 軍 を 行 ふ。 

有 一-一 復 A 漢討 A 賊爲ニ 當然； 至 一一 於 成敗 利鈍 1 非 一一 一臣 之 明 所 二 能 逆 睹 一也と 云 へ る、 是れ不 

レ問ニ 利害 1 只 だ 求 二 義理, 也。 成る と 敗る ると を考へ て 事の たらん に付き、 利と 害と を 

計って その 利 あらんに したが はば、 道 を 枉げて 其の 進まん こと を專ら とし、 義を棄 て 
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「一) ^.J. て 事の 速に なりなん に 付く、 是れ名 節を不 A.^、 忠義 を不， 專也。 孔 明が 云 ふ 所 は、 當 

ウ" は 件ず す 

ば 1^ し？^^ 然の義 を 先にして、 成敗 利鈍 を 以て 所レ 不一 一 逆 賠 一とす。 まことに 後世 臣 として 君に 

行 ^  3^?  一  キク ヲニ)  ハク  ツル ャヌ 

に-せん ぜら气 仕 ふるの 本意、 何事 か 此の上に 加 ふべき や。 尤も 可， 付レ心 也。 羅豫章 曰、 士之立 レ身、 

s^<ils 先生と^ 

^  hi  スチ  ヲ スヲト レバ  ゲテ ヲテ ヌム 1 ヲ レバ  クズヌ テカヌ 

£^rjf;fi 要 T 以 n 名 節 忠義 1 爲 4*、 有 二 名 節 1 則 不二 枉&以 求 i、 有 一！ 忠義 1§ 不二 固」 龍以 欺；， 君矣) 

あり 

(二) ここに 

云 ふ は 易の 乾 

ま A 君臣 相 親しむ 

の 4  一二 5 る。  レ  セル ラ  -  シ 

九 「5 同じく 師曰 はく、 君臣 不二 合體 1 ば 道 不レ成 もの 也。 君 は 天に のっとって 覆うて 無， 外、 臣は 

臣下の 位に 當  シ ンシ 

る せ ： . 地に 則って 載せて 無， 棄。 ここにお いて 天地 陰陽の 德 全く、 萬 物品 類 を とげて 道 犬に 

I。 に お 行 はる。 九 五の 德 ありと いへ ども- 下に 九 二の 臣 あら ざれば、 相應 ずるの 物 あらず し 

も：； の 人の 力 て、 君 は 君たり 臣は臣 たるまで 也。 是れ 君臣 ありと 云 ふと も 相 親しまざる 時 は 事不, 成 

あ.. つからさる  $  、 

^^^^^ の ゆ ゑん 也。 書に 君 を 元首と し臣を 股肱と する も、 此の 心 を 以て 也。 廣 の魏徵 曰、 夫 

政耍卷 三、 君  ノフリ スシ トテヌ ズル ニノ  テフ ズル 一一 シ トメ ル ラ 

11. 君臣 相 遇、 自レ 古爲レ 難、 以レ 石投レ 水、 千載 一 合、 以， 水投, 石、 無二 時 不, 有と 云へ り。 

言 ふ こ ころ は 

s^^^  ^し 臣道を まげて 君に 相 親しまれん 事 を 欲する は、 たと へ 相 親しむ に 至れる とも、 道 

し 相 逆 ふこと の 行 はるる 事に あらず、 只 だ 欲 を ほしいまま にして 己れ が權 を專ら にす るの み 也。 然 


fj: は 千？： に れば道 を 以て 上下 相 遇して、 初めて 君臣 相 親しむ と 可レ云 也。 地 気の 下り 天氣の 上りて、 

一 度の 困 iiJ に 

^^.^B 地天泰 となり 萬 物 相 成る は、 其の 氣の 合する が ゆえ 也。 君臣 道に おいて 其の 氣相 合す 

力 如く IS 者 反  シ ル ゲ  (3 一  (五) ルハ  ヲ 

？る は 比々 る 時 は、 天下の 政事 無， 不, 遂。. 昔陳 代と いへ る もの 孟子に 尋ねけ る は、 不, 見 一一 諸侯； 

皆^り となり 

/^ヨン ？  トンド ク ナルガ ル  タビ パ レヌ 〈 チ テ クラシ メ ハ  >1 テ クラシ メン ッ -ー 〈ク ゲテ ヲ  ク スト ヲ 4; トンド 

(弟 四 子) f  0 宜ニ 若, 小 然； 今一 見， 之、 大則以 王、 小 則 以霸、 且志 曰、 枉， 尺而直 , 尋ぃ宜 

(五) 孟子 クナル キガ ナス  ハク  ノ  さ" ス クー 一 ヲ テス ヲ  ラ -I サン ト ンヲ  ハ  レ 

文 公 下 篇首 章 ， 若 , 可， 爲也。 孟子 曰、 昔齊景 公田、 招 二 虞 人 1 以 レ旌、 不レ 至、 將レ殺 , 之、 志士 不レ忘 

ル -I ヲ 二  ハ  レ フ Ifls  ノ カウべ ヲ  7 カレル  レル ，て：： ノ キニ ルヲカ  シ \ タノ キヌ 

レ在ニ 溝壑； 勇士 不， 忘 レ喪ー I 其 元； 孔子 奚 取焉、 取 T 非 一一 其 招 1 不 &1 也、 若不， 待 二 其 招 1 

クハ ゾヤ  ッ ン ゲテヌ  クスル ヌハ  テ ヲフ  モシ テセバ ヲ  ゲテ ヌクズ ヌ ァ ラベ  キカ 

而往、 何 哉、 且夫枉 ，x 尺而直 J 芽 者、 以, 利 言 也、 如以 利、 則 枉レ尋 直， 尺而 利、 亦 可 

(六 一  (八) 

ス  ムカシ テゥ * ンシ シム (七) ヲ\ ヘイ ケィ ラ  ニメ  ヲ  メ ハク 

にに： * れ大 ン 爲與、 昔 者 趙簡子 使 I- 王良與 n 嬖奚 1 乘 h 終 曰而不 ，z 獲 二 一  禽； 嬰奚反 命日、 天下 之賤ェ 

夫趙. 41-  K5- は 

S  ト  ヒト テグ  二  ハク フ タセ ント ンヲ ンヒテ  二 キク  二  Z クリ  ヲ  ハク 

f 七) 名 ある 也、 或 以吿 二王 良； 良 曰、 請復 之、 彊 而後 可、 一 朝而獲 二十 禽； 嬖奚反 命 曰、 天下 

® 者  ト  ハク レ ズ ン、. ラ ト ナン ヂ ル r ヲ フ  二  ズふ 一力 ハク レ V  二 レガ ス レバ ガ  7 

(0 まの 之 良工 也、 簡子 曰、 我 使 ， 掌 二 與：， 女 乘ー 謂 二王 良 一 良不， 可 曰、 吾爲， 之 範二 我 馳驅； 

氣ニ 人り の奚 

-ヽ *  ニズ  ヲモズ 二 レガ ス レバ  ニズ  ヲニフ  ハノ スル r ヌ ハチ チテ ヌ シト ルガ レ 

い.？ 終 曰 不レ獲 二、 爲， 之詭 遇、 一朝 而 獲.， 十、 詩 云、 不 X 失 一一 其馳； 舍， 矢 如：， 破、 我不 

ナ ラハト  ル 1 ヲフ セント  スラ ッハヅ  >  スル r- ヲ V  ル r- ヲ  モ シト ノ ル ナ 

kT 與 II 小人 1 乘 h 請辭、 御者 且羞 i ハ， I 射 者 一 比！； 比 而得二 禽獸； 雖， 若 二 丘陵 一 弗レ爲 也、 

モシ ゲテヲ フ ハレ ニゾヤ  ッ テリ  グ ルレ ヲ ダラ クク スルヲ  ゲヲ ク 

如 枉レ道 而從レ 彼 何 也、 且子 過矣、 枉レ己 者 未, 有 二 能 直 , 人 者 一也と あり。 枉レ 尺て 直 

レ尋 せんこと は、 まことに 可 レ然の 道理な りと 云 ふべ けれども、 尺 を まげて つ ひに 尋を 

臣道 一臣 體  四 七 
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直く する に不レ 至して、 尋 も亦枉 がらん 事、 世 以て 多し。 先づ 君の 仰せに 從 ひて、 連 

連 君臣 合 體の思 をな さしめ、 其の後に 自然と 君 を 善に みちびき、 政道 を 正 理に歸 せし 

めんと 云へ るの 臣、 つ ひに 君 を 善に 入る る こと 不， 能して 一生 を 空しく す。 その 終り 

をみ ると き は、 唯 だ 己れ が 利 を 逞しく 十 るの みに して、 君臣 一 體 とい へ るの 本意に あ 

ら ざる 也。 然れば 道 を まげて 一 致せん と 云 へ る は、 まことの 一 致に あら ざれば、 却つ 

て國家 傾覆の 本と なる 也。 

九 臣 品を詳 にす 

師曰 はく、 凡そ 仕官の 輩、 其の 家に 勤 仕す るの 年勞、 奉公の 親疎、 祿の 厚薄、 位の 

古 W 下、 所レ 得の 恩に 依って、 其の 所， 勤に 差別 ある 事 也。 其の 心 入と する 本意に たが ふ 

處 あら ざれ ども、 外の 所, 定に分 ある もの なれば、 分 を 越えて なし 位 を 出で て 謀らん 

ス ル -フ  ねんら ふ 

事 は、 道に 志 ある ものの 所レ 致に 不：， 有 也。 家に 勤 仕す るの 年腦を 以て、 是れを 俗に 譜 

代 • 家人と 號す。 而 して 祿 多く 位高く 所， 得の 恩 重き もの、 是れを 名 づけて 社稷の 臣 

と 云 ふ 也。 社稷 は 國家を さして 云へ り。 朱 子 曰、 社稷 猶， 云 二 公家 一と 云へ り。 然れば 

ゴ し シ 


( 一 ) 論語 季 

氏 ほ 首章 

(二 J 魯の附 

IS 國の名 

(ニー)  #KH 

篇 第 十九 章 

S) 殷の S 

相 

(五) 港 王の 

子、 位に 卽き 

て 父の 敎に從 

はす 暴 なり、 

故に 尹 宮 

に 移せり 

(六) 武 帝の 

時、 大司 馬大 

将， 軍と なり、 


を 佐く。 昭帝 

0 死後 昌邑 王 

賀を迎 へ て & 

に卽 かせし も 

行 多し、 乃 

ち麼 して 更に 


ヘル) 盡心上 

爲 ぎ 三十 一 章 

(八) S 語 先 

！ ^」篇 第 廿三章 


(二) 

と 9 たて  r 一 )  せん. J- 

其の 時の 君の 取 立に あらず、 數 代相傳 へて 國 とともに 立つ 所の 臣 なり。 孔子 11 臾を以 

て 社稷 之臣 也との 玉へ る も、 私に いたす の處 にあらず、 お ほやけ の 命 を 以てする の處 

ハク (三) リ ンズル ヲ ト云  テ ン ズルヲ ヌ ス K 

なりと 云 へ る 心に や。 孟子 曰、 有 下 安二 社稷 一臣 者：； 以ぃ 安一 I 社稷 1 爲， 悅者 也と い へ る は- 

是れ 社稷の 臣の、 國家 のためにして、 君の ために あらざる なり。 昔 殷の伊 尹が 太 甲 を 

と 5  ^ ら. 

桐に 置き 奉りて、 其の 志の 善に か へり 玉 へ る を 待ちて 再び 祚を ふまし め 奉りし 類 は、 

社稷の 臣 にあらず して は 難レ叶 こと 也。 但し 其の 身 社稷の 臣 として、 君に つか ふるの 

德又 あら ざらん 臣下 は、 位祿 家譜 は 社稷の 臣 たりと も、 國 家の ため を 論ずる に 至りて 

は 其の 差別 あるべき 也。 前 漢の霍 光が 昌邑王 を かへ て 宣帝を 立てた るの ためし、 併せ 

• シ ズ  ハク (七) ラバ  チ  ケ レバ  ゥバ へ ん 

可レ 案。 されば 孟子 曰、 有 二 伊 尹 之 志 1 則 可也、 無二 伊 尹 之 志 一則 墓 也と はこ Q 心 也。 

次に 大臣の 事、 K 一子 曰、 大臣 者以レ 道事レ 君、 不可 則 止と い へり。 大臣 は 道の ため 

に 仕官 して 君 を みちびきて 善に 入らし め、 世 を まつり ご と し 民 を 安 ん じ て 國家 を 治 平 

ならしむ る- 是れを 大臣と 號 する 也。 後世に 及んで、 國の權 を 專ら. C し祿爵 畳に して 

政 を 一 人に 歸 する を 大臣と 云 ふ。 是れ 古の 大臣と 云 へ る 其の 德義を さしおいて 其の 形 

ば A 

斗り を 論ぜる 也。 社稷の 臣は國 に 付いて 云 ふ。 大臣 は 時に 取って いづれ の 臣を用 ひて 

臣道ー 臣體  四 九 
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，ご 一) 、ータ t 政 を 行 はしむ と 云 へ ども、 德 の廣大 にして 公正なら ん義 によって 臣 たる を 大臣と 云 ふ 

^に諫 S 也。 次に 直 臣と云 ふ あり。 直 臣と云 ふ は、 君の 非を糾 し、 さしつ めて 其の 惡を諫 むる， 

(二) 比 記 汲  ふあん  二) 

0^^^^ 是れ 臣之士 也。 漢の武 帝の 時、 汲 默數. '諫めて 武 帝の 怒 を 犯す、 魏の椽 阜が諫 をし 

/^^^  D  s^fo  シ フ (二)  ハク  ハ  ナ ルゾャ  サウジ ョ ハク シメバ ヲズ ジ 二 ラ 二 

き^"" きりに する， 各.' 直臣と 可, 謂」 武 帝日、 汲 II, 如何 人 哉、 莊助 曰、 使 二  g 任, 職 居, 宫、 

より 化 暇 を 乞  ン テュル -1  レモ リテ ハノケ  ヌ  ル 1 ヲクク  .Kly レヲ I フ  .Ky- ヌル 一一 ラ  モ ミ フト" ホン 

ひし SI 無二 以踰 1, 人、 然 至,， 其 輔ニ少 主； 守 レ城深 堅、 招 レ之不 レ來、 魔 レ之不 雖ミ自 謂ニ赏 

ヽ三ノ 11」 5  イク 卜  ジ  ハフ 1 レヌ  ノ ハク リ  リ  "テ ハニシ トレ 二  ノ  クスヲ 

^^^^M 育 一 亦不 M ヒぉ， 奪， 之矣、 上 曰、 然、 古 有 二 社稷 之臣； 至， I 於 i5j 近， 之矣。 魏楊阜 能， 諫、 

共に fs^ 秋戰國  ヒト ハク 〈ズャ 一一  ァ レバ チ ト メル レー ート フー 一 グ テル ハー ーァ ラへテ ハク 

S 代 S 士 或 曰、 揚阜非 一一 忠臣 一哉、 人 主 之 非、 則 勃然 觸， 之、 與レ人 言、 未 二 嘗不リ 道、 答 曰、 

(T) 一一- 國 の  レ  ハス ヲ  ブ、 レ ヲニフ レヲ 卜  ス レヲ 二 フ レヲト リテ  ト 二 リー 尸 ノ  フ 

§5411 夫 仁者 愛， 人、 施 二 之 君 一 謂， 一之 忠； 施 ニ之 親 1 謂， 1 之 孝； 爲ニ 大臣 1 直 P 一 其 君 之 非； 而 

れい. IS も^りて  スノ？ シフ トダ ナナ 卜  ャハ (巧) ノチ ラ  ダテハ 

^^r. 播 n 揚其 惡； 可 h 二直 士； 未 k 二 忠臣 1 也、 若 n 陳 群- M 不 談論 終 曰、 未， き F 人 

臣下の 奏趙  ヌ  ヌル  ハルーフ  フハ テカコ rk ナリ  ズ 

主 之 非 一 書數十 上、 外人 不ぃ 知、 君子 謂、 群 於 ヒ是乎 長者 矣と 云々。 是れを 以て 云 ふと 

の 上 £S 知れ <  . き は、 君の 惡を 諫め 糾す にも 品々 次第 ある 事な り。 

-, 諡す  次に 忠臣の 事，. 忠を なし 奉公 をつ とめて せ、 のしる しある を 忠臣と 云ぶべし。 其の 身 

0,^^^ 言行 國 家の 政道に おいて 其の 私する 處 なく、 能く 國 家の ためた る處を はかり もし、 な 

の 文 は^ 觀政  (五ブ  ハク 〈クハ シ. -ョ 7  メナ- ソ 

卷 二直 1 の しもいた せる を號 して、 忠臣と も良臣 とも 云 ふべき 也。 唐餽徵 曰、 願 下 使 臣 爲 一一 


へ这へ 

/、 梦七 

>^  -tl  V-' 

書 « 
耗 « 

泰 の 


る 章 要 こ,] 9 且訂貞 者::^ 

di 中卷こ をつ 驻觀 *C 
已に 二の 附諸釋 政 臨 
の 附直文 載' f も '要 ni 元 
意 載諫は すの 加に のの 
見せの 政 。論へ 考人， 


ずト め.、 良臣； 勿， 使，， 一臣 爲ニ 忠臣； 太宗 曰、 忠良 有， 異乎、 徵曰、 良臣使 T 身 獲 二 美名 1 君 ま- 顯 

ヌ  へテニ  カラ * ギリ  ハケヲ  リニ  二 ビテ  リス ノヲ  チ 

號； 子孫 傳， 世、 福 rt 無 4 疆。 忠臣 身 受ニ誅 夷； 君陷 II 大惡； 家國並 喪、 獨有ニ 其 名； 以 

レ此而 言、 相 去ルっ 遠矣、 太宗 曰、 君 但莫， 違 ，1 此言. ； 我 必不； 心 二 社稷 之 計； 乃 賜 二 絹 二百 Eh 

云々。 これ を 以てみ ると き は、 諫を納 れて死 を 不レ顧 は 忠臣 也、 諫 おこた はれて 政と 

との ほる は良臣 とい へ る 也。 然 らば 名君 賢 將には 忠臣 は あら ざらん や。 魏徵が 云 ふ 所 

は忠死 を 遂げた るの 臣 を 云へ るなる べし。 元より 忠臣 良臣 其の 差別 あるべ から ざれ ど 

も、 わかち を 云 はんとな らば、 良臣 はすべ て德を 以て 道 を 行 ひ 君 を 助く るの 臣 にして 

忠臣 は 忠言 をす すめ 忠行 をた して、 國家を 輿し 君 を 以て 萬 民の ため. ならしむ るの 臣也 _ 

(六) ハク  ノ  ハ ナ"  レモ フシ パ ンヌ 二  チル ハル ラ  ゾャ  • 

戈 直 曰、 魏徵 忠良 之 論 美矣、 然 致 こ 之 文義： 則 有， I 不 1 然者； 何 也、 文武 之臣、 身 獲 こ 

(七) 

こ づ  ヲ ョ" ク  ヲ ラ ウテ レヲ ト  ，-ケィ^<ィニ チ ハク ミナ ォモ フト ヲノ  ケ 

^sf 美名.； 君 受， 一 顯號； 專謂ニ 之 良臣 1 可也、 而冏命 則 曰、 咸懷， I 忠良； 商紂 之臣、 身受 -I 

セる なり  ヌ  リ  ニラ .r. テ レヲ ト  >  ハキ ハク フン シャ スト ヲ  レ 4:- スべテ フガ レヌ 

誅夷ー 君陷二 大惡ー 專謂ニ 之 忠臣 1 可也、 而武王 則 曰、 焚 n 炙 忠良 一 此猶 ニ渾而 言-之 也、 

子 文 ± 字、 ft  £) へテ リ ，-.  シムル 1 ヲ ラ シ テ ス ト  チ シテ ヲ ス .、■ 奏 g 一黄 鳥 ip? , ヌレ 

の 上？ 卽ち舍 子 文 仕 爲ニ令 尹； 身 得レ令 レ終、 可 三以爲 ニ良臣 1 矣、 夫子 則稱 レ之爲 レ忠、 奄息殺 レ身殉 

0^ しそ 以從 i ノハ 可，， 一 以爲ニ 忠臣 ー矣、 詩人 則稱， 之 爲， 良、 然 則徵之 言、 (豈) 得：， 爲％ 

B づる ち- ナ  ト  リへ， ノハ  ダラ ンテ  ニルニ  ダ ラ カタ ヨリ テ  一 I 

る？ . 論 一哉、 先 儒 有 J 目、 忠 1 道 也、 未^ T 優 ニ於忠 1 而劣ニ 於 良 ー者ト  1 亦％ 有 T 偏 一一 於 良 一 

ズ  フト 

臣道ー sgl  五一 . 
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字 は 季弼、 曹 

操 • 文 帝に 仕 

へ て. S 徒と な 

り. S 敏を稱 

せらる 

(六) 魏 の將、 

s^iiis? 孔朋と 五 

丈 原に 對 蹄し 

て 有名な h- 
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ナル  一一  ノ  カラ フ 

而短 ニ於忠 1 者 h 斯言不 い 可 A 易矣。 

次に 功臣 あり。 功 を 以て 寵愛 せられて 君に 用 ひらる る 臣下 也。 功名 は 人の 所」 望 也 

とい へど も、 功に 次第 あり、 唯 だ 一 且の功 を 莫大に 致さん こと は、 時の 勢に よって、 

下れる 品の 人に も ある 事 也。 然る を その 功に よって 大事 を 任用せ しめん 事、 是れ偏 僻 

する の ゆ ゑんに して 實理 にあらず。 功の 大小に 從 つて 祿を豐 にす ると も、 其の 人品 を 

つぶさ  ノニ) ハク  ノ  (二) ノ  力 -- 

具にせ すして 官位 を 貴く し 大職を 任じが たき あり。 漢随 平日、 高祖 時、 勃 功不, 如, 臣- 

ビス ル-ー  ヲ ノ  力- 1 クハテ  ヲ ラント 二  フ レニ  (三) ス^ ヲ シク 二 

及レ誅 一一 諸 呂.； 臣 功亦不 レ如レ 勃、 願 以ニ右 丞相 1 讓 レ勃、 文 帝從レ 之。 上鱧レ 勃恭、 常 目 ir 

ス レヌ  ヱ ンァゥ ンデ 〈ク  ハ  ナ ルゾャ  ノ ハク  ノナ リガ ハク  へ  ナ リズ  ノー 一 

送 之； 郞中袁 ^進 曰、 丞相 何 如 人 也、 上 曰、 社稷 臣、 盘曰、 相 功臣、 非， 一社 稷臣； 


レ ノ ハ  イマ セバ リ  ビテ -1 ブ  リ (后) ガ -I  ル r ェシノ 一一  、 ：， 

夫 社稷 臣、 主 在 與在、 主 亡 與亡、 方， 一呂 氏 時； 劉 氏不， 絕如， 帶、 時？^ 一 相 本 こ 兵 柄 

不レ 能， 正、 呂氏 崩、 大臣 共 誅ニ諸 呂.； 丞相 適會ニ 1^ ハ 成！^; 今 一 相， I, 有 ニ驕〕 主色； 而陛 

下 謙讓、 臣主 失い 禮、 竊爲ニ 陛下 1 弗， 取 也、 後 朝、 上 益莊、 承相ハ tiE^U 

次に 望 臣と云 ふ あり。 器量 ゆるやか にして 財祿 を不， 文！：、 人 を 来し 友 を あつめ、 我 

が譽望 を專ら とす、 是 れ望臣 也。 其の 器識大 なりと 云 ふと も、 いまだ 實の 大臣と 不 

カラ フ (巧)  テ フ (2) -ー (六) ガ  キカト フ  ト  ガ ハク 

レ可レ 云 也。 魏 王叙嘗 問ニ陳 II； 司 馬-遠 忠贞、 可 レ謂ニ 社稷 之臣ー 乎、 培 曰、 朝廷 之望臣 


る 幽念 ま せ 在 門 仕 伯:;: 
州せ r 'す 朝 待へ '；！ 5 
刺り、、 八 郎 て 三 
史 。公 名 年 と 散國字 
と 後に を 'た i さ餽は 
なに: » 好^ り ^^に務 


(八〕 字 は！ 3 

象、 宋の 人、 

にして I お 

正、 博 ゆの 士 

なり。 太祖 相 

たらし めんと 

せし も、 その 

别直を む 者 

あ. n- て 某 さ チ 


也、 社稷 之 臣未ニ 之 知 一也と 云へ る、 此の 心に や。 世に 春れ あるの 臣、 己れ が 名譽を 

逞しく すと いへ ども、 國家 人民に おいて 其の 益 あらざる の 輩 あり、 是れ望 臣と云 ふべ 

きに や。 次に 親 臣は阿 侵諛臣 にして、 君の 內證に 心 易く したしみ 玉 ふの 臣也。 是れ必 

ず 君の 惡を むかへ、 君 を 引きて 惡 におと しいれし むる の臣 也。 故に 魏 の：！！^ 恕曰、 忠 

不二 必 親； 親臣 不二 必 忠 1 といへ る はこの こと 也。 すべて 世に 云 ふ 所 古人の あら は 

せる 處の臣 道、 其の 品 を 具に 味へ て、 物 ごと を 究理し、 其の 間 を 了簡して 其の 宜しき 

に從 ひ、 道の 至極す るに まかせん 事、 是れ 則ち 實の忠 直 正大の 臣 たるべし。 不， 然し 

て 人の 唱に 因りなん 事 は、 甚だ 懦弱に して 志 ありと 不 レ可レ 云。 臣 として は忠直 正大の 

大 端に 不：， 至ば、 皆 具 臣の列 たるべし。 古人 云、 使,， 一人 主 不 A 冠 不二 敢見ー 者汲點 也、 使 T 

ヲグ レバ  セ チラ テ  ハ (八)  k グリ ツル レヲ 

人 主 不二 冠 服 一則 不ぉ. 肯見上 者竇儀 也、 皆卓爾 有レ 立， 己と 云々。 但し 己れ が 威 を 逞しく 

し、 怒 をつ よくし 憤 を 深く する を 以て、 人 主不ぃ 得い 己して 形 を 正し 衣冠 をかざる に 至 

る は、 實と 難レ云 也。  ， 


臣道 一 臣體 


五三 
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臣 職 

IO 中 W 賤の 差別 を 明に す  ， 

師曰 はく、 爲, 臣之 職、 常 明， I 貴賤 之分定 一也。 君 は t 一" くして 上たり、 臣は賤 しくし 

て 下たり、 是れ 天地 陰陽 所 二相 定 一之 分 也。 ここにお いて 臣 その 職 をつ くす の ii、 衣食 

居に 其の 品 を 明に し、 言行に 其の 分を詳 にせず して は、 心に 分定 をし ると 云へ ども、 

形に 所 レ顯っ ひに 分 を こ ゆるに 至りて、 ^上の 念き ざす。 然れば 君臣 上下の 間 天然の 

かみ  しも  (跼 ) 

尊卑す る處を 本と して、 君 上に 伸びて 立ち、 臣下に 屈して せぐ くまる。 君 南面して 高 

倚に よれば、 臣 北面して 下 席に 拜す。 君 袞龍の 服を垂 るるとき は、 臣短 服して 其の 卑 

を 示す。 君 八 珍 を つらぬれば 臣食 をう すくす。 すべて 難 勞の儀 は 君に 先立ちて 其の 事 

をな し 其の 勞 に付き、 易 安の 儀 は 君 を 先んじて 臣 必ずお くる。 各.^ 上下 貴賤の 禮を差 

刖 して、 自然に 敬恭禮 節の 品 を 越 ゆるに 至らし めざらん と 云へ るの 投也。 ここ を 以て 

臣 心に 敬恭の 深く あら ざれ ども、 其の 服 を 着 其の 食 を くら ひ 其の 席に 付き、 其の 一一：；：： を 

信じ 其の 事 を 行 ふとき は、 自ら 敬 恭の形 そな はれり。 形 そな はると き は 其の 心 生ず。 


路 s 篇 

篇； 名; 


是れ 聖人 法 を 立て 制を詳 にす るの ゆ ゑん 也。 この ゆ ゑに 貴賤の 差別 を詳 にして、 衣食 

居の 間、 言行の 用に いたる まで、 常に 其の 當然を 思慮 格 物して、 其の 位に 相應 せん 所 

の 制 法を盡 す、 是れ臣 の 職 也。 言行の 所, 出、 衣食 居の 所レ 用、 一 二の 不義 あら はれ^ 

越の 形 あら はれば、 情內に 動く と 可レ知 也。 臣 しばらく も 犯, 上の 形 情 相 生ずる とき は、 

其の 職 則ち 闕く。 故に 其の 幾微 をつつ しみて 其の 初 を 抑へ 其の 情 を長ぜ ざら しむ ベ し。 

情の 初 を不， 愼 とき は、 形 あら はれ 事たり て、 不， 覺 して 犯， 上に 至るべき 也。 

一 I 臣 たるの 艱 きを 知る 

(二)  二 ハク  ョク カク シノ タル 1  ッッシ .<  ャ 

書 終の  師曰 はく、 大禹謨 云、 臣克艱 ニ厥臣 1 といへ り。 堯舜 の臣に 命ずる とき、 必ず 欽哉 

べぉ§ F  ォモへ ヤ  八 クニ 11 ) ク ル r  ャ ス 力 ラ 

,^0 念 哉との 玉へ り。 孔子 曰、 爲レ 臣不, 易と 也。 凡そ 臣の 職を詳 にす るに、 其の 輕重 高下 

に 因りて 厚薄の 品 相 差 ふべ しとい へど も、 すべて 其の 職 を 糾明して、 卞 にっか ふる 情、 

君の ために 謀って 忠 あらし めんと ならば、 大方に 愼み 念うて は盡 さる ベ き 事に あら 

ざる 也。 然れば 古の 欽哉念 哉と いへ る は、 臣の心 を 戒めお それし めんことの あらまし 

に は不, 有、 實 に爲, 臣の 難き を 以て、 其の 本意 慎と 念と にあらん こと をい へるな り。 

臣道 一 臣職  ffi 五 


八 fff ん 陵つ 
に宋 とに ご 
出 八す 任 
づ る に 永 
文な 赴 州 

卷 0 か' 4 


山 鹿 語 频卷第 十三  五六 

君 は 人に 上と して 臣に事 を まかす、 臣は 人に 下りて 事を詳 にす る こと を 以て 職と す。 

故に 事を詳 にす るの 至り、 糾明す る 事 おろそか にして は 難レ通 也。 其の 身 を 以て 君に 

ゆだね、 君に 代りて 身を勞 する に 至れば、 夙に 舆き 夜に 寢 ねて 其の 職に 不レ. 1:^, 星 を 

戴きて 仕へ 星 を 見て 返き、 其の 身を勞 する こと 如レ此 切に して、 其の 思 を 焦 十 事 亦 如 

レ此 にあら ざれば、 君に つか ふるの 職 をつ くす 事 不レ全 也。 況ゃ位 大臣に 至り、 職國家 

を 任じ、 祿 諸人に 先立つ とき は、 其の 筒祿 について 其の 任 甚だ 重し。 其の 任 重く して 

ケ ノアク ヒヲ  ル ノヌ  (二  サキ -I  メン 一： ヲハ 

(一) 文 tlw 柳 其の 職 をつ とめ ざらん 事 は、 受ニ其 直 1 て 怠 ニ其蓽 一也。 の 柳 子 厚が、 向 使 r 二 夫 俯 二 

^^^r  二  ケ ナン. チノ ヲ リノ ヲ  マパノ ヲ  ズ ダリ テ  セン ヲ  (二.；  ノ せつ そんぎ 

於 家 一 受， 一若 直 一 怠， 一若 事； 叉盜， 一若 货器； 則必 而黜ニ 罰 之ー矣 と、 河 東 薛存義 を 送 

るの 序に 書きし もこと わりに あらず や。 ここ を 以て 祿豐に 位 職 高 からん に は、 それに 

從 つて 晝 夜の つとめ^だ 多し。 不， 然とき は 公用に 難 レ盡レ 誠。 その ゆ ゑ は 夙に 與 きて 

公用 を辨 じ、 日長け て 朝廷に 出で、 日暮れて 象 に 退く。 返き て 事 を 謀り、 其のむ す ぼ 

ほり 不， 決 事を拼 酌し、 古例 を考へ 古法 を はかり、 廣く 尋ね 審に問 ひて、 內 其の 公平 

正直な らんこと を 思 ひ、 叉 明日の 公用 を あらかじめ 考ふ。 不, 如 レ此時 は、 卿大 夫よ 

り 宰相 執權に 至る まで、 其の 君に 仕 ふるの 問、 共の 事を辨 ずるの 用、 誠 盡レ忠 と 難 


/ 


レ言。 いかんと たれば、 愤 思明辨 のま ことたく、 博學 審問の 暇 あら ざれば、 唯 だ 己れ 

が 私意 私 知 を 以てする のみ 也.^ 臣 能く  1^^.:^ 客に 謁し 用事 を 問 ふに 色 を 和し、 來り尋 ぬる 

に不レ 倦の 類、 是れを 以て 己れ がつ とめと する 者、 世 以て 多し。 然れ ども 職 を 司 どり 

其" の 位に 居ながら、 來者を 疎に し 公用 を 不：， 聞、 來 問す るに 怠慢 あらん は、 必ず 其の 

過に 可レ陷 基に して、 盗賊 大惡 人の 號を 可レ 蒙、 これ を 恐れて このつ とめ をな 十に 至る。 

世上の 用臣 皆是れ 等の つとめ あり、 多く は 名聞 毀譽を 致す つとめに して、 實 のっとめ 

と難レ 云。 誠の つとめと 云 ふ は、 己れ を 修め 知 を 練りて、 公用 交接の 間、 天下の ため 

國 家の ためな らんこと を 謀りて、 私の ため を不, 思に あり。 是 れ博學 審問に あらず し 

て は 其の 實 地に 不 X 可レ 入、 博く 學 ぶと 云へ ども、 春に 不レ 問と き は、 學ぶ事 其の 根 を 

不レ 推れば 也。 如, 此に あら ざれば 私 知 意見 何 を 以て か 破棄 せんや。 君 は 天の 命 を 以て 

人に 上たり、 臣は 君の えらび を 以て 祿を 受け 位 を 得、 而 して 其の 選に 不：， 中は大 なる 

に-一に 嚐 i あやまり 也。 元首 叢 腔 哉、 股肱 惰 哉、 萬事墮 哉と 云 へ る も、 君臣 其の 職 ことたり、 

<2? に 出 つ 

叢 腔 は臣の 職に して、 君の 用に 不. Z 在と い へ る 事 也。 叢胜は 事を詳 にして 其， の 糾明 を こ 

まやかに いたす の 儀 也.^ 是れ臣 つとめて 事 を 詳 にす るの 心 也" されば 臣の職 を 心 易く 

臣道 一 . 臣職  五 七 


(1) 王 禹^、 

字 は 元 之、 i 水 

代人、 ^«林！^ 

士、 著 # 數 S 

あり 

(二)  5^£の；1？ 

空咎 軍と、 舜 

の 時に 樂を掌 

hv し 5.0 を 指 

す 

(三) 5,: の 太 

ポの大 菜 を 助 

成せし &5 玄 

と S5- 徴 もさす 

書^の 

ま 典 •  《 典 • 

大禹^ • 皐陶 

in もい ふ 

(五) 禹、 a 

の 第 1 代の 王、 

始め 舜に 仕へ 

て 水利に 功 あ 

(六) 周のお 

組， 以下 に 

2 る 八 人 上 

古の 有 德の吏 
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存じ、 受 くる 所の 祿を 以て 自分の 佚 樂に用 ひ 驕奢の 事に なさん は、 甚だ 可， 長の こと 

二)  ハク  シ  二  ス  二  ク タル  ニハ リコ ゥキ ルマ デニー 1) J 一  キフ 

也。 古人 曰、 君 逸二 於 上； 臣勞， I 於 下； 古 之 善 相-一 天下一 者、 自ニ咎 t ク至， 1 房魏； 可レ數 也- 

レ  リ ルノ ミナ ラ ノ  ッ ッシム  二  ノミ  ル カラ 

是 不二 獨有ニ 其德； 亦恪 一一 于勤 1 耳 云々" 臣 として 臣 たる ことの 不, 易 こと をし らば、 

祿を ねが ひ 位 を 欲する の 欲心 自然に やみて、 まことの 臣職を 守る に 至る ベ き 也。 

一 二 職の 高下 を 以て 忠勤 を 薄く すべ からず 

(En 

師嘗以 ，1 虞 書 1 示 二 門人 1 曰 はく、 上古 堯舜の 盛な りし、 下に 皆 明 聖の臣 ありし を以 

て、 其の 職 を 定めて 事 を まかせ 玉 ふに、 其の 職を受 くる 臣 聊か 高下の 思 ひ を不， あ、 

こうしょく  をつ 


(五) 

伯禹司 空と なって 水 土 を 平げ、 后 稷百穀 を 司 どり、 契 司 徒と なって 百姓 を敎 へ、 皋陶 

士 となって 刑 兵 を 事と し、 垂共ェ の 職たり、 益虞宫 となりて 草木 鳥 獸を司 どり、 们夷 

秩宗 となって 三禮を 任と す、 一 i は 典 樂の官 たり、 龍 作ニ納 言？ 舜を 君と して 下に 聖賢 

の臣 ある を 以て、 官職に 高下の 思な きこと は、 たと へば 人の 眼目 口舌 耳鼻 四 支、 其の 

所レ司 所， 居 差別 ありと い へ ども、 心の 所レ感 に相從 ひて 其の 命 を不レ 違に 不レ 異。 人 各 I 

所レ長 あり、 其の 所レ 長に 職 を 任じ 官を あたへば、 其の 任ずる 處 更に うらむべき なし。 


然れば 其の 本理を 以て 論ぜば、 職に 高下 あるべからざる を 以て、 我れ に 高下の 思 ひ を 

不, 可, 爲也。 後世に 及んで 職に 百官 を まう け、 位に 高下 を 定め、 祿に 多少 を わかつ。 

ここにお いて 人 其の 所レ 得に 因って 其の 恩 を 別にいた すに 至れり。 而るを 今 其の 分 天 

下に 相 定まる の 事 を 以て、 我れ に 高下の かま ひたき と 思 ひ 云 はん 事 は、 又理を 高う し 

て 事 を 不レ詳 也。 如 レ是の 意見 あらん もの は、 辱く かしこき 恩 惠も叉 しるべから ざるな 

り。 されば 世 以て 高下 尊卑た しかに 相究 まれる 今の 世に は、 官職の 所, 得に も 其の 差 

別 を S ひわく ベ き 也。 恩 ひわく と 一 K ひて 分 を こ えて 願 を 立 つ る は、 上 を 欲する の 心 あ 

つて、 我が 所, 掌の 職に 心 入う すく、 その 相應の 忠勤 も 難 レ盡事 なれば、 唯 だ 其の 職に 

居て は 其の 職を詳 にして、 上の ため 人の ためたら ん處を 慮りて、 我が 職の 人に おとれ 

る ま さ れ ると 云 ふに 望 を 不. \ 可レ 立 。 

堯舜の 時は官 いまだ 高下の 定まれる たく、 臣亦 各以ニ 忠勤 I 爲, 本が ゆ ゑに、 爭ひ競 

ふ 事な く、 官に うつり 役 を かへ て 喜 怒 を 生ずる 處 たし e 後世 は 官の競 望 甚だ 多く、 選 

除 又す くた きを 以て、 しきりに 職 か はり 役 か はるを 規模と 十。 官人 これに 因って 媚を 

執權に 入れ、 下官 下職に ある を 以て 恥と する に 至る ゆ ゑ、 下宫 下職の つとめ ことん \ 

臣道ー 臣截  五 九 
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く 怠りて 其の 下大 に困究 す。 古 を 以て 謀る に、 帝舜 のい まだ 民間に さすら ひ 玉 へ るに、 

リ ヲ  すな どり  リ ヲ  す. 0$ ものつくり 

歷 山に 耕した ま へれば、 民 皆讓， 畔、 雷澤に 漁し 玉へば、 人 皆讓， 居、 河濱に 陶 し 

玉 へれば、 器 不二 苦 ill といへ る ことの ある は、 其の 時 其の 位に 因って 其の 職分 を詳 

にして、 更に 他に 競 望の 心 あら ざれば 也。 孔子 爲， 1 委吏 1 料 量 平 也、 爲二司 職 吏 1 畜蕃息 

といへ り。 委吏は 倉の 米 出入の 事 を 奉行す るの 官也、 司 職の 吏 は 牛 羊の つなぎ 養の つ 

かさ どり 也。 孔子の 大聖なる、 如：， 此の 下官 下位に 居ても、 猶ほ 其の 忠勤 はお こたり 

不, 給 を 以て、 委吏 となり 玉へば、 米穀の 出入 これ を はかる 處 のます に 至る まで、 理 

に 順 ひて 平 かに、 司 職の 吏と なり 玉 ひて は、 牛 羊 ここに 多く 生 を とげて 其の 事相と と 

の ほれる と 云 へる こと、 寇に 聖人の 一 物 1 件と 云 へ ども 不, 盡, 心と 云 ふこと なき こと 

を 可, 見 也。 今の 人 は 德義を しらず、 身の つとめ を不レ 成、 しきりに 名聞 をつ くろ ひ 過 

ンゼ  キム  (見) 

奢 を專ら として 分 を不， 安、 己れ が 可， 愼相應 の役義 をば 是れを 蔑 如して、 上 をみ 願 を 

高く す。 是れ臣 の 職 を 忘る る を 以て 也。 天地の 間の 萬 物、 至微至 少なる と 云 ふと も、 

天地の 氣を不 レ泄、 分々 に 一太 極 一 理を 具す。 天下 の 問、 萬 機の 政、 百官の 品、 下宫 

下位と 云へ ども、 天子の 德無， 不, 通、 天下の 用 無 レ不， 繁、 一身の 內 毛頭 爪 端に おける 


. も亦然 り。 然れば 分々 に相當 して 其の 忠勤 あるべき を、 其の 事 を不， 詳 不， 究レ理 を 2^ 

て、 大官大 位に 至ら ざれば 忠勤な しと 思 はん 事、 甚だお ろか 也。 臣の 職、 上 宰相より 

しも  (；s^  キフ 

下士 庶 人に 至る ま で 、 忠勤 を 思 は ざれば 實地 必ず かくと 可， 云 也。 

一三 獨り 身の 行に 適する のみに 非ず 

(二) 孔子 家 師曰 はく、 孔子 曰、 夫 聖人 擧 レ事、 可ニ以 移, 風 易 P 俗、 而敎導 可 ミ以施 二 於 百姓？ 

語 致 思 篇子貢  - - _ 一 

B^s 非 一， ー獨 あ； i 身 之 行 一と あり。 是れは 聖人 事物の 間に 應持 する ゆる X を 論ずる 也。 而 して 

此の 一言、 臣 として 事 を 掌 どらん 輩 可 ニ尤專 一の 格言 也。 云 ふ 心 は、 身の 行跡 を考 へて" 

其の 行跡に は 相 適 ふと 云へ ども、 世の ため 人の ために たるべからざる 事 をば、 君子 こ 

れ を不， 行と 一 K へ るの 事 也。 世間 の 人し ばらく 道に 志あって 卓 雨た らんと 思 ふの 人、 

ニー 二 

二 ふしゃ 

2) 功 者の 叉 は 剛毅に して 自ら 用 ふるの 人、 叉 は 世上 底 劫 者の 作法、 皆 身の 行に 相 適 ふこと をの. 

意  セ 

み 求む。 それと は、 學者は 身を修 むる を 本と して、 世間 時處を 不二^ 酌； 剛毅に して 

自ら 用 ふるもの は 我意 を 立て 獨立 の 思 をな す。 世上 底 劫 者の もの は 身 をうた ざる を 

.  本と して、 我が身の ためた る こと を專ら とし、 人の ため を 不レ謀 也. -是れ 等 は 其の 質 

臣道ー 六 一 
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夂 rr> 別な りと いへ ども、 身に 適 ふの 行 を もとむ る は 同意な り。 是れ臣 の 職に あらず。 

旣に臣 として 身 を ゆだぬ る 上 は、 身 を 立てん 事 を 思 ふ は 聊か ありと も 不義と 云 ふべ し" 

身の 行 を 正す は 可レ然 君子の 道に ありと い へ ども、 人に ささ はり 世に 害と なるべき こ 

レヒ  ルカ ラス  おちど 

と は、 時代に！^ 二相 應 1 を 以て、 臣 これ を不 X 可， 爲也。 身に はかって 越度 あらざる 迄 を 

考 \て* 國家萬 民に ほどこしが たきこと は、 ！ ^化の 大道に あらず。 何 を か 道と 云 ふとな 

ク フル カラス 

らば、 天下に 推して 可， 行不レ 可， 私. のい ひ 也。 

二)  ァ ，，3 ナフ ノヲ  ニハ  ルヲ  ヨリ  ヒ クレ疋 レヲ シテ  一 1^ 

it 語に、 魯國之 法、 噴 二 人臣 妾 於 諸侯 一 者、 皆 取 n 金 於府； 子 貢 噴 レ之、 辭而 不レ取 

,<ぁ、 孔子 llknp きャ お： r 之"、" 魯ノ 富者 あ fro 貧者 衆、 體ノ. ^受 k 金、 則爲ニ 不廉ー i 

2! ぎ I 啊、 ぁ. 今已 後、 魚ん 1^,, ー復喷 二人 於 諸侯-云々。 此の 時に 孔子 右の き) 言 を 以て 子 

貢 を敎戒 あられし 也。 臣職 ひたすらに 身 を 潔く せんとして、 他の ために くるしみい 

たまん こと は、 尤も 可 ニ^^ー なり。 すべて 理 にさと く 知に 退し きの 輩、 意兒を 立て、 

朋友 相役の 料 简を不 X 顧、 理の ままに 事 をな さんと する の 類 多し。 事の 理 つまれる を 

以て、 是れを 押す 事不， 能と いへ ども、 必竟 傍輩と あしくな り、 相役と 不和に なりな 

ル  セ 

ん事 は、 其の 一事の 理 能くと との ほらん に較 了せば、 一事 は少 にして 輕く 不一-和睦 f 


は大 にして 重し。 是れ 身の 行に よろしき を考へ て、 人の ためた る處を 不レ知 也。 世俗 

を 以て 論ぜば、 我が 心に 喜びの あり、 我が身に 音曲 を 以てする に 養生の 術な らんと 云 

ひて、 隣家の かまびすし きに 不， 構、 晝 夜に 高歌 せん 事 は 宜し かるべからず。 諸 色に 

各-' 此の 心得 ある こと 也。 たと へば 善政 善事な りと 云へ ども、 時代に 不二 相應 1 して、 

世の ため 人の ため 風俗 敎 導の 間にお いて 大益 あら ざらん こと は、 用 ひて 弊 多き もの 也 

(然)  な 

但しし かりと 云 ひて、 並べ て 唯 だ 世に まかせて 身 を も 持ち家 を も 治めよ と 云 ふらんに 

は あらず。 能く 本末 輕重を 斟酌して、 輕を棄 てて 重に 付き、 小 をす てて 大を 取るべき 

たれば、 身に 適 ふの 行 は 小に して 輕し、 風俗に かかり 萬 民に 用 ひられん こと は大 にし 

て 重し、 故に 臣職非 一， 一 li 適 二 身 之 行 一と 云 へ る 也 G 

一四 君 を 是非の 間に 置かず 

師曰 はく、 君臣 は 天地 自然の 差別す る處 にして、 上下の 所レ位 聊か 私 を 以て 議 すべ 

からず.^ ここ を 以て 云 ふとき は、 事物の 間 >  臣 として 君を議 して、 是非の 內 におと し 

いるべからざる 也。 事物に 是非 を 差別し 論ずる は、 朋友 他人の 交に して 君臣 父子の 問 

臣道ー 臣職  六 三 
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U 一一 ひ？?^ にあらず。 されば 君 を 以て 父に 比し、 臣を 以て 子に 比する とき は、 天下 豈不是 底の 父 

Ml ち 一 _^ハ -,^ 母 あらん やとい へ る ことわり なれば、 君 を 非に おとし 入れて 議論 せんこと、 ^だ臣 の 

職に あらず。 凡そ 世に 下剋上の もの 多く、 ややもすれば 君 をな みし 世を變 ずるの 臣ぁ 

る は、 大概 君 を 論ずる に 是非 を 以てすれば 也。 君是 ならば 我れ 是を 以てせん、 君 非な 

らば 我れ これに 非 を 以てせん と 思 はん は、 ほたる 分 を 忘れて 其の 職 を 失し、 君 を 以て 

他人の 交際に 比する 也。 臣 常に 君恩 を 深く 蒙りて、 朝夕の つとめ をつ く 十 事不, 叶ば、 

何事に よらず 報謝の 思 をな すべき 事臣の 職分なる を、 少しの 儀に 意見 を 立て、 君の 非 

を擧げ 或は これ を訟 へて、 君臣 訟獄の 沙汰 出來 り、 或は 大臣 君の 位 を 易へ て權 を專ら 

0, 0 にす るに 至る 事、 皆 君 を 是非の 間に 落しい るる 故 也。 K 東萊 曰、 有 一一 所謂 理； 又 か 一所 

JJg^ 謂 分； 是 理與レ 分、 判然 二 物 也、 君子 言， 分必及 レ理、 言レ理 必及レ <^、 理與レ 分、 得則倶 

す 1«-サ站！^:議*  へ *£-ー  フ  フル ヌ  ヅリ フル ノヲ  ルズ シモハ ノノフ * ヲ 

0^^^^ 得、 失切倶 失、 臣 之訴， 君 者、 先 有ニ訴 レ君之 曲； 不 H 必 問 二 其 所：， 訴之辭 一也、 君臣 之 

おせ 多く ヌ  .  卜て 

MM.. 際、 本 非 卞較こ 曲直-之 後 之 爲：， 治者、 非.， 合， 一分 與 -V 理爲. - 一 、 亦 安能 洗， I 犯 A 上 之 仏； 

菜！^ fs^^T に 而 還ニ于 古-哉 云々。 是れ 分と 理を 別に 思 ふ を 以て、 君臣の 間に 是非 を 立つ るの 失 を 云 

^-Fll へ る 也。 分と 理とを 別にす ると 云 ふ は、 分 を 以て 云へば 君臣の 分 定まる と 云へ ども、 


理を 以て 考 ふるとき は、 是れは 君の 非に して 臣が理 なると 云 ふ は、 分と 理 を^に する 

と 也，」 上下 は 名聞 十で に 定まりて、 下剋上 あるべき 道理 相 そな はれる の 上 は、 分に つ 

いて 理 ここに 明白た る を 以て、 分 あれば 理則 ちそた はれる の 心 也。 是れ 君臣 名分の 決 

定 する ゆ ゑんに して、 天地の 紀綱 自然に 立つ 所な り。 綱紀 不, 立 名分 かくる とき は、 

3  キ ズ 

天地 所 を かへ て 天 倫の ついで 大に亂 る、 尤も 可レ歎 也。 ここ を 以て 是非 を 論ぜず、 皆 

ュ こつと つつし 

君を是 とし 赏び恭 んで臣 の 職分 をた がふべ から ざれと 云 へ る 也。 

次に 我れ に 信ずる 處深 きとき は、 それに 相應 の感應 ある もの 也。 今日 君とう やま ひ 

臣と へり 下る 事、 全く 人の 私する 處 にあら ざれば、 唯 だ 天の 命に まかす るの み 也。 然 

ると き は 君の 言行 を 信じて、 常に 敬 恭の心 切ならん に は、 必ず 感應 して 我が身の を さ 

まる 基た るべき 也。 世上に 信 深く して 感應 切なり しためし 多し。 木 を きざみて 神と 祝 

ひて 社 を かまへ 信仰 を 起す、 本 これ 木の きれ 也。 されば 祌を きざみし 木の きれ は、 不 

淨に交 はり 溝 中に 入る と 云へ ども、 これぞう やまぶべき 處 なし。 すでに 同 木 を 以て 祌 

と 祝し きざめれば、 王侯 もこれ がた めに 手 を 屈して 拜を たす、 尤も 感應も 新な りなん。 

木 を 刻みて 神と しても 信ずる 處に感 あれば、 ？机， や 直に 天命 を 以て 國郡 を領し 天下 を 掌 

臣道 一 臣職  六 五 


山^ 語類 卷第 十三  六 六 

め 中に 入れて、 赏 罰の 權 をに ぎり 人の 死生 を 司 どり 玉 へ るの 人君 なれば、 大凡に て は 

同じく 是れ人 也と み ゆべ けれども、 其の 天命の 所， 歸豈 あからさま ならん や。 然る を 

臣 として 少しの 事に 是非 を 立て 惡ロ 狼藉 せんこと、 幷に 君の 言行 を輕忽 にして 蔑 如せ 

ル カラル 

ん事、 其の 冥罰 其の 天 討 更に 不レ 可レ遁 也。 

I 五 利口 捷徑 を責 ばず して 行に 敏 なる を責ぶ 

師 嘗て 曰 はく、 仕官の 輩 ややもすれば 利口 捷徑 を專ら として 篤實 ならず。 利口 捷徑 

ニー  ま  たづね 

Ac 原本に と； K ふ は、 辨舌を 以て 奉公 をな し當 座の 間 を 合 はする こと 也。 主君の 尊、 朋友の 交に 

人ュじ あ ひし おいて、 口 辨舌を 明に し、 其の 座の 風情 をし ほらし く會釋 し、 立 居身づ かひ 物の 取 

J  廻し 不調法に 無， 之 は、 皆 利口 捷徑 也。 捷徑と 一 K ふ は、 大道 本理 をば 不, 會 して、 當座 

の 近道 を 以てすみ やかに 言行 をな すの 輩 也。 是れを 以て 悪と 云 ふべ きに は あら ざれ ど 

も、 是れ をよ しと 究 むれば、 人 皆 上ば しりて 唯 だ 世知 辨聰 にわたり、 大道の 用 を 取 失 

ひて 臣の 風俗 甚だ 輕 薄なる もの 也。 時に 取り 處に 因りて、 利口 捷徑の ある まじき に は 

不レ 有、 又官 人に より 其の 職 役に 順 ひて、 利ロ^^^の入ること多きこと可レ有なれぱ、 


< 三)  < 太の « 

者、 字 は 中立、 

名 は 時， 翁 巾 

と す、 高宗 

の 代に 一 ほ 仕 

へしが Si し て 

學も -專ら とす。 

二 程の 門人に 

して、 又 朱 子 

の 先 なり" 

の 正统を 

つぎし 人と し 


(5 一本、 

； if 口 探 給， 又 

一 本 利口 接 荏 

に 作る 

r.r  二 さ の 

高 

:ii> ^に 力 


ヌ外 Is, 呂 氏の 

に封ぜ られ、 


相と なる、 武 

< 六) =-s 出 五 

J 一  頁參照 


一 様に 難レ究 とい へ ども、 大道 を 明に して その 大曲 尸、 を專ら とすべき は 本に して 正大 

公直な り、 利口 捷徑 をた さん は 末にして 至微至 少の義 也。 君子 は 本末 兼ね 備 へて 其の 

宜 に 應ず。 學者は 本 を 根と し 貴 ん で 末 を 次と し 後と せ ざ れ ば 、 必 ず 末 に ま どうて 本 を 

忘 る る に 至る 也。 故に 利口 捷徑 を不レ 貴し て、 身 を を さ め 行 を あ つ く して、 其 の 大義 

を I" かざらん 事 を 常に 可レ思 也。 人必ー I 辨才 一ば 早くたり やすく、 立 廻り を 見事に いた 

し 座 配の 宜しくた る こと はやす くして 似せよ し。 篤實 にして 義を 守り 勇 を 養 ふこと は- 

一生つ とむ といへ ども 難, 成 もの なれば、 臣 たるの 職、 唯 だ この間 を 守る にあり と 云 

へ る 也。 

1) 龜山 Rl" (物 口 捷徑ロ  I、 古人 之、 君子 欲 T 訥ニ於 一一 i 一而 敏 * 於 行 上と 云へ り。 昔漢 

(If*)  〈  フル  (六 一  つぶさ 

文 帝錢穀 一 歳の 出入 を閂 ひた ま へ り。 錄侯不 X 能， 答。 次に 陳 平に 問 ひた まふ。 陳平具 

に辨 ず。 文 帝 これ を 善と す。 終 侯はぢ あせ かいて 背 をうる ほせり と 也。 是れ群 口才 覺 

の 捷徑 な る を 以 て 論ず る と き に 、 其 の 能 不能 ありと 云へ ど も、 其の 賢德を 以て 云 ふ と 

き は、 絲 侯を不 賢と し 陳平を 以て 賢と する に は あらざる 也" 然れ ばと て、 陳平カ 能く 

雜ぜし を あしき、 と 云 ふに は あら ざ る-せ" 臣の 職に おいて、 本に、. 七 を 不レ付 末に V を 
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付く る處 あれば、 其の 本意たがって 篤 實を失 ふに 至るべき 也。 すべて 利口 捷徑も 知の 

一端な り。 然れば 今日 知 を 練る 處 其の 源に 至りな ば、 利口 捷徑に はしるべからざる 也。 

知い かんして 練り 捋ん とならば、 事物の 本末 を究 むる にあり。 事物の 理を 究めん とな 

らば、 豈輕忽 にして 末に はしらん や。 輕忽 にして 末に はしらば、 詳に 究理す と は 難レ言 

也。 人 常に 眼前 を 快くして 當 座の 快 意 を專ら とし、 始末の 考を失 ふ 事、 世 以て 然り。 

人 叉 末に はしれば 必ず 本 を 忘る る、 是 れ常理 也。 ここ を 以て、 利口 掩 の なりやすき 

つとめ を 次に して、 篤實 にして 行に 敏く、 難, 行 道 を專ら とする を臣の 職と する 也。 

敏レ 行と 云 ふ は、 今日 身 を 修め 行 を 正十處 にさと く、 能く 相 通じて 早く これ をな 十 こ 

と 也。 一一 一一：！ はやす く 行 はかた し、 口に 云 ふごと く 身に 行 はれざる もの 也。 口に 云 ひて、 

身に 行うて みれば 難レ成 こと あり、 この ゆ ゑに 行に 敏 きこと を贵 ぶと 云 へ る 也。 

二八 常に 敬 恭を存 す 

師曰 はく、 敬恭の 二字 は 本末に して 體用 也。 心に 敬 を 持 すれば 其の 形す る處 則ち 恭 

し。 手足の 所, 動、 衣服の 所 レ垂、 皆內 敬して 外う や/ \ し。 人君 を 敬す る は臣の 職な 


る を 以て、 內に君 を 敬す るの 誠あって、 外に 其の 形 をう や/ \ しくし、 朋友の 交り 賓 

客の 相對 する、 身體 言行と もにつつ しみ 守りて、 過言 無禮 をな すべから ざる 也。 無禮 

は 人の 所レ憎 也、 過言 は 人の 所レ 不レ受 也、 人の 所， 僧 を 以て 人に あてが ひ、 其の 不 レー t 乂 

の 言 を 以て 人に 用 ひば、 忽ち 鬪 諍して 死 を 眼前に 快くす るに あり。 君恩の 報謝う すく 

して、 殊に 一 たび 君に ゆだねた る 處の身 を 以て 朋友に あた へん 事、 甚だ 臣の職 を 忘る 

る 也。 ここ を 以て、 臣の 職に 敬レ 君の 心 を 內に存 し、 外に おごれる 形な く、 分より へ 

りく だって、 行跡 をた しなみ 言を讓 らば、 諸人 大に これに 歸 して、 道 ここにお いて 行 

はれ、 君恩 を 報謝す るの たよりた るべき 也。 故に 常に 存 一一 敬恭, と 云へ り。 但し 其の 位 

を こえて 謙 下す る こと 甚 しからん は、 叉 君子の 不レ取 所 也。 その ゆ ゑ は 是れ謙 を 以て 

iiyh. き たかぶる 也。 伊川 日、 更如 二人え 醉 t 益 恭謙 あ； 只签 恭謙、 便 是動了 也、 i 下與二 放肆 

ト ジカラ ノ乂 ニノ  〈 ク 

者 1 不. -同、 其 爲レ酒 所, 動 一 也 一 f 一々。 官位 爵祿を 得て、 モの 分より へりくだって 事 をな 

ス ル 

さんに、 德の うや/ \ しき 所、 君子の 所 ニ稱美 1 也、 而 して 謙 下 過ぐ ると き lie の 威た 

く、 下に のぞむ に輕忽 にして、 人 或は 我れ を あた どると する こと あり。 ここ を 以て.， 

何事 にも 相應 ある を fj と 云 ふ 、 其 の 相應 を こ え んは 君子の 所, 不レ取 也。 而 して 其の-相 

臣道ー E 職  六 九 
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應 せん 用法 は、 事々 に 格 致す るに あり。 臣の 職た やすから ず、 若し 不， 覺 して 驕慢 生 

-ぜ ば、 君の 威 をぬ すんで 己れ が 私 を 逞しく する になり、 不 i 覺 して 輕薄 ならん は、 君 

の 恩 を かりて 下に へ つらって 利 を 欲する にな りぬべし。 一 身の 言行 皆 君に かかる 處な 

れば、 おろそか にして 可な らん や。 

一七 王 佐の 才 たらん こと を 要す 

師曰 はく、 臣 たるの 職、 . 其の 本と する 處爲 二王 佐之才 1 こと を 要するな り。， 王 佐之才 

と 云 ふ は、 君 をた すけて 道に 入れし め、 萬 民 其の 德化を 蒙って 天下の 風俗 各.' 仁義 を 

本と し、 綱紀 名分 相 定まりて 人々 皆 天德を 全くす るが 如き、 是れを 王 佐の 才と云 ふ 也. - 

E 前 出 六 楊龜山 曰、 自ニ 孟子 沒 一王 道不レ 傳、 故 世 無二 王 佐 之才； 旣無 二王 佐 之才； せ ~ 治 効 $4 不 

レ如レ 古と いへ り。 然るに 王 佐の 才 たらん こと は、 古 を學び 聖人 王者の 本と する 處を考 

へて、 我れ に 天道 自然の 所， 不レ已 あらん を 了簡して、 其の 德を 全くし、 これ を擴 めて 

(謂) ていれ  サ トキ 二 

天下に 充てし むる のい ひ 也 者ば、 先づ 我れ に 修身 正 心の 敏， 行あって、 政道 治 法に わ 

ス ルキテ ヲルヌ 二  (三) ハク  フル 二  X テキ テノ 

たるべき の才 いみ じく、 而 して 要 二 引, 君當, 道 也 = 孟子 曰、 君子 之 事， 君 也、 務 引， 一せ バ 


5- 夫 


つ' 篇孟景 
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章 孫 以大 


君 1 以當レ 道、 士 心ニ于 U 一而 已と W へり。 臣 として 君に 仕 ふるの 職 は、 君の 心 を 自然に 道 

に 入れし めて、 仁に 志 あらし めんこと を 要と す。 金銀 を 斂し兵 をつ よくし 地 を廣め 

ん こと は、 不 A 求して なる の 地に して、 しかも 王道より みると き は、 金銀 兵 地 多くつ 

よく 廣く とも、 名分 不, 正紀 綱不レ 明と き は、 却って 害と たるに 至るべき を 以て、 只 だ 

引 レ君當 レ道を 要と すと 云 へ る 也。 

スルー ーヲ テスん ヲ  ， 

次に 敬 ， 君以 ：j 貝 也。 臣の 職、 君 を 敬す る を 以て 本と する が ゆ ゑに、 人々 皆 敬 跪， 

一 フ ン カラ ノ 

曲 拳. 奔走 *從 順、 是れ君 を 敬す るの 禮 なること を 知る。 臣職 たれ か不レ 如レ此 や。 而 

テス ヲ  •  セ 

して 以レ實 と 云 ふに、 世 皆 形 をう や/ \ しくして 心に 敬を不 A 存、 いかなる を か 心の 敬 

と 可レ云 なれば、 善 を 君に すすめ、 君の 惡を 拒んで、 君 を有レ 過の 地に おとしいれず、 

つ ひに 堯舜の 大聖に いたさし めなん こと を 思 ふ。 是れを まことの 敬と 云 ふ 也。 君の 非 

をた ださず して そのな りの ままに 致し、 人口に のせし め 身 を 全から しめざる は、 是れ 

へ 31)  ！！！ S3* 上  (R) ハク ムル キヲ -- フ レヲ ベ ヲ ゾル， ヲ 

I 章  君 を 害する 也。 豈敬 すと 云 ふべ けんや。 孟子 曰、 責ニ難 於 君； 謂 二 之 忠； 陳 X 善閉レ 邪、 

フ レヲト ガ ，- 云ハ  フ レヲト  {五)  (ク 二 ハチ  二 ハチ- 

謂 二 之 敬； 吾君不 M ヒぉ、 謂 二 之 云々。 景丑氏 曰、 內 則 父子、 外 則 君臣、 人 之. K 

倫 也、 父子 主， 恩、 君臣 主， 敬、 丑 見 二王 之 敬；" 子 也、 未い 見， 所， 1 以敬， 王 也、 孟子 曰 t 

ザ ル 
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惡是何 言 也、 齊人無 卞以ニ 仁義 一 與レ王 言 者 h 豈以 一一 仁義 1 爲 ， 不， 美 也、 其 心 曰 是何足 一， 一 

二 フニ  ヲ トシ カイ フへチ  シ ナルハ  レ ヨリ レレ バ  二  テセ  ノニ  -ー  キ 

與言ニ 仁義-也、 云爾 則 不敬 莫， 大， I 乎是； 我 非， 1 堯舜之 道； 不 n 敢陳ニ 于王前 一 故 齊人莫 

レ如ニ 我 敬 P 王 也と い へり。 然れば 君 を 敬す るの 實を 不, 糾 して、 只 だ 形に あら はる 

る處 を專ら とせん こと は、 王 佐の 臣 にあらざる 也。 次に 開 二 悟 君 心 一と 云へ る 事 あり。 

ただちに 君の 非 を 諫め 改めん とすれば、 時に 至って さから ふこと 多き を 以て、 却って 

道不 U 仃 こと あり。 我れ に 誠 をつ くす 處切 にして、 只 だ 忠勤の みなる とき は、 渐に君 

カラ ム  ：；ぃ 

の 心の 非 を あらため 糾す にたるべき 也、 必ず 急な らんこと を不レ 可, 求り 尤も 我 をた て 

て爭 ふこと なかれ、 爭 ふとき は 我 自ら 立つ を 以て、 一 向 誠 をのみ つくさん に は、 君の 

開悟 何ぞ なからん や。 朱 子 曰、 盡, 誠而感 II 發君心 一と 云へ る是れ 也。 

次に 以 一一 公大 正直 1 爲, 勤、 以ニ忠 厚一 爲， 本 也。 公大なる ことに あら ざれば 私に してお 

はじ ゆつ 

ほやけ ならず、 正直の ことに あら ざれば 詐僞伯 術に 陷る 也。 我れ に忠 心の 至 厚なる 處 

あら ざれば、 公大 正直の つとめな りが たし。 王道の 世に 行 はれん 事 は、 公大 正直に あ 

ら ずして は 行 はるべからず。 ここ を 以て、 忠厚を 本と して 公大 正直 をつ とめと すべき 

と 云 ふ 也。 すべて 王道の 論、 一 件 一 事の 間 至微至 細の 上まで、 少しき のた が ひ を 以て 


仁義 詐術に 至る こと 多ければ、 臣の 職分 其の 微少の 事に 至る まで、 本と する に 王道 一 ご 

以てして、 これ を 糾明せば、 まことの 王 佐 G 才た るべ し。 不：， 然ば なべて 世上の 人臣 

にして、 實の臣 職を盡 すと 云 ひがた からん 也。 次に 主 を 尊んで 民 を を さめ、 時の 變災 

を ふせいで 敵 を 制し、 世 をお こし 業 を ひらいて、 草創 は 一 天 を 合する と 云へ ども、 是 

れ又非 二王 佐之才 一と 云へ り。 云 ふ 心 は、 其の 得た る 所 を 以てし、 其の 長ず る處を 以て 

其の 短に かつが ゆ ゑに、 其の 才能 賢 知 はまされ るに 至る と 云へ ども、 王道 を 貴んで 天 

下の 風俗 を變 じ、 人々 天性 を 正して 其の 綱紀 名分 をた ださし めんこと は、 王者の 治敎 

キ リ  ル  (二) .：1.^ 魯棗 ハク デ 

2) 前 出 二 にあらず して は 難., 成 こと 也。 王 佐 之才、 其の 所レ因 甚だ 以て 犬なら ず や」 古人 云、 尊 

レ王 而庇レ 民、 捽 A 災而 制， 變、 繼ニ絕 世 一興 二 治平； 比 一一 三代 王 佐 之 才一不 同と いへ り。 伹 

し 後世に 至りて 俗. 衰へ 風す たりて、 數百歲 の 前後 王道の 世に 不， 行、 王 佐の 才臣 にあ 

ら ざる こと、 異國 本朝と もに 然る を 以て 云へば、 時氣 已に然 り。 今し ひて 王道 を 行 は 

んと 志して 事 を 急たら しめん 事 は、 却って 治敎 のさ またげと 可, 爲 なれば、 唯 だ 王道 

を 本と して、 其の 末々 の 利害に 不レ 渉、 捷徑 に不, 至、 風俗 ここにし ばらく 改まる 處ぁ 

ら たん は、 是れ 古の 治敎休 明た るに 比すべき 也。 しきりに 古 を 慕 ひて 今に 不 の ゆ 

巨 道 一 ぼ職  七三 
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ゑん を 不二 糾明 一は、 又理に 高く して 事に くらき にもな りぬべき なれば、 口に 云へ る 升 

りに して とても 不， 成ん こと を、 せめて その 用の 少しく も 政道に 利 あらん ごとく 用 ひ 

たらん (は)、 是れ 時に とっての 王道 也。 宋に 河南の 程 子、 仕官 を經、 講 筵に 登りて 啤 

すすめみ ちび 

君を獎 導き、 新 安の 朱 子 王道 をと いて 時の 政 をす くひし も、 つ ひに 天下 國 家に 王道 不. 

レ行、 風俗 變 化する 事な し。 是れ 王道の 實を 不レ知 也。 ここ を 以て 案ずる に、 久しくす 

たり 永く たえて、 萬 民 この 俗 を 俗と し、 このなら はしに 入り ひたれる の 上 は、 急に 變，： 

易す る ことなりが たき 也、 只だ當 時に おいて 其の 大 なる 弊 を 去って、 .CI 然に 道に ひた. 

し 入る るに 不, 可レ如 なれば、 臣職王 佐の 才を 本と して、 君の 政事 をた すくべき と 云へ 

ル カラ- 

る こと 也。 王道に ねざし あらんに は、 仁義 をす て 綱紀 名分 をと りちが ふるに は 不レ可 

レ至 也。 

一八 功 を 君に 歸す 

tc  i« 師曰 はく、 我が身 を不， 立して 君の 是を 立つ る 事、 これ 臣の職 也。 孔子 曰、 君子 之 * 

s  フル ャ 二  シノヲ  スノヲ 

事 ， 君 也、 將 n 順 其 美； B^TT 救其惡 一とい へ り。 諸事 我がいた せる 如くに いひた くした， 

プ： スメシ タガヒ  タダシ スクフ 


きものた る は 凡人の 情 也。 是れ 私の 惠を 立て 君の 曰 乎ゲ」 かく 千 也。 然れば 何の 事に よら 

ず、 その 職に おいて 人の ために 可レ 然の議 をば、 皆 君の 恩に いたして、 我がな せる と 

云 ふ 功 を不レ 可レ立 也。 すべて 諸 色 その 品 を詳に 下に 糾明して、 そのたれ らん 處 をば、 

君の 言行に よる 如くたら しむる は、 忠臣の 本意 也。 臣の たせる 功 を 以て 君に 歸 せんこ 

と は、 是れ僞 を かって 事 を 行 ふに 似たり といへ ども、 全く 僞 にあらず。 下の 積累 して 

致す こと も、 君の 心に よって 成敗 ある は 定まれる こと 也。 然ると き は 功 を 君に 歸 して， 

f5 胡 寅、 君 これ をう けて、 僞 りと 云 ふべ からざる 也。 致 堂 胡 氏 曰、 事 功 出 二 於 臣下.； 效ニ 智謀, 

^^M^^ 輸ニ 才力 一 及 二せ ノハ 有-成、 必曰、 此君 之德、 非 二 臣之所 1, 能 也、 君 亦 安然 受， 之、 KJ 幾-一子 

is 先生と， す、  二  シ  一一 シル  ルニ  リノ  -ー  ハク ンデ ヌ シ ニス 〈 ヒ  -ー  ク, プ、 1 

sif 偽 一 乎、 蓋 道 固當， 然、 非， 僞也、 在 二 易 坤之六 三 1 曰、 含 レ章可 レ貞、 或從 二王 事； 無レ成 

Ja レ tr し" パ ク モー K" ト. 、"ヲ フ ンパ ノラん チ シノヲ ン レヌ 二  テ ラノニ ゾ テ 

^^^10 有 X 終、 謂 T 有- 1 功 善； 則 隱ニ晦 其 美； 而歸ニ 之 於 君； 不 H 敢當ニ 其 成 一 然後下 得 二 恭順 之 

• 道 一而 上 無 I. 忌惡之 心よ 也 云々。 

次に 我が 是を 立て、 云 ふこと なす 事 を 我が 致 す 如くに する こと を 專 ら とする の臣 は、 

必ずつ ひに 上 を し 下剋上の 計 をな すに 至る 也。 古の 奸臣 國を盜 むの 謀 多く はこの 處 

あり。 故に 我が 是を棄 てて 君に 歸し、 我が 功 を 置きて 君に 功 あらしめ て、 聊か 其の 功. 
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f1) 春秋 時 

代の 蒸の 人、 

3 にして 名將 

なり。 攻城の 

談 多し。 港 

のために 强大 


七十 餘城を 下 

せし が、 齊の 

反問に 逢って 


に奔 る。 趙彼 

れを觀 に 封 

じて «fK す。 

燕^：：^の衰に 

*r じて 趙に攻 

めら れんこと 

をお それ、 使 

を やりて 樂拨 

の 罪 をせ め 

つ 液の ために 

はからん こと 

を 乞 ふ. - こ こ 


の 報 書に 見 ゆ。 

これより 架拔 

は 燕 • 趙ニ國 

に 客 卿たり。 

孔 M この 人 を 

札^と せりと 

いふ。 史 記の 

突 傳に誶 し 
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に をらざる こと、 是れ臣 の 職 也。 古人 云 はく、 功 成りて 不， 居と 云へ る は、 この 心に や ( 

功 成りて 不レ 居と 云 ふ 心 は、 功を內 に不， 持して 能く 謙 下し、 是れを 君に 讓 りて 我れ こ 

れに 不レ居 こと 也。 臣 職の 用 尤も 可， 愼也。 次に 忠臣 去 レ國不 ， 潔 二 其 名 I と 云へ り。 是れ 

叉 我 を不， 立の 心 也。 云 ふ 心 は、 子細あって 其の 家 を 立ち退き、 牢浪の 身と なりぬ と 

云へ ども、 先主の 惡名を 云 ひて、 己れ が是を 立てん こと は、 忠臣の 心に あらず。 緣の 

つき 命の 究 まって 流浪の 我れ となりなん 事 は、 義に順 ひて 去就す る處 なれば、 不レ及 

レ論 也。 しひて 先君の 非 を 擧げて 我が 是を 立てなん こと は、 君子の 所， 不レ取 也。 樂毅 

曰、 古 之 君子 交 絕不， 出 二 惡聲； 忠臣 去， 國不， 潔 二 其 名 一とい へる 也。 

一九 死 は 易く 成 は 難し 

師曰 はく、 死 二 天下 之 事 一易、 成 二 天下 之 事 一 I と 云へ る こと あり。 生死 は 至って 大な 

りと い へど も、 すでに 身 を 委ねて 臣 たるの 上 は、 事に 臨んで 死 せん 事 は 至って 易く し 

て、 我が 職 を 守りて 天下の 大事 をと げん 事 は 甚だな りが たき 處也。 古を考 ふるに、 國 

亡び 家 やぶれて、 堂上 堂 下に 充滿 する の臣皆 一同に 死 をと ぐる は 多くして、 亡び やぶ 


れ ざらん あらかじめの 謀 はなり がた く、 亡び 破れて 又 再興す ベ きの 手 立 をな すの 輩 は 

猪 ほな り 難し。 主君 逝去の 時 殉死して 終る はやす くして 世 以て 多く、 常に 諫め 戒 しめ 

て 君の 政 を 助け 民 を 救 ふの 事 をな す は 難き もの 也。 ここ を 以て 考 ふるに、 臣之職 只 だ 

死 を 一途に 究 むる を 以て 忠勤と 田.〕 ふべ からざる 也。 平生 志 を 立て 己れ が 職分 を 守り、 

君 を 善道に みちびき、 國家. の 治 敎を休 明し、 天下の たすけと りなん こと を 田 やって、 

其の 法 を詳に 糾明し、 晝夜 のっとめ いささか 怠るべからざる 也。 死 は 人間の 一大事に 

して、 是れを 以て 鵞毛の 如く 輕ん ずるば かりの 志 ありながら、 今日日 用の 忠勤に 糾明 

ル シ カラ 

する ことおろ そかに して 其のつ とめ 不， 正 は、 輕重 本末 を 取ち がへ て、 かたき こと を 

やすく a〕 ひ、 やすき 事 を不レ 勤して、 今日の 上に 怠り ある 也。 人臣と して 如レ此 處を玩 

索す る 事う すき 時 は、 大義に おいて 取ち がふる こと あるべ き 也。 

一 1 0 遠き を 追 ふ こ と 在す が 如くす 

(二)  コごミ 

0^^^0 師曰 はく、 先君 逝去の 後、 舊臣 次第に 政に 怠る こと、 世上の 常 也。 ここ を 以て 愼 

(三) 論語 一，、  ヲフ キヌ  ノ ス 二  ルン  ニニ  K ヲシ  イマ スガ 

i 第 十二 章 レ 終追レ 遠と き は 民 德歸レ 厚と い へ る 心 は、 人の 古 を不レ 忘の ゆ もん 也。 祭 レ神如 二 神 在- 
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とい へ る も、 なき 人 を 祭りて、 洋々 乎と して 上に まします が 如くなる を 云 へ る 也。 さ 

れば 主君 恩顧の 臣も、 其の 君に おくれぬ る 時 は 殉死 を 心がけ 遁世 を 本と して、 しきり 

にこれ を 慕 ひ 奉りぬ る も、 年月 を ふるに 從 ひて、 去りし 人 は 次第に 遠ざかり、 其の 忌 

日に 當 りても、 廟所參 詣の心 もお こたる に 至るな り。 然 れば臣 として 常に 追レ 遠て 如 

スガ キヒム  ウテ キヌ シ スガ 

レ 在に 可 ニ思愼 一也。 追， 遠 如, 在と 云へ る は、 天下 國 家の 政道 は 篤實を 以て 本と す、 篤 

^  >  .  ,  (S)  ルカ  ル カラシク  フ キヌ 

實な 力らん 力と みす 不レ聞 處を愼 むに 不, 可, 如 なれば、 これ 追, 遠 を 以て 政の 厚き 所 

. とし、 臣 職の 輕 薄なら ざる 基と する 也。 如レ 在と 云 ふ は、 政道 をな し 官職 を を さめん 

に は、 先君の 前にて 事 を とりあつ かひ、 先君の 思 召に て は 如, 此 あらんと 思へ る こと 

第 ffi、 を 常に 心に あてて、 而 して 臣の 職分 正しき 也。 三年 父の 道 を 1^,}^ は 孝子の 心に あら 

Mpi ず や。 然 れば臣 平生 先君の 心 を 匕 曰と して、 なからん 人の 蘇生して ける とも 4 レ所レ 

• 如くに 取 さばくべき 事、 是れ 如, 在と 云へ る 心 也。 追福 作 善の いとなみ 愁傷 歎息の 思 

はありながら、 其の 事 を愼み 守る に 怠りなん は、 實の 志と 不, 可レ謂 也。 

二  I 殉死 を辨ず 


< 二) 寬文三 

牟五 H: 廿 三日， 

府の 命に よ 


故に この 項 ほ 

. それ 以前の 文 

なり 

(三) 孟子 梁 

惠王上 篇第四 

章に 出づ。 

と は 殉死 人に 

か はる 人形な 

-(11) 前 出 五 

1 S0 


(五) 1^ 日本 

紀卷 三十 六、 

桓武 天皇 天應 

元年 六 CT 廿五 

.0 の條 に出づ 


師曰 に く、 君の 寵臣 恩 報謝の ために 死して 終る 事、 世 以て これ を 風俗と す。 遠く 

古を考 ふるに、 古人 死せ る 人を愁 ふるの あまり、 偶人 を 作りて 其の 葬に したが はしむ * 

これ を殉と 云へ り。 孔子 曰 作, 涌と はこの 事せ。 而 して 史 記に 所, 出、 秦の武 公 卒し 

て 初めて 以， 人死に 從 はしむ、 其の 數六 十六 人 也。 これ 殉死の 初め 也。 穆； _ん に 至りて 

百 七十 七 人の 殉葬 あり、 中に も奄 息. 仲 行 • 翁 虎 をば、 世 以て 三 良と 號す。 この 三人 

も殉 葬して ければ、 時の 人 これ を 哀しんで 黄鳥の 詩を賦 せり。 始皇に 至りて は 後宮の 

美人 皆 殉死す。 本と 戎狄の 道な りし を、 習 ひて 以て 俗と 十る になれ り。 

チヲ  (五)  フー 一 

本朝の 古叉以 レ人殉 葬す。 こ こ に垂仁 帝の 御宇、 皇后 薨ず、 帝 顧みて 問 一一 群臣 一に 葬 

へテ ハク 〈 ヒテ  ノ  二  つ みつす，、 

禮 9 義を 以てす。 群臣 對曰、 一遵 ニ倭彥 王子 故事 一而^ 葬 せんと ありければ、 野 見 宿 

顧 進 奏して 曰、 如， 一臣 愚意； 殉埋 之禮、 殊乖， 1 仁政 一 非 二 益， 國ヲ 利， 人 之 道； 仍 率 二 土 部 三 

百餘 人； 自領 取， 坡、 造， 一 諸 物象 一進.， 之、 帝覽 甚悅、 以代 一一 殉人； 號 曰， ー墙輪 一と 云々。 

しかれば、 異國 本朝と もに 其の 因って 来る こと 久し。 近代に 至りて、 專ら 男色の 寵ぁ 

つて、 其の 恩に 浴せ し 輩以ニ 殉死 1 爲ニ 報謝-に いたれる たり。 案ずる に、 殉死の 事 唯 だ 

其の 初め 愁傷の 情に 動 了して、 愚昧の 輩し きりに 快 死して、 而 して 浮屠釋 氏、 中 有の 
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旅、 死 出の 山、 三途の川、 閥 魔 大王の 呵責、 獄卒の 呼 喚な ど 云ふ說 あるに まかせ、 さ 

しもゆ ゆしき 人君の、 死の 道に は獨り 趣き 玉 はん は あと さびしく もな ど 云 ひて、 殉死 

をな すに 至る 事、 一向 浮 躁虛談 にして、 今 又 これ を 改めて 下と して 不， 用事 は 死 をの 

がるる に 似 たれば、 其の 不レ 可レ然 こと を 知る の 輩 も 购死を 以て 義 とする 也。 天下の 

風俗 は 天子 人君の 所 二相 定 一にして、 下と して これ を變 ずべき のこと わり 不レ 有れば、 

寵臣 是れ がた めに 死 を輕ん ずる こと は、 必ず 不義 也と 難, 究。 いかんと なれば、 天下 

の 風俗 こ とん \く 不義 を義と 致し 來れ る 事 多き に、 殉死 斗り に 至りて 不義な りと 云 

ひて さしお かんこと は、 義 と不, 可， 云 なれば、 ここ を 以て 考 ふるに、 君の 男色の 寵 

臣、 其の 身 を 顧み、 つとめて 政道に 輔佐 たるべく、 國 家に 助 あらん 器 は、 留まりて 政 

を 任じ 身 を これに ゆだねて、 殉死の 事 聊か あるべからず。 君た とへ 殉死 を 欲すと も、 

我れ に 正義あって 道 を 以て 是れを 引導 輔佐 せんに は、 自然に 其の 迷 情 可, 息、 寵恩甚 

だ隆 なりと 云へ ども、 殉死 不， 爲 して 心に 辱づる 所不レ 可， 有 也。 若し 德を つとめず 道 

を不 レ學、 國家 政治の 助たら ず、 平生 欲 を ほしいまま にし、 傍輩に 無禮 緩怠して、 あ 

くまで 寵 恩に 浴し、 殉死の 一件に 至りて、 初めて 是れ 不義な らんと 覺 悟して とどまり 


やめん との 事 は、 死 をい たんで 身 を 退く に 似たり。 然れば 君に 殉死の 糾明な く、 世 W 

て 俗と 致せる の 事 なれば、 如, 此の 輩 は 殉死して 可也。 すべて 天下の 風俗 は 人君に 所 

レ繁 にして、 下に 居て 是れを 難 レ擬。 殉死に 不レ 限、 平生 日用の 間、 尤も 生死の 所レ 因に 

至る まで、 時に 至りての 禮 節に なれる 事 多くして、 不義 也 無道たり と 思へ る 事ながら、 

其の 俗に 不レ 順ば 不， 叶 事 ある もの 也。 故に 明君 賢將の 世に 起り て、 其の 無道た らん 風 

俗 を 改め 糾 して、 人 をして 其の 生々 を 全から しめん 事、 天地の 德に 比すべき 也。 殉死 

の 事 は無レ 故して 人の 生 を 失 ひ、 天德を そこなへ るに 至りて、 天下 大小 上下の 間、 や 

や も すれば 以 一一 殉死 ー爲, 義 故に、 そ の 家に 留まりて 其の 事 を 司 どり て 後の ために 宜し 

^^^^0^ からん 輩 も、 皆 殉死 を とげて 一時の 快 意 をな す。 甚だ 可 一一 歎息 一也。 ここ を 以て 案ずる 

仲 行 •  虎な 

り  に、 わけて 是れは 殉死 を義 とし、 此の 人 は 夠死を 不義と せんと 云へ ども、 世に 殉死 を 

00 玩 ばば、 つ ひに 是れ にた がれて、 善人 叉 殉死に 可レ落 なれば、 すべて 君の 命あって 其 

歌って 「其の 

穴に 臨んで Si の 風俗 を 糾明 あらば、 人々 其の 義 不義 を 知りて、 自然に 殉死 やむべし。 

0hu^^ 朱 子 曰、 秦 穆公以 ニニ 一良 1 爲ニ殉 葬 一 於 レ.^ 其罪不 A 可い 逃矣、 但或以 爲ニ穆 <5 遣 命 如- 

.iiss 公の 子な  ノ  シテ  ズ テフ At ハチ  モ  スヲ シレ  レバ ミ 1- ズキ リツ  ヲチレ  ヒ 

b  レ此、 而三子 自殺 以從、 則 三 子 亦不レ 得レ爲 レ無レ 罪、 今觀 一一 臨レ穴 惴慄之 言； 則是康 公從こ 
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(二) 先王 は 
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して 善人の 命 
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父 之 亂^;  ：^〕 ぎ 之 レ^ 雙 あ 罪 あ， 所 kji す、 あ 初^^- 1 於 戎狄之 俗" 而無ョ J 

主 賢 伯 一 あ t€^f  1^.21:; ト穆 公之 1,11 不. 免、 論 二 あ 事， 者、 亦 i 

^,レ,1 一良 之 不ぁ； 而 泰 之變； 二 於 王政 不！^ 綱、 諸侯 擅 A 命、 殺：， 人不， 忌、 至- 1 於 如- 

レ 此ノ、  ^^1:1きづぁ^,^11^也、 鳴 呼 俗 之 敝¥ ん矣。 舂秋傳 日、 君子 日、 秦穆 公之 不ぃ爲 二 

ト  ナル  シテ ッ ヲ (二) サルモ ヲ ，55 ス レガ ヲ- , ルヲ ャ， ヲャ .^-i  7  » 

盟主， 也、 宜哉 * 死而棄 X 民、 先王 違 X 世、 猶始ニ 之 法 一 而 況奪ニ 之 善人 1 乎 今 縱無ミ 

li 叉 i へ， テぁ 良ノ仏 ャ難ゾ 矣、 君子 是ヌ I" き i#NK? シ恨ク 東征-也 云 

云。 然れば 殉死の 事 >  古人 甚だ 其の 人君の あやまり を 論ずる 事.^ レ此。 後世 尤も 可こ糾 

明 一也。 


仕 
法 


臣 
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ニニ 出處 去就 

師嘗示 こ 門人, 曰 はく、  士不， 欲レ隱 而隱 者、 不， 得， 已也。 凡そ 德の 高く 行の 篤き 事 

は 天地 を 以て 上と す。 天 能く 覆 ひての こす 事た く、 地 能くの せて すつ る 事た く、 能く 

萬 物 を 生々 して 無レ息 を 以てすれば 也。 人 叉 德行を 以て 天地に 比す。 故に 聖人の 所レ貴 

は、 能く 萬 民 を 和して 其の 道 四海に あまね きに あり。 されば 廣く濟 レ衆は 堯舜も 翁 ほ 

病める 所 也 C 孔子 道の 不レ行 を 歎じ 玉へ る も、 民の 化しが たきを 以て 也。 ここ を 以て 

云 はば、 己れ が 行 を 高く し理を 深く 味 ひて、 時 を さみし 世 をの がれ 山林に 入りて 樹下 

石 上の すま ひ をな したん 輩 は、 高 明 天地に 比すべからず.、 只 だ 一 己の 潔白 淸淨を 味へ 

臣道ニ 仕 法  八 三 


( 一 ) ^si 

問篇第 g! 十二 

IS に 出 づ。 逸 

±  5S を WX ひて 

孔子の 門な 過 

ぎ、 かまく 

孔子が おつ 穀 

の 音 を 11 きて、 

世に 去^ ある 

昔と 評せし を 

閱き、 孔子、 

こ の 逸 ± の 如 

く， 架 斷に世 

を 邀る 7." こ と 

は 難き ことな 

しとー；ム ひしな 

(二) 論 Sim 

S 篇 第二 十六 

^に 出づ。 南 

子 は^の HK ム 

夫人に して @ 

s,i なり。 孔子 

その 招きに 應 

r, 子路 これ 

を悅 if さる も、 

孔壬は 公明 正 

大を W て尙ほ 

政治の なすべ 

き あらん を 思 

へ るな り 

(H) 論語 iS 
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( I  ) 

て、 異端の 心 を 甘ん ずるに 至れる 也。 これ 隱遁 逸士の 風、 荷 ,贅 丈 人の 類 なれば、 夫 

子の 無レ 難との 玉 へ る ゆえん 也。 まことに 世 をの がれて 身 を かくし、 富贲 功名 を 風前の 

塵に 思 ひ^さん こと は、 世上 心 深き ものより ば、 至りて なりが たきに 似て * 聖人 天 

地の 大道より 較量せば、 世 を 忘る る 斗り のこと は 無, 難 也。 一民 一夫 にても、 道の 志 

の §5 来り 其、 の 天德を 全く せんこと は 天地の 所， 本 也、 況ゃ國 郡の 主た らん 人、 其の 道 

德 を理會 して、 彼の 大道 を 以て 萬 民 を 教化して、 王道の 風俗 を 天下に ひろく せんこと 

は、 聖人の 大望 何事 か 如, 之。 この ゆ ゑに 粉せ 晬 身す とも 萬 人の ためな らんこと に は- 


聖人 君子の 身 を 惜しむ 處 あるべからず。 孔子 年. 


.11 一 


： 歳の 問まで 諸國の 諸侯に 相 まみ 


,  r  (二)， -  (一一 一) ヒ ツキ ッ テ チュウ ボウ ヲ ゾムク スプ  ス 

え 十で に衞の 夫人 南 子に 逢 ひ、 晉の趙 氏が 家臣 佛肸以 ，1 中牟 1 畔、 召， I 孔子； 孔子 欲 

レ往 とい へる の 類、 皆 世の 政の なるべき よすが も あらん こと を 欲し 玉 へれば 也り 孔門 

の學者 其の まなぶ 處の 行、 亦 時に 用 ひられて 民 をた だし 世 を 政す るの 敎 なり。 孟武伯 

^、 子路仁 乎、 子 曰、 不, 知 也、 叉 問、 子 曰、 .^也、 千乘 之國、 可, 使, 治， I 其賦 1 也、 

不レ知 二 其 仁 1 也、 求 也 何 如、 子 曰、 求 也、 千窒 之邑、 百乘之 家、 可：， 使, 爲， 一之 宰 1 也、 

：ル U  . ソ. づ ひ， ャ.' ■  ハク 4-  シ テチテ -ー キ シムト  ハ  ル 

不レ知 二せ ハ仁 1 也 赤 也 何 如、 子 曰、 赤 也、 朿帶 立， I 於 朝； 可レ使 T 與ニ 賓客 11F 也、 不 


f  i の大 レ知ニ 其 仁 一也 云々 c 是れ 等の 語意 可レ 見。 各.^ その 學ぶ處 人の ため 國家 のた めな らん 事 

中 Jf-f  (五) (六 ーシ ウセ フ ウテ 〈ク  ハ フル 力，、.  八ク フ  -! ハク 

fa"? 為 語 公 を 以てすれば なり。 孟子に 周霄問 曰、 古 之 君子 仕 乎、 孟子 曰、 仕、 傳曰、 孔子 三月 

ムに長 篇第七 章。  ケレ *、 チ  タリ  ヅ レバ ル.- カヒヲ ズ スレ シヲ (七)  へグ  ケレパ  > 一- ，、ト 

i 伯 は魯 の 無， 君 則皇々 如 也、 l^^sl 出 レ疆 必載レ 質、 公明 儀 曰、 古之人三月無レ君則^^とぃ 

へ る- 亦 この 心 を 云 へ る 也。 然れば 人と して 道に 志 あらん 輩 は、 世に出で て 政 をた す 

なり、 Is 子 け國 家人 民 を 撫育 敎 導す るの" 心 入 薄 からん は、 聖學の 法に あら ざれば、 隱逸 放言 を以 

の 弟子な り  . ,-1 ヲ  <  々 ヒラ レ 

お 第 公 て 好む ことと すべ からざる 也。 不レ 求， 隱 とい へど も 時に 不, 遇 世に 不. Z 用と き は、 不 

(七) ^明 は レ隱 して 不レ 叶、 是れ 則ち 不レ 得レ已 のこと わりにして、 不レ 求不レ 好の 事、 天道 自然の 命 

n 儀 は 名.  シ ヲ シヲシ ヲシノ  ヲ 

人な り なれば、 孔子の 返いて 敍ェ書 傳禮記 一 刪, 詩 正, 樂序 一一 易 彖繋象 說卦文 言 一玉へ る ゆ ゑん 也。 

退いて 不 レ求レ 仕と 云へ ども、 猶ほ 聖人の 忘レ世 こと あらざる を 以て、 せめて 言行 を 書 

きのこし、 末世の 龜鑑 たらん こと を 欲する ゆ ゑに、 すでに 魯の 哀公の 十四 年、 孔子 七 

十 一 歲 にして 舂秋を 作し 玉 ふ、 其の 本意 竊に 可レ案 也。 

師曰 はく、 君子の 出で て 仕へ 就いて 主人と 致す 事、 其の 本 は 道の 行 はるる を 以てす。 

(八) 記 曲 故に 古来より 四十 を强 仕の 年と す。 云 ふ 心 は、 四十までの 間、 小犬の 學を 練り 工夫 を 

！ 上爲 に出づ 

とげて いささか 怠る 處 なく、 古今の 時義に 通じ、 用 ひられて 國政を はかり、 民人 を 治 

臣道ニ  ii 法  八 五. 
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(足) 

めて 君命 を 恥 かしめ ず、 政 をた だし 民 を敎 ふるに 大概 相 たれる 如くに して、 而 して 仕 

へて なすの 道 たれり。 四十まで 相學ぶ は、 身 を 修め 心 を 正す のみちに して、 是れを 世 

問に おしひろめ、 君臣の 間 世上の 事に わたりて 其のし るし を不レ 見ば、 學皆 固陋に し 

て靠聞 也。 然れば 四十に して 初めて 仕 ふ。 仕 ふるの 法、 道 を 行 はんとの 本意に して、 

道 を 行 ふの 本、 叉國 家人 民の ために あり。 此の 心 を 以て 仕 へんと ならば、 仕 ふる 事 叉 

カラム  シヌ スヲ  M  ) 

n)  1!^ 卦に 自ら 進まん こと を不， 可レ 求、 人君 致， 敬盡， 禮を まって、 而 して 後に 仕 ふるに あり。 易 

出づ。 我と は 

ぜ： - に ぼ、 誘 1 我 求 二 童 蒙； 童 蒙求レ 我と 云へ り。 孔子 曰、 危 邦不レ 入、 亂 邦不レ 居、 天下 有 

(-; ) 論語 泰  キアラ ハレ ケ レバ チ ル つ 一) レバ チ シ ケ レバ チ プ、 ルハ (三) レバ タカ クシ 7 タカ クス ヲ 

SI 第 十 i  , 道 則 見、 無レ道 則隱。 邦 有レ道 則穀、 邦無レ 道則穀 恥 也。 邦 有 レ道危 匕 百危 レ 行と 云 へ 

^^.^0  § ハク 力 クン ズルハ 7 ゾャ  ハク レテ 

rll 膝 る、 各.' 道の ために 仕 ふるの 心 也。 周霄 曰、 君子 之 難 レ仕何 也、 孟子 曰、 丈夫 生而 

. ^公 下 篇 第三  ヒ X -1 レガ ランヌ  レテ フ -ーメ レガ ラン r ヲ  ハ  リ レ  ンテ ク 

0  願 ニ爲， 之 有 土 至、 女子 生而願 H 爲， 之 有^, 家、 父母 之 心、 人 皆 有， 之、 不， 待， I 父母 之 

卜  トヌ キッ テケッ ゲキヲ  ヒ  ェテ ヲ  ハバ チ  シ マン レヌ  ダ テ ン バァラ セ 

命 媒約之 言 一 鑽， I 穴隙 1 相 窺、 踰ぃ墻 相從、 則 父母 國人 皆賤 A 之、 古 之 人 未 ニ嘗不 1- 欲 

フル 1» プ  二 クムル ヲラノ  二  シ テラ ノニ  クハ  ル  ヅ 

レ仕 也、 叉 惡レ不 レまー 其 道 I 也、 不， ま 一 其 道 一而 往者、 與レ鑽 二 穴隙 一之 類 也 云々。 君子の 

身 を 重く する は、 道の ためにして 身の ために あらず。 君に 信う すく 敬不レ 足と き は 道 

を 行 ふに たらず、 故に 仕 ふるに 禮を 以てし 待つ に以 ，義 也。 


門 こ f« 子； 
弟 も 子 下 5 
な 'は篇 

り孟 ゅ第孟 

子练！ 3 子 
のの 章吿 


次に 時の 禮の もだしがた きがため に 仕 ふること あり。 是れは 君に 道 を 必ずお こな ふ 

べきの 處 あら ざれ ども、 賢 を 敬 ひ禮を 厚く いたせる 家に は、 道 を 信ずる ことの 深き を 

以て 叉 仕 ふる 事 あり。 次に 父母 妻子の 養あって 不レ 得レ已 して 仕 ふる あり、 是れ は微官 

徵祿 にして 更に 他 を不レ 願、 只 だ 朝夕の 飢を すく ふ を 以て 本と する にあり 次に 其の 

主人の 家人に して、 累代 奉公の 筋目 を 以て 家に 仕官た る あり、 是れは 生れつ いて 其の 

家に そな はる たれば、 君子の 仕 ふる 道 を 以て 云 ふべ からず。 右 此の 品、 これ 仕 ふるの 

一 五) ハク  ナ レバ チフ  ハク  クッ  ルツ  フル- 1 レヲ シテヲ テ .「 

法 也。 陳子 曰、 古 之 君子 何 如 則 仕、 孟子 曰、 所レ就 三、 所レ去 三、 迎 レ之 致.， 敬以 if 

レ禮、 一一 £1. あ U 仏 r あ ーー|ーデ 也、 き 就. 之、 禮貌， 未 言 弗レ行 也、 則 去 A 之、 其 次雖， J^ucn 

あ 也、 き."；！ 之 l^tl:! あ 1禮、 き！^ぃ之、 禮貌衰 則 去， 之、 其 下 朝不 ゝ炅、 タ不レ 食、 

飢 I テ不レ 化 „ ^レ出 一一 門戸； 君 聞レ之 曰、 吾大 者不レ 能レ行 n 其 道 一 叉 不レ能 レ從こ 其 言 一也、 

へ穴) 孟子 萬 使へ 於 吾 土地 一 吾 恥 レ之、 周 レ之亦 可レ受 也、 免レ死 而已矣 云， „^；^ 又 曰、 孔子 有 一一 

■IT 可 之 Si  &籠、 之 有 ^^ニ<ム養之4； .1 あ kif^- 見 行 可 之 仕 

64-^351  -L  、  /  -I  、ー厂 、/二  へ -、 (fo ハク フルハル 二 

^^Mm^ 也、 ：iv- 衞靈 公， 際 可 之 仕 也、 4;- 衞孝 公- Si 纏 II レ之、 公 養 之 仕 也。 叉 日、 仕 非レ爲 

レ，^ 也、 lllf レア.！. 乎 m、  1( 妻 非 レ爲レ 養、 而有レ 時 乎爲レ 養、 爲 ， 貧者 辭レ尊 居レ卑 • 辭 

臣道ニ 化 法  八 七 


山 鹿 語類 卷第 十四  八 八 

ヲル 二  V ヌリ 二  え ヲルハ 二 ィヅ クン 力 キヤ 二) ゲギ タケ ナリ  ケダ  キハ  チテ 

レ^115レ貧、 辭レ尊 居 レ卑、 辭レ 富居レ 貧、 惡 乎宜 乎、 抱關 擊析、 位 卑而言 高、 罪 也、 立 一 I 

乎 人 之 本朝 一而 道不， 行、 恥 也。 各. '君に 仕 ふるの 道 を 論ずる 也。 

を  ルへ  ノ厶 

次に 退いて 處り 去って 不， 仕 は、 本と 君子 所, 好に あら ざれ ども、 位高く 祿厚 くして 

君に 無, 道 政 無, 法と き は、 或は これ を諫 むる ことしば くし、 或は 力 をつ くして 身 を 

修めて、 君の 開悟 を まつと いへ ども、 時勢と もに 然ると き は、 君子 ここに 不, 留也。 

ミ，  (き 

道 を 行 ふの 沙汰までに 不ぃ 及、 君に 禮 おとろ へ て 君子 を 崇敬す る ことた ゆむ とき は、 

速に 退いて 不， 仕、 我れ に 養 一一 父母 ヲ 一の 術 足る とき は、 叉 速に 退いて 德を かくす。 功 成り 

て 名 遂げ、 年老いて 政事 を つとむる にものう き は、 致仕 而 速に 退く。 是れ 各. -退 去の 

義也。 君臣 は義 においてして 利に おいてせ ず。 故に 今日の 義可， 去に 究理 するとき は、 

明日の 飢 を不， 顧 也。 孔子 日、 賢者 辟：， 世、 g|: 其 次 辟， 地、 其 次辟レ 色、 ||货 其 次 

ク トヲ， JD.  ハク ノハ ズルニ  フル ジ カラ ノ-、 

辟 ,言。 iff き 程 子 曰、 此四 非， 有， 一 優劣； 所, 遇不， 同 雨と い へり。 是れ 其の 時の 君の 

(I 一一)  ハク ダンカン ボクハ て： テ ヲ サケ レヌ セッ" ゥハ •  チテ 7 

やうす に 順 ひて 其の 退去 を 論ずる 也。 叉 孟子 曰、 段 干 木 踰， 垣而 辟, 之、 泄柳 閉レ門 

而不レs^  0ss^s^. 曾 子 0^"  F 力： 0i  i ルき 、 

ハク ダ ジ カラ フ ル ニノ ヌ  タリ ザル ィゥ  ニルト  リテ レニ レバ レヌ チ 

子路 曰、 未 レ同而 言、 觀 一一 其 色 一 K 々然、 非， I 由 之 所- A 知 也。 由レ是 觀レ 之、 則 君子 之 所 


i  n  く 年へ む' 者 曰 a 夂 へ-??; p 功：： r せ 水？, 1ス 
出 i  、 。てと 夫 はに 公 C 篇さ臣 什-にしの 太 W 
づ ん予孟 子く  ，下 第 とへ 見 を濱公 
ゃ豈チ ふす 辯 、公^ 孟十 論な 創出 ほに 望 £•， 
云 辯 曰 何 、を 外 都 ^«ナ 二 語る 菜 さの 釣 'W 
々を は ぞ敢好 人 干 九 膝 章 子 のれ 文り 渭 W 


jliti;  ^^"u-pfljli^o 未 レ同而 言， 與レ人 未  ， 

. レ養 可レ失 fee 突 レ合、 而强與 レ之言 也。 

チ キ -I ッ ヌ  イダ キ  ヌ  ッヌ 

次に 居, 易 俟, 命と 云へ る こと あり。 懷 二道 德 一安ん じて 以て 待レ 時、 是れ 則ち 易の 需 

しんや  (Hn ゐ ひん 

の卦の 心に して、 君子 時 を まって 動く 也。 古の 伊 尹が 幸 野に 耕し、 太 公の 渭濱 につり 

(好)  、，  ルヒ ラレ 

する は、 皆 このんで やすん ずるに 非ず、 只 だ 時に 不レ合 世に 不レ 用と き は、 獨り 其の 德 

ル テ  S 上 九 ハク  へ-一  11 スノヲ  (五) 

を 守りて 志 を不, 棄也。 易 曰、 不, 事 二王 侯； 高 n 尙 其 事 一とい へ る は 此の 心 也。 孔子 も 

沾レ之 哉、 我 待；， 賈者 也との 玉へ り。 道 を 行 ひ 民 をす く ふ を 本意と すると 云へ ども、 

ル へ レ  イダ キ ヲ 

君に 禮 のかく る處 ある は臣の 道不， 行の 基 なれば、 唯 だ 懷レ德 て 時 を 待つべし。 上の 用 

を 求む る こと 急に して 信用 せられん 事 を專ら とせば、 守 を 失 ひて 利に はしる こと 多 か 

りなん にや。 孟子 を も 辯 を 好む 人な りと い へ るた めしの あれば 也。 

次に 動靜不 レ失レ 時と 云 ふこと あり。 出處 去就 は 土の 君に 仕 ふる 大綱に して、 其の 義 

を 不レ詳 とき は 必ず その 失 あり。 同じ わざな りと 一 K へど も、 面々 の 格 致す るに 因って 

其のた が ひ ある もの なれば、 義を 以て 本と して 其の 時 を 不レ 失の Eh 入 な く ん ば あ る ベ 

からざる 也。 易の 見の 卦、 動 靜不, 失レ 時と 云へ り。 動いて 出づ るに 時 あり、 退いて 靜 

にす るに 時 あり。 ここにお いて 具に 不二 糾明 一ば、 時 を 失 ひて しきりに 動けば、 知レ進 

ぼ 道 二 仕 法  八 九 


山 鹿 語； i 卷第卞 四  九 〇 

ラク 7  ケ バチ  乾 文 言  レダ b 

^  i 下 て不， 知， 退、 冗 龍の 悔 あり、 しきりに 退 則隱居 放言の 身たり。 易 曰、 其 唯 聖人 乎， 

H  テヌ、  f  、  レ 

^^.^UH 知 二進 退 存亡 一而 不レ失 二 其 正 一とい へり。 孟子 曰、 孔子 之 去， 齊、 (一一き 淅而 行、 あ；， 魯 

米の 水 を 手に  ト メレク  ルノ  ノヌ  トク, テナ ル  二  ク, テ シ カル シク ク, テ ヌル  ヲリ  ク, 

ほれ 遲々 吾 行 也、 去 こ 父母 國-之 道 也、 可ニ以 速- 而速、 可， I 以久 1 而久、 可， I 以處 I 而處、 可 ，1 

一^ ^ れん^ 以仕 一而 仕 孔子 也と い へり。 然れば 去就の 間、 その 義と思 ひ、 その 時 也と おも ひ、 其の 

るな り 

05  "下 柳 處 なりと 思 ふ、 此の間の 了簡に 究め 糾す處 薄ければ、 必ず 本理を 取ち がへ、 意見 を 立 

の ことに 

0^^^ て、 かの 天地 を 曲尺と する こと 不レ足 也。 これ ゆえに 古の 伯 夷 は 非 二 其 君 1 不， 事、 非， 一 

章に 出づ。 伯  ノニ  ハ  マし. バ ミ レバ キ  ヅル  ハ マル ルナ リ ビ ルニ  "チ  二 

おは 、の 遺 a- 其 民 1 不レ 使、 治 則 進、 觀則 退、 横 政 之所レ 出、 橫民 之所レ 止、 不 , 忍レ 居、 當ニ紂 之 時； 

,n  !/、  ^ リ  二 テ ッ  スムヲ § ハク レニ へテカ 1 フン 二 レヲ ヒテカ 1 フン 二 マル 二 そ ミ 

0^^^ 居 二 北海 之濱； 以待ニ 天下 之淸, 也。 伊 尹 曰、 何 事 非， 君、 何 使 非， 民、 治 _ ^進、 

山 こいく， x.js^ ルル-; モ ミ  めぐ- ケ  (五) 

. ありて 食 ひ、 亂 亦 進て、 天下の 萬 民 を 何と ぞ して 堯 舜の澤 を かふぶ らし めん 事 をお もへ り。 柳 下 

^こ 哦吒. f り 

H  -チ ヌ クン ヌ  ヲモ  セ  ミテ  サヲズ テス ノ ヌ  シテ  ミ ャクキ ユウ ズ  ウレへ 

(16." 名 は 擎、 惠は不 レ羞ニ 汗 君 一 小官 不 X 辭、 進不： ，隱， 賢、 必以 n 其 道； 遣 佚而不 レ怨、 阨窮而 不：， 澗， 

で^ 氏、 S の  t  r> ヲルニ ィゥく トズ ル ビ ルニ  〈タリ  レ ハリレ  モ (六) タン セ キーフ テイスト ガ 二 ナン. チ 

I の 相と な 與ニ鄕 人 1 處、 由由然 不， 忍, 去 也、 雨爲， 爾、 我 爲， 我、 雖は -wn 裼裸 III 裎於我 側； 爾 

り ザ #行 に 名  ィヅ クン ゾ クケ ガサン ャ レヲ  、ナ レ、 

fS,  焉 能说 レ我 とい へり。 是れ 各. - 其の 思 入 別にして、 孟子 は 伯 夷 聖之淸 者 也、 伊 尹 

( m 」 iRi の ナ 

一一  ンナル  ハ  ク ヮナル  トキ ナル 

0^,^^^ 聖之任 者 也、 柳 下 惠聖之 和 者 也と 評して、 孔子 を 以て 聖之時 者 也と 云へ り。 この，. 

iti す  かな  ハグ ニレ ノ  リ 

(六) モ义 內に伊 尹 は出處 孔子に 合へ るに やと 尋ねければ * 程 子 曰、 終是任 底意 思 在と いへ り。 


マ - 

ハダ 力の ま 5,5 


(七) S, 

字 は 君實、 仁 

S . 英宗 • 神 

宗に 仕へ、 後 

王 安 石の 新法 

の 害 を^く。 

書 左 僕 射と 

たり 溫國 公に 

封ぜら る、 世 

に 涼 水先 生と 

一： ムふ. - 資治通 

e の 作者な b 


各.' 聖人の 域に ふみこむ といへ ども、 其の 大に 成る 處は 孔子に 究 まりて、 自餘 は皆聖 

人の 一件 を 得た るの み 也と たれば、 其の 究めた だす 處 大方に して は 難」 通 こと：^ 卫、』 さ 

れば伯 夷 • 叔 齊は武 王の 行 を は ぢて不 レ食ニ 周 粟 一して 死し、 太 公 はついて 其の 政 を 助 

く。 同じく 聖人の ゆるす 處 にして、 其の 見る 處別 也。 ここ を 以て 見れば、 其の 究理す 

ろ 嵐 の 厚薄 を 以て 其の 意見の 是非 を 糾 明 す る に あ る のみ 也。 

ム  (七 Jf5,5," 言 ハ 一- レバ  へ 

師 嘗て 曰 はく、 出處 去就の 間、 君子の 甚だ 所， 慎 也， 而 して 古 之 君子、 邦 有 レ道則 仕- 

邦 無 A 道 則隱、 是れ 定まれる 君子の 出處 也。 然るに 邦 有， 道と 云 ふはい かならん 世ぞ、 

無， 道 世と 云 ふはい かたる ぞと 究め 糾 すに、 若し 古の 堯 • 舜 • 禹. 湯 • 文 • 武の 政道 

ありし 時ぞ 有, 道し と 云 はば、 其 Q 後に おいて 君子の 可, 仕 時 は あら じ。 異朝 旣に然 り、 

況ゃ 本朝 は聖學 の道統 たえて 跡た く、 叉 聖王世 を 保ちした めし もまれな らん。 ここに 

おいて 云 はば、 君子 は 常に かくれて 世に 不レ 出して やむ にな りぬべし。 學者是 レ古非 

レ 今して、 ややもすれば 古來 をした ひ、 しきりに 當世を 蔑 如す。 是れ格 物す る 處の薄 

き ゆ ゑ たるべし。 世の 古に か へらず、 末世 濁 俗 を 甚だ 嫌 はん 輩 は、 其の 土の 粟 を不， 食、 

伯 夷の 風 を 翫んで 可な り。 然ると き は 時に 取りて 君臣 父子の 綱紀 正しく、 名分の 道 ほ 

臣道ニ 什 法  九 一 
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ぼすな ほに ありて、 禽獸 夷狄の 風俗な からざる の 天下 國家 をば、 今の 世の 治國と 可レ謂 

なれば、 道に 志あって 萬 人を廣 くす る こと を 大任と 可 レ爲思 入 あらん 人 は、 かれは こ 

れ より 宜し からん 君 を 助けて、 しばらく も 道義の 德 にかへ りなん 處の 志、 是れ 後世の 

舉 者の 究 むる 處と 可レ云 也。 かかれば とて、 求めて 仕 を のぞみ、 人の ためなり とて 企 

てて 事 を 催さん は、 其の 品に 因りて こび を 入れへ つら ひ をな し、 佞^ を專ら とする の 

輩に 流る る 事 あるべき なれば、 甚だ 其の 究理 を 糾明す るに あるべき 也。 學者 或は かた 

ぶって 古 を 慕 ひ、 或は 隱逸を 好んで 身を修 むる の 便りと す、 皆 聖學の 本意に あらず。 

唯 だ 周 公， 孔子の：； n 行 をき はめ、 其の 理を 天地に おしひろめて、 これ をのつ とり 用 ふ 

るに あるの み 也。 

二三 Hi 禮を糾 す 

師曰 はく、 臣 初めて 君に 兒 ゆる を 相 兒と云 ふ。 儀禮に 士相兑 の 禮と云 ふ ある は是れ 

也。 凡そ 君 Hi と 約し、 その 禮相行 はるる の：： n より、 身 を 委ねて 身心と もに 我が君に ま 

かする の 事 なれば、 其の 禮 聊か 怠るべからず。 故に 時 HI を 撰み、 あらかじめ 其の 家臣 


(1) 相 見の 

時に 差 出す 韁 

； のこと , 


(二) 論語 八 

滑篇第 十 章、 

同！？ 黨篇第 十 

二 章 

(三) の 

篇 名 

(e:) 後漢の 

IT; 固 五 St の S; 

C 虎： 逸義と い 

ふ。 その 書 普 

運に. a 虎 通と 


(五) 前日の 

タ 

(六) 正寢 

(七) 文書 を 

-I? る官 


に 相 謁して、 名 を 通じ 事 を 取次ぐ の 人に 家法 を詳に 尋ね、 衣服 用具の 制を糾 し、 その 

日より 可 一一 恪勤ー 處の事 を 問 ひ、 可 二 用意 一物 をと との へ 、 人馬 を そろ へ 、 而 して 其の 所, 1 

獻上 1 の贅 を究 む。 士の 君に 仕 ふること、 身を委 ぬる を 以て 本と する なれば、 初めて 

しゅつだい 

出仕 をと ぐるの 日に 至りても、 何 用の 急 事出來 して、 一期の 奉公 ここにつ くる 事 ある 

ルカ ラル  ヲ 

べき なれば、 初めて 出仕の 日な りと 云へ ども 不レ 可レ怠 也。 出仕の 時 尤も 存ニ 恭敬 一し 

シ ル  (二) リ 

て 我が 分限より 一 等 も 一 一等 も可レ 降、 己れ が 知 を 立て 言行 を 高ぶ る ベ からず。 入ニ大 

廟 一て 事々 に 問 ふ は 孔子の 行に あらず や。 內に名 根 を さしはさみ、 前に 究理す る處薄 

なラ  (三) ノー 一 ハク メテュ 

きを 以て、 事に 當 つて 不レ知 を 以てしれ りと する 事 ある もの 也。 士 相見禮 曰、 始 見 I ー于 

執， 贄 下、 容彌 といへ り。 白 虎 通 曰、 臣見 レ君、 所 ニ以有 ーレ贄 何、 赘者， 也、 

.y^  士  -, 一. ンノ ヌスレ ノコ ン フク ヲ  -  - 

質 二 己 之 誠； 致 二 己 之 ra 愒 一也と あり。 赘は致 也と 注して、 君に つかへ て 其の 志 をいた 

マ ゴコロ  -ヲ 

すの 表 也、 故に 必ず 進物 を獻 ず。 大夫は 雁 を 以てして 進 知：， 時に かたどり、 士は雄 

を 以てして 死 二 其 節 一に かたどる。 鄕は i レ主 r 柔而有 1 禮 にかた どる 也 _」 是れ 異朝 獻上 

n ヒッ ジ 

の 物に 因り て そ の 志 を あら は せ り 。 是れ相 見 の 臣禮 なり。 

スル  セン k  玉藻 二 ハク 二 iM クン、 - 二 ァラ カジ. シ  テ (六) 二  ス シ ム レバ ヲ き 

次に 將レ 朝の 禮 あり。 禮記 曰、 將：， 適 二 公所； 宿 齋戒、 居 ニ外寢 1 沐浴、 史進ニ 象^- 


臣道ニ 仕 法 


九 三 


山 鹿 語 新お 第 十四  九 四 

書- 1 思 對命； 旣服、 習 二 容觀玉 聲ー乃 出 云々。 是れは 君の 朝廷に 出仕 可レ 仕の 前方、 威儀 

容貌の 制 をと との ふること を 云 へ る 也。 先づ 君の 前に 至らん に は 敬恭を 以て 本と す。 

ここ を 以て その { 竹より 齋戒 をな し、 外にい ねて 房事 を不レ 犯、 精神 を 全くして 明日の 

氣を養 ふ、 是れ 我が 心の 敬 也。 君邊 に徘涧 して 直に 事 を 言上し， 近く 咫尺して 臣が氣 

息の 君 をけ がさん こと を 恐れて、 ゆあみ かみけ づ りして、 衣服に 香 をた き、 口に 五 辛 

ハ (て 一う 一 じ かう  お) 

g) 香の 名 を不, 食、 雞舌香 を 含む が 如くす。 而 して 衣服の えもん を 正し、 其の 色 品 を 明に し、 

称  けい ぜっかう 

其の 容貌 をなら はすべし。 容に 心が かりなる 處 あれば  >  それにつ かへ て. s: とど こ ほる 

おび もの  (搖) 

もの 也。 されば 異朝の 士大夫 は 各." 左右に 玉の 佩 を さげて、 これ を ゆり あはせ、 その 

貌の傾 側 を 知りて これ を改 むる 也。 容貌 かたぶく とき は 心氣又 傾く、 容貌 端正 なれば 

心氣 自然に 正しき 也。 故に 其の 容貌に 思ふ處 なく、 衣服に 心 かかる ことなき が 如く 考 

へて、 出仕 をと ぐべき 也。 是れ 各. '敬 を內に 持す る 也。 この 上に 我が 明 HI 可 一一 恪 勤ー處 

の 奉公 を考へ て、 扇子た た ふが みに 人の 目に 不レ立 ごとく 書付 を 致し 置く 也。 異朝の 

^は忽 也と 注して 事 をし るし、 忽ち 忘る る ことの あらんに 備 へんと 云 ふ 心 也。 本朝に 

は是れ をし やくと 號 して、 公家の 官人 必ず これ を さし 挾む 是れ 也。 そのし るし 置く こ 


と は、 我が 思 ふ 事と、 君に 答へ 奉るべき ことと、 君命と、 以上 三 ケ條を 記 十 也。 是れ 

を 田：) • 對 •  と 一 へ る 也。 如, 此 に敬恭 を不, 盡 して は、 明日の 出仕に 忠を つくす こと 

を 專らに 致す ことなり 難ければ なり。 されば 腰刀より 初め、 我がお ぶる 處の 物. その 

實を 糾明して、 その 期に のぞみて 虚 たらざる ごとくに 可 二心 得 一也。 営 住の ことに は 人 

必 ず 怠 り あ る もの な れ ば 、 毎日 Q つ と め もまね の \ } と く に た り や す き こと， 凡そ 人の 

情なれば、 只 だ以， 實 する. にある 也。 

次に 朝禮 あり。 すでに 出仕す るに 至らば、 乘馬 *辆 輿 • 歩行に ついて、 相從 ふの 輩 

に 制 法 を 具にし、 道路の 纏 節 非常の 戒を 堅く し、 君 門に 入りて 相從ふ 輩の あり 所、 あ 

り樣、 送迎の 時分、 各.' 詳に 制約 を 正し， 巡察の 監者を 置く。 すでに 入， 一公 門； 鞠 躬 

如と して 身をかがめ、 禮を 恭しくして 敬 ここに 盛 也。 往来の 間、 所々 にての 禮節、 人 

しきたい  ラ  キ ム 

人への 色體、 聊か 不レ 怠して、 我が 可レ 詰の 位に 座を定 むと 云へ ども、 君邊の 遠近 を不 

ラ  (二)  二  〈クレ ベニ  クリ  シ ん * 二；！  ，ノラ ン ンニ  セ -1 

^一一 一 篇 i、 唯 だ 君 をみ るが 如くす。 論語 曰、 入， 一公 門 一 鞠躬如 也、 如レ不 レ容、 立不レ 中， 門、 

-グニ  7 マ ヲ グ レバ ヲ  クリ  ケフ ケジョ ダリ ノ  < タリ ル ラ 二 

行 不レ履 レ閾、 過 レ位色 勃 如 也、 足 疆 如 也、 其 言 似 二 不レ足 者 一とい へる は、 孔子の 朝廷 

出仕の すがた を うつせる 也。 朝し て 付, 位 席 定ま る 時 は 、 身體 を 寬 にして 恭敬 を不レ 忘. 
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手足の 出入 氣息の 高下 をと とのへ、 同位の 人と もの 云 ふに 談笑に 不レ 及、 その 言 不レ出 

レ分 也。 孔子の 其 言 似 一一 不, 足 あ； 碎レ氣 似 二 不レ息 者 一と 云へ る はこの 心に や。 容貌の つ 

つし みは 威儀 を 正しくして、 非 二 公用 一ば 不二 徘徊-にあり。 位 を 去り 席 をのいて 徘徊 往 

來を なす は、 朝廷の 禮 にあらず。 非常の 變 あるのと き 其の 座 を 空しう す。 而 して 席に 

(二)：： £^ 象 m, 君子 不レ出 = 其 位？ 

あるの 間思不 レ出レ 位と いへ り。 云 ふ 心 は、 今日 我が^ 勤す る 所 はこの 處 なりと 思 ふ 事 

を 心に 置きて、 外 を不, 可, 思 也。 分 をす てて 外 を 思 ふの ゆ ゑに、 人來 りて 問 ふに その 

用- 事 おろそか にして、 怠， 事 我がつ とめ を 失 ふに いたる。 朝に おいて 私用 を 不レ達 は 古 

の 道 也。 朝廷 は 私に 談じ 私用 を 可 レ遂の 地に あらず、」 然 りと 云 ひて、 人 来りて 私用 を 

通ず る を 糾明 せんこと、 又 我が 分に あらず。 人 を不, 担して 我れ をつつ しむに あり。 

必竟唯 だ 以レ遠 二君 邊 1 おこたり 生ずる なれば、 常に 以 二君 位 1 するとき は、 我れ に 怠り 

ある， ベから ざる 也。 されば 出仕の 期 は 刻限より 先んじて、 退出の 期 は 刻限より おくる 

るに あり。 出入の 問 各.' 以ー 一恭 敬 1 するとき は、 心の つくべき 所に 心 自ら 付きて、 容貌 

顔色 辭氣 作法、 g 然に ととの ほる に 至るべき 也。 

スル  二  (三) 一- ハク ゾ スル ハ 二 オビ ハ レ  ハク シフム ガス ゾヲ ナ；： カヒハ ノゴ. - クシ ルキ ヨウ ヲ 

次に 侍 二君 用 1 の禮、 玉藻 曰、 凡 侍 二 於 君； 神 垂、 足 如 レ齊、 顿 嘗 垂， 拱、 


05  ,、  SI 篇 

十 w な 名' 


^  力し" ^ 队ぁ ^-^  ^ 0^。  大 f  .Ik 則垂 也、 0.0,  §,  si. ほ 

頼レ 1^ 而襄レ 止 蘇レ 及レ： f*^ 聽究 在レ i  聽- 尊者-也、 袷、 交 S 也. 任レ 左、 左耳-近 レ君、 

に If 義？ 下 右ぶ if 尊. 顏レ、 是れ 君に 侍る の禮 也。 進退 動 靜の禮 節 は、 家々 に 其の 法 あつ. 

て 一様に いたしが たし、 唯だ內 敬を存 して 外う や/ ヽ しく、 貴人に 便 あらしめ て 我れ 

に 便な きが 如くす るに あるべ きなり。 然れば 君命 じて 召して 君 邊に侍 候す るの 時 は、 

衣裳 を かいつ くろうて 暫 しも 不二 遲々； 利器 を 遠ざけて 其の 置く 所に 心 を 付け、 左右の 

座 は 命の ままに す。 尤も 時に 至りて 左 を 貴ぶ こと あり 右 を 貴ぶ こと あり、 其の 儀 一 た 

らず。 君邊 に貴官 君の 族 あらんに は、 尙ほ席 を 遠くして 其の 會釋 をな す、 君 言し ばし- 

ヅケヲ  二 ハク  スル It ハ ズクヲ  vlt  ル汗 ハカ  ズキテ 

ば 至ら ざれば 近レ 席ざる は 古の 禮 なり。 玉藻 曰、 侍 坐 則必 退， 席、 I 一， 不 レ退 則必引 

而去 n  ISf 去き 1 返 君之 或 親 ま nfij. 射お 也 則 君 之 一と 云へ る は、 是れ侍 坐す るの 法 也。 

(五 ^ 

又 曰、 凡 君 召 以 二三 節； 二 節 以走、 ^Ss^^m00^. 一節 以趨、 在 ，aB 不. 俟 

レ屨， 3fll- 治 在 レ外不 レ俟レ 車と 云へ る も、 君命 を 重んずる の ゆ ゑ 也。 而 して 君の 命 を 

つたへ て 其の 事 をた すくる の 道、 つねに 敬を存 して、 その 相對 する の 人の 高下 を 以て 

(七) 一一 ハク  ジテ セパ モ  ト  ズ、-.- ム十フ ヲ 

意見 を 立つべからざる 也。 曲禮 曰、 君命 召、 雖 一一 賤人； 大夫 士必自 御， 之と 云へ る は、. 

賤 人に 心 をつ けず、 君命 を 尊ぶ の 心 也。 論語 曰、 君ル使 レ擯、 gst 君 者 ほき 色 勃 如 也、 

e 道 二 仕 法  九 七 


(ra) 讓の形 

の 如く df^ 體を 

かがめる 緩 


(五) 親黨は 

君の 左右に 近 

親して 待す る 

臣下な り 

(六) 玉 製の 

割符 


se 記の 

その上 
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3„f -、， M  ケヮ クニ ョクリ  ィ フス レバ ヲ  ニッ  ニス プ  ノ  ヒて \ ョク J 

ぜ色 足纓 如 也. ■ 、辟 m レ所 一一 與立； 左 一一 右 手； 衣前 後 擔が也 |1  貌 と 云 へ る は、 孔午 

の 君命 を 行 ひた まふ 禮を云 へ る 也。 

次に 恩賜の 物 は、 各. - 下りて 拜 十る を 禮と 十-。 下りて 拜 すると 云 ふ は、 席 を 返いて 

拜す るの 事 也。 異朝に は 各.' 席に 付いて 居す る を 以て 席 を 下るな り。 本朝の 今 は 席な 

くして 唯 だ 一 面の 座席 なれば、 己れ が 著 位 を 退いて 是 れを拜 する を禮 とす。 食物. 器 

用 皆 其の 輕重 を詳 にして、 其の 禮の 節に あたらん こと を 欲す。 あらかじめ： It^ (貪. J の禮 

C 二  記，， 恩賜の 禮 をなら はすこと、 是れ 小學の 進退の 禮也。 次に 使命の 事- 君命 をう けて 四方 

i 篇論 i に 使す る、 君 言 不」？ 於 家 一 を 以て 禮 とす。 君命 をった へ 行 ふの 言辭 容貌 ナ  1^.1- 

き 第 望 子 言無禮 にして 行お こたる とき は、 君命 をはづ かしむ るに 至る。 孔子 np  詩 三百"； 

授 レ之以レ政不^、^~於四ぁー1^;^|^專11§，  まヲ ト子 S にテ 1^" 何 ％プ 

- - 0 逸， cn  二 キカ卜 フ レヲト  ハク フニし ヲ）'  シテ  一 レヌ J ン  ,  (ran 

玉 s，s お、 取 可 "謂" 之 士 -矣、 子 曰、 行き ？恥. 使 二 於 四方- 1^ レ辱 二君 命 一 I？ レ謂ノ 士矣。 舉き 

トは ほ" 公 I 玉 使： 人 於 孔子； 孔子 與ニ 之-坐 ノ而問 lici ク、 夫子 ％%、  #c ^け 夫子 g ル ：i4r ぁ過ノ 

に^する 二と .1 二" 一. -つハ Jt、 ：1 ヅ - ハク ナル カナ ナル カナ 卜 キ ノ 

5 如く  i  ffl^xfl^ 使者 出 子 曰、 使 乎 使 乎。 如, 此の 語意 を考 ふれば、 士の 君命 を 以て 四 

あり  方に 使す る こと は、 尤も 大 節の 儀 也。 言辭 のい ひやう、 容貌の 從容 たる、 先の 人のう 


けこた へに 付いて 國君 をはづ かしむ るに 至らん 事、 甚だ 不便の 事 也。 且つ 言 は 心の 

する 處 なれば、 禮に 其の 節を詳 にす。 論語に 又 謙辭を 出す 處 多し。 聖人の 尤も 所レ愼 

なれば、 言語 應對の 間、 其の 禮を はかるべし。 士 相見禮 曰、 凡自 稱ニ於 君； 士大夫 則 

(五 I 刈り 除 曰 二 下臣； 宅 者， ぶか i 在 レ邦則 曰 二 市井 之臣； 在， 野 則 曰 二 草 茅 之臣； 庶人則 曰， I 刺 I 除 

草 之臣； 他 國之人 則 曰 二 外臣ニ K々。 これ 皆 言 辭の禮 なり。 

次に 君命 を拜 する の禮 あり。 曲禮 曰、 君 言 至、 則 主人 出 拜 二君 言 之 辱； 使者 歸、 則 

必拜 ニ送于 門外？ 若 使 二 人 於 君 所 一 則必 朝服而 命い 之、 使者 反、 則必下 1 堂 而受， 命 云々" 

凡そ 君命の 使 は 大小に よらず 門外に 立ちて 迎 へ 、 これ を 君 位に 請 じて 其の 命 を 受け、 

聊かお こたるべからず。 達る こと も亦然 り。 己れ が 使 を 君 所に 奉じ、 時の 音物 を獻上 

する こと、 只 だ 君 を 敬す るの 心 を 以て これ をした たむべし。 禮 のかく る處は I, 敬の 怠 

る處 より 出づる なれば、 初めは つつしむ もの も 後に はお こたり あり。 然れば 始終に お 

いて 不レ變 を 以て 禮の大 敬と する 也。 

二 四 節に 死す 

臣道ニ 仕 法  九九 
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師曰 はく、 委レ身 は 臣の道 なれば、 急に 臨み 節に 中り て は 身 を 棄て死 を輕ん ずる 事、 

是れ 則ち 臣の義 也。 常に 死 を 守る 事 を つとむる とき は、 家 を 忘れ 私 を かへ りみ ざる を 

以て 本と す。 家 を 忘る ると 云 ふ は、 士の 君に 仕 ふる、 家 を 出で て 外に 行き、 內に 居て 

事 をい となむ とも、 覺 悟すべき 所 を あらかじめ 究理し、 公用に あら ざらん 外の 事 は、 

諸事 そぎて つづ まやかに いたし、 衣食 居を輕 くし 财綠 をつ まず、 今日 唯今 君命に 依つ 

て 千里の 遠き に 鞭う ち、 一期の 究 まりに 至る とも、 可 二 遣 命 1 ことの あらず、 死して あ 

と を點檢 せられて、 恥が ましき 事の あら ざらん 如く なれば、 節に 臨んで 一 き は 志の 通 

り も 潔よ く 言 はれ 行 はるる ものな り。 不, 然して、 あとに 致しの こせる 事 多く、 中し 

置かざる ことば かりにして 紛擾た らん に は、 行き 當 りて 急の 用に 立つ 事 難, 叶 ものな 

り。 是れ家 を 忘る ると 不レ 忘との 間 也。 爱を 以て 案ずる に、 家に 財寶を 多く 蒂へ、 家 

宅に 美麗 を盡 し、 最愛の 男色 女色 多く、 常に 身の 取 過し を とりひろげて 置きた らんに 

は、 死 は 云 ふに 不， 及、 急に 朝廷へ かけつけ、 君命 を 家に 不， 留 して 期 を不， 延に事 を 

なしなん 事、 士の なりに くき わざなる べし。 されば 常々 節に 死なん こと を 思 ひて、 家 

を 忘る るの 了簡、 是れ 義士の 俗 勤と 云ぶべし。 尤も 財 富み 家 美に とみ さかえなん をの 


こも、 質の 美なる か、 又は 其の 身に 得た る 所あって、 右の ごとくつ とめざる とも スっル 

とめし 人に i4 二相 4 器 あるべき 也。 凡人 これ を 以て 規範と すべから ざるた f ば、 ム - 

レ して 家 を 忘れたん 事 土の 本意な りと 存じ、 これに 相 かな ふ 如くに 可レ勤 也。 

二)  i  i 圃, I 践9-1£、  i 醒藝醫， と 云へ り。 

一  1r)vo 共 死 は 至って 人の 重き 所 たれば、 是れ叉 究理す る こと を詳 にして 而 して 死 を 全； .5 し。 

(一一 一) 意 これ S 一 (まと 云へ るな り。 然れ ばお きと を 守らん のでめ は、 常に 忘レ 家、 f ル 

卞，， ついて 非常の 戒を 固く し、 S: の內に 入る と 云へ ども 纖を 管し めず、 自レ出 

i つ ^{§1. 朝廷に 出で て 位に 坐し 席に 付いて、 管 守り y 容ム春 語に 無 

f 不レ+  #を つつしみ 難 を 計りて、 變 に 置いて 取み ださざる 如く 可レ 勤な り 變は 

鬪諍 . S • 王亂 • 仇 打. 火 雷 . 養 • 時變、 或は 他國の 霞、 或は 郭 外の 變 奪げ 

來 るの 類、 各 4 れ也。 此の 時に f て、 つねの 恪勤， i うすくば、 必ず 顔色 を 力 損じ 容 

貌を みだ ki たが ふべ し。 着容譽 語 常に 不レ至 は、 日頃 練り 學ぶ 處不レ 厚して、 

、じ I つ や マ 心 正" i フ 知の くらければ なり。 其の 知 くらき 時 は、 其の 言行と もに た 力 

つて、 己れ が 平生の 十分 一 も 14k もの 也。 故に I レルま を 以て 守る 處 とする 也。 

臣道ニ 仕 法  一 —一 
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次に 忠勤の 士 は不， 死， 家と 云へ り。 云 ふ 心 は、 我が身の 養生 を とげ 天性の 命 を 全う 

せんこと も、 主君へ 奉公の 志 ふかき を 以て、 一日 も 天 死 を不， 爲 こと を 思 ふが ゆ ゑに、 

食事 をつつ しみ 精神 を 養 ひて 身 を 全くす。 若し 人の ためなら ず、 つとむる の 道 あらず 

して 《叩 長 からん こと は、 君子の 所レ 欲に あらず。 然り とて 早く 死す る を 願 ふ は 父母へ 

不孝たり、 子孫へ 敎戒 あら ざれば、 その ありのまま にして 天命 を 全くす る、 是れ 人の 

道 也。 主君へ 忠勤 深 からん もの は、 病 を 養生す るまで を 悉皆 君の ためな らんこと を 

思 ひて、 可 レ被レ 勤 ほど は 相つ とめ、 不レ得 レ已ば 床に 付いて 養生す。 其の 養生 を 重んじ 

て、 君より 命ぜら るる 處 のっとめ を 怠る こと、 忠臣の 道に あら ざれば、 番所 番の 地に 

ルカ ラフ  ルン カーマ 

して 死 をな すと も、 家に 歸 らんこと を不レ 可, 思 也。 世上の 風俗 不レ宜 を 以て、 官職に 

不レ の 平 士如レ 此のつ とめ をな す をば、 傍輩 必ず そしって^ 上の 心 ありと 云 ひて そね 

み、 又 己れ が 私する ことの 不レ叶 を 以て、 人の 私 あらん こと を 欲する あり。 然れば ロハ 

だ 忠勤の 心 を 以て 忠勤の つ とめ をな して， 是れを 言に あら はし. これ を 行に たかぶる こ 

とな かれ。 或は 己れ が 忠勤の つとめと、 朋友に ささ はりて 不和 あらん 處の輕 重 をかん 

がへ、 君の ために {且 しきに 付く、 是れ叉 忠勤 也。 レ きりに 己れ を 立て 朋友に 中 あしか 


らん は、 又 かくる 處 ありと 可い 知 也。 

次に 戰場 死， 節の つとめ、 尤も 勇士の 所, 志 也。 然るに その 戰 死を考 ふるに、 流 矢に 

中り、 疵を 蒙りて 死 をと ぐる、 この 二つ は 其の 身の 働に 遠近 ありと IK へど も、 ともに 

戰 死の 號 ありて、 死. Z 節と 云 ふに は 遠し。 死， 節と 云 ふ は、 先登して 衆を勵 まし、 士卒 

これが ために 勇氣を 逞しく する、 これ 先登の 死レ節 也。 退レ 兵の 時、 敵し きりに 慕 ひて 

兵士 引く こと 不レ 全の 時、 立ち 留 りて 殿して 死 を 一途に 究む、 是れ 多くの 兵士 を 全く 

して その 退去 を不レ 観の 得 あれば、 これ を 魁 殿と 號 して 守, 節の 大義と す C 若し 生きな 

がら へんは 功 成り 名遂 ぐるの 沙汰に 及ぶ。 尤も 死レ 節に 可レ至 也。 而 して 主人の がれが 

たき 處に 立ち 留 りて 能く 戰ひ、 或は 主人に 代りて 戰 死し、 或は 主君の 名 を 犯して 敵に 

中り、 或は 主人に 馬 を ささげて 我れ 步 立て 担 死す、 各-死 レ まと 云ぶべし。 平士 にお 

いて は、 主君の 命ぜられし 所 を 守りて、 そ. の 所に 死 を やすん ずる、 是れ 則ち 死, 節と 

云へ る 也。 同じく 死：， 節と 云へ ども、 其の 間に 究理 するとき は 高下の 品 あるべき 也 C 

勇士つ ねに 志 を 練りて 死：， 節の 內、 其の 大義に かたはん 處、 * 是れを 以て 本意と すべき 

也。 戰 場に のぞみて は、 我れ も 人 も 互に 勵,， 勇して 功名に 付き 忠勤に より、 各- 晝夜 

臣道ニ 仕 法  一 〇 三 


山 鹿 語 教卷第 十 n  一  c」 四 

のい とまな く 相 はげむべき なれば、 平 士の思 入 大方に して は、 人並の 働 も不, 可, 叶、 

況ゃ 守レ義 死レ節 こと、 いささか 怠り ありと も 不レ可 二相 通 1 也。 この ゆ ゑに 古人の 兵に 

2) 臨 兵 W 敎へ しも、 士を はげます に 唯 だ 進む にあり と 云 ふ を 以てし、 本朝の 俗、 以 一一 九 字 文 1 怨 

^^^^  リス ス ムニ  キヒ 

か ^1^^ 術 敵に かつの 術と す。 九 字の 文、 亦 唯 だ 在 レ前を 以て 要と す。 人の 難, 叶 は 先んじ 進んで 

もと S3- の-吹 死レ まなり。 志 ありても つとめ ざれば 不レ 成、 つとめても 手足 身體 のね り あら ざれば は 

文な りしが、  ク  ラ 

ば？ 駄 しり ま はり 難レ 叶、 進退 宜しと いへ ども、 心の つけ 處を 不レ 知、 目の きき 耳の きかざれ 

ば、 叉と との ほらざる こと 也。 ここ を 以て、 勇士 平生 養レ 勇て 武者の 修行 を 不二 究理 1 

して は、 全く 死， 節 ことかた かるべき 也。 戰 場に 臨んで 俄に 勇 を 養 はんこと は、 平生 

のっとめ なくして いかん ぞ可， 叶 なれば、 唯 だ晝夜 奉公の 間し きりに 勇 を 養 ひ、 義を 

守りて 死レ 節を宗 とせば、 戰 場に 臨んで 其の 用 やす かるべし。 戰場 はまれに して 平生 

は 常 也、 勇士 平生の 勵む處 を 以て 本意と すべき 也。 

次に 報 二君 讎 一事、 是れ 勇士の 死 ， 節 大義 也。 周禮調 人に、 君 之讎眠 A 父と 出で たり。 

其の 身 奉公の 親疎 寵祿の 高下に 因って 讎を 報ずる の 心、 是れ 仕官の 士 究理すべき 處 

也。 古人 云 ふ、 士 爲，， ^ レ己 死す とい へり。 凡そ 主恩の 所レ下 厚薄の 差^ ことなれば、 


(二) 春： T.sw 

國の 時代の 人。 

忍苦の 中に 主 

人智 伯の 仇趙 

突 子 も-うたん 

とし 捕 へられ 

て. せし 節 

義の士 なり、 

史記 刺客 列傳 

に出づ 

(三) 范氏 • 

中 行 氏、 共に 

舊 の^な り 

(E) 晉の卿 

にして、 中 行 

氏 を 亡ぼす 

(五) 史記剌 

iK: 列傳に つ 

(六) 漢文 帝 

の 頃の 擧者、 

政治に 功 あり、 

义 治安 策 • 新 

書の  一！ If あり、 

三十 三歲 にし 

て 早世す と雖 

も賈 太！？ はとし 

て 神 せらる、 

この 引用、 新 

翥卷 二、  S 

篇 に出づ 

(七) 趙 is* 子 

にして 伯.  一 y 

亡ぼせし 人な 


一様に 難 41 也。 祿 あつく 職 重く 寵遇 さかんな らん 葷は、 急難に 臨んで 死 を 供に し、 

君の 難に あたって 命 を 輕んぜ ずして は、 日 比の 報謝 不， 可， 盡 なれば、 主の ために- 1 を 

報ぜん こと を 思 ひて、 死 を 善道に 守りなん こと は 是れ義 のよ る處 也。 祿 うすく 君に 疎 

く、 我 並の 官人 多くば、 只 だ 口 體を養 ふに たれらん もの は、 叉 其の 相應 する はしり 

ま はり をつ とめて、 君恩の 報謝に 相當 する こと あり。 しかれば とて、 分限 を こえて 忠 

勤いた すべ からざる と 云 ふに は あらず。 忠義 は盡 しても/ \ 至善と 云ふ處 にいたり 難 

きもの なれば、 これ ぞ よき 比の 忠勤と 云 ふ もの は不レ 可, 有と いへ ども、 寵祿 ゆゆし か 

りし 人と 同じく つとめん と 云 ふ は、 義を 取ち がふる 所 も ありぬ ベ し。 如, 此處、 格 物 


切ならず して は 難 一一 糾明-こと 也。 昔 豫讓が 君の あだ を 報ぜし は、 先主の ために は 

、 (巧) 知ョ 5^  (五) ハテ  ヲッヲ  レニ テ  ヲュ 

あらす して 後 主の ためにす。 其の 言に 云 ふ、 中 行氏以 一一 衆人 一 待， 我、 我故以 一一 衆人 一報 

レ之、 智伯以 一一 國士ー 待， 我、 我 故以， 一 國士" 一報， 之と 云へ り。 賈誼 日、 豫讓必 I 二 llvf-; 

クビ クッテ  ラ  ウテ レニ ハク  テフ  二  一一  J ス レヲ  ニイ ヌ  ツチ 

五 起 而不ぃ 中、 人 問い 之 曰、 子 嘗事ニ 范* 中 行 氏； 智伯滅 之、 子 不二 爲 報,， 仇、 反臣， I 

-ス „  I 二、，  シテ  ゾュ ルノー 一  キヤ ト  へテ 〈ク  ハ  ヲモテ ヤシ ナフ ヲ  ン 二  、  X フ 二 

事智 伯， 今智伯 死、 子 何爲報 ， 之 深 也、 對 曰、 中 行 衆人 畜 ， 我、 我 故 衆人 事レ 之、 

智 伯國士 遇， 我、 我 故國士 報 k 之、 故：^ 1 豫讓 也、 反. iifi あ. I、 「狗" お， ハ ビ 

臣道ニ 化 法  一 〇 五 


(1) ネは子 

0. 主の 仇 も 

報ぜん として 

秦の始 帝 を 

W 浪沙 にお そ 

ひ 鐵椎も 投じ 

て あたらす 失 

敗す、 それよ 

.0 漢の 高祖 創 


して 盡し、 遂 

に as- を 亡ぼす 

ことに 成功せ 

り。 高祖 は 彼 

れ もれた へ て 

「謀 を帷 幅の 

中に めぐらし 

勝 を 干 里の 外 

に 決する は、 

われ 張子-おに 

及ばす」 と 稲 

せり 

(二) 到 邦 

(一一 一) 楚の王 

- なり、 劉 邦と 

^を爭 ふ 

(ra)  ^人の 

名 

(五) ^ぉ亮 

(六) 春秋 楚 

の 人、 伍子 

のこと。 父兄 

平 王に 殺され 
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折レ節 致：， 忠、 行 出 二 乎 烈士； 人 主 使 然也。 胡 致 堂 曰、 君子 爲 II 名 春1 而爲 k 善、 則 其 

善必 不&、 人臣 爲， -利 fi- 而效， 忠、 則 其 忠必不 i、 智 伯き X 後矣、 氣勢無 1 所^ レ倚 

矣、 富 贲無レ 所.， 可レ 求矣、 子孫 無レ所 レ可レ 託矣。 而 讓也不 レ忘ニ 國士之 遇 一 以レ 死報レ 之、 

l4 再 至^^ニ 而愈 篤、 則 無 A 所， $ 而爲， 之 者 也、 故 曰 眞 義士 也、 此非 ニ特可 1- 爲 n 

i レ質 事， 人 之 法； 無， 所， 爲 而爲 善、 雖 M 大學之 道 1 不， 過 A 是 也と 評す。 叉 漢の張 は 

2^1 五世 相，， 韓、 憶，, 泰之滅 こ 其宗, 也、 則 佐， 1 漢高帝 1 誅， 秦、 而立 n 韓 公子 成； 及- 1 項 羽 

スニヲ  ，K  ヲ  今」 よ 

殺で 成、 叉；^. i 二 高 帝 一て 項 羽 をお そ ひ、 つ ひに これ を 殺して 讎を 報い 恥 を 雪め て、 後 病 

ヒテ (En  -ニ  ニス ノ  ニス ルヲノ  へク  モ 

を 以て 官を辭 し、 辟穀 して 從ニ 赤松 子 1 あそび、 以て 明 一一 其 心 之 爲-レ 韓。 程 子 曰、 張 良 

亦是 1 儒者 也、 進退 之 間 極 あ 二 道理, といへ り。 朱 子 曰、 三代 以下、 人品 皆稱 二子 房 • 

ニハ) 

(五) ヌ  ご うん 

孔明 1 云々。 仏員吳 にす すめて 楚 をうた しめ、 楚の 都に 入りて、 平 王の を ほり 出し 

てこれ を 鞭う つ、 ここにお いて 申包胥 乃ち 如 i 栗て 師を乞 ひ、 依 ニ庭墻 一て 哭し、 日夜 

不レ 絶， 聲、 飮 食不， 入 レロ者 七日、 秦の 哀公 これ を あはれ み、 つ ひに 師を 出して 吳の軍 

を やぶる。 是れ又 君の ために あだ を 報い、 古人の 所レ稱 也。 但し 君の 仇と 云 ふに 子細 

あるべし。 其の 君 無道に して、 天子 命じて 罰せられなん は、 仇 を 報 ゆるの 義 あるべ か 


しほ も 報いん 

として、 苦心 

せし なり。 申 

包 ^1 は 伍子： t 

と 交り ありし 


存 せんこと を 

念と せる 忠臣 

たり。 史記列 

傳 六に 出づ。 


(七) 胡 致 堂 

(八) se 記 曲 

上 *3 に出づ 

(九) 局 調 

人に 出づ 

二 〇) もと 

王 if のい へる 

語に 本づ く、 

史記 田箪傳 に 

出づ 

(二) 禹の 

父な り。 治水 

九 年功 を 奏せ 

すし 一よ 剤 せら 

る 

( 一 二) 管 仲 

は齊の 公子 3t 

0 臣 にして 桓 

公 は 元来 故主 

の 仇な h- 


ら ざる 也。 如, 此所、 專ら 究理す る 事を詳 にすべき 也。 胡 寅 曰、 復謦因 二人 之 至情； 以 

立 二 臣子之 大義 1 也、 謦而不 ぃ復、 則 人道 滅絕、 天理 淪亡、 ；^^曰、 父之謦 不二 與共戴 U1K、 


君 之鑼視 レ 父と 云へ り。 すべて 死， 節 を勘雜 して 其の 善道 を 守る 事、 是れ 臣の禮 也- 

(お)  -、. -, 


死 は 太 山の 如く 重し といへ ども、 究理せ ずして 死 せん 事 は、 その 死レ 節に あたる ベ か 

ら ず。 節 を し らんと な ら ば 、 善 く こ れ を 練 る に あるの み 也 C 

. 二 五 二君に 事 ふる を辨ず 

(一 0) ハ  へ  二  〈ト 力へ  ヲ  レ  ノノ 

師 嘗て 曰 はく、 忠臣 不, 事 ニニ 君； 烈女 不, 更 ニニ 夫 一 此 天地 間 常道 也。 臣 として 二君 

を 思 はん は 二心 を 實くゅ ゑん なれば、 是れ臣 の 道に あらざる 也、 故に 君の 寵祿を 受け 

ん 六 ラフ 

ながら、 君 亡びて 叉 別 君に 面 を あは せん 事 は、 忠臣の 太-意と 不レ 可レ云 也。 但し 寵祿の 

二  -) 

厚薄 親疎の 次第に 因って 叉 差別 あるべき 也。 昔 舜餘を 殺して 禹 則ち 舜に事 ふ、 世 以て 

セ  ヲ  (ニー) 

不レ慶 二 至 公一と いたせり e 齊の管 仲は桓 公に つか へ て、 孔子 これ を あやまりと せず、 

燕の 樂毅は 超に つかへ てあしし と 不レ評 なれば、 其の 寵 遇の 厚薄に よるべき 也。 先 朝 

の 寵臣 に して 4 「日 叉寵祿 に あ づ からん 事 * 甚だ 君子の とらざる 處也。 されば 不 T 以ー 一死 
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二) 前 出 九 

1 頁參照 

(二) 王？ 《r 

康の 太宗の g 

臣、 太 宗の鴻 

^*にカぁり 

(三) ^£の高 

祖李 淵、 . その 


次，^ 世， の 問 

に^ ひ あり、 

建 成 亡び、 世 

！！：^立って太宗 


范 祖禹、 

前 出 £ 三 

照 

(五) § 

(六) 字 は 耕 

^、 仕へ す、 

綱 GE 鼓 明の！ >0 

あり 

(七) 太宗 

(八) 

W 代の if キ やに 

して？ *: 作 多く、 

义仕 へ て 治 綾 
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生 一易 中 其 心 h 不卞以 二 利害 ー渝 * 其 節 上 は 士君子の つとめ 也。 一た び 君の 恩に 浴して 又 M 

君に つか へんは、 何の 面目あって 天地に 對 せんや。 士の 究理せ ずして 不レ叶 こと 也。 

たと へば 富貴 利用の ために 叉 二君に つか ふる も、 これ をつ かふの 君 更に この 臣を以 

(缺) 

て 義士と すべから ず、 義 すでに かくる と 思 はれば、 唯 だ 犬 羊の やしな ひ をう くるに 

ひとし かるべし。 司 馬 光 曰、 不正 之 女、 中士羞 ニ以爲 X 豕、 不忠 之臣、 中君羞 ニ以爲 臣 

(二)  nil)  セ 

といへ り。 王挂 • 魏徵 ともに 高祖の 太子 建 成に つか へ て、 その 難に 不レ 死して 又太宗 

(ran  〈ク  ケ テヲル  ノト  ハノ  ラン ャ シテ ノ ヌ  キ モノ 

に 事へ ぬ。 范華陽 曰、 王 • 魏受 レ命爲 一一 東宮 臣ー 建 成 其 君 也、 豈有 H 人 殺 i ハ君上 而可ミ 

ン テル ガト  ハク  ンゾ クニ 五)  一 フン カラカル 

北面 爲 二之臣 1 乎と い へ り。 程 子 亦 曰、 天下 寧 無 n 魏 公之 忠亮. ； 而不 A 可：， 無 n 君臣 之 

へテ  一-  フ  二  ナ ラン ャ  ゐんき しん  ネテ ヲ 

義； 昔 事 二 建 成； 而今 事， 一太 宗； 可 乎と 評す。 宋の尹 起苹が 通鑑發 明に、 王. 魏委レ 質 

食 二 高祖 之祿； 高祖 これ を 太子に 付く、 是れ王 -餽 は 高祖の 臣 にして 建 成の 臣 にあら 

ル カラク  キヲ  レラ  ルハ 

ず、 建 成不, 可 A 助 をし らば 引, 身て 去るべし、 不， 然ば建 成 不義の 死 ありし 後、 不 A 能 二 

スル  (七) 

1M 救- の 失 を 以て 命 を 高祖に こ うて、 高祖 新 君に つ か へ しめば 叉 命の ままに すべ しと 

(八)  ハク  ケテ  ヲ  ル  ト  -ー ルテ トセ 

評す。 邵ニ 泉が 曰、 王 *魏承，1高祖之命； 而爲 II 建 成 之輔； 建 成 固不， 1 得而臣 1 也。 王 • 

ゾ ツチ ヌニ レガ セン ヤメ  〈ニス  テ  ヲ モト ニス  テス レバ 

^何從 而爲， 之 死 哉。 而王 -魏 義當， 死者 也、 以， I 建 成 之 難， 雖， 不 k^、 以， 1 高祖 之 


(九) 一 几の 忽 

必烈 北京に 君 

臨して 世祖と 

いふ。 わが 竊 

倉 時代に 来寇 

せしめし 人な 

二  0) 栄末 

の忠 お、 正氣 

の 歌 を 以て 名 

あり 

ニー) 荣末 

の 人、 直言 豪 

快の 士、  漢 


あげし ものな 

り 

ニニ) 程 文 

^, 字 は li 夫、 

元の 世 祖に仕 

へ、 命 を 承け 

て 江 南の 賢人 

二十 餘人 を薦 

む， 得の 外 

は皆攉 用 せら 

る 

( 1 三) 趙の 


仕へ し 廣武君 

の こと。 韓信 

大いに 趙の軍 

も 破り、 廣武 

S を 干 金を以 


命 一則 不レ可 レ不レ 死 也と 評す。 是れ 各.' 其の 學ぶ處 の 厚薄に よって 其の 思 入 も か はるべ 

き 也」 王 珪 • 魏徵 さしもの 賢 知 ありし といへ ども、 其の 死 ， 節に 及んで 其の 究理たら- 

ざる 處 あれば 也。 

(九)  ノ  (一  0) 

元の 世 祖宋を 亡ぼせし とき、 宋右 丞相 文 天祥を ゆるして 元の 政 をた すけし めんと あ 

(一 一〕 

りし を、 文 天祥っ ひに 死 を 請うて 臨， 刑。 謝 坊得を 召す といへ ども、 力め 辭 して 不レ 至- 

シテ (ニー)  二 ハク  ノル セハテ  ル ヲノミ  テ  ヲス 

遣， 1 書 文 海, 曰、 某所， I 以不で 死者、 以， 一九 十三 歲之母 在 1 耳、 先妣 以， I 今年 二月 1 考.. r 某 

リシ  ノニ  トハ 力 ラ 二 ル ヲ (ニー 一) モ. li タフ レヲ ャャリ 

自レ今 無 J 思 II 人間 事 I 矣、 亡 國之大 夫、 不， 可 ニ與圖 1, 存、 李 左 車猜能 言， 之、 况稍知 二 詩 

書 1 頗識ニ 義理 一 者 乎と いへ り。 千載の 下 その 義を きいて 人の 心 を 可 二 奮起 1 は 彼等が 義 

心なり。 臣は いづれ も臣 にして、 義を 究理 せん 事 は士の 大本な り、 義を 不レ知 其の 事 

物 を 究理す る こと 薄き を 以て、 死す る も 全道に あらず、 生きて 仕 ふる も義の 正道に あ 

ら ざる あり。 古来 道に 志 あるの 輩と い へど も、 此の 問に おいて 天地の 常理 をと り 失 ひ 

て- 不， 可 レ爲の 行 をな せる 類 ある は、 究理せ ざるに は あら ざれ ども、 究理す る處 のた 

がへば 也。 されば 士の 本意に かな はんとな らば、 常に 學に 志して 古今の 義を博 覽細評 

し、 其の 聖人の 道 を 規矩 準繩 として、 心に は づる處 なき を 以てせば、 千載に 其の 行跡. 
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て購 ひ、 縛 を 

といて 計 を 問 

ふリ 答へ て 曰 

はく T 臣 聞く 

敗， ポの 將は以 
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の 大夫は 以て 

おな 翻る ベ か 
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に出づ 
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をの こして 人の 口に のるべからず。 唯 だ 利口 を專ら とし 1 且の 利害 を 根ざしと して、 

是れを 以て はからば、 當 分利 祿 のために 宜しし と 云へ ども、 永久につ たはって 子孫の 

恥 をな しなん こと、 尤も 不便の 事 也。 人 たれ か 死な からん、 此の 一身 を 養 はんがた め 

に、 義を 忘れて いたす まじき 仕 をいた さん 人 は * 當 主に も忠心 あるべからざる こと 必 

然也。 


二 六 官に 居る の 慎み を詳 にす 

師嘗論 ニ居レ 官范レ 政之愼 一日 はく、 凡そ 士官に 擧 げられ 一役 一 職 を 命ぜら るるに 及ん 

で、 常に 習練す る處 薄き がま まに、 官に 居る 處 のつつ しみ 叉不, 詳して、 多く は あし 

き 先例に まかせ、 或は 習練 すくなく して 我意に 任す る 事 あり， 或は 世間の 毀 譽を以 

て實 とする 事 あり。 各-居 官の 法を詳 にせ ざれば なり。 居, 官 のみに 不レ 限、 格 致せず 

して 我 を 以て 善惡 可否 を 決定 せんこと は、 天下の 大道に あらざる 也。 况ゃ官 に 高下 

職に 厚薄 ありと も、 すでに その 役義を 守りて 事に 臨み 政 をし るの 輩 は、 己れ が 意 r 儿を 

立つべからず。 意兒 のま まに 行 ふとき は、 たと へ 其の 作法 淸應 潔白なる に 至る も、 


亦 所レ違 あるべし。 殊に 應, 事 接, 物の 間、 猶ほ 以て 道 を ふみち が へ て、 異端 を とらへ 

ルカ ランパ アル  ハクへ テ ハ -I  ラリ  ラリ 

て 正道と する の あやまり 不 X 可レ無 也。 朱 子 曰、 仕 レ官 廉勤自 守、 進退 遲速、 自有ニ 時 

節； 切不， 可 レ起ニ 妄念 1 也と はこの 心に や。 有 二 時節 一と は、 格 致を詳 にせ ざれば 其の 時 

節しり がた し。 妄念と は、 道理 を不レ 索、 其の 時の 心の 恩 ひ 出す に まかせて 事 をな 十 こ 

とたり。 人の 氣 一定せ ず、 時々 に變 易す、 これ を 妄念と 云 ふ。 天下の 大正 大公 一 ご 以て 

あつる こと は、 天地に さきだち 天地に おくれて 聊かた がふ 乙と たきもの 也。 妄念 は 只 

だ 思 ふま まに 事 をな して 理を はからざる こと 也」 尤も 居官の 輩の 可 レ愼儀 也。 案ずる 

に、 居 X 官先づ 正 心 格 物 を 以て 本と し、 范， 事以 一一 戒愼 1 爲， 用 也。 正 心と 一 K ふ は、 平レ心 

にして 公廉慎 勤なる を 云ぶべし。 公 は 私の 意見 を不レ 立して、 我が 心の 思 を 天下の 耳 

目にあ はする と 云 へ ども はづ る處の あらざる、 是れ 公也。 廉は內 に 我れ を 利す る處な 

く、 我がえ かたの あらん を 明に あらためて、 千鍾萬 鍾の祿 千金 萬 玉に も 心 をう ば はれ 

ず、 其の 志の 物に 不レ屈 を 云 ふ。 愼 は 事々 を おろそかに 不レ 致、 つつしみ 守りて 其の 事 

(is  ?J)  ル サ  ル ラ 

を そそうに 不, 致 こと 也。 勤 はつねに つとめ 學ん で不， 怠 を 云へ るな り。 我が 心に 形な 

し、 公 廉愼勤 を 以て 心の 用と して、 これ を 以て 內を 糾明せば、 心に 隨緣の 波た つべ か 
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らず、 隨緣の 波不レ 立ば 平等の 心に して、 物に よる 處 あらざる 也。 故に これ を 正 心の 

道と する 也。 格 致と 云 ふ は、 我が 意見 を 立て 是れぞ 公廉愼 勤なる と 思へ る 事に、 皆 公 

(1) i. 廉赏 勤なら ざ. る 事 多き もの なれば、 古今の 事 をき き、 聖賢の 取 さばき を考 へ、 -六經 の 

I  iffi .  X ム， プ  キ 

ll.i. 趣 を 見聞し、 而 して 天地 自然の 不レ 得， 已所を 規矩と して、 これ を 以て 糾明し、 我が 可 

レ 1^ の 役儀、 その 職に なれたる 人の 功 を たづね、 仕樣 を考 ふる、 是れ格 致 也。 古 を さ 

ぐって 今 を不レ 知、 今 をし つて 古 を しらず、 異朝の 事 を おぼえて 本朝の 俗を不 レ糾、 本 

朝の 俗 斗り を 知って 聖人の ふるま ひ を 不レ知 は、 各.' 皆 一隅に よって 究理す る處 うす 

き 也。 以て 學に志 あるの 輩 は、 古 をした うて 今 を 不レ知 ゆ ゑに、 其の 先官の 役人 古例 

を不 1 詳に 落ちて、 深き 道理 は 云 ふといへ ども、 さし 當れる 日用 を不 1 知、 又 今 を 知つ 

て學を 14^ レ詳の 輩 は、 一向 世俗の 弊 を不レ 知の 類 多し。 ことに 其の 事に 久しく なれて 年 

臘 あらん 族 は、 無學 無能な りと も、 其の わざに 付いて は 得失 を 分明に する 事 多き もの 

なれば、 我れ に學才 ありと 云 ひて、 年臘の 役人 を不， 可レ侮 也。 草木の たぐ ひに いたる 

まで、 年 臘を經 たらん は、 何となく 枝葉の 見事に なりて、 その 骨 がら 宜しく、 かど あ 

るに み ゆる もの なれば、 や 心 あらん 輩 年功 あらん は、 皆 後人の 師 とする 處 なるべし „ 


然れば 學文を 以てし 高年の 人 を 以てして 今日日 用の 間 を 工夫 せんこと、 是れ格 致の 用 

也。 如レ此 究理 するとき は、 其の 正 心の 工夫 實地 において するな り。 ここ を 以て 正 心 

格 致 を 論ずる 也。 

次に 范, 事以二 戒愼, 爲， 用と 云 へ る は、 その 役儀に 付いて 事に のぞみ 人 を 御 せんとな 

らば、 以 ニ戒愼 1 爲レ用 也。 何 を 以て か戒愼 せんとな らば、 戒 むる こと は 在， 二 名利, 也。 

名 は毀譽 について おこり、 利 は 己れ を 利す る を 本と して 賄赂 を專ら とし、 得る こと を 

先んず。 毀譽 について 起る と 云 ふ は、 世間の 譽 毀に 循 ひて 理を 不レ糾 こと 也。 尤も 世 

上の 毀譽 をす てて 天下の 大理に 循ふは 古の 道 也と い へど も、 時代 風俗 人情 を考 へて、 

それと 本 理とを 兼ね 合せて、 その 宜 を はかり 輕重を 論ずる 事、 是れ志 ある 人の わざ 

也。 唯 だ 人の 譽 めんこと をのみ 致さん とならば. 人 多く は 愚に して、 己れ が 得が たき 

(二 ) 

ル シ カラ  き やう すん 

の宜を 喜ぶ。 然れば その 所の 善人 は ほめ 惡入は そしりて 不， 苦 也。 孔子の 鄉 は德の 

』 —  シズ (三) 〈ク  -. -テ  二  トシ ヲ  リテ  二  トス  ヲ 

賊 也と 論じ 玉へ る こと 可 A 案。 孟子 曰、 孔子 登 二 東 山 一而 小， 魯、 登 二 太 山 一而 小 二 天下； 

故 觀ニ於 海 1 者 難 レ爲レ 水、 遊 二 聖人 之 門 一 者 難， 爲レ 言と いへ り。 譽 むる も 毀る も 各-その 

分限あって、 大理 を不， 知 もの は毀譽 は專ら といたし 難し。 居， 官名 を 得ん と 思 はん 事、 
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是れ 世間に ついて 出づる 情なれば 可レ愼 也。 己れ を 利 十る と 云 ふ は、 理を 立て 人の 一 

ふに 不：， 付、 言 を 出して その； 百 を 立てん とする のた ぐ ひ、 すべて 我 を 立つ る は 皆.. しれ 

を 利す る 也。 況 ゃ賄赂 を專ら とし、 利害 を かけて 行 をな さん 事、 甚だ 可, 愼也。 是れ名 

にっき 利に ついて 云 ふ 所の 戒也。 可 X 慎の 所 は 苟且 • 暴 怒 • 不 忍の 三に あり。 苟且と 

云 ふ は、 せんぎ 可レ仕 こと を おろそか にして 當 座の 利口 を專ら とし、 末の 考な きこと 

也。 暴 怒 は 時に 至ってお を 物に うつし、 理も なき ことに あらく 致す の 類 也。 不 忍と 云 

ふ は、 諸事 堪忍いた す 事なら ずして、 惡と 知りながら 其れに 沈溺 する を 云へ り。 此_ 

ッ  ルン カラ  ントテ  7 ス 

の 三 を 以て 愼し まざれば、 事に のぞんで 不レ正 也。 是れ格 致 正 心 を爲レ 本、 以ニ戒 愼ー爲 

レ用 也。 次に 液， 事の 本、 {f レ法 理、 盡， 己而 勤、 御 ， 下 以齑、 戒ニ 依； IE 賄赂 1 い へ 

り。 守 レ法循 レ理と 云 ふ は、 能く 其の 職 役に ついての 作法 古例 を 先覺の 人に 糾明して 其 

の わかち を 知り、 而後に 天下の 大 理を考 へ、 法と 理と を較 了して 斛酌 する のこと 也。 

盡 レ己而 勤と 云 ふ は、 己れ が逸樂 をす てて 晝夜 其の 職 役に 心 を ひたし そめて、 聊かお 

こたる 事 あらず、 相 勤む る 事な り。 古人 云、 晝夜 孜々、 如 A 臨 二 淵 谷 I と 云 へ り。 職に 

おこたり 己れ が 逸樂を 事と せん は、 居官の 道に あらず、 その上 我れ に 知の 不レ足 所 あ 


りなん も、 其のつ とめ 如， 此 おこたら ずん ば、 次第に 不レ學 とも 功の 出来る こと あるべ 

し。 己れ が 職 を輕ん じて これ を棄て 置きて は、 知の 1^ レ出所 あらざる 也。 御 レ下 以レ寬 

と 云 ふ は、 我が 下の 組 付 侍 輕卒に 至る まで 甚だ 急に いたさん こと は、 たと へ理 のつ ま 

りたらん 事 にても 必ずいた み 苦しむ 處 あって 心服せ ざる もの たれば、 行 ひと げんこ，： 

を も ゆるやかに 致して 急速たら ざる ことなり。  . 

天の 四時の 行 はるる、 是れを 寛仁と 云へ り。 春 九十 日 を 以て 舂の 成る 處 とす、 春 を 

三月に わけ、 一月 を 叉 三十日と 三に わけ、 一日 を 叉 十二時と 定め、 百 刻と 立て、 一刻 

よりつんで 一 時 一 日 十日 一 月 三月 一 年と 次第す る、 是れ 則ち 寛な り。 如 A 此ゅる やか 

たる を 以て、 地下より 天上 に 至 る ま で こ とん \ く 其 の 四時の 氣彌^ して の こ る處 あら 

ず。 草木 鳥獸 人倫と もに 一 ぱいに その 氣を みて しむる は、 仁の 至り 也。 諸事 皆 天地 を 

のっとつ て 致す 行た れば、 下に 用 ふるの 事 も 自然と ひたし そめて 不レ覺 其 の理に 入ら 

(二) 詩 * 周 しむる、 これ 寛 也。 但し 自然と 致して 急に 不レ i と 云 ふに、 怠りて 不レ 致の たぐ ひ あり。 

頌. 維： 人 之 命  1.1 に SW  マ  ， 

の ijs に、 r 娃れ 天 地の 氣、 一瞬 息の 間と いへ ども やむ 事な し。 これ を於穆 として 不ン已 と 云 ひ、 生々 

；: ：」 し」 出" J ま 無， 息と も 云 へり。 然れ ば不レ 息の 心 を 本と して、 其の 自然に i 驚 せられん 事 を 以てす 
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る、 これ 寬 なり。 世間 皆 己れ が 頭 奉行 を ほむる を考 ふるに、 物の せんさく も不レ 明、 

成 次第に 致して 急 刻なら ざる をよ しとす。 叉よ きこと にても、 せ は/ \ しく 法 を糾し 

事 を あきらめん とする をば、 せ はしき と 云 ひて 毀る。 是れ 知者 は 過ぎて 急 也、 愚者 は 

不レ 及して 怠れば なり。 爱を 以て 云 はば、 綱紀 文章の 大本 を 立て、 其の やう やくに ひ 

ろく 行 はれん こと を 求めて、 急 刻煩勞 を不， 可， 爲也。 世上 底の 寬は縱 弛 也と 云 ひて、 

皆 ほしいままに おこたる を 寛と し、 和 は 哇淫と 云 ひて、 和 を專ら とすれば 足 を もたせ 

あ ひ無禮 を專ら として、 飮酒 歌曲 をと もに する こと を 和と す。 居 官の人 尤も 可 レ知こ 

ム  ヲ  リ  ス ルリ  ルル ルサ キヲス 

と 也。 戒ニ 依； 赂 一と 云 ふ は、 依怙 は 有 レ所レ 愛 有 レ所レ 長て 不レ 爲レ 可レ爲 のこと 也。 朱 

子 曰、 有， 所， 愛 有 A 所 A 長 而不， 爲者私 也。 呂東萊 曰、 有, 所 二 依 倚 I 錯了 すと 云へ る、 

皆 此の 心なり。 依估 は あしきと 云 ふ 事 を 知りても 究理す る ことおろ そか なれば、 依怙 

也と 思 ひ 依； W を不レ 致と 思ふ內 に、 事に たが ひ ある もの 也。 似て 不， 是と云 ひて、 其の 

品 は 似て 理に 不， 中 事お ほき は 世の 弊な り。 世 以て 我が このむ 處 をす くもの をば よき 

よき ひと (見) 

と 思 ひ、 當 座の 言行 明なる もの を 善人と みる あり。 是れ 我が 好む 處と向 ふの つくろ ふ 

處に まぎれて、 本理を 不二 見出 1 なり。 然れば 心に 依怙と は 不：， 思と も、 我 知 を 立てて 


二) 逸士な 

^. 箕山 にか 

くれ 貧に して 

杯な く、 手に 

ひて 水を飮 

わ。 人  一 を 

おくる、 由、 

诚匿 

吹きて 5i々 

として J«5 あり、 

煩 ほしと て こ 

れを 捨てたり 


(二) 天台宗 

の聖 僧、 比 叙 

山に？ りて 良 

源に 事へ、 一 

山の 稱 する 所 

となる。 冷泉 


*;__^11^詮子の戒 

M を辭 し、 多 

武 峰に 住す。 ■ 


年 八十 七 

(三) 营 代の 

人、 字は處 教、 

母に 仕へ て 至 


この 水を飮 み、 

i して 名 あり 


その 知の ままに 行 ふは大 たる 依； と 云 ふべ し。 依估 を さらん とならば、 唯 だ 其の 事 を 

詳 にして 內に 一毫の 私な からん こと を 可レ思 也。 賄赂の 事、 人 誰か 欲心 利害の 心 あら 

ざらん や、 理を 究めず して 欲 を 逞しく する こと は 小人の 道な り。 然れ ばと て、 財祿を 

塵の 如くに 思 はんと 云へ る、 是れ叉 公論に あらざる なり。 財 を 貴ぶ といへ ども、 究め 

糾す とき は義を 先にして 利 を 後に するとに なりぬ ベ し。 

人の 生 質に よって 天然 無欲の もの ありと いへ ども、 其の 思 入叉隱 逸の 風に して、 彼 

( 一 )  ぞうが  めうちん (苦) 

の 許 由が なりひさ ご を 木の うらに かけ、 增賀 ひじり が 名聞ぐ るし と てあか はだかに 

(三)  たんせん  か /、し れん  ムヲ 

て 出立ち たるた めしとな り、 吳隱 之が 貪 泉の 事、 郝子廉 が 行いて 飮レ水 毎に 一 錢を井 

中に 投ぜし は、 皆 天質 也、 不レ所 レ守。 天質の 潔白なる もの は、 其の 德明 也と 云 ふに 

似て、 叉 それほど^ 事に まど ふ 事 ある ものな り。 叉つ とめて 欲 を 去り 口に 利害 を不 

.  ル  (五) 

レ云 ほどに いたす もの も、 究理す る ことう 十く して、 行に 其の 正 を 不レ得 あり。 晉の王 

衍がロ 不レ言 レ錢、 王敦 がロ不 J ーラ 色して、 卒に 行に 改まれる ことのな きが 如し。 叉 賄 

{ る、 S 州剌史 となる。 貪 泉 は その 賓州 ffi 内の 泉の 名な り、 この 泉水 を飮 めば 千金 を壞 ふが 如く 貪欲の 心 生す と。 瞎之、 要 州に 至り、 

、じ 更に 亂れ す、 詩を陚 して、 精 鞞の淸 操 はか かる ことに 心 か はらざる を 云へ り。 晉書 列傳第 六十に 出づ (ep 漢 代の 人、 清廉の 土 

(五) 晉の淸 談の士 。第 十二 卷三三 頁參照 (六) 管の 元 帝に 仕へ、 後野 心 を 抱きて 世ち 翳が せ-' 
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赂を 入れながら 其の 事に 依 を不レ 致の たぐ ひも あるべし。 是れ 等の 事、 皆正理 にあ 

ら ざるな り。 唯 だ 受與之 間 詳に格 致して 考へ ざれば 難 二 糾明 一也。 大概 賄賂と 云 ふ は、 

i4 レも I 來の 所より 来り、 不レ可 レ受の 所より 受 くる、 これ を 賄 赂と號 す。 或は 訴訟に 付 

き 或は 訟獄 によって 金銀 財寶を 入る るは是 れ賄赂 なり。 すべて 音信 音物 の あらん を不 

レ受を 以て 淸廉 なりと 云 ふに は あらざる なり。 孔子. 孟子の 大聖 賢 を 以て も、 有レ所 

レ受ゅ if レ所レ 不レ受 也。 一様に 押して 無欲の 行 をよ しとの み：： ム はん は、 誠の 評に あら ざ 

る 也。 唯 だ 世 以て 欲に まぎる るの 處に 欲を斷 ぜん は、 一 つの 淸 行と 云 ふべき 也。 すべ 

て 賄 赂を戒 しむる こと は、 其の 職に 依估 偏頗の あらん こと を 以て 也。 ここ を 以て 云 は 

ば、 贿赂不 は 依估 偏頗 あら ざらん やと 考 ふるに、 格 物す る處 うすければ、 ^色容 

貌を 見、 其のう はさ をき いても、 內の 好悪に 順って 七 情 則ち 動じて、 外に ii 悪の 事 出 

づる は、 人の 常の 情 也。 然れば 依 偏頗の あら ざらん ごとくに 致さん とならば、 先づ 

贿赂內 奏を戒 しめて、 外 財 色に 不レ 付、 內に學 習を詳 にして、 見聞の ために 惑 はされ 

ざるの 戒を 以て 專ら とす。 如レ此 とき は內 外と もに つり 合 ひて、 其の 所 レ戒理 に 中る ベ 

きなり。 


ムニ  二  チ セコゥ ショプ ス ヲヲス ト  セ レヲ  セ セン r» ヲヌ  レニ 

次に 范， 事 不：， 以 二 苟且； 盡， 心爲， 急、 不レ 利， 己、 不， 欲 レ歸，1 恩 於 己， と 一 K へり。 不 

レ以 一一 苟且, と 云 ふ は、 自分の 急用あって その 公用 を おろそかに いたし、 細かに 評する と 

き は 手 問の 入る ゆ ゑに、 かりそめに その 事 を 決し、 當 分の 身 ばら ひ 斗り を 本と して 始 

終の 考 なく、 さしあたりて 損の 不レ 行まで をつ もりて、 後に 費と なること を不, 考、 こ 

こう I よ 

れを 苟且と 云 ふなり。 必竟 己れ を 立つ る處 より、 君 を 思 ひ 人の ため 卅  1 のた め を 思ふ處 

た だ  ス ヲ 

うすきより 相 起れ る なれば、 此の間 を 具に 究め 糾 して 其の 謀 を ふかくすべき 也。 盡 

レ 心爲, 急と 云 ふ は、 聰明 利口 を專ら として これ を さきだて、 世上に 云 ふ 所の 理屈 を以 

て 人 をい ひつめ、 云 ひやう あしき、 いたし やう あしきと、 聖賢 を 以て 向 ふ を あてて、 し 

きりに 是非 を はげしく し、 云 ひつめ かたりつ めんと 致す、 是れ只 だ 利口 を 先んずる 也- 

盡レ 心と 云 ふ は、 我が 誠 を專ら として 自然に 感曉 する ごとく 取 行 ふべき なり。 世 以て 

利口 辨聰 する もの は 多く、 實を 深く して 誠 を ひたすらに 致す もの は 多から ず。 世に 實 

の ふかく 誠の あると 云へ る は、 悉く 皆 究レ理 ずして 知に くらく、 謹 厚と 號 しても の ご 

と を 大事に つもり、 人の 用に たたん こと を 思うて 其の 德智 ともに くらき、 是れを 以て 

實 とす。 甚だ 可, 笑な り。 不， 利， 己と 云 ふ は 難事 を不， 辭 なり。 むつ かしく わかちの い 
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豳 

たしに くきこと をば、 必ず 人に ゅづ りていた さする こと あり、 是れ 己れ が勞を 苦しみ 

己れ が 善惡の 評に あはん こと を 憚るな り。 各.' 利 を 思 ひ 名 を 思 ふに あるな り。 然れば 

ル 〈  セス ルヲヲ 

人 を 利して 己れ を 利す る こと を不, 思 を 以て、 つとめい たすべき 也。 不, 欲レ歸 一一 因. -於 

己, と 云 ふ は.： 法 を 守りて 事 を不レ 行が ゆ ゑに、 以前に 無 レ之愛 m 心 をと り 行 ひて、 その 

恩 我れ より 出で たる 如くいた し、 人に 思 はしむ る こと 也。 尤も 官 について 其の 弊 多く 

すべて 萬 民の 苦しむ 處、 國 家の 大 害た らん 事 をば、 時の 勢 を はかり、 我が 信用せられ 

ん 位を考 へ、 其の 事 を 具に 糾明して、 而 して 後に 改め 直す こと あるべし。 不：， 然して 

只 だ當座 己れ が材 知に まかせて、 致さん ことの つづいて 成る まじき 事 を 仕る は、 必ず 

始終へ さはる 處 あって、 己れ が 恩 はお 一し けれども、 それほど あとさきの 奉行せ し 人に 

あたる こと ある ものな り。 たと へば 盜贼 は桎榜 して 堅く 戒 しむる 法なる、 これ 古今の 

義 正道なる を、 拉株を ゆるして 安居せ しむる は、 我れ その 盗賊 0 機 を 察し、 我れ に 

剛毅の 思 入あって、 盜賊 t 右し これにて のがれさ らば、 我れ 自殺 せんまで よな ど 思 ふ、 

是れ 我れ は その 誠 ある を 以ていた 十 ゆ ゑに、 かの 盜贼 もこれ を 開悟して にげはしり 不 

レ 致して、 今度の 奉行 役人 は 慈悲 ふかきな どと 云 ひ^/で 世に とな ふると 云 へ ども、 前 


後の 奉行 如， 此 こと はたり にくき 也。 然れば 必竟私 を 挟んで 術 を かま へ、 他人 を そし 

らせ、 他人に うら みられて、 而 して 君の ため 國家 のために なれる 處は あらず、 只 だ 私 

知 私 恩まで 也。 居 官の輩 尤も 可レ愼 こと 也。 次に 立 二相 役 1 嚴レ 身と 云へ り。 相役と 云 ふ 

は、 官の間 我が 役儀に 相役 を 置きて、 これ を 以て 我が あ ひて といたし、 外の 戒 とすべ 

き 也。 外に 戒 しむべき 人な くして 內 自らと との ふこと は 君子の 上 知な り。 その外 は 多 

く 外の 戒を 以て 內の 怠り なき 類まで なる ベければ、 好んで 相役 を 置き 相手 を 立てて 身 

の戒 とすべし。 嚴は 正しき こと 也。 正しき と 云 ふ は、 我が身 もち を 端齊に すれば 貌自 

ら嚴 なり、 威 を こしら ふると 云 ふに あらず、 狂言 體浮躁 の 行なき を 以て、 自然に 正し 

き、 これ を嚴レ 身と 云へ り。 必竟 居官の 本、 正 レ 身范レ 事、 范レ事 而不レ 惑に あるの み 也 _ 

二 七 宰相 執權を 論ず 

師曰 はく、 宰相 執權は 人臣の 長官に して、 君の 腹心と なり 天下の 大任 を 一人に うく 

るの 職 なれば、 其の 選 甚だ 重く * 臣 その 官に 居て 大方の つとめに して は 事な る ベ か 

らず。 わ. づか 一家の長 一 國の大 夫と しても、 其の 郡 國にを さとな りて 似合の 政事 を 取 
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り あっか ひなん こと は、 尤も 可レ 有二斛 酌； 況ゃ 1K 下の 宰相 執權 たらん を や。 ここに 宰 

. キル  テヲス K 王- 兀之曰 

(1) 王. 兀之 相た らん 人 は 其の 人品の よき を 以て 其の 選に 可レ中 なれば、 先づ以 ニ勤愼 1 爲レ 本。 古 之 

は王禹 Jg、 元  ニー 

, 一 tt>-/ ク タル 二  リ コゥキ ルマデ ニキ フ  レ リル-一 ァラノ  ムル ノミ 

善 相 二 天下一 者、 自ニ咎 #ー 至 二 房魏ー 可，^ 數也、 是 Ky: 獨有ニ 其德； 亦 皆 務ニ于 勤 一 耳と 

林^ 士、 著 害 

に小畜 集. 集 いへ り" つとめと 云 ふ は、 內 人品 を つとむる を 以て 本と す。 人品 を つとむる と 云 ふ 

is. 五代 史 M  キ レ <, 

は。. 1f£^ は、 宰相の 職 無 レ所レ 不レ統 を 以て、 只 だ 一事 ー德 をつ とめ 得た るに 安住すべからざる 

こ f  一一" (三)  (ra)  (五)  (六) 

に 前 出、 五八  2)  ザ ゥプキ ユウ  「？ ンャケ  ペンナ ゥシ  ゼ ンキゥ 

なり。 孔子の 成人 を 論じ 玉 へ るに、 臧武仲 之 知、 公-お 之不 欲、 ト莊子 之 男、 冉求 之藝、 

^ul^.^-^^ カザル-一 レヲチ X レ * 〈ヲ シ フ 卜 

1  一 tf^ に 一 35 文 レ之 以 一一 禮樂ー 可レ謂 一一 成人 一との 玉へ り。 成人 は 能く 事 をな しつべき 人の こと 也。 

.ii/ こして 名せ 

ぉ智 を" て 然れば 宰相の つとめ、 德を 本と して 內を 正しくす。 內を 14^, しくす る こと は、 恭敬 不欲 

有名な り  ビ 

の) 犬 ^ 公掉、 を 以てして 勇 義を養 ひ、 天地の 大德に 至らん こと を 規範と すべし。 而 して 知 を 練り 游 

卞  -ー 

邑の大 夫 レ藝て 事 を詳に 究め、 其の上に 時に 取りて 節 文寬和 十る の禮樂 あり。 ここにお いて 串 

(六) 孔子の  キ フ  テス 7 

^^0^ 相の つとめと 可レ謂 也。 近世 多く 宰相 を 論ずる に 以こ 無欲？ 欲 は 入 間の 病根に して、 天 

S 錢 S よく；： 下の 萬 民の 平生 を あやまる 處 なれば、 いかさま 無欲な らん は 淸廉の 行と 可レ 云。 乍レ然 

學習 うすくして 無欲なる は 天質に して、 叉 其の 弊 あるべし。 si 人 は 不欲を 論じて 無欲 

を不 レ論 なれば、 かの 淸 潔なる を 貴ぶ はー官 一事の 役人な り。 宰相 は 諸事 不レ 調して は、 


萬 機辩じ 難き こと 也。 叉 近世 宰相の 選專 ら貴レ 知て 後 レ實。 知 は 萬 物に わたるの 用、 實 

は 萬 物に わたるの 根たり。 實を 以て 知 をつ かふと き は、 德知爰 に 全うして 宰相の 任 

卜。 然れ ズ 實を 先んじて： ば、 風俗 淳樸 にして 事 自然に 古に 反るべし。 知 を 先ん 

じて は、 當 分の 事 は.^ の 明く ごとくな ると 云へ ども、 /、皆 利口 捷徑 を專ら として、 

其の 風俗 輕 薄に 至りぬべし。 大聖 大賢の 世 を 助けん は、 本 を 以て 實 にし、 誠 を 深く し 

て 人 を 感じ、 事 をと りさば くに は 智を用 ひ辨を 以てせん ずれば、 天地の ごとく 厚く 深 

く、  0 時の ごとく その。 S "た 叶うて、 柳 は綠を さかえ、 花 は 色 を 品々 にすべし C その 次 

に 至りて は、 實を 根と して 當 分の 利潤 を不レ 用、 モの本 を 了簡して 淳 樸に歸 せし むべ 

し 、 知 を 先んじて 輕薄 を專ら とす ベから ざる 也。 人の 俗 あつく た る こ と は ま れ に し て 、 

、や もす， el ば 動じて 上り やすし。 上る とき は輕 薄に して 根 あらざる もの 也。 爱を 以て 

中 材已下 は實を 先んじて 知 を 後に 致して、 其の 本末 司 n 相 W 一也。 

、  し- -  クシ ヲ 

^ に 宰相 之 職 に 任じて その 身に 可 ニ勤愼 1 こ と あり。 それと は 畫夜孜 々として 深レ 思 

5^;; せノハ 1, にあるべき 也。 晝夜孜 々とすると 云 ふ は、 天下 萬 機の 政 を 宰相 一 人の 上に 歸 

:M せしめ、 萬 民の 情 を 我が 胸襟に うくる の 事に して、 諸 役人 諸 奉行の 長た るの 身 なれ 
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ば、 宰相 を 以て 人臣の 手本と する にあり。 然れば 人の 規範た るを考 へ、 人情の 蔽寇せ 

し-  てう  (缺 ) 

ん こと を 計りて、 雞 鳴いて 孳々 としてつ とめ、 朝より 退いて 其の かけた る を 補 ひ、 其 

の わすれた る を 拾 ひて、 其の 見聞 を詳 にす。 朝より 夕に 至る まで 身 を 以て 私する 所な 

く. 其の 用事 を 酌し 其の 德智を 切 礎す。 深レ 思と 云 ふ は、 天下の 宰相の 思 入 大方に 

キリい ゐん  A 

して は 其のつ とめ 難レ成 也。 伊 尹 は 君 を堯舜 にいた さん こと を 思 ひ、 一 夫 も 志 を 不レ得 

とき は 己れ が あやまちに 歸 する、 是れ思 を、 架く するな り。 思 を 深く するとき は、 上 

f 1 ) 

wv  、き  サイ セィ ラ ーフ 

(1) 陰 51 風 天の 時の 順にして、 陰陽 相 和し、 六氣 ととの ほり、 災 骨不レ 至ん こと を 思 ひ、 天氣不 

雨晦明 

レ順、 天變 しきりに 至る とき は、 宰相の 失な らん 事 を 思 ふ。 六 氣不レ 和、 災骨荐 至、 

フケヲ テ ハーフ ハント レヲ  しも  でんちう (sfo 

願 二 避 A 位以禳 I, 之と 云へ り。 下地 理を考 へて 田 疇 を あらき はり、 山林 を 茂 盛せ しめ、 

運送 を 利し、 國民 のために 地 を ひらき、 變を 謀りて 除 を まう くる、 是れ 下にして 地 を 

考 ふるの ゆ ゑん 也。 而 して 兆民の 安否 を 謀り 百官の 正し からん こと を 以てして、 事に 

先んじて 謀 を 遠くし、 其の 不レ _4 に そな へ不レ 見に つもって、 本源 を 糾明し、 其の 制 法 

を詳 にす る、 是れ思 を 深く する 也。 思 ふこと 不, 深と き は、 其の つとむる 處不レ 明して、 

或は 咎を 天に 歸し、 或は 安否 を 命に まかす、 是れ 宰相の 職 怠る 所 ある ゆ ゑん 也」 勤 一一 


あ I, と 云 ふ は、 云へ ども 其の 用を詳 にいた さ ざれば 思うて 無レ益 也。 田" ふ も 

の は 必ず 其の 勤を詳 にして 其の 用 ある もの なれば、 我が 心に 敬 すれば 形う や/ \ しく、 

,ぉぅゃ/\しければ手足動容^11ら其のゎざぁり。 故に 身體 より 衣食 居の 間にお いて、 

其の 用の 理 にあた る 如くつ とめ、 古今の 事に 通じ 見聞 を 博く し、 其の 事の 制 法 を こま 

やかに して、 其の 用に たらん こと を つとむる、 是れ勤 一一 其 用 一也 者れば、 宰相 其の 身に 

("y お 怒 は • つとめん 所、 先づ正 ノ、 bliLli て 物に まじ はるの 間 七 情の 妄動な からしむ。 中に も 事に 

ま" の あたって 怒りせ く處 あれば、 これに 妄 迷して 知の 暗き 處 出来るべし。 七 情の 妄動の 內 * 

情  怒りせ く 心 尤も 物 を 害する 事大な り、 故に 是れ を戒 む。 而 して 物に 對 して 我が 理を不 

我れ をた つると き は 彼れ に i ふ、 彼れ にさから へば 彼れ が情蔽 塞す、 且つ 我 

が 知 叉く らし。 掌 ナぇ 知不』 が や 則チ雾ゥ講求ンテ き-一 其 知 一 拔援 汲引以 

i4 一一 あき 一と 云 ふ は、 我がぎ 不. きて、 人の 知 を 問 ひ 人の 力 を 借りて 事 を 成就す る 

也。 しかれば 天下の 知力 を 以て 一 人の 知力と する が ゆ ゑに、 我れ に 知力 少しと 云 ふと 

も、 多 力 を 以て 大公 大正の 知力たり。 多 力と 云 ふ は、 自力 をた のまず して 惣 ての 力 を 

以て 事の (h.) る こと 也。 何事 も 多 力に てなら ざる こと は 狭く 頃 はしく、 勞役 する こと 甚 
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しくして、 事 不一 一大 成 一 もの 也。 天下の 宰相 執權何 斗り の才學 いみ じくと も、 我を立て 

人の 用 を 不レ詳 とき は、 孤陋 にして 寡， 聞と 云へ るに なりぬべし。 されば 宰相 は 納ニ群 

下 之 言 ー以， 資 , 己 爲， 度と 云へ り。 而 して 宰相 は祿 ゆたかに あら ざれば、 養 を 全くし 

群 下 を 招き、 人 を 多く 出入せ しめ 便 用 を 利し、 亂を 防ぎ 變に應 ずる こと 不， 化： i を 以て、 

采 地を廣 くし 祿財を fa 一し くす。 是れ 聊か 私の 欲に あらず、 併せて 下 官の ため 上人 君- 

を 利す るの ため 也。 人君 又 宰相 を 敬し 重んじて、 其の 遇する 所 を 厚く す。 祿 財采 地う 

すく 輕き時 は 其の 威不， 固 を 以て、 宰相の 權不レ 正。 然れば 居 宅 衣服 食物に 至る まで、 

:T;n 官の 規範た らんこと を考 へて、 其の 分 を 守りて 儉約 をな し、 衣食 居 を 以て 己れ が 用 

とせず、 唯 だ 人の 示し 戒 しめた らんこと を 思 ふに あり。 衣食 居の 用 如, 此 とき は， 身 

體周還 亦 己れ が 利 を不レ 思、 ひたすら 天下の ために 身 を ゆだぬ るの 思 入 なれば、 朝よ 

り 夕に 至り、 夕より 曉に 至る まで、 つねに 勤め 勵 まして、 知 をき はめ 格, 物 こと を專 

ら とす、 是れ 宰相の 用 也。 彼の 吝裔 の. 質、 祿厚 くして 儉を 專ら として、 分 を こえて 衣 

食 居 を かろくし、 しかも 人 を 養 ひ不, 給 をつ ぐの ふこと なくして 金銀 財祿を あつめお 

きなん は、 是れ儉 德と云 ふに あらず。 たと へば 財祿 をつ むこと なくと も， 分 を 越えて 


、  しきり こ <fsi たらん こ-こ は、 又 道に あらざる 也。 名に よる か 利に よりたん 處 あって は 

皆 まことの 忠臣の 本意と 難」 K 也。 

次に 宰相の 職、 £ ぁ不 J^, チ£ ん爲に 功、 以 n 天 1^ 事- 爲. Z 任、 以 n 道義 i レ 君と 

云へ るたり。 si け あ 不：， ij^ と 云 ふ は、 身 を 以て 天下に ゆだぬ るが ゆえに 勞 してく るし む 

ことなし。 物 毎に 退屈す る 事 多き は、 內に 誠の }4 ン足處 ある を 以て 外に 疎懷の 情出づ 

るたり。 人我が 所， I は 心 カを盡 してつと め 練る 處の あらざる も、 是れ 誠に 其の 事に 

2 ノ孔チ の 志な きを 以て たれば、 (11 一張 si.I1^ に、 孔子、 居， 之 無レ 倦と 云 ふ を 以て 答へ たまへ るな 

孫に. り。 朱 子 今人 あ i4 あ 放 懶ム、 所ニ以 一 網弛而 衆目 紊 一也と いへ り。 以， 得， 人 爲レ功 

pr;^  . に そ に 1  子  _  - 

^^p^ と 云 ふ は、 宰相 自ら 萬 機の 政に たづ さはらん こと は、 是れ 其の 職に あらず、 且つ 叉 天 

章に S 下の 大 たる、 萬 機の 多き、 いかんして 自ら 是れを 決せん や。 其の 質 金鐵の 如くたり と 

云へ ども、 耳目 身體 の所レ ffc 殆ど 其の 限り あり。 然れば 天下の 間 其の 賢 材を考 へて 是 

れを 撰び 出し、 其の 質 宜し からん をば 是れを 取 立て、 其の 器 を 成就せ しむる 如くに 

レ； i5。 然れば 百官 各？ 其の 職 を 得て、 人品 次第に 相續 すべし。 如レ此 とき は、 其の 人闕 

如す と 云へ ども、 た ゆる 事 あるべからざる たり。 朱 子 曰、 宰相；^A得レ士爲.Z^:^、 下レ 士- 
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爲レ 難と 云へ り。 宰相の 官、 士を 得る を 以て 不レ 爲レ 心と き は、 自髙 レ賢自 知 也。 

自ら 賢 也と するとき は 人に へ りく だらず、 自ら 知 ありと するとき は 人 を^ん じて 自ら 

用 ふ。 是れ 高慢に して 我 を 立つ る 也。 如, 此 とき は 君の 政 を あなどり 百官 を 蔑 如す る 

(足) 

を 以て 萬 民の 情 ここに 違 ふべ き 也。 其の 宰相 存命の 間 は 才知！？； il しき を 以て 事た ると い 

^2に|； へど も- 宰相 職 を 去りて 後に は 天下の 用事つ かふべ し。 世の 人し ばらく 知 あるとき は 

尹と いはす、  SS) 

「先 正 保衡乃 、仏ず 人 を さみし あなどりて、 其のよ き 所 を 取 立つ る ことなくして 自ら 勞し、 身 まかり 

ち 云 はく」 と 

^ むる ほレを て 後に は 事々 皆 迷惑に いたらし むる こと 多き は、 是れ 我を立て 他 をい やしむ を 以て 也り 

(二)  ^觀政  ハク ナリ トシ ヲ ナリ トシ ヲ ク スルハ 二  しかしながら 

i-; 直 i 朱 子 曰、 愚 君 鄙 レ民薄 二士 大夫 1 誤 也と はこの 心 也。 是れ併 國家 に忠 あるの 誠 薄 

に出づ 

i 一一の) 股 i^、 きを 以て、 其の 心に 我 を 立つ る處 ありと 可， 知な り。 以ニ 天下 事 1 爲 A 任と 云 ふ は、 天下 

餘年  大小の 事、 其の 善 を 百官に 歸し 其の 德を 人君に あて、 其の あしき 所 あらん をば、 宰相 

(S) 名 は條、  タレ  力. ル 

の官 其の 道 を不， 得なる 事 を 以て 宗 とすべ き 也。 是れ をば 可レ知 彼れ をば 不， 可， 知と 云 

り， 後 尚 お  二) ハク ヮ レレ バァタ ハシム ル ノ キミ ヲズ レ タラ ノ 

に 人る。 射 はんこと は、 宰相の 誠に あらざる なり。 伊 尹 云、 予弗レ 克レ俾 一 1 厥 后 惟 堯舜； 其 心 

はお ¥省の長 キ ず、 ル 1 シ タル ルガ 

p^l 愧恥 若. 撻 一一 于市 一と 云へ り。 

( ffU  tc:- の 制  (巧) 

盡 こて Hn; 丄^  つ ニサ ボグャ (三)  カウ シ レン  二 ヒテ 『五)  トウ」 クゾ -I フ  ノゾト 

役  唐 左 僕 射房玄 齢、 右 僕 射 高士 廉、 (於， 路) 逢，, 少府 監喪德 素； 問， I 北門 近 來何營 造； 


德素以 聞、 太 宗乃謂 ニ玄齢 I 曰、 君但 知， ー南衙 事； 我 北門 少 有， 1 營造； 何預 二君 事； 玄齢 

ス  ンデ 〈ク誊 サ、 ラ ノ ムルヲ  セ  ガ ヲ  一一 ズ  二 チ 

等拜 謝、 魏徵進 曰、 臣不, 曉ニ 陛下 責； 亦不, 解 ニ玄齢 士廉拜 謝； 玄齢旣 任 二 大臣； 卽陛 

ノ  ラバ  スルゾ べケン ャルラ  ムル -I  ノ  スんヲ 二  ノナリ ルセ  ッリ 

下 股肱 耳目 也、 (有し 所， I 營造； 何容 , 不， 知、 責,， 1 其訪， I 問 官司； 臣所 レ不， 膝、 且有こ 

スルノ ヲ  ノス ケ レバ 二 ケテ  ヲ ス ンヌ  ス レバ ゼナラ モ  スト シテ 

利害 役 i 多少； 陛下 所レ爲 善、 當下助 二 陛下 1 成 上 一之、 所 レ爲不 A 是、 雖二營 造； 當& ニ陛 

-I ム レヲ レ チノ ヒ ヲノ  7 ルノー  I  ナリ  ノ  -I シ (罪) メ  ム レヲ ノ  ルセ 

下 1 罷 ，1, 之、 此乃君 使， 臣 臣事 A 君 之 道、 玄齢等 問旣無 J 能 而 陛下 責， 之、 臣所, 不ぃ 解、 

玄齡 等不， 識 1 所 X 寸、 位 知ニ拜 謝； 臣 亦不レ 解、 太宗 深愧， 之と 云へ り。 宰相の 職 無レ所 

レ不, 統を 以て、 朝廷の 政事 ぁづ かり 聞かず と 云へ る 事た し。 是れ 天下の こと を 大任と 

十る が ゆ ゑたり。 以ニ 道義 一輔 レ 君と 云 ふ は、 宰相 は 天下の 任たり とい へ ども、 內に大 

道 正義 を詳に 群ず る處 あら ざれば、 利口 捷徑 を^んで、 百官 必ず 煩瑣に 至る こと 多し。 

何 を か 大道 正義と IK ふと たれば、 天地 不レ得 レ已處 の 實理に 本、、 つき、 君 をして 其の 德を 

聖 明に 至らし め、 天下 を淳 模に歸 せしめん こと を不レ 田：〕 とき は、 唯だ當 分の 作意 利口 

ル シカラ 

の 世知に 入りて、 其の 趣不， 正 也。 道義 を 以て 本と 致さ ざれば、 忠心 ありと 云へ ども 

p_^a--_ その 趣向 別 也。 眞西山 曰、 開 一-誠心 一布 一-公道 一 集 二 衆 思 一廣 一 一忠 益 一とい へる はこの 心に 

〈クンバ  チズ ルー-テグ  ヲ  レル  一一  ンパ  チ テズ  ヲ 

や。 朱 子 曰、 有 二 可否, 則斷 以， I 公道； 而勿， 誤， -內顧 偏聽之 私； 有ニ從 違-則 以 二 誠心 一 
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而勿さ 誤 以ニ陽 開 陰 閱之計 一と！ K ふ。 公道 誠心と は 道義の 云に あらず や。 道 は 天下の 一 

にす る處 にして 公道な り、 義は萬 民の 內 にしる 處 にして 則ち 誠心と 云 ひつべし。 公道 

誠心 あれば 道義 自ら 備 はるの ことわり なれば、 君 を 輔佐す る處 聊か 私 を 以てし 術 を 

力 ラフ.  キテヲ 

貴んで 大理 を不, 可, 失と 云へ る ことなり。 然れば 道義に かくる 處 あって は、 聞, 政不 

レ倦、 以， 得 义爲， 功、 以ニ 天下 事 I 爲レ 任と 云へ ども、 皆 其の 所レ 致に 趣向 相違の 事出來 

る ベ きなり" 

次に 宰相 權 威の 心得 あり。 それと は、 宰相 は 天下の 政務 を 取 行 ふ を 以て 權成 日に 厚 

く、  ki: 官萬民 これ を 恭敬す る こと 深き を 以て 成 勢 甚だ 退し くして * つ ひに 身の 害と な 

り、 或は 權威 によって 人のお そる る を 己れ が德に 人の 服せ る 思 ひ をな し、 或は 君 をな 

みして 恩 を 己れ に歸 せしめん とす。 是れ皆 逆心の 出来る 本 也。 物の 長ず る は 泉の 初め 

て 流れ 火の はじめても ゆるが 如く、 至って 微 なる 處 より 次第に p;^ 一し くなる もの なれば、 

宰相 其の 德義 を內 につむ 處 あって、 而 して 外 其の 權威を 己れ にあら しむべ からざる 也" 

其の 言行 更に 人に ほこるべからず、 只 だ 恭謙して よく 人の 言 をき き、 我が 行 をへ りく 

、一)  11  \ ラル-一 テシヲ (二) 〈テ \  ノ ヌ マサ-一 クム (I! 一) 一一 

だるべき 也。 ^公 は 天子 之 叔父 而自處 以， 謙， 畢公以 二 四 朝 元老 1 方 且克勤 二 小物 一とい 


へり。 其の 言行 常に 謙 下す る こと 深 からん に は、 我れ に權威 あるべからざる 也。 本と 

宰相に 德義深 重に して 天下の 政事 を 決する に以 ニ莊嚴 一は 古の 敎 なり。 爱を 以て みれば， 

宰相の 權威も 亦 天下の ために 宜しく 君の ために 宜しければ、 權威 ある も 則ち 臣の道 也" 

己れ が 私 を 5^1 しく せんこと を 思 ひて 權威を 欲する は、 是れ 己れ を 立て 欲 を 盛に する の 

ゆ ゑんに して 小人の 盗心な り。 故に 以レ 謙虚い 身に あるな り、 而 して 天下の 刑 賞 を 私に 

カラス  ッ 

致す ベ からざる なり。 刑賞不 レ可レ 私と 云 ふ は、 人のお そる る處 すすむ 處は刑 賞の 二に 

デ  ス ルモヌ 

不レ 出、 赏 罰の 權 宰相より 出 づれば 威 これに 留まる を 以て、 恩澤 君より 出で、 レ人 

亦 君より 出で しめて、 宰相 自分 Q 思慮 を不レ 可レ成 也。 己れ が 恩威 を 退し くせん こと を 

思 ふ は、 宰相の 誠に あらざる なり。 程 子 曰、 人臣 身 居ニ大 位； 功 蓋 二 天下一 而民懷 

レ之、 則 危疑 之 地 也、 必也誠 積 二 於 中； 動不 J 連：， 理、 威 福 不二 自, 己 出； 人 惟 知, 君 而已. 

二  マリ テ クセ マル 二  ク ズ シ ラ ニス ル ヲ  レ キナリ フ  ノト 

然後 位極而 無二 逼 ， 上 之 嫌； 勢重而 無二 專 權之 過； 斯可 謂 二 明哲 君子 1 矣、 周 公 • 

ノ  ト (KE)  ノ  ハク  > -ヲ  ダラ キ  ダ  ノ ミナ ラン ャ "テモ 

孔明其 人 也 云々。 魯齋許 氏 曰、 臣子執 二 威權； 未 A 有 ニ無』 者 一 豈唯 人事、 在- 1 天 

二  サ ンハ  テヌス ヲ 、  ケ レバ  ナん  一- .1:-  ノケ レバ-一 

道-亦 不：， 許、 夫 月 陰， 魄也、 借レ 日爲, 光、 與， 日 相 遠 則 光盛、 猶 T 臣遠ニ 於 君-則 聲 名大 

,  -,  ゴ ト シ 

威權重 15 與， 日 相 i^,, 光徵、 愈 近 愈徵、 臣道陰 道 也、 理 如 A 此、 大臣 在 二君 惻 I 而擅 
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レ權、 此危道 也、 ^1 人擧， 善薦， 賢、 不二 敢自 名； 欲 恩 澤出二 於 君-也， 刑， 人 亦然、 因》 

威豈可 A 使 A 出 二 於 己 I 云々。 

師嘗示 二 幼 主 輔佐 之臣 一而 曰 はく、 輔 n 養 幼 主 一有, 道、 其の 臣 偏に 忠を 以てすと 云へ 

ども、 其の 輔佐す るの 道 を詳に 究理して 其の 用法 を 節に あたらし めざれば、 理 あって 

まことの 理 にあらず。 凡そ 人の 知の 長ず る 事 は、 其の 見閜 する 處に隨 ひ、 狎れ て^ は 

す處 より 起れ るな り。 人の 性 本と 習 ひに よる。 人君 幼弱に して 知 至って 天性の ままに 

淳樸 なる、 此の 時に 其の 所 レ習所 二見 聞 1 を 謹し み詳に 致す とき は、 天性 則ち 至善に 移 

りて 邪 氣僞術 聊か あるべからざる 也。 故に 其の 乳母 を 撰びて 口 體の養 を 全くし、 お 母 

の 言行 を考へ 其の 生 質 系譜 を詳 にす。 是れ 幼若の 間口 體の 養に 因って 幼 主の 生 質の 所 

レ備 をよ くし、 其の 所レ親 尤も 乳母に ある を 以て 也。 而 して 傅 保 を 置き 師を 立て、 其の 

所 レ習所 二見 聞 一 を 正さし む、 而 して 近臣 を しらべて 其の 所 レ友を 糾明す。 是れ 人品 を考 

ふるの 道 也。 次に 衣服 • 居所 • 食物. 用具.^ 器、 尤も 其のつつ しみ あり。 衣服 は 皆 

其の 法服 を 以てし、 居 宅 は 其の 位階 高下 を 定め、 すゑお く 石、 う ゑお く 樹木、 ゑが く 

處の 物、 悉く 以て 事 を 知る に 便り あらしむ。 食物 又 制 法 を 正し 其の 高下の 食品 を 定め. 


や &磁 li の ものに 至る まで 詳に 其の 形 制 をき はめて 其の 事 を 糾明す。 幼若の 間 

用具 翫器 あり、 用具 は 便 用 を 利す、 ^器 は 其の 大人と なって 可レ 致の 禮節 作法 を 幼若 

の 時に 見聞 隨習 すべから んが爲 なれば、 文武の 用に 付いて 其の 器 を 具にし、 吉凶 軍賓 

嘉の禮 をし らしむ。 是れ 其の 幼童に して 戲 遊の 間、 すた はち 小 學の敎 禮に叶 はし めん 

との 事 也。  . 

次に 敎& -¥ きせ M 一而 ル" ま ¥ 备有ノ 用と 云へ り。 I 以レ 道と 云 ふ は、 

輔佐の 臣 たる もの 其の 本と して レ士^ 處は 道義 の 外に あら ざ る を 以 て 、 學 文學禮 の m 

は あらず して、 唯 だ 自然に 幼 主の 形 法 を 涵養して 道義の 間に 入らし むる を 功と す。 し 

か れ 、二よ 幼 主 の 言行 戲嬉 しばらく も 道義に かくる 處 あらん をば 諫めた すけ て 、 君 道 は 力 

く は あらざる ものた る こと をし らしむ ると き は、 幼若の 時より 天性の 大德を 知りて、 

人の 人た る處を 明に す。 {|レぁ と 云 ふ は、 幼 主の 知 其の 所， 長所 レ短 ある を 知りて、 長 

ずる をお さへ 短 を 揚げて 其のつ り 合 を 全くす、 是 れを氣 機と 云 ふ 也。 邪 正 各； 其のき 

ざし ある もの なれば、 輔佐の 臣是れ を 計りて 抑揚して 正し、 其の 言行に 輕重早 遲のぁ 

らん を 知りて ひとし からん こと を 欲す、 是れを 機と 云 ふ 也。 以：， 時と 云 ふ は、 敎 ふる 
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の道不 レ知レ 時と き は 必ず 失 あり、 たと へば 樹木の t£ 出生す るの 時、 いまだ そだたざる 

內に、 葉 をき り 木に そへ 木 を ゆ ひな どいた す 時 は不, 長して 枯る、 不， 枯と  一-二へ ども 摘 

ほか じけ 瘦 せて 早く そだた ざるが 如し。 未だ 幼若に して 生 質不, 全 を つ よく 戒め 敎へ 

4* かじに 

ん とする 時 は、 知 を 失 ひて 陽氣 ちぢまり、 生 質 そこねて 天 死し 病 者たり、 其の 生 質 全 

きの 後敎戒 薄き とき は、 所レ習 深く して 天性 かへ りが たきもの 也。 n 疋れ 所，， 輔 一に 時 

あるの 心得 也。 時 i ふとき は機發 して 形す、 形して は 本に かへ り 難き を 以て、 時 を 

考 ふる を 以てする なり。 以， 處と云 ふ は、 幼若の 間 深窓の 內に養 ふ を 以て 其の 輔養ぉ 

ほく は 女 を 養育す るに ひとしく して、 長 じて 事 を しらず、 常に 深窓に 入りて 不レ 出、 

だじゃく  ハ  レチセ マ 

人 を はち 惴 弱に して 剛毅の 勇 を不レ 養に 至る ことお ほき 也。 是れ輔 養す る に 以レ所 

也。 然れば 內に養 ふの 時 外に 可， 養 時を考 へて、 其の 所 を 以て 十る にある 也。 されば 

古人 八 歳に して 小學に 入り、 十五に して 大學に まなばし め、 或は 外舍に 置き、 或は 闘 

門に 養 ふ、 是れ以 レ時以 ，處 也。 必ずしも 學， 文讀， 書と 云 ふ名號 を不， もと も、 幼若の 

時より 言づ かひ を 改め、 辭氣を 正し 顔色 を 順にし、 其の 行六藝 にあ そばし めば、 いつ 

. .  ひた 

となく^ 賢の 輔 養に 滿し 入るべき 也。 輔と云 ふ は、 其の 善 を 導き 其の 惡を糾 して、 道 


義に 入る る 如く 輔佐す る 也。 養と は d ー飮食 ー愼- -聲色 一時-一 屈伸 守 休 一 游獵を 以て 身體 

を步 行せ しめ、 君の 身を强 固なら しめて 風 寒 暴 濕に堪 へしむ るが 如くなら しめ、 武將 

のっとめ をた さしめ、 政道の 懈怠な からし めんとの 養 也。 ここ を 以て 輔 けて 養 ひ 養 ひ 

て i  く、 是れ 古人 輔 養の 說 ある ゆ ゑんな り。 此れ等の 敎養 ありと いへ ども、 其の 用 を 

詳に 究理せ ざると き は、 理 のみあって 其の わざとすべき 用な きを 以て、 輔佐の 臣 必ず 

君を輔 けて 懦弱なら しめ 事に 不レ 1 わざ を不ぃ 詳しめ て、 幼 主 成長しても 自身の 政道な 

り 難し。 又 これ を敎 ふるに }4 レぉ 道義 一が ゆ.？」、 或は 貪 戻 或は 暴 怒に いたって 過不 

及の 失 ある 也。 下民 凡人に すら 幼より 敎 ふるの 道 あり、 ？：^ゃ幼主の輔養其の說なくん 

ば あるべからず。 必竟 其の 德を 天地に 比し、 其の 知 を 萬 物に わたらし め、 稼穡の 艱難 

をし らしめ、 人君の所，1^^^糾明せしむるにぁるべ き也。 古来より 幼 主 輔佐の 臣 いづ 

れも 君德を 成就せ しめん こと を 思 ふが ゆ ゑに、 しきりに 直言 をす 十め、 古今の 帝王 興 

亡 を 論じ、 君邊 において 惡聲 を不, 出しむ るに 至る といへ ども、 其の 主 幼弱の 間 は 耳 

目の ふる る 處 よ ろ し き を 以て 金 言 を 云 ふ と 云へ ども、 成長の 後 は 其 の 沙汰 も あ ら ざ る 

力 シ カラ 

にたれ る ことに、 是れ輔 養の 用 を 失 ひて、 時の たが ひ、 處 の不レ 正に よれるな り。 同 
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じこと を 云 ひても、 時節に より 其の 場に 因ってき き 入れざる こと 多き もの 也。 輔佐の 

臣誠を 深く し 其の 職 をつ とめ、 自然と 、涵養せ しめん こと を 欲する こと 切なら ば、 其の 

用法 をく はしく 究理して、 色 を かへ 品 を かへ、 其の 志の 入りよ かりなん 方より 引導す 

るに あるべき 也。 此の 誠 不レ切 を 以て 臣 しきりに 己れ を 立て 威 を E ゆ I しくして、 後に は 

君臣の 間に ひま あらしむ るに 至る 也。 尤も 可レ愼 也。 

次に 幼 主 を 輔佐す るの 臣 後に 威お ほくつ き權 甚だ 盛に して、 幼君 成長の 已 後まで 政 

を か へ し 不レ奉 己れ が 欲 を ほしいまま にして 人君 を 蔑 如す る こと 多し。 是れ幼 主 を 

成長せ しめし 功 を 立て、 幼 主の 時狎れ 侮り 思 ふの 心、 君 成長の 後に 至る まで 不 Jf^、 

第 fj, 且つ 己れ が權 威の 去らん こと をに くむが ゆ，^ なり。 (t 子 Dr、 1^ 一， 一 2l£lr&fc マ可ン 一， 一 

S 參 I 寄 二百 里 之 命； 臨 二大節 一而 不. 可. 奪 也、 君子 人き ハ、 君子 人ギト 朱子ノ I 曰" ：|^才1^,4 

お^ U ド 輔二 幼君- 攝& 政- あ 節 至？ 於 死生 之 ii, 而不 も 君子 ト， 矣。 程 子 《5 ハ 節操； g 

孝！^-^しな / カク ノン フ ト 

お 子に 授けし レ是 可 レ謂こ 君子 1 矣 とい へ り。 古来より 幼 主 をた すけ 攝政 ありし 臣、 、必ず 死生の 大節 

孝、. a の 記な り  キ ，ん 

に 臨んで 志 を變ぜ しためし 多き を 以て、 曾 子す でに 此の 言 あり。 輔佐の 臣 尤も 可レ鑑 

こと 也。 本朝に 攝 政の 職 あり、 是れ幼 主を輔 養して 犬 下の 政 を.^ « ^はからへ るの 職な 


(二)  il^sl り。 幼 帝す でに 成長 あるの 後猶ほ 其の 政 をぁづ かる を關 白の 職と 云 ふ。 異朝の 古、 周 

^^^.-^0 公 旦の成 王 を 輔佐し 玉 ひ、 霍 光が 漢の宣 帝 を 輔佐し 奉りした めしに 比する と 也。 然れ 

の 時より HE ひ 

られ、 て宣 帝に ば攝 政の 職 は 幼帝輔 養の 大臣 なれば、 其の 敎戒 大方に あるべからざる 也。 敎戒 する こ 

至る 內 ：12 ス  ゾ 

と 切なり と 云 へ ども 自ら 守る の 道不レ 正ば、 權威を 退し くして 欲 を ほしいままに する 

出 四 九 K 參照 

に 至るべき なれば、 己れ が 誠心 を 深く し、 君 を 君と して 其の 權威を 己れ によらし めざ 

るの 心得 あるべ き こと 也。 

フル ノソ， V カシニ  二  シ レ 

師答， 一 某 甲 一書 曰 はく、 来書に 云 はく、 大方の 人 は 幼少の 內は敎 は無レ 之と 思 ひて 我 

もり (ゆ 一-! 3 

ままに そだて、 傅めのと の えらび もた く、 物 まねた ど 仕りた ぐ さめ ごと をす る もの を 

能き 子の あ ひて と 思 ふこと、 誠に あさまし きこと 也。 人の 善 惡は氣 質の 生れ 付と 云 ひ 

た <  がら、 大方 はもり めのと 友の 行跡に よって いっとな く 見習 ひ 聞き 習 ひ、 善に も惡に 

もた るたり。 はかなき 手ず さみ も 道 ある 事の まね をいた す 如くに 致し、 必ず 當 座の 慰 

みと 號 して 其の 機嫌の よからん こと を 好み、 かりそめの 咄し 物語に も僞 語の 笑妄 舌の 

たは むれた ど を不レ 云、 大人の 法 を專ら として、 不義 不 道の 儀 をば 耳目 を ひそめ、 是 

れ を 不： JK 不ぃ語 ごとく あ る べき こと 也。 作法 を 正しく 致す とて、 氣 色の モ こ な ひに は 
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不： ル。 人間の 本性 は 善に して 自然に 禮義の 方へ 付き やすし、 行儀の 正しき 方へ 引 

入る る は、 水 を 下 所へ 流す が 如く 順なる を 以て 却って 養生の 根本た るべき や。 行儀 あ 

しくった なき 方へ 引 入る る は、 おもて は 氣を散 じ 養生に 近き に似て、 水 を 打ちた たき 

て 山へ のぼす るに 同じ、 無 養生の 第 一 也。 その上 大人の 子 病 者 ある は 馳走す ぐる を以 

てな り。 今の 人 はつよ く戒 しめず して は 必ず 墮落 する こと 多ければ、 幼 主の もりめ の 

との 輔佐 專ら つよく 戒 しむる にあり と 云々。 

來 書に 所 レー K 甚だ 明なる に似て、 是れ皆 輔佐の 臣 の所レ 知に して 難レ行 こと 也。 幼君 

未だ 襁褓の 內 にいだ かれて、 もの しること なきの 時、 すでに 乳母 を えらみ、 傅 保 を 置 

おき  ル カーフ  ル ラ 

き、 師を 立つ る は 古の 敎也。 幼若の 間 未だ 氣血不 レ全を 以て 其の 知 亦不レ 足が ゆ ゑに、 

嬉戲游 行 をな し kl 器 を あつめて 其の 情 を通ぜ しむ、 是れ 則ち 相 應の時 也。 故に 物 まね 

もて あそび シフ  、•  ：  ，  -  )  J  , 、 . 、 

の なぐさめ 手ず さびの 弄 を可レ 嫌と 云 ふに あらす、 是れ よき 子の 相 ザと 田. こと 

尤も ことわり 也、」 輔 養の 道 是れ等 を 嫌 ふべ しと 云 ふに あらざる 也。 襁 ffi の內 より 文學 

讀 書の 沙汰、 聖代 賢 王の いみ じき 咄しを 致し たれば とて、 幼 主に 可レ 通の 道な し。 然 

れば 嬉戯 _i 器な くんば あるべ から ざれ ども、 臣誠を 以て 本と し、 德義を 以て 根と して 


ユ. ふ 作 略 を 計らば >  嬉戲^ 器に 則ち 道の 寓 して 教戒と たる 處 あるべし。 人の 善惡は 

氣 質の 生れ 付と は 云 ひながら、 大方 はもり めのと 友の 行跡に よると 云へ る こと、 人 

の 性 と 同じ、 質に 厚薄あって 知に 淺深 ありと い へ ども、 唯 だ 所, 習に 順 ひて うつり 

ゆく ものな り。 中に も 幼若の 時 は內虛 にして 物た きを 以て、 外に 習 ふこと 速な り。 習 

ふこと 速なる を 以て、 その 質 二 そむ こと 深く して 改めが たきもの なれば、 其の 所 一一 交 

際 (游 行す るの 間を詳 にす る こと 可也。 はかた き 手ず さ みに も 道 ある ことの まね を 致 

すと 云 ふこと、 其の 理 深切た るに 似 たれ ども、 道 ある こと は 手ず さみ 慰みに はなり. に 

くき ものせ r- 道 ある こと を嬉戲 にいた さん は、 是れ 道に あらず、 唯 だ 平生の 慰みに 禮 

容を まう けて、 其の 手す さみ 慰みの 內に、 自ら 君臣 父子 五倫の 情、 其の 音信 禮 節の 言 

行 を 示 十 如く たれば、 幼稚の 間 小 學の法 不レ學 して 自然に そた はるべき 也。 幼稚 嬉戲 

十る の 事、 叉 五倫の 交り 人生 常住の 情 を 離る る こと あるべ から ざ，；； ば 也。 かりそめの 

咄し 物語に も僞 語の 笑妄 舌の たは むれ を不， 云、 大人の 法 を 専らと 十る と 云へ る. 是 

れ叉心 得 あ る こと 也。 僞語妄 舌 し て 當座 の 機嫌 を よ くす る ，一 一 も 、 是 れ を 僞 りと 云 ひ、 

みだ り  キ ノ 

是 れを妄 也と 云へ らんこと を、 能く 幼稚の 人に 示し 敎へ て、 時に 至りて 如， 此 こと あ 
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れ ども、 本と 理 にあらず、 皆 時の 術なる こと をし らしむべき なり。 古より 帝王 幼君の 

時し きりに 聖賢の 言語 行跡 をのべ、 座席に 帝 鑑の圖 を 置き、 障子に 賢 聖の像 をう つ 

すと いへ ども、 其の 君 これ を 以て 教戒と する ことなし、 却って 世の 事物の 情に 不レ通 

して、 上段の 沙汰 斗り を 云 ひて、 下れる 品の わき まへ あらざる のた めし 多し。 然れば 

敎戒輔 養 の 道勸, 善 懲レ惡 にある ことなれば、 必ずよ き 言行 斗 り を 耳に ふれ 目に みせよ 

と 云 ひても、 其の 用法 を詳 に不レ 致ば 必ず 惑 ふこと ある もの 也。 唯 だ 善 惡を說 き 述べ 

て、 君の 心 を これに 究理 ある ごとく 可， 仕 也。 氣色 養生の こと は 屈伸 守 休 を 時に する 

にあるべし、 しひて 善 をな す を 養生 也と 云 ふべ からず。 善 をな すに も 云 ふに もみる に 

もき くに も 本末 ある もの なれば、 天地 も晝夜 あり 陰陽 あり、 晝 はっとめ て 夜 は 休む の 

類、 皆 屈伸の よる 處也、 必ず 一片に 不レ 可レ定 也。 しかれば とて、 善 をな したらん あと 

に は叉惡 をな すべし と 云 ふに は あらず。 幼稚の 人 を 急に 戒 しめ 善 をす すめんと せば、 

却って 氣を そこな ひ 養 を 失 ふこと あるべ ければ、 其の 節 を考へ て 涵養すべき 也。 草木 

を 俄に こやさん と 云 ひて つちか ひこ やしす るが 如く、 急に 致して 不 レ及處 ある ものな 

れば、 能く 寺 を 知りて 其の 機 を はかり、 只今 はこ こ を 教戒して よき、 ここ を輔 養して 


よきと 云 ふ 節 を 可 二 糾明 I 也。 疵を 療治す るに、 初めより ゆべき 藥を 付けて よからん 

ことなれ ども、 其の 疵 によって 其の 藥を用 ふるの 節 ある こと 也。 されば 不, 可 二 早 愈 I 

の疵を 急に いやし ぬれば、 再發 うたが ひなき もの 也。 如 レ此處 定まりて 又 不に疋 ゆ ゑ 

に、 形 わざ を 詳に云 ひがたき 也。 保 傅の 臣誠 を盡 して、 格 物す る こと 詳 たるに あるべ 

き 也。 

師曰 はく、 古人 云 はく、 本朝の 俗、 正月 は 弓矢の 儀を敎 へんが ために、 幼童の 男子 

に 互に 相 贈答す るに 弓矢の つくりもの を 以てす。 三月 は 女子に 婚姻 姑 尊の 禮、 家事の 

法 をなら はし めんがた めに、 雛 遊と 號 して 其の 禮 容を定 む。 五月 は 旌旗を 家々 に 飾り- 

よろ ひ  かぶと 

甲と 號 して 或は 古の 勇士 を 木 形に いたし、 或は 胄を こしら へて 是れ をし らしめ、 其の 

たう か  た- u*u つり 

(に はりみ 武儀を 幼稚より 學ば しむ。 七月 は 女子 蹈 歌の 遊 をな し、 靈祭 のこと を 致して、 唱歌 風 

1 種の &踏を 

^^^0. 俗の こと をなら ひ、 葬祭の 儀 を 正し、 遠き を 追 ふの 心 を 示す。 九月 は 男子 菊の 实をま 

うけて、 族 を 親しみ ことぶき を あぐ。 是れ 古来より あらざる 禮節も 多 けれども、 皆 幼 

稚の 時より 男女の別 あらしめ て、 四時の 禮 節の 游 宴に おいて 自然に 國俗を 糾明 せんと 

(二) あやつ  (し 一) ぐつ 

b 人形  の 心根 也と 云へ り。 ここ を 以て 案ずる に、 塊 II の つくりもの、 翫 器の 手ず さみ、 俗に 
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.  き 

云 ふ 所の ひいな 遊 • との 事 • ままごとと 云 へる 迄、 皆 五倫の 情 をう つして、 其の 禮容 

を 聞覺 知せ しめんと 云 へ るの 敎也。 幼稚の 知 を 善に みちびき、 天地の 大道 不， 得レ已 

の 誠 を 推し、 其の 職業た るべき 事 を 究理して、 手ず さみ もて あそびに 致し、 人の 姓名， 

器物の 品 取 あっか ひ、 鳥獣の 名 を 知り、 弓馬の 鱧 をた だし、 其の 制 法を詳 ならしむ る 

にあり。 然れば 幼主輔 養の 臣 其の 誠を盡 して、 幼 主の 機 を 察し 敎戒 をいた さば、 自然 

に 主 を 善道に 滿し 入れん こと 不， 可, 疑 也。 世の ことわざ 手ず さみ 嬉教を 以て 則ち 道に 

入る る こと を 不二 究理 I. が ゆ ゑに、 しきりに 書籍 をよ ましめ- 聖賢の 作法の 形ば かり を 

示す が ゆ ゑに、 幼 主 苦しみ 勞 して、 政事 人情に くらく、 古 を 取りて 今にう つす 事不, 能 

して、 文 CL」 世事と^ になり、 或は 常に 高 上の 理を たしみ、 或は 氣 沈み 重くな りて 體 

老衰す るに ひとし。 是れ 教戒の 節 を 失 ひて、 其の 道の 用 を 究理す る ことの 詳を以 

て、 其の 弊 如 レ此に 至れるな り。 

師 嘗て 曰 はく、 天下の 宰相、 大國の 老臣、 小 國の大 夫、 いづれ も 其の 政 を 所レ， ^は 

一 つなれば、 其の 心得 も 一 つなるべき 也。 然れ ども 人 各-' 其の 所， 長 あり、 所レ長 あれ 

ば 叉 所， 不レ足 ある もの 也。 事に 大小な く、 我れ に 長短な く、 精 竦 大小 皆 ましき は、 是 


れ才の 成れる なれば、 大方の 人才に して 可， 及に あらざる なり。 然れば 中人已 下の 才 

は 其の 長ず る處を 取りて これ を 用 ふるに あり。 凡そ 世の 人 を 批^す る、 皆 あつる に聖 

人 を 以てする ゆ ゑ、 百官 諸 役に 人な し、 又 一方の 長ぜ るに たづんで、 萬 事 を.^, あな 

らんと 推す に 付いて 其の 失 多し。 一 t 子な おお ま ャクハ m ー趙^ あ 一^ % 不レ も；； か、 

セッノ  ，、  朱 子- H ハ ノ  トハノ ナリ、  、  ノ 

薛大 夫, と 云々。 公 禅 魯大 夫、 趙魏晉 卿 之 家、 老 家臣 之 長、 大 i 勢 重 而きニ 諸侯 之 事； 

家老 望尊而 無二 官守 之責； 優 有 k 也、 滕  1i 二 ^名、 大 夫い あ- % 滕 國^" k お、 

大夫 位高 責重、 然 則公掉 蓋廉靜 寡， 欲、 而短， 一 於お 一 者 也と 注せり。 無欲に して 廉潔 

たる は德の 所ン寓 なれば、 まことに 優に 長 ぜる處 と 云 ふべ し。 しかれ ども 其の 才の所 

レ長 あら ざれば、 萬 事に わたりて 其の 究理 を詳 にし、 繁多なる 事 を 自由に 作略ハ たし 

(支) 

てっか ふる 處 あらざる ものに あら ざれば、 政事 を つかさどり 人情の 通 塞 を はかる こと 

難レ叶 也。 されば 家の 老臣と して 諸人の 規範た る ものに は德を 先んじ、 政に ぁづ かり 

て 諸事 を 裁 刹 せんの 臣下に は才 に長ぜ るを以 て 先んず C 德と才 と 相： ん で レ li. 一甲 

乙-は 世 以て まれた るが ゆ ゑに- 只 だ 先 後 十る にある のみ 也。 

ここ を 以て 案ずる に、 天下の 間、 宰相 あり、 老臣. 大 夫の 百官 あり、 諸 役人 あり、 
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其の 職に あたらん の 臣下 各-其の つかさどる 處を 分^し、 それにしたがって 其のつ と 

め 可， 有 こと 也。 是れ 急務と い へ る もの 也。 急務と 云 ふ は、 さしあたりて 先づ つとむ 

ベ きの わざ を 云 へ り。 不レ知 二 急務 一とき は 必ず 分 を こえて、 當然の つとめ を不, 致に な 

るべ き 也 = 

f  二 

ノ ダン ダウ-一 ハク (二)  ト  ル  (一 I 一) ヲ  ハク  モシ ンミ ォ 「，、 

0 師曰 はく、 禮記檀 npe 曰、 趙文 子與二 叔譽， 觀ニ乎 九 原； 文 子 曰、 死者 如 可 ， 作 也、 吾 

*»-.t-$T「l^t?  卜 ヒカ セント  ハク レャゥ ショホ カト  ハク 〈ヘイ ショ クシ  二  f 六) セ / ヲ  ノ  レラ プ、 レニ 

誰與 ， 叔譽 曰、 夫 陽處父 乎、 文 子 曰、 行幷 n 植於 晉國； 不&二 其 身； 其 知不： ，足， 稱 

(二) 晋のナ  ト レ (七) カト  ハク テヲ ミノ ヲ ノル ラス， -I 一  レハ ン / 

也、 其 導 犯 乎、 文 子 曰、 見い 利？ 顧 二 其 君； 其 仁不， 足， 稱 也、 我 則 隨武子 乎、 利 二 其 

i_ おのま 卿 君ー不 き-あ 身； i 二 其 あ ー不. ヮ遣 二せ) あ； 晉人 i 二 文 子 £ト わ。 文 あ 中退 

(四) 暂の装  -_  ノ トツく トメ クス ルガ サコ レヲノ ヨリ ノグル  -ー ft!  キテ、 

レ衣、 其 言吶々 然 如レ不 諸 其 ロー  所 レ擧ニ 於 晉國- 管 庫之 士、 七十 有餘 家、 生 不 

； こ S さ ^  ハラ- 1  シテハ シ ョクセ ノ  二 

(五タ 權 レ交レ 利、 死 不 レ屬 二 其 子 1 焉と 出で たり。 此の 言 人臣の 心得に 尤も 其の ゆ ゑ あるべし. レ 

(六) 終 h- を 

r 七") せ 我が身 を 潔白に して 其の 功名 を 高く する 輩 は、 人 をに くみ 人 を こばみて、 朋友の ため 

.^0^^ 不 レ宜、 人相 和す る 事な し、 故に 其の 身 を 全くいた しにくし、 身 を不レ 全ば 知 ありと は 

(八) 身の こ  ルカ ラフ  レ  一 L 

r 丸) きの 不レ 可レ云 也。 又 身に 利 をな さん こと を 思うて、 君の ために 其の 功 を不レ 立の 輩 は、 朋 

錢极の 人. - 友の 愛 和 其のした しみ ありと い へ ども 忠臣と 云 ふべ からず、 人の ためなら ざ izrit と 


云 ひがたし。 されば 仁 知 を 全くして 忠を 立てん とならば、 君 を 利して 身 を も 全くし、 

身 を はかって 朋友 を も 立つ ごとくに 仕れば、 君に 忠 あり、 人 を そだて、 身 ここに 全き 

が ゆ ゑに、 仁 知の 士と云 ふべき 也。 趙文 子が 論 まことに あたれり と可レ 謂。 但し 人々 

身 を 利す る 事に おいて は 志 深く して、 人 を 立て 君 を 利す る 事 は 必ずう とし、 故に その 

身 は 忘れても 不レ 苦、 國家 人民の 利 あらん 如く 心得ん こそ、 今日 臣 道の つとめと 云ふ 

ベ し 。 さ れ ど も 身 を 不レ立 と 云 ふ もの は、 必ず 身 を 潔くして、 人 を こばみ 明 を た つ ご 

とくな り 安き 所、 世俗 皆し かれば、 此の間に おいて 學者 工夫 を詳 にして 實に 身を不 

レ利處 をし らば、 その 身 も 亦 利 全 かるべき 也 C 

二八 守 令の 職 を 論ず 

師曰 はく、 諸侯 は 天下の 小なる にして、 守 令 は 諸侯の 叉 小た る 也。 いづれ も. 牧， 氏の 

職 なれば、 民 を 治む るの 本 ま 悉く 守 令の 胸襟より 流出す る 也。 然れば 守 令 牧民の 本と 

ミテ ，ノヲ チ  一 I  テ ヲ. li- ルヲ 

すべき は、 省， 己 克 一一 質 之 偏； 以, 身率レ 物に あり。 人の 質 必ず 偏す る 所 あり、 是れを 

知りて 其のな づむ所 を あらため 糾し、 身 を 先んじて 事 をな し、 身 を 手本に いたさし む 

, 臣道ニ 仕 法  一四 五 
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• トスル 

べし。 しからば 行跡に みだる る こと あるべからざる 也。 而 して 其の 所 レ職を 了 節して 

勞, 心 學、 知 無 レ不， 及が 如くなら しめ、 視レ 民如レ 子、 心 誠に 愛惠 して、 臨 1 事の 間 

誠 を 深く すべき 也。 是れ守 令 牧民の 所レ專 と 可レ云 也。 次に 民 を をさむる の 道 を詳に 

して、 .一::^ 二 敎條； 置 レ師、 伍長. 里胥を 定め、 常に 共の 效を 可レ試 也。 敎條と 云 ふ は、 

もと  ル  , 

民に 敎 ふるの 品々 を 具にす る のこと 也。 敎 の本已 むこと を不レ 得の 情 を 推す 力 ゆ ゑに 

孝弟 忠信 を 先んず。 孝弟 は 父子 兄弟の 實 なり、 忠信 は 朋友 上下 夫婦の 敎 なり。 孝お の 

道 を詳に するとき は、 父子 兄弟 違背 暴悪の わざ あらざる 也。 忠信の をし へ 具なる とき 

は、 保伍郯 里の 間、 患難 をす くひ、 孤獨 貧窮 をた すけ、 疾病 葬祭 を あはれ みた 十け， 

行旅 往来 をな やましめ ず、 君臣の 義 おこな はれ、 夫婦 閱 門の をし へ 正しき 也。 つぎに 

z|  ニ禮 一 ftil と 云へ り。 禮節は 平生 交際の をし へ、 冠婚 喪祭の 四禮、 みちびく に 

1!,ス 一天 地 之 大德； 其の 敎相 ととの ひ、 孝子. 弟々 • 贞婦 *顺 孫 あるとき は 賞して 善 を 

すすめ、 逆德の もの は 罰して 惡を こらす にあり。 

敎 化以， 宽と云 ひて、 敎 ふること 漸 にあら ざれば 風俗 化せざる ものな り。 急に しる 

し を 待つ とき は、 却って 煩勞 する に 至る ベ き 也。 故に 以レ宽 と 云 へ り。 此の 敎條 あり 


循ケ! -fnii 的獄北 つ iir 卷こ て英 
^傳 » 推のに 齊 5 省 c 傳 九の 舉 、ご 
第卷服 技當の 内 に 十 事げ 孝 

に 三 四す W り 人 南の 今 出 K 後ら 廉字 
出 十 十 "あ 天 '北 地の づ 、}^- る を は 
づ 八 六 北り 才 や! 胡 名山 吳書 - 以 季 


转の 行事の 責. 

任 者 をい ふ *  ： 

町人の 組へ 3 の - 

外 一 般 にも あ 

h-o 父 年 交替.： 

は 年 行事と 稱： 


とい へど も、 村里に 敎 ふべ き師を 立て、 伍 人 組 十 入ぐ みに かしら を 付け、 名主 .{y 

つ 々ぎ やう じ 

屋 • 月 行事な ど 云 ふ もの を 立て、 師 あって 是 れを敎 へ、 名主 • 庄屋あって 其の 可否 を 

改め、 月 行事あって 時々 に 糾明せ ざれば、 人道に 入りが たし。 而 して 其の 敎 ありと 5 

へど も、 其の 效 あら ざれば 無 レ签が ゆ ゑに、 孝子 順 孫 兄弟の 和 を 以て 孝弟 を こころみ.、 

鰥靠 孤獨の やしな ひを考 へ、 田つ くる もの 畔を ゅづ り、 道不 レ拾レ 遣、 盜賊 ここに 絶 ゆ 

る を 以て、 その 忠信 を考 ふ。 公事 訴訟の 品々 に 付いて、 財産の 爭、 無理 非道 邪曲の 有 

無 を はかり、 其の 風俗 を さぐる、 是れ こころむ るに 效を 以てする なり。 すべて 誠を以 

て不， 爲 とき は、 其の 感通 する 處不, 實 もの 也。 然れば 守 令 誠 を 深く して 德を 積み 身 を 

ハー- -) 

省みる こと 切なれば、 人 自ら 服す るの ためし、 古今に 其の 例 多き 也。 吳祐が 膠 東の 守 

たる、 民 爭ひ訴 ふるもの あれば 輙ち道 を 以て これ を さとし、 我が 政の 不レ正 を 以て 民 

に爭 ある こと を 恥ぢ、 自ら その 村里に 到りて 重ねて 和睦 を 入れし む。 如， 此 あり けれ 

ば、 處 に爭訟 やみて 民に あざむく 處 あら ざり しと 也。 叉 蘇瓊が (南) 淸 河の 太守たり し 

時、 百姓の 內に乙 普 明と いへ る もの 兄弟し きりに 田地 を爭 ひて、 年 をつ みて 不レ 已、 

雙 方に 證據人 多くして 異論 まち/ \ 也。 蘇瓊 則ち 普 明 兄弟 を 招きて 是れに 告げ 聞かし 
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(1) 孔子 家 


の 始めに 出づ 

(二) 春秋 都 

の sw、 孔子 


h -」 i 稱 せり 

(三) 後漢の 

劉： ST か 江 陵の 

令たり しとき、 

速 年 火災 あり、 

昆 火に 向つ て 

叩頭せ しに 雨 

降って 風 止み + 


その後 江 i ほの 

太守に 遷 りし 

に、 これよ. 5 

wis 虎 出で て 

災^.:多かりし 

が、 n 比の 仁政 

に 感じて 虎 皆 

子 を うて 河 

も わたりて 去 


後 J^sll 林傳 

に出づ 

(gl) 常 磐お 

^に 同じ、 永 
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めて ける は、 天下 難， 得 者 は 兄弟に して 易， 求 者 は 田地な り、 假令得 二 田地 一と も 失 二 兄 

.fi 一ば 心 如何なら んぞ やと 云 ひて、 其の 誠 至極し 淚を 流しければ、 諸.' の證人 其の 理 

に 服して 淚を そそぎければ、 普 明 兄弟 これに 感じて つ ひに 訟を やめて ける となり。 是 

れ等は 一 事の 誠 を 以て 一 事の 感激 を 催す に 至れり。 孔子 中 都の 宰 となり 玉 ひし 時、 男 

二)  f 二) 

女途を ことにし、 市に 二の あた ひなかり しとい へ る こと、 { 豕 語に みえたり。 鄭 の子產 

が 政に よって 民不レ 欺の ためし あり。 是れ 風俗の 敎化 によれる ゆ ゑなる ベ し。 

ま つり ごと  (三) 

ここに 案ずる に、 古 來の守 令 所 を 政 する に、 一 事の 誠 を 以て 火 を か へ し 虎 川 を こ 

えしの 類 は 希 異なる に似て、 其の 所レ感 もやす くして 其の 所レ 及せば く、 事但だ 一事 二 

事に とどまるべし。 まことの 道と いへ らん 事 は、 所の 風俗 淳樸 にいたり、 民 皆 天 倫の 

ついで を 知りて、 君臣 父子の 綱紀 正し かりなん こと、 是れ守 令の 所， 專と 云. ふべき 也。 

不レ 然して 一 事に ついて 其の 政の 宜しき を 得ん は、 其の 守 令の 氣質 について 得た る 所 

ル カラ プ  まつりごと 

にして、 大本 綱領 をた だすと 云へ らんに は不 可 レ及也 f ここ を 以て 古人 所 を 政 して- 

或は 道不， 拾：， 遺、 臥して 不， 閉， 門、 或は 民不， ー敢 欺； 市の あた ひに いつはり なく， 或 

は 守 令 去りて 人々 其の 遣 愛 を 思 ひ、 形象 を 圖畫し 或は ほこら を 立て 神社に 祝し、 時 葉 


ハ ルル 

かき はの 祭疆 おこたらざる たどい へ る 類 あると い へ ども、 是れ 其の 守 令の 所 レ行を 具 

に勘辨 し、 民の 所レ慕 を詳に 校了せ ずして は、 必ず 推して 皆 善つ くし 美つ くす と 難レ云 

ことせ。 尤も 大體 にして 心 を 政事に 不：， 入の 守 令と は 同日に して 不レ 可レ 語と い へ ども 

彼の 風俗 を 正し 天 倫 をつ いでて、 いっとた く 人の 人た らん 道に 敎 化して 禮節 ともに 宜 

しからし むる の 政道と は 叉 同じから ず。 さ れ ば 民 に わ き て 仁政 惠愛 あらざる ゆ ゑに、 

民 これ を 慕 ひ S ふこと も不， 有と い へ ども、 天地の 德に 感ずる 處の 莫大た る こと は擧 

ん 力 ラフ  チラ  キ ノ 

げて不 レ可レ 云な り。 大德は 不レ德 とい へ る も、 如， 此の 心 をい へらん にや e 世の 民の 所 

レ慕は 一 事の 愛惠 を專ら として、 此の 太守の ゆ ゑんに 此の 災を のがれた ると 云 ふごと 

きこと を 感じて、 民 これ をした ふ もの 也。 尤も 一事の 希特は 人の 耳目 を 驚かす ことな 

れば、 愚民の 崇敬す る は 大方 これらの ことにして、 或は 祠を 立てて 神に 祝し、 或は 其 

0 こと を 云ひ傳 ふる 類、 世 以て 多ければ、 これ を 以て 必ずよ しと 究めが たき 也， - 如レ此 

の處 によく 心 を 付けて 究理いた さ ざれば、 末 を とら へ て 本 を 忘る る こと あり C 末 をと 

つて 政事 をた さば、 民に 稱美 せらる ると 一 K ふと も、 政事の 本意 を 失ぶべし e 天下 は國 

の あつまれ るたり、 國は 郡の あつまれる 也、 郡 は 村里の あつまれる たれば、 牧民の 守 
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令 一村 一里 一 郡 を 治めて 其の 風俗 を敎 化せし めんこと は、 つ ひに.： K 下に ひろまる に 至 

るべ ければ、 愼んで 可 ニ審思 1 こと 也。 

二 九 諫諍を 論ず 

師曰 はく、 人臣と して 君より 大祿 美官を 得、 其の 身 其の 職に そな はりながら、 君 を 

悪に おとし 入れて 諫め あらそ は ざらん こと は、 忠臣と 云 ふべ からず、 是れ 併 盜贼 

へな ーぞ) ら It 一  の 心所レ 伏と 可レ謂 也。 忠經 曰、 忠臣 之 事 レ君 也、 莫：， 先 一一 於諫 り； 下 能言レ 之、 上能聽 

のこ ife^ き  レヲ  力 ガヤ ク  キム  ズ  ゐ 

i 漏漢 レ之、 則 王道 光 矣と云 へ り。 其の 位に 居ながら 可 レ諫處 を 不レ諫 して、 坐ながら 君 を 邪 

め 甲！ 融の 著と  ル ラ - 

00 義 におと しいれん こと、 臣下の 本意に 不レ在 也。 然れ ども 諫む るに 其の 位 あり、 其の 

" V. 時處 あり、 其の 諫む るの 道 あるべ ければ、 ひたすら 諫 諍と 斗り 云 ひても、 其の 用法 を 

審思 明辨せ ざらん 時 は、 其の 究理 薄 かるべき 也。 その 位 ありと 云 ふ は、 我が 今 口 奉公 

.  恪 勤の 位 を 具にた だす 事 也。 父祖 代々 其の 家に 給仕して 祿 多く 位高き あり、 父 肌と も 

ノ に 相 仕 ふと 云へ ども、 我が身 一代に 恩 遇 だす ぐれ、 餘 ともに 父 組 を こえた る あり、 

あらた 

我れ 新に 仕 ふといへ ども- 君 これが 德を 感じて 祿爵を あつく し 船 遇いた す あり、 又寵 


祿 あっから ざ れ ども、 常に 君邊 に 近づ き 親しんで 言以 て可レ 入に たれる あり、 是れ 各.' 

1^ レ 1 の 位 也。 此の 位 を不レ 計して 諫めば 位 を こえて 事 を はかる になれ るべ ければ、 只 

だ 君 を あざむく にして 諫と云 ふに はなるべからざる 也。 其の 時 ありと 云 ふ は、 我れ 其 

つ カラ ハ 1< 

の E を 得る と 云へ ども 君の 我れ を 信ずる の 時 を しら ざれば、 諫めて 不レ可 レ行也 又 君 

の諫を 可， 1^ の 時 を考へ 其の 機 を 知りて 速に 諫む るの 節 あり、 是れ皆 其の 時 也。 諫め 

理 にあた ると 云 へ ども 時 を 失 ふとき は、 其の 諫不 レ納 ものな り。 處 あり と 云 ふ は、 諫 

むる に 叉 所 あるべき 也 C 群臣 相 あつまる の處、 疎遠の 臣相 居る の處、 备>  不レ可 レ諫の 

ン r  キル 

慮 也。 失レ 所て 諫 むる とき は 君の 惡を あばき あざける にたり て、 重お て^を 可レ入 時節 

あらざる なり。 

次に 諫の道 ありと 云 ふ は、 早く 知， 機 事、 是れ本 也。 機 をし ると 云 ふ は惡の 萌し を 

しること 也。 俄に 大惡事 をな すと 云へ る こと はまれな り、 其の 機 次第に 相 長 じて、 而 

して 後に 惡 となり 邪と なり、 身に あら はれ 家に わた.^、 園に ひろまり 天下に みつるに 

たる もの なれば、 早く その 機 を 知りて 事の きざし を 諫めて、 內に 起る 處を戒 しむ" 是 

れ諫ニ 於 未 形 一 者 上 也と 云 へ る は 此の 心なり。 而 して 其の 惡の 事に あら はれなん と 十る 

臣道ニ 仕 法  一 五" 


山 鹿 語 頻卷第 十四  一 五 二 

を 諫め、 事に あら はれて 及 J 返 をい さめ、 未， 至 をい さむ * 各. - 事の 微 にして、 

諫めの 可, 行の 節 也。 諫めて {且 しき 時 なれば、 如レ 此の節 を不レ 失して 諫め を 可, 爲也。 

ム ルス デニ ハル ルヲハ  テス ルニ ハル ルニハ  キム  シジ 

諫 ニ於已 彰- 者 次 也、 於 二 旣行, 者 下 也と い へ る是れ 也。 可 レ諫の 品定めて 難, 論と 

二) 孟子 ス  ヲ  もと  ダ ハレ-一 

いへ ども、 大人 格 二君 心 之 非 一と 云 ふ、 是れ諫 の 本 也。 心の 非と は、 未， 顯ニ 言行 一とい 

キザス 

へ ども、 其の 所 X 機 すでにい ちじる きを 云 へ り。 事の 品 は 多し とい へ ども、 事 をのみ 

あらためて 內の非 を 不レ糾 は、 末よ ろしき がごと く なれ ども、 本に 非あって 不レ 盡處ぁ 

り、 是れ叉 非 心と 云 ふべき なり。 且つ 叉 事 わざ は 宜しと い へ ども、 其の 本と する 處に 

3  , わう は  ル  さしお 

あやまり あれば 王 伯 の^るる 處誠僞 の 所, 因 なれば、 事業 を 措いて 其の 心の 非を改 む、 

是れ皆 格 一一 君 心 之 非 一と 云へ る 也。 

凡そ 諫 諍す るに 以ニ 大體； 而不, 窺 二人 之 私 一 不, 摘 二 故 細 一 不 A 市 二直 名-とい へり。 

以 ニ大體 一と 云 ふ は、 大 曲尺の そな はる 處 にして 萬 事に 渉るべき 本と なす 處 なり。 末の 

微細なる 處を よくす と 云 へ ども 大體 とする 本に 相違 あるとき は、 源 塞がりて 濁れる に 

同じ。 本に 正しき 處 あれば、 細微なる 處には 曲尺に あはざる こと ありても 不, 苦 也。 

本末 殘る ことなく 大小 精粗と もに 通ず る は、 聖賢の 地位に いたら ざれば 不, 叶 ことな 


(g:) 前 出 三 

九 a 參照 

(五) もと 塊 

里の 令、 成 帝 

の s-i: ん is 

ち-斬らん とて、 

方 斬 馬の 剣 

も諳ひ 帝の 怒 


せす、 

ち 引いて 陪下 

に 下さん とせ 

る も， 0 & 

§.を攀ぢて 濫 

折る。 帝 感じ 

て その 直言 を 


(六) 魏の文 

帝、 士家を 河 

南に 移しみ た 

さんと す、 お 5- 

害に て 飢ぅ。 

ネ良， ，1 めて 止 

まらし めんと 

す、 文 帝 色 を 

作して 內に人 


き ひ 行， 、- 

帝 衣 を 奢つ 

還ら ざり し- 


移して止む 


れば、 唯 だ 大體を 以てして 其の 綱紀 をた だすに あるべき 也。 不. 孤 二人 之 を 不/ き；； 故 

ヲ  ィヲ 

翻 一と 云 ふに、 吹, 毛て 疵を 求む るが 如くに あら はれざる 私の 所 を さがし 求め、 故 細 

を つ ぶ さ に 明めん と いたして は、 大體ま で不 i の內 に 君 これに 倦んで 其 の諫 I4U1^ レ 

もの たれば， 人の rf4 を さ が し 故 細 た る こと ま で を あ ま ね く盡す 如く に不 レ可レ 仕と ハへ 

(曲尺 - 

る こと 也。 大 體の大 がね に 宜しき 處 あらんに に、 その 故.，^ 私す  る こ と も 自然 こやむ こ 

可レ 至。 たと へば 不ン已 と 云へ ども 是れ 叉不, 苦の ことなれば、 能く 大體 をい さめて、 

その 私. にくら き 所、 故.^ のこ まかな らんこと をば 不, 索と 云へ る こと 也 C 不レ市 二直 名 一 

と 云 ふ は、 何事 を 諫め 奉る にも 時處を も不, 計、 心に 思 ひ 索む るの 事 を 明に 云 ひ はた 

つて、 君の 怒 を 犯し さから ひ をな す、 是れ 直言に して 其の ことわり は 明白た るが 如し 

といへ ども、 必竟 諫め 行 はれず、 唯 だ 直た ると 云 ふの 名のみ になる こと あり、 まこと 

) .  武帝 Is 一〕 

の諫 にあら ざるたり。 尤も 古の 汲 . 朱 雲が 類 は II か 名のた めに 致す にあら ざれ ども- 

CRE/  (ョ) 

群臣の 前にして 君の 非 を 擧げて かくさず、 まのあたり 近臣 を恥づ かしめ、 或 jls. レ裙 

ル ヲ 

或は 折レ 檻に 至る。 其の 思 入の 切に 諫死 せんこと を輕ん ずる こと、 まことに 直臣と Is 

ひつべ けれども、 時の 君 只 だ 彼等が 氣 象の 勇に 直. なる のみ を 感じて、 其の 政に 輔佐 

臣道ニ 仕 法  ニニ 三 


山 鹿 語 频卷第 十四  一 五 四 

する 處益. '多から ざる は、 諫 むる 處の節 不， 詳也。 然れば 汲 gl* 朱 雲が 類 すら 直 名に 

なって 君の 政 をた すくる に不レ 利、 ？抗ゃ 只 だ 君の 惡を あげて：！ むべき 品 を 具に 不レ盡 の 

ともがら  ハレう  4  A 

徒 は、 諫不， 行して 直 名 を 市り てけ るに 至る ベければ、 ^.^だ可ニ究理,の處也。 

次に 諫の 道い かんとな らば、 不ヒ訐 不レ 驟 を 以てす。 不ヒ ばと 云 ふ は、 しきりに 己 

れが理 を 云 立て 君の 非を擧 ぐる を 許と 云 ふ。 如レ此 其の 理を しひて 立てん と 十る もの 

さから  "ゼ  f  二  へケ 

n) 前 出 S は 皆 君と 是非 を爭 ふが ゆ ゑに、 君に 件 ふこと 多くして 不レ通 もの 也。 羅豫章 曰、 古 之 

.1 ハ FX 參 クムル ハ  メ  ラ  "テ ノ  二  ニス ルイ フ レヲ  ノ クレヲ スシ  一-  ナル 、，  ネ クル 

善諫 者、 優 游不， 迫、 因 n 其 所 U 明而道 A 之、 則 其聽， 之 也 易、 故 訐直强 勁 者、 率 多 取 

レ£、 而溫 厚明 辨 者、 其說多 行と いへ り。 不， 驟 と 云 ふ は、 何事 を も 大小 事と なく 

諫 むる とき はせ は/ \し くして、 君 是れに 倦みて 必ず その ほ を 遠 ざく るに 至る もの 也 

(二)  ^安世、  ル ヒ 

字 は 器 之、 司 且つ 君 そのい さめ を 口ぐ せの ごとく 侮りて 不, 用 也。 故に 事の 大小 本末 を考へ て 其の 

ts光の門^sと  シ フ  (二  )ミ 

諫 を可レ 用、 しひて しば/ \諫 むべ からざる と 云へ る こと 也。 劉 元 城が 君を諫 むる、 

なり。 讓大  ル II クル ハ ヒテ シルサ 

夫に 累進し、 色 を 正しくして 朝に 立ちて、 知 無, 不レ言 、 言 無：， 不 世 以て 殿上の 虎と なづけぬ 

事 を 論じて 剛 

0^.^^^ と 云へ り。 直諫の 道 さも ありぬ ベ けれども、 殿上の 促と いはれ なんこと は、 是 れつよ 

て * 方に 左遷  市， -  クノ  ル ハレ 

せらる  きに 過ぎて 人に おそれられ 直 名 をうる に 至るな り。 如レ此 なりゆきて は 其の.？^ 不レ行 


に要の六；^ 
出 卷言頁 5 
つ' ニは參 
直 貞照前 
諫觀 。出 
篇政 こ 四 


もの 也。 而 して 以ニ 比喩 一と 云 ひて、 何となく 事 を比喻 して そのこと となく 道に 入れ 

つ 一-) 

に 一に， ¥ の 5 しむる 如くた る を- 諫の まことと 云へ り。 されば 詩に 比 興の 義 あって、 そのこと に 類 

»B の 一 なり 

かひ t へ A せした めし を譬 へ、 其の物 を興感 して それに 因りて その 道を諫 むる、 これ 人の 心を感 

こ と  キ ハレ  ヅヒ テ >■  二 ム 

悟せ しむる の 諫め なれば、 其の 臣に 才知 德實 あらず して は 難に 仃の諫 也" 先隨 而後 諫 

八き 

と 云 ふこと あり、 是れは 其の 事に 我れ も隨 ひて 同じく いとなみて、 君の 心の や はらぐ 

時を考 へその 諫 をた すのこと 也-」 婉 說而諫 あり、 云 ふ 心 は、 いさむる とに は あらず し 

て 言 を 婉曲せ しめて 自然に 導き 入る る、 是れを 婉說而 諫と云 ふ 也 C 而 して 直諫 あり、 

死諫 あり、 是れ 其の 主人の 趣向 其の 諫 むべき 事の 品に ES りて 用捨す る 所 あるな り。 然 

れ ば是れ 等の こと を 究明して、 其 の 所 其 の 時 其の ことわ ざ を 以て 先後輕 重せ しむ ベ き 

こと 也。 臣 として 君の 非を諫 むる は臣の 大義な りと いへ ども、 諫 むべき の理 あって 諫 

の 道 を詳に 不二 格 致 一とき ir 諫めて 不二 事 行； 却って 君の 非 を あげて 我が 是を 立つ る 

になり ぬべき 也。 故に 諫めて 殺され 退いて 君の 非 を 難ず るの 類、 多く は 我が 是に かた 

より、 我れ 斗り よき ものに たりて、 忠臣の 名を殘 すに 至る ことため し 多ければ、 古人 

云、.^ レ欲ニ 忠臣 名 1 と は如レ 此の ことなるべし C 唐の 魏徵 曰、 小人 不レ識 二 大體； 以ニ譖 

臣道ニ 仕 法  1 五 五 
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毀 ー爲， 是、 吿 訐爲， 直とい へり。 實 を不ん 付の 臣は大 體を不 1 知が ゆ ゑに、 人 を そしり 

君 を あしく 云 ふ を 以て 諫 とす。 是れ君 を そしって 以て 取 一一 强直之 名 一也。 不, 然ば又 君 

ル カラク 

を 諫めて 不， 可：， 聞處 ありと 云 ひて、 時節 を 伺 ふ內に 年月 過ぎて、 つ ひに 其の 大體を 

「ー广 ほ？！. も 不レ諫 してやみ ぬる も ありぬべし。 宋の 韓魏公 曰、 人臣 嘗 盡, 力 事, 君、 死生 以レ 之、 

{子 は ま . 

^^.B^ 至 二 於 成敗 一天 也と い へ り。 あらかじめ 諫の不 U 仃ん こと を は か つ て 節 を 過し やめて 不 

後 k 事に 政治  /  ノ (二) へグ  乂テ ル it ハ カレ  一一 ルヌ 

に 功 高し： 魏 レ諫 は、 忠臣の 心に あらざる とに や。 華 陽范氏 曰、 人臣 諫而不 レ聽、 則當 レ去レ 位と い 

國 公に 封 せら  べシ 

(11) 前 出 S へるな り。 臣 其の 位に ありながら 身 を 思 ひ 家 を はかって 利に 從ひ、 非 ニ我不 I, 諫レ 君、 

三 K 參照  ル. 一- リ ハフ ルレ ヲ  キフ 

不 レ能 レ用レ 我と 云 ひて、 そしり を 君に よせん こと、 尤も 不忠の 至りと 可レ云 也。 

すべて 君を諫 むる の 道、 其の 結 要と いたすべき こと は、 以ニ 道義 一而 不ヒ百 二 利害； 

愈 二 其 大本 1 在レ後 一一 細 煩 一也。 以ニ 道義 一而 不レ言 二 利害 一と 云 ふ は、 如, 此 なし 玉 はば 如レ此 

の 利 あり 害 あらんと、 利害に 因りて 云 ふとき は、 皆 其の 趣く 處 利害の 間にして、 i4 

レ知， 一 道義 一也。 世間 不， 因レ 道不， 隨， 理 して 利 多く、 世 以て 治平に 屬 する 事の みなれば、 

ラ  マラ 

道 を 行ひ義 を不， 知れば 害 多くして 世亂れ 國不， 治と 云 ふの ためし、 實と 致し 難し。 こ 

こ を 以て 利害の いさめ を不， 用して、 唯 だ 人と して 道義に 不, かとき は 人に あらず、 義 


キス  ルカ ラス 

理 自然にお い て 可， 爲處 か不レ 可， 爲處 かと 云 ふ こと を 糾明して 、 こ れ を 諫め 奉る ベ き 

也。 天地 は 至って 廣く 寛に して 善惡を 報ずる こと 不レ急 を 以て、 古 來惡逆 無道に して 

も 世 を 保ち 國を 不, 亂の こと 多し。 たと へ 世 治まり 國平 かなりと 云 へ ども、 義理に お 

いてせ ざれば 人道の 正理 にあらず。 是れ 利害 を さしおいて 道義 を あてと する ゆ ゑな り- 

愈 二 其 大本 一と 云 ふ は、 人 悉く 惡を なすに 至る は 续紂が 類に して 世 以て まれな り、 然れ 

ば 君の 身上 政事の 處 にお い て、 大本に たが ふ處 あらんに は 身 を不レ 惜して 諫め 奉り、 

ル カラ ズ  ルラ 

言行の 間碎 細な らん 小事 をば さしおいて 不 レ可レ 論な り。 不 レ入處 をし ば/ \諫 む る を 

以て、 大本に 及んで 許容 あらざる に 至る もの 也。 世人 皆 其の 言行の 末 をい さめて 大本 

を不， lli を 以て、 諫言つ ひに 不レ 行た めし 多き 也。 是 れ在レ 後， I 細 煩 一也。 細 煩 をば 必ず 

いさむべ からざる と 云 ふに は あらず、 前後 本末 を 正す にあり と 云へ るの 心 也。 而 して 

何 を か 大本と 云 ふべ き なれば、 國 家に 益あって 民 を 救 ひ 人 を 助く るに 補 ひ あらん 事に 

して、 義理の 間にお いて 尠酌 すべきの 處是れ 也。 直諫し きりに して 君の 非 を あげ、 其 

あば 

の 言 をつつ しまず して 明白に 訐き諫 むと 云 へ ども、 時に 補 ひた からん は 是れ签 なしと 

云 ふべき 也。 

E 道 二 化 法  一 五 七 
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三 0 近臣 遠臣を 論ず 

師曰 はく、 凡そ 人 主の 近習に 伺候 恪 勤の 輩、 其の 心得 あるべき こと 也" 君に 昵近致 

す 事 ゆ ゑんな くして は 無, 近。 ゆ ゑんと 云 ふ は、 家に 久しき 筋目の あるか、 若輩に し 

て 主人 心 in^ く 仕へ しめらる るか、 藝才 あって 是れ がた めに 近 仕せ しむる か、 是れ等 

の 品 あらず して 近習に 恪 勤不， 致 もの なれば、 其の ゆ ゑん を詳に 糾明 十る にある 也。 

而 して 君邊に 往來 咫尺の 輩 は 衣服 を 潔くし、 周旋 をなら はし、 ロ氣 をき よくして n た惡 

の 氣を斷 じ、 手足 を あら ひた だして 不淨 にち かづかず、 常に 齋戒 する が 如くなら しめ 

て 恭敬 を存 し、 出仕の 前方に 能く 氣を養 ひ體を 安んじ 精神 を 保ちて、 怠慢 寢 臥の 氣な 

からしむ。 すでに 出仕に 臨んで、 衣服の 着 法 を 正し 氣息 を靜 にし、 動 容を禮 にあたら 

しめて 言行 を 愼み靜 かにす。 身を修 むる の 形 如, 此 にあら ざれば 君に 仕 ふるの 誠不, 盡 

處 ある を 以て、 君の近習に伺候の間ぁくびし伸して.^0^慢の體をぁらはし、 居ね ぶり を 

いたし 高談 をな して、 君邊 伺候の 本意 を 失 ふに 至る 事 多き 也。 故に 其の 身 體動靜 をつ 

つし むこと 如, 此 なるべし と 云へ り。 而して君邊に伺候の間^H^ー恪勤, の事ぁり。 それ 


と は、 時に 取りて 人の 必ず 可 A 怠 時節 あり、 或は 風寒藉 濕に 付けて つとめ 難く してお 

こたり やすき 時 あり、 或は 遊山 翫水 見物の 事あって、 人是れ にあつ まって 可レ勤 場に 

不， 居 こと あり、 或は 主君 休息 留守の 時、 或は 賓客 對話 臣下 相 見の 節、 是れ皆 人の 怠 

りて 何 心なき の 時 也。 近臣 是れ 等の 時 聊か 不, 可， 怠 也。 すべて 君に 仕 ふるの 誠 は， 君 

ルセ  ルラ  フルー 一 (誰)  ラ 

の 不二 見聞 1 時處 をつつ しんで 不レ怠 を 以て 實 とする なり。 仕レ 君の 道 たれ/ \ に 不レ限 

その 誠 をつ くす にあり とい へ ども、 中に も 君に 近 仕す るの 臣は身 を ゆだねて 不レ 立レ私 I 

常に 守レ 職不， 忘レ變 して、 先レ勞 而後 レ佚 にあるべき 也。 大方の あらまし にて は恪 勤す 

るの 節 をた がふる に 至るべく、 若し 非常 の 變ぁ ら ん時 忘却し て つ とめ を 失 ふ こ と あ る 

ベければ、 如， 此云ふ 也。 

遠 臣は頭 奉行の 下知 を 守りて 直に 君命 を不， 承 を 以て、 ひたすら 又つ とめ 難き なれ 

ば、 その 誠盡 すに 便な し。 然れ ども 其の 本 を 糾明 十る 時 は、 形に 遠近 ありと いへ ども. 

心に 精粗 あるべからず。 君の 見聞に 遠き を 以てつ とめに 竦密 あらん こと は、 利害 を以 

て 計る にして 義理 を究 むる にあらず。 我が 頭と し將 とする 人の 人品に 善惡 あって、 我 

が つとむる 處の 厚薄 上へ 通じが たく 知れが たからん こと を 思 ふ、 是れ叉 利害の ため 兑 

臣道ニ 仕 法  .  一 五 九 
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こ 事 の 記 
と を 上の 
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聞の ためにして、 誠の 志と 云 ひがたし。 頭 奉行 は 君の 志 をう けて 我れ を 令す るの 人な 

れば、 是れを 恭敬す る こと 君 を 恭敬す るに なれり。 然れば 我がつ とむべき 所の 職 役 を 

守りて 誠 を 深く し、 出身 をね ざしと せず、 利害 を專ら とせず、 義理の ままに 守らん は- 

土の 本意と 云 ふべき 也。 幸に して 此の 誠 上に 通ず ると き は 可也、 不レ 通と 云へ ども 是 

れ 義理の 當然 にして、 致すべからざる こと を 致せる にあら ざれば、 そのき こえ を 願 ふ 

べき 事な し。 奉公の 間、 近臣 はす すんで 遠臣は 怠る こと 世の つねな り。 是れ 君の 政不 

レ通處 ある を 以て 也。 臣 として 君の 政に よって 其の 奉公 を 思 はんこと は、 誠 をつ くす 

と不レ 可レ云 也。 但し 我れ において 禮の たが ひ義の そむく 處 あらん は、 叉臣の 可 レ思處 

也、 唯 だ 誠 を ふかくして、 聊か 利害に 不レ 可， 陷也。 

三 I 致仕 を 論ず 

師曰 はく、 曲禮 曰、 大夫 七十 而致， 事と い へ り。 仕官の 節、 七十 を 以て 仕 を かへ す 

の 年と す。 云 ふ 心 は、 七十 は 老衰の 節に して 氣勞れ 心不レ 全、 手足 四 支 不：， 稱レ思 なれ 

ば、 .f 目 を 辭し截 を 去りて 代謝す るの 道と す、 是れ 致仕 亦 君の ためなる こと を はかつ 


自 へへ 

や 四 三 

は几辭 
つ は 竊 
ゑ^ 


て、 私の 安佚 を 後に する 也。 されば 君の ため を 謀る と 云 ふ は、 年老い 氣衰 ふれば 心 叉 

ル カラ  こうせい 

これが ために 不, 全 を 以て 官に 怠慢 の 形 必ず 生ず、 而 して 後生の もの を 仕立て 新な る 

官人を 道び きて、 壯 若の 人を敎 導す る は 人 を 能くす るの 法な り。 故に 致仕して 後官の 

人 を 取 立てん こと 仕官の 本意と 云 ふべき 也。 P 仇 や 官職 輕薄 にして 唯 だ 四 支の つか へ を- 

な さん 輩 は、  老衰 するとき は 官を辭 する こと 古の 道 也。 官職 を 去りて 後に 身の つとめ 

を ほしいまま にして、 天下の 事に おいて 是れを 云 ふこと を恥づ るの 輩 あり。 隱遁 放逸 

の 輩に 至りて は 其の 業 左 も あるべき にや。 有レ志 レ君 之士、 雖レ 返づ居 山林； 未， I 嘗 

一 日 忘 一き 也と 云 ふ は 古 Q 格言 也。 しかれば 上表して 致仕 を 求む る は、 知， 止 不， 失， I 

退 節-の 戒也。 退く と 云へ ども- 唯 だ 我が身の 放逸 を不， 求して 猶 ほっとめて 天下の 風 

俗 を は げ ま し勸む る を 行と する が ゆ ゑに、 進退 動靜 ともに 理に當 りて 其の 誡を 不レ失 

になれ るべ し。 其の 人品に 因り て 致仕す る こ と不レ 叶の 事 あらんに は、 是れ叉 不レ得 

ムヲ  (上 S)- 一  ハク シ レバ  スル 1 ヲ ズ フ ヒー キチ ャゥヲ 

レ已の 儀 也。 曲禮 曰、 若不レ 得, 謝 則 必賜ニ 之 几 杖 一とい へり。 臣は 七十 を 以て 致仕 を 

上表し、 君 は 彼れ が 返 去して 世の よせの 薄 かりなん こと を 田 ふ、 是れ 君臣の 禮節 なり。 • 

必ず 七十に して 不, あ、 老いて 仕 を かへ さ ざらん もの を そしり、 退いて 世事 を 思 はん 

臣道ニ 仕 法  一六 一 
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もの を あしし と 云 はん 事 は、 皆 以て あやまり 也。 退去 致仕と もに 義の ある 所に して、 

i4 レ SKnTO 理を 以て 是れ に隨 順す るに あり。 此の間 尤も 私の 見解 を 立つ ベ からざる 也 


S 利 こ 中 翁 5 と 入 敵 木搏功 2 多 
5 方れ 八 山 5 い 道 手 • 戰臣； ；； し 

の は 年 天 ふしな 北し、 
山 私 京に 皇實 て り 畠て 東 尊 
名 年 都 しの は 道き の 、西 氏 
氏 號足 て 元 後 靜、 好 棟に の 


卞 この 卷のー 

表題 は 原本に， 

なき も、 長文 

ゆ ゑ 便宜 編 省； 

補ひ附 せし も 

のな り I 

二) 足 利義ー 

S  • 義滿に 仕 

へ し 武臣、 主 

に 九州に あり； 

て 菊 池 氏と 戰 I 

ひ、 互に 成欽. S 


道して 了 俊と. 

いふ。 今 川大ー 

養 紙， 難 太平 一 

記 その他 文" 

f^, 歌 學の著 一 
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臣道 二- 


臣 談 附 奴婢の 義 

三 二 父祖 代々 の 君恩 を 思 ふべ し 

師曰 はく、 今 川 了 俊 曰 はく、 愚なる 身に は 己れ が 親祖は 如何な りし 者、 如何ば かり 

ビて 世に 在りけ るぞと 知るべき 也。 人の 事 は 知り 侍らず.、 我が身に て 思 ふに、 吾が 父 

**i  ル ラ  (二)  ときう ち  (三)  うち 0 

より 先の こと はつ や/,  \ 不レ知 也。 昔 山 名 修理 大夫時 氏と 云 ひし は 明 德に內 野の 軍に 

GT)  (li 

打 たれし 陸奧 守が 父な り。 それが 常に 申せし は、 我が 子孫 はうた が ひなく 朝敵に たり 

ぬべ し、 其のい はれ は 我れ は建武 已來當 御代の 御影に て 人に たり ぬれば、 元弘 以往 は 

かう づけ 

ただ 民 百姓の 如くに て 上野の 山 市と 云 ふ處に 住みし かば、 渡世の かたし さも 身の程 も 

知りに き、 又は 軍の 難儀 を も 思 ひ 知りに き、 されば 此の 御代の 御 恩の 穴 ふき を も 知り、 

ほ 道 三 臣談  一六 三 
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おろ そ. A 

世の ただず まひ も 且つ は辨 へたる に、 今 は ややもすれば 上 を も 疎に 思 ひたり， 人 を も 

_フ 

賤 しく 思 ふに て 知りぬ、 子どもが 世と 成りて は 君の 御 恩 を も 親の を も不レ 知、 己れ 

をのみ かがやかして 過分に のみな り 行くべき 程に、 雅意に まかせ 御 不審 を 蒙む るべ き • 

也と、 子息 どもの 聞く 處 にて 申しき。 如レ 案の 御 敵に 成りし かば、 昔の 人 はか やうの 

大 すがた をば 能く 心得け るに や。 實に 此の 人 一 文字 不通な りし かど も、 能く 申しけ る 

にこ そと 云 々 。 まことに 我れ 人と もに 昔 を 忘れ 遠き をす て だ當 分の 事 をのみ 思 ふ 

が ゆ ゑに、 先祖の 事 を不レ 知、 君恩の 深 重なる こと を 忘れて、 上下の 分 をた がへ、 思 

ふま じき こと を 思 ひ、 なす 不， 可 こと を 致す にい たれり。 然れば 遠く は 父祖 代々 の 君 

囚ひ を 考へ、 近く は 我が身に 取りて 君恩の 深 重なる こと を つて 奉公の 忠を なす 事、 是 

れ 忠臣の 趣な り。 必ず 今 を 以て 古 を 忘れ、 薄き を 以て 厚き を おろそかに 不レ可 n 心得- 

事な り。 

三 三 君に 身 を委ぬ 

師曰 はく、 委^^君に仕ふるは古の戒にゃ。 一 旦敵を 拒ぎ 害 を 守りて、 我が身 是れ 


がた めに 死亡 をた す 事 は 世 以て 多くして、 始終の 忠を 全くし 身 を不レ 立して、 君の た 

めな らんこと を 欲する は 希 也。 されば 家々 にさし も 其の 君恩 を 深べ うけ 取 立てら るる 

の 輩 多し とい へ ども、 1 事の 忠勤 を つとむる にたれ る 斗り にして い 始終の つとめ を 全 

け う  みやう が 

く 致し まことの 忠臣の 列に 入る こと は、 古今と もに 希有 也。 其の 身の 冥加 を 以て 君の 

親 命に か はり、 世 を はやく 身 まかり 打 死 を 快くして、 身の 一期 を 一 旦の 報謝に 究 むる こ 

n お と は、 凡人の まことの 忠臣に 比して に 叉 易レ盡 こと 也。 佐々 木 高 綱 は秀義 

後年 右近 iss 大  (一二  (一一)  (Q;) す は ど 0  こうさよ 

之 四 男 也、 石橋の 合 戰に右 大將家 敗軍の 時、 高 綱 兵衞佐 殿の 名 を 賜 はりて、 後 担を遂 

げて 自ら <。^レ1 こと たり。 あ t 之レき 家の がるる こと を 得たり。 此の 時賴朝 甚だ 感じ 

朝の 宫名 にて、 

同じ パぱ？ I て、 若し 曰 本を領 せば 其の 半 を 以て 汝を 賞すべし との 玉 へ り。 世靜 まりて 後に、 備 

fffs^r," 前 • 安藝 • 周 防. 因幡 • 伯耆 • 日向 • 出 雲 七 ケ國の 管領 を 給 はり けれども、 日本 半國 

(五) 太平 記 

S5"、 吉 の 約束 相違せ りと て、 もと どり を 切りて 高野山に こもれり。 高 綱 さしもの 勇士に て 其 

お 第 事に 出つ  キ Z 

!^)  の 戰功擧 げて云 ふべ からず、 若し 石橋に て 打 死 を とげな ば 忠臣の 內に 可， 入 なれ ども • 

(七) 平 盛  ーフ i) よしてる (六)  リ ヒ  たてこも  . - 

,卷 ヌ EI ほ 幸に 命 生きて 忠臣の 名を不 J 豕。 村上義 光大 塔の 宮に奉 レ從吉 野の 城に 極 籠り、 親王 を 

二に 出つ 繼  ••  (七) 

0^0 山中に 遁れ しめて、 自ら 稱ニ大 塔宮； 高榜 にて 腹 を 切る。 佐藤繼 信が 八 島の 一 戰に義 

臣道三 巨談  一六 五 


事 に 毛^ 兵 介^ 

の 代 受ケ衞 'v^ 

條 b 庄嶽 、そ 

に 忠 介 合 この 毛 
出 死勝戰 の弟受 
づの^ 記事 庄庄 
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經の矢 表に 立ち塞がりて 打 死 をと げし、 其の 品 ゆ 乙 ありぬ ベ けれども， 押して 主君の 

も す  それがし  55 じる し  シテ 

命に 替れる を 以て 其の 勇 忠を稱 す。 近く は 毛 受の某 甲が 勝 家が 馬符を 立て、 自ら 稱ニ 

めんじょ 

勝 家 一し ば/ \戰 つて 兄弟と もに 打 死す。 是れ等 は 其の 義の 至り 其の 事 を とげて 始終 

の 沙汰に 不レ 及、 一事の なしが たきこと を 全うして、 其の 忠死 をと ぐる 也。 末の世と 

お) 德 出家 云へ ども、 臨レ 難不ん 待レ已 して 一 旦の忠 死 はなり ぬべ けれども、 始終 を 全くす る こと 

(三) 今 川 氏  ルメ  キプ 

f 許 をい ふ は、 德を 以て 內を ねり 事を詳 にして 理 を不, 究の輩 は 可レ及 所に あらざる 也。 或 人の 云 

(g!) 名は數  -  , 

へる は、 三 郞信康 卿 源 君の 質と して 駿 河に 御座の 時、 石 川 伯耆守 申し 請 ひて 御 迎に參 

耆.？ と稱 す。 

K 正 ±ー 一年 大 り、 若し 事あって 信康卿 難に あはせ 玉 はんに、 幼稚の 若君 を獨り 苦しめ 奉らん こと を 

K に奔り しも、 

00 歎じて、 此の 義死を 快く せんとの 思 人 也と にや、 石 川つ ひに n 河に 行きて： t" 康 卿に 仕 

^み！ S ^せす、  シ フ  ながく て 

数- t ぢて病 へ 奉りぬ。 此の 義志 まこ に 忠勇と も可レ 謂、 而 して 長久 手の 役の 後、 羽柴秀 吉に屬 

も^して ^お  タレ 

^^0^ し 祿邑を 畳に す、 是れ 忠義の 士 の所レ 恥に あらず や。 されば 石川駿 河に おいて 事 あつ 

お) i^ir か て 死 を 快くせば 後の 不義 は あるべ から ざれ ども、 終 を 全くす る ことの 不， 叶 を 以て 不 

綴 長の 死  キズ  よ 

義の祿 を 食す る こと、 尤も 可レ歎 也。 人よ く始 をつつ しむと いへ ども、 終を克 くす る 

II れ 『— ことの 難レ 成と、 古人の 格言 殆ど 可レ 案に や。 彼是 較 了す るに、 身 を 委ねて 君に 仕 ふる 


かたつ かた  カラ フ 

の 道、 只 だ 偏 に不， 可レ 思、 よく 其の 本源 を 究理して 始終 をつつ しみ、 全く 其の 忠を 

• 可レ盡 也。 

三 四 正 成 君に 身 を 委ねて 範を垂 る 

師曰 はく、 楠 (木) 正 成 後醍醐 帝の 命に 應 じて 赤 坂の 械を 廿日 あまり 持ちて、 粮盡き 

P) 一一 一、 て 械を燒 き 棄て打 死の 體を なして 返き ける 時の 言に 云 はく、 元来 天下の 士卒に 先立つ 

3 ま 事 の隊こ  ズキ -ーシ ムモ U 

出づ 、「全 あ て 草創の 功 を 志と する 上 は、 節に 當り義 に 臨んで は 命 を 非, 可, 惜、 雖レ然 事に のぞん 

亡レ敵 の 計 策 

お」 タ M 一 まほ で 恐れ、 謀 を 好んで 成す は 勇士の する 所 也。 されば 暫く 此め城 を 落ちて 正 成 自害の 體 

if  シ  ス くだ  つま 

を 示しな ば、 東國勢 定めて んで可 二 下向？ 下らば 正 成 打って出で、 又 上らば 深山に 

引 入れ、 四 五 度が ほど 東國 勢を惱 ました らんに は、 たど か 返 屈せ ざらん。 是れ 全レ身 

、-ン J. 、& _ 己  ボス ヲ  (七)  す だ  う つつ- -6 や.？. 6 つな 

六け， I 一？。 亡レ 敵の 計 策な り。 叉 天 王 寺 出張の 時、 初め 陶田 丄咼橋 敗軍の あとに 宇津宮 公綱が よ 

但し 同書に は  〈 

陶出 を隔 田に せし とき、 良將は 不レ戰 して 勝つ 也と 云 ひて、 其の 陣を 引退き て敲に 一 面目 あらせたり。 

作る 

又 兵 庫に て 討死の 前 に 子息 の 正 行に 樓 井の 宿に 於て 遣 命 を 告げけ る は、 正 成 已に打 死 

に出づ  (九) 

(九〕 尊 氏 すと ききなば、 天下 は 必ず 將 軍の 代に 成りぬ と 心得べ し、 然 りと 云へ ども、 一旦の 身 

臣道三 臣該  一 六 七 
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命 を 助けん がた めに 多年の 忠烈 を 失 ひて 降 人に 出づる こと 有る ベ からず、 一 族若黨 の 

一人 も 死に 殘り てあらん 程 は、 金剛 山の 邊に引 籠りて 義を 守り 忠を つくすべし、 是れ 

汝が 第一 の 孝行 也と 云へ り。 是れ 等の 格言 を考 ふるに、 正 成が 君に 仕 ふる 處、 聊か 世 

上の 嘲 を不レ 脆、 身の 利害 を不レ 謀して、 唯 だ義を 守り 忠を盡 す こと を專ら とす、 是れ 

則ち 委 "tli (君の 道と 可レ謂 也。 身 を 立て 我れ を 先んじて 致す こと は、 義忠 において 

かくる 處 ある もの 也、 唯 だ義に まかせて 盡， 己が ゆ ゑに、 身 を 立て 我れ を 先んじて 利 

害 を 謀り 毀譽 を專ら とする ことなし。 赤 坂. 天 王 寺に おいて、 身 を 先立て 毀 譽を思 は 

ば、 必ず まことに 死 をな して 一 時の 名 を 快くし、 勝つ こと を 好んで 謀 をう すくす ベ 

き、 是れ 我れ を 立てて 不， 委レ 身の 處也〕 正 成が 言行に おいて 其の 機 さらに 不 レ發、 况 

や 正 行に 命ずる に以 一一 利害 ー不， 可, 損 二 忠義 一の 一 言 を 遣せ り。 忠臣 義士の 本意と 可レ謂 

也。 

三 五 主君の 氣に隨 ふ 

師曰 はく、 故實撰 要に 云 ふ、 古人の 云 へ る は、 主人の 氣に 入らん とする はわろ し、 


れ 朝の 2 さ忠 らお 閑に 主 共 閑 s 想 三 

%、StfS で is"^ リ 

！】 g:— gtsr 、！籠 霞 i 
/iii  IS を 去 t> 釣 亡臣、 ま 釣 義 


左 あれば 如何なる 不思議 を も 申入れ、 叉 卒爾なる こと を 被 レ歡を も 同心いた し、 叉ュ B 

,a めきなる こと を も 申し 候へば、 人に もに くまれ 卒雨も 出来す るな り。 唯 だ 主人の 

氣に隨 ひて、 ^  一^ 仰 化 一 こと を 違 へ じと 奉公いた すべ き 也と い へ り。 

三 六 憂患 難儀に 處す るの 修練 

師曰 はく、 人臣の 道、 大方に 修練いた して は、 憂患 難儀に のぞんで 曰 比の 忠信 を不 

第 f ね, れ して ii^ レ i もの あるべからず.。 されば 世が 世に て 富み さかえ きらめく 時に 忠臣 也と 

lit. み ゆる 輩 も、 事の 變じ 天地の 所 を かふる 期に のぞみて 其のみ さほの 正しき はま f 也。 

お 子 曰 はく、 年 寒く して 松柏の r\， しるとの 玉へ り。 老子 曰、 國奪亂 有-一忠 

臣 一と 云へ る も、 此ノ のこと なるべし。 又お ちめ をよ くみ 届け 患難 をた すけし 臣下の、 

平時に 及んで 其の 功 を 立つ る 志 出来して 行 I 違す I ぁヒ 然れば 榮枯に 付 1  ノ書 

に 因りて 其の 志を變 ぜん は 忠義の 士と 14,1^"^ あ 也。 德義を 不レ知 身の つとめ を不 レ究士 

時の 幸に まかせて 時め きぬる は、 必ず 雙 4 に 臨んで 志 不レ變 こと あらず。 近 "は ひ.； 

川 氏眞の 寵臣 (f の 1、 武田 勝賴 の 老臣 f 釣閑. 跡部大 炊、 各^て 可 k。  ^ 
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y ぐ 一：， 高倉宮 谷 部 信 連が 宮を園 城 寺に 入れ 奉りて、 信 連 一 人 高 倉の 御所に 留まりて 官軍 を 担ぎ、 請 

r 一一 一一  0^ 訪の盛 世が 高の 師 冬と 父子の 約 をな せし によって、 觀應の 亂に師 冬 甲 州の 洲澤の 城に 

の檢 非違 使 等  if ムル レヲ 

.^.S^J こもり 基 氏-直 義を敵 とせし に、 識訪祝 部攻, 之 こと 甚だ 急 也。 盛 世 初め 祝 部に した 

^賴 政との 平 

が ひ 寄 手に ありし が、 事の 急なる を 見て 終に 城 中に 入りて 師冬 とともに 死す。 いづ 

(S 正 平 六 れも 勇義に 深く、 其の 志 尤も 深 重 也と 可レ云 也。 近く は 山中 鹿 之 助 幸 盛が 尼 子の 家臣 

； Ilr^ 足 II なりし を 以て 雲 州 を 再 輿の 志不, 淺、 信 長 卿 を 憑み、 後に 屬ニ 秀亩 卿； 播州 上 月 城に 籠 

に內訌 あり、  S) (せ：：) 

<^氏.直義和 りて、 毛 利 家 を 引 請けて 戰 功を勵 みした めし、 小 見出 內^ が武田 勝賴の 滅亡 を 見屆け 

, ^て、 高師直  キ ス 

iiS せし て 死 を 快くせ し、 各-仕 宫の ものの 本意と 可， 爲 こと 也。 或 人の 曰 はく、 奥州 伊達 正 

0^^^ 宗が 家に 大 町の 某 甲と 云へ る士、 事あって 家 を 退き、 其の 比 は關白 秀次氣 にっかへ け 

跡 部 勝 S3： の爲  5 

るが、 正宗 • 氏鄕 異論の こと 出來て 正宗 身上 危 きの 風說を 聞き、 則ち 秀 次に 假を 巾し 

せし：^ 主家  せんど 

の 危急 をき き 代々 の 主筋 なれば 先途 を兒屆 けたき 旨し きりに 請 ひければ、 秀次 其の 志 を 感じて 暇 を 

お 1^15 たびぬ といへ り。 彼等 は 其の 身 輕く祿 薄き もの 也と いへ ども、 時に 取りて 其の 忠義に 

よる 所、 尤も 人の 所 二 感激 一也。 君臣の 間 は 主人の 臣に 厚薄 ある を 以て 其の 論 を 不レ可 

鄉  ズ- 

レ爲 こと 也。 


師曰 はく、 近 比 某 甲と かやい へる 人の 領分の 百姓 罪せられ、 其の 妻女 井に 下女と も 

おつ-一 とら-にれ 

に 禁獄 せられぬ。 重き 罪 を 以て 奴まで 囚に 及び ぬれば、 妻女の 命も危 かりき。 かくて 

程 を經て 大赦の 行 はれければ、 彼の 下女 は ゆるされぬ。 下女 奉行所に おいて 告げけ る 

をん なぎ- 6 

は、 我が 主人た る 女 君 常に 病 者に て 憎み 多く、 獄中に 死に 玉 はん 事の なげき 入り 候へ 

ば、 願 はく は 我れ を 以て 彼れ にか はらしめ 玉 ひて 罪科に 行 はれ、 女 君 を 赦し玉 ふこ モ、 

身の ゆるされ を 蒙らん より 可, 辱 也、 しからず ば 其の儘に 我れ も 禁獄に 逢 ひて、 獄中 

の 介 保 を 心に まかせ 度く こそと、 無二 餘 儀-これ を訴 へ、 泣く 泣くな げきければ、 奉行 

もさす が 岩 木に あら ざれば、 其の 志に 感じて 法 を 糾明の 上、 この 下女が 忠心 によって 

主の 女 をも赦 しあた へけ りと にや。 女 は 天地の 偏氣 をう けて 其の 德 男に 不, 可， 及と い 

,  ム  ムヲ  ヲズ ルル タ  キノ 

へど も、 不レ得 レ已の 誠 は 其の 所レ感 不レ^ を 以て、 終に 如レ 此の 忠義 を 行へ る こと、 た 

めし 少なき 事た るべ し。 

たか てん じん (ヒ) 

一 一 i こ ほ 一 f レ、 師曰 はく、 武 田勝賴 弓矢の 鋒よ わくたり て 遠 州 高 天神の 城す でに 危く、 番手の 面々 

si 舆行 引取る ことなりが たきに 付き、 髙 天神 番勢惣 連署 を 以て 勝賴の 加勢 を 願 ひける 時、 橫 

臼 一 人達 署 に不, 加、 ^紙 を 以て 言ひ途 りけ る は、 屋 形の 御 出馬 必ず 無用に 可， 被レ 1^ 
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也、 御馬 を 出され、 いつもの 如くに 此の 城 を 抱へ 玉 はば 尤も 也- 番手の 者 を 堅固に 引 

かせ， 玉 はんため 斗り にて 此の 城 を 可, 被, 捨 なれば、 御 出馬の 甲斐な く、 御惡名 世間に 

si 充ち、 武義の 鋒 次第によ わく 可レ 有， 之、 番手の 衆 打 死いた すと 云へ ども、 屋 形の 御 弓 

Ig^Mg 國 矢に 難の 不レ 付處を 第一と 存候， 此の 械 にて 不， あ 打 死いた して 上の 御た めに もレ i の 

卿、 一霞の 魏 義 あらば、 横 田 人に もさの みおとらず 城 を 枕と 可， 仕 也、 不, 然ば 其の 事 は 十が 九 切り 

^^.-M ぬけ 可レ 中と 云へ る 書付 を 奉り ぬ。 其の後 橫田 その 言の 如く 切りぬ け 甲 州に かへ りぬ。 

しも その 命。 に 横 田が 此の 一通、 古にも無レ所レ恥忠義の心深重と可レー！^也。 末の世と 云へ ども、 天地 

に 1,1 志に ijf, 易, 所の 間 は 誠の 所, E ことに 無レ 息と 云 ふべき 也。 

ま 師曰 はく、  6 不レ £r-4i 之 I； 蒙 ir 靈， 不 h 仏" 

ぐれ、 後漢末 ル i) ヌ ヲ 

篤 n 劉備 一之 窨 上と 云へ り。 燕の 樂毅ゅ ああり て 超に 奔れ り。 趙 王用ノ 之で 後に 燕 を 伐 

ii に屬? ！ぃ つべき の 謀 を 樂毅に 問 ひければ、 毅 泣く 泣く 答へ ける は、 臣昔 燕に ありて 昭 王に 事 ふ 

が 又 去って 備 、 、  ナラ  . 

る こと 今 曰の 大王に つか ふるに 不レ異 、若し 又 罪 を 得て 他國 にあり とも、 身 を 終る 

C さ. i1 § まで 敢へ て趙の 奴隸を も不レ 可レ謀 也、 1_ 心 や 王の 子孫に おいて は S を 以て 是れ にあ だ 

昭烈 帝な り。  *. う 

E5i 照 せんや 此の 心 を 察し 玉へ と吿 しければ、 趙王大 に 感じて、 毅を觀 津に封 じて 望 諸君 


と號 せりと 也。 燕の 惠王、 超に 樂毅を 用 ひて ける をお それて、 使 を 念 比に して 樂毅を 

ヱ 0 ハク ンデ (七)  二 テ (八) ヲ ス 〈トノ  ルテデ  ハ 

3 お 記の ただめ ければ、 樂毅が 曰、 臨 n 不測 之 罪ー以 爲レ 利、 義 之所レ 不一 ー敢出 一也、 古 之 君子 

樂 傳こ 出づ-  & 

し) こ 5! を 去 交 %不 い 35こ 惡聲ー 忠臣 去 A 國不レ 潔 U 其 名 一と 一 K へ る こと を 答へ けりと 也。 袁澳は 元と 蜀 

I ふ 八 f^st^^ こ 仕へ たる を 以て、 劉備を 罵る の 書 を不レ 作。 是れ等 は 時戰國 にあって、 朝に は 君臣 

燒倖 とする こ  ル レ ヲ 

r 丸) . 信 長の とたり 夕に は寇 辯の 思 をな すの 輩、 世 以て 是れを 例と す、 而 して 不レ忘 n 舊 君-はまこ 

0 池 田 との 忠臣 義士と 云 ふべき 也。 君臣の 名號を 蒙り、 其の 祿食を ゆたかに いたし 恩 惠を厚 

00. 信 長に 

0^^^^  くう けし 輩、 一旦の 怒に 因って 國を 去り 君 を はたれ て、 しきりに 舊里 故鄕を 忘れ 怨 

00^, 敏の 田： n ごた さん 事、 義 において 所レ恥 多く、 尤も 忠臣の 沙汰に 不レ 可レ及 也。 甚だ 可こ修 

この 時. 剃髮し ス 

て庄 入と 缓す。 #-,#^1 も 也 C 

緣田信 孝 亡び 1^1 毒と もせ  、 

B^^.^. 師曰 はく、 緩 田 信 長 卿 生害の 後、 一雄 卿と 羽 柴秀吉 卿 鋅循に 及びければ、 信 雄與ニ 

秀吉.信^^"確  (5)  ダセ  ， ， ， 

ふ^^ 秀 秀吉； 使 を 以て 池 田 庄入を 招く。 庄 入翁豫 して 未， 決、 片桐半 右衛門と 伊木 淸兵衞 に 

談ず。 片桐曰 はく、 信 長の 厚寵 甚だ 重し、 潘雄を 教ひ玉 はん 事 義の所 レ當 也、 不レ足 

一一 年 愛 手に ,ぁ ど。 時に 伊木 曰 はく、 秀吉の 行事 を考 ふるに 天下の 器たり、 唯 だ 速に 秀吉 に從ひ 

2 わ fs 玉 ふべ し、 然 らば 身 全く 國 mli して 子孫 永久に 及び 玉 ふべ し、 若し 信 雄に 從ひ玉 はば、 
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身 やぶれ 國危く 子孫の 滅亡 今に ありぬ ベ し、 たと へ 義を 守る と 云へ ども 不：， 如レぁ 

レ 家と。 庄 入つ ひに 是れ に從 ふ。 片桐大 に 嘲り 哂 ひて 曰 はく、 義理の 正に 背く、  士の 

本意に あらざる 也と 云々。 與, 家と 立 レ義と は 利害に 付き 道義に よる、 其の 論 甚だ 可 一一 

究理 一也。 池 田の 家に ついて 其の 批判 を なすこと は、 池 田の 家の 始終 を不, 詳して は 難 

レ論 ことなれば さておきぬ。 すべ て 人の 臣 たる 道 は 利害に つき 與亡 によって 論じて は、 

悉く 出世 立身の 沙汰に なりて、 上へ 忠を盡 し 身に 義を 守る ことの 大道 はす たれなん こ 

と 也。 其の上 利害 興亡 は 半 は 人に かかり 半 は 天の 命に かかる ことなれば、 人よ く 謀る 

と 云へ ども 天の 命 は 所， 不二 作爲ー あり。 然れ ば義を 糾明し 忠を格 物して、 義 にあたり 

忠 にき はまる において は、 利害 與亡を はからず して 其の 所, 爲に あたれる こと をな し 

て、 身に おいて 利 あり 家に おいて 興らば 幸 也、 害 ありて 亡ぶ ると 云へ ども 無レ所 レ怨。 

是れ 人の つとむべき 本意 也。 義 を不， 糾忠 を不， 盡に は、 身の ながらへ 家の つた はりた 

れば とて 何の 益 か あらん なれば、 臣の 君に 仕 ふるの 道 能く 義 利の 間 を 勘 辨可レ 仕 こと 

也。 忠義に ついで は 家 を 思 ひ、 家に ついで は 身 を 思 ふ、 是れ 則ち 當然の 用と 可レ謂 也。 

身 を 立て 家 をお こさん こと を 本と して、 上に 仕へ 君に 奉公 せんこと は、 仕官の 道に あ 


ら ざる 也。 但し 其の 君臣 累代 相傳の 家人、 叉 は當分 仕官の 輩、 叉 は恩惠 親疎の 厚薄に 

因りて、 義の ある 所 差別 あるべき こと 也、 一片に 泥 著して 不レ 可レ論 也。 

三 七 義 利の 辨  二， 

(一) 師曰 は く、 畳 臣秀吉 卿 朝鮮 征伐の 時、 沈 惟敬 倩 二 朝鮮 僧 惟政 松 雪 一て 淸 正と 筆談 を遂 

^  ^  P  ^  、ン. 、-  、ズシ ）- ヌル 

げしむ。 其の 辭に Dp  Sf 云、 朝鮮 與二 日本一 和平 斷絕、 則卽 倭 兵漫々 而 可-渡. 海 来- 

も詐き 一方に  ラ，、  シ千  ヲ  キハ ス  ト  ルカ ラ ラス ヌ シ カノ ミ亡フ ズ ノ  ル マー- L  ： ひ 

は 日本 を 偽り 也、 然服燒 「一. 却 朝鮮 國中 一而 可， 爲ニ 焦土 一 者、 不：， 可：， 囘, 踵 也、 加 之 朝 能 v< 民 至 ニ禽獸 1 悉 

て 1 1 度并 に  、  、  . ノ.  ,  ノヲ  、チル 

一^二 滅 可， 萬 n 倍 于六年 前 之 兵事 1 也、 以 wsn 土 思 二 惟之-可也、 朝鮮 之 安危、 卽今 在- 

國王之 胸， a-- 也、 予 き- 案、 欲. つ 調 n 戢 和平-之 謀、 王子 兄弟 之 C 1 人、 渡， - 日本, 而致 二 

禮 亂 於 太閤 殿 lA 則 和平 乎、 以ニ 王子 一人 之 渡海； 而救二 助 朝鮮 國數千 萬 億 無 

量 無 數之人 ti^, 之 事、 亦 K バ. Z 可 乎、 . ^事詳 可， 吿ニ國 王 1 也。 松 雲 答 曰、 王子 渡レ 海事、 勢 

I レ 14( 難" 而きき 不可 也、 以-- 王子 一 身 1 論 レ之、 則宜 111 渡 レ海而 伸 ニ禮於 太閤 之 前 一 ^二 

宗； 一 則不， も y-l 王子？ 1 送 * 禮於君 父 之 響 之 家 h 明 知 二 決 不一 レ可レ 送 也、 汉我 

I 王 H^、  ill^ 一" I 天子 之，^ 1^1 則 人 二親 k 朝 1, 猶 且不. ヽ爲、 其 能 渡 レ海而 見- 1 響 家 之 面目 1 耶、 然 
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謀 あ， I 於 人； 而成 .141 於 天-也、 不 言， 天而不 r 謀 也、 大 上官 .1-; 淸 則宜 レ謀レ 之、 而 

へ -A 

我國 則斷， 之 以 に義 也。 問 云、 前件 松 雲 所 J! 一 n 之以， I 宗社 之義； 王子 之 渡， 海、 義則不 

可也、 予謂、 宗社 能鎭， 一 護 國土ー  則 宗社亦 可 A 敬 也、 宗 社若不 レ 護ニ國 土； 則不， 可レ敬 

也、 朝鮮 宗社 依， 不： 國土； 而比年 朝鮮 成ニ亂 邦； 不， 可， 敬 也、 叉 謂、 如 二 松 雲 所レ言 

者； 王子 若不 A 渡， 海、 則 倭 兵 再可レ 毀， I 宗社 1 也、 然則 王子 之渡レ 海、 是敬 ニ宗社 1 也、 叉 

多 一 朝鮮 萬 億 之 人民 1 也 云々。 松 雲 答 曰、 義 不義 可 不可、 已陳， 1 前書； 吾 何 與ニ爾 的 f 

^^^^^^ 强 分- 1 指 馬 1 也、 只 待 二 天下 之 公論 1 耳、 復何 言 哉 云々。 

4^  S; よ hs ョビ  フ  ズルテ  ヌム レヲ 

今 案ずる に、 松 雲が 所 匕 百 は義を 以てして、 淸 正が 所に 1 は以ニ 利害 1 责レ 之。 朝鮮の 興 

亡 を 云 ふとき は 唯だ義 のみに して、 成と 不， 成と を 以て 天に まかす。 松 雲 は 浮：；^ にし 

て、 沈 惟敬 これ を やとって 論ぜし む、 其の 言の みに して 其の 實を 不レ 得の 徒 也と いへ 

ども、 所レ 論に 以ニ 公義 1 が ゆ ゑに、 其の 辭 取りて 可レ考 也。 君臣の 間、 其の 思 ひ 入る る 

所 只 だ義を 先んじて、 成と 不, 成と を 謀りて 犬の 命に 任す るに あり。 必ず 利害 を 先に 

して 義を 後に すべから ざる 也。 たと へば 義を 背いて 可 A 盡處 を不 レ盡、 利害 を 専らと 致 

しても、 天命 ここにつ きて 身 早世し 家 絶 ゆるに 至りなん も 難， 計、 叉 五代 十代の 永久 


(二) 周の 賢 

相 

(H) 史記趙 

世 家に 出づ. - 

春秋の 晉の 人、 

趙 s: とい ふ 友 


て 他の 兒を身 

代りに 敵の 爲 

に s« させ、 S 

の 遣 孤 を 育て 

て趙 氏の 跡 を 

立つ 

(四) 公孫； it 

臼の ことなり、 

趙 IS の 客な h -。 


て、 他人の 子 

伴 ひて 山に 

かくれ、 趙氏 

の 子と 偽り 示 

して ffi まれて 

共に 死せ り： 

因って B< と趙 

氏の 遺， せと は 

殘るを 得たり 

(五) 義弘隨 

永の 亂に 死す。 

後 fS 持 世 幼 か 


を 子孫に 傳 へたり と 云 へ ども、 義を かき 理にモ むいて は 天の 所レ 不レ容 ある もの なれば、 

, ^レ： ^の 所 可 こ詳究 一の 本源 也。 

師曰 はく、 昔 周の 厲王惡 逆の 積り て 出奔 ありし とき、 王の 太子 召 公が 家に のがれて 

ける を、 國人大 に 起り て 召 公の 家を圍 む。 召 公 曰 はく、 昔 我れ 王の 如 レ此、 なり 玉 はん 

こと を 田，〕 ひて しきりに 諫む といへ ども、 王不レ 用して つ ひに 此の 災に 及べり、 然れば 

とて 今 王の 太子 を 殺し 奉らん こと は臣の 道に あらず と 云 ひて、 王の 太子 をの がれし め- 

(三)  (H) 

ティ H ィ シ ヨキ ゥハ 

我が 子 を 以て 太子に か へ て 殺さし めけ りと 也。 後世 これ を 論じて 曰 はく、 程 $_ス • 杵 in 


死 二 天下 之 事 1 者 也、 召 公成 二 天下 之 事 一 者 也と e まことに 人臣の 大義と 可：， 謂 也。 

羅の 家、 大內左 京大 夫 盛 見と 云へ る 人、 兄の 義弘の あと 持 世が 幼若 を 輔佐して、 家の 

破れん とせし を 取 立て、 家臣の 放埒た る を 制して、 持 世 を 家の 主たら しむ。 ここに 成 5| 

見 一子の ありけ るが、 つくん \ 是れを 愛し 思 ふ は、 持 世 未だ 幼若に して 國危く 家い ぶ 

かしきに、 我れ 巳に 輔佐して 大內の 家 悉く 我れ に 馬す、 我れ 叉 此の 一 子 を 愛する こと 

甚し、 今 はさる 心 も あら ざれ ども、 人間の 迷妄に てい つし か 我が 愛子の 息に ひかれ、 

世の もてはやし 內緣 の推擧 によりて、 我が 心たがら 變 動して、 持 世 を棄て 我が 子 を 立 
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てた き 心の らんことの はかりが たければ、 此の 子 も 亦 成長して 家の 禍 となりなん 

こと も 計りが たしと 決定して、 或 時 海邊に 逍遙して ける が、 此の 一 子 をも携 へて、 此 

^^と致す間に、 漫々 たる 海底へ 取 落して 失せぬ。 家人 女性 聊か 此の 心 を しら ざれば、 

あわてて けれども 甲斐 もな し。 盛 見 叉 愁歎 不レ 淺、 時の 人 亦 此れ 謀と は不レ 知け る。 後 

に 盛 見が 思 入 は (.5 れに けりと 也。 難に 當 りて 子 を 代へ て 君の 命 をの がれし めしため し 

はありと 云 へ ども、 盛 見が 謀の 深 重に して け る は、 古に も 其の た め し 寡き 忠臣と 可 

レ云フ 也。 

三 八 古人の 義を 評す 

師曰 はく、 父子の 恩 は 天性の 所 レ不レ 得レ已 なりと いへ ども、 君臣の 義 において 當然 

の 至極 を 格 物 するとき は、 子 を棄て 父母 を棄 つる こと 古に 其のた めし 多し。 是れ我 

がた めに ァ して、 君の ため 國家 のために おいて 論ずれば 也。 されば 父母 妻子 

を 思 ふ も、 國家 天下に 比して 云 ふとき は、 猶ほ 我が身 を 思 ふと 云 ふに なれるべし。 ブ 

も 身と 父母 妻子 を 校了 するとき は、 父母 を 立て 妻子 を 後に す。 是れ 各. - 其の 裹に ふれ 


(一) 戰國時 

代魏 

(二) 中 山 亡 

びて 後 菜 逢に 

封ぜら る 

(三) 中 山の 

君、 樊 羊の 子 


にしておくる 

とい ふ 

(E) 東武城 

の 人、 字 は 威 

0. 初め 州 郡 

に 仕へ、 廉 

な 以て SS: びら 

れ、 累遷 して 

遼！： 太守と な 

る。 使 をして 

母と 妻子 を迎 


に^ 城 を 班 


にあ ひ、 捕へ 

られて 質と な 

る。 P 卑 これ 

も 連れて 郡, y 

4!？ つし なり 


て輕 重の 差 か はれば 也。 昔 魏の文 侯の 將樂羊 は 中 山 を 攻めて、 子の 羹を 唆りて 愁 へた 

る氣 色の あらず、 終に 中 山 を 亡ぼしぬ。 後 漢の遼 西の 太守 趙苞， 官に 到りて 母 を迎ふ 

るに、 道に おいて 敵に 奪 はれぬ。 敵 来りて 郡を攻 むる とき は、 母 を 先 だてて 趙苞に 示 

しければ， 超 ほ大に 悲しみて 申しけ る は、 徵祿を 以て 奉 養 をな さんと して 却って 母の 

禍を なせり。 昔 ^  二 母子； 今爲， 一王 臣； 義不 A 得 K 顧 二 私 恩 I 毀 * 忠節 上と 云 ひて ければ、 母 

リ  ゾン  ミナ テク ヲ  ヲ  レ. * ョレヌ 

遙に 云へ る は、 人 备有レ 命、 何 得 H 相 顧 以欠ニ 忠義； 爾其勉 い 之と はげましぬ。 趙 i3 つ 

ひに 敵 を 破りけ る を 以て、 母 あだのた めに 所レ 殺ぬ。 趙 k ほかへ りて 厚く 葬り、 古鄕の 

ミテヲ  クル ハヲル 二  ンテヌ テク スル ハヲル 二  ク \ ク ノリ テノ 

ものに 云 ひて ける は、 食 レ綠而 避 レ難 非レ忠 也、 殺 レ母以 全 レ義 非レ孝 也、 如レ是 有 一 1 何 

面目 一 立 二 於 天下； 遂に 血 を 吐きて 死せ りと ぞ。 彼等 は备. ^王事に 急なる を 以て、 其 

の 子 其 の 母 を 全くす る こと を不ん 待なん ぬ。 

されば 明 道程 子 曰、 以 二君 城 1 降 レ贼而 求 生 一一 其 母 一 固 不可 也矣、 然亦當 レ求下 所-一 

以ノ 生；， 母 之 方 h 奈何 不， 顧 而遽戰 乎と 趙 k ほが 事 を 評せる 也。 但し 事に 輕重 あり、 其の 品 

に 大小 厚薄 ある もの なれば、 詳 に不， 究 して は 義不レ 全、 却って 天 德の孝 慈 を 可レ失 

也。 ゎづ かの 小事に して 君の ために 其の 成す 所不 レ大、 國家を 救 ふに 不レ 足の 事を忠 
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也義 也と 心得て、 父子 天 倫の 誠 を 失 はん 事 は 尤も あさまし きこと 也。 されば 魏の文 侯 

樂 羊が 忠を 感じ 玉 へ ば、 精師赞 申しけ る は、 其の 子の 肉 を だに くら へ る 心 あらん もの 

■  (S 

は、 誰 を かくら は ざらん と 答へ ければ、 文 侯つ ひに 其の 功 を 賞す といへ ども 其の 志 を 

疑へ り。 後 儒 亦 趙苞を 評して 曰、 使 二，？ 一城 一而 君 在 レ焉、 城存則 君存、 城 亡 則 君 亡 は、 

敵 いかほど 母 を おびやかして 我れ を愁 へしむ と 云へ ども、 盡, 死而以 存レ君 可也、 § 

(1) 明の 方 が所レ 守の 地、 漢の與 亡の かかる 處 にあら ざれば、 以ニ大 漢一棄 一一 一 趙苞； ま 毛 愛の 如し. 

孝， け 5  シメ バ 

^^0^ 然 らば 謀 をめ ぐらして 敵の 心 をな だめ、 母 を 死亡に 不， 令レ 及して 敵 を；：^ U くるの 術 も あ 

氏、 正 *M そ るべ し、 其の 術不， 行ば、 棄レ母 以ァ全 レ城 も棄レ 郡而全 レ母 もと もに 義 にあら ざれ ども、 

の の 名 

(、「1^武§^^5- 其の 輕重 を考へ 或は 郡 を 君に かへ し、 或は 彼れ に 降して 母 を 全くす るの 道、 いかほど 

ふ。 その 英雄  キル  〈ユリ キ  ヨリ  モリ ギ r ヨリ 二) 方正 ゆ  ズル 

:e#sr 戰術 も 可レ有 也と 評す。 凡そ 君 固有 卞重ニ 於 親 一 者 h 親 亦 有 レ重ニ 於 君 一と、 古人の 所レ論 そのこ 

の 巧、 まさに  キセズ  - 

.0^^^^ とわり 可 一一 种案 一也。 . 

I せし 人に 魏の曹 操戰に 勝ちて、 蜀の臣 徐庶が 母 を 生 どり ぬ。 徐庶 犬に 愁 へて、 先主に 向って 

して、 共に 蜀  J 

^ おひ 乞 己れ が 心 を 指して 申しけ る は、 我れ 將 軍と 天下の 業 を はかりし は、 此の 方寸の 地を以 

りて 魏に行 て 也。 今 巳に 失 二 老母 1 て 方寸 亂れ ぬ、 事 を はかる に 益な し、 請ふ曹 操に 降ず る こと を 


了 凡 は その 字、 


秀 の 朝鮮 を 

ちし 時 明お. 

の 人と して * 

武 にも 文に も 

^あり。 その 

(五) ？ S の 高 

1^ん劉邦たり。 

$ ふ 

(六) 邦 も 

1- 兄の 如く 一 

は りしが、 邦 

が 項！^ と い 

も 建つ る や 始 


これ を 助け 安 

HC 侯に 封ぜら 

れ、 右 丞相と 

なる。 硬ヌ 1-0 

a に S 氏に S 

もる 

(七) 太平 記 

お 第三 十 一 、 

b-E 義兵 を 起 

す 事の Is- に 出 

づ. • 尊 氏に 反 

くもの 新田 氏. 


赦し玉 はんやと わびければ、 先主 其の 誠 を 感じて、 徐 庶を途 りっか はし 玉へ りと 也。 

されば 明の 袁了 凡が 曰、 以 X 孝 治 二 天下一 者、 不レ奪 II 人 之 子 母 一也。 楚の項 羽が 王 陵が 母 

£)  M, 、一  ひ U 

を とらへ てけ る ti- に、 速に 高祖、 王 陵 を楚に 送りて 可也、 一り の 王 陵 を 送る と 云へ ど 

も， 楚又是 れを用 ふるに 可， 足 や、 漢叉 これが ために 可， 滅 やといへ り。 

人臣の 道、 其の 宫職 事業 さまん 人の わかちある ことなれば、 必ず 一 樣にー K ふべ から 

ざるたり。 況ゃ 時代に より 其の 國 俗に 從 ひて、 推して 一 偏に 論じが たければ、 或は 君 

を 先んじて 親 を 後に し、 或は 親 を 先んじて 君 事 を 後に する こと あ り 。 只 だ 其の 事物の 

(七) 

理を究 むる を 以て 本と すべき J^。 石堂禪 門が 三 浦 介 • 葦名 判官 *  二階 堂に くみして 將 

軍 尊 氏へ 謀叛の 時、 石 堂 子息 大蔵 右 馬頭 を 招きて 此の 事を談 じければ， 右 馬頭き いて 

具 に 諫 言 を 加へ けれども、 獨り思 ひ 立ちた る こと に あら ざれば 思 ひ 留 ま る ベ き に あ ら 

ずと 云 ひける に付き、 弓矢の 道 二 心 あ る を 以て 恥と す、 於レ 某將軍 に ふか く 憑 まれ 進 

らせ たれば、 後ろ 矢 を 射て 名 を 後代に 失 はんと は、 えこ そ 申す まじ けれ、 兄弟 父子の 

合戰 古より 無き ことに あらず と 云 ひて、 將 軍の 陳に 行き 直に 可 一一 申入 I 旨の ありと 云 ひ 

) 速 合して 東 S に 旗 あに ノせ しなり。 石 堂に 石 堂 人 漠行房 (八) ー§ 介 高 通 (九) 一： 階 堂 下野 二に 1 (10) 尊 氏 
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も 又 王 と ；；^1!閱年代；^生^衆^っに<^第源.(|?1三2：： 

出 0  i5S ち 公 王十齊 のじ 記 じ 出 戰 二 平義應 頼^ 

づ タリ 條 のに 五の B?i 事卷 づの十 盛 明 じ >^ 

女 に^こ 名 仕に 大春 帶に iJK 源 事ニ裝 のた の 冶 

傅 出 齊の臣 ふし 夫 秋 刀 九 平 の 衣 H-d こる 舉承 

にづ お， こ 、て 、時 先 づ堂盛 條笠卷 と 三 兵 
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よ  f 个 A だ  ま 5 

て、 傍の 人 を 除け させて、 大藏、 がをはら/ \ と 流して 吿 しける は、 此の 事 かくし 中 さ 

ん とすれば 御 一家の 滅亡、 叉 申さん に は 不孝の 罪 あり、 鬼 角の 望-を 叶へ て 給 はらんと- 

の 仰せ 承り 度き ことに こそと て、  ぎ々 と 語る。 將 軍犬に あきれさせ 玉 ひければ、 望と 

.& す は 此れに て 候、 親父 入道が 命の 替 りに 某が 首 を 被， 召、 入道が 一命 を 御 抉け にあ 

づ からば やと 申しければ、 將軍汩 を 流し 其の 忠義 を 感じて、 入道が 罪 を 有め られ ぬと 

云へ り。 是れ 君恩 を 重んずる を 以て 二心 を 恥と して 父を訴 へぬ、 然れ ども 其の 報謝の 

キ フ  .e ぬが さ 

ために 父の 罪を赦 さしめ ぬる は、 忠を 立て 孝を勵 ますの 道と 可レ謂 也。 衣笠の 戰に、 

(二) 

三 浦 大介義 明 は 子息 を いましめて 遁れ しめ、 義澄 父を棄 てて 親 朝 卿に 從ふ。 治 承の 山 

ニー ご せんじゃう 

門の 戰に、 官兵 にさされ たる 平野 先生 敏方、 子 を 敵方に S はれて ければ、 敏方 甲を脫 

いで 堂 衆に 降參 す。 如， 此の 事理 世 以て 多ければ、 必ず 一様に 評し 雞 きこと 也。 

父子の 恩愛 は 天 倫の 本源 なれば、 子と して 父母 を棄 て、 父母と して 子 を 棘に すべき 

道、 柳 か あらざる といへ ども、 其の 義に當 る處 において は 父母の 養の ために 命 を 全う 

する こと 不レ 能、 全うして 父母 叉是 れを决 しとせ ず。 王孫 賈が母 は賈が 王の あり 處を 

っ丄) 

不， 知して 早く^り ぬる こと を戒 しめて、 女 朝 去而晚 來、 則 吾 倚 レ門而 望、 女暮出 ■ 


>  . 一" 

ニー.： ヒー -- 東 

寺 合！ S に、 尊 

氏の 命に て 出 

0. 母に 勵ま 

されて 討死す 

(七) 前 E 與 

十郎 ，x か 

K)  川 一 

H レ 

(九) 九鬼嘉 

&か 

隆 

( 一 〇) 信 盛 

の 子、 甚 九郞、 

制髮 して 不干 

と Sf; す、 後驗 

河 守と 改め、 

織 E 信 長の 次 

子 信お-に 仕 ふ 


而不 還、 則 吾 倚 X 間而 望， 女 今 事， 王、 王 出 走、 女 不：， 知 二 其處； 女 尙何歸 といへ り。 

郑須 五郎が 老母 は、 武士の 家に 生る る 人名 を 惜しんで 不， 惜， 命、 皆是れ 妻子に 名殘を 

した ひ 父母に 別れ を 悲しむ とい へ ども、 家 を 思 ひ 嘲 を は づるゅ ゑに 惜しむべき 命を捨 

つる もの 也と IK へる 書 を 送れり。 織 田 信 雄と 羽柴秀 吉卿鋅 桐のと き、 蟹 江の： 一則 田 某 甲- 

瀧 川 • 丸 鬼に くみして 信 雄に モ むく。 此の 時 山 口 修理 重 政 大野に 在 城して、 人質と し 

て 老母 を 蟹 江に 置く、 故に 前 田 方より 山 口 を 招く。 山 口 曰 はく、 我れ 少年より 佐久間 

不 干に 馬して 厚く 受ニ其 恩惠； 豈 二心 を 以てせん や、 老母 も 亦 此れ を 知りて、 我が 志 

を 不孝と 不 レ可レ 思の 間、 たと へ 人質の 老母 を こ ろ さ る る も 遣 恨 更にな しと 云 ひ 送れ 

り の臣、 と 云々。 是れ 各.^ 義の 當る處 において は、 天地 自然の 道あって }4 

レ得， 已 のこと わり たれば、 其の 所， 感 母子の 情 一 也。 


三 九 祿 の 厚薄と 臣道 

師曰 はく、 或 人の 家臣 祿を 得る こと 多くして、 後に 病 者と なれり。 その 人の 云へ る 

は、 我れ はじめ 微官 徵祿を 得る の 間 は 其のつ とめ も それに 隨 ひて かろ かりき、 次第に 

臣道三 臣談  一 八 三 
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. 赏祿を 得る こと 多く 畳に-官職 高き に 至る について、 晝夜 のっとめ 不レ 怠、 いささか 

の問斷 なくしても、 猶ほ 此の 厚恩 を 報謝す る ことの あるべ から ざらん と、 深く 思ひ審 

にしる ゆ ゑに、 身心 次第につ かれて 病 者と なれる 也。 又 此の 家臣の 曰 はく、 世 以て 病 

あるとき は、 早く 養生 を 加へ 身 を 全うして 長く 奉公 をつ とむべき といへ る、 其の 人の 

心 は 其の 理 あるべし、 我が身の 思 入 は 不レ然 也。 病みて 勤めが たからん 時 は不レ 及レカ 

也， つとめられん ほど は楚 居して 養生いた さん こと * 私の 心に 不, 快 也。 然れ ばつと 

めら れ なん 內は何 ほどの 病 にても 奉公 をつ とめ、 つとめられ ざらん ときに 引 込みて 養 

生 を專ら とする 也と い へ り。 其の 志專ら あっしと 可, 謂 也。 人世 その 品 差^ ありと も- 

この 心 入 は 推して 用 ひしむ ベ きこと 也。  . 

四 0 廢 立の 事 

( 一 ) 初めお  (二  (二)  ル シ 力- ソ 

次、 出 零.， 師曰 はく、 松 平 長 親の 摘 男 ニ郞三 郞信忠 文武の 道と との ほらず、 行跡 不レ宜 に付き 

蔵人^と 稱す、 

fj^ の I き， て、 諸臣相 謀りけ る は、 長 親へ 奉公の 筋目 は 何も 同事 なれば、 信忠 をす てて 次男 內 瞎 

ケ、 後こ大  シル 

濱に I お 正 を 取 立て あと を 次がせ 可レ 然と 云 ふ。 叉 次男 は 已に樱 井に 安住 なれば、 信 忠摘男 


うへ  あんじ や 5 い 

の 上、 父の あと を いで 安祥に 在ます、 家中 歷々 の 老臣 を 付けお かるる こと は、 君の 

不道を 輔佐の ために あらず や， 旣に遣 命 を 受けて 今叉異 變不， 可レ 然と 云へ る 論 あり。 

又 家 の 破 却す ベ けれ ば 信 忠を廢 す べきと 云 ふ 家の ための 論 あ り , 諸臣 評定 まち/ \ 也 

といへ ども、 各.' 老臣 ども 長 親の 遣 命 を 守りて、 つ ひに 信忠 を不, 廢也。 程 を 經て後 

に、 信 忠大濱 鄕に隱 居あって、 摘 子淸康 公に 遺跡 を わたし 玉うて、 松 平の 家 日々 にさ 

かえぬ といへ り。 凡そ 君臣の 變は 天下の 大義に して- 私 を 以て 是れ を； „^定 すべから ざ- 

る 也。  其の 行跡 夏 续 • 殷紂に ひとしく して- 旣に國 亡び 家絕 えぬ るに 至らん こと は、 

先祖への 孝 * 末世への 名、 さしあたりて 寓民 百官の 憂 たれば、 君 を 易へ-: i を 改めて 

これ を 庶子に あたへ てんこと も ありぬべし。 然 りと 一 _1 へ ど も釆 i に 究め 盡さ ずし て は 、 

臣私を 以て 其の 暖立を 心に まかすべからざる 也。 たと へ ば 次の 君 賢才 ゆゆし からざる 

とも *  0 臣 まこと を盡 して 世 を まつり ごち 君 を 輔佐 せんに は、 先代の 餘慶 により 老臣 

の忠に Era りて、 象の 斷 絶し 身の 亡ぶ るに 至る こと は不， 可, 有」 然れば 先君の •：！ 子を棄 

てて ナ、 子 を 立て、 君臣の 大變を 行 はん 事 は、 臣 に大德 大聖なる 處 あって、 世 以て ゆる 

し 人 以てく み 十る 二 あらず して は 難, 行 こと 也。 後世に 至り て、 臣 として 君の 非 をう 

E 道 三 臣該  一八 五 
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つたへ、 廢立 を臣の 心に 任せん とする の 輩 多し。 是れ 上下 貴賤の 分 を不レ 知して、 君. 

を 論ず るに 是非 を 以 てす るが ゆ ゑ 也。 前漢 の 霍光廢 二 昌邑 一は 其の 行ふ處 私す る こ と な. 

く、 霍光叉 天資 重厚の ものな りし かど も、 先 儒 評して 臨 n 大節 ー亦大 有- 1 膨欠 處 一とい 

へ る 也。 


(二) 父の 筑 i 

阿彌の 名に よ 一 

b て小筑 とい 一 

(三) 平手 甚ー 

左^ 門汎秀 な. - 

るべ し  i 


(二) 

こ f 


四 I へ为吉 の才覺 と誡實 

師曰 はく、 太 31 秀吉卿 その かみ 織 田 信 長 卿に 仕へ 奉り 玉 ふの 時 は、 信 長 呼んで 小 WPT 

(II 一) 

と號 す、 甚だ 輕捷 にして 利口 を專ら とし、 尤も 才覺に 富めり。 故に 平手の 何某に 近づ 

(代替へ 力) 

きて 名 を 知られ、 蜜 W の 皮 を あつめ もらって、 是れ をし ろかえ て晴 のし やう ぞく をい 

きょす 

となみな ど 仕らる る、 其の 才覺 のこと 信 長に 通じて、 つ ひに 淸洲の 城屏の 奉行 をう け 

玉 はる。 其の 才覺 いみ じく、 且つ 竹木繩 のす たれる 端 を あつめ 置きて、 重ねて 公用 を 

達する に 至れり。 其の 仕樣つ とめ やう 作意 殘る 所な きを 以て、 つ ひに 擧げ用 ひらる る 

に 至る。 ここに 信 長 ひそかに 秀吉に 命じて、 町の 夫 ある 妻の 容色 ゆゆしき を 召す。 秀. 

吉 其の 仰せ を 承り、 彼れ が 家に 至りて 夫妻と もに 生害し 終れり。 信 長大に 怒り 玉 ひけ 


(SI) 宇 saf; 

主大 3  二  14 

左"^ 門。 第 七 

卷士談 四、 正 

隍の 條麥際 


れば、 秀 吉日 はく、 我れ 君恩の 厚き に 報謝すべき 處 なし、 今 身 を 以て 死に まかす、 彼 

の 女 旣に夫 あり、 君 これ を 召さば 其の 惡 天下に 滿っ べし、 故に 彼等 を 御意 也と 云 ひて 

4? ラ ル 

生害して 君の 心 を 退 ぞく、 此の 咎 尤も 死 を不， 可， 遁、 死たん こと 唯 だ 命の まま 也と い 

へり。 信 長 其の 忠.義 を 感じて、 其の 罪を宥 して 且つ 其の 志 を 切 也と す。 是れ秀 吉^ 

レぁ 委"， fl^、  也。. 又 大澤が 淸洲に 至れる 時、 信 長大 澤が 再亂を 謀りて 則ち 1^ 

せんとす。 秀吉 しきりに 諫む とい へど も、 信 長し ひて 殺さん とす。 故に 秀吉 初め 大澤 

が 身命き レ恙 こと を 約して 淸洲 へ 携 へ 來る。 今異變 に 及ばん こと は 本意に 不レ 有と 云 ひ 

て、 みづ から 丸腰に たり、 大澤に 云 ひて、 我れ を 人質に 取りて 可 一一 歸去 1 と 云 ふこと を 

かたりて、 大澤を ¥留 馬に かへ らしむ- 是れ 其の 誠 を 以てする にあらず や。 是れ 等の 

才覺 誠實を 以て、 信 長つ ひに 武將 たらしめ ぬ。 臣の 君に つか ふること、 ひとへ に才覺 

，せり を 以てすれば、 利口 捷徑 になり て 誠 寡た し、 又實 斗り と 云 ひて 才知 を ねら ざれば" 

器 小に して 大 用に 不,^ ^。 知と 德と は 一 つも 不レ 可， 離 もの たれば、 其のね る處 必ず 

1 方に 落つべからざる こと 也。 
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四 二 仕官の H 用 

師曰 はく、 古人 云 ふ、 若き 人心 得しるべき 事、 朝 は 々起きて、 びん を かき 髮をゅ 

ひて 親の 前へ 可， 出、 而 して 主人の 前へ 可 レ遂ニ 出仕？ 退出の 時 も 親の 前へ 出で 時宜 を 

可 レ云ノ 但し 殿中 へ は、 奉公の 人 も 古 は 御 番の時 か 叉 は 御用なくて は 出仕な し  >  今 は 

バ  H  あけたて 

不レ及 二 沙汰？ 叉 曰 はく、 主人 御座 近き 所に て 高 雑談、 叉 高 鼻 を ひ、 戶の明 立 あらく、 

足音 高き は 尾籠の 事 也。 叉 御前に 伺候の 時、 ひざ をく み、 ぬき 入手すべからず。 叉い 

かに を かしき 事 ありと も聲を 立てて 不， 可し 夭、 扇つ かふべ からず、 汗 をぬ ぐ ひ 鼻 を か 

むべ からず。 但し 難儀なら ば、 そと 蔭へ むきて 鼻 を かみあせ を もぬ ぐ ふべ し。 叉步行 

にて 御供の 時、 御 跡に て 傍輩 衆と 物語 をし、 手 を 取りく みな どすべからざる 也。 主人 

又は 敬し 險 人に 物 を 云 ふ 時 は、 そと 額 を そばへ ふりむき、 わがい きの あたらぬ ごとく 

可 こ 心得 わかき 人は髮 にも 小袖に も 折々 沉を燒 きて 可：， 然、 但しつ よく 句 ふ は 尾籠 也。 

たタ- も、，： J  ヒ  (二)  ンフ 

男 は燒物 を不レ 用、 老若と もに くわく 香 •  丁子 を 四季と もに 可レ 用、 それ もこ とん \ し 

く 〈33- ふ はわろ し。 じて 老若と もに 身 持 をた しなむべし リ 

叉 曰 はく、 主人の 機嫌 を しらず 物 を 披露 十る は不ぃ 可：， 然也、 よく/ \ 時宜 を 窺 ひて 


^,屮^進文言：^ 

つ %iS  ^  KtS  W 

き 》 鲁 

m  二  1$ 政德 
の 章 語 事 行 


何事 を も 可 二 申 上 一也。 叉 女中 近き 所に 何 心なく 伺候 は 無二 勿體 1) 同じく 主人の 人々 へ 

物 を 被, きの 時、 心なく 御前ち かく 候事不 レ可レ 有。 惣 じて 人の 物 を 申さん 听は 何とな 

ん カラ ク  り こんだて  ル ラ 

く 立ち のくべし、 耳 をた てて 不, 可レ聞 也。 叉 曰 はく、 奉公人 さの み 利根 立なる も 不レ可 

レ然 也。 左 あれば 卒爾なる こと も 候.^ 或 文に 血氣の 勇者. 仁義の 勇者と いへ り、 仁義 

の 勇者 をば いかにも ほめ、 血氣强 力の 勇者 をば きら ふこと に、 利根た る 人 は 必ずい り 

すぎた る 事 ありと いへ り" 叉 曰 はく、 建武の 十七 ケ條 にも、 近習の 人 を 撰ばる べきと 

マラ  (一一 一)  § 

云へ り e 其の 器用と 云 ふ は 一具に 不 ン定、 孔子の 門人に は 四 科 を 立て 侍り、 高祖の 功 

一 五) 

臣には 三 傑の 不同 あるが ごとし。 いかさまに、 一 に 正直 藤 潔に して 極 信た る 人、 二に 

奉公の 忠 をいた し 私 を不, 顧 人、 三に 弓馬の 道に 達して 心い さみ ある 人、 四に 和漢の 

ヒ に f -〕  う ろん 

("五.； 張子 房 才藝 あらん 人 をよ しとすべし。 わろ きに は、 一 に 胡 亂猛惡 にして 欲心に ふける 人、 二 

•*、 に 無 奉公に して 人の 科 を 云 ふこと を 好む 人、 三に 武藝 にった たくして 瞭 病の 人、 四に 

の！ le-iE お 政 を 

い J  狂 言 SI 語 を 以て 人 に わら はる る を 面 目 とす る 類 也と 一 f I 々 。 各  > 寨 公 の 志 あ る ものの 恭 

敬 を存す る 心 を いへ る な る ベ き ^  C 

E 道 三 臣談  一 八 九 
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四 三 恭 敬 

^^^h^ 師曰 はく、 嘗て 加 藤淸正 家中へ 命ぜる 書 をみ ける に、 學文之 事 可， ん， li。 兵書 をよ 

あり  ちゃう じ 

み 忠孝 を 心がけん 事專要 也。 詩 • 聯句 • 歌 をよ む 事 停止たり。 心に 香車 風流なる 手よ 

わきこと を存 ずれば、 いかにも 女の やうになる ものな り。 武士の 家に 生れて は、 太刀 

かたな  ， 

刀 を 取りて 死す る 道 本意 也。 常々 武士道の 吟味 をせ ざれば、 いさぎよき 死 は 仕に くき 

よ- /\ 

もの 也 能々 V を武に きざむ こと 肝要 也と 云 へ る こと を 末に 記せり。 まことに 心は橡 

に ふれて うつりよ きもの なれば、 心性 をね り學問 をいた す 輩と いへ ども、 やや も すれ 

ば 其の 所 レ狎に 泥む は 人の 病 也。 況ゃ 平生の 志す 所 薄き 族 は、 手に ふれ 目に 見 口に 云 

ふこと につけても、 我が家 職 を 失 ひて、 肝要の 時 其の 誠 を 失 ふこと あるべき 也。 木 曾 

義 仲が 勇武に 達せる も、 すでに 敗亡の 期に のぞみて は 一 兩の 具足 を 重きと 云へ り。 是 

れ 其の 勇武 唯 だ血氣 より 出で、 .內 にね る處 あらざる ゆ ゑに、 强き時 はつよ きに うつり、 

弱き 時 はよ わきに うつる 也。 然れば 常に 恭敬 を存 して、 其の所,1^レ勤にぉぃて聊か}4 

レ怠 ごとくに 不,^ して は、 勇 を 養ひ武 をね る こと あるべからざる 也。 淸正 幼若より 武 

義に長 じて 文 道 を不, 詳を 以て、 其の 云 ふ 處不， 全と い へど も、 武門の 敎戒 において は 
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尤も 其の 實を 得と 云 ふべき 也。 我が 奉公の 丄 において 厚く すべき 處を 了簡して、 常に 

いましめ 守ら ずん ば、 其の 期に 望んで 全く 其の 道の 忠を つくしが たかる ベければ、 奉 

公 仕官の 輩 可二戒 {1? 一  こと 也。 

四 四 不時の 用意 

ニー ) 

え ， "や  ざん  (一二) 

師曰 はく、 鹽谷 高貞龜 によって 出 雲へ 落ち行きし 時、 山 名 伊豆守 時 氏 • 桃 井播磨 守 

直 常 • 大 平 出 雲 守 を 呼び寄せて、 高貞 只今 西國を さして 逃げ 下りぬ、 いづく まで も 追 

攻めて 打 留められ 候へ と ありければ、 兩人 一議に 不， 及領 掌す」 時 氏 はか かる ことと 

も不ぃ 知、 出仕の 裳朿 にて 參られ ける が、 宿所へ かへ り 武具 を 帶し勢 を jl- せば、 時刻 

うつり 追 付く こと を 得が たしと 恩 ひて、 高 武藏 守が 若黨 にきせ たりけ る 物 具 取りて 肩 

に 打 掛け、 馬の 上に て 高 紐 かけ、 門前より かけあし を 出して、 父子 主從 七騎. 播磨路 に 

かかり、 もみに もんで 追ったり、 直 常 も 大平も 宿所 へ はか へらで、 . ^ぼ； で 一人 かへ し 

て、 乘 りかへ の 馬 物 具 をば 路へ追 付けよ と 下知して、 丹 波路 を 追うて 下りぬ と 也。 時 

氏 京より 湊川迄 十八 里の 道 を 1 一時 計りに 打ち、 其の 夜湊 川より 賀久川 迄 十六 里の 道 を 

臣& 一三 臣！ ：；，^  一  I 一 
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1 夜に 打ちけ ると い へ り。 武士 奉公の 輩 は 何時 君の 御用に 如レ此 こと あるべき を不レ 知、 

然れば 君の 命 をう けて 家に 不, 留は 古の 道な り。 ことに 武義の 上、 此の 命 を 蒙りて は、 

家へ 歸 るに 不, 及して 身 を 委ねん 事 本意 なれば、 常住の 覺 悟いた す處 可：， 有 こと 也。 平 

生の 覺 悟す る處 おろそか にして は- か 様の 時分 必ず 取亂す 事可レ 有, 之 なれば、 心 入の 

バ  ル 力 ラ 

勤 は 云 ふに 不レ 及、 武具 諸道 具 家の 子 郞從に 至る まで 急に 臨んで 不， 危が ご とく 常に 

加 二分^; 家 を 出で て は 家 を 忘る る 如くに 可レ 仕事 也。 君命 なれば たれ/ \ も 如レ此 時 

分 あと を 不：， 顧に 打 立つ こと は 可, 有, 之と い へ ども、 あとさきの 仕舞 とりま はしに つ 

キ ヘル  一波) 

いて、 其の 心 入恪勤 (する) 所の 可レ顯 ことなれば、 唯 だ 急いで 家 を 出で かれ を 追 ひか 

ル カラク 

けぬ る ことの 速な りしな ど 云 ふ 斗り に 目 を不， 可レ付 也。 平生の 養 不足 あらん 輩 は當座 

の才覺 その 理 にあた ると 云へ ども、 前後 內 外に 相違 可, 有 ことなれば、 奉公の 輩 常に 

心. を 付けて 其の 修練 をな さんに は、 內をか へ りみ て 恥づる 處不, 可レ有 也。 

四 五 義理 を糾す 

師曰 はく、 奉公 恪 勤の 輩， 平生 恭敬 を存 して 內に 練る 處 あらず して は、 必ず 義理 を 


助 0; 時め 足^ 田 建;; 5 き 律し が 年 さり てのに 元 探 诚 年：:: 
； のて 利の 義武 C なにく 殺 、了    III 途肷？ ム题； r  ii- 五 W 

こ 敗 高 テ"^ J? の り fit な 朝 木 殺 中れ 三 北 の ^3 
脇と 亡 3^ 丸 越亂元 死り と， 元 せ 番て年 條六時 北 元 
崖な せ を 城 前 、弘 のて 仲義養 し 場 東 官仲彼 條弘 
義 りし 攻に足 新 • と 菜 あ 仲 元 なに 走 3C 時羅 氏: E 


取りち がへ、 守る 處 あらざる を 以て、 本義 を 失 却す るに 至る 事 多 かるべし。 されば さ 

しも 名 を 得 功 を あら はせ し 武士 も、 時の 勢に つれて 遁れ まじき 場 をの がれ、 なす まじ 

き 不義 を なすこと 多し。 生死 は 人の 大 節なる 處也 といへ ども、 內に 守る 道 あら ざれば、 

義 をき はめず して 人 次第に 或は 死し 或は 生く る、 是れ 勇士の 本意に あらざる 也。 相 摸 

守 高 時 東 勝 寺に て 自害のと き， 相從ふ もの 二百 餘人， 越後 守 仲時番 馬に て 自害の 時、 

(n5 

むね こ  r, 、  ひつ J ろ 

宗徒の 侍 四百 三十 一 一人 同時に 腹 を 切りたり など 書き記す をみ るに、 髙時 • 仲 時日 比 侍 

を 撫育す るに 道 を 以てする に不， 有と いへ ども、 時の 勢に つれて 死 を輕ん ず。 樋 口 光 

盛 木 曾が 打 死 をき いて， 相 隨ふ者 どもに 向 ひて、 各.' は是れ より 何方へ も 落ち行き、 

木 曾が あと を も？ e ひた まへ と 云 ひければ、 卽 座に 落ち 失せて 五 百 餘騎の もの 廿五騎 に 

(gn  メ  ヲリ -I  (五) 

なれり。 新田 義貞攻 ，1 黑丸 一中 二流 矢 一打 死の 時、 義助 敗軍の 兵 を あつめ 合戰に 及ばん 

とせし に、 其の 夜に 軍勢 悉く 落ち 失せ、 すでに 其の 夜 城に 火 を 付く る こと 三度に 及ぶ 

といへ り。 是れ 等の 事 を 案ずる に、 奉公の 士 平生 所, 養恪勤 相つつ しま ざれば、 必ず 

勢の 與廢 盛衰に 因って 義理 を 失 却す るに 至るべし。 但し 死 を輕ん じて 理の 全から ざる 

は- 返れて 恥を殘 さんに は不， 同と 云へ ども、 とても 勇士の 本意 を 云へば、 死生 各- 

臣道三 臣該  一九 三 


七 年み 郡 人 す 年 ふ m 小す し 五 正 ：： 
"歿 、五 問み 町 、に 111  。て 位 、 ^ 

こ "iS 千 • 、ぎお もた 秀及 ン幽下 if 

の 年 永 ^ 比 武 行 畏 ； i'. び 長 l!i  、  If:  th 

人 六 十 を 企 M に 十に a 五と 剃 忠 Hi 

か 十九 食 二 k;:i す 八 從 w 年 號髮從 利 
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不レ 守レ義 して 人な みに 榮 を 事と せん は、 尤も 可， 恥 こと 也。 

四 六 恪 勤 

師曰 はく、 嘗て 島 田 某 云へ る は、 江戸 町奉行 職たり し 時、 下々 の 手 负疵を 蒙れろ 輩 

をい ざな ひ 番所に 至る に、 親子 兄弟 其の 外 近く むつまじき 者 多く 連れ 來る 手负 は、 氣 

弱く 體 疲れ、 少しの 疵 にも 其の 形大 にいた める すがた あり、 叉 親 緣無レ 之して、 所の 

もの 奉行の ものに とら はれて 來る輩 は、 大方の 疵を も不レ 痛正氣 つよし、 是れを 以て 

(張) 

考 ふるに、 其の はりあ ひ あるとき は、 はりあ ひ を 以て 氣 つよく、 いたむべき こと を も 

不レ 痛と みえたり と 語れり と 也。 まことに 人の 奉公 仕官 も はりあ ふ處 あれば、 つとむ 

る こと 分より 一 きはつよ きもの 也。 君の 御前に ての 奉公 は 君に はりあ ふゆ ゑに つとめ 

よしと い へ ども、 影 後ろの つとめ ははり あひなき を 以てつ とめが たし。 我が 傍辈 を：： w 

あてに 致して、 是れ にお くれじ 劣ら じと つとむれば、 一 き は 勤めうる とい へど も. 其 

の あて あら ざれば 叉つ とめ 難し。 欲 を 以て はりあ ふ 時 は、 欲 を不レ 得と きに 又つ とめ 

がた し。 年の 若き を 以て つとむれば、 老いて つとめに くし。 いつまでと 限りて はっと 


b —臨 支宋烈 来文卽 2 
代せ 那 をの 寇 永ち C 
の し 全 亡諡せ • わ 
君 元 土 ぼな し 弘が世 
主！^ に し り 忽 安國祖 
な: M     て '必 に に * 


めよ しとい へど も、 限な き 時に 叉つ とめ 難し。 此 所ぞ恪 勤す る處 よと はりあ ひ あれば 

つとむる といへ ども、 平生はつ とめに くし。 

ここ を 以て 案ずる に、 內に はりあ ひ を 置いて つとめ 行 ふの 輩 は 一 際 能くつ とめに せ 

て、 修練せ し 人に 似たり といへ ども、 其の はりあ ひ をのけ て みれば 凡人に して 誠な し。 

然れば 奉公 恪 勤の 輩 は 何 を 以て 心の はりあ ひと 致さん とたら ば、 唯 だ 此れ 義 のみ 也." 

義を 以て はり 合と 定めて、 其のお くれなん 處を 修練せば、 事々 物々 において 出 來不出 

來 あるべからざる 也。 而 して 義は 如何た る を か義と IK はんとな らば、 是れ 天地より 不 

レ 得, 已 して 相 具 はる 處 にして、 如， 此不， 行不， 爲ば 心に 恥 づる處 の ある， 是れ ぞ義と 

云 ふべき 也。 此れ 義は 本と 我れ に 相 そな はりて、 天地 自然の 德也 といへ ども- 修練 

する こと 薄く して は 事物に ついて まぎれ、 時 所に 因って 相違す る 事 あるべき 也) 奉公 

^勤の 輩 唯 だ 此の 一 件 を 心得ん 事 を 欲して、 而 して 是れを 物に うつし 人に うつして、 

或は 物に はりあ ひ 或は 人に はり 合 ひて、 修練 を 專 ら と す ベ き 也 。 

師曰 はく、 元の 中 武王已 に 髮髮の 白 かりけ るに、 或 時 忽ちに 黑く わか やかに 出で立 

ちて 出仕 ありぬ。 世皇 1^ 覽 あって 驚き 尋ね 玉へば、 中武王 こたへ 奏せられ ける は、 臣 

臣 道， 三 臣談  一九 五 
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このごろ 藥を 得て これ を 染めぬ と 申す。 帝 重ねて 叙 問 ありけ る は、 I 及 を 染めて 黑 から 

しむる の 心 禅 は 何事に や。 中武王 答へ 奏して 曰 はく， 臣鏡 をみ て かみの 白き を兑 て、 

年已に 老いぬ、 忠を 天子に 盡 さん 日の 少なく、 我が 老衰 を 思うて 逸樂の 情の 生ぜん こ 

と を かなしみて、 因りて 是れを 染め 侍る 也と 申されければ、 帝大に 感じ 玉 ひぬ と 云へ 

てっかう ろく、 

る こと 輟耕錄 に 出で たり。 白 髮を黑 に そめ たれば とて、 是れを 見て 志の 變 ずべき なん 

ど 云 ふ は 最も あさはか 也と 云 ふ 人の あれ ども. 中武 王の 志 まことに 其の つとめ 至って 

切 也と 可レ云 也。 君へ 忠を つくし 身に 義を盡 す こと は 臣の大 節 なれば、 其の 志の 深き 

は 末代の 臣 たらん ものの 戒 なり。 これ 常に 恭敬 を存 する に 因りて 也。 

四 七 臣 器の 大小 

師 嘗て 本朝 古来の 臣材を 論じて 曰 はく、 本朝の 臣各. '君に 忠を つくし 義を 立てた る 

輩 甚だ 多し といへ ども、 其の 器 を 云 ふ 時 は いづれ も 小さく して、 其の 本と する 處 にた 

がふ 處 多き 也。 孔子 は 管 仲が 器 を 小 也との 玉へ り。 管 仲！^ 公 を 輔佐して 民 を 治め 兵 を 

(糾  (- 巧) 

用 ひ、 すで は 諸侯 を 九た び 合せた だす、 微ニ管 仲, ば 吾れ それ 枉を 左に せまし と稱 美し 


(五) ^SIK ム 

1" 長 篇 第 七 意 

(六) 孔子の 

門人 

(七) 楊 時、 

As 出 六 七頁參 

照 

(八) ま そま 

文 公 首章に } め 一 

者の 名人 王白ス 

の 一一 一一！： とし 一- 

「吾れ 之れ (嬖 

も 指す) バノ 

すれば 終日に 

して 1 もも 獲 

す、 之れ が S 

に詭 遇すれば 

一 にして 十 

を瘦 たり」 と 


るな h- 


玉 ふといへ ども- 其の 器 を 小 也との 玉へ る は、 豈ゅ ゑな からん や。 されば 管 仲が 才智 

息 入 を 以て 民 を 和す るに 紀綱 文章 を 以てせず、 禮樂刑 政の 大本 を不， 立して、 唯 だ 人 

(足) 

人 用 ふるに たって 國 富み 兵 强く、 三莴 にして 天下に 當る にたれ りと 云 ふ を 以て 至極 

ラ  えんさん 

とし、 別に 天地の 大道 聖々 相續の 良法 ある こと を不， 知、 ここにお いて 偃 然として 自 

ら以 へらく、 天下 己れ にしく ものな しと、 是れ 則ち 器の 小た る ゆ ゑん 也。 孔子の 門人 

(五)  キム. K  ノヲ  あは  ル バ 

子 路が才 は 千乘之 國可レ 使つ お ニ其陚 一也との 玉へば、 管 仲に 合せば 所， 不：， 逮也 とい へ ど 

ZD  (七) 

も， 曾 西 は 子路を 推し 尊んで、 管 仲に たくら べん こと を づ といへ り。 されば 揚題山 

曰、 譬ニ 之 御者； 子 路則範 一一 我馳竊 一而 不レ獲 者 也、 管 仲 之 功 詭遇而 獲レ禽 1 といへ り" 

聖 門の 學者は 才不レ 0^ と 云へ ども 其の 志す 處本 とする 處 別にして、 更に 一 旦の 利害に 

ル ラ  ま つり-ごと 

不, 伕也。 本朝の 人臣、 時に 至りて 世 を 政 し 民 を 治め、 戰に 勝ち 國 をつ よくす るの 

類 甚だ 多し とい へど も、 是れ 唯だ國 富み 兵强 きまで を樂 しんで 其の 本源 を不レ 立が ゆ 

ゑに、 紀網 禮樂っ ひに 不， 明して 治 代數を 不.； 糸に 至る にや。 人臣 一時の 利 口才 覺に不 

レ奔 して、 天地と ともに とこした へたらん 聖人の 本意に 心 を 付け、 一 旦の 利害 を 不レ思 

して 可也 e 

臣！ 2  一  E 詨  一九 七 
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四 八 功に 處 るの 正 法 

師曰 はく、 ぎ 野 先帝 船 上より 還 幸の 時、 楠 (木) 正 成 七 干餘騎 にて 兵 庫に 參り 帝を迎 

へ 奉る。 主上 御旅 を 高く まかせて 正 成 を 近く 被， 刀：：、 大儀 早速の 功 偏へ に汝が 忠戰に 

ありと 感じ 被， 仰ければ、 正 成 畏まりて、 是れ 君の 聖文 神武の 德 に不, 依ば、 微臣爭 か 

尺寸の 謀 を 以て 强 敵の 圍を 可， 出 候 はんと、 功 を 辭し謙 下す といへ り。 まことに 君臣 

は 水 魚の 思 をな すに あれば、 君 は臣に 因って 功 をな さしめ、 臣は 君の 德に 因って 其の 

功 をと げんこと >  甚だ 其のい はれ ある こと 也。 すべて 功 を 立てん こと を 欲する の 輩 は 

皆 己れ を 立つ る を 以て 本と する が ゆ ゑ に、 其の 所 レ成大 也と 云 へ ども 誠の 忠功 にあら 

ず。 況ゃ 己れ が 功名 を 退し くせん こと を 志と するとき は、 其の 事の なりなん こと を も、 

我が 功に てな き は、 これ を さみす るに ある こと 尤も 多し。 

曆應に 源顯家 奥州の 大軍を 引率して、 薩井 • 赤 坂 *靑 野原、 東西 六 里、 南北 三 里に 

陣を 張りて、 其の 勢垂 天の 雲の 如し。 此の 時 越 前に 新田 義貞. 義助 北陸 道を 打順へ て 

專ら昌 也。 奥 勢 若し 黑 地の 敵 を 掃 ふこと 難儀たら ば、 北 近、 江より 越えて 新田と 一 にな 


り、 比. 山に ょぢ 上り. 5 化 中 を 脚下に 直下して、 南方の 官軍と 喋し 合せて 東西より 是れ 

を 攻めば， 尊 氏 京都に 一 日 も 堪忍 たるま じき を- 顯家 我が 大功 を義 貞の忠 とせん こと 

を そね み、 北 國へも 不二 引合， 黑地を も不. S 破して、 士卒 を ひ きゐて 吉野 へま はり、 つ 

ひに 戰死 をと ぐ。 是れ 自ら の 功 を 立 てんこと を 思つ て 君 の 御大 事 を不， 顧 也。 

近く は 文祿の 朝鮮 征伐に、 加 藤淸正 • 小 西 行 長 兩將、 太閤 殿下の 命 を 含みて 渡海す 

といへ ども、 互に 己れ が 功 を 立てん 事 を 以て 本と す。 故に 壹岐の 風 本 を 船出せ しょり 

互に 先 を爭ひ て、 或は 王城 を 攻めと り 王を擒 ふるに 至り、 和平 をな すの 說を云 ふ、 皆 

其の 本 彼れ が 功の 立たん こと を そね みて. 己れ が 功名の ゆゆし からん こと を 思 ふに あ 

り。 是れ 功を讓 るまでの 事に 不， 及、 一 向 我れ を 立て、 君の 大功の 可 レ成處 を不レ 謀に な 

れり。 勇猛 甚盛 也と 云へ ども， 豈 忠臣 義士の 本意な らん や。 

(10) 

昔 源 賴朝卿 八 牧の兼 隆を夜 打に し 玉 ふの 時、 加 藤 次景廉 あとより 押し寄せぬ、 みれ 

ひ. A 

ば 北 條時政 南 表に 引き 退きて 扣 へたり。 時 政、 域の 內の かまへ やう ありの 俊に 云 ひ、 

家 子 郎等 散々 に 射られて、 五六 度まで 引き 退きて ひか へたり と 云 ふ。 景廉 申しけ る 

は、 殿原 はよ ひより 軍に つかれたる やらん、 やすみ 玉へ とて 入りて 戰ひ ぬと 云へ り C 
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( 一 ) OT^ 平 盛 

赛記卷 i=S  二十 

八に 出づ。 治 

^五 年、 焚 は 

it:! 和 元年に 

な 

(二) 賴 朝の 

« ^父 

(三) 胡 寅， 

前 出 七 五 

照パ 文中 引用 

の 名 古代 

の 名 相な り 

(s 功に ほ 

こる こと、 # 

經 大禹？ ^に 出 

(五) Em 

陶 説に 出づ 

(六) 書經大 

1. <@ が禹 

に 云 ひし 言な 

(七) 書經君 

爽に 出づ、 先 

王の 道 を 正し 

得ざる の 意 

(八) 易の K 

辩上 傅に 出， つ 

(九) 禮記坊 

記 篇に出 づ 


山 鹿 語類 卷 十五  二 〇〇 

すべ て 私の 功 を 立てん こと を 思 ふ 勇士 は 可, 云 こと を も ありの 儘に 不レ 云、 我が あしか 

りなん 沙汰 をば かくし、 人の 功の 我れ におと りなん こと を 思うて、 必ずて だて 僞 をな 

ルカ ラル ル  ルゲ 

す を 以て、 不, 可レ破 軍に やぶれ、 なるべき こと を不， 遂の類 世 以て 多し。 時 政 景廉へ 

, ほ  >  やし 


の 言 尤も 殊勝 也。 治 承に 矢矧の 軍の 時、 十 郞藏人 行 家に 力 を 合せよ とて、 義經 一 腹の 

ぎ ゑん  さしのば  , 

兄 義圓に 千 餘騎の 兵を與 へて 指 上す るの 處に、 行 家に 先 を こされて は賴 朝に 面 を 向く 

べき やうな しと 云 ひて、 ，w より 義圓只 だ 一 騎矢矧 を こして 向の 岸に ただず みける を、 

平家の 夜 廻りの もの 見付けて ければ、 義圓打 死し ぬ。 行 家 叉義圓 がみえ ざれば、 先 を 

かけられ たる 也と て、 圖を 不；， 考川を こして 軍に 負けぬ とい へ り。 だ 不忠の 至り、 

後世の 戒 とすべし。 

(三) ノ  ハク  リテ  ル ハヲラ  ズ ク モス 一一 ヒケン ヲ  モト ヨリ 二  ^  リテへ 一一 チ ハク 

致 堂 胡 氏 曰、 人臣 之義、 有， 功不， 處、 非 H 苟 爲， I 避 謙； 理固 當 ぃ然、 在 レ禹則 曰、 

(巧)  ベ キナリ 

トミ マン カセ "テハ カウ エウー 一 チ ハク (五) ヮレ ダ ラル "テハ 二 チ ハク (六ズ キ ヲ ハク トヌ  リテハ 

不一 ー自 滿假； 在 一一 阜陶 一則 曰、 予未 レ有レ 知、 在 么敬則 曰、 滿招レ 損 謙受レ 益、 在 一一 周 


二  M' ハク ヮレ  ズ トヨ クル ニス pno リテハ 一一 チ 

公, 則 曰、 予小子 曰 一 非 II 克 有-正、 位 在 A 謙 則 曰、 勞而不 A 伐、 有 A 功 而不, 德、 在 ノ禮則 

〈ク{-4^〕ハ (稱) シ ヲ ァ. f マチ ハ ス レバ レヌ  ォ コスト ヌ  ヲ テリ  テヲ ツルヲ ノ ネギ ラへバ 

曰、 善 則 歸：， 君、 過 則稱 , 己、 則 民 作 A 忠、 是以自 い 古、 人臣 立 A 勳建 A 事、 其君勞 

レ之、 必對 曰、 此 君之靈 也、 臣何カ 之 有焉、 能 如 ，是、 .151 己不， 失 二 恭順 之 道； 在レ上 


不レ生 二 忌惡之 心； 故 曰、 臣何カ 之有焉 者- 處ニ功.^-之正％  ま 軋， 也。 

四 九 板 倉重宗 功に 處らず 

師曰 はく、 奉行 執 權の心 入- 何事 も 功 あらん 事、 是 たらん こと は、 皆 君の 恩 心 

入 也と デ 、下の 者の 如レ Ht- に 仕 ふる、 是れ功 を 君に 歸十 ると 云 ふなるべし。 格物致知す 

る こと 薄き とき は>  我れ を 立て 下に 恩 を 蒙らし めんこと を 思 ふ を 以て、 能き こと は 皆 

我が 致せる ごとく 云 ひたす、 是れ忠 心の 不, 處 より 相 起る 也。 板 倉重宗 京都に 所 司 

代たり し 時、 禁裏 炎燒 に付き はし/ \ の 公家の 居 宅 悉く 燒 失す。 IfS 上 歎き 思 召して、 

傳奏を 以て 板 倉が 方に 勅 誌 ありけ る は、 公家自らとして經營}4,|^_ー£の23、 あ ー將軍 

しん じゅつ  シ つ 

{ ぎ 1 賑： P あらる る 如く 申し 可, 然との こと 也 C 板倉傳 奏に對 して 申しけ る は、 全く 勅答 

に は 非ず、 各自 考 あるべし、 禁裏 炎燒 の大營 旣に自 一一 江戶ー || レ. 1^、 莫大の 儀なる 上に、 

又 末々 の 公家の 宅迄自 二、 江 戶ー是 れを營 作 あらん こと は、 某 申し 遣 はし 難し、 ば 貪の 出 

納は 有司の 所存に して、 主上の 敦 聞に！^, ん ことならねば、 主上 鼓 慮の 趣 はさる こと 

たれ ども. 傳奏の 各 > 悉皆 存知の 前なる に、 某まで 勅 詫 を 仰せ 傳 へらる る ことこ そ 心 

臣道三 臣敦  二つ 一 


山 鹿 語 频卷笫 十五  二 〇 二 

得が たしと 云 ひて、 不， 及 二 沙汰 1 してやみ ぬ。 

程を經 て、 末々 の 公家の 宅まで 自ニ 江戶ー 御沙汰 あるべき 由、 板 倉が 方に 申し 來る。 

板 倉 犬に 喜びて 速に 叙 聞に 達しぬ。 此の 事後に きけば， 旣に 火尺燒 せし 初めより 末々 の 

公家 宅迄自 ニ江戶 1 御沙汰 可， 然段、 板 倉竊に 言上： id り 置き けれども • 聊か 私の 恩を不 

レ立、 叉 禁裏の 思刀门 より 出で たる、 諸人に 不二 思 知 1 のために、 堅く 是れを 制止して、 

一 向江 戶の 御沙汰た る 如くいた せる 也と、 人々 相 しれり と 也。 此の 一 事 を 以て 諸事に 

うつしな ば、 盡レ 己と 云 ふに 可 叶。 奉行の 心 入に 私 恩 を 立つ るは大 なる あやまり なり。 

尤も 公事 訴訟の こと も、 下司た らん もの は詳に 糾明す る を 事と して、 其の 法外の 裁許 

は 奉行の 心より 出すべし。 奉行 叉忠 を專ら として 其の 功 を 上に 歸 する、 是れ 各- '忠臣 

の 心得 也。 申し やうの よく 義の 立ちた る、 ことなり とも、 其の を さまり は 皆 君より 命ぜ 

ら るる 如く 仕る は、 私 を 不レ立 也。 若し 自分の 思 入に て 法 を そむける を ゆるす 如くせ 

ば、 私 恩 を 立つ るに なりぬべし。 

五。 遠慮の 要 


二) 前 出 一 

七 七 頁 照。 

=is に父趙 も 

in し， 又 その 

めて 殺害 せん 

とせし 故に 程 

嬰 •  it 臼 相 

り， 人の子 

も それと 偽り， 

お 白 これに 11 お 

ひて 死せ るな 

り 

(二) 南 (や 末 

の « 者、 宍亡 

び、 老母の 爲 

に 生きし 孝子、 

文章 軌範 . S 

山 集の 撰 著ち 

_>。 前 出 一 0 

九 頁參照 

(三) 廉顏は 

戰国 の 末 頃の 

趙の名 相。 藺 

相 &ほ趙 の！" 

Sg の士、 和 氏 

の！ i を 奉じて 

秦に 使し、 小 

国 趙の 面目 を 

完. つせ し 人な 

b。 廉 18、 相 

如の 立身 を iK 

み 忌む。 相 如、 


師曰 はく * 死 は 人の 大に にくむ 處也 といへ ども， 一端の 情に 感激す る處 あれば、 匹 

夫 匹婦の いやしき も猜 ほ不， 顧して やすくす。 況ゃ 節に 死し 義 において する は 人臣の 

常に 守る 處也。 而 して 生涯の 間 身 を 君に ゆだねて 天下の 事 をな しとぐ る こと は、 其の 

キ ヒ  f 1 一て いえい しょきう ちおう さく みなしご  " ，- ヲ 

修練 詳 たらずして は 難レ叶 こと 也。 昔 程 嬰 *许 臼が 趙朔が 孤 を 立てし ときに、 立レ孤 

と 死す ると いづれ か 難き と 尋ねければ、 程 嬰 曰 はく、 死 は 易く 立：，^ こと は 難しと い 

へり。 许臼曰 はく、 汝は 其の かたき をせ よと 云 ひて、 つ ひに 程 嬰に 孤 を かくさし め、 

(他)  と ,..zs 

杵曰 佗の 兒を 抱い て 屠 岸-費が ために 殺されぬ C 程 嬰つ ひに^ を そだて 父の 雞 を復 せし 

(二  ) 

TH 一ば うとく  ハシヲ  ハス- 1  ハン 

めて 後に、 杵 臼が 墓に 向 ひて 死す。 宋 の謝枋 得が 云 ふ、 一存 レ孤、 一死 レ節、 一死 二十 

( 三) 

二  ハス  二  〈タル ヲ  れん 

五 年 之 前 一 一 死 二十 五 年 之 後； 萬 世 之 下、 皆 不レ失 レ爲ニ 忠臣 一と 云へ る はこの 事 也。 廉 

ば _9 ん しわ うじよ 

頗と藺 相 如が ためし も、 恨に あたって 死たん こと はやす くして、 國 のために 中ん をつ く 

さ ん こと を 難しと す。 然れば 人臣の 道 必 ず 死 を 以 て せ ず し て ， 事 のな りて 天下 國 家の 

ためた らんこと を ふ 事 を 以て、 まことの 忠臣と 云 ふべ き 也 

(Kn  V だよ し  (一二) 

平家 沒 落の 時、 肥 後守貞 能、 河 尻より 引返して、 道に て 行幸に ま ゐり合 ひて 諫言 を 

ふ ち： S うじ 

奉り、 直. に 京に 上って 法 住 寺の 邊に 一 宿して 重 盛 Q 廟に參 り、 通夜して かひん \ しく 

臣道三 臣該  二 〇 三 
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に ほ 

忍す。 頗 * 後 


知りて， 頸 0, 

交 をな せし uj 

i 有名な り 

(ra) 淸 盛の 

. 逝 待。 この 條 


靈 十一、 威 


多る の 條に出 

づ 

(五) 安德：大 

ト 平家と 丑 ZAfe 

御 w 下の こ AI 


卷第： 一！ 十八、 

畠 山 兄 iJS 修雜 

寺 城^ 附遊 


條に 出づ。 SS 
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山 鹿 語； i 卷第 十五  二  0 四 

取 行 ひて、 翌日 退散したり。 叉 知 盛 入水の 時、 甲 を も不， lil を も不， 負、 腹 卷に木 §i 

ぢ， - ひたたれ  ふたつと ころと 5  二 一一) 

地の 直垂 をき て、 二 所 藤の ぬり ごめ の 弓に 矢 二三 筋と り そへ て、 中納言 の 海へ 入り 

(S) 

玉へ るせ がレへ つと 出で立ちて、 海 を 睨んで 立ち、 暫くあって 弓矢 をな げすて、 我が 

身 も 海に 入りて 死にぬ。 是れは 知 盛 若し 浮き 上り 玉 はば 敵の 手に かけず 汝 射殺せと 云 

ひ 置かれた るに やと 也、 其の 思 入 尤も 神妙 也。 畠 山 兄弟が 落ち行く とき、 || が 入道! § 

阿 暫く 人 を あ ひしら ひて、 主 を 何く へ も 落ち延びさせん ために、 少しも 騷 ぎた る氣色 

すごろく 

なく  S 々双六な ど んで さりげなき 體 にて 笑 ひ 戯れて 居たり ければ、 郞從 ども も 外様 

の 人 も 不一 一思 寄-ける と 云 へ る、 其の 志 至つ て 勇に して 忠を 不レ存 して はなり がた きこ 

と 也。 今 川 義元打 死の 時、 鳴 海の 城主 岡 部 五郎兵衛、 信 長 を 引き 請けて、 防戰 思の ま 

まに 致し、 少勢 にて 可 ニ持堪 1 にあら ざれば、 则ち城 を 信 長に 渡しければ、 信 長 其の 義 

を 感じて 命 を 助けぬ。 岡 部つ ひに 義 元の 首 を 申し 請 ひて 遺骨 を 葬れり。 是れ終 を 全く 

すと 可, 云に や。 ここ を 以て 案ずる に、 事に 大小 精粗あって 推して 一 やうに は もラ 

レ論 なれば、 其の 人 其の 事に ついて 其の 心得 もた がふべ けれども、 人 只 だ 死 を 以て 大 

なりとの み 心得て は 奉公 格 勤の 忠志 もた がふ こと 多ければ、 死 は 田 i3 ひ 究めて はいつ も 


やすき こと 也， 同じく 死なん 命 を 君に ゆだねて 始終の 首尾 を 全くして、 其の 事の たり 

たん 所 あらん ごとくに 可 二心 得 1 と 云 はんため 也。 

(五)  二へ 一  たちつ  ま 

師曰 はく、 昔 松 平廣忠 卿、 伯父の 內膳 正と 事 ありて 岡 崎 を 立 返き 伊勢に 在し/ \ け 

る 時、 譜代の 家臣 等 あとに とどまりて 內瞎 正にく みする も あり、 又廣忠 卿に 順 ひ 奉り 

て 勢 州に 浪牢 する も ありぬ。 あとに 留まれる 家臣 どもつ ひに 相 計りて ける は、 ひそか 

§  (七) 

に 城の 門の かぎ を あけて 廣忠卿 を 入れ 奉らん との 事 也。 城門の かぎ をば 松 平藏人 これ 

を ぁづ かれり。 是れ 叉廣忠 卿に 志 ありぬ。 ここ において 大久保 新八忠 俊と ともに 相 は 

か り , 蔵人 は 有 馬 へ Hj! 治 いたして か ぎ を 新 A に ぁづ け ぬ C 是れ は 新 八 若し い た し損ぜ 

ば、 藏 人生. 殘 りて 叉 相 はからん とのこと なりと にや。 而 して 事 ゆ ゑた く 新 八 城の 門 を 

あけて、 廣忠卿 を 還 住た し 奉れり と 也。 是れ 等の こと を はかる にも、 唯 だ 一 n 一に 死な 

ん こと はやす くして、 謀を詳 にたし 事の なりなん こと は、 全く 知慮の よる 處 たれば、 

かたき ことと 云 ふべ き 也。 

- 五一 殉死 を 論ず 
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Sr.  (fc に は のにせ 州 S に吉 府^す = む衞に ら 二;!^ 原 に 松 をのき へ 
た ノ< 監 腹， 1' 、出し 松に し' hi  、物 ごの 林 ひ 3 1  ぜ ほそ!^ れ 長 守 下と 次 W  '二 
そ 木 物す 吉 で が ふて 愛監 •  1:1 と 年 江 ffi] 中 三 、 石 r も に 五え 野い 丸き. 德 
の の 、にれ 、の 物 石 小名 は 二 戶十将 位 同に! • おはり 年稱 守ひズ ' .，ィ„' 
後 九小然 前 上 江! て 富 小 は 川 笠 な 近 十に 二に 左 十: M" パぁ M す 又 、は 幼^ 平 
を 郞 姓 る に 寺 戶 居 奥て 姓 忠 主 原 り 衞 三 殁年： S 近年 ぜ！ -りケ 。 ,達 後 /ffj 名 m 忠 
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師曰 はく、 本朝 男色の 寵に 因りて ゾ I 死 を 以て 事と する 事， 古來 其の 說 不二 分明？ 近 

く は 薩摩羽 林 忠吉卿 逝去の 時、 小 笠^  • 石 川な ど 云 へ る臣 死 を 遂げぬ， 是れ只 だ 君 

恩 を 感じて 致す 處也。 三 河 黄 門 秀康卿 逝去の 時、 殉死に 及ぶ の臣 甚だ 多し といへ ども • 

大 權現嚴 命あって しきりに 是れを 留め 玉 ふ。 其の 辭に曰 はく、 中納言 就， I 死去； 追 股 

切 可么ァ 供と 申 者 被 二 聞 召 一 候、 易 レ致二 其 死； 難， 立 二 仏 A 之、 若 於， 有 二 左樣之 意； 

越 前 肝要 之 地 候 間、 別 手 置 可 レ被二 仰 付, 候、 中納言 存知 之 輩 者、 加 犯 之 有 間 敷 候、 若 

於 ^有レ 之 者、 子孫 迄 可い 有 ニ御絕 一也と" 越 前年 寄 中へ 御 書 をな され けれども、 土屋左 

馬 助 • 永兒 右衛門 尉 等 はつひに 殉死す。 彼等が 思 ひ 入る 處は、 たと へば 君の 厚恩に は 

子孫 親類 ま でも 殉死いた すと も尙 ほ不レ 可, 盡 なれば、 あはれ 君の 憤に て 子孫 を 斷絕ぁ 

ら れんこと こそ 願 はしか りぬべし。 秀康卿 は大權 現の 摘 子に まし ませば- 君の 遣 跡の 

存亡 は 唯 だ 其の 思 召に あり、 義の 所, K.S 殉死に ありと 思 ふ を 以て. 嚴命を 不二 許容 一な 

んぬ。 彼等と もに 男色の 寵に 因りて 殉死 を 遂げぬ。 然 りしより 世俗 大方 男色に 因り 

て 殉死す るを義 とする 也。 死の 事 は 人臣の 大義 を 取 失へ る ことなれば、 翁て 天下 

の 人君 義理の 當然 をた ださし めて、 Tf 死の 義に 不レ有 こと をし らしめば、 風俗 ここに 


55 死し. 古に 歸 りて. 不レ留 して 留まりぬべし。 其の 本源 を 糾明す る こと 薄 からん に は、 留ま 

もしつ くの、 「けん る も |4 仏 _レ 共に 利口 を 以て 相爭 ひて、 人臣 叉 殉死 を 以て 義の當 然とす。 義の當 然と 

^^^w^ しるに おいて は、 彼の 厚恩 報謝の 難 i 輩 は 各.' 以 一-殉死 一 たれり とせん こと、 尤、， つ 

へき 家康の t^. 二 歎 I 一也。 しかれ ども 風俗 は 下と して 改めん こと は難レ 成ければ、 天下の 人君 其の 

第二 子 越 一一に  ,  キ フ 

大義 を 推して 萬 民 を敎導 あらん こと、 是れ 億兆の 人 Q 其の 化 を 蒙む る ゆ 手ん と 可レ云 

年； ffi 中納言 に 

進み、 十二 年 Jpjo 

に 歿す， 年 三 - 

十 EI  . 化 i 域 家 ， 

を ssb?- を以 

て iig 域秀康 と 

五-一 士 の出處 去就 

lEIr 寬文 一一 一 師曰 はく、 昔 f 將 門が 東 八 ケ^ を 打 塞ぎて、 凶賊 を あつめ 王城へ 攻め入る べしと 聞 

年 五 H:4" 三日  ノ  f 六) ひで さと  つ. -なニ  '  W  ) 

0^^^ ゆ。 平 將軍貞 盛 勅宣 を 蒙りて 下向す： 下野 國 住人 依藤 太 秀鄕は 名高き 兵に て 多勢の 者 

p^^^. たりけ るが、 將 門に 同意して 朝家 を あ k、 日本 國を 同心に しらんと 思 ひて、 行き (f) 

東 8 記に 出 ひて!： と 云 ふ C 將門 折節 髮を みだして けづ りけ るが、 餘り に悅び て 取り も あ へ ず大 

y ハ) i 秀 ■ お iHi て， 而も 白衣に て ®f 出合 ひぬ。 秀鄕 目が しこく 見咎めて、 人の 體 M 骨 也. 

"ふに み 翔 f; はかん - しく 日本の 主と たら じ-三た 初對 面に 心替 りしぬ。 (そのり 上に 秀^ を もてた 

臣道三 臣該  二 G 七 


二 褎の年 ：2 

に 戰の^ 
出卷 "源 

づ 第 n 氏 i 台 
二 平 再 承 
十 盛 興 四 
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と  さんがた めに、 酒 X；？ 椀 飯 かきす ゑて 是れ をす すむ。 將 門が 食 ひける 御料、 袴の 上に 落 

ち 散りけ る を， 自ら 是れ を拂 ひの ご ひけり。 是れは 民の 振舞に や 云 ひ 甲斐な しと 心の 

底に うとみつつ、 後に は A 盛に 同意して、 秀鄕が 謀 を 以て 將門旣 に 亡びぬ。 

(1^ (源 頼 朝 卿 石橋の 合戰の 後に 上總 の國府 に付きて、 千 葉 介 常 胤 • 上 總介廣 常が 許へ 

使者 を 遣 はして 云 ふ、 平家 追討 事、 依 レ蒙ニ 院宣 一可-有 二 同心 一之 旨、 光度 被 二相 觸 一華、 

1^ 二參加 一之 由 承伏 之 間、 途ニ 合戰於 石橋 之 城郭 1 畢、 遲 參之條 頗不， 得 二 其 意 一と。 ここ 

において 千 葉 介 三千 餘騎 にて 杉 浦に 行き 向 ひて、 頼 朝 卿 を 下 總國府 に 入れ 奉る。 上總 

介遲參 にお それ、 當國の 輩 背く をば 打ち、 隨ふ をば 相 具して、 一 萬餘騎 にて 下 總の國 

府に來 る。 頼 朝 卿 土 肥 次郞を 以て、 度々 催促の 處、 領掌 巾しながら 遲參御 不審 あり， 

然して 沙汰の 次第 最も 神妙 也 ♦ 暫く 後陣に ありて 可 レ隨ニ 催促 一の 由を傳 ふ。 廣常屋 形 

、  (二)、，  ，- 

II 一に 21  の" にかへ りて 云 はく、 佐 殿 は 一定 日本の 大將 になり 玉 ふべ し、 當時 無勢の 人に おは すれ 

を Si  し  う 

す  ば、 此の 大勢に て參 りたら ば、 悅び 出で 耳に 口 を さし あはせ、 追從 言 など 宣 はんず 

らんと 存じ たれば、 思の 外に 眞平を 以て、 大氣 なく 遍參 其の 意 を 得ず、 後陣に あって 

シ フ シニ  すゑた の も ■ , 

可 レ睛, 召と 問答の 條， 唯 人に あらず、 末 憑し と 云へ りと 也。 


(三) I? 生、 

劉 邦に 仕へ て、 

齊に 使し、 よ 

く 一： 一寸の 口舌 

も W て 七十 餘 

城 を說き 下せ 

bo 然るに そ 


S 信の： *f 齊を 

攻めし を 以て、 

齊王 彼れ を烹 

殺して 奔る。 

史記列 傅 第三 

十七に 出づ 

(四) i";* 布 は 

英布、 駭 刑に 


く 云 ふ、 もと 

項！^ に 仕へ て 

九 江に 封ぜら 

れ しが、 ^に 

說 かれて 臟 

し、 劉 邦の 創 

業に K 功 あ. 5 

しも、 後漢の 

功臣の 誅 にあ 

ふ を 見て. 0 ら 

安ん ぜす、 反 

して 走りし も、 

遂に 殺さる。 

史 記列傳 第三 

十 一 に出づ 

(五) 後 ts: 第 


凡そ 土の 出處 去就、 尤も 其の 究理 あらず して は不レ 可， 叶 也。 されば 秀鄉 *廣 常 等が 

云 ふ 所 は 其の 義 不義 を 以て 論ずる にあらず して， 其の 事の 成否 を 謀りて 去就 をな せる 

と 可レ云 也。 我れ に 君と し定 むる 處 たく、 世に 朝家の 立つ 所 あら ざらん に は、 其の 輕 

重 浮沈 を 謀りて 其の 事の 義に隨 ふとき は、 事の 成否と もに 後に 悔 ゆる 處 あるべ から ざ 

る 也。 然れば 時勢 粧を考 へ、 其の 人品 を 謀り、 其の 所を詳 にして、 其の 重きに 可レ從 

こと 也。 其の 去就す る處 必ず 大氣 な く士 を輕ん じあた ど る を 以 て よ し と 云 ふ ベ きに あ 

らず、 叉 へりくだりて 士 を 馳走す る をよ しと 難に 疋也。 

ニー 一) 

漢 高祖 は士 を輕慢 して 大略 あ る を 以 て 、 酈食其 その 氣象 天下 を 定 むる にたらん こと 

つか  (En  げ いふ 

を は か りて 往 きて 事 ふ。 九 江 の 黥 布 は 漢王床 に うづ くまり て 足 を あら は せ た が ら相見 

えたる こと を 怒りて、 來り 見えし こと を 悔いて すでに 自殺 せんと 思へ りしが、 出で て 

宿所に 歸り 来れば 其の 馳走 皆漢 王の あたりの 如くな りしに、 腹の 中に て 犬に 喜べり。 

後漢の 初、 光武 幷に 公孫 述 ともに 天下に 志あって 各 > 帝と 稱す、 牌黨叉 自ら 西 州の 上 

(5i 八) えん  (許) 

將 軍と 號 してけ り.^ 隗囂 ひそかに 馬援を 使者と して、 光武 幷に 公孫 述が 本に つか はす。 

馬援と 公孫 述元來 知人な りければ、 馬 援先づ 公孫 述が 所に 至りぬ e 公孫 述已に 帝と 稱 

臣道三 臣談 •  二 〇 九 
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/  (許) 

一代の 君、 S し、 盛 二 威儀 一にして 馬援 を輕慢 す。 光武の 元に 至りければ、 帝 自ら 出で て 馬 援を迎 へ 

秀  ダ， -ソ 

(/U 一 も 談笑して やまず。 ここにお いて 馬援 其の 屬に云 ひて 云 はく" 天下 雌雄 未 レ定， 公孫 不, 二 

S に乘 じ自 吐， 吨走 き 一 國士； 與 E 一一 成敗 一如 一一 偶人 形 一とい へり。 つ ひに 光武に したがへ り。 是れ 

ら. 大子 と^し、  ， 

CJ- - ち . 、 り  あ ひしら ひ  ル 二 七 

t ばい 棟け 等の 去就す る處は 唯だ當 座の 會釋 斗り を はかって 其の 本末 を 不レ詳 が ゆえ に、 其の 所 

C 七) 後？ S の レ論 あたれる も あたらざる も、 ともに 後人の 因って 守り 行 ふべき 所 あらざる 也。 或以 一一 

人、 字 は *. 孟、 . 、一. . ク 

.^0^^ 輕 Hill 去 * 或以 ニ輕慢 一就、 ともに 一 定の 論と なすべからざる 也。 

湖、) 少ー L て 一 1 兀弘の 初、 後醍醐 帝以， 一 萬 里 小路 中納言 藤房ヲ 1 被 レ招， 1 楠 (木) 正 成； 東夷 征 罰の 事 を 憑 

大志 あ h^、 始  おぼしめ  S 

^0^^ み 思 食す と ありければ、 正成畏 りて 中し ける は、 東夷 近 曰の 大逆 只 だ 天の 责を 招き 候 

お を 1 上 は、 衰亂の 弊に 乘 じて 天誅 を 致されん に 何の 子細 可 レ有レ 之、 但し 天下 草創の 功は武 

め、 Ai  ッ  かるぐ 

^^^,^.3 略と 知謀と 二の 內 にあり と輕々 と 申 上げて、 つ ひに 帝に 屬し 奉りぬ。 此の 時 正成已 

Iss^is- に關 東の 恩顧に 預る とい へど も、 其の 本と する 所 は 朝廷に あるべ ければ、 朝廷 を 重ん 

出づ 

(一) 太平 記 じて 鎌 倉の 奉公 を輕ん ずるに ありと みえぬ。 朝廷 を 重んじて 武家 を輕ん ずる は、 往古 

卷 《s 三、 天子 

11,^ 事の 條 の 式 * 君臣の 禮 たり。 然れ ども 末世に 及んで、 朝廷 は 名のみ にして 武家の はから ひに 

任す。 爱を 以て 食祿 官位に 至る まで 皆 武家の 心に 任せれば、 往古に 不二 相稱； といへ ど 


も、 世々 皆 是れを 例と す、 今叉改 むべき に 便りな し。 あるべき ことに あら ざれ ども、 

に 一-) 

つに 條 f. 先代 當時正 成が 依賴の 如くな らんこと ありと も、 更に 正 成 を 以て 準據 すべから ざるせ。 中 

^^0^ 前代 蜂起して 直義ー 曰： 鎌 倉 を 開かれけ る 時、 駿州 入江 庄 海道 第一 の 難所 なれば、 時 行 

お-行が 湊 <»; に (先)  l-i 

.^.i^^e が與黨 ども この 道 を 塞がん と、 士卒 皆 あやぶみければ、 其の 所の 地頭 入江 左衞門 奢倫 

ん とせ IJSia を 

(I 一 「) 2- の が 許へ 使者 を 立て、 可レ 憑の 由を宣 ふ。 春 倫 一族 を あつめて 去就の 義を 料簡せ しむ e 

弟 足 利 直義、  う 

1st れ響の 鐘 一族 皆 云 ふ、 關東再 輿 之 時 至りぬ、 直義を 打って 時 行に 馳せ參 ずるに 不, 如と 云 ひけ 

る を、 春 倫つ くん \ と 田. ：1 案して、 天下の 落 居 は 愚 蒙の 我が輩の 可, 知處 にあらず- 只 

も  -こノ  ，ゥ w わ-^ 

への 四 g 一， だ 義の向 ふ處を 田-ふに、 入江の 庄は 本と 得宗領 にて ありし を、 朝恩に 下し 給 ひて、 

や-ち-、 ふ  (顧み)  (德) 

此の 二三 年が 間 一家 を領 する 事， 皆 日頃に 勝りたり、 是れ 天恩の 上に 猶ほ義 を 重ねた 

り、 此の 時い かんして 傾麼の 弊に 乘 じて 不義の 振舞 をば 可， 致と て、 春 倫 則ち 直義を 

迎 ふとい へり。 是れ 去就に 義を 以てする にあり。 出處 去就の 間ゎづ かに 利害 を さし は 

さ む處ぁ らば、 其の 事の 後に 必ず 悔ぁ る こ と あ り た ん なれ ば 、 其 の 本 を 糾明し 其 の 義 

に 可 レ從。 但し 義は 事物の 上 無, 不レ至 たれば、 よく 本末 をた だす を 以て 其の 究理と す 

べき 也。 

臣 i 一  臣^  ニニ  - 
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五三 動 靜の氣 

< 一) I 師日 はく、 (お 方宇右衞 門 は 元と f 奮に 農して、 朝鮮 征伐の 時に 朝鮮に 至れり。 

4 あ 补數年 相 働く の內、 或 時 今 曰 ％ の なにがし 打 死の 由を吿 げ來れ り。 土方 此の 

^-^ 使 を うけとりて 嘉 明に 傳 へければ、 嘉明云 はく、 上使 打 死の 由、 令 レ得こ 其 意 一い^、  t 

H^^^ 嘉 si 一 ょ爾- 日本へ 二度 歸る まじき にて 候と 返答 あり。 土方 此の 使 を 取次いで ひそか 

氏に=,:り<£^^  ゆだ  、 、 ， 、-リ ，！■  I  I  A- 

«|| こ 思 ひける は、 日本 を 出で しとき 巳に 死を嘉 明に 委ぬ といへ ども 年ク しくく みて 今 

態 事お 一 5- は iii もな つかしく、 日本へ 歸 らんこと もこ そと 思 ひしに、 今日の 體を きいて はま さ 

.、ぶぉぉ1^_ゃ與  キ 力 

しく 嘉明打 死と みえたり、 然るにお いて は 我が輩い かん ぞ 二度 古 鄕に 可い 歸 にやと 

.1- こ 驚き 惑 ひて 何事 も 心に そまざる 其の 內に、 重ねて 使の ありければ、 上使 打 死の 義 

虚說に 候との こと 也。 土方 叉 この 使 をう け 取りて ける が、 心に 悅び思 ふの こと ふかく • 

其の 色の 發 して、 いそぎ 行きて 嘉 明に in うす。 嘉明 しばらく 默 して、 其の 返签に 及んで 

動 靜の氣 なし。 土方 心に 恥ぢ思 ひける は、 初の 使のと き は 驚き さわぎ、 今 叉悅び C あく 

嘉明 我が 顔色の 144^ こと を 可キレ I 也、 日本 を 出で しょり 二度 かへ りなん こと は 萬に 一 


つも 不レ 可レ 有と 思 ひ 定めた る 身の、 少しの ことに 憂 喜易レ 所たん こと は 勇士の 所 レ恥也 

と、 後まで 心 にかけ て 語れり と 也。 此の 土方 は 度々 功名の あり しもの 也と いへ ども、 

此の 物語 まことに 其の ゆ ゑ あり。 人 ごとに 一 曰： はっとめ て 田) ふが ゆ ゑに、 死 を 輕んじ 

義 を專ら とすると いへ ども、 平生 其のね る處 不.. 全、 其の 所レ養 不-正 とき は * 事々 に 

付いて 究め 糾す ことの 薄く して、 或は 憂へ 或は 喜ぶ こと、 土方が 所レ 云に 同じ。 臣の ^ 

大方に 心得て は • 全く 其の 禮を 難， 盡也。 

五 四 名と 利  . 

師曰 はく、 名と 利に ともに 忠臣の 心 をと どむ る處 にあら ざれ ども， 名 を 思 はんもの 

は、 つとむる ことの やすくして 其の 行跡 を 全く 十る にあり。 1- を i はんもの は、 つと 

^^^00 め を わすれ 義を そこな ふに 至れる 事 多し。 而 して 人名より は 利 を 重んずる もの 一也。 故 

r -^、  京 (今  りそんき よく 

の E きに 都 に 初 は 名の ためにい たせる こと も、 後に は 利の ために なれる ためし 尤も 多し。 李存 1：1 助 

せり。 十 ra 年 

すでに 唐の 社稷 を復十 る を 以て 志と して 其の 功 を とげ ぬ る と き 、 諸臣皆 帝と 稱し 玉 は 

M 代史 It-ssi^  カラ フ 

宗紀 に出づ ん こと を吿ぐ とい へど も、 不， 可, 云と てと どめけ るが、 後に は 帝と 稱 せられん こと を 
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子         せ 十 を. M (利 に 下 十 
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-- うたう  シ 

欲して 天下 を 後 唐と 號し • 莊宗 皇帝と 奉, 號れ り。 

足 一利 尊 氏 初め 剃 變染 衣の 貌 にも 成りて、 君の 御た めに 不忠 を 不レ存 所 を 子孫の ため 

に殘 すべし とて、 すでに もと ゆ ひ を 切りぬ るに 至れり。 是れ名 を 重んずる といへ ども. 

つ ひに は武 將に備 はりて 天下の 政務 を 司 どれり。 近くに 織 田 信 長 は 義昭卿 を 都に 還 住 

せしめ 君と 仰ぐ に 似せて、 遂に 天下 を 掌に 握れり。 羽 柴秀吉 は 信 長の せ 合戰を とげて _ 

先君の あだ を 報じて、 信秀を 仰いで 亡君の あと をつ がせぬ とい へ ども、 つ ひに 是れを 

蔑 如して 自ら 關 白に 任じ、 まのあたりぎ 雄 • 信秀を 下臣と 稱 せしめぬ るに 至る。 是れ 

各.' 先君の 子孫 を 立てて 政 をな さしめ 是れを 輔佐いた さば * 末世に おいて 君臣 上下 綱 

紀の品 自然に 明なる ベ けれども、 其の 名分 不レ正 を 以て， 諸 臣叉是 れを存 ずるに 至る 

べし。 是れ各 》 '綱紀 名分の 不 を 以て、 臣の禮 ここに 絶えて 一 K 倫つ ひに 亂 るる 也" 

されば 人臣 大 節に のぞみて、 必ず 名分 を棄て 利欲 を 退し くす るに なれる 也。 名利と も 

に 君子の 不レ必 こと 也と い へ ども、 末 學の者 は 名の 汚れ 不義の こと を 蒙りなん こと を 

恥づ るに 至れる は、 是れ義 のよ る處 也。 恥 を 不レ顧 不義 を不， 恥して 只 だ 利 を專ら とす 

(-Jd) ン、  キム 

る は、 、ム へず. 不， 奪ば あかざる の 孟子の 論に 同じ かるべき 也。 人臣 尤も 可レ愼 也。 


信 長の 

鍵の 


W  二 親 ； 7、 別 ^     の 賴 治 -車 沼 苐 で 

-t'-n  •  ち戰朝 承の 三 二 平 G 

y 大 府 な舉 條谏十 盛 

庭伊賴 待 後り 兵 年に に一 衰こ 
g 景東朝 所の 第の 出 遇 、記の 

山 親 M の 鎌 一源づ ふ 大卷條 


五 五 浮 說に惑 はず 

師曰 はく * 治 承の 石橋 合戰は 八月 チ 三日 なれば、 是れへ あはん とて (ま) 田 小太郞 5gi 

三百 斗り にて 出で ける が、 酒 勾に 付いて- 丸 子 川の 洪水に て 八 木 下と 云 ふ 所に g を 取 

るの 時、 大沼三 郞が來 るに 逢 ひぬ。 大沼、 佐 殿は廿 三日の 酉の 刻に 軍 はじまり てうた 

わ 玉 ひぬ と、 1 はまこと 一 は そらごと を かたれり。 此の 大沼は 軍 半 迄は罟 て、 そ よ 

り 落ちた る 也。 三 浦の 衆 是れを 聞きて、 さらば 大將 うたれ 玉 ふ 上 はせんな し- 前 こま 

(九) (東)  (3) 

伊藤 *大 庭 ひかへ たり、 うしろに は 畠 山 ありと きく、 前後に 取り かこまれ、 犬 死して 

益な し、 是れ にて. R 害せん と 云 ふ。 三 浦別當 義澄大 沼に 問 ふ は- 佐 殿のう たれ 玉 ひた 

る をば まさしく 目と 見 玉 ひたり やとい へ ば、 自ら 奉, 見た る 事に て は な し- 1 てに き 

きつる 斗り 也 (と)。 さて は 推量 也、 只今 人の かくいへば とて 誠と 思， - ベから ず、 敵 を 

^ぉブ S 龍 たばからん ためにう たれ 玉 ひぬ と 云 ふに もや あらん、 叉 味方の 者 ども まけいくさ にな 

Mi は賴齢 『 りたれば、 敵に 心 を かよ はして かく もや 云 ひけん、 不審 也、 天 を も 地 を も はかれ ども 

g| 從の 武臣な  シ リ (二)  ？ S 

り  人の、 乇は 難レ、 讽、 佐 佐 木 • 北條 •  土 肥 . 土屋 この もの どもに あうて むし かにき くべき 
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也、 一 {i5 うたれ 玉 はば 主の かたき なれば、 大庭 にも 畠 山に も 打 向 ひて 命 を かぎりに 軍 

すべき 也， 佐 殿の 死生 不二 聞定 一間 は 身 をた ばへ とて、 其の 夜の 中に 三 浦に かへ りけ る 

と 也。 

(一) この *r  義經 四國に 渡りて 屋 島の 軍に 勝ちて、 四 國の勢 を 招きて、 $4 さ 二 郞義盛 をな して、 

®¥#^.^,ln%  なりよし  でんな、  じょうし グなミ 

一の あ 河 野四郞 追討の ために 阿波 民 部 大夫成 良が 嫡子 傳內左 衞門尉 成 直 三千 餘 にて 伊豫へ 

こえたり、 召 捕って 參ら せよ と 下知す。 義 盛運 レ簿、 先づ下 _i 男 を 一 人出し 立てて 成 

直に 1： ひ、 遇 ひて 云 ふくき 様 を 委しく 敎へ、 一 日路を 先立って 伊豫の 國へ 越えし め， 

義盛は 十七 騎を 具して 一 曰路 さがりて 向 ひぬ。 成 直 伊豫より 讃岐へ かへ， る 道に て 夫の 

男に 逢 ひて、 己れ は 何れの 處 より 佝 くへ とほる 者 ぞと問 ふ。 屋 島より 伊豫へ まかれる 

と 答 ふ。 さて 屋 島に は 何事 か あると 問 ふ。 夫の 男 云 ふ， 屋 島の 軍 源氏 勝ちて、 樱間大 

夫 殿 はいけ どられ、 民 部 大夫殿 は 軍 破れて 降 人に ま ゐられ たりと 答へ て 過ぎぬ。 成 直 

此の 言 をき くより 心 弱く 思 ひて、 父の 降 人に なり 玉へ る は、 我れ を 今一度 もしみ え 

ん ために や、 但し 下 腺の 說不レ 足 n 信用 1 とて、 liilt を 打ちて ゆく に義 盛に 逢 ひぬ リ 義盛 

あぶみ り 松つ いて、 あれ は傳內 左衞門 尉と みる は 僻目 か、 是れは 源氏の 郎等に 


伊^^ 三 郞義盛 と 云 ふ もの 也 • 平家 は屋 島の 軍に 打 ま け 訖 んぬ、 汝が父 は 頸 をの ベ て 降. 

人に 參り. ぬ、 櫻 si 大夫は 勝 浦に て i バ。、 此の 二人 義盛預 る、 汝が父 は 降 人 たれば 頸 を 

ば たど こまやかに かたりて、 抑. -汝 源氏に 可レ 奉レ從 か、 猶ほ 意趣 あるか、 民 部 

大 夫が 降 人に まゐる こと- 今一度 汝を みん との 恩愛の 情と 存ず、 父 を も 見 故鄕に 力へ 

らんと 恩 はば 義盛 につけ、 命 をば 可 一-申 li 一  角 一 K ふ をモ むかば 通し 侍る まじと 云 ひ、 

弓な り 有 一し l^g を (& いてければ、 成 直 は 夫の 男が 詞義盖 口上 無 n 相違-と 恩 ひければ、 

J  た-. i ね 

父 左様に ま ゐる上 は 成 直 以て 同じ ことと て、 弓 をはづ し 甲 を. ぬ い で 義成庞 に從ふ 義戍码 

に！^ 俊 樓山四  一 K ふ、 降 人と して 軍兵 を 引 あ S 不 も n 相， i 一と 云 ふ。 成 直 郎等に いとま をた びて それ 

それに 返す。 義盛 はかりす まして 義經の 許に 至る。 十七 騎を 以て 三千 餘騎 を從 ふる y》 

と- 古今 姐 一， 類と いへ り。 是れ 其の 事 を 具に 究め 盡 すと 不レ詳 とに 因りて • 其の 實否 に 

事の 條广 まど ひぬ る ことの ある 也。 されば 唯だ義 を專ら として 臣の禮 をた が へ ざらん に は、 

S  ) ナ +  0 

f』£ せ？ i 實否 }4 一分^ 一の こと ありと 云へ ども、 其の 究理に したがって 其の 事 明 たるべし C さし 

£l;ss あたれる 時の 言 を 聞きて 究理す る こと 薄く、 其の 用法 を 不レ詳 を 以て、 大義 を ダレ 大 

節 をた がふる 事 多き もの 也。 備後 の 一き) 山が 楠 (木) が 打 死と きいて 皇 きとげ、 佐々 木 
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時 信が 越後 守 仲 時が 先途 を 不二 聞 i5 一して 虛說を 信じて 京へ 上りけ るの 頃、 世 以て 多し > 

我れ に不， 正 レ義處 あるとき は、 時の 風說を 信じて 其のな びきに 從 ひて 大義 を 失 ふに 至 

る こと、 甚だ 可 二 歎息 一也。 

五六 死 處の當 否 

ff^ 1 師曰 はく、 鍋 田藍衞 門、 i 田 重 あ P いたして 其の 場の 死 をの がれけ るが、 

^,  0 朝鮮 征伐のと き 高麗の 南門に て 打 死 を とげぬ。 (き 田の 某 は 關白秀 次に 殉死の 義 あり レ 

，き をの がれけ るが、 庚 子 S にき 長に 屬 して 越 i の觀に 打 死 を 遂げぬ。 いづれ も 死 

へに- ^ ゆ 關ケ原 を遁れ たるの そしり ありと いへ ども- 各-^ はれなる 戰死を とげて 其の 勇 を あら はせ り。 

00^ 愛に 案ずる に、 死 各-有 レ義、 不， して 死 を專ら とせん こと は、 男と はも レー &也、 

人 魔 義と は不レ fs^ レ云 也。 彼等が 死レ 節の 義は 何れの 處 にか あらん や。 死 を とげて 男 はあり 

1^ と 云へ ども、 死レ 節の 義 l.r して はまことの 勇と は f4 も： 云 7 也。 議が 4 令の 恥 を 

sr£ 田 利 忍びし は 立 レ漢の 大功 を 以てすす ぎ ぬれば、 一 度 勇武の 名 をけ がす こと ありと 云へ ど 

も、 重ねて 大功 を 立てなん は又義 のよ る處 と： E^, 云ス。 然れ ども 韓 信が 身に おける、 主 


のために 死 をた し、 恥を忍ぶ の義を そむく 處 なし。 唯 だ 一身に 對 して 論ずる 斗り のこ 

となれ ども、 猶ほ跨 下の 恥 也と； K へる ことの あり、 況ゃ 主君に 對し相 定まれる 節の 死 

ル カラ フ  ラ 

をの がれて、 重ねて 勇 死 をな さん は 臣の誡 と は不， 可， 云せ。 殉死 は理 において 不， 中 

といへ ども， 我れ に義 をし り理を 究めて 殉死の あやまし を 糾明し、 平生 其の 究理 明白 

たらん 輩 は、 のがれて 却って 義を 立てた るに なりぬべし〕 不レ 然して 殉死 をのが るる 

は、 其の わざ は理 に不， 中と IK へど も、 是れを 以て 不， 遂レ死 は 叉義を かくに 可， 至。 こ 

とに 秀次 に嗣 孫た し、 殘 りて 可レ 盡の忠 なし。 然れば 彼等 は義を 不レ知 節に 不， 死と 云 

ふべき 也。 義 に本づ いて 國 のために 忠 あらんに は、 早く 死し おそく 死せ しと 云 ふの 評 

あるべからざる 也。 是れ義 に 順 ひて 死生 を まか すれば 也。 

師曰 はく、 緩 田 信 長卿爲 ニ明智 I 被 レ弑の 時- 土方 次 郞兵衞 尉 その 比 あ 土に ありけ る 

(LI 13  •  IJ、-J 野ク  ク  ッ  .V 

お-信 き 記 が、 馳せ來 りて 明智に 近づき 可. 討とう かが ひける が、 是れも 難. 成 かりければ、 さら- 

十 に出づ  う  も (七) 

y」； 濃 川 1 ばと て 信 長 卿の 自殺の 跡と おぼしき 處 にて 腹 を 切りて 失せぬ。 此の 土方 は 元と 瀧 川が 

ものな りし を、 信 長所 望あって 直に 召 遣 はれぬ。 叉 松 野 平 介 も 信 長 卿の 最後の 日 八 幅 

に參 籠して おくれければ、 馳せ來 りて 光秀に 近づきて 指ち が へんと 術 を 廻らす とい へ 

臣道三 臣談  二 一  九 


山 鹿 語類 卷第 十五  ニニ Q 

(」 は) お ifi ども、 事 難儀 たれば * つ ひに 寺院に 入りて 腹 を 切りて 死す。 ギ介は r 兀と濃 州の 士「^ 一賀 

M き^;! はお 伊賀 守が もの 也し を. 勇武に 因りて 直に 召 出されけ る もの 也。 

雜^^俊に作り、  (二)  S) (1 一一) (隆 信)  pt:) 

に 作り ュ 師曰 はく、. 肥 前國有 馬の 內. Dig 原に て 島 津中書 貴 久が高 信 を 打ちし ときに、 貴 久森嶽 

？ IS 。は 15 山の 麓に おいて 頸實撿 をと ぐるの 時、 武士 一  人 頸 を 提げて 大將の 居所 を 尋ねて 中 書に 

て膽 迷され て 其の 頸 をみ せ、 則ち 頸 を なげつけ * 主君の 敵 也と 云 ひて 詞を かけ 屮書を 切る。 中 書 右 

^^^^ の もも を きられて 左へ 折り 立ちて 相戰 ふの 處、 味方 多く 相 あつまりて 是れを 打ち取り 

氏 if 教 によれ  (ran  (iM) 

ば、 も， r 窗 ぬ。 是れは 上野 原と 云へ る牢 人な りしが、 高 信 常に 恩顧 を 加へ たる を 感じて 節に 死せ 

に I ほ は 1 り ると にや。 古 は 其のた めし 多し、 近 比 (に) は 其の 志 至って 深し と 云 ふべ し。 これより 

选 K 中 書 右 の 足 不自由 なりと ぞ。 

と 5:^ ありて ^ 

B^^^ 師日 はく、 奥平貞 能が 長 徒 籠城の 時、 鳥居ぎ" 右き. ぼ "城より 出で sfe の 力 を 合せ 玉 は 

I 寺 を 討ち ん事を 相 通じけ る 時、 武 田勝賴 十重 廿 重に 取 かこみた る內を 忍び 出て、 向の 山に おい 

し 時の ことな  のろし 

^^^M て 相 圖の狼 烟を擧 げて城 中に 通じ、 後實の 事詳に n へし 合せて、 ひそかに 城 中に 入りな 

この 人、 關ケ ん とする を * 寄 手の 役所に て 搦め捕り てければ、 しかん \ と 答 ふ。 勝 賴是れ を 以て 反 

おの 役に 兄？^ 

に 代りて 討 間と して 城の 氣を ちぢめば やと 思 ひて、 鳥居 をす かしけ る は、 械屮の 者 を 呼び出して、 


死せ りと いふ。 

常 か， 紀談卷 之 

八に 出づ 

< 三) 寵造 寺 

隆信 

(四) 常山紀 

談卷之 八に 據 

れば、 龍 造 寺.. 


.H ら名を 云 は 

す、 姓の み 云 


〈五) 天 正 三 

年、 信 長 • 家 

成が 武田特 親 

,,5?- うちし 戰な 


三 川 記に 出づ 

《六) 家康 が， 


りし 戰 なり 

(七) 武家 事 

紀卷第 十八、 

部正辆 家臣 

-傳 に出づ 


後 責不レ 可， 叶の 由 を 可 二 云 入； 左 あらんに は 一 命 を 助くべし と 云 ひければ、 鳥居 一 議 

に 不レ及 是れに 同ず。 勝頓 喜びて、 やがて 撿使を 指し そへ 如， 一 約お 1 いはせ ければ、 鳥 

居髙聲 にの のしり ける は、 岡 崎に 至りて 事 を 通ず るの 處、 後煑 近日に あり、 城 を 堅固 

に 可， 守と よば はりぬ。 勝賴大 におって 帷幄の 前に 面 縛す、 しかれ ども 其の 義心 を感 

じて、 これ を 助けん と議 せられ けれども、 申請 ひて 切られぬ。 まことに 一事に おいて 

シ  M  ノ  あちに 

其の 勇忠 無二 比類 一と 云 ふべき 也。 人臣 如， 此の 義士 を 味へ 知る こと、 是れ 己れ が義を 

やした ふの 道た るべ し。 

師曰 はく、 岡 部 次 郞右衞 門 正 綱 は 元と 駭河今 川の 家臣 也、 後に 源 君に 奉仕， 天 正 十 

一年 死去。 翌年 尾 州 長久 手の 合戰 に、 正 網が 子 內瞎正 長 盛 そのころ は 未だ 彌ニ 郞と號 

して 行年 十六 歲也、 幼若に して 亡父が 大祿を 賜 はって ければ、 世 以て 是れを 蔑 如して _ 

そ し  (七) ぬ ひ 力 すけ 

小船に 荷が すぎた ると 誇れり。 ここに 長 盛が 家臣 櫻 井 縫 殿 介 此の 沙汰 を 聞きて 了簡し 

ける は、 我れ 元來ー 僕の ものたり し を、 正綱擧 用して 旣に岡 部 家の 三 老臣に 備ふ、 其 

の 恩顧 豈 あげて 云 ふべ けんや、 正 綱 遣 命に も 三 臣心を 一 にして 長 盛 を 引立てよ とのこ 

と 也、 然れば 此の度 三人の 內ニ 人 打 死を遂 ぐる 斗り に 相 働か ずん ば 長 盛 身代 立ちが た 

臣道三 臣詨  ニニ 一 


と當 丈 2 の 所つ fi!5 ：：： 
る * が；:； を 在 ご 7，-^ 
ML— いも I5f 
旗 も 倍 幅 ふ-示 大門 
のの 半よ す將 持 
こに り もの 次 
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(け 一ん) もち 

き 節 也と 思 ひ 定めて、 老臣 大； f 八 右衛門 •  ^持の 某 を 呼び寄せて 此の 通り を談 ず。 大 

塚 は 數度名 を 得たり し剛の もの 也。 昔日 武田 信玄 彼れ が 戰功を 感じて、 小馬 驗 にもた 

(」 一一) え i け，？  .1 

せられた る 四 半の 指 物に 劎菱 の紋 出せる を 賜 はる 斗り の 勇士な りければ、 大塚を 指 置 

いて 縫 殿 助 打 死 せんと 云 ふ は 過分の： 百 也、 某 打 死 を 可， 遂と 云へ り。 叙 持が 云 ふ、 各. > 

の 云 へ る 處左も あるべ けれども、 各. >  より 某 をば 人の 知りた る もの 也、 諸方へ 使者に 

行き 命を傳 へたる を 以て、 岡 部の 家に は 人 皆 我れ を 知れり、 我れ 打 死 を 遂げな ば 人 皆 

可レ知 なれば， 今度の 打 死 某に ありと 云 ふ。 三人 互に 死を爭 ひて 不レ 止。 樱井 これ を考 

へて 云 ひける は、 然 らば 三人と も 打 死 可 レ然、 同じく は 先君の 遣 命 を 守られ、 長 盛 を 

取 立てられ 候へ かし、 某 は 此の 事 を 申し出し たる 上 は 返れが たし、 長 盛 打 死に 及び 玉 

はば 各 メも打 死 可, 有、 不， 然して は 只 だ 思 ひ 留まりて、 兩 人は當 君の 成長 あらん を 見 

届けられ 可レ 然と： K ひければ、 兩人 此の、 ことわりに 折れて * 委細 尤も 也、 然 らば 兩人 

は 相 留まるべし、 贵方は 打 死 を可レ 被， 遂と相 究め、 最後の ぶ 孤 を 出して 酒宴 を まう く。 

明 くれば 長久 手の 合戰 に、 樱井眞 先に 掛けて 打 死す、 つづいて 兵士 同じ 枕に 打 死し、 

長 盛 自ら 敵 に あたりければ、 三 好秀次 の 勢大 に 0 れ に けり。 長 盛 まら 首 をう る こと 二 


つ 也、 則ち 鞍の 跡 輪に 付けて 源 君の 御前に 參 りければ、 公大に 稱 美し 玉うて ける、」 是 

れ より 長 盛 を 蔑 如す る もの なくなりに きとい へり。 櫻 井が 忠心 甚だ 義 にあたり- 其の 

死よ く 節 を 守る と 可， 云。 古来 は不, 知、 末代にはためし宾^！き心入也。 

五 七 北 條泰時 • 時賴 の執權 

師曰 はく、 昔日 平泰時 天下の 執權 ありし 時 は、 身 を不, 惜忠 をつ くして 君 を 諫め、 

世 を 安んじ 民 を 救 はん 事 をのみ 本と せりと にや。 故に 上人 禪師を 招請して は 道 を 尋ね， 

業よりの 股肱、 古老 遁世 人 を あつめて 世事 を談ぜ しめて、 其の 用捨 を 料簡して 時務 を 糾明し、 其の r あ 

初代 待 所の 别  キ フ 

si) 相棒 守 曲 偏頗の なからん こと を 欲す、 まことに 執 權の德 ゆゆしと 可レ云 也。 されば 泰時 いまだ 

北条義 時、 卽  しめり C すけ  (en  ン ハン，、. ヌ 

ち泰時の 父 修理 亮 なりし 時、 和 田義盛 相州義 時に 遣 恨の こと ありて 擬， 襲 二 御所； 犬に 相戰 ひて 一 

(六) 三代 將  2、) 

實^ ® 族 ことん \ く うたれ ぬ。 此の 時泰時 自ら 敵に あたりて 其の 功 甚だ 犬な りければ、 實朝 

ili  i お？ 動 功の 賞 を 行 はる。 泰時御 下 文を廣 元に あ づけ、 上表して 申されけ る は、 義盛 於レ上 

逆心 を不レ 揷、 只 だ 父 義時を うらみて 此の 謀反に 及べり、 而 して 防戰の 間， 其の 由 絡 

h^f なき 御家人 多く 以て 打 死し 蒙， 疵、 某 輩へ 所 二 下賜 一の 賞 を 彼等に 充て 行 ひ 玉 はんや、 
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泰 時が 働 は 父の 敵 を ふせぎ 打つ にこ そ 候へば、 上 へ 對 して 忠と； K ふ、、/ き處 なければ、 

勸赏を 蒙 らんこと に 非ず と 申 上げ られ たりと にや。 

^^h^ 又 父義時 逝去の 時、 泰 時武藏 守に て 其の 遣 跡 をつ がれけ るに、 (i 一子 分 本領 斗り を泰 

1 f 時 賜 はりて、 其の 餘分 ことん \ く舍弟 達に 配當 ありければ、 二 品 W せこ 云 ふ、 一-小 領分 

(二) 親 朝の 

妻 一一 位 政 子 ^^^しだ不足たるべし。 泰時云 ふ、 已に 天下の 執權 をう け 玉 はん 身の、 領 所の 多少い かで 

か 競 望 可レ仕 弟 ども は 父の 遣 跡 を わかちとりて 家族 を も 可, 養に こそと- 答へ 巾され 

ければ. 二 品 感淚を 催されて 泰時を 感じ 玉へ りと 也。 泰時 執權の 間、 I 一一 當番ー 御所 

(.--rcia ン  (」 一一) 

s^. 兀 にとの ゐ 申さ るるとき は、 いね 玉 ふに 筵 をし き 玉 はず。 是れは 御所の 疊の 上に 私の 筵 

八 口の， ドネ  、  との ゐ 

にャ： づ f をし 力ん こと を はばかり、 且つ 直 宿の 間 ゆるやかに 寢 まじき との 恭敬に こそ あり けら 

^  00 め。 泰時 つねに 右大將 家の 廟法華 堂に 參詣の 時 は、 絕皮を 堂の 下に 布き て 1^1 數 刻に 

士ー 一日の 條に 及ぶ。 別當等 堂上た るべ き 由 をし きりに 中 十と い へ ども、 御 在世の 間 無. 一 左右, 不レ參 ,1 

お， つ  -ー  ヽ 

(さ ^ 堂上；^ 御 之 今 何 ぞ禮を 忘れん とあって、 つ ひに 堂上に ての 念 謡 はな かりけ ると 也。 

^ほ. H お まことに 其の 恭敬、 事， 死 如， 事 レ生 とい へ るに ひとしき 也。 泰時 其の 身の 敬 i,.^ に 

日本史の 引 S  一六) 

き：：： による して、 常に 儉約 を專ら として 民 を 安ん ず。 或 時の 物語に、 御 听へ參 じたれば- 人の 家 


(七) この 事 

沙石 集に あり 

とい ふ、 大日 

本史の 引用 書 

H に據る 


の はた 板 は內の 見苦しき こと を かくさんが ため 也、 泰 時が 家の はた 板は內 までみ えと 

ほれり とこ そ 仰せ ありつれ と、 人々 の 中に て 申されければ、 .h^ を 以て 奉公 せんと 思へ 

る 人々、 御所の 仰せの 如く 誰々 も かく こそ 存じ 候へ、 大方 は 御用 心の ために も、 築地 

にっかれ 堀 ほられて 候 はん は 目出度 候たん、 各 >  一 本づ つ つき 候 はんに 十日に はすぎ 

候 はじ、 やすき 事に 候、 やがて 此の 次に ひしん \ と 御沙汰 候べ しと 口々 に 申しければ、 

(泰 時) うちうた づきて、 备.' の 志 は 返々 有が たく 覺ぇ 候、 誠に 御 志 あれば 御身に はや 

すく こそ 田 ひ 玉へ ども、 國々 より 人夫 ども のぼりて つかん こと、 はかりた き 煩 ひ 大事 

にて 候べ し、 用心の ためと 仰せ 候へ ども、 泰 時運つ き 候て は、 鐵の 築地 をつ き 候ても 

たすかり 候 はじ、 運 有りて 召使 はるべく ば、 かくて 候と も 何事 か 候べき、 堀なん ど 掘 

り 候 はば、 空 さわぎの 時人 馬お ち 入りて 中々 はかりな きわ づらひ 出来ぬ と覺ぇ 侯、 は 

た 板の すきなん ど はかき もた ほし 候 ひなんと 申されければ、 人々 ことばな し、 心 ある 

人 は感淚 をた がせり と 也。 是れ 身に 奉ずる； J との 薄く して、 民の いた はり を 思へば に 

や。 此の 行跡の ゆ ゑ を 以て、 泰時 天下の 政道 常に 誠 を 以てしけ る G 

(A^)  さう ろん 

其の 比 下 總國の 或 地頭、 領 家の 代官と 相 論の こと ありて 鎌 倉に 至り、 泰 時の 前にて 

臣道三 臣談 


山 鹿 語類 卷第 十五  ニニ 六 

對 決す。 重々 訴陳の 後、 領 家の 方に 肝心の 道理 を 申立てた る 時、 地頭 手 を はたと 打ち 

て泰 時の 方へ 向って、 あらまけ やと 云 ふ 時 * 座席の 人 ども はと わら ひける 時， 泰 時う 

ちうな づ いて、 いみ じく 負け 給 ひぬ る もの かな、 泰時御 代官と して 年久しく 成敗 仕る 

に、 いまだ 如レ 此の 事 承らず、 あはれ 負けぬ ると きこ ゆる 人 も、 かな はぬ もの ゆ ゑ ひ 

め-つら しく 

とことば も陳じ 申す 習なる に- 我れ と 負け 玉 へ る 事 珍 敷 侍り、 前の 重々 の 訴陳は 一 往 

ルル サ 

さもと きこ ゆ、 今領 家の 御 代官の 被レ 申と ころ 肝心に 聞 ゆるに したが ひ て陳狀 なく 負 

け 玉へ る 事， 返々 いみ じく 正直の 人に てけ りと 感じければ、 最前 笑 ひつる 人々 皆に が 

ひ ごろ 

りて みえぬ。 さて 代官せ し領 家の もの も、 日 比 は 事の 子細き き ほどき 玉 は ざり けり、 

殊更の ひがごと はな かりけ るに こそと て、 負け 樣を 感じて、 六 年の 未進の 物 三年 は ゆ 

るして けり。 

叉鎭 西に 父の あと を 兄弟 相 論す る こと ありけ り。 兄關 東に て 訴訟す、 弟 召されて 對 

決す。 兄 は 嫡子 也、 奉公 あり、 申す 所 道理 あれ ども、 弟 父の 讓文を 手に 握りて 申す 上 

は 成敗な りが たしと て、 明 法の 家に 尋ねられ けれども- 法 家に 勘へ 申す 所 も、 嫡子 也 

傘 公 ありと いへ ども、 父す でに 弟に 讓 りぬ、 子細 あるに こそ、 奉公 は 他人に 取りての 


(一) 後堀河 

：  大皇貞 永 元年 

八 H? 十日 成る、 

卽ち桌 永 式目 

なり 

(二)  權に 

連署す る； St 定 

衆の こ とも 普 

略して 連署 

とい ふ 

(三) It 明に 

對 して 誓約す 

る をい ふ 

S 吾妻 鏡 

仁 治 二 年 三月 

廿 五日の 條に 

出づ 


事 也、 子と して 奉公 は 至孝の つとめな り、 弟が 申す 所理 也と て、 案 堵の下 文 を 玉 は. 

ぬ。 泰時 この 兄 を 不便に ほ ふ はれ、 是れを 養 ひ 置きて、 つ ひに 本 國に闕 所の ありし を 玉 

はりて 下れり。 是れ 奉公の 功 ありし を 感じての 事なる ベ し。 泰 時の 政道 如 レ此に 至誠 

を 以て これ を 感ぜられければ、 時の 人 皆 此の 執權を 以て 父母の ごとくに 思へ り。 猶ほ 

《三) 

訴 論に 私の 評定 あらん こと を 悲しんで、 成敗の 式目 を 定め、 連署の 起請 を 以て 其の 精 

誠を祌 冥に 糾し、 沙汰の 日限 を 定めて 評定 をと どこ ほらし めざるせ。 泰 時の 政務 聊か 

私な じ。 

さ る ほ ど に 海 野 左 衞門尉 幸 氏 與ニ武 田 伊豆 前 司 入道 光 蓮 一 境 論 あ り 。 幸 氏が 所， 申 其 

のい はれ あれば、 式目に 任せ 押領の 沙汰に なりぬ。 光 蓮 恨 を 含んで 一族 を かたら ひ、 

泰 時に 對 して 宿意 を 遂げなん と 一 K ふの 風聞 あり。 泰 時人々 に談 じて ける は、 人の 恨 を 

顧みて 其の 理非 を 不レ分 は 政道に 私 あるに 同じ、 逆心 をお それて 不二 申 行 一は 定めて 又 

私を存 ずるの 謗 を まねくべし。 去ぬ る建曆 年中、 和 田 義盛企 二 謀反 一の 比、 可 レ被レ 免 二 

囚人 平 太. 胤長 一の 由 を 申して 一族 各メ參 列す といへ ども、 許容す る ことなく、 剩へ面 

縛しながら 彼等が 眼前 を わたして 人に 預けら る。 義盛 後日に 遣 恨 を 存じて 蜂起 を な す 
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もの 家 敷 料 代に り の 頼 府さ經 つ a 十 出 十む 二 


な 價 も 記 な を 第 至 て 朗 

り fiS の錄り 有 一る 文 兵 治 政 
多との 、すの 、永に 艰 i^fj 鍵 

き し最 又る 好 當三始 y ft 

も て 初武史 ie» き 年 ま 年 記 やさ 
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と 云へ ども， 當座 において は 其の 身 を 抑留す る こと 不, 能、 政道の 本意 は 人の 恨を不 

レ 田れ、 唯だ大 下の 用た らんこと を 糾明す るに ありと いへ りと にや。 泰時 常に 天下 萬 民 

の 安否 を 心に 置く を 以て 執權の 職と する が ゅスん に、 竊寐 動静 見聞 覺 知す るの 處 におい 

て、 萬 民の 情 を 以て 己れ が 情と す。 

或 時 評定 こと を はりて、 泰時 こと 書 を持參 して 御前に 披覽 せられぬ。 人々 各.' 退出 

の 後、 猶ほ 評定 所に 還 著して、 すでに 庭 上の 落花 を覽て 一首 を獨吟 あり。 事し げき 世 

なら ひ  ものう 

の 習 こそ 懶 けれ、 花の 散りなん 春 も L られ ずと。 此の 歌の 本意， 執權 奉行の 輩 公儀に 

( 三 ) 

いとまな く、 私の 遊樂を 忘れて、 天下の 情 を 常に 思 ふの 規範た るべ ければ、 東鑑 にこ 

れを 載せたり。 宰相の 職た やすから ず、 天下の 大 細事 無二 殘所 1 執行いた し、 其の 情の 

滞る ことなく、 其の 政の 私な く、 萬 民の 安樂 を 以て 己れ が 安樂と せん 人 は、 外に 遊與 

を 求むべからざる 也。 此の 情 あら ざらん 輩 は、 公用 を 以て 苦と して 私 樂を樂 とする が 

ゆ ゑに、 公私の 情 別にして、 必ず 宿所に おいて 安逸 を 求め、 奉公の つとめ を 至 苦と す 

べき 也。 泰時は 中古の 執權、 其の 誠 其の 才 後世の 及ぶべき にあら ざれ ども、 至って 論 

ぜんとな らば、 其の 器 は 小に して 天下の 大道に かな へ る處 あらず と 云 ふべき 也。 然れ 


六 年い 法 時 奧見ニ  7^ 
^ふ §^ の 守 ゆ 百 ひ 
' 。は $&宣 。十 
年 元 忍 權時大 五 徒 
八 亨照連 は 佛段然 


ども 世 澆季に 及んで、 上が 上の 品 は 口に 云 ひしまで にして 及ぶべき にあら ざれば、 


(SI) 時 氏の 

子、 出家して 

S 明.^ おと 稱 

す。 泰 時と 並 

，ひ^^する名執 

權 なり 

(41) 禪 尼の 

記事 徒然 草 百 

八十 w 段に 出 

* つ 

(六) 景 盛の 

摘 子、 禰 尼の 

兄、 城 介と 稱 

す。 建 長 五 年 

歿 

(七) S 


芊 

】a 

る. 


一一 

丁 


だ その 下 ざまな らん を 上 ざまの 品に 可レ 入に こそ。 

師曰 はく， 西 明 寺 時 賴の母 は 松下禪 尼と 號す、 秋 田械介 義景が 兄弟 也。 守 を いれ 申 

さるる こと ありし に、 すすけた る あかり 障子の やぶれば かり を、 ？衅 尼手づ から 小刀 取 

りて 切り ま はしつつ はられぬ。 義景 申しけ る は、 玉 はりて なにがし 男に はらせ 候 はん- 

左様の ことに 心得た る 者に 候と 申されければ、 其の 男 尼が 細工に よも まさり 侍ら じと 

ひとま 

て、 猶ほ 一 間づっ はられけ る を、 義景、 皆 を はり か へ 候 はん は遙 にた やす かるべき、 

まだらに 候も兑 苦しく やと、 重ねて 申されければ、 尼 も 後 はさ は/  \ と はり かへんと- 

田 わへ ども- 今日ば かり はわ ざと 角て 可, 有 也、 物 は 破れた る 所 斗り を 修理して 用 ふる 

こと ぞと、 若き 人に 見習 はせ て 心 づけん ため 也と 申されけ りと なり。 

(八) 大佛陸 奥 守 

又平官 一時 老いて 後 かたりけ る は、 最明寺 入道 あるよ ひの まに 呼ばる る こと ありし に" 

やがてと 申したがら >  ひたたれ のたくて とかくせ しほ どに、 又使來 りて、 直垂 などの 

さ ぶら  ンカラ 

侍 はぬ にや、 夜 なれば 不， 苦 と ありし かば、 なへ たる 直垂 にう ち 

りたり け 

臣道三 臣談  .  ニニ 九 


の まま にて まか 

f  土 器)  (淋) 

れば、 铫子 にか はらけ 取り そ へても て 出で て、 此の 酒を獨 りたう べん： 


院7 ニ2照卷は1り^?^十年"^'<；^ を は な吝 し國而に に^^っ り と しの 好 2： 

(j:^C  氏;^^. つ： とに！^ い 木り 翁 故な も 丞 仕の； j;:; して 人 、'ゾ 

湖  五 、 照 卷出は ふき；;！ 。卞&   '用 木 W へ武  て も 'き 

の 江 後足 古 〇 第 時 四づ 文武 の 布 そ 人 ひ 綿に て 帝 公^ もお i 歌 野 ま 
畔州 光利 野 W 十 氏 五 、和統 夜 被し そた のき i  、の 孫然 名^人 胡 W 

武の m 方方 參ニニ：  •   om~'-m 具と るの り 蒲 る 後 i$r 弘草 あ^と 顷兼 
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ざう しければ 申しつ る 也、 こそな けれ、 人 は しづ まりぬ らん、 さりぬべき 物 や ある 

と、 何く まで も 求め 玉へ と ありし かば * 紙燭 してく まん \を 求めし ほどに、 臺 所の 棚 

こ が ベら け  V, ぶら 

に 小 土器に みその 少し ありし を 見出して、 これ を 求め 得て 侍 ふと 申しし かば、 事たり 

たんと て、 心よ く 數獻に 及びて 興 ありけ りと。 此の 事 兼 好が かける 草子に 出せり。 時 

賴は 天下の 執權 たれば、 母の 敎に 以, 儉、 自らの 養に 以， 輕、 是れ身 を 奉ずる こと を 薄 

くして、 上に 力 をつ くさん と 云 ふの 心得 也。 伹し德 をつ まず 智を ねらず して、 只に 儉 

約 を 専らと せんこと は、 其の 弊 必ず 文 ：！ 啬に 至りぬべし。 若し 內に俊 奸を畜 へて 外に 儉 

(一一 一) ふ ひ  シル 

約 をな さん 輩 は、 彼の 〈ム孫 布 被の あざけりに 可， 入。 然れば 宰相 執權は 其の 食 祿をは 

かって、 相應 して 儉約を なすこと、 是れ まことの 德也。 財 を つんで 猶ほ儉 を專ら とし * 

而 して 下に はぶく 處 のなからん は、 又 あやまりと 可 ，云 也。 

五  <  執權談 

師曰 はく、 文 和の 比、 さし も 將軍尊 氏の 恩顧 深 かりし 山 名 時 氏 父子 南方に 牒し 合せ 

て、 武家に 對し 逆心 を 企て、 一時に 京都 を 燒き拂 ひて、 主上 を はじめ 月 卿 雲 客 を 長 汀 


を 起 三握沐 IH?^ 二 
ネ ち 度り にに 周一 
つて 哺 、三, ャ, 公 ご 
以を一 度づ世 
て 吐飯髮 。家史 
士 きに を一 第 記 


(一 0 一  よしあきら 

寺ぷ伴 1 曲浦の 浪に さすら はしめ、 羽 林 義詮を 追 ひ 落し 憤 を 散ぜし 其の 由來 は、 時 氏が 子 右衞. 

しこと を い .1 

め) 當 S 門 佐師氏 訴訟す る ことの 有りて、 佐々 木 入道 道 譽に屬 して 申達 せんた めに、 日々 に 彼 

衞中將 なり  .、 

y 官ー の亭へ 行き けれども、 今日は 連歌の 會、 只今 は 茶の 會 也と 云 ひて、 一度 も不レ 及ニ對 

！ r の M 讀^, ？ P  一  數刻 立た せ、 暮 るるまで またせて、 只 だい たづら に 返しぬ。 師氏大 に 怒りて、 此 

卷 第三 十二、 か やう 

,11 門 佐 の 入道 加 様の 無禮 かへ すぐ 遣 恨 なれ、 所詮 叶 はぬ 訴訟 を すれば こそ、 奉行 頭 人 を も. 

-■3 となる 事の 

へつらへ、 今夜の 內に都 を 立ちて 伯誉へ 下り、 やがて 謀叛 をお こして 天下 をく つがへ 

して、 我れ に無禮 なりつ る 者 どもに 思 ひ 知らせん ずる 物 をと て、 道譽が 宿所より かへ 

ると 等しく、 主 從八騎 打 連れて 伯耆を さして 落ち行く。 父 時 氏 犬に 怒り 共に 謀叛 を 起- 

して、  つ ひに 南方に したがへ りと いへ り。 

されば 天下の 宰相 執權 たらん 人 は、 天下の 用事 をう けて 不レ 担、 賓客 常に 滿レ 堂て， 

不レ撰 二 貴賤 一 これ を會釋 して、 其の 訴訟 用事 を 滞らし めざる こと、 是れ 其の 職 也。 周 

公 旦は文 王の 子武 王の 弟な りし かど も、 髮を洗 ふ 時 訴人 来れば 髮を 握りて 逢 ひ、 食す 

る 時に 客 来れば 哺を 吐いて 對 面し 玉 ふとい へ り。 是れ 至ってせ は/ \ しき 事に 似たり 

といへ ども、 其の 志 天下の 人心 を不レ 失との 心に こそ。 執 權は國 家の 大職 にして 天 下- 

臣 道 三  臣談  二三 一 


七 第し 字に 畢っ 
ヌ 十く 句 出 の 乙' 

參ー異 の づ傳 
照 卷な配 ° 第 古 
一る 列但 一本 
二 つ >  し意大 
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の 威の 歸 する 處 なれば、 其の 職た らん 輩 如 レ此に 身 を 謙 下して 事 をう くると も * 猞ほ 

彼れ が 家僕 從類事 に ふれて 奢 をき はめて 人 を 蔑 如す ベ し。 況ゃ 其の 身の 過 奢 無禮た ら 

ん こと は、 是れ 人情に そむく の 本と 云 ふべ し。 人情に そむく 時 は、 人のに くみ を 受け 

て 人の いかり を來 し、 無, 罪人 を 謀叛 悪逆に 入れし めんこと、 甚だ 可， 爲ニ 不忠 不義 一な 

れば， 只 だ 其の 職の 重き こと を 味へ て、 其の 任の {且 にいた らんこと を 可，^ 思 也。 

二)  i 師曰 はく、 畠 山の 某 甲、 公方に 執權 たりし 時、 身 を 惜しまず 晝夜人 を會釋 し、 人の 

府の iliTS の 家  、 キ レ 

柄な り  たのみ 來れる こと は 大小 巨細 を不レ 云、 可 レ成事 もなる まじき こと を も 受け入れ て 取 

あっか ひ、 朝より 夕に 至る まで 賓客に 謁して 事 を會釋 す。 時の 人 甚だ これ を 感じて、 

門前に 市 をな し 鞍馬 更に 不 X 絕、 其の 愛惠 尤も 可レ 歎。 かくて 程 を ふるま まに、 畠 山 次 

第に 事に 退屈 怠慢 出來 て、 御所に 相つ むる 間 も 睡眠し きりに きざし、 評定の 席に 臨ん 

でも 多く は假寐 する に 至りて、 用事 をた だす 事不 レ詳、 糾明き はまら ざり ければ、 初 

め稱 美せ し 輩 も 後に は 言 なくなり ぬと 或 人の 語れり。 大學 曰、 薄 二 其！^ 1^ 厚と 云へ る こ 

と あり。 物 ごとに 其の 人に よって 親疎 舊 新の 差別 あり、 責賤 上下の わかちあり、 其の 

事に 本末 あり、 厚薄 あり。 緩急 あり。 然れば 執 權の職 天下の 用事 をう け 賓客に 相會す 


る こと を 以て 十と いへ ども- 其の 身の 骨法 氣 質に 强弱 あるべ ければ、 能く 守 休 を 時な 

つて、 つとむべ きこと は晝夜 を不, 限つ とめ、 可， 休 こと は 能く 休んで 心氣を 安んじ 體 

力 を 養 ふ、 是れ その 本と する 處也。 不レ入 事に 精 を 出し 氣を强 くす るに 因りて、 要と. 

する 事に 必ず 怠慢 出来る こと 勿論 也。 されば 御所に おいて、 出仕の 儀 則 をつ くろ ひ 非 

常の 變を 守り、 君命 をつつ しみ 下情 を はかるべき 時に いねぶ りの 出で、 評定の 席に 臨 

んで 理非 決斷 死生 一大事の かかる 處、 天下の 風俗 萬 民の 規範た らん 場に おいて、 しき 

り に垂 眠の きざさん こと は、 薄 からん こと を 厚く する を 以て、 厚く あるべ きことの 薄 

く なれる にあらず や。 すべて 是れを 論ぜば、 畠 山 知の 不レ 足して、 其の 懦弱に して 人 

に まかす るの 故に や、 又は 名 を 欲して 人の 譽 めなん こと を 喜ぶ にや、 ともに まことの 

S 足利將 道と 云 ふべ からざる 也。 事物の 間 究理す る こと すくなき 時 は、 本末 厚薄 を 取ち がふる 

箪義 If  ル カラ ズ 

に 5  s^. もの 也。 家の 大老 執事 奉行た らん 人 大方に 心得て は不レ 可レ通 ことなれば、 一向 格物究 

^^Mn^. 理を 以てね り學 ぶに あるべき 也。 

て 細 W 賴之記  (K1  一一 § 

0^.^u 師曰 はく- 鹿苑^^義滿ぃまだ春王殿と申せし時、 細 川武藏 守賴之 管領と たって 幼 主 

"下 * を 輔佐し 奉る に、 先づ學 問の 師 ならん 言行 正しき もの を 撰んで、 賴之 これに 親しみ 狎 

臣道三 臣談  二三 三 


二三 四 


二)  の 

^國 たり 


し き： &方 


(一一！) 細出賴 

之 記に あれ ど、 

後 搭 等に は 見 

えす 


るる こと 年あって、 詳に 其の 人品 を 糾明して、 而 して 後に 義滿 に昵 近せ しめ 奉り、 又 

弓馬の 故實を 了り 文 道の 心 を も 凡そ 辨へ て 義を嗜 む 人の ありし を、 頼 之四國 にあり し 

時より 其の 行跡 を詳 にして、 是れを 以て 義滿に 近づけし む。 且つ 內 法と 號 して、 幼 主 

の 可， 被， 守 制 法 を 條數に 致して 其の 投を定 む。 叉 佞 坊と號 して 法師 六 人 を 同様に 作り 

出して、 上下 をき せ 大小の 二 刀 をよ こたへ、 異類 異形に 出立た せて 何 阿 彌陀佛 となの 

(退 き (輕 S) 

らせ、 虚語妄 舌 を 事と し、 額 をし かめ、 口 を ゆがめ、 跳り 舞 ひ、 っゐ せう けいはくし. 

て當 座の 興 を 催さし め、 人の 侯奸を 表出して 幼 主にし らしむ。 其の 形狀の 幼童の 如く 

なれば、 後に は 童 坊と名 づけぬ。 而 して 賴之 自ら 南方 を 追 罰して 武威 を 振 ひ、 將軍方 

み げ うしよ 

の 弓矢 をつ よくし、 一 天下の 私の 弓矢 を 禁じ、 御 教書の 趣 を 以て 施行せ しむ。 

かくて 頼 之 天. 下の 文武 を 管領して、 其の 權威 甚だ 重 からん こと を 謀り、 i ー滿 十三 歲 

の 年、 竊に內 約 を 定め、 八月 十五夜の 月見の 會に、 在京の 大名かず を盡 して 參上 あり 

て、 游宴數 刻に 及び、 義滿 威儀 を 失 ひ 玉へ る を、 賴之當 座に いさめ 奉る。 義滿氣 色 を 

損じ 酒宴 興さめ て やみぬ。 翌日 賴之を 召して、 夜前の 諫言 其のい はれ あるに 似たり と 

いへ ども、 當座の^^をぁたふること忠臣にぁらず、 向後 對面叶 ふま じとの 玉 ひ 出さる。 


fra)  I 一！ 氏と 

も、 足 利 幕府 


(五) この 記 


二相 赏 すれ ど、 

賴 N! の-:: 山.) 千に * 

；入校 五 年 閩四 

CT にして 約 十 


Ei す 

(六) 斯波義 

0. 足 利 高 《 

の 第 21 子、 足 

S: を 姓と し斯 


尾 張 • 越 中 • 

越 前 その他の 

守護たり、 權 

門の 家 W な hvo 

53  N! についで 

誓頌 となり， 

名察賴 之に 下 

. りす C 應永十 

七 年 SET 年 六 

十 1 


頼 之大に 驚き、 此の 事 一 つに て はよ も あら じ、 賴 之が 一族 朝恩に ほこって 世 を 世と も 

おつ) り  "づ しさ 

せざる 侈の ある ことの 上聽に 達しぬ るに こそ、 最も 恥ケ布 ことに や。 此の上に は 直に 

殿中に 死 を 賜 ふと も可レ 恨に あらず とて 退出し、 我が 宿所に か へ り、 卽ち 閉門し 諸人 

にっき  いっしき 

の 出入 を 止む。 日 を 經て仁 木 • 山 名. 一色 等の 人々 あつまりて、 賴之 かく ありて は此 

の 世の中い かが あらんず らんと、 種々 なげき 申し けれども、 義滿 許容の ことなし。 翌 

年 三月 五日、 義滿 宗徒の 人々 に宣 ひける は、 賴 之つ ひに 我が 勘氣 を不レ 重、 猶ほ 都の 

內に 有りて 折に ふれて 人の 出入 も ありと 也、 無禮 尤も 至極せ りとの こと 也。 賴之 この 

上 は 力た しとて、 則ち 出家して 法名 常 久とぞ 申しけ る。 忍んで 丹 波に 北げ 下り、 山國 

と 云 ふ 所に かすかに 住居して ぞ御 在し ぬ。 義 滿是れ をき き、 則ち 兵を發 して 頼 之が 宿 

所 を 燒き拂 へと あり けれども、 土 岐. 山 名 さまん \ 申し、 彼の 宿所 を やくに 不, 及， 

只 だ 馬屋 斗り をく づ してやき ぬ。 頼 之是れ をき いて、 義滿の 威 を 未だお それざる にこ 

そと 思うて- 猶ほ山 國に楚 居して、 己れ が 權威を 悉く 失 ふ はかりごと をな せり。 是の 

年 は義滿 すでに 十六 歳に たり 玉 ひ、 天下の 成す でに 將 軍に つくべ かりければ、 尾 張 越 

中 守義將 にたより、 さまん \ になげ き 申して、 其の 年の 末に 召 出さる。 賴之幼 主の 成 
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人 まします を 見て、 隨 喜の 淚 せき あへ ず、 急ぎ 還俗の 形に なりて、 天下の 成敗 を 奉行 

すべし との 仰せ 也。 天下の 喜 悅不， 過， 之。 かくて 翌年 義滿を 輔佐して 九州 を 退治し、 

而 して 義滿 入. ありければ、 天下 掌の 內にを さまり、 諸國の 大名 盡く 在京して、 王城 

の 富貴 日 比に 百倍す。 是れ併 武州常 久が幼 主 輔佐の 丹誠に 出で たり。 凡そ 義滿は 其 

の 生 質 武將の 機に あらず、 中才の 主たり といへ ども、 常久 天下の 執 權を司 どり て 其の 

忠誠 をつ くせし かば、 其の 質つ ひに 放埒に 不レ 至、 賴 之が 輔佐の 心 入 甚だ 可レ歎 也。 若 

し 上世 を 以て 論ぜば、 賴之 其の 才覺 いみ じしと い へ ども、 誠 をお すの 道 聖域に 不レ至 

を 以て、 其の 才王 佐の 才 にあらず、 唯 だ 利口 捷徑 を專ら とする にあ りぬべし とい へ ど 

も、 叉賴 之に 可レ 及の 人後 世に も あら ざれば、 末世の 規範と 可レ云 也。 其の 故 は、 時戰 

國に 在りて 八 歳の 幼 主 を 輔佐し、 大 節に のぞんで 不レ 奪の みに あらず、 是れ を！； i 養す 

る こと 多く は 道に かな へ れば 也。 

五 九 宰相の 任 

師曰 はく、 宰相の 任 は 天下の 大職 なれば、 政道の 大體 をた だして、 微細な らんこ i 


莨第十1~^1 る W4 喘の て 扣帝2  治と 文の 臣：: ：： 

參 書と てのと 群 外た にご  にし 创 に W 
照卷に 列い 大ニ3 も' W 出 り 仕 g:^2 某し^ 
一 出 傳ふ體 2兒 とし 。へ漢 • 與專時 をて 漢 

七づ第 。を 問て 牛 、かての  せら 丞輔 高の 

、の 人つ 丞宣  ！） 政 相け 祖武 


をば 心に かくべからざる とい へ り。 叉 宰相 は 天下の 事 をう けて 不レ 担の 職 なれば、 大 

細事と もに 是れを しるべし とも 云へ り。 凡そ 大體は 本に して、 事々 の 用法 は 末 也。 本 

末と もに かねて 其の 宜しき を 制せん こと は、 君子の 所レ貴 なれば、 體 用の 間 いづれ を 

ル 力 ラ ッ 

も不ぃ 可レ棄 也。 但し 本を詳 にし 體 をく はしく して、 末 を 薄く し 用 を おろそか にせん 

は、 其の つとむる 處の 厚薄 也。 昔陳 平が 宰相たり し 時、 文帝錢 穀の數 刑獄の 品 を 問 ひ 

たまへば、 是れ各 二 f 司の しる 處 にして 宰相の 所レ 知に あらず と 答へ ける は、 宰相の 

體を 得たり といへ ども、 錢穀 刑獄の 微細なる こと を こそ は 知る まじ，. けれ、 其の 要と す 

ベ き 所 を しら ざらん は 大體を しれり と 云 ふに は あらざる ベ し。 事物 各.' 其の 大要 あり- 

是れを 大體と 云 へ り。 事物の 大要 を 知りて 而 して 其の 大體を 明に する を まことの 宰相 

と 云 ふべ し。 事物の 大要 を 捨てて、 外に 宰相の 大體と 云 ふべき もの あらざる 也。 

(へ 一に V つ  ハ  あへ 

されば 前漢 の 丙吉が 人の たたか ひ 死ぬ る こと を 不レ 問し て 牛の 喘ぐ を 尋ね しも、 其 

の 大體を 知る と 論ぜれ ども、 牛の 喘 は 遠くして 人の 鬪死は 近し。 しかれば 人の たたか 

ひ 死す る も、 其の 風俗 其の 人品 其の 所 をた だし、 牛の 喘 も、 時分 を はかり 遠近 をつ も 

り、 其の 牛の 所い 食 其の 生 質を考 ふるに あり。 是れを 大要 大體と 可レ云 也"」 人物の 間 其 
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の 要と すべき 處は 宰相 執權の 必ず 知りて 究理すべき 處也。 其の 微細な らん 事々 は 各- 

有司に まかせて た. ださし むる に 可レ. なれば、 如レ 此の間 其の 心得に たが ふ處 あるとき 

は、 大體と 思 ふ は 何 を さして か 大體と 云 ひ、 微細 也と 云 ふ は 何 を さして か 微細と おと 

すべき。 その 思 入に よって 大體 也と 思 ふこと は、 疎略の 弊 出來て 事物の 糾明う すく， 

微細な らんと するとき は、 镇 細繁勞 して 利口に おち 入るべし。 是れ 究め 盡す處 のうす 

きに よる ことなれば、 其の 職に 居て 其の 任に 志 あらん 人、 尤も 可レ味 ことども 也。 

六 0 無 私 

師曰 はく、 人 々 に 親と 云 ふ 事 は 可， 有 也、 偏頗 依估と 云 ふこと は不, 可， 有。 是れす 

ベて 居, 一 官職 1 ものの 可, 愼事 也。 親と 云 ふ は、 或は 舊友 のちな みあり、 或は 心 友の む 

つび あり、 或は 切々 往來 して 音 問 互に 不レ絕 の もの あり、 或は 內緣 由緖を 以て 他人よ 

り 厚く したしき あり、 是れ等 は 皆 我が 可， 一親 近-の 義 あり。 親しみ 近づく に 付いて 私す 

る處 ある を ひいきと 云 ひ、 依估と 云へ り。 我がした しむべき もの をば 親 を 以て 義 とす、 

是れを 以て 公正の 道 をた が へ なんこと は 忠信と 云 ふべ からざる 也。 昔 或 人漢の 第五 倫 


に 尋ねけ る は、 公 も 叉 有レ私 や。 第五 倫 答へ ける は、 そ の かみ 吾れ に 千里の 馬 を あた 

ふるものの ありき * 吾れ これ を 不レ受 といへ ども、 三 公の 座に おいて 人の えらみ ある 

ヒ  レヲ 

虔には 必ず 其の 人 を 思 ひ 出す といへ ども 不レ 用レ 之、 叉 我が 兄の 子 病に ふす、 一夜に 十 

たび 柱いて 其の 病 體を問 ふといへ ども、 退いて 心安く 寢ね、 吾が 子疾 ありし に は往ぃ 

て 看 ざれ ども 夜もすがら 不, 眠， 是れ 等を考 ふるとき は、 私な しと は 云 ふべ からず と 

中し ける と 也。 ここに 案ずる に、 我れ に 千里の 馬を與 へし は、 其の 所, 與の義 不義 を 

詳 にし、 不レ可 レ受の 道 か 可 レ受の ゆ ゑ あるかと 云 ふこと を 究理して、 只 だ， 認諛 のた め 

に 致しなん 事に おいて は、 其のお くりし 人の 心 を恥ぢ しめ、 我が 心 を かへ りみ て 其の 

； 4 する 處を可 レ改。 第五 倫が 不, 忘と いへ ども 其の 人 を不， 用と 云へ る は、 私 を 顧みて 

依； TO をな さざる の 用 也。 而 して 兄弟の 子 も， 猶子と 號す とはいへ ども、 我が 子と は 其の 

親近 骨肉の 誠 尤も^ 也、 豈ー に 可レ擬 乎。 我が 子 を も 兄の 子 を も 同じ ごとく 思 ふ は あ 

やまり 也。 いかんと なれば 不, 得, 已の情 ある を 以て 也。 是れを 私 也と 思 はん は 君子の 

道に あらざる 也。 而 して 兄の 子 をば 十た び往 いて 視、 我が 子 をば 切々 かへ りみ ざる は 

是れ 親に よって 私せざる の 用 也。 如レ 此の 處詳に 究明いた さ ざれば、 親と 云 ふと 依估 
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と 云 ふこと を 1 つ ことに 思 ひて、 其の まど ひ 多し。 たと へば 子 は 親と い へど も、， 義に 

おいて 可， 棄理 あらんに は棄 てて 不レ顧 を 以て 義 とす。 

- (二，  (二) 

晉の右 僕 射 鄧攸、 永嘉の 末に 石 勒が亂 に 及び、 負 二 妻子 一て 逃れけ るが、 途中に て 牛 

馬 ことん \ く亂妨 せられて、 かち はだしに なりて、 我が 子と 弟の 子と を 食 ひて 逃れぬ。 

かくても 遙に 逃れの びなん ことの 難ければ、 其の 妻に 云 ひて ける は、 吾が 弟 早世して 

唯 だ 此の 一 子 をの こせり、 我が 子 は 又も ありなん、 弟の 子を不 レ可レ 棄の義 あり、 然れ 

ば 吾が 子 をす てて 弟の 子 を 助け 行くべき なりと 云 ふ。 妻 甚だ 愁ひ 悲しみて 泣淚 やまず 

といへ ども、 義の ある 處 せん 方なくて、 遂に 吾が 子を棄 てけ り。 鄧攸っ ひに 子な かり 

けりと 也。 是れ 弟の 子 を 愛して 我が 子 をう すくす ると 云 ふに は あらず、 親近す る處切 

なりと 云へ ども、 義を 可, 闕所 あら ざれば 也。 况ゃ 君に 對し 忠を盡 さん 輩 は、 其の 親 

しく むつまじき 事 子に しく こと あら ざれ ども、 君の ために は是 れを棄 つる こと 尤も 義 

の 中れ る處 とす。 恩愛 やむ こと を 不レ得 子 をす ら然 り、 ことに 外 ざまに ついて、 親し 

ねんごろ  ェ  ,  . 

き、 むつまじき、 念 比 ありし、 音 問不, 絕 などと 云 ひて、 君に 對 してう しろ ぐらから 

ん こと は、 全く 居 レ官の 役人に あるべき わざに あらざる 也。 


(一一；) 

0. 建武中 SSI ハ 

の 公家 方 第 一  て-. a/  , 

の 功臣な り-  六 一 諫 f 

こ の 事、 太平  (jlu 

0fi 師曰 はく、 萬 里 小路 藤 房 後醍醐の 帝 を 諫め、 其の 諫言 被 U 仏ざる こと を 知りて、 臣 

^  i 水 たるの 道 我れ におい (yi せり、 よしや 今 は 身 を 奉じて 退かん には不 k と 思 ひ 定め、 

建 武ニ年 三月 十 一 日 <幡 の 行幸の 勤め、 陣頭より 車 を かへ し、 诗ー人を|ほ；^^ハし 

て 北 (f) の 岩 蔵と 云 ふ 所に 蟄居す。 爱に 不二 房と 云 ふなる 僧 を t の師 として 法體し > 

l;u、 1 斗 藪の 身と ずて 宗弼、 と 號す。 此ノ (、く ビ了ンずーふ£, 利益 人 天 き 未來、 佛あ深 恩 

事せ しこと、 難， I 報鄭, 居 一一 一馬 腹 與ニ驢 胎-と ある は、 關山惠 玄に屬 して 投機の 頌也 とい へ る i,】。 臣 

として は 君 を 諫め、 諫めて 不レ 行ば 速に 退く は 古の 道な りと いへ ども、 末世に は 其の 

ためし 寡し。 されば 越後 中 太 家 光が 義仲を 諫めて 死 を 速に さき 立ち、 i 師ぁ 公義が 高 

r に \. ^ふ 高師直 家 を 諫めて 世 を 遁れし は、 只 だ 其の 一 事 をい さめての こと 也。 諫 むべき の 道 は 平生に 

太 Ks^ れ^! T あり、 これ を 誡の諫 と 云 ふ。 尤も 一事に おいて 諫を 奉る こと、 是れ又 臣の義 也。 lyt 

S 武家〕 If は 平手 中 務大輔 政秀、 緩 田 信秀の 命に 由り て 林と ともに 信 長 を 輔佐す。 信 長お くして 

緩 S5 長 家臣 君た るの 成 儀 を 失へ る を 以て、 林 は 信 長を廢 して 次男 を 立てん と 欲す。 政秀是 れに不 
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レ與 して 頻りに 諫を 奉り けれども、 聊か 許 用の 心な かりければ、 或 時 一封の 諫書 をの 

こしつ ひに 自殺して けり。 信 長大に 驚き 且つ 其の 志 を 感じて、 つ ひに 行跡 を 改め、 犬 

下の 楝梁 となり 玉 ふ。 併 平手が 死 を 以て 諫めた るに よる なれば、 信 長 日 を 追うて 遠 

ッ しゃう じ や こんり ふ  せいしう じ 

きを 思 ひ、 歎惜の あまり 一 の 精舍を 建立して、 是れ を政秀 寺と 號し、 平手が 追善の 修 

福 更に 怠り 不レ 給と 也。 異朝に は 死 を 以てい さめ を 行 ひたりし ためし も ありに ける や * 

末の世に は 尤も 希なる 行跡 也。 

叉 伊勢 伊勢 守貞 孝と 云 へりし は平貞 盛の 後胤に て、 勢 州に 住しければ 伊勢 平氏と い 

へり。 其の 先 鼠處繼 伊勢 守に 任じて より 伊勢 を 以て 稱號 とし、 世々 公方 家に 恪勒 して 

執事 職 をつ とむ、 而 して 勢 守 を かねたり。 貞孝窒 町の 義晴 公方に つかへ、 後に 義輝 

朝臣に 奉公す。 ここに 永祿の 比、 三 好が 一類 甚だ 强大 にして 奢を恣 にす。 貞孝 すでに 

其の 機 を 知りて しきりに 諫言 を 奉る といへ ども、 義輝 これ を不, 用- 贞孝諫 をつ くす 

といへ ども， 次第に 事 興 盛し ければ、 不, 如 命 を 君に 奉りて 彼の 惡人 等を誅 罰せん に 

二 一一) 

はと 思 ひ 定め、 永 祿六年 丸 月 十 一 日、 手勢 斗り を 引率して、 三 好が 一 族と 山 州お 坂 山 

に戰 ひ、 贞 幸運 ここに 究 まり、 父子と もに 打 死 を とげぬ。 後 果して 三 好が 門 葉つ ひに 


pr^*^,^ 相 公 を 室町 亭に弑 してけ り。 貞 孝が 忠諫義 死 甚だ 節に あたれり とも， 云。 人 皆 君恩 を 

00.^ 深く 受けながら 可 X 諫の節 を 不レ諫 して * 時分 を 待ちて など 云 ひて、 一生 不， 奉二諫 一一 一 「"一 

を默す  そ V んし ろく  ケンャ フ 

して、 素 餐尸祿 の そしりに なれる 輩 多し。 豈 人臣の 道 を 得たり と 可 謂 乎。 

お 第 師曰 はく， 子 遊 曰、 事レ君 數 斯辱矣 といへ り。 諫を なすに 其の 本末 を 不二 糾明 一 

ば、 せ は/ \ しきに 落 在して、 まことに 可, 諫の事 を も不, 用 こと 多し。 昔 程 伊川 宋の 

哲宗 にっかへ て講 讀の官 たりし 時、 一日 御前に おいて 書 を 講じ 終り、 程 氏い まだ 返 か 

ざるの 間、 哲宗 忽ちに 起って 庭前の 柳の 枝 を 折りて 戲れ玉 ふ。 折し も 舂の事 なれば、 

伊川 則ち 進んで 諫め 奉られけ る ir 春に 方り て 草木す でに 葉 を 生じ 花 をむ すぶ、 この 

時 無 X 故 草木 を 折り 枯ら 十 事 あるべからざる の 節 也と。 帝 犬に 恥ぢ たまへ りと 云 へ る 

0.  0. こと、 淵源 錄に 出で、 世 以てしれ る こと 也 C 案ずる に、 伊川 は宋の 大儒、 聖學の 志 あ 

000^ りて 道義 を專ら とせし 學者 たれば- 其の 諫事實 において は 深き 田^5 入の ありて、 幼 主 を 

i その 門弟 EI  キ ル 

な、 の 輔 養し 君 心 を 開悟す る の わかち も 可，^ 有 なれば、 後學 にお い て是れ を疑擬 しが た し。 

お II され ども 今 曰 を 以て 云 はば、 幼 主 平生の 涵養 を 以て 本と せず して、 一事に しば/、 諫 

を 行 は ば、 君是れ を 倦んで 必ずう とんじ 遠 ざ か る ベ 、き な り 。 

臣道三 臣該  二 四 三 
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道 は 一 語 一 默 衣食住の 間 いささか も 離る ベから ざれば、 柳 を 折るべからざる 時に 折 

りなん は、 まことに 道に あらざる と可レ 謂。 叉 柳 を 折る は 小事 也と いへ ども、 其の 機 

を 諫めず ば 大事に 及ぶ こと 也と 可レ 謂と 云へ ども、 幼 主へ 諫を なして 其の 心 を 開悟せ 

ん こと は、 如レ 此の 末 事に は あるべからざる 也。 假令 これ を諫 むる とも、 亦 其のい さ 

め やう を 究め 考 へ て、 君の 道に うとん ずる 處 あらざる 如く こそ あらま ほしき こと 也。 

少事 をし ばくい さめて、 早く 學に うとみ 出来て 講讀の 事 もやみ、 伊川 を 遠ざけ 玉 は 

んは、 其の 得失い かん ぞゃ。 此れ等の 事、 人臣 具に 可， 一 究理 1 也。 究理う すきと き は、 

叉諫を ゆるやかに する にあり. と 云 ひて、 つ ひに 君 を 開悟す る ことな きになれる 輩世以 

二) 張 ぺ~ て 多し。 南！^張氏は朝廷に出仕のたびごとに自心に盟ひて曰はく、 上に まみえ て隨順 

宋の 人、 伊 W 

^  1 しへ つら ふべ からず と。 其の 志 尤も 切なり と 云ぶべし。 然れ ども 節 を はかり 位を考 へ- 

3!f: 郞 となり 

^M^^ 諫 むべき 樣を格 物し、 開悟せ しむべき 事 をつ くさず して、 其の 事の 理 あるに まかせて 

語 *孟 +せォ の 

解 あり、 南 軒 强 ひて 云 はん は、 直 臣とは 云 ふべ くして、 まことの 人臣の 中 i と は 云 ふべ からざる 也。 

先生と い. ふ  レ ムヌ  シ 

開悟せ しめ 敎 導いた す 所に さまん \ 究理して、 不， 得 レ已ば 人に よって 位 を^り、 伏 

レ 節死レ I の 道 可 レ有レ 之 事 也。 


師曰 はく、 臣 として 君に つか ふるの 道、 よく 己れ を盡 して 諫め， 諷すべき にあり とい 

へど も、 たと へば 我れ に 位た く、 一旦 君の 前に 昵 近して、 君 是れに 事 を 問 ひ、 を 

奉る に 便 あるに 似たり と 云 ひて、 無, 所, 藏 心中 をつ くして 是れ をのぶ ると き は、 必ず 

§  ル ベ  2.)  ノ 

(二) 前 出 六 ささ はりあるべし。 叉 かくして 不. V, 陳は忠 と 云 ふべ からざる に 似たり。 されば 龜山揚 

七 頁參照  〈ク  〈ク (三) ゼ ラレ テ 二 ム  ダ ゼ ラレ テ プ、 々ト レヲ  二  〈ク フ. T ウス コゥヲ チレ- - ナ"、 レ 

(三) is 子 氏が 曰、 孔子 曰、 信 而後 諫、 未, 信 則以爲 レ己 也、 易之 恆曰、 後 レ恆 貞 凶、 ，化 

に篇第 十 章  一一 二 チスゼ ンヲ  さつ  一 1^ ス ヲ r ノバ チリ モシ レー  ノ  〈 ゾヤ- 

之 初 也、 故當， 以， 漸 而不， 可， 以， 後、 後 則 凶矣、 假如 問， I 人臣 之 忠邪其 親 信者 誰歟； 

二 ト  セバ ヲ  チリ フヲ  テ ニダ  カラ テヌン テ ヌ ス レ 

遽與 X 之辨 n 別 是非 一 則 有 二 失， 身 之悔； 君子 於：， 此但 不レ可 ニ以ぃ 忠爲， 邪以レ 邪爲； レ忠、 語 

二 ル カラ  リテハ ズルニ ヲチ  ラ キハ (Kn マガ. 二 ヲ テ セント • カヲ 手 二 

言 之 間 故 不レ無 n 委曲-也、 至 二 於 理則不 レ然、 如 ほ 惠王問 孟子 何 以利ニ 吾國ー 則當 

二. J ゴづ  フ ゾ ズシモ 〈ン トヲ (五) フ  二  〈 ムカト ジチラ  二 テ ヲフ  シレ • 〈チラ  ル ノエ 

(1?) 齊の宣 レ言 ニ何必 曰 一- 利、 宣王問 二 孟子 鄕不- 同、 則 當ニ以 い 正對ー 蓋 不レ直 則 道不, 見 故 也と 

王、 この こと  シ 

孟子 萬意 一 、-篇 いへ り。 孟子の 梁 丄齊の 君に こたへ し は、 君臣の 間に あらず して、 道 を 以て まみ ゆる 

第 九 章に あり  フル  .  ？フ 

也。 故に 所レ答 甚だ 速に して かくす 處 たし。 君臣の 間に いて は 所-一 顯 言 1 あり、 密に 

所, 通 あり、 是れ 則ち 致 格の 道 也。 諫諍は 人臣の 大義に して 一巧 も 究め 糾す こと 不レ詳 と 

き は、 其の 道 ここにた が へ り。 

師曰 はく、 近 比の 事に や、 力 (人の 語りし は、 ここに 大名の ありし に、 ^！子は早世し 

,  E 道 三 臣談  二  ral 五 
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て 嫡孫の ありぬ。 是れ 必ず 其の 嗣子た るべ かりし に、 いまだ 幼若に してければ、 弟の 

某 甲に 遣 跡 をつ がし めんと 內緣の 秘計 ありぬ。 摘 子 存生の 時 奉公の 老臣 三人 ありぬ。 

三臣 ともに 忠を つくして この 幼 主 を 立てん こと を 欲すと い へ ども、 事な りぬ ベ くも あ 

ら ざり ける。 或 時 三 臣の內 一 人 深く 思 ひとりて、 ひそかに 二人の 臣を 招きて 談じ ける 

は、 各. 'ともに 幼 主 を 輔佐 せんこと を 欲すれ ども、 已に上 ざまの 沙汰 弟の 殿に 究 まり 

なんとす。 然れば 我れ ひそかに 行きて 事を談 ずるの 由に て、 弟の 殿と さしち が へ て 可 

レ死。 然 らば 不, 得, 巳して 幼 主 自ら 嗣孫 たるべき 也、 二人 は相殘 りて 幼君 を輔養 可レ仕 

といへ り。 二 老臣 これ を 聞きて、 まことに 忠義の 謀 さも ありぬべし、 然 らば 其の 方 は 

弟の 殿と ちなみ あらず、 我れ は元來 したしく 出入して 今以て 人 更に 不レ 疑、 其の 方 行 

きて 密談 を 欲せば、 人々 疑 ひて 事なる ベから ず、 事の なら ざらん 上に、 幼君の ため 始 

終 不レ宜 になり ぬべ ければ、 我れ 行きて この 事 をと げなんに 子細 あるべからず と 云 ふ- 

今一 人の いへ る は、 兩人 ともに 不, 可レ 行、 某 ゆいて 可 レ遂レ 之、 その ゆ ゑ は、 其の 方 は 

公儀 內設 ともに 人 もしり、 分別 も あり 辯 舌 も あれば、 生き 殘 りて 幼 主の ために 甚だ 其 

の 便りせ し、 我れ に 此の 功な し、 叉汝は 弟の 殿に ちなみ あれば、 我れ 若し 致し 損じた 


石宇忠 程 も 役 八：: 
を 都に の 預後郎 W 
額' さ 仕 老ける' 、 
す 十へ 臣ら田 関 小 
五て 'れ 三ケ字 
萬 、秀し 成 原 通 


りと も- 二の 目の 手段に も可レ 成、 我れ 元と 大身に して、 弟の 殿 も 尤もう とから ざれ 

ば、 行きて 謀る に圖 あたれり と。 三老 ともに 一理 づっ いひて、 事 可 レ行も あらず。 爱 

において 初めの 謀りし 臣の曰 はく、 此の 事 をつ もり 出して、 各.' を 死に あて 我れ のこ 

りたん と は、 えこ そ 申す まじき、 唯 だ 我れ を 以て 此の 事に あてよ と 堅く ちか ひぬ。 す 

でに 明日 は 此の 事 をと ぐべき に究 まりければ、 其の 誠の 天に 通じ 冥に かな ひける にや 

あり けん、 其の 日に 嫡孫の 幼 主に 嗣を あたへ たんと 云 ふ 評定 一 決して、 其の 通り を 家 

中に 云 ひわた されに ける。 後に ぞ 彼等が はかりごと はしれに けりと 也。 此の 三 臣の志 

至って まこと ありと 可, 云。 すべて 諫めて 事なら ず、 教導 開悟に 便 あら ざらん 時 は、 

義に 死して 不. Z 得レ已 その 事の かな ひなん 如く あらま ほしき こと 也。 唯 だ 一 事に おいて 

は 死 を 以てする こと やすくして、 平生に 開悟す る ことの かたき は、 古より 然り。 人臣 

豈 ゆるがせに 思 はんや。 而 してい さめ を 行 ふと 云へ ども、 ややもすれば 功 を 我れ に歸 

して、 後に 其の 諫めし 品の 世に 泄れ のこる ためし、 叉 忠臣の 可 レ恥處 也。 

師曰 はく、 源 君大權 現の 老臣 本 多 佐 渡 守 k 純 は 常に 上意 をう けて、 それに 從 つて 開 

悟の 道 をな せり。 されば 或 時の 上意に、 出火の 輩 有， 之ば 其の 主人 を 罪科に 可 レ被レ 行 

E 道 三 臣談  二 四 七 
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と：^ 二 仰 出 一な ば、 火事 出来 仕るべからざる の 間、 正 純 其の 旨 を 可 レ 得と ありければ、 

正純畏 りて 申しけ る は、 實に 命に か へ て 火の 用心 無沙汰に 仕る 輩 は 無い 之つ もり に 候 

間、 是れは 至極の 仰せに こそ、 但し 叉 障る 所の 可 レ有レ 之 か、 今夜 工夫 仕り 考へ、 其の 

上に 可 レ受ぃ 命と 申 上げ、 翌日 出仕いた し、 夜前の 仰 出され を 今夜 工夫 を 仕る に、 ささ 

はる 事 も 無, i.^ 也、 但し 若し 御 家門の 內に 出火 あらば いかが 可 レ被ニ 仰^ 1 や、 御 家門 は 

(%)  ( 1 )  ク ルレ 

各 別と あらば、 叉 井伊 兵 部 ごとき 臣下 出火の 時 は あそばされ やうい かが 可い 有い 之 や、 

(格)  ルラ  キル サキ ルレ 

兵 部 は 各 別と ありても、 叉 兵 部に 不， 劣 寵臣 出火の 時の 御 仕置 可 レ被レ 成樣可 レ有レ 之の 

問、 是れ 等の ことに それ/ \ の 御會釋 の 術お はし まさば、 被 二 仰 出-可 レ然 もやと 一一： n 上 

す。 ここにお いて 此の 事つ ひに やみて ける。 諸事 如， 此の 作 略 也。 ゆ ゑに 正 純 常に 云 

へる は、 高貴の 大人 御 工夫あって 被 二 仰 出 1 こと を 一旦に 抑留 せんと するとき は、 必ず 

さからって 不, 可レ留 也。 先づ あなた を 揚げて 自然に 開悟せ しむる にあり といへ り。 叉 

大久保 相 摸 守 忠隣は 直に 御 あやまり を糾 して、 しばらく も隨 順す る ことなし、 若し 隨 

順す る もの ある を 見て は：：^ 奸 也と 云 ひて 是れを 笑 ふ。 兩臣 ともに とりん \ の 思 入と 云 

ふべき 也。 今 案ずる に、 隨^ してた だすべき 事 あり、 一時に 可レ諫 こと あり、 一 偏に 


心得べ からざる にや c 

六 二 晚 節 

師曰 はく、 或 老人の いへ る は、 人 老衰して 旣に隱 居 致仕いた さん 比 ほひに 至りて、 

必ず 前方と 分別 了簡 相違す る もの 也。 その ゆ ゑ は， 年齢 盛た る 內は氣 つよく 體 つかれ 

ず、 先に 出世 立身 を かかへ て 幾 世の さい は ひ を 息 ふが ゆ ゑに、 功名 利欲 を あ ひて にい 

ひ こさ は 

たして、 其のつ とめ 一際 31!.〕 事た る もの 也。 年齢お とろへ て氣も 減少し、 世上 心う すく 

たりて、 初めて 本意の あら はれ、 或は 欲 ふかくたり、 或は 色 を 好む に 至る の 類、 世以 

て 多し。 是れ 名利 を 以てつ とめた るが ゆ ゑに、 名利の 思 入 去れば、 其のつ とめこと ご 

とく 亂 るる 也。 H 心 ゃ隱居 放言 の 身と なりて は 彌. '日 比の 本意 あ ら はるる も Q た れ ば 、 

始 をつ つし むことの やすくして；^ をよ くす る ことの まれなる とい へ らんこと、 まこと 

に 其の ことわり 明白 也。 人 常に 壯 たらず、 おくれさき だったら ひに して、 つ ひに は 皆 

老衰の 身と たるべ ければ、 兼て 心身 を 修練す る の 息 入お こ たりて はまことの 士と不 

そラ フ 

レ可レ 云と い へ り。 げ にもと 一 K へ る 物語 也。 
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師曰 はく、  ，rt 井の 某と； 一み へ る もの、 年老いて やがて 身 まかりなん とせし 前方に、 子 

孫 もなかり ければ、 武具の さわやかに いたし 立てた るに 黄金な ど 用意いた し 置きし を 

主人に 奉り、 且つ 主君の 近臣 を 招きて 云 ひける は- 家に 殘 らん 調度め くもの は 何れも 

不レ殘 それん \ にわかち 與 へぬ、 志 を こめた る 器 をば 君に 奉りぬ、 爱にー つの 奉りが 

たく 遣し おく 事の ならざる もの ありて、 殘り 多く 思 へれ ども せんすべ なし、 それと は、 

我れ 年來 見聞 覺知 せし 所の 劫と 云 ふ もの こそ、 殘 して 君の 御た めに もなる べき ことに 

して 可レ殘 やうな し * 何事 も 年の ゆく に從 ひて 已 前の 思 入と か はり 行きて 黑白 となる 

もの 也、 劫な くして いたさん こと は相應 いたしに くき もの 也、 劢 ほど 重寶 なる もの は 

あらざる 也、 君 必ず 老臣 をす てた ま はず、 其の 所レ劫 を 許 用 あるべき にこ そと 語りけ 

ると 也。 凡そ 曰 比に 忠義 をつ とめて 人君 を 輔佐す るの ほ は 世に 希に して、 又 事 を 云 ひ 

て理に 叶へ る は 世 以て 多し。 其の 人 を 以て 其の 言を棄 てざる は 古の 戒 なれば、 一 事 一 

-  よろしき キ フ 

言 にても 忠義に 相 よれる 事 あらん をば 人臣 見聞して、 これ を 究理して 用捨 宜に 可レ從 

也。 

師曰 はく、 古 衞の美 子 瑕が 靈 公に 寵 ありし 時 は、 なせし ほどの わざ、 云 ひし ほどの 


言、 皆忠 也と いはれ しが、 寵衰 へて 後に は 其の 言行 皆 不忠の 沙汰に なれり と 也。 すべ 

て 君の 寵臣， 時の きらめく に 任せて、 後の 考を 忘れて、 必ず 不義 を 行 ふこと あり.^ 君 

是 れを寵 する の あまりに 不義 をば 不ヒ K、 附會 して 是れを 忠也義 也と 云 へ る 也。 或老 

人の 云へ る は、 昔より 出頭 寵臣の 終り を 全くす るの ためし まれ 也， 中に も 男色 を 以て 

寵 せらる るの 輩、 叉 其の 身に 由緒あって 寵 ありて 根ざし ふか からん は 各 別 也 * 然らず 

して 唯 だ 己れ が才を 以て 出頭いた す 者、 必ず 終り を 分別いた してよ し、 中ん づく 金銀 

財 寶の類 は 以來に まぎれ ある もの 也、 故に 度々 に 其の 證文を 正して うたが ひたから し 

むる ごとく 可 二心 得； 時の 出頭に まかせて 可 二 究理 1 處を ゆるやかに 致す、 是れ知 をた 

のみ 寵を たのむ の ゆ ゑ なれば、 禍を 招く の 道た るべき 也と。 此の 言 尤も 有レ 味。 但し 

忠 義 を さしおいて、 身の 遁る ベ き 所の 術 をな す の 心 得 は 甚 だ あ や ま り 也。 唯 だ 詳に糾 

明すべき こと を 究め 盡 すに ありと 云へ るの こと 也. - 究理う すき 時 は災を 招く の 基た る 

べき 也 e 

六 三 忠を糾 す 

臣道三 臣談  二 五一 


山 鹿 語類 卷笫 十五  二 五 二 

或 人の ー；ム はく、 孔子の 孝 を 論じ 玉へ る を 孝 經と號 す。 忠臣 を 求む るに は 孝子の 門に 

(一) 孝 1^-11 おいてす る なれば、 孝經 にて 人臣の 忠は 悉く 相究 まるべき 也。 後世に 及んで 忠經と 云 

擬し 作れる も  ァ 

ま 55 へる 書の ある は あやまり にや。 師日 はく、 是 れ以レ 本論 じて 用 を さしおく 也。 人た る 

■ の 道 をつ くす とき は 孝 を 以て 第一 とす。 然 らば 大 學の敎 ありなん 上 は、 孝經も 不レ入 

ことになるべ しゃ、 孝と 忠とは 君 父に 付いて 云 ふ 所の ことわざ にか はれる ゆ ゑ あれば 

也。 ことわざ か はる 時 は、 理は 大方 一 つに して、 品に よって 其の 差別 ある もの 也。 父 

母に 孝 あるの 心 を 以て は 君に 忠は あるべ きこと 勿論 なれ ども、 其の つとむる 處の こと 

ナラ キ ル 

わざに しなん \ か はる こと 多き ものなる を 以て、 忠を わかた ざれば 不 1 詳と 可レ知 也。 

^し 忠經に 云 ふ處の おもむき は 皆 其の 本 を 論じて 臣の鱧 節不レ 明、 尤も 可レ惜 也。 

師曰 はく、 其の. 1^ の 奉公、 君に 信實 をつ くさん ため 可レ 親父 兄 を もへ だつ る 如きた 

ぐ ひ を、 君お ろかに して 必ず そのものの 忠と思 ふこと あり、 是れ 甚だ あやまり 也、 詳 

に 可， 考 こと 也。 永 正の 比、 攝津國 守護 職 讚 岐守義 春が 子に 藥師 寺與 一 元 一 と； K ふ も 

の あり。 其の 比の 管領 細 川 右 京大 夫 政 元 を 生害すべき きこえ ありて ければ、 、水 正 元年 

H. 子 九月に、 與 j 淀の 城に こもりぬ。 與 一 が弟與 次と 云 ふ もの 此の 打 手 を 承り、 兄の 


へお しょせ、 つ ひに 责め 落す。 與ー しばらく-; れ けれども、 つ ひに 生 捕られて 都へ 

上り、 舟橋に 一 元院 とて 與 一 世に ありし 時 立てお きたる 寺に 入り、 一 首の 歌 をよ みて 

1K ひける は、 我れ は 一 文字 を このみ、 與 一 、 名 乘も元 一 、 寺 も 一 元院と 名付けたり • 

去れば 腹 を も 一 文字に 可レ 切と て、 腹 一 文字に きりて 死す。 去る ほどに 弟與 次恩赏 に 

ぁづ かり 桐の 紋を賜 はり、 三 郞左衞 門 尉と 官を たされ、 兄の 與ー が あと を 給 はり、 攝 

州の 守護 代と して 榮 花に ほこれり。 昔より 君の 仰せに は義 朝が 父 を ころせし ためし も 

あれば、 與次 がふる まひ 尤も 也と 一 K ふ もの 多 かりき。 其の後 永 正 四 年 丁 卯の 年に、 藥 

師寺三 郎左衞 門 • 香 西 叉 六な ど 云 ふ もの 逆心して、 政 元 を 六月 廿三 日夜 月 待の ために 

水 あみけ る を はから ひ 申して けり。 さて 五十 日 斗り ありて つ ひに 打 死して けり。 是を 

以て 云 ふとき は、 兄 を 殺す は 主人へ 忠に 似たり といへ ども、 まさしき 骨肉に 對 して 如 

レ此志 皆 欲より 生ずる 事 なれば、 この 志の もの 叉 重 欲 を 以てせば、 必ず 主人 を もころ 

しつべし。 藥師 寺が ためし 可 二 思 合一.？"。 

六 四 奴婢の 義 
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に. 一 傅 1,^1  師曰 はく、 周 主 忠妾は 周の 大 夫の 妻に つか はれし 女 也。 大 夫の 留守に 大 夫の 妻 不作 

i に出づ 法の 事 ありて、 此の 事の あら はれん 事 をお それ、 毒酒 を こしら へて 大夫 のかへ る を 待 

ちぬ。 大夫何 心なく か へ りぬ。 妻 例より もてなし ねぎら ひて、 設 のために 酒 を こしら 

へ 置きたり とて， 食後に 此の 酒 を 出す。 酒の 入りた る 器 を 此の 下女に もたせ^み とら 

せけ るに、 下女 此の 酒に 毒の 入りた る こと を しれり。 心に 思ふ樣 は、 何 心なく 酒 を 進 

めば 大夫を ころすべし、 不義 を 云 はば 妻の ころされ 玉ぶべし、 不 jfr ば 不義 也、 云へ 

ば 不忠 也、 共に 我が君 なれば と 思 ひめぐ らしけ るが、 偽りて けつ ま づきた ほれて、 此 

の 酒 を ことん \ く こぼてり。 主人の 妻の いとなみ 置きぬ る 酒を棄 つる ことの 咎 ありと 

て、 た 折濫に 及ぶ。 妻 もこれ をつ いでに 此の 下女 を 殺させて、 己れ が 不行義 を あら 

はさ じと 思 ひて、 旣 にころ されつべく なりぬ。 爱 にある じの 弟なる もの 此の 事 をき い 

て、 具に あるじに 告げぬ。 是れに 因って 下女の 罪な き處 あら はれ、 其の 妻 ころされね 

亭主 人 を 以て 尋ねけ る は、 汝こ のこと を 知りて * 速に 不レ訴 して 我が身の 難に いたせ 

る は 何の 故 ぞと問 ふ。 下女 申しけ る は- 我がた めに 主人た る 人 を ころし、 其の上 無形 

儀の こと を吿 げんこと は 本意に 非ず、 我が身の 死なん は 只 だ 天の 命 也と 存じて 不レ霄 


もの 元 出と 七 列 さも 秋 i 上雜 K 如 朝廷 2 

な 地 はで 李 十 傳じ著 * たの 劇た ' 
せ 方 光た 善一 六 は 動； 作 等り 官一 、 

し官武 （） とに 十 後す！?, 1 品の 。 、の 字 明 

人な の 。共 李 八 5* 故 鏡 ぁ文傳 镜 字 はの 
など 朝 李に 元と 霤 事 陽り 擧奇 運無昌 汗- 


と 答へ  ぬ。  主人 其の 志 を 感じ 義を 高し として， 則ち 妻と すべき 由に き はまりぬ， 下女 

申しけ る は、 いづれ も 主人と 申す 內に、 女 は 妻の つか はれもの なれば、 先づは 我がた 

めに 重き 主人 は 妻な り、 然るに 主 はづか しめられて 死 十、 我れ 生きて 何の 面目 か あり 

たん、 是 れ無禮 也、 主の あとに 代りて その 家の 妻たら んは是 れ逆理 たり、 何ぞ 其の 仰 

せに 順 ひま ゐ らせん、 只 だ 早く 身 まかりて 此の 事 をい さぎよ くすべし とて、 自殺 せん 

と 致せし を、 しきりに 留めて 外へ 嫁せ しめけ りと 也。 無々 居士 云、 義有ド 不：， 行 二 於 丈 

夫, 而出， I 於婢 子之賤 1 者』  1 此闡 幽之士 宜ニ亟 錄 1 也。 

師曰 はく、 後 漢の木 si) 元が 僕に 李 善と 云 ふ もの 有り。 建武 年中に 李 元が 家に 疫癘 あ 

つて、 李 元幷に 一 族 不レ殘 病死せ り、 唯 このごろ 生れた る 李 續と云 ふみな しご 一 人の 

これり。 李 元が 一 類 も 外に 不， 有ば、 大勢の 家人 ども 悉く 李 元が 家財 を わけどり、 ひ 

そかに 生れ 子の 李 續をも 殺すべき に究 まりぬ。 李 善 甚だ かなしみ けれども、 大勢の 談 

合 なれば やむべき 事に 非ず、 故に 李 善 ひそかに 此の みなしご を懷 にして、 行方 不 レ.^ 

になり て、 自ら やした ひそ だつ、 其の 艱難 あげて 云 ふに たへ たり C 而 していと けなし 

といへ ども、 敬 ひ 貴ぶ こと は 年た けたる 主人 を 思 ふが ごとく、 何事に も禮を あつく し 

臣道三 臣談  二 五 五 


山 鹿 語類 卷第 十五  二 五六 

ひざ ま づきて 事 をな せり。 兎角して 李績今 は十歲 になり ければ、 則ち 本の 在所に 至り 

.  ぬ。 此の 事 所に かくれな かりければ、 時の帝 光武、 李 善. 李績を 召して 官を賜 はりぬ". 

李 善 かへ つて 主人 李 元が 家に 至り、 朝 服 をぬ いで 流淚 して かなしみ、 自ら かなへ をと 

り 飯 かしいで、 李 元が 家 を まつり 供御 を そな へ 、 古 は 如レ此 いたせし 身の 今 は 君の め 

ぐみ を 以て 官を 得た る も、 一 向 無 からん 影の めぐみ 也と、 哀愁して 數日 をお くりけ り 

と 也。 李 善が 行跡、 史に聖 童 也と しるせる もこと わり 也。 

に」 ij 末の 師曰 はく、 宋 に趙鄰 幾と 云 ふ 者 有り、 早く 死して あとに 三人の 女 を もてり。 家 貧し 

人 文人と し 

^^^^^^  くして 可レ 養た く はへ もなかり ける に、 僕に 趙延嗣 と 云 ふ もの あり、 久しく 趙鄰 幾に 

つか はれた る 者な りければ、 此の 時 立 退くべき に不レ 在と て、 そのまま にっかへ 居て、 

自ら 衣食の 營を はから ひ、 さまん \ の 艱難 をへ て 十 年 を 過せ り。 今 は 主人の 女 も年旣 

に 十 歳に あまれり ければ、 己れ が 女の いとけ なき を 使に して 事 を 通じ、 つ ひに 三人の 

女に 直に もの 云 ふ 事な く、 己れ は 外に 居て 禮を 厚く す。 かくて あるとき 延嗣 主人の 古 

の 近付の 方 を 尋ね 行きて、 しかん \ の 事 を かたり、 三女の 嫁娶 ありなん こと を敏ん で、 

古 を 思ひ大 に流淚 す。 さすが 岩 木なら ねば、 古の 近付 ども 彼れ ，が 志の 届きぬ る こと を 


感じ、 我が身 は 古の 友 也し に不， 能， 恤 して 過ぎに しこと を恥ぢ て、 三人の 女を迎 へて、 

よきに 計りて 嫁せ しめければ、 趙延嗣 思 ひ 置く ことなく なりて、 身の たり は ひも 心 易 

(二)  フ ゾダ マルハ ヲ ク  ツル ハ ヲ シ ツル ハルノ  ヲ ク  ツル ハ キノ 

< 二) 前 出 二  く ありつと ぞ。 無々 居士 云、 植ニ 孤 男 一易、 植二孤 女 一難- 植ー 1 有 レ家之 孤 一易、 植ー I 無 

五一 T1 頁 參 . 

レ家 之ダ产 難と 評せり。 尤も 味 あり。 

+  師曰 はく、 大 明に 淳 安の 徐 氏が 僕に 阿 寄と 云 ふ もの あり。 徐氏 兄弟 三人 家 を わけて 

龜傳 二に 出づ 

別 るるとき、 兄 は 馬 をと り、 中 は 牛 を 得、 末の 妹の やもめなる は 阿 寄 を 得たり。 この 

比 阿 寄旣に 五十に あまれる 夫 男 なれば、 牛馬 は 田 かへ し 荷 付けても 事たり ぬ、 此の 老 

いたる 男 は 何のな り は ひも 不レ 可レ 成と 悲しみけ る を、 阿 寄き いて、 牛馬の やしな ひ ほ 

ル カラ フ 

どの 事不, 可, 叶に あらず、 我れ に まかせ 玉へ とて、 かひん \ しく はから ひ、 家の 器た 

ど 悉くう りしろ かへ て、 銀ゎづ かに 十二 兩 ありけ る を 持ちて、 山中に 出入して 色々 の 

まう け をた しければ、 無レ程 金銀 少し あつまれり。 如；. 此手 まにし を 致す ほどに、 二十 

年の 內に數 萬 金の 分限 ありければ、 その あるじ 三人の 女 ありし を 各  > 宜しき 方に とつ 

がしめ、 二人の 男子に よめ を まう け、 且つ 學 校に 入れし めて 物 まなびせ しむ C かかり 

ければ 所に て 分限 富貴の 家と たれり C かくて 阿 寄 今 は 七十に あまれば、 病み付きて 死 
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にけ り。 死ぬ る時數 通の 帳 を 出して、 今まで 少しも 私な かりし 取 まかな ひ を あら はし 

て、 是 れを兩 人の 男 主に あたへ て 身 まかりぬ。 定めて 其の 身 も財寶 ありぬべし とて、 

あとに 其の 事を考 へけ るに、 一 紙 半 錢の蓄 なく、 只 だ 老いた るう ば 我が 一人の 子に や 

ぶれた る褴袍 をき せ 置き ぬるま まなり しと ぞ。 

ヌゃざ むら ひ 

師曰 はく、 なにがしと 云 ふ 人の 家に 仕 ふる 靑侍、 わ づか僕 一人 をつ かふ 斗り の もの 

ありけ るが、 主人の 家に 器のう せて 不レ 見、 人の ぬすめる になれ る 事 ありて ける を、 

此の 靑 侍の 此の 器に たづ さはる ゆ ゑ あれば、 此の 者 身の わびし さに 取 かくしつ べしと 

云 ふ 沙汰 下に ありて、 さすが 見 も あら はれぬ ことなれば、 上より 詮義 もなかり ける 也- 

靑侍 是れを かつ-^ 聞き及びければ、 詮義 なきに 此の方より 云 分 もなら ず、 なき 名に 

朽ちん もさす が なれば、 極まれる 處は 死して あとに こそ 潔き 處 もしれ つべ しと 恩ひ定 

めて、 一人の 召 仕 ふ 僕に 何となく こしかた 行末の あらまし £2 りぬ。 僕き いて、 何事 

の 御 心に あれば 俄に 如, 此の こと を 仰せ ごと あ る や、 年久しく 主從の 禮を睦 みま ゐら 

せければ、 何 御 心のへ だて あるべき ぞと 語りければ、 靑侍 やがて 此の 事の かくな りぬ 

ると 云 ふこと を吿 げたり。 僕き いて、 さて はまこと に 身 を 棄て玉 は ざらん に は 云 ひわ 


ゾ つたき 事 也、 乍, 去 某 不レ叶 用事の ありて、 明日 は その 用 を かなへ 侍らん なれば， 一 

兩日を 待ち 玉うて 御心靜 にものし 玉へ、 御 あとの 事 は 心安く 思 召し 玉へ と、 何も なげ 

に 云 ふ。 侍 もさして 今日 を 限りと 云 ふべき にも 不レ 有ば、 彼れ が 云 ふに まかせぬ.^ 僕 

その 明日に 傍輩の 僕の 衣服 を かり、 刀な どやう の もの を も かりて 己れ が 宿に か へ り ， 

用の 事 ありて そこへ 行くな りと て、 人を霍 ひて 物 を 袋に 入れ、 上お そ ひ を 致しても た 

せ 行きぬ。 さて 二三 日まで 不， 還、 侍 も 不審に 思 ひて 尋ねけ るが、 傍輩の 僕の 衣服 腰 

刀まで 借りと つて 行きぬ と 云 ふ。 さあら ば 取 にげ をいた したる なるべし とて、 宿へ 使 

を 立てければ、 しかん \ と 云 ふ。 彌 不審 を 立て、 ゆくさき を 尋ね けれども、 しばら 

く はしれず、 やう やく 尋ね 出して 訟義 しければ、 まさしく 取 にげ を 致し、 剩へ 口ば し 

りて、 太守の この 比 失 ひ 玉 ふ 器 をも盜 みつと 云 ふこと になれ り。 大方なら ぬ 罪人に き 

はまりければ、 桎梏の 刑に おち 入りて、 つ ひに 罪せられつ。 而 して 靑 侍の 疑 はれし も 

明に たりて やみぬ。 程 をへ て 後に 太守の 罪人 どもと がせられ し 時、 彼の 器 をぬ すみつ 

る 本人 出で け るに 付いて 詮義 しければ、 先の 僕は靑 侍の 疑 を はれつべ きため に 如レぁ 

の 事 ありつと 也。 まことに 難, 有事と 云 ふべ き 也。 

臣道三 臣該  二 五 九 


山 鹿 語 粼卷第 十五  二 六 0 

師曰 はく、  土屋の 某が 遠 州 荒 井の 渡 を 奉行せ しが、 職を辭 して かへ る 時、 寄 力の 侍 

の 子 を 土屋に 付けて、 世間の 見習 はしめ 奉公せ しむべき ために 越しぬ。 土屋官 を辭し 

て か へれば、 人 を 扶助 せん 力 も ありがた けれども 默 止いた しがたくて、 この 子 を 逢從 

にして 下らん とす。 爱に寄 力 侍の 若黨 申しけ る は、 いとけ なき 人 を遙に 下し ま ゐらせ 

ん事飯 一二 心 元 一 我れ つき ま ゐらせ 下向す べしと 云 ふ。 主人の 寄 力、 汝が志 はしかれ ど 

も、 此の 者 一人 を土屋 殿の 苦に 致す も大 なり、 叉汝 をつ か はし、 不レ 入物に 養 をう け 

んも i,£、 又 我が 方より 養 はんも、 本よりか れん \の 我等 なれば 事な りが たし、 只 

だ そのままに こそと 云 ふ U 若黨 きいて、 尤もし かるべし、 只 だ 某が 身の かせぎに て 養 

を まう けつべし、 其の 事 さらに 氣遣 あるべからず と 云 ふ。 寄 力き いて、 それ も 其の 方 

が n 分の 養 を させて 我が 子の 兒次 をた のむ こと 本意た が へ り、 只 だ 思 ひ 留まりつべし 

と 云 ひければ、 若黨 申しけ る は 、然 らば 土屋 殿に 夫 男の 入るべき なれば、 其の 人數に 

入れて 公用 をと との へ 、 其のい とまに つかへ まゐら すべ し、 是れ なん 何方に も 障る 處 

あら じと 云 ふ。 この こと 土屋が 方に きこえければ、 若 黨と云 ひても、 寄騎 などと 云 ふ 

4. 身の 者の 若黨 は僕從 に不， 異 _、" 其の 志 感ずる にた へ ず、 さりと て 夫 男に 入れて つか 


はん は 不レ可 レ然、 初めより 若黨 のこと なれば、 我が 若 黨の內 に 入れつ べしと 一 K ふ。 二 

の 事 を若黨 きいて- 甚だ 心得ず 候、 本 主の 處 にて かろき 奉公の 某、 今土屋 殿の 若黨 に 

列せ、 ば 一 向 立身の わざに こそ 候へ、 其の上 若黨 になり て は 此のい とけな き 人の 見 次い 

たす ベ き 形に あらず、 只 だ 夫 男に 入れさせ 玉 はんこ そ 願の こと 也と 固く 辭 しければ、 . 

不， 得レ 止して 土屋 もこれ にした がへ り。 近 比の ことにて、 人々 土屋が 物語 をき けりと 

ぞ。 
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父子 道 一 

父 道 

一 總 じて 父子の 親 を 論ず 

師曰 はく、 父子 之 道 天性 也と IK ふに、 吾が 夫子の 言に して 孝經に 所, 載 也。 天性と 

云 ふ は、 しひて いたす 所に あらず、 自然に 如レ此 なる を 以て 天道の 性の ままた る 事 を 

いへ るたり。 されば 天地の 間 事物の 上、 何れ か 天性なら ざる や。 其の 內に 父子 骨肉の 

親愛 は 、 體 を 分ち 血 氣 を ひとしく して、 毛髪 肌膚に 至る ま で 悉く 父 母 同體 の 事 な れ ば ， 

其の 恩愛の 情 更に 別なら ず。 飛鳥 走獸 蠢蟲の 情なく、 夷狄 土民の 敎を 不レ知 ものまで 

も、 何の 故と 云 ふこと たく、 何の 求めと 云へ る わかち もた く、 各.' 愛 惠の心 深く して、 

誰 をし へ 何 を 見習 ふと 5 ふ 差別た く- 一  向 思 入 あさからず。 是れ 天性の ままに して 强 
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ひて 私する 所に あらず.。 旣に 母の^ 內 に懷赃 して 出生す るより このかた、 聲の發 し 身. 

の 動き をみ るに、 他人 は是れ をき たなし けがれたり とすと 云へ ども、 父母 は是れ を：， t^: 

"お, なりと せず、 常に， € ^の內 にいだ かれて 母の 懷を けがし、 膝の 下に モ だて はごく ま 

れて 幾ば くの 苦勞 限りなく、 冬の さぶ き 夏の あっきに 付けて * 身 を かへ りみ ずして 赤 

-? こ 

子 を 安ん ずるの 情、 果 あさからず。 是れ 人の ためなる 心に て 成りなん 事に あらず。 よ 

し 人間 はさ も ありぬべし、 彼の 鳥の 晃 つくり て 卵 をお ほし 立つ るに は、 雌 はやせて 

し しむら のなくなる を 苦しまず、 雄 は 養 を はこびて 外の 守 を 堅く す。 獸は 生めらん 子 

(呢 ) 

のけ がれた る 事 を 自ら 取 さばきて 是れ をな づ さ ひそ だて、 蟲は J^E^, 作り 子 を 生みて 其の 

苦勞 を盡 す。 これの みならず、 草の 實 なりて は 葉の 下にお ほひ、 から を 堅く して 內の 

t:- を かくす、 赏 なれば 草のお やの 枯れさり、 木の 實の肉 を 以て 其の さな ご をつ み、 

. .  (刺) 

或は かたきから を かぶり、 或はお そろし きいら を 設けて 實を 惜しみ、 赏 なれる 木 はか 

じけ て そだつ 事 快から ざる 爲師 かずく 多し。 是れ等 は 各. - せんす ベ しらざる 有情 非 

情の 雑物たり といへ ども、 子 を 愛し 實を 惜しむ 事の 誠 悉く 天性に して、 更に 偽る 所な 

く 求む る ことなくして、 唯 だ當然 の 天性の 則 ある 效 に あ らず や 。 


殊に 人 は 萬 物の 靈 なる を 以て、 恩愛の 深 重なる 事 擧げて 云 ふべ からず、 是れ 父子の 

道 は 天性なる ゆ ゑん 也。 如レ此 一毫 一毛の まじりた き 天性の 父子の 間に、 違 亂の事 出 

{  I  ) 

• 】 つ 1>  う 

や 一、 に？ Its. 來て、 父 愛に 溺れて 長幼の 序 をち がへ、 子 さからって 不孝の 罪を见 し、 つ ひに 胡越讎 

れ? ^ ふ 敲の思 ひ をな すに 至る こと は、 抑！ 何事 ぞと 其の 本源 を 推す とき は、 情欲 を 制する 事 

ル ナラ 

不レ節 を 以て 也。 情欲と 云 ふ は、 飮食 色欲より 初め 財寶 私欲に 因りて、 求 を 立て 願 を 

おこし、 好惡 を專ら とする が ゆ ゑに、 つ ひに 父子の 情へ だたり， 恩愛 ここに 絶えて、 

天性 を そ こ た ふ に 至 る 也。 こ こ を 以 て 案ず るに、 幼稚 孩提の 間 に お い て 父 子 の 恩情 經 

十 る こと は あらず、 成長して ひととなり 情欲 盛なる に 及んで 內に へ だた る 情 出 來れば 

,：^。 彼の 鳥 獸の類 もい とけな くひた の 間 は 父子の 情あって、 情欲 發し 長ず る ころ ほひ 

子 を 忘れ 父 を 忘る。 人と して 情欲 を 制せ ざらん は 更に 离 に不, 異。 然れば 情欲 を 顧 

みて 天性の 自然なる ままに 父 慈 あり 子 孝な らん 事. 是れ すな はち 父子の 道 也。 情欲の 

生ず る 事 も 見聞 に ふ れ て 增 長す る も の た れ ば 、 邊土 田舍の 民間 に は 却って 天性の ま ま 

、_; ^る も 有りぬべし。 是れ 求むべき 財 もた く、 邪知の ますこと なければ 也. - 事繁く 名聞 

利用 Q ち ま た にある 人民 は、 朝夕 名利 聲色 の 內にひ た さ れ 、 見聞 に ふ る る 處悉 く 情欲 
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の 間 なれば、 猶ほ 以て 此のつ とめ 懈怠すべからざる 也。 古人 曰、 人 之 所 一， ー以有 一一 此 身- 

者， 受 二形 於 母, 而資， I 始於 父； 雖， 有， I 强暴之 人； 見レ子 則憐、 至 二 於襁船 之兒； 見, 父 則 

笑、 果何 爲而然 哉、 初 無， 所， 爲而 •、 此 父子 之 道 所 以 爲ニ 天性； 而不， 可， 解 也， 

. 然 父子 之 間、 或 有 二 其 道 1 者 h 是豈爲 レ父而 天性 有宋 二 於 慈； 亦豈爲 A 子而天 

性 有 不レ足 二 於 孝, 者 ，fe、  sun 物欲 I 所 レ昏、 利害 所 レ蔽、 故 小 則 傷レ恩 害， 義 而不， 可 

ク  ニノ ハン ヲ シテヲ  ル 力 ラフ 

レ開、 大則 滅レ天 亂レ倫 而不レ 可レ救 也。 

第 師曰 はく、 父子 之 親と 云へ る こと は 孟子に 出で たり。 所 レ謂人 之 有， 道 也、 飽食暖衣 

逸居而 無：， 敎、 則 近 二 於 禽獸； 聖人 有 k 发 レ之、 使 K 契 爲ニ司 徒； 敎 以ニ 人倫； 父子 有 

レ 親， 君臣 有 レ義、 夫婦 有レ 別， 長幼 有レ 序、 朋友 有 レ：！ "と； FT へ り。 凡そ 父子の 道 は 恩愛 

を 以て 云 ふなれば、 父子 有， 愛と こそ 云 ふべき ことなる に、 親と 云 ふ 字 を 用 ふる 事尤 

も-其の 故 あるべき 儀 也。 愛する と 云へ る は、 寵 愛憐 慕の 心 を 云 ふ を 以て、 好 樂し吝 ろ 

の 心 を ふくめり。 云 ふ 心 は、 父母 其の 子の いたいけ にあいら しく、 颜色 容貌 心ば えの 

ほどに 因って 愛し 寵 十る 事 あれば、 必ず 實を 過ぎて 其の 子の 志 を i せらし めて、 つ ひに 

長幼の ついで を 失 ひて、 子 は II 子と なりて 禮節を わき まへ ず、 摘 を 棄て幼 を 立つ るの 


私に 至る こと あり。 是れ 天性の 道に あらず して 因る 所 ある ゆ ゑな り。 子 も 又 父 を 寵愛 

十る と 云 ふ は、 是れ誡 の 孝心に あらず、 唯 だ 好悪の 情より 出 づれば 也" たと へば 道路 

往来の 旅人 を みても、 其の 言 をき いても、 好惡の 心內に 生ずる は、 愛の よる 處 有る 故 

—乜。 然れば 愛 を 以て 致さん 事 は 泥 著す る 所 ある ゆ ゑん なれば、 失 多く 出來 すべきせ〕 

親と 云 ふ は、 入の 實深 くそみ て、 好樂 憂患に 付いて 大 節に 田」〕 ふ 心 深 重なる をい へり" 

常に はなれむ つぶ 處不レ 有 ごとしと いへ ども、 實 ふかく 誠 重き を 以て、 不. Z 得, 已の切 

たる 所 ある は 親 也。 爱を 以て 案ずる に、 幼稚の &提 はたれ むつぶ 處の 深き を 以て 愛に 

- へど JCM ご 

ふかく、 成長の 子に 及んで はいだ きかかへ なれむ つば ざれ ども、 日々 に 親しき 處 深し- 

是れ 父母の 子に 親しむ たり。 子の 父母に おける、 幼稚の 間 乳母に いだき そだてられて、 

その 愛惠^ 母に こすもの なしと い へ ども、 成長す るに 隨 ひて 父母 を 慕 ふ 心 次第に 深く、 

年長 じ 老衰す るに 因りて ます/  、親 を 田 ふ ふ、 是れ親 也。 この ゆ ゑに 父子の 間 は 親を以 

て するとい へ る 也。 情欲に まか するとき は 愛に 過ぐ る 故に、 其の 道 を そむく 事 多し。 

愛 は 一 且 のした ひ 思 ふ 所に して、 誠の 情に あらず して、 只 だ 欲の いたす 所 多し。 ここ 

(二  ) 

L し § 

を 以て 父子の 間 愛 を 以て 致さば、 慈に あらず 孝に あらざる 也。 周 禮の師 氏、 三 德を以 
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テス ルス ルヅメ  (一)  へ  シムプ ヌス ナリト 

一/十 お て ：！ 子に 敎 ふるに も、 孝行 以 レ親ニ 父母 一と 一： ム へ り。 中^に 仁者 人 也、 親 レ 親爲， 大， C 

云 へり。 各. >  皆 親 を 以て 其の 道と す。 父子 は 人倫の 大綱に して、 萬 事の 道 ここになる 

處 なれば、 最も 可， 付， 心 也。 

師曰 はく、 父子 は 天性の 親愛 ある なれば、 子の 善惡賢 不肖 を 以て 其の 親 を 別にす ベ 

しあ はせ 

からざる 也。 世俗 各.' 子の 聰明に して 仕 合よ からん 事 を 欲し、 賢に して 幸 ある をば 親. 

愛 を 深く し、 にして 不肖な らん をば惡 み棄っ る こと を 思 ふの 父母 あり、 是れ 父子の 

親 を 以てせず して、 因る 所あって 愛- 惡 するな り。 贤 ma 智 不肖 を 以て 其の 親^ を 差別せ 

ル 一一  ひたすら 

ん こと は、 他人の 交 A 友 事 也。 それすら 一向 己れ に まさらん 者 を 友と せんとす る は、 

偏 僻なる 處 あり、 況ゃ 天性の 父子 何ぞ これ を 以て 好惡 をな 十べき や。 尤も 子の 孝なら 

ん こと を 求め、 道し らん 事 を 欲して、 共の 敎戒を さま， <\ に 致さん 事 は 父の 道 也。 敎 

戒を盡 すと いへ ども、 其の 思 はん 如くに 成立たざる をに くみ 棘ん ずべき こと は、 利 寄 

を 以て 子 を 親しむ の ゆ ゑ なれば、 誠の 天性と 云 ふべ からざる 也。 父母の 子 を 親しみ、 

子の 父母に 孝 ある は、 其の あてて する 事 もな く、 其の 先 を はかって 利害 を 以てする 事 

なき を 天性と 云ぶべし。 しきりに 子の 聰明に して 人に まさり、 其の 身の 4?- 立つ ことの 


幸 あらん こと を 欲する と 云 ふ は、 巳に 人欲の 私する 所 ありと 可レ知 也。 されば 父子 天 

性の 間 他人の 格 を 以て 論ずる が ゆ ゑに、 其の 內に理 を 立て、 是れを まう くる こと 出來 

て、 父 は 子 を 非と し、 子 は 父 を 非と する に 至れる 也。 

二 父の 字義 を糾す 

,  (二)  二 ハク  . -ハ ノゾャ  フ  ヲ  《リノ  《 ：=- ノ 

^^Km 師曰 はく， 白 虎 通 曰、 三 綱 者 何 謂 也、 謂 二 君臣 父子 夫婦 一也。 君 爲ニ臣 綱； 父爲 一一 子 

綱； 夫 妻 綱 一 大 者 爲：， 綱、 小 者爲， 紀、 所 T 以 張コ理 上下 1 整.. S 齊 人道 i 也。 父 者 i 也、 

ルレ 度. 敎， 子 也と いへ り。 父の 字 は 矩の字 を 以て 註す。 矩は物 をた だすの 曲尺 也。 父 

を 以て 曲尺と して、 子の 非 を 糾明す るの 義也 C ここ を 以て 云 ふ 時 は、 父の 平生の 作法 

行儀 悉く 子の 手本と なって、 幼稚より 老衰す るに 至る まで、 父母 を 慕 ふの 心 を 以て、 

. 父母の 言行 を まなぶ にあり。 然れば 時の 愛惠深 重なるに 因って、 子に 教戒 を 忘れなん 

ひと 

こと は 父母の 本意 に あらず。 人 々 皆 我が 子 の 作法 正 しく 才人 に まさらん こと を 欲して、 

父母 則ち 子の 手本と な る こ と を不, 志 を 以 て 、 父母 は 佚樂を このみ て 子に 勞苦を つ と 

.  めしめ、 父母 は 財寶を 私して 子に 其の 儉節 をし ひ、 父母 は 職業に おこたりて 子に これ 
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をつ とめし むリ すべて 己れ つとめず して 人に つとめし めんと 一 K へる こと は、 其の 敎戒 

實 ならざる を 以て >  其の 子 又虛を 以て これ を受 く。 ことに 父母 其の わけ を 不レ知 こと 

を 子に つとめ しめてに、 其の つとむる 所の 邪 正 分明なる ベから ざる 也。 父母 は 子の 手 

本な りと 深く 思うて、 幼稚 孩提の 時より 兑聞覺 知せ しむる 事 >  善 を 以てし、 其の 敎.^ 

(定)  -. -. との 

を實に 致さば、 子 何ぞ惡 にわしらん や。 父母 壯 年の 間 は 家 を齊へ 子孫の 教戒 を 専らと 

し、 老衰に 及んで は、 これに 家事 を まかせて 其の こしかた 行末 を考 へて、 而 して 後に 

父母 身 安く 命 終りなん こと は、 父母た るの 道 ここに 立ちぬべし。 子孫 多し といへ ども 

父母 是れを 不二 敎戒； 向ら 佚樂を 好んで 子の 成長して 獨 立すべき なり は ひなから しめ 

甚だ 杏 ま S して 子 を 苦しめ、 一 事の のりと 成る 所な くして、 子の 子たら ざる をに くまん 

こと は、 父母の 道に あらず。 これより 父子の 恩義 斷絕 して、 子 を 患難に 入れ、 家 を 失 

ふに 至らん こと、 尤も 可レ愼 也。 

三 人の 父と 爲 りて は 慈に 止まる を辨ず 

^^ul  -  ^  -  E  二)  二 ハク "チハ ノト マリ  二  "チハ ノト マリ  一一 "テハ ノト マリ 二 

師 嘗て 曰 はく、 大學 曰、 爲， 一 人君 一止， I 於 仁； 爲， 1 人臣, 止， 一 於 敬； 爲， 1 人 子 一止 二 於孝ハ 


爲 一一 人 父 一止 一一 於 慈； 與 一一 國人ー 交 止 二 於 信 一と 出で たり。 仁 敬 孝 信の 四 は 君臣 父子 朋友 

の 必ずつ とめて、 其のと どまるべき 處也。 而 して 父母の 子に おける、 慈愛 恩 惠の心 は 

天性の 自然にして、 つとめず して ある 處也。 子の 黯子 になり 道 を不レ 知に 至る も、 此 

の 慈愛の 心 過 超して 敎へ戒 むる の 節に 不， 當ょ り 事 起 る なれば、 父と して は 敎戒輔 養 

の 誠に 止まる こそ、 父た るの 道と いひ 其の 至善と 云 ふべき に、 天性 相 そな はる 慈に 

(二 ) 

< 二) 朱 子の 止まる と 云へ る處 尤も 心得 あるべし と 疑惑して、 或 問の 小 注に 諸家の 末 注 を 索む るに、 

著大 孳或問  ダ  ヲ 

未 レ得ニ 其 意； ここに 自ら 體認 して 父子の 間の 天性た る ゆ ゑん を M 的す るに、 子の 成立 

つ ごとく 教戒して 其の 輔養 を專ら とせん こと は、 是れ 子の 是な らんこと を 求む る 利 心 

より 生じて、 天性と 云 ふべ からず。 父子の 道 は 天性 を 以て 本と する が 故に、 利 心を以 

て 云 ふべ からず。 しばらく 利 心 を 以て 論ぜば、 子の 子たら ざる をば 是れを 惡み棄 つる 

に 至らん や。 慈の 至善に 止まる 時に、 其の 間に 教戒 自然に そた はるべし。 如何なる を 

か 是 れ を 慈 の 至善に 止 ま ると 云 ふ ベ き な れば、 能く 輔 養して 身 をつ とめし め 家 を 修め 

.  ^ ぅ- クフ 

しむべき、 是れ 則ち 其の 至善 也。 婦人 姑息の 慈愛 は 至善に 止まる と不， 可， 云 也。 然れ 

(於) 

ば 慈 は 父母の 子に 置け る大 性に して、 子の 身の 是非 邪 正に 付いて ともに 棄 てられず 惡 
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まざる 處 ある、 是れぞ 誠の 天性 也。 若し 子の 生 質 端正に して 聰明な らん をば 慈愛 を 深 

くして、 生 質 人に 勝れ ざらん をば 棄て惡 まんと ならば、 是れ利 心 を さしはさむ 處 ある 

が ゆ ゑに 父の 慈と 云 ふべ からず、 皆 私する 處 より 生ずる 也。 ここ を 以て 4-, 一 於 慈 一と ま 

ひて、 敎に 止まる の 心 を 不レ謂 也. し 

萬 民 は 其の 本 各  >  天地 を 以て 父母と す。 天地 いづれ の 人 をか棄 つる や、 いづれ の 人 

を か惡む や、 唯 だ 生々 無, 息たり。 萬 物の やぶる る は 自ら やぶる るに して、 天地の 知 

る 所に あらず。 世界の 森 羅萬像 を 生々 せし むる にして、 彼れ がよ からん こと を 求め 成 

立 せんこと を 待つ 所 聊か 無レ 之。 是れ 天地の 萬 物に 父母た る ゆ ゑん 也。 人の 父母 亦然 

かう を  キム 1  ハ 

り。 子孫の 利 を 求め 思 はば、 好惡の 心に 泥 著して、 生々 無：， 息の 天性に 不レ 叶、 或は 子 

の 聰明 成立 せんこと を 願 ひ 求め、 或は 子の 我れ に 順って 養の 全 からん こと を 欲す。 こ 

シ カーフ 

れ によって 其の 子の 聰明なら ざる をに くみ 嫌 ひ、 其の 養の 不レ宜 全から ぬ を 怒りて、 

つ ひに 天性の 慈 を そこな ひ、 理非 を論辨 して 其の 是を 立つ る、 是 れ备. -利 心に して 天 

性に あらず、 必竟 私欲のお ほふ 處 より 生ずる 也。 父の 天性 は 慈に して、 其の 止まらん 

處は 至善 なれば、 慈 を 以て 本と して 其の 至善に 至るべき 道 を 格 物せば、 爱 において 父 


の 慈 其の 道つ くしつべき 也： 是れ大 學の止 二 於 慈 一と 一 fl ふゆ ゑん 也。 されば 父に 才知 あ 

る ものの 子 は 必ず 其の 行跡 父の 氣に 不レ 入、 或は 敎戒 甚だ 嚴 にして、 子つ ひに 氣を失 

ひて 病 者に 至り 却って 鈍根 地たり * 或は 父子 互に 誹謗して 怨敵の 思 をた し、 彼の 天性 

を そこた ふ C 是れ皆 子の よかり たんこと をし ひて 求めて、 慈の 本不, 足處 より 起れ り。 

父子 の 道 は 天性た り と 云 へ ども、 情欲 行 は る る 時 は つ ひに 天性 を 害する に 至 る こと、 

誠に 可 n 歎息 一也。 慈 は 仁柔の 心に して、 寵愛の 字義に 非ず。 其の 本 は 惻隠の情、 其の 

わざ は 柔和に して めぐみい つくしむ の  一 たれば、 慈 は 則ち 親の 字の 心 也。 

師曰 はく、 父の 子に おける、 無レ究 愛憐 ある を 以て、 大小 事 巨細の 事まで、 子の 作 

法の 殘る 所な からん こと を 欲して、 何事 を も切諫 しきびし く戏 むる 時 は、 父子の 間必 

ず隔心 出来て、 事 を かくし 偽る 事に なり 行く もの 也 e 是れ 父の 道の 慈に 不レ 止が ゆ ゑ 

た る 也 。 よ く て も あしくても 棄っ ベ から ざ る は 父子 の 間 たれば、 この 內に 是非 を 立 て 

ムカラ ズ 

て不レ 可レ論 也。 
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養 禮 

四 養 は 道 を 以てす  ， 

師曰 はく、 子旣に 出生す る 時 は 養な くんば あるべからず。 是れ刖 ち 天性に して 私す 

る處 にあらず、 各 .'l^ レ得， 巳の ことわり 也。 而 して 養の 道、 これに 飮食 せしめて 其の 

飢を 助け、 是れに 衣服 を あたへ て塞籍 を 時な ひ、 是れを 置く に以レ 所して 其の 便 用 を 

利し- 或は 睡眠 を 節に し、 或は 笑 語 を 時な ひ、 其の 誠 を 以て 其の 不レ言 を はかる。 こ 

れ不， 得， 巳の 夭 性の 養に して、 是れに 便りて 其の 生 精 を 全くし 元氣 をつ よから しめ、 

しかも 各. '其の 敎戒 を存 十るな り。 凡そ 幼兒 出生の 時 は 元 氣不, 全 氣カ不 レ强、 唯 だ 天 

地の 性 心を氣 血につつ める 斗り にして、 甚だ 幼く 茶だ危 し。 年月 爱に 重累 して、 初め 

て元氣 つよく 氣カ 盛なる にいた らんと す。 故に 其の 間 先 づ以レ 養 爲レ本 也。 たと へば 草 

木の 實の 初めて 地上に めぐみ 出で いわけな きに 不レ 異。 こ の 時 俄に 土 かひ こやしす と 

云 へ ども、 急に そだつ ものに あらず、 却って 害と なる ベ し。 叉木 を 立て 竹 を そ へ て 其 

な乂よ 

の ゆがめる を 直から しめんと する も、 早く 生 を 害する になり ぬべ ければ、 外よりの 害 


も 《 二 

い 

ふ M 喜 
惡怒 
欲哀 


たるべ き 物 を のぞき、 內 のさ さはる もの を 退けて、 其の 生々 を 全くす るに あるの み 也 _ 

しかれ ども 此の間 養に 敎を 不レ 含ば 養の 道に あらざる が ゆ ゑに、 彼の 幼稚の. c、 衣食 

住 用の 養に 各.' 以レ 道すべき 也。 人の 情の 所 レ出七 情に 不レ 過、 いまだ ものい はず わき 

ま へ ずと 云 へ ども- 所, 發の 情す でに 此の 七 つ にあり。 所, 養の 保 傅 叉 七 情 を 節に して 

チスル ヲ  ン テセ ヲ 

此の 養 を 全くす る、 是れ 則ち 以 レ道 也。 いまだ 幼稚たり と 云 ひて 其の 養を不 レ以レ 道ば- 

養生の 術 かけ、 敎或 まこと あらず して、 つ ひに 生 性 を 全くす る こと 不レ叶 もの 也。 子旣 

に 笑 を 知る 時 は 喜ば し む る に 其 の 節 を 以 て し て 、 常に 嬉戲 して 喜び に 過 さし む ベ か ら 

ず。 子 ここに j はくと き はお をた だし 憂 を さぐって、 其の 氣を順 和せ しめ、 其の 體を安 

んぜ しむ： 子旣 にもの 云 ふ 時 は 言を靜 ならしめ、 先 づ可ン 知の こと をし らしむ。 子旣 

に齒 生ずる とき は 設を あた へ て 其の 脾胃を やした ひ、 旣に物 を 取る 時 は 右の 手 を 先ん 

ずる こと をし らしめ て、 箸 を 握る こと を敎 ふ。 旣に 立つ 時は靜 にあ ゆみて 足の ふみ 

つぶさ  ク 

所 を 正しから しむ。 是れ 其の 天性に 順って 其の 養 を 具にし、 其の 敎を詳 にす る 也」 如 

レ此輔 養いた す、 是れ 各. -以レ 道と 云へ る 也。 
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五 俊 を 以てす 

師曰 はく、 父母の 子 を 愛憐す る 事 至って 切なる を 以て、 幼少の 問 は 分に 過ぎて 衣 

食 を かざり 養 を e! しくす る 事、 世 以て 多し。 是れ輔 養の 誠に あらず。， 凡そ 小 兒血氣 

未, 全 を 以て、 寒：： 者 早く 通じ、 脾 胃 つよから ず、 皮膚 尤も 薄し。 故に 衣裳に は帛を 用 

ひて 身の 溫な らんこと を 欲し、 食に は 美 肴 を 用 ひて 其の 內を ととの へ しむる， 是れ古 

の 法 也。 人 老衰して 血氣 かけた る を 養 ふに 不レ 異れば 也、 是れ 養生の 節な り。 しかる 

に 其の 節 を 失 ひて 美麗 を 事と する は、 外 を 飾りて 人の 耳目 をき よらなら しむる の 事な 

ほどよ 

れば、 是れ 生長の 已後 奢になる べき 基 也。 且つ ゾ界 より 俊に 入る こと は 人の なりが たき 

所な り。 儉約を 以て 本と しても 奢に 入る 事 はやす きもの なれば、 平生 儉約を 守り、 衣 

食 居 はか くても たる ものなる こと をし らしめ、 用具 は ある に まかせ て 事 かけざる ご と 

く戒 しめ 敎 ふべき 也。 帝王の 上な き 位 にても、 下 ざまの わびしき 事を詳 にしら ざれば 

下の 情通ぜ ざる ものな り。 況ゃ凡 下の 士庶人 幼弱の 時より 奢侈 を 事と して、 分 を こえ 

たる 費 をな しなん こと は、 身 を 害し 家 を 失 ふの もと ゐな るべ きこと なる を 以て、 養 ふ 

に 以レ儉 と 云へ る 也。 但し 其の 養生 教戒の よる 所な くして、 頻りに 財 を 惜しんで 子 を 


苦しむ る は、 是れ儉 と 云 ふに あらず、 吝り 惜しんで 道 を そこな ふ 也-" 世人 皆^ を 以て 

吝惜の 心と 十る ゆ ゑに、 其の 用大 にたが ふこと あり、 是れ 父の 慈に 不レ 止が ゆ ゑ なれ 

ば、 如レ 此の 處專ら 可 二 究理 一也。 

六 欲 を 節に す 

師曰 はく、 幼兒 未だ 孩提の 間、 飮食 衣服 嬉戯の 事に ふれて 心に 滿 たざる 時 は、 頻 

り に 怒 つ て き 、 淚 とどまら ざ る を 以て、 彼の 乳 女 侍女 の 輩 當座 の 心 た C さめん が 

ために、 其の へし に ま か せしめて 欲 を ほ し い ま ま た ら し む る 事、 世以 て 多し。 人 若， 

わ > 

壯 • 老に 因って 其の 事業に 相違 ありと い へ ども、 幼弱の 時に 習へ る 氣象は 末期まで ひ 

としょり 

としき もの 也" 故に 幼 兒の時 ほしいままた る こと 斗り を盡 せる 輩、 成長の 後 は 放^ 

奢侈になる 事 多し。 放： i4 にならざる 質 は 却って 病 者に たる もの 也。 然れば 幼兒の 情欲 

を ほしいままたら しめん こと、 尤も 可ニ斜 酌？ されば 事物の 間， 分限の 定まれる わけ 

をい ひき かせし らしめ、 堅く 戎 しめて 其の 欲 を 節に いたし、 ほしいままたら しむべ か 

お-ご 

ら ざる 也" 欲 を 放 にして 心に まかす るの 後 は、 或は 分 を こえて 侈り、 或は 長幼の 序 
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を わすれ. 兄 を こえ 長 を ひと ごろうて、 つ ひに^ 奪の 私 をな す 事 も、 幼稚の 間 欲 を 節 

ぬすみ 

せざる が 故 也。 されば 飮食 衣服 用具 嬉戯の 輕 きに 至る まで、 つねに 其の 養を儉 約に し 

て、 其の 欲 を 放なら しめざる、 是れ分 を 知りて 位 を 安ん ぜ しむる 道な り。 如 レ此時 は 

長幼の 序み だるる 所な く、 上下の 分 を 知りて、 奪の 情き ざ 十 事 あらざる 也。 子 を 養 

ふの 法 * 常に 心 を 付けて 其の 輔養 教戒に 究理す るに あらず して は、 全く 子 を 子と する 

のこと わりに 不, 可， 叶 也。 草木の 實 ばえ を そだて 養 ふに すら、 かへ りみ たすくる に以 

レ 時以， 地して、 詳に 其の 用法 を 不レ糾 ば 事なら ざる もの 也。 ？ 4 や 人 は 知日に 長 じ 欲 時 

$  (一) 

二) かり も に 萌して 一 定 比り がた きもの なれば、 省察の 功 あからさま にて は、 道に 入る 事た やす 

めの 窓  す ゆ ル カラ ル 

かるべからざる 也。 道 は 本より 須臾 も不, 可レ離 もの なれば、 養 ひたす くるの 問、 常に 

道の 道た る 處に心 を 付けて、 其の 天性 を 全から しめん 事、 是れ 則ち 輔 養の まことと 可 

き。 

敎 戒 

七 父の 身 を 膜む 


師曰 はく、 父母の 子に 敎戒 する 事、 先 以レ修 n 愼其身 一 爲レ本 也。 子のために師^^保 

お ち め と  レ シ カラ 

の官を 設け、 乳母 侍女 を 選む と 云へ ども、 父母の 行跡 不レ正 ば、 師傅保 乳母 侍女の え 

らみ不 レ可レ 明 C ことに 骨肉 分身の 父なる を 以て、 子 幼稚の 間 は 己れ が 父 を 以て 天下の 

大富 人， • 大責 人、 才知 • 德 業 父に こ ゆる もの あらざる と 思 ふが ゆ ゑに、 視聽 言動 各 》• 

父 を 手本と いたす もの 也。 5^ ルゃ師 傅 保の かし づきな く、  ^母 侍女の たすけあら ざらん 

匹夫の 子 を 養 ふ は、 父 を 以て 師傅 保に あて、 母 を 以て 乳母 侍女に 比する が ゆ ゑ、 一入 

ひ-こり を C- こ 

父母の 身 をつ つし み 修め ざらん に は、 子の 則りて 習 ふべ き ゆ ゑん あらざる 也。 - 父母 其 

の 身 を 不一 一修 愼, して 子の 子た らん 事 を 求む る は、 甚だ あやまれ りと 可レ謂 也。 是れ平 

生の 身 をつつ しむべき ゆ ゑ 也。 而 して 父の 言行 不作法に して 惡事 多く、 不義に くみし 

て 其の 身 罪科に あ ひ、 子孫， おなくして 其の 餘狭を 蒙り、 ， つ ひに 子孫 斷絕 して 家 を 失 ふ 

に 至り、 叉 言行 を みだりにして 不慮の 災に逢 ひて、 子に 一生の 雞を まう けしむ る 類、 

是れ 父の 身 を 慎まざる より 起る ベ し。 

ほし 二 li  そしり 

次に 飮食を 侈 にして 病 を 受け、 佚樂を 心に まかせて 家事 をつ とめず、 世の 謗 を 負 

ふ、 是れ 子の 苦勞 あげて 一 K ふべ からず。 子の 惡事は 折濫甚 しく 教戒 切に して 諫の行 は 

父子 道 一 敎戒  二 七 九 
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る、 父の 惡事 をば 子と して 諫めが たき 事 多き もの なれば、 子の 迷惑 云 ふに たへ ぬべ 

し。 如, 此の 處、 各.' 子た る ものの 苦しむ ゆ ゑん なれば、 時々 に 省察して 其の 身 を愼. 

む を 父た るの 道と 云 ふべき 也。 父 かたくなに 母 ひず かしな りと も、 子 は 孝 を 行 ふの 道 

天地の 常經 なりと いへ ども、 子 を 逆境に 陷れて 其の 艱苦 を 深から しめなん こと は、 父 

の 父た る 道に あらず。 爱を 以て 常に 身 を を さめ 身 を 慎みて、 始終 を 全くして 身 まかり 

なん 事 は、 まことの 父の 道 也。 子に 教戒せば、 自ら 身 をつ とめて 是れが 手本たら しむ 

はじめ 

(一) ^の a る を 以て、 父の 敎戒 の始 とま ふべき 也。 

おす、 七卷、 

この gi 一 

^s.  A 胎敎幷 に 師傅母 を 撰ぶ 

文 の ゆ 太 i  二) -ー  ハク ハ  ム. 

も稱 へし 條な 師 嘗て 曰 はく、 古 は 胎教と 云へ る 事の ありに けりと にや。 列女傳 曰、 古 者 婦人 妊 

り ^^fr  ヌ - ヌル 二 セ  フ、 ルニ セ ッニ  セ  ハ  ヌ キリス レバ カラ  ハ  レバ シ 力- フ  セ  二 

^w^^.^ レ子、 寢不 側、 坐不 X 邊、 立不， 踝、 不， 食 二 邪 味； 割 不：， 正 不^、 席 不レ正 不レ 坐、 目 

1- し ，T  >^ノ  £  カク ョラ  カク ョラ 

帝 ost- 名- ヲ  ユカ  ヌハ チン ム ヲズ ン ヲィハ  ヲ  ケ レバ ノチ  二  Z 

fi0 不， 視ニ邪 色； 耳不 i 二 淫聲； 夜 則 令 fe! 誦， 詩 道， I 正 事； 如 レ此則 生 子 形容 端正、 才 

れ しばく！？  グ -一 

11  むれ. I  (德必 ) 過 X 人矣 といだせ り。 凡そ 子旣に 母の 胎內に 感じて は 母の 氣血を 分けて 己れ が 

ーチ •^is;^ の  ズル 

？-り ノ 氣血 とし、 母の 所 レ感の 善惡に 感じて これ を 以て 己れ が才質 とす。 故に 婦人 子 を奸む 


時 は、 心の 物に 感ずる 所 を 愼んで 其の 七 情 を 節なら しむ。 すべて 母の 所， 感は視 聽ー耳 

動 思の 間 を不レ 可レ出 なれば、 視る ことき くこと に付きて、 心の 感じ 氣の 動き をつつ し 

S 

み 、 一 K ふ 一 百 葉 の あわ て さ わ い で 內を うごかしめ、 怒りせ いて 內に氣 をた かぶらし む る - 

よろし さ  ラ 

各-, 其の 宜を失 ふ 也。 其の 身 行住坐臥の 時、 胎內の 子に 不， 障、 四 支 五 體の屈 仲 を 節 

にして、 子に 疵 付き て そこ な ふ こ と あ ら ず。 飮食 を と き た つて 內に あ た り そ こ な ふ ベ 

き 食物 を 不二 飮食； 平生 翫ぶ處 のこと わざに も 心の 所, 感を 善なら しめ、 見聞して 覺知 

する の理を 正しから しむれば、 內に七 情の 妄りに 動ずる 事た く、 外に 邪 氣の內 を やぶ 

る こと あらざる を 以て、 出生す るの 子 形容 正しく、 かたわなる 事 あらず.、 才質各 善 

に 感じて 人に まさるべし。 是れを 始敎と 云 ふ 也。 たと へば ここに 人 ある を、 奥窒 にか 

しづき 入れて 外事 を不」 通ば、 其の 室の 居所 飮食、 其の 亭主の 言行の 外に、 ものし る 

ことたき に 同じ。 こ こ を 以て 云 はば、 婦人 子 を はらんで、 其の 胎敎 尤も 可, 慎 也。 太 任 

シ /  っテ テ ス •>  クダ ン ヒ  ビテハ 

文 王 之 母、 摯任氏 之 中 女 也、 王季娶 以爲 ぃ妃、 太 任 之 性、 端 一誠 莊、 惟德之 行、 及ミ 

ノ ムニ  ヲ  一一  ヌ  一一  力 o^il) ヲ -ー  サ  ヲ  ミテ  ヲ 

其 娠ニ文 王； 目不, 視ニ惡 色； 耳 不., 聽， I 惡聲 「 ロ不レ 出， I 敖言； 生 二 文 王, 而明聖 也， 太 任 

敎 レ之、 以. Z  r 識， 百、 二  ^ 爲ニ 周宗； 君子 謂 ョ太任 爲ニ能 胎教？ 
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師曰 はく、 案ずる に、 古の 禮に 所レ 出、 母す でに 子 をう めらん 月に 至りて は刖窒 に 

ゐ どころ  力 

居 を かまへ て、 是れに 移らし めて 其の 出產を 待つ。 夫 ここに 不レ 行、 日々 に 人を以 

.  て 其の 安否 をと はしむ。 旣に子 出產に 及びて は、 男子なる 時 は 高き 脉に ふさし めて、 

是れに 男 衣 を まう けしむ、 而 して 弄 レ^し む。 是れ 其の 德の溫 潤 を 比し、 男の 執って 

•  禮 とすべき こと を 示す 也。 女子 はこれ を卑き 地に ふさし めて、 是れ にむ つき をき せて 

パ クル マキ ヲ  二)  ， ， 

n) 禮 記の 弄, 瓦 しむ。 是れ 其の 職業 を 忘れし め まじき との 事 也。 內 則に 出す 處も、 男子 生る る 

*| 名  ツム ヲ  しな」  ミ ， 

時 は、 弓 を 門の 左に まう け、 女子 は 佩 巾 を 門の 右に まう くると 云へ り。 是れ 出産の 初 

において、 旣に 尊卑 を 分ち 職業 を 示して、 其の 禮容 を設 くる ゆ ゑん 也。 出 產の已 後 三 

日 を 過ぎて、 初めて 抱き あげて、 男子に は 四方 を 弓い さしめ て. 忠氣を はら ひ、 其の 職 

だ) おむ 中 業 を はじむ。 而 して 其の 日 を 撰んで うぶやし な ひ あり。 尤も 禮容を 設け 飲食の 事 あり" 

藝ー M 三月 を 過ぎて 日 を 撰んで 髮を たれ、 みづら つくり あけ まきして、 母 則ち 子 をいだ かし 

くたばね る髮、 

後の あげまき めて 父に まみえ しむ。 或は 其の 位に よって 三十 句 を 過ぎ、 或は 句 日 を 過ぎて まみえ し 

は その 變 化せ 

^^^^^^ む。 嫡子なる 時 は、 男女 各.^ 著 座の 禮を 定め 儀式 を 行 ひて、 卓 を 立て 案 を 置き、 香 を 

こ しがみ をつ  そ Q そ5  ミ ヲ 

くる ことか 焚きて 神 を 祭り 拜禮を 行 ふ。 而 して 後に 父に 吿 ぐるに、 某月 某日に 生， 子 某と 名づく 


る こと を 云 ひて 拜禮 あり。 是れ 父子 初めて 相 見の 禮節 也。 次男 三男 は禮容 次第に 輕し" 

ノ (三)  タル 

(お 朱^む 是れ 內則幷 に詩經 • 朱 子 {}^ 禮 等に 所， 出の 禮也。 

とも 本朝に 此の 制 不レ詳 といへ ども、 舊 記に 所レ 見の 出産の 式、 五十 曰 百 曰の 禮、 うぶや 

した ひの 法、 其の 儀式に 增減 ありと いへ ども * 其の 本意に たが ふ 事 あるべ から ざれば、 

必竟 出産に 臨む と 云へ ども、 夫婦の 別 を 存じ、 幼稚の 赤子より 父子の 禮を糾 し、 飮食 

嘉 儀に 家業 を 不レ忘 こと を 示し、 其の 法 自然に 教戒す るに たれる 如く 可：， 仕と 云へ る こ 

と 也。 作法 式禮は 其の 家々 に殘 りて、 其の 異說 をな 十と 云へ ども、 是れを 糾明して 輔 

養 敎戒の 用たら しめん 事 を專ら とすべき 也。 

師 嘗て 曰 はく、 子に 名 を 付く る 事 は、 父 是れを 名 付く る 事 古の 禮^" 凡そ 名に 五の 

心得 あり. 一に は 以レ名 生 爲レ詹 といへ り、 是れは 生れ 付に 手の 內に 己れ が 名 を 書： Iz: 

•  テ ヲナヅ クル f フ ス ト 

くる ごとくた る 奇瑞に よる こと 也。 二に は以, 德命 爲, 義 といへ り、 其の 人の 德義 

テ ヲ クル ヲス シ ャゥト 

に 由って 名 をつ くる こと 也。 三に は以， 類 命 爲ン 象と 云へ り、 其の 人相 其の かたち 類 

せる によって 是れ をな づ くる こと 也。 四に は 取 二 於 物 1 爲, 假 といへ り、 その 生ずる 時 

ルヲ -I ス 

ありし 事物に かたどりて 名 を 付く るの 心：！ fj。 五に は 取 一一 於 父 ー爲, 類と 云へ り、 父に か 
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たどりて 名 を 付く る こと 也。 是れ 古来の 名 を 付く る 法 也。 詳に 左傳に 出で たり。 而 一し 

て 日月 を 以てせず、 國の名 をつ けず、 官の名 を不, 付、 出 川の 名 を不, 付、 尤も 惡疾の 

名 を不, 付、 畜類 器物の 名 を不レ 用、 ひびき あしく 惡人 なりし 者の 名 を不, 用、 貴人の 

同名 を不, 付、 是れ 古来の 制 也。 名旣に 定まる 時 は、 父 是れを 命じて 母 是れを 答へ、 

あまねく 家の 內 外にし らしめ、 某 年 某月 某日 某 時 某 生れたり と 書して、 これ を 府庫に 

を さめ しむべし と 也。 世俗 湊季に 及んで、 出生の 禮 或は 美麗に 過ぎ、 或は 疎略に して 

不レ 及、 父子の 禮容設 くる 處 なく、 名字の 說唯だ 口の 出づ るに まかせ、 言の いひよ き 

に 順 ふ、 これ 名實 不二 相應, の ゆ ゑん 也。 故に 好んで 惡名を 付け、 人に 知られん 事 を 欲 

して 不思議の 名 を 付け、 又は 古の 聖賢の 名字 を 取る の 類、 世々 以て 多し。 是れ 古禮の 

廢するがゅゑと，5^知也。 一事 一物の 間と もに 天地の 則 を 具し、 其の 法 用な くんば あ 

るべ から ざれば、 其の 事に ついて 其の 法 用 を 糾明して 理を盡 さんに おいて は、 事々 物 

物备 L 大地の 準繩に 可, 叶 なれば、 父子の 大倫を 本と して 其の 法 用を詳 にせん こと は、 

是れ 人倫の 綱紀 を 立つ る 所以と 可, 謂 也。 

(：) 一ち  -1  (ー1,)-- ハク ゾム * ハヲビ ショボ 卜 トヌ ナル  ズ  <テ ノ  -ヌ ミテ 

£"  師曰 はく、 內則 曰、 凡 生 レ子擇 一， 一 於 諸母與 一一 可 者； 必求 一一 其寬裕 慈： sl^J 良 恭敬 鳴而 {.杜 


ナルヲ シム チラ ノレ  ノヲン  ト  ノヲス ハウ 一一： -ト  二  ノ  二  キ巧ハ  力 

言 者 一 使 レ爲， 一子 師ー 其次爲 n 慈母； 其 次爲ニ 保母； 皆 居 二子 窒； 他人 無 i 不：， 柱と 出で 

たり。 諸 母と 云 ふ は 衆 妾 也と 注して、 つきん \ の 女の 事せ。 可 者と は 此の 外に も 子の 

輔佐と いたして 可 レ然輩 を 撰ぶ こと 也。 而 して の內 又は 外に も、 其の 子の 師 とたり 

ぬべき もの を考 ふべ し。 それと は 寛裕 にして せ は/ \ しからず、 慈惠 にして 不仁たら 

す、. 溫 良と 和 順にして 內に德 あり、 恭敬と つつしみ うや /、しくして、 輕忽 たる こと 

たく、 常に 言の 寡く 靜 にしつつ しめる 所 あらん もの を 以て、 子の 師と可 レ定也 e 慈母 

に 知 二 其嗜欲 一と 注して、 食 母の 心に かたへ り C 食 母と 云 ふ は、 ^5^母の ことにして、 本 

ち もち  ンズ ルノヌ 

朝の 俗に 云 ふたる ク孔 持め のとの こと 也- 保母 は 安二 其居處 1 者な りと 注せり。 然れば 子 

の師 たる 女と、 衣食 を 察する の 女と、 居所 を 具にす るの 女、 合せて 是れを 三 母と 云 ふ- 

ハク ソ メ テルル ャズ 一一 ガ 

二 母 は 其の 養 を 司 どり、 一 母 は 其の 敎戒を 事と す。 司 馬溫公 曰、 凡子始 生、 、ゼ 爲レ之 

あ k あ； 必擇ニ 良 あ 婦人 稍溫ル 者 一と 一 K へ り。 諸侯 犬 夫の 類 は 三 母 を そた ふべ し。 士 

庶 人に 至りて は 或は is.- 母 を 以てし、 或は 自ら 養 ふに 至れば、 ^母の 攝 尤も 可た るべ き 

也。 小 兒以レ is^ 養 はる、 養に 因って 其の 身體 そた はり 其の 氣血 かたまる： 身體は 天性 

を 入る るの 器な り。 ？^ゃ^？-母に親しみて、 其の 言行 を またび 似す るに 至れば、 子の 形 
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容擧 動才覺 ほとんど a 母に 似ぬべき 也。 ここ を 以て 乳母 を えらぶ と 云 ふ 也。 小 兒元來 

天性の ままなる が ゆ ゑに、 なら ふに 因りて 其の 言行 をな す。 情欲 旣に長 じて は 其の 氣 

に まかす る こと ありと いへ ども、 是 れ叉不 = 見聞 1 時 は可レ 致の 用な し。 されば 近付き 

親しむ 輩 を 撰んで、 其の 知の 日に 善に 長 じ、 其の 才の 能く 萬 事に わたって、 其の 德の 

純樸 正大た るに 至らし めん 事、 是れ 教戒の 本 也。 教戒と 云へ る は、 己れ にあしき 處ぁ 

るに 及んで 其の をし へ戒 をな すと 云 ふに 似たり、 實は不 レ然、 平生 所 レ養を 以て 内ら 敎 

とする 也。 人 必ず 云 はずん ば あるべからず、 人 必ず 行 はずん ば あるべからず。 其の 

云 ふ！ 一 一一 IT を 正しから しめ、 其の 行 ふ 所 を 正さし めば、 外に 敎戒の 言行 あるべからず。 內 

に 此の えらみ をな し、 外に 叉師傅 保の 官を 立て、 小 兒の視 聽首動 を 此の 內に あそばし 

むる 如くなる、 これ 教戒の ゆ ゑん 也。 

九 德才を 以てす 

師曰 はく、 凡そ 幼稚 孩提の 童子 何 を 以て 本と し敎 へ、 何 を 以て か 戒めた ださんと な 

もと  ルカ ラタ  ^ 

らば、 其の 本 德と才 との 兩般 に不レ 可レ出 也。 德と云 ふ は、 我が 天より 所レ 得に おいて 


14 レ 得レ已 のり ある 所 ある、 是れ を德と 云へ り。 其の 內 にある 時 は 德と號 し、 其の 練る 

所に 因りて は 仁義 禮智 信の 名 あり、 其の 情、 惻隱. 羞惡. 辭讓. 是非の 分 あり、 是れ 

しひて しからし むる に 非ず して、 各.^ 自然 之 天則の 理也。 此の 德を 明に する こと は、 

事物！！ わたる 處の才 あらず して は 明なる ベ からざる を 以て、 德は才 に 因って あら はれ" 

才は德 によって 行 はる。 其の 差別 を 云 ふ 時 は、 二つに して 其の 實體は 一元 也。 ここに 

德 いかんして つとむべ きと 云 ふ 時 は、 身の 言行 を 正しくして、 其の 情欲 を ほしいまま 

たらしめ ざる、 是れ德 のっとめ 也。 才 いかんして つとむべき とならば、 外人 倫 事物に 

相 まじ はるの 間、 彼の 天德を 本と して 其の 事物に 相 應の理 を 詳に盡 さしむ る、 是れ才 

のっとめ 也。 然れば 小兒孩 提の內 より 情欲 を ほしいままたら しめず、 其の 言行 を安靜 

さ じ 二り 

恭敬たら しめ、 五倫の 交 衣食 居の 用、 平生の 事物に ついて、 其の 法 用 をし らしめ 

て、 德才 ともに 備 はるが 如く 是れ を輔 養すべし。 德を養 ふに は才を 以てし、 才を用 ふ 

るに は德を 本と して こそ、 內外 本末 ここに 兼備 しぬべし。 唯 だ 人品 を 正しから しむと 

云 ひて 木 偶人の 如くたら しめ、 世知 を增 長せ しむべし とて ォ 覺 輕 薄 を 專 ら ならし む 、 

如 レぁ時 は德德 にあらず. 才非 レ才。 幼稚の 小兒は 天性 自然に そな はりて、 混然と して 
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習 はす 事 あら ざれ ども、 ォの 物に うつる 事の あらざる を 以て 其の 質 は純楼 なりと い へ 

ども、 其の 用 至って 不， 足。 是 れ德才 兼ねて 備 はら ざれば 也。 故に 教戒す るの 本、 此 

たより  はつげん 

.  の 兩條を 便と して 萬 般の用 所 を こ こ にう つし 行 はしむ ると き は、 德才 外に 發 ef- して、 

初めて 明德の 本意に 可レ通 也。 不 レ然ぱ 教戒す るに 其の 本と すべき 事な きが ゆ ゑ、 教戒 

へ 一) 内則篇 皆煨 はしく して 其の 益少 也。 

よりの 引 ffl な 

似し 節め , 

10 教戒に 節 あり 

いと ふ K マ；：  ス  ニー  クフ 4t  〈ヲ フル 二 チン ノヲ  ク モノ ィフ ハ (ニズ 申シ ハ 

2i なり  師曰 はく、 內 則に 所，， 出 を 案ずる に、 子 能 食 レ食、 敎 以ニ 右手； 能 言、 男 唯 女 

命、 六 年 敎ュ之 數與 あ 名 一 七 年男 女不& レ席、 不 レ共レ 食、 八 年 出 二 入門 戸一 及卽 

I*  5ぉの，^5-  一一  スルニ ズォ クル -1  V テフ レニ ル r ヲ  ニメフ レニ フル r ヲヲ  二  メ^ テキ  二  シ 

If る J  席 飲食、 必後ニ 長者； 始 敎ニ之 讓ー 九 年 敎ー 一之 數；， 曰、 十 年 出 就 二 外 傅； 居 二 宿 

1C  ニブヲ  ハシ タガフ ヌニ  一一  ビ  ヲ  ヒ ナ ラフ t  fa  ^-  .  £1 - ；  ハ  マデ  デ 

ン 于外ー 學き S 計ハ， 禮帥 レ初、 朝夕 學 n 幼 儀 一 請 簡 馥諒； £， 女子 十 年不. 出、 

(さ 五す) こ S 記の 每 m  g 師 一 まま 聽^; 學；) 女 i 一^ 共 二 衣 fc; 十 有 五 年 二十 而嫁 云々。 是れ 

I. 以下の ，  ス 

^^^^ 古 來小兒 を 教戒す るの 節 也。 朱 子の 家禮に 所レ出 も、 七 歳より 以下 を孺 子と 號し、 六 

！ かお 歳より 旣に 其の 敎を はじむ。 大略 其の 節目 內則 にい へ るに 同じ。 王制に、 小學 の敎、 


公卿 大 夫の 子 十 有 三に して 始めて 入 二 小學- 見, 一 小節, 蹈, I 小義； 二.！^ 入， 一大 學 1 見-一大 節 1 

f 丄、 ) 

n ハ) 養 ^二 大義 一と 出で たり。 叉 は 八 歳に して 小學に 入り、 十五に して 大學に 入る と あり。 少 

ノ，：； 但し こ  、 

^^^0^  I 曰、 人生， f 歲曰レ 幼、 學、 二十 曰， 弱、 冠と 云々。 是れ 各.' 古人 子弟に 敎 ふるの 節 

あらす： にして、 或は 家に 敎へ 或は 學 校に 入らし むる. に 及んで、 其の 年數に 差別 あるの み 也。 

竊こ 案ずる に、 其の 節 未. Z 至 をし ひて 是れ を敎戒 する 時 は、 節 を 失 ふが ゆ ゑに、 敎 

ザ ル 

戒 皆煩勞 して 無, 益。 其の 節 を 詳に考 へて、 時分に 相應 いたせる 敎 を專ら とし、 其の 

間に 前後 本末 を 校 量して、 さ き んずべ きこと を まづ敎 ふる 如く 可 A 仕 也。 子旣に 生れ 

て は 安静なら しめ 其の 精氣を さはが しめず、 其の 養 を 時 して 飽飢を はかり、 旣に笑 

語す るに 及んで は 笑 語の 用 を 正 し か ら し む 」 是れ 其の 內 に き ざ 十 所 あ る に ま か せて、. 

外 其の 事 をた だし 導く 也.^ 出生せ る 赤子の 笑 語に も不レ 及に、 聖 經賢傳 なれば とて 四 

書. 六 經の書 を講讀 いたしき かせ たれば とて、 何の 通ず る 所 あらん や。 然り とて 其の 

敎を ゆるやかに いたせと 云 ふ 二 は あ らず、 唯 だ 相 應の敎 あ る ベ きのい ひ 也 C 而 して 子 

旣に齒 生ずる 時は飮 食を與 ふべき の 節た るが 故に、 旣に飮 食の 禮を 以てすべし。 旣に 

宇に 物 をと る 事 を 得ば、 是れに 右 を 以てすべ きこと を敎へ 、 取る ことたらば 先 づ^ を 

父子 道 一 敎戒  二八 九 


山 鹿 語 額卷第 十六  二 九 〇 

取る こと を 知らし む、 是れ飮 食の 先んずる 所 なれば 也。 子 能く もの 云 ふこと を 得ば * 

自らの 名 をい はしめ. 父母の 稱號を 知らし め、 上下の いひ やう を敎 へ、 うけ こたへの 

言 をし らしむ。 知あって 物 を 羞づる こと をし る 時 は、 ここにお いて 長幼の 禮 * 尊卑の 

品 を わかた しめて、 言行 各. - すでに 恭敬の 義を存 す。 子よ く 歩む.^ は、 行 歩の 禮 をな 

ら はしめ て安靜 恭謙なら しめ、 俄に はしり あわてて 行く 事な からしむ。 是れ 等の 敎は 

別に 法 を 立てて 學ば しむる と 云 ふに は不 A 有、 自然に 涵養す べきの 義也。 

子 生れて 三 歳に して、 殆ど 父母の 懷を 離れ、 手足 言動 かたなり に 成りぬべし。 是れ 

を 倍して 六 歳に 及んで は、 七 情と もに 全く、 四 支 良 堅く、 知 物に 及ぶべし、 n 舌 能く 

調るべき なれば、 六歲 にして 初めてなら はしめ 敎 へしむ べきの 事を始 む。 視聽曾 動の 

(型)  ただ 

品々 は 生れ 出づ るより 備 はりて、 三歲 にして 其の かた 少し 備 はるが 故に、 視聽を 政 さ 

しめ 舌 內を靜 に 安らかに して、 卑劣 凡 下の 言 をつ か はしめ ず、 嬉戲 自ら 禮容を 設けて 

じ はり 

五倫の 交接、 飮食途 答の 節、 其の 會釋 言語 を 知らし むべき 也。 七歲は 女子の 血 氣已に 

動く の 初 なれば、 男女の 刖を 立て、 同席に 不， 居 同じく 食せ しめざる 也。 男女と もに 

六 歳より 其の 才の 得た らん 方 を はかり、 其の 好まん ずる 處に 任せて， 或は 歌に 其の 


用法 を つ い で て そらん ぜ しめ 覺ぇ しむ べし。 男子 は旣に 物讀 みな ん こと を 知らし め、 

其の 家職 を不 X 怠 道を學 ばし め、 女子 は 柔順の こと をし らしめ、 女の 爲， 職 こと を嬉數 

の 間に も 習 はしむ、 不. Z 入 詩歌 を 敎へ學 ばし むべ からず C 末に 世事の 用た らんこと、 

自身の 勤めた らんこと を假 にも 云ひ敎 ふべ き 也 C 八歲 にして は 知爰に 足り 氣カ旣 に 全 

きを 以て、 戒を强 くして 讀書筆 畫を習 はしめ、 家職と する の 業 を 勤めし め、 出入 起居 

各 .-IH 谷 を 勤めし む e 八 歲已下 は 起居 無レ 常、 飮食 時な し。 八歲は 小學に 入る の歲に 

して、 人九歲 にして 已 に精氣 全く 氣カ 初めて 强 きを 以て、 八歲 より 是れを 習 はしめ て、 

九歲を 以て 其の 全から しむる 時と する 也。 九 歳に 至りて は 男子 必ず 陽氣 動く、 是れ已 

に 物に 感ずる の ゆ ゑん 也： 故に 能く 事物の 理を 知らし め、 大意 を覺 らしめ、 義理の 大 

法を會 得せし めつべし。 十 歲は數 の 一成 也、 初めて 男子 を 外に 出して 八ァ 居、 成.， 人の 

禮を學 ばし めて、 內爲 ニ天德 一外 事物の 態を盡 さしむ C 天地の 紀 il^ 十二 年に して 一巡す、 

故に 十二 年 を 一紀と 一 K ふ。 十三 年に して 又 甲子 初 まり、 天地の 氣 めぐり 出 づるを 以て、 

十三 歲 にして は 成 童の 禮 あり. - 十五 歲は 大學に 入る の 年 たれば、 十五 已後 はこれ を 成 

童と 號 して、 幼 稻の法 を 以てすべ からず、 二十歳 を 弱と 一 K ひて、 初めて 冠 禮を行 ひ、 
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成人の 威儀 をと との ふ。 是れ 異朝の 禮節 也。 

本朝に は 十五 已上 は、 其の 人に 隨 つて 冠 禮を行 ひて、 せむ るに 成人の 禮を 以て 十る 

也。 凡そ 禮 記の 內 則に 出す 處は、 六 歳より 七十に 至る までの 制 法 ありと 云へ ども、 人 

旣に 成人の 禮 あるの 後 は、 師に隨 ひ 友に つ い て學 習す るの 道 あれば、 さして 父母の 

敎戒 にの みか かるべき に 非ざる 也。 すべて 幼兒の 敎戒、 其の 節； 大の 時を考 へ、 其の 兒 

の 質 を はかりて、 節 をた がふべ からざる 也。 節 をた がふる 時 は、 或は 爐勞 にくる し 

み、 或は 不， 叶 ことに 心 をつ からかして、 小 兒病氣 出で 元氣 おとろ へて 長 成な りが た 

く、 終に つとめ 行 ふこと を不， 得に なりぬ ベければ、 其の 氣の 趣向 を はかり、 義理に 

fffi  ^)  H  ゑ  タノ  - 

ひたし そめて、 不, 覺天 德を會 し、 人と して は 如, 此 あるべき のこと わりなる と 云 ふこ 

と を 平生に なら はし ひたす を 以て 敎戒 とすべき 也。 必ず 年數 にか か はるべからず、 必 

ず讀 書文學 によるべからず、 平生の. 百行 則ち 事物の 法則たら しむべき 也。 必竟 形のと 

との ひ 知の 足り 欲の 發 すべき 節を詳 にして、 其の 敎を不 レ可レ 失と 云へ るの 心得 也と 可 


I  I 事業 を肄ふ 

師 嘗て 曰 はく、 幼兒の 間、 天性 浪 然として 更にみ だるる 所 あらず、 仁義 禮智 信の 五 

德 速に 感じ やすくして、 錯雜 紛擾の 物た し e 唯 だ 外の 事物 を不， 知見 聞不. Z 及 を 以て， 

事 を 不レ知 わかち をた ださざる まで なれば、 內 五常の 德を ねりて 外 六藝の わざ をつ と 

めしむ。 六 藝と云 ふ は、 一 に 外に 交接す るの 禮容 をし つて、 其の 事 其の物に 定まる 處 

の 節 文 をた だし、 事物 を視 る禮、 聽 くべき 法、 物の 云 ひ樣、 言づ かひ、 身の とりま は 

し、 飮 食の 禮、 進退の しっけた る 法を詳 にす る、 是れを 禮と云 ふ C ここにお いて 恭敬 

辭讓の 形 を 具にたら はし 盡 すべ し。 一 一に は 交接の 間禮 斗り を 以てすれば、 和す る こと 

あ ら ざる を 以て、 打と け やわら ぎ て 心 易く 親しみ 樂し む こと あり e 內に和 順の 情 あ れ 

ば、 外に 唱曲 詠歌の 聲 生じ、 猶ほ 是れを さかんに する 時 は、 金 鼓の 聲を かり 舞蹈の す 

がた を 以てし、 目 を 喜ばしめ 耳 を たのしま しむ、 是れを 樂とー K ふ.^ ここにお いて 仁惠 

柔和の 法 行 はる。 三に 射と 云 ひて、 弓 を 射 あだ を ふせぐ 事 C 四に 御と 云 ひて、 馬 をの 

り 遠く 馳 せて 手足の 自由 をた さしむ，" 射 御 は 弓馬の 儀た れば、 叙 戟の術 千 戈の 用、 す 

ベて 武の ことわざ を 習 はし、 弱年の 間に 四 支 身 體の骨 節 を 心に 叶 はしむ る、 是れ 威儀 
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の 則に して 武威の 儀 をた だすの 謂 也。 五に 書と 云 ふ は、 書 を 讀み習 ひ 手 を 書き 文字 を 

知りて、 古今の 事宜に 通ぜ しむる の 故 也。 六に 物の 算數 つもり かんがへ を 知る、 是れ 

を 数と 云へ り。 書 敷の 二 は 事物の 情に 通ず べきの ことわざ なれば、 ここにお いて 是非 

邪 正の 智 をね らしむ るの ゆ ゑん 也。 然れば 六藝の ことわざ を 以て 五 德を修 する が ゆ ゑ 

に、 幼弱の 問 知 を 長 じ才を しからし めんがた めに 先づ六 藝を修 して、 其の 用 を詳に 

つくさし むる 也。 是れ 其の 身の 自らつ とむべき の 事 也。 

外事に 交 はるの 道 五倫に 不レ 出な り。 五倫 は 君臣 父子 夫婦 兄弟 朋友 なれば、 これ を 

五 典と も 五 品と も 云へ り。 五に それ/ \ の敎 ある を 五敎と 云へ り。 尊卑の 次第 を しら 

しめて、 其の 尊く 敬 ふべき 人に 相 見え、 其の 人の すがた を視 るの 禮、 其の 人の 言 をき 

くの 禮、 其の 人に 向って 物 云 ふの 作法、 貴人の 前にての 立囘 り、 身の を さめ やう、 手 

足の 置き 樣、 衣服の 禮、 飮 食の 禮、 起居 行の 法 を つねになら はす、 是れ 子の 父に 相 ま 

み ゆるの 禮也〕 而 して 男女 の^を 定め、 其の 交り を 正し、 內外 出入の 節 を はからし め 

て、 亦 視聽言 動の 非 禮を戒 しむる 時 は、 夫婦の^ ここに 究 まるべし。 長幼の 序 を 守ら 

しめて、 かりにも 下と して 上 を こえず * 長年の 人 兄た らん 人 を 崇敬せ しむる の禮 をみ 


ださず して. 兄弟の 分 を 定め、 朋友の 交"、 賺の 接、 其の 信 S くさしむ、 

倫の 事 也。 其の 身に 衣服 儘 I の 物 あり、 行住座臥の 節 あり、 視 I 動の 用 あり 

是れ 等の 事物 を 糾明して 自然に その 道に ひたし そむ.. ことく 可 レ仕。 囊の 間と い 

へど も、 §の禮 節 ii の 外に あるべ から ざれば、 平生 所レ 弄に おいて 其の 霸 

を習ま しむ、 是れ 則ち 敎也。 業と 云 ふ は、 其の 人に よって 相 定まれる 所の 舊 あり 

職業 I るる 時 は理を 甘んじて 事 i るるに 至る 也。 ここ を 以て 常に 職業を 守りて 

是ょ，本として其の勤をた十ごとく1^レ^也。 故に i 二 事業 一と 云へ る 也。 小兒 幼稚の 

敎 ふる 所、 別に 制 法 を 立てて 是れに のっとらし めんと せば、 平生と 別にた る を 以て、 

幼 裏 を くるしめ、 陽 精屈 する に 至るべし。 唯 だ 飮食驚 藝囊の 間、 自然に I 

t こ以ノ --人 1  一一 其の 遊行の 間各ュ 豕業を學ばしむる に 至らん 事. 是れ Is に 

受 0 才を 世事に 達せし め、 德奚 性に かへ らしむ る S もん 也。 此の 法不レ f 以て 

平生と 看と 別なる を 以て、 たら ふと 敎 ふると 霸 して 困と 佚 するとに 至る 事、 其の 

本 さ， たがへ だ 也。 道は寶 1. も： 亂たれ ば、 離る る處 あるとき は是れ道 にあら ざ 
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一二 敎戒の 說を詳 にす 

師曰 はく、 敎は唯 だ 天性に 隨ふ のみ 也、 戏は 其の 天性に そむく 處を戒 しむる のみ 也 V 

y の) 語 しかれば 天の 命ずる 性に 隨ふを 道と 云 ひ、 道を修 する を敎と 云へ る なれば. 別に 外よ 

r リ * 审第 り もち 來 りて 敎 ふる 處 あるに 非ず、 各. '天性の のりに したが ふの 敎 まで 也。 お 飛んで 

^u^, 天に 至り 魚 躍りて 淵に 入る、 是れ 天地 陰陽 上下の 德 明白に して、 更に をし ふべき 事な 

し。 鴨の 子 はか： >  こ を わると 則ち 水に 入りて 自由す る こと を 得、 空 を きづ. かひて ^€！^ 

の 戒を存 十。 猫の 子 は 生れて しばらく すれば、 鼠 を 捕 ふるの 術 を 致しなら ひ、 游戲 各； 

我が 職分 を 事と す。 故に 飛鳥 走徵は 却つ て 職分 を不， 失。 鳥の 飛びえざる、 獸 の 走 

りえざる は あらざる 也。 人 は 萬 物の 靈長 たる を 以て 情欲 物より 盛なる が ゆ ゑに、 其の 

情欲に 偏 僻して 天性 を そこな ふに 至る ためし 多し。 ここ を 以て 云 ふ 則 は、 t だ 天生の 

物 則の ままに 養 ひ 立て、 自然に 人道の 至極 を 究理せ しむる ごとくな らんに は、 人々 安 

ん じて 道に 入りぬべし。 叉 道と 云 ひて 名義 を 立つべき 事 も あるべからず。 是れぞ 上古 

の祌德 四海に 化せした めしなる べし。 


人生れ て 天性 i5 化然 たるの 幼童 は、 是れ 上古の 人品に 不 レ異。 ここにて 其の 教化 を自 

然 ならしめば、 幼童の 物 則 自ら 相 叶 ふべき 也。 而 して 戒 むべき 事 は、 此の 物 則 を 失 ひ 

そこた ふべ き 物を戒 しむ。 平生せ は/ \ し く不， 入 枝葉 を 改め 正しから しめんと せば 

勞 して 功な かるべし。 枝葉 は 必ず. 根本より 生ずべき たれば、 其の 根本 を 糾明す るに あ 

るべき 也。 根本と 云へ らん 處は、 內 天則に そむいて 人心に たが ふ處 ある を 省み、 外 君 

臣 父子 夫婦の 三 綱に そむかん わざ を考 へ、 知 をして 輕薄 利害に 陷 らしめ ず-、 質 をして 

輕忽 卒爾の 形に なさし めず、 學 をして 邪 佞 高慢に いたらし めず、 分 をして 過 奢 佚樂に 

M えしめ ざら しむ。 如 レ此に 其の 戒を たして、 知行の 過不及 を はかり、 其の 人品 を か 

ん がへ、 其の 人の 祿を つもり、 世上の なりゆき 風儀 を 糾明して、 戒を存 し敎を 立て 

ば、 人 いづ くん ぞ惡に 至り 愚に 至らん や。 敎と戒 との 兩般 元と 一 にして、 叉 其の 用 差 

別 あるべき 也。 

ニニ 知行の 效を 量る - 

〔： 一一) sun 篇  ニー 一)  ンデ 二 フ レヌ 

首章 冒 K の Ipj 師曰 はく、 論語に 云 はく、 學而 時習, 之と 云 へ り。 學と云 ふ は 敎戒の 切た る を 云 ふ 
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しるし 

也。 時習と は、 其の 學を 事物の 間に 推 及して、 而 して 其のし るし を 見る のい ひ 也。 效 

と 云 ふ は、 學 ベる 處 の義、 事物の 上に 用 ひらる る やさ さはり あり やと、 時々 に将 察し 

て 切礎琛 磨の なら はし を 致す、 是れを 時に 習 ふと ま へるな り。 ここに 幼稚 小童の 時輔 

養 教戒す といへ ども、 日用の 事物に なら はしし るし あら ざれば、 彼の 學士 博士の 博く 

見聞して、 皆う はさに なりて 世事に 不， 移に 不レ異 を 以て、 其の 知行の しるし を 量り 考 

ふる 事 ありぬ べしと 云 ふ 也。 ここに 案ずる に、 知い かんして 可, 量、 行いかん して 可 

レ考 とならば、 幼稚の 間已に 成人の 禮を 以て 糾明す るに ありぬべき 也。 幼 小な りと 云 

へ ども、 平生 賓客の 途 迎 をな さしめ、 飮 食の 給仕 あいさつ を 習 はしめ、 世事 を談 

じて 其の 批判 作 略 を 聞かしめ、 其の 身に いはしめ て、 其の 云 ひ 様、 理の 取り 樣思入 を 

しらし め、 聊か 幼 小の 會釋 を不レ 用、 只 だ 成人の 禮節を 施さし む。 是れ 平生 其の 知覺 

を こころみ 習 はしむ るの ゆえん 也， - 旣に 成童已 後世 事に 長ず る處 ある 時 は、 則ち 家事 

を 以て 子に まかせて 其の 作 略 を 計るべし。 父 若し 知 を 立て. 子の 所 レ致を 嘲 .啡 せんた 

ル カラ 

めに いたさば、 是れ誡 にあらざる を 以て、 子專ら する こと を不レ 可レ得 也。 子 は 終に 父 

の 業 をう くべき もの なれば、 前方に 其の 家事 を ゅづり まかせて、 其の 知行 を考へ 其の 


長短 を 糾明して、 法の 正しき に 至り 行の 本 を 得る 如くたら しめば、 其の 知行の 效 ここ 

に 明白なる べき 也。 父 知 をた かぶり 吝る處 ある を 以て、 子に 家事 を まかせず、 死後に 

大庄 をさづ くる を 以て、 彼の 子 あらかじめ 學 習せ ると 云へ ども- 世 法 家法に 嗜 く佚樂 

に 長 じて、 家事 を 以て わざとせ ざるに 至る ためし 世 以て 多し。 知行の 理 ありと 云 ふと 

も， 知行の 效 不二 分明 一して は 知行の 實と云 ふべ からざる 也" 量 二 知行 之效 I こぶ-尤も ゆ 

ゑ あ る ベ きこと ど も 也 0 

をし 

一四 女子 を訓ふ 

(1) ノ  二 ハク  -ー \  メテ ハス  ナルヲ  -ーズ  ジ ウセ ヲ  1 ーセ 

師曰 はく、 文 公家 禮曰、 女子 六歲 始 習 二 女工 之 小 者； 七歲 男女 不， 同 レ席、 不レ共 

ヲ  シク ス  ヌ  デニ  llx シチ  ビ  (二)  7 

レ食、 宜レ誦 ニ孝經 論語； 女子 八 歲不ぃ 出， I 中 門； 九 歲講二 解 論語 孝 經及列 女 傳女戒 之 類； 

略曉ニ 大意； 十歲 則敎 以 一一 婉娩 § 順 聽從及 女工 之大 者 I 云々。 すべて 女子 を 教戒す 

るの 道、 男子に ことなるべからず、 唯 だ 其の 柔和 隨順を 本と して、 其の 職 をつ とめ， 

佚 樂游戲 こ 由り て 耳目に 非 禮非義 を視聽 せしめざる のみ 也。 其の 道と する 處は 聖賢の 

大意に よらし めざれば、 事物の 義理 を わき まふる 事不， 可， 叶 也。 故に 柔順 を 以てすれ 
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ば 節 を 守り 操 を 立つ る 事不, 正、 夫 を 諫めて 婦の道 をた だし、 子 を をし へて 母 儀 を 全 

くす る こと 不， 能、 遊樂 を專ら とすれば 儉德 を不， 守、 言行 を愼み 勤む る 事不， 可， 叶。 

聖賢の 規範 を 不二 心得 1 ば、 利害 を 専らと して 巧言令色の 飾 を 以てして、 家 を を さめ 身 

を 守り 婦道 をよ くす る こと を不レ 可レ得 也。 

凡そ 女子 は 幼弱の 間 父母に 養 はれ、 壯年 にして 他人に 嫁して 其の 家 を 司 どり、 老衰 

して は 子孫に 養育 せらる。 是れを 女の 三從と 云へ る 也。 ここ を 以て 幼 兒の時 は 父母に 

I うとめし うと をつ と 

つかへ、 壯 にして は 姑 4- 夫に つかへ、 老 して は 子孫 を かへ り 見る、 ともに 我が 一 

家の 思 ひ をな 十の 時な き なれば、 先づ 陰の 體 にして 順なる を 以て 基と せ ずん ば あるべ 

からざる 也。 然して 夫の 家に おいて は 関門の 內 悉く 婦の司 どる 處 なれば、 家の 大小に 

隨 つて 其の 家法 亦 そな はれり。 家法 不レ詳 ば 女の 敎不レ 正して、 其の 家齊 ふべ からざる 

を 以て、 関門の 內 にあって は婦の 法を規 とすべき 也。 子孫の 敎戒 多く は 母 儀の 善惡に 

依るべき 也。 彼是 其の かかる 處 甚だ 重し、 故に かねて 其の 敎戒 を詳 にして、 天德 をた 

だし、 身 を 修め 家 をと とのへ、 子孫の 敎 をの こすが 如くなら しむる を 以て、 其の 道と 

する 也。 女子の 敎戒 尤も 可レ愼 也。 


ら 平：: 

0C るの 

敎 る 作 
師婦 と 在 
人物 稱原 
の 語せ 業 


, 師 嘗て 曰 はく、 本朝の 俗、 女子 深窓に 養 はるる の 間、 常に 源氏物語. 伊勢 物語 等の 

草子 を翫 ばし め、 女師を 置いて 講讀 せし む。 而 して 詠歌の 事 を專ら として、 繪書ニ 化 

結 等の こと をな し、 琴瑟 をなら して 游 宴の 輿 を 催さし む) 是れ 世俗 女子の 教戒 を 失 ふ 

が ゆ ゑ 也。 ここに 案ずる に、 源氏. 伊勢 物語の 類 は 各. - 男女の 情 を 通じ、 1^ 色の 道 を 

專ら とし、 つ ひに 人倫の 大綱 を 失 ひて、 君臣 父子 夫婦の 本源み だれ、 兄弟 朋友の 道 そ 

むけり。 たま/ \ 世間の 事 をのぶ ると いへ ども、 過 奢 を 以て 事と し、 風流 を 以て 用と 

して、 ことん \ く 好色 游 宴の 媒た らしむ。 この ゆ ゑに 閨 門に 在りて 外 を しらず、 世た 

(奸-  な) こ-一ろ  かき 

れぬ さまの 處女、 幼稚の 時より ひず かしく かたまし き 情 を 知り、 墻を こえて 奔走す る 

ニニ)  (Hn 

ひかるげんじ  ざピ .J 

S  B ^氏お の あやまり を 好んで、 彼の 光源氏の ためし、 在 五 中將が ありさま など を 以て 比 興と し 

語の 主人公  る：  -, ぶ  た， もべ 

,申|^| 詞華 言葉の やさしく 婉な る を 以て 各ノ變 書戀文 の 用と す。 是れ 女子の 風俗 甚だ あやま 

る ゆ ゑんに あ らずゃ 。 詩歌 管鉉 は 禮樂 の 用に して、 目 に み え ぬ 鬼神 を も來感 せ しむ。 

况ゃ 人の 情 を 和 順たら しむる の 術、 是れに 過ぎ ざれば、 古の 聖人の 專ら 所, 弄と い へ ど 

も、 本朝の 俗に 弄ぶ 所 は 悉く 遊樂 好色の ことわざと たりぬ。 故に 女子の 父母 姑 舅に つ 

かへ、 夫婦の道 をた だし、 母 道 を 糾明して、 天德の 大綱 をた だしから しむる 輩、 世以 

父子 道 一 敎戒  三 〇 一 


山 鹿 語類 卷第 十六  三 〇 二 

て 寡き が ゆ ゑ- 義を 守り 節 を不レ 失、 死 を 全道に 究 むる こと まれ 也。 是れ 併 父母 

の 教戒 其の 道 をう しなへば 也。 されば 女子と 云へ ども、 常に 講讀 せし むべき は 賢の 

經傳、 規範と すべき こと は 列女傳 等に 出 づる處 の 事業 也。 男女 夫婦 は 家の 大綱 なれば. 

夫 その 迸 をた だすと も 婦 これ をう けて 不レ 行ば、 應 ずるの ゆ ゑん あ るべ からざる 也。 

教戒 尤も 所， 愼ふ かかるべき 也。 

一 五 嗣を 立つ 

師曰 はく、 子孫 を 長久に 傳 へて、 先祖の 祭. 呢を なし 鬼神 をう けしむ る は、 人の 大孝 

クル レバ カラ グ 

と 云ぶべし。 而 して 骨肉の 親 多し とい へ ども- 血脈の 正統-; f 々相承に 不， 可 レ過， -：! 子 

-1 孫の 筋目 を 立て 我が家 を嗣 がしむ る 事、 是れ 古來の 法に して 天地の 常 經と云 ふべ 

き 也。 或は 愛に 溺れて 末子 を 銅に 立てん こと を 欲し、 或は 名利に ほ だされて 其の 才知 

ある を 以て 銅たら しめんと する に 至る、 ともに 正統 を 失 ひて 常經 をた が へ るに なりぬ 

べき 也。 其の ゆ ゑ は、 己れ が 愛に まかせ 利害 を 以て 論ずる 事 は、 各- - 私欲の ままに し 

て 至大 至 公の 義と云 ふべ からず。 但し 子孫 適々 たりと いへ ども， ここに 至りて 家 を 失 


二)  ft の 愚 


位 を as むに 置 

せ pf- て舜 

に 譲れり 

(二)  S; の不 

肖の 子 

(三) 堯 をい 

(巧) 舜 のこ 

<ff1) 裙1» 良 

0. 太 政 大臣， 

和 天皇の， 

、臣 にして は 

じめ て攝 政と 

なる。 忠仁公 

は 染 8» は 


草 第 f 段に あ 

(六) 中 務鄉 

兼 明 親王、 醒 

天 の 皇子、 

中 書 は 中務の 

齊 名たり 

(七) 紫 S 伊 

0, 邸 九條に 

あり、 ニ條大 

皇の時 太政大 

臣 i なる 

(八) 源 有 仁、 


ひ 身 を 亡ぼし、 宗廟の 斷絕 しつべき 惡逆愚 暗 甚だい ちじる しからん において は、 是れ 

叉 祖廟に 對 して 其の 撰 を專ら とする こと ありぬべし。 五十歩百歩の たが ひ、 又は 時代 

土地に 因りて かくても ありぬべき 事た らんに は、 正統 を不, 失相績 せしめたん 事- 是 

れ常經 と-ぶふべき 也。 旣に國 を 治め 天が下 をし ろしめ されん 人君 は、 國の ため 犬 下の 

ため 其の 所レ及 甚だ 以て 至大 なれば、 其の 器 を はかって 嗣を 立てて、 天下 を 安佚せ し 

め、 我が 宗廟 をう けしめ たん 事、 是れ叉 其の 理 にあ たるべし。 されば 帝 堯は虞 舜に天 

二)  (二) 

たん l;s  5  し. 一； う 4- ん 

下を讓 つて、 丹朱に あたへ 玉 はず、 帝舜は 夏の 禹に 天下 を與へ 玉うて 商 均に ゆ づり玉 

(=1)  ； 5:ー 

はず、 天下 ここに 安全に して、 淘唐氏 •  % ：寞 氏と もに 連綿して た ゆる ことなき に 至り 

つ.、 き 

ぬ。 是れ 天下の 神器 を 聖德の 異姓に 相ゅづ りて、 而も 我が 祖宗 を 連綿 安全せ しむる の 

ゆ ゑんと 可， 謂 也。 然れ ども 時 を 以て はかり 事 位 を詳に 究めず して は、 必ず 利害に わ 


た. 


又 理に泥 著して 時宜 を 失 ふに 至りぬ ベ き 也。 尤も 可， 一 深味 一也 _ 


染 殿の 相 國忠仁 公、 末のお くれ 玉へ る はわろ きこと 也、 子孫お はせ ぬぞ よく 侍る と 


いへ る は、 私 害に ついて 實理を 忘る る 也。 前の 中 書 王 兼 明 • 九 條相國 伊通 公 • 花園 左 

ふ あり ひく  (族) §  ふ と 

府有 仁、 いづれ も 皆 ぞうた えんこと をね がへ りと 云 ふ は、 或は 浮 屠に 淫溺し 或は 名利 
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てん 大臣な り 

し 故に かくい 

ふ。 後 ニ條大 

の 御 後な り。 

以上 ii! 徒然 草 
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によって いへ る ことなれば 用 ふるに たらず。 天下 闺 土 は 社稷の かかる 處， 萬 民の 命 を 

司 どる ゆ ゑん なれば、 大方の 器に して 事たり ぬべき ことに あら ざれば、 愛に まかせ 理 

にな づん で、 至大 至 公の 說に 不， 隨- 唯 だ 正統と 斗り はかって 事 を 行 はば、 天下 ここ 

に \1 ひえて 萬 民 塗炭に 落ち、 宗廟 祭祀 斷絕 に究 まる 事 も ありぬ ベ， し。 これ 大地の 理を 

以て はから ざるが ゆ ゑな り。 さるに よって 世の 未だ 靜謐 に屬 せず、 草 業 未だき はまら 

ざる 時 は、 萬 民の 情 を はかって 其の 趣く 處を 立てて 嗣 とす、 是れ犬 命の^すべき 處也。 

世 巳に 靜謐 にして 四海 波た た ざらん 時 は. 輔弼の 良臣を 立て •  ま 統摘々 を相續 せしめ、 

大 一統の 政令 を 于、 下に あまね からしむ、 是れ 則ち 時宜 也。 家と 云 ふべき にも 不レ 足、 

はごくみ 養 ふべき 人民 もな く、 其の 身の 才覺 しばらく いみ じきに まかせて、 子孫の 才 

のお くれなん こと を 思うて、 子孫 を斷絕 せしめ、 ゎづ かの 利 寄に まかせて、 或は 異姓 

を 立てて 嗣 がしめ、 或は 愛子 を 以て 嫡子と して、 正統 を そむかし めん 事 は， 先？ * への 

孝と；f^ふべ からず。 

凡そ 鬼神のう くる 處、 各-血脈の 相よ るに したが ふ。 神 更に 非禮 をう けず、 骨肉 分 

身の 子 と 云へ ども、 遠き を 追 ふの 志 はこ とん \ く 薄し- 況ゃ 他人 異姓の もの を 養 ひ 


て 祖廟の 祭祀 を 司 どらし め、 これ を 以て 血脈 相 續の正 親たら しめんと せば、 先祖の 靈 

冥 速に 絶えて、 血脈の 嫡々 ここに 魔すべし。 是れ 人々 皆目 前の 利潤 を 事と して、 天地 

の 目に 見えぬ 誡を不 レ知を 以て 也。 故に 義を たがへ 常經 を 二 一 む き て 致す こと は 鬼 不レ享 

神不レ 因、 人 亦 そむく に 至りて、 天地と とこした へたらん 事 を 願 ひし も いつしか 事替 

つて、 家 絶え 姓 亡ぶ るに たれる ためし 世 以て 多し。 すべて 富貴 貧賤 は 天の 命に して、 

人の 力の 推す 處 にあらず、 義 により 理に隨 ひて 致さん こと は、 內をか へりみ て 恥づる 

所な きと 可レ 云。 人の 嗣を 立てて 家 を 保た しむべ き は 先祖 代々 の これによ る 所 たれば、 

聊か 私 を 以て 論ずべ からず、 唯 だ 其の 道た らん 道 を 究理して、 これに 魔 ひて 利害 を は 

かるべからざる 也」 父母の 道 子孫に 傳 はるを 以て 大 なり とする たれば、 立 嗣の事 尤も 

Ifz 慎 也。 

一六 養嗣を 論ず 

師曰 はく、 凡そ あらざる は 不孝の 第一 也と い へり。 天地 開 翻より 生々 無， 息して 

我れ に 至る の 時、 我れ 子な くして 斷， 絕 したん 事 は、 不孝の ゆ ゑんに して 天地の 生々 を 
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そこな ふに あらず や。 故に 我れ に 子な き 時 は 同姓の よしみ を考へ て是れ を^が しむ。 

これ を 養 嗣と號 する 也。 世 以て 他姓の 子 を 養 ひ、 嗣子の 聰明 成立 を 專らと 十る 事 多 

し。 世の 情 を 以て 云 はば 然るべき 也。 而 して 其の 實理に 因れば、 同姓の 親 を はかり 其 

の-； f 々を考 へて 骨肉 をつ がしむ * 是れ 養嗣の 本義と 云 ふべき 也。 子孫 は 先祖 を 祭祀し 

て 其の 宗廟 をつ がしむ、 異姓の 者に 祌何ぞ 因らん や。 聰明 成立 を 願 ふ は、 是れ 利を專 

トス レヲ  うち 

ら として 親 , 親の 道に あらず。 其の 機內に 動く とき は、 或は 金銀 財祿に 耽り、 或は 家 

をお こし 世に立つ を 事と して. 先祖 累代の 鬼神に よってう けしむ る 所な く、 1K 理 骨肉 

の 親 ここにつ くるに 至るべし、 甚だ 可 二 歎息 1 也。 親しみの 內 にても 賢 不肖の たが ひ あ 

るべ ければ、 その 問 家 をお こし 功を大 にせん を 専らと えらまん 事 は、 其の 故 あるに 似 

たり。 それすら 嫡を嫡 として 正統 を 立つ るに は不レ 可レ然 ども、 嫡孫 至って 3^ に、 世 又 

で う -T-t-J  よ . ぎ 

(コ 物情 不 囱 5 釗に霉 し * 其の 祿地 中間に はさまり なば、 其の 賢に して 知の 足れる を 立てて 嗣と定 

^の？ gte も 指 

ず  むる 事、 實 子の 內 にても 然り。 况 ゃ養嗣 において は猶ほ 其の 心得 あるべき こと 也。 人 

皆 さし あたれる 處の 利害に のみ 心 を 入れて、 天地の 常 經を不 レ知を 以て、 唯 だ 其の 思 

ふ處 利に 在り。 尤も 可レ愼 也。 


=e そ嗣を 立つ る こと は、 實 子たり と 云へ ども 其の 儀式 を嚴 にし、 祖廟に 吿げ 鬼； t に 

まう し、 香 を 焚いて 天に しらし め， 土に モモいで 地に 明なら しむる こと、 古よりの 法 

也 。 養嗣 は 常に あらず、 ^人 を 以 て 祭祀 を 司 どらし め、 宗廟 を ま つ ら し む る のこと な 

れば、 詳に 其の よしを 先祖に うつたへ しめて、 鬼神の 洋々 たらん こと を 欲すべき 也。 

我れ において 血脈 相斷ぇ な ん こと は、 返 すん \ 子の 不孝と 可レ謂 也。 

一七 父 道の 失 を糾す 

*  をん しう 

師曰 はく、 父子 は 天性に して 恩愛 常に 存す といへ ども、 或は 互に 怨雞の 田 〈』 をな し、 

或は 是非 を 論じて 共に 謗辨 する に 至る は、 父 教戒の 道 を 失 ふが 故せ。 人 皆 父 也、 父 皆 

子の よろし からん 事 を雖， 願、 願へ る 迄にして 敎へ養 ふの 道 を 不二 格 物 一が ゆ ゑに、 其 

の 心 斗り にて やみぬ。 ここにお いて 父子の 恩 は くに 違背 出来て、 其の 情大に 隔たる 也。 

凡そ 父の 財寶は 子の 必ず 所レ 得に 究 まれ る は 人々 皆 しれる 事せ とい へ ども- 若し 畳な 

ら しめ 自由 た らしめ ば 志 の 放埒た らん 事 を i ひて、 ：^ぽ德 を 示す と號し て 其の な り は ひ 

を輕 からしむ C 其の 敎 あるに 似たり といへ ども、 節 を不， 知 情欲 を 不ヒ詳 を 以て、 冠婚 
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の禮 おそな はり 賓客 交接の まう け不， 足して、 終に 子と して 父 を うらみ、 竊に 交接し 

て 好色 遊 宴 をな さしむ。 父 ここに 至りて 驚く と 云へ ども 叶 ふべ からざる 也。 是れ 等の 

事 世上 父子の 間 皆 以て 多し。 父 更に 子の ために 吝嗇す ると 云 ふに は あらず して、 其の 

敎の節 を 不レ知 を 以て、 子 をして 惡 におと し 入る るの ゆ ゑん 也。 

次に 父に 才知 ある 時 は 子に 善を實 むる の 心 深き を 以て、 子の 言行 を朝タ くやみ の の 

しりて、 其の 我れ に ひとし からん 事 を 思 ふ。 是れ を又理 を不レ 致の ゆ ゑ を 以て、 しき 

りに 子に 是れを 責めて、 つ ひに 父子の 恩情 を やぶる に 至る 也。 然れば 子の 聰明 成立 を 

願 ひ、 己れ に ひとし からん こと を 恩 ふ は、 父の 情なり と 云へ ども、 これ を 以て 子を責 

むべ からざる 也。 その ゆ ゑ は、 人の 生 質に 厚薄 輕重 甚だ 多し、 一 つに 順ず ベから ず。 

父 は 老年に して 子 は成壯 也、 幼童 也、 たと へば 夏 は 涼しく 水に 逍遙し 高き にあがりて 

(埋) 

厕す といへ ども、 冬 は 蟹 居して すきまの 屈 を もいた み、 うづみ 火に 近より 人 を まと ひ 

の 風情 をな す。 物 皆 如, 此に 時に より 位に よって 相違 ある ものなる を、 老衰の 氣を以 

< し さかり  (一)  パ ハカ ラテ 

て成壯 のこと を 論ぜば、 冬より 夏 を 云 ふに ひとし。 彼の 莊 周が 夏の 蟲に は不レ 可：. -以 

ル  ヲ (二) ケ レバ 二 

語 一一 於 氷 1 者 篤 一一 於 時 一也と 云へ る もこと わり 也。 是れ 時の ー擧 致し 難き を 以てな り。 さ 


れば父 は 慈に^ まりて 敎戒輔 養 を 具に 究理す といへ ども， 子 賢に 不レ 至、 才知 不， 足と 

云 ひて- 是 れを棄 つべき ゆ ゑんな し。 自， 古人 倫 賢愚 相 まじ はり、 父子 皆 賢たら ず、 兄 

弟 各 > 善なら ざる も 世の ためし 也。 身に 不仁の はだ へ ありと 云 ひて、 にくみ 棄 つべ き 

ことわり なし、 唯 だ 常に ゆるやかに 敎へ、 おもむろに 化せし めんこと を專ら とてべき 

也。 

.1 一 孫 丑 曰、 君子 之不， 敎レ子 何 也、 孟子 曰、 勢不. at 也、 敎 者 必以レ 正、 以レ 正不レ 行、 

t  C  h  J  グニ レニ テス ヲ  グニ レニ テス レバ ヲ キ ッテ ノコ 一， フ  フル ニン 二 テス ヲ  ズ デ  一一 - »  ru 

章に 出つ 繼レ之 以， 怒、 繼， 之 以 ， 怒 則 反 夷矣- 夫子 敎 ， 我 以， 正、 夫子 ギ 41^ ふゾ 二 於 正 一也 W 

是 父子 相 夷 也、 父子 相 夷 則 惡矣、 古 者 易 ニナ 而敎， 之、 父子 之 間不， 责， 善、 責 レ善 E5C 

S) 前 出 1 離、 離 則 不祥 莫レ大 レ焉 と 出せり C 袁了凡 家訓 云、 至 親 莫レ過 二子 父子 兄弟？ 而乃 

^ 一 ハー 不レ和 者； 父子 或 因 ニ於實 il、 兄弟 或 因 二 於爭ー レ时ヽ 亦 有 下不レ 因ニ責 レ善爭 財 而不レ 和 

ま 人 兒ニぁ 不和； 或就ニせ^^-ー分ー-別是非； 而 莫， 明 二 其繇ー と 云へ り。 父子 は 天性 

也、 父 慈に 止まる 所 あらざる を 以て、 恩情つ ひに 絕十 るに 至る こと、 尤も 可レ蹇 也" 

一八 遣戒 
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ゅづ り じ やう 

師曰 はく、 父母 旣に身 まからん 時に 遣 言讓狀 等の 事に 因りて、 なからん 跡に 子の 子 

をん しう 

たるの 道 をた が へ しめ. 兄弟 親族の したしみ を 疎遠 怨讎の 如くなら しむる に 至る 事、 

世 以て 多し。 凡そ 遣 言と 云 ふこと は 存生の 內可レ 致 可. 仕事の 不 レ得レ 節して、 我が身 こ 

t に 去らん が ゆ ゑ を 以て 是れを 云 ひのこす を 云へ り。 平生 教戒して 其の 是非 を 糾明せ 

し 入用 法 は 死後と 云 へ ども 相變 ずべ き 事な し。 されば 父た るの 道小兒 幼童の 間は詳 

に 力：^ 戒を つくして、 其の 子旣に 生長し 事 を まかす るに 便り あらん 時 は、 連々 家事 を ま 

かせ、 世の ことわざ になれ しめ、 才知 德 行の しるし を 施行せ しめて、 其の 邪 正 を 糾明 

し， 渐く 子の 年 四十に 滿 ちて， 其の 學習 殆ど 事物に 及ぶべき 節 は、 父 則ち 是れに 家事 

を 與へ讓 りて、 父 速に 仕 を かへ し 祿を辭 して、 子の 後見 たるべし。 生前に 如， 此 致し 

おきて は、 死後の 事 を 命ずべき の 由な きを 以て、 臨 二 命 終 時 1 遣 言すべき こと あらず， 

生前 死後 共に 安んじて 心に 苦しむ 所な し。 是れ 君子の 生死 を やすらかなら しむる ゆ ゑ 

ん也。 生前に 道の 道た る こと あらざる を 以て、 死後に 道の 正し からん こと を 遣 命 せん 

と 思 ふ は、 言 斗り にして なりぬべき ことに あらず。 されば 世人 平生. u れが 身に 人倫の 

大綱 を そむき、 義理の つとめ 聊か あらず して、 而 して 子に 遣 跡の 配分 を 明白に いたせ、 


實母 繼 母の つか へ を 正しくい たせ， 幼 弟 を 育くみ 家人 を 養 ふべき など 云 ふこと を 遺言 

十と いへ ども- 子 亦 平生 不義 不道を 事と して 天地の 常經 を不レ 知、 父い ま 十の 時は是 

れに おそれ 戒 しめられても 形 斗り つとむ， 今父沒 して 誰に はばかるべき ならねば， 日 

あしきなら ひ 

比の 惡 習の ままに た り 行く に 至 る を 以て、 つ ひ に 遣 言 を そ む き 不孝の 罪に 陷 らしむ。 

是れ 子の 子たら ざる は 父の 父たら ざる 故に 非ず や。 爱を 以て 案ずる に， 生前に 子孫へ 

教戒す る こと 則ち 死後の 遣 言たり と、 常に 可 一一 心得 一事 也。 但し 人に 長 じたる 所 短なる 

所あって、 勝れて 不足し 癖し かたよる 生 質の ある もの なれば、 死期の 父 命 は 子孫の 必 

ず 守る の ゆ ゑなる を 以て、 是れを 堅く 戒 しめ 置きたん 事 尤も 然るべ し。 これ を 古より 

遣 戒と號 する 也。 財寶 器用の 配分 を 云 ひ 置く を 世に 遺言 讓 狀と號 する 事 あり、 世人 多 

く は 愛子に 溺れ 繼母寵 妾に 迷 ひて、 ：g なき 事 を 申し 置く こと 多し。 父子の 間の こと は 

其の 讓狀遣 言 を 以て 證 として、 それに まか 十る こと 古今の 例 也と い へ ども、 父子の 間 

より 大綱 を 不二 糾明 一して は 他人に 及びが たければ、 人君 亦 是れを 究理して、 世間の 風 

俗 をた だすに あり ぬべ し C 
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一九 先生 子弟 訓戒 

師嘗て 曰 はく、 父 愛子 多くして 財祿を わかつ こと 多く、 摘 子分 不足なら しめん 事 

-ン 力 ラ 

は、 父の あやまり^ 大也。 內 愛に おぼれて 理 にくら く、 外 公儀の つとめ 不 レ宜、 家人 

の はごくみ 不レ璺 に 至らし めて、 つ ひに 兄弟の 和 順 を 失し， 親 を 親と する の 道 を 失 は 

しむ。 是れ 兄弟の 鉢^ は 父の しからし むる 也。 次に 父 財祿を わかたず、 唯 だ 嫡子に ま 

かせ、 跡に て 摘 子の 心 次第に 配分す べしと、 摘 子 を 立てて 死 十る 輩 あり、 是れ も實理 

にあらず。 其の 故 は、 如， 此 嫡子に 打 まかせ 置かば、 摘 子 定めて よも 棄て 置く こと は 

力 ラ ル 

あ る ベ か らず、 邪心 に 配分し て 跡に て 異論 を 起さし め て は不， 可， 然との 思 入 を 以てい 

H ろし さ  ブ、 

たす 事 あり、 是 れ亦宜 に似て * 術 を 以てする が ゆ ゑに 其の 所 レ致實 にあら す。 如何な 

る を か 誠の 道と 云 ふべ ければ. 1^ 生 教戒して 五倫の 大綱 を 正しから しめ、 子の 子たら 

ん まこと を 知らし め、 子 亦專ら つとめ 守らん に は、 如，， 此摘 子に まかせなん 事 云 ふに 

や は 可い 及。 平生 其の 道不レ 然して、 今 死に 臨みて 彼れ に まかせば あしく は あら じと 一ぶ 

はん は、 尤も 危 きこと 也。 若し 摘 子 小弟の 間、 日 比 心よ からざる か、 又-; i 子 不義なら 

ん において は、 末弟 各. - 衣食 居に 困究 して、 彌. > 兄 弟不， 快の 事 たるべし。. おれば 其 


の 嗣子の 心 入 作法 を 見聞 覺 知して、 それに 隨 ひて 或は 配分 をな し、 或は 嫡子に 任 十る 

に 宜し かるべき 也。 たと へ 其の 所， 致 善に 似たり と 云へ ども、 術 を 以てな さん こと は 

其の 本に 詐謀 あるが ゆ ゑに、 推して 行 はるる ことに あらず、 甚だ 危し。 道 は 事物に 內 

りて さま ぐ 其 の 用法お ほ き も の なれば、 詳 に 格 知 せ ずし て は 必ずと 定め が た き こ と 

也。 
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父子 道 二 

子 道 

二 0 父子の 誠 を 論ず 

師 嘗て 曰 はく- 天下 皆 人に して、 他人の 我れ を 慕 ひ 我れ を 愛し 我れ に 恩 を 深く し祿 

(期) 

を 厚く 十る ありと いへ ども、 各. - 其の 因る 所 を 以て あてて 十る の ゆ ゑ あり C 故に 或は 

其の 報謝 を 求め、 或は 其の 用 を 思 ふ。 報謝 不レ足 用事 かくる とき は、 則ち 已 前の 他人 

と な り、 却って あ だ を 結 ぶ に 至 る 、 是 れ 其のた め に す る 所より い た せる 品々 あ る を 以 

む-:  し き 

て 也。 父 a- の 子に おける、 求む る處 もな く 報 を まつこと も あらず、 荐 りに 慈愛 深 重に 

して、 子 亦是れ がむ くい を不， 田 ャ是れ 唯 だ 誠の みに して、 因って 致す 處 あら ざれば 

父子の 天性 その まことの 究 まる 處 尤も 可, 愼 たり。 子 又 天下の 間に 人 を 慕 ひ 田〕 ふ 
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べき もの を * 私欲 を のぞき 情欲 を 去って 考 ふるとき は、 父母 昆 弟より 親しき もの ある 

ダ マラ 

ベから ざる 也。 幼若より 壯 年に 至る まで は、 血氣 未レ定 其の 究理 十る 處薄 きを 以て * 

愛に まかせ 色に 奪 はれ 名利 を 慕 ひて、 父母 を 思 ふ 所の 誠う すしと いへ ども， 物理 を會 

得し 學問 を究 むる にした が ひ、 世情の 心 薄く 名聞 利用の 念睐懶 し、 旣に 年齢 も 傾き 血 

氣 初めて 衰 ふるに 及んで は、 しきりに 父母 を 慕 ふこと 深 重に なりゆきて、 身の 吉凶に 

カラ 

付き 世間の ありさま に付きて、 思 ひ 出し 思 ひ 入る こと 不レ淺 C 是れ 元と 天性の まこと 

そな はりて、 骨肉の 親に しく ものな きこと を 知れば 也。 人々 父母の 外に 慕 ひ 思 ふこと 

の 切なる は、 皆 一事 一 物の 因る 所な くんば あるべからず。 學を 以て 其のよ る 所 を のぞ 

き、 年齢 かたぶいて 血氣 ここに 定まりて， 彼の 情欲に 私する を のぞきて、 其の まこと 

をし ると き は、 父母の 外に 慕 ふべき ものな し、 兄弟 是れに 次げり。 是れ 聊かし ひてい 

たし 求めて 思へ と 云 ふに あらず- 天性 自然の ことわり にして • 其の ゆ ゑん は 血脈 同體 

なる を 以て 也。 人の子と して 父母 を 思 ふの 誠 をし ると き は * 父母に 不孝の ゆ ゑん あろ 

ベから ざる 也。 すべて 誠 は 天の 道 なれば- しひて 致す 處 にあら ざるの ゆ ゑん 也" しひ 

て 致さん 事 は、 天性の 情と 云 ふべ からざる 也。 


( 一 ：>  S0 

•.s 篇第七 章に 

IJT の £SJ は  二- 子の 字義 を糾す 

^篇 師曰 はく、 白 虎 1 曰、 子孳 也、 孳々 無， 已 也と 注す。 云 ふ 心 は、 子の 父母に つと 

意に 出づ  ム 1 

むる の 情、 是れを 以てき はまれり とすべき 處 あら ざれば、 內外誠 をつ くして 無レ已 に 

M^^^ 至るべし と 云へ るの 心 也。 朝夕の つとめより ロ體の 養に 至る まで、 これ ぞ是 なりき 

り、 食事 を 終  キム r  二). 力 ハクへ テハ ニス トノ 

りて 徹り 去る はまれ；^ と 云 ふ は、 孳々 として 無 レ已と 云 ふべき にあらず。 子 夏日 事 二 父母 1 竭 一一 其 

おは (fiy 子 曰、 事 レ親若 二 曾 子 1 可也と いへ る は、 各.' いまだ あまり ありと 不レ 爲を以 

^、！ 4 を み、 て 也。 しばらくの 事 をいた し 少しの 養 をな して、 親に 孝 をつ くせり と 思 ひもし 云 ひも 

父の 心 を 養 ふ  シ ム 1 

rE! い /iss せん 事 は、 是れ 孝の つとめの やむ 所 なれば、 擎々. _J おして 無.， 已と 云へ る 一^ 一義に も 違背 

.55! 明 一一 膀 すべし。 一，^ ー舜 は 五十に して 父母 を 慕 ひ 玉 ひ、 曾 子 は 公明 儀に 答 ふるに、 參 直 養 者 也 _ 

其 至 < "！- 突、 五， ク ,  、 

ほ」 卜" 出 { か 能 爲レ孝 乎と い へ V  C 是れ曾 子の へりくだ りてい へ る に あ らず 大舜 の し ひ て 田. - り 

玉へ るに あらず、 其の 誠 を 推す とき は、 盡 しても つくされが たき は 子の 孝 也、 慕うて 

卟儀は 名、 も 猶ほ慕 はしき は 父母の 親 なれば、 是れぞ 足れる と 田ね はん は 子の 道に あらざる 也- ？机 

一： や 孝の 大 なる は 身 を 修め 家 をと との へ 國を 治め 天下 を 平 かなら しむる も、 き はめて 
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<}6 は 子の 名 云へ ると き は、 孝の 內 より 出づる ことにして、 これ を 名 づけて 大孝 至孝と 論ずる ため 

し 也。 

ここ を 以て 案ずれば、 孝 をつ くす の 事 唯 だ 父母に つかへ、 其の 養 をつつ しむの みに 

てと どまる ベ けんや。 人の子た る もの- 其の 名義 を 思って、 華々 として 不， 已所 あら 

んに は、 子た るの 道し ばらく ここに ありぬべし。 父子 は 天 倫の 大綱な りと いへ ども、 

子 以て 其の 誠 を盡す こと を不レ 得が ゆ ゑに、 古今 子を實 むる の敎 ここに 多し" 人 皆 父 

母 あり、 子と して 此の 志 あら ざらん は 人倫と 云 ふべ からざる 也。 

ニニ 人の子と 爲 りて は 孝に 止まる 

師曰 はく、 孝 は 人の子の 父母に 事 ふるの 本に して、 如何なる を か 孝と 云 ふべき なれ 

ば、 古人 云、 善事 二 父母 一 曰， 孝と 注す。 善く 事 ふると 一- rK 時 は、 父母の 意に 不レ 違， 其 

の 情欲 をき はめし むる は、 善く 事 ふると 云 ふに あらず、 只 だ 口 體を養 ひて 其の 敬恭を 

失 ふ は、 善く 事 ふると 一 K ふべ からず。 善く 父母に つか へんと ならば 孝に あまるべし。 

止まる と 云 ふ は、 己れ が 意： 11}^, に まかせて、 是れぞ 孝行な りと 究め、 人の 毀眷を 本と し 


ていたさん 事 は、 皆 私に して 止まる と 一 K ふべ からず。 天地の 誠 を 以て 其の 理 をき はめ 

知 を 至らし めて、 事物の 用、 心氣の 和、 ここに 至極して、 古の 聖賢の 本意に 相 通ず る. 

是れ 孝の 至善に 止まる 也。 

一二  二 ハク レ ハク ギ  ヲ  ク プル  ヲ  ，- (二)  ハク  ハ ：M 一 ふ 冬チ 二 ケ マ ス 

ilL 中庸 第 中庸 曰、 夫 孝 者善權 二人 之 志 一 善述 二人 之 事 一 者 也。 曾 子 曰、 孝 者 先 A 意 承， 志， 喻 一一 

十九 a 

r 二)  ヲ 二， - (三) 〈ク  ルハ ォゴゾ カー. ラ ん 二  テ  一一 x ハ 十一 ソ ル 二  / ゾミテ 二  .< ハ セ ル 

に^せ 父母 於 道 一也。 又 曰、 居處不 レ莊 非レ孝 也， 事レ君 不レ忠 非レ孝 也、 泡 レ官不 レ敬非 

(二)  上  一一  二ん ハナ ラル 二  -ー  キハ  人 -I  ッノ  X  t ハ ゲヮ ザハヒ ブ  一一  テ ノヤ セ 

レ孝 也， 朋友 不レ信 非レ孝 也、 戰陣 無レ勇 非レ孝 也， 五者不 レ遂 哉 及 二 於 親； 敢不 レ敬 

乎と いへ り。 ここに 案ずる に、 父母の 志， 誰か 子 を 善に 入れん こと を不， 思 乎。 この 

志 を體認 して、 父母 Q 志の 立つ ごとく 身を愼 み、 父母の 情欲 を 自然に 節たら しめて， 

いっとな く 父母 を 大道に みち 引き入れなん 事、 是れ 子の 孝と する 處也。 されば 孔子 

謂， 一 曾 子， 曰、 身 體髮膚 受二之 父母； 不 n 敢^ 傷； 孝之始 也， 立^行：， 道、 揚ニ名 於 後世； 

以顯ニ 父母； 孝 之 終 也、 夫 孝始， I 於 事-, 親、 中二 於 事-, 君、 終 二 於 立； - 身と、 孝 經の發 端 

に 出で たり。 如レ此 始終の 思 入 を 深く して、 父母に つかへ て 其の 志 を 立て、 つ ひに 父 

母 を 道に 誘引し * 君に つかへ て は忠を W てして 身 を ゆだねん 事 は、 我が身 をつつ しみ 

をさむる 處 あらす して は不, 可ニ遂 成？ 孝と 忠と ここに 成し 得ば， 身 は 自ら 立って 求め 
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ざるに 譽名 後世に 及び、 子の つとめ を 以て 父母の 名 譽をも 人々 知レ 之に 至るべし。 是 

れ 孝の 始終す る處と 可レ云 也。 さて こそ 爲 二人 子 一は 孝に 止まる と 云 ふべ きに や。 

師曰 はく、 人の 世間に おいて 可レ 行の 品々 多し とい へ ども、 孝 を 行 ふ を 以てお 行の 

(二  ハク  ハ ノ ケ イナに， ノ  ナリ ノ  ト (二) へク  〈ナシ 十ルハ ヨリ 

源と す。 孔子 曰、 孝 者 天 之經、 地 之義、 民 之 行 也。 又 曰、 人 之行莫 A 大ニ於 孝 一と。 是 

れ孝を 以て 人間の 行跡 第一と する ゆ ゑ 也。 天生 民 を 生じて 各.' 其の 性 命を賦 し、 陰陽 

(三)  (巧) ト W チ 

五行 をう けしめ て、 則ち 四 端の 情 あり。. 而 して 五常に おいて 仁と 云 ふ は" 乾 元 資始む 

るの 道、 天地 生々 無 息の もの 也。 外に 及ぼして 用 ふるとき は、 父子の 親より 先なる は 

(五)  ス  トカ 

なし。 これ 孝弟 は 爲ニ仁 之 本 1 乎と いへ る ゆ ゑんに あらず や。 ここ を 以て 案ずる に、 人 

天性の 父子に おいて 親しむ 所な く、 骨肉に 付いて 睦 じき 事 あらず して は、 H 八德っ ひに 

そむく、 况ゃ 他人に 於て を や。 されば 君臣の 間、 夫婦 朋友の 道、 何に 由って 誠の 行 あ 

るべき なれば、 孝 を 以て 百行の 本と 定 むる 也。 天德 我れ にあって 惻隱と 云 ひ、 發 して 

物に 及ぶ に 先 二 父母 1 して 孝と 云 ひ、 更に 兩般 にあらず して 唯だ體 用の 謂 也。 朱 子 曰、 

ハレ  ル モノー 一  ハレ  ルル モ /ナリニ  リノ  ゾテー フン  テ 

仁 是理之 在 , 心、 孝弟 是心之 見， I 於 事； 性 中 只 有 11 筒 仁義 禮智； 1;^ 嘗有， 一孝 弟 一 見 二 於 

スルヲ ヌ チ ビ テナ シ ト  テ  フル ヲ 二  チ ビ テナ 7、 ト  キト メ ヌ  シヲ シテ 7  ス ルガ ヲ 

愛-, 親、 便 喚 做レ 孝、 見 二 於 事 1- 兄， 便 喚 做レ 弟、 如 二親， 親 而仁レ 民、 仁， 民而愛 .レ 物、 


都是 仁、 性 中 何 嘗有ニ 許 多般ー 只 有， 1 箇仁； 自：， 親 ， 親 至 二 於 愛 r 物、 是行， 仁 之 i、 

</』％^ 非 二 仁 之 本？ 程叔子 曰、 行. 仁 自"， 1 孝弟, 始、 孝弟 是； 1 之 一 事、 ど 之お， 則 可也、 

卜/二  、ノバ ，ンヲ  トチ ナ リシ 〈レ  ハレ  {七) 

ナ厂 謂 二 是仁之 本 一則 不可， 蓋 仁是性 也、 孝弟 是用也 云々。 仁の わかち は聖學 の篇に 出で た 

(七) 山 鹿 語 

類卷 第三 十七、 り。 朱 子 • 程 子の みる 處 にたが ひ あり。 仁 は 五常の 第一 にして 天地の 大德 なり、 この 

s^ffl 一で V やす 

仁 は 孝弟に あら は れ て 萬 物 に 及ぶ。 孝の 道の 至 つ て 直 く 甚だ 高 き こと、 ここにお いて 

可レ考 也。 孝 は 人の 百行の 本 たれば 尤も 可レ味 也。 

孝 敎 

二三 身を欣 K しるに 在り 

i  テム ルヲヲ  ムルヲ 

師曰 はく、 子の 父母に 孝行 あらん 所の 敎へ、 先づ 以レ修 レ身 本と す。 然るに 修, 身の 

用 在, 省 , 身 也。 省レ 身と 云 ふ は、 今日 我が身 を 省察す るに、 父母の 血氣 骨肉 を 分身し 

訪こ^ 1 て 我れ たり、 此の 身 聊か 己れ が 力 を 人れ たる 處 あらず。 是れ 曾) 子の 所 si 身^へ ^ 母の 遣 

體 也と はこの 心に や C ここ を 以て、 人 子 我が身 を 以て 己れ が 私に 用 ひん 事 更に あるべ 

からず。 彼の 身 體髮膚 一 二 之 父母； 不二 敢 毀傷 1 孝之始 也と 一 K へる も、 身體 より 髮膚の 
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輕 きに 至る まで、 ともに つつしみ 愛して、 己れ が 私の ために 是れを そこな ひ 傷る ベ か 

ら ざるとの 戒也。 身 體髮膚 の つつしみ 如， 此 とき は、 其の 孝の 心に そまん こと^して 

だ 可レ 知。 されば いはれ ざる 我を立てて 身體を 亡ぼし、 かの^ IT の あお" を不 k して 命 を 

^0^^ 失 ひ、 酒色に まど ひ、 口 體に奪 はれ、 四 支の 安佚 を このんで^ を まう け 天 死 を 致す 類、 

S  各- '我が身 を 省みる 事 薄く して、 父母の 遣體 なること を }4 レ 田お による こと 也。 加， 之 

稚孩提 の 間、 父母の 懷 にやしな はれ * 襁 梅の 內にひ ととな り、 常に 父母の 膝下に 嬉哦 

し 養育 せられて 此の 身 を 全くす。 是れ亦 身の 成長して 我れ と 思 ふごと く なれる も、 悉 

く 父母の 慈愛 奉 養に よれり。 父母 自ら 膝下に やしな はずして、 ^母 侍女 傅 保の 手 こ ム 

ととなる は、 猶ほ 以て 父母 奉 養の 畳なる が ゆ ゑに なれる ことなれば、 父母の 恩と レ I。 

出生す るより 成長の 後まで 皆 父母の いたす 處 なれば、 平生 この 思 をな して 吾が 身 を 省 

"宓 小し、 みたり に 身體を 私せん 事の あさましく あやまり ならん 事 を 心と せ、； H、 身 を：^ V む 

るの 端た るべき 也。 

ム ヲ 

次に 愼レ 身の 敎 あり。 身 をつつ しむと 云 ふ は、 身 を 省みて 父母の 分身なる こと を 能 

く 知る とき は、 則ち 身 をつつ しむの 道 ありぬべし。 愼， あと 云 ふ は、 外に 衣食 居 日用 


ーチ たしな み をいた して、 身を惡 に不, 入 養生 を不, 失 これ 也。 されば 衣服 を 制する とも.. 

波 佐羅を 好み 風流 を 致さん は、 孝子の 衣服に あらず。 長短の 制裁 理を 不二. P して、 或 

は 時に たがうて 見苦しく、 或は 士の 用に 不， 可， 然を服 せん 事、 孝子の 服に あらず。 寒 

-v- いそう 

55 を 失 ひて 外 邪 を 入れ、 寒 冒 咳嗽の 疾病 をう けん 事、 孝子の 道に あらず。 奇麗 を 好み 

.> つせ い ゼ 

褻晴を 不レ辨 して、 父母の 財 を 費し、 己れ が 分 を 過ぎん こと は 孝子の 心に あらず.。 口 

に 味 を 好んで 美 膳 珍 看を嗜 み、 其の 食 勝 を こえん は 孝子の 食に あらず。 酒 を 好み 味に 

ふけりて 疾病 を 生じ、 みづ からのつ とめ を かかん 事 は 孝子の 心に あらず。 飮食 時を以 

て せず、 飽戰節 を こ え ん こ と は 孝子 の 用 に あら ざ る 也 。 象 宅 分 を こ え て 奢 を き はめ 目 

を傥 ばし め- 人 を あつめて 酒色の 弄 をた し、 可レ出 所に 不, 行、 不, 入 もの を會 する は、 

孝子の 心に あらず。 營 作す るに 時 を不， 以 して 人 を 勞し財 を 費し- 營 作の 地形 不, 宜、 

或は 高き に 過ぎ 或は 卑 きに 過ぎ、 或は 游樂佚 宴の 地 を 好む は、 孝子の 法に あらず。 日 

用 好惡の 事 器物 用具 に 至 る ま で , 志 を 喪 ひ 誠 を うすくし 人の 心 を ま ど は さ しめん 類 は、 

各. - 孝子の 所レ 致に あらず。 是を 以て 身 を 失 ふとき は、 其の 災 父母に 可, 及 こと を 思へ 

ラ る 一  fi 

ば 也 e 是れ等 は 外事に して. 人の子の 輕 んじ忽 にす る 所な りと いへ ども、 身 を 省みて 
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我が身に 非禮の わざ をな からし めんと ならば、 先づ 身の 所， 觸を はかって 其の 事物 を 

正しくい たす こと、 是れ 孝敎の 究理 也。 而 して 內に 言行 をつつ しみ 德を修 し、 才 をた 

. らしむ る こと、 是れ身 を 修めつつ しむの 本 也。 言 を 多くして は妄舌 狂言の 體 たらん 事 

を 謹み、 思 ふに まかせて 首 を輕ん じ、 人の 咎を うけて は 忍ぶべき に不 1 有、 然 らば 百 

yiHtu 年の 命 この 一 言に 亡びん こと は 孝子の 心に 非ず。 非 禮勿レ 言と 云へ る は 聖人の 戒也。 

* つ  ルカ ラス 

行跡 粗忽に して 禮容 をみ だり、 暴慢に して 人の あざけり をう け、 不， 可レ 致の 行 を 行つ 

たちえ ち あなどる 

て、 . 父母に はぢを あた へん こと は 孝子の 道に あらず。 唯 だ內に 天地の 德を つとめて、 

其の 明白 正大な らんこと を 修練し、 知 をき はめ 理を ただして、 才の 物に 及びなん こと 

を 心得ば、 德才 ともに 積累 して- 其の 言行 ここに 道に 可レ叶 也、 これ を愼レ 身と 云 ふ 也。 

ン ヲ  ほしいまま 

我れ 常に 身 を 省みて 身 體髮膚 を すら 私する 事な く、 愼：， 身で 養を詳 にし、 言行 を 放 

にせず 德 才を修 せば、 災 いづかた より 來ら ん や。 如レ此 究理して 義 のために 命 を輕ん 

ンズル  (二) 一一  ハク  ハ  4- ラ テル メ  7 

(二) 中庸 第 ぜん 事 は、 是れ叉 孝子の 本意に して 父母の 所， 安 也。 中庸 曰、 君子 不レ可 ニ以不 C 修レ 身、 

11 十 章 

-i.]  へバ ン 1 ヲ ヲ  カラ テルへ 二  ムルヲ  ムルノ 

思レ修 レ身 不レ可 ニ以不 "事レ 親と い へり。 修レ 身の 本 は 父母に 孝 あるに き はまれり。 修 

レ身之 敎不レ 可レ. ^也。 


つ 一一) 萬 章 上 

C 苜章 


S  一- 

心上篇 第三 十 

t 一章に." 3 づ 


二 四 親 を 慕 ひ 親 を 敬す 

師曰 はく、  (til 子 up 大 I 終身 慕グ 父母； 五十 而慕 者、 予於 n 大舜 一見， 之矣と 出で たり。 

子の 父母に 不孝なる 事 ある こと は、 親 を 慕ふ處 薄き を 以て 也。 天地の 間 其の 至って 重 

く 至って 責きは 富貴 也。 富 四海 をた もち 貴き こと 天子たり といへ ども、 父母に そむき 

父母に さから ふとき は、 君子 是れを とらず。 彼の 凡 情 大欲の 惡人も 父母 を ころして 富 

責を 得ん こと をば、 心に 思 ふと も 口に 不 A 得レ 云、 是れ 天下の 所レ 不レ容 たれば 也。 ^や 

ないがしろに  セラ ス 

し. まらく 人の 道 を しれらん もの は、 天下 を 得る とも 父母 を 如 せんこ， i は不レ 可レ爲 

さ.. -ば 大舜は 親に 比する とき は、 天下 を 以て わらぐつの 田い V どなし 玉 はんと、 孟子 旣に 

論ぜり。 天下に かふべ からざる の 親 を 持ちながら、 平生う とく おろそか にして、 慕 ひ 

愛する ことの 薄き は、 是れ 情欲の 好悪に まどうて 天性の 誠顯 はれ ざれば 也。 子と して 

父母に 孝 あらんの つとめ、 丁问 情欲 を 節して、 身 を か へりみ 考へ て詳に 究理し、 父 

母の 親しき を體認 する において は、 孝敎 はじめて 可レ行 也。 而 して 愛する こと 切なる 

とき は、 親しみ 睦 じきに 流れて 敬 を 失し、 或は 禮容を 失 ひ、 或は 己れ が理を 高ぶり、 
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知 を 比 輿して 父母 をない がしろ にいた し、 唯 だ 外にう や/ \ しくす るまでに して 內こ 

れを あなどる の 類、 世 以て 多し。 父母 を 養 ふに 禮容 不, 足、 あらそ ふに 理非 を 以て 辨 

ぜんこと は、 孝子の 誠と 云 ふべ からざる 也。 

二 1 〈ク  リハ シト ナルハ プ ヨリ ヲ (二) 二 ハク  二 リトハ  ノ  二 11) 二 ハグ 

孟子 曰、 孝子 之 至 莫， 大ニ乎 尊；， 親。 易 曰、 家人 有 二 嚴君， 焉、 父母 之 謂 也。 孝經 曰、 

孝 莫レ大 二 於 嚴-レ 父と いへ り。 凡そ 父母 を 養 ふことの 道 を しら ざれば、 親しみむ つん 

でつ ひに 恭敬 を 失 ふべ ければ、 父 を あなどる に 至る こと 世の ことわざ 也。 父母 を あな 

PS) に 程嚯 どり 敬恭を 失する とき は、 我が身 をつつ しむ こと 必ず 可レ 怠。 程 子 曰、 身 者資ニ 父母 之 

ffJK り H3  / ら  ヲ テルル  々モノ ハノヲ  チクス ノヲ  ス， <  ノヲ へ キク ス ノ ヲ  ル fc- ハサ 

血氣， 以 生者 也、 盡ニ 其 道 1( 者) 則 能 敬 二 其 身； 敬 二 其 身， 者 則 能 敬 二 其 父母， 矣、 不 こ 

其 道 一 g 不 k 二 其 身； 不 レ敬 i ぎ 1 爾不， 敬 二 父 仏； 其斯之 謂歟と 云へ り。 人 常に 田-ふ， 

崇敬し たっとみ あがむべき は富贵 權 威の 人 也と。 故に 主君と いへ ども、 其の 分限 靠か 

らん をば 是れを 蔑 如す。 況ゃ 父母 は 親愛の みに して、 富貴 權 威の ある 所に あらざる を 

おろそか 

以て、 ややもすれば これ を 疎に す。 この ゆ ゑに 分限 {且 しく 富 贲權威 あるの 父母に は • 

孝子 必ず 多き もの 也。 是れ 各." 父母 をみ るに 他人 を 以てする が ゆ ゑ 也。 世の 貴ぶ 處は 

德 と^と 齒と にして、 天地 我れ を 以て 此の 父母 を そな へしむ、 離れん とすと も 離る ベ 


からず、 遁 れんと すと. も不, 可， 遁、 自然に 我がた めに 父母 あり。 是れ 天地の 命ずる ゆ 

ゑんに して、 人々 私に 求むべからず。 則ち 父母の 德 あり、 父母の 位 あり、 父母の 齒ぁ 

り、 我れ たと ひ德聖 入に 至る とも、 父母に 爵齒の 二つ あり。 我れ たと ひ贵 きこと 天子 

たり、 富 四海 を 保つ と 云 ふと も、 天子 も 父を臣 とする こと を 不：， 得、 父母に 對 すると 

き は、 天下 を 以て これ を わらぐつと 致す のた めし あり。 ここ を 以て 案ずる に、 父母 を 

こえて 尊敬す ベ き 人 あらざる 事 明白たり C 然れば 父母 を 愛し 敬す る こと 深き とき は • 

子の つとめ 自ら 正しくして 不義の 罪に 不， 可レ 吾が 身 を 輕んじ 行 を ゆるがせに 致し 

身 を災に 入れなん 事 は、 父母 を 愛敬す るの ゆるがせなる によれる 也。 されば 父母 を 平 

生 思念す る こと 切なれば、 事物 應 接の 間 聊 も 父母 を不 レ可レ 忘、 不レ 忘と き は 不レ覺 害に 

ヒヲ スルヲ  (五)  ハク フル ノ-ー  ハ 

入るべき の 由な し。 是 れ慕レ 親敬レ 親の 孝敎 たる ゆ ゑん 也。 許魯齋 曰、 事 レ親大 節目、 

是養, I 養：， 志 致 A 愛致レ 敬、 四 事 中 致， I 愛. 敬- 尤急 也、 所 n 以孝ー 只 是愛レ 親 敬， 親兩事 耳、 

ィ マス At ハ  クバ タル  ンデ  ヲノ  二 力 ラン 力 タダ  ノ  ヲシ ククス  ニテ 

父母 在 不二 遠 遊； 爲， 子 者恃， I 血氣 1 何 所 不 レ往、 但 父母 思念 之心宜 II 深體ー f^T 以 こ 父 

母 之 心 ー爲. -心 とい へり。 父母 を 慕 ひて 敬す る は孝敎 のよ る 所 也。 
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■  二 五 至孝 を 論ず 

師 嘗て 曰 はく、 子の 父母に 孝行 をと げん 事 は、 天子より 庶 人に 至る まで 差^ あるべ 

から ざれ ども、 其の 人の 位に 從 ひて 孝の 事業に たが ひ あるべし。 故に 古 來旣に 天子の 

孝、 諸侯 大 夫の 孝、 士庶 人の 孝 を わかてり。 而 して 其の 孝 敎を云 はば、 父母の 志 を 安 

んじ、 我が 志に 孝 を 思 ひ 念じ、 其の 事， 親 養-親に 道 を 正し 理を 究め、 己れ が 身 を修む 

るに 不, i。 古人 所 レ論大 孝と 云 ひ 達 孝と 云 ふ は、 其のき はまれる 所 可 A 考也。 凡そ 目 

のまへ にて 奔走し 其の 勞をか へりみ ざらん つとめ は、 力 を 以てする が やゑに 至って 輕 

くして 易,. II、 始終 を 了簡いた し、 身 を を さめ 父母 を 善に いれ、 人の ため 家の ために 

{且 しからん こと をつ とめん は、 孝の 至れる にして、 敎 のき はまれる に 非ず して は難レ 成。 

m  §  (t 子 up  fill レニ マ 大 I 尊 ヒレ 親"、 あ 次弗レ 辱， あ 下 能 養。 又 日、 小 孝用レ 力、 中 孝 用 レ勞、 

鬆 篇 に出づ  、 ト u;\. ？,'  i-r マ レレ、 n- ン フフ トヲ  ビ？ ン ズルハ 一一 シ フフ トヌ  ク, 

§ 同上 大#不，％ 思ぎ 愛一 も レ勞、 可， 謂 レ用レ カ矣、 尊 t 安 JT 可， 謂， 用 X 勞矣、 博 施 

1 レバ 物、 可レ 謂, 不 A 匱矣と 出で たり。 こ こ に 父母 疾病に 侵さる る こと あるに、 自らい 

だき かかへ 手足 を さすり 安んじて 其の 勞を 不レ 顧、 S ら これ を つとむる の 孝 あり。 醫 

を 尋ね 養生の 術 を はかり、 飲食 衣服の 宜しき を考 へしめ、 看病の 次第 を詳 にし、 病體 


を明辨 する の 孝 あり。 是の 二つ を 校 量 するとき は， 其の 大小の 孝^な りと いへ ども、 

つ ふさ  よろしき 

我れ に 兄弟の 差別 あり、 分に 近侍の 衆寡 あれば、 其の 時 を 具にして 其の 宜 にかた ふ 

こと、 是れ 孝の 敎と云 ふべき 也。 されば 天子 諸侯の 貴く 豐 ならん 人 は、 父母 を 養 ふこ 

と を ゆるやかに すれば、 自ら 勞せ ざれ ども、 侍臣 侍女お ほくして 其の 父母の 心に 叶 ふ 

がごと くす。 ここにお いて は 父母の 志 を はかり、 其の 安否 を詳 にして、 醫療の 術 を 得 

せし むる を 以て、 其の あたれる 所と すべし。 慕 愛 切ならん に は、 平生 近く 伺 ひて 飮 食 

起居 を詳 にし、 いささか も 是れを おろそかなら しむべからず。 しひて 父母 をいだ きか 

かへんと いたし、 自ら 手足 を さ 十り かかんと せば、 父母 却つ て氣づ かひの ありぬ ベ し. 

諸.^ の 養 こと/、、  \ く 以て 然り。 士庶 人に 至りて は、 勞 十る こと も 養 ふこと も备 自ら- 

い  たさ ざれば 不，  叶、  是れ 其の あたれる 處 たれば 也。 平生の 所レ愼 如， 此。 

.h- に 至孝と 云 ふ は、 子の いたす 所の 孝 至極す るの ゆ ゑ 也、 是 れを大 孝と 一 K ふなり 9 

いかなる をか大 孝と 云 ふべき たれば、 孝の 始終 を 全くす る 也。 孝の 始終 を 全く 十と 云 

ふ は、 上天の 時 を 得、 下地に えられ、 中天 下の 萬 人に 得られて、 父母 を 以て 天地に 配 

せしめ、 子孫 永く 祭祀の 善 をつ くし 美 をつ くすべき 是れ 也。 我れ ここに 天德を 成就 レ 
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て、 位つ ひに 天子に 至り 富 四海 を 保ち、 萬 邦 ことん- \ くお 服し、 父母 を 尊んで 贈官辨 

位し、 壽命 長久に 子孫 さか ゆる、 これ 位 祿名壽 ともに 全くして 孝の 始終 を顯 はすなる 

が ゆ ゑに、 大 孝の 至極と 云 ふべき 也。 孔子 曰、 舜其大 孝 也與、 德爲ニ 聖人 一 尊 爲ニ天 

ハクで チ  ノ ヲ  ゥ ケレヲ  ッレヲ 二  八ズ  ノヲ  ズ  ノ  7  ズ  ノ 

子； 富有 二 四海 之內； 宗廟 饗， 之、 子孫 保， 之、 故 大德必 得 二 其 位； 必得二 其祿； 必得ニ 其 

ヲ  ズ トノヲ (二) ハク  ハ レ  ナル カナ  レ ハクギ  7 ク プル  ヌ 

名； 必得ニ 其壽？ 又 曰、 武王周 公 其 達孝矣 乎、 夫 孝 者善繼 二人 之 志； 善述， I 人 之 事 1 者 也、 

春 H 二ぁ祖 齢； lit せ ~宗 器 一 設ニ あ 裳 衣 一 夢 其 時 食" 踐ニ其 位； 行 二 其禮ー ぎ 其樂ー 

シ ノヲ ブ  シ ノヲ シム フル r  ニク フル ガニ  フル r  ニシ フル ガニ  リト (三) 二  〈ク 

敬 一一 其 所， 尊、 愛， 一 其 所，， 親、 事 ， 死 如レ事 ， 生、 事 ， 亡 如レ事 レ存、 孝 之 至 也。 孝經 曰、 . 

孝 莫レ大 ，1 於嚴 1, ョ 父、 莫， 大 n 於 配 U 天、 則 周 公 其 人 也、 昔 者 周公郊 n 祀尸" 稷 1 以配 A 天 

宗 n 祀文王 於 明 堂 ー以. 配 二 上帝； 是以 四海 之內、 各 以二其 職ー來 助， 祭、 夫 聖人 之德、 又 何 

ル加ニ 於 孝 1 乎 云々。 すべて 至孝と 云へ らん は、 孝の 始終 を とげて 身 を さまり 位 fi 時 を- 

得、 父母 を 以て 天地に 配す るに あるべ き 也。 

二 六 不孝 を 論ず 

師曰 はく、 孔子 曰、 五 刑 之 纏 三千、 而罪莫 レ大ニ 於 不孝 一とい へ り。 子と して 犬 倫の： 


相 定まれる 父母に 不孝た らんに は、 他人への 義 其の 誡何を 以て 可， 盡ゃ。 天地す でに 

相定む る に 父子の 位 を 以てす。 し か. る に 父母に 不孝 を とげ たん 事 は 天地に そむ く に 同 

じ、 罪 これより 大 たる 事 あるべからざる たり。 凡そ 不孝の 事， 身 を を さめず 法 をつ と 

めず して、 君子の 道 を しらず、 故に 父母に つか ふるに 道 を 以てせず、 養 ふと 云へ ども. 

其の 義 によらず して、 唯 だ ロ體の 養の み を 以て 十る こと は、 是れ 道義に よらざる の不 

ノ まま 

孝 也。 父母の 命に したが はず、 己れ が 私 を 放 にして、 理非 を 立て、 父母 を 誹謗し 

口 體の養 を も不レ 成、 是れ 人倫の 常に あらず、 不孝の 儀 云 ふに たらず。 次に 飮食 色欲 

を ほしいまま にして 身 を 損じ、 行跡 を 放埒に して 鬪諍 をた して 身 を 失 ひ、 或は 不義に 

與し 或は 盗賊に 陷 りて 身 を 罪せられば、 父母 をはづ かしめ 先祖の 嘉名を 失す、 是れ不 

孝の 大 たる 也。 

(七) ノ  <ク  ルハ ォゴソ 力. r フ ル -ー  へテ 一一 ルハ チラ ル - - ： .:1V 、、テ • --. 、 ルハ し-：、 ，： 二  1、  3J 

(さ ほ 記 祭 會子 曰、 居所 不 ，莊 非レ孝 也、 事レ君 不レ忠 非レ孝 也、 ^  官不レ 敬 非 レ孝也 朋 

I 一 B 。頁 おお ％非\ き、 ifc; ぼ 1 也、 五ッぎ r 及ブ -I;  J や ま 

*fis に 曰、 世 I 所 ノ謂不 ち. 者 五、.. ま I あ 四 I； 不 k 二 父母 之 養； 「不孝 也、 博 突 好 二 飮酒ー 

不レ in 父母 之 養； 一一 不孝 也、 あ， 1 貨財 1 私 二 妻子； 不， 顧 二 父母 之 養； 三 不孝 也、 從ニ 
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n)  ^ 孝行 耳 目 之 2! 爲，， I 父母 之戮； 四 不孝 也、 好 レ勇鬪 很以危 二 父母； 五 不孝 也。 孝經 曰、 

り 軋 t き \ 05 不， if  7  ^ノ I,: 不. キ あ 不. i、  Dih 而 ® 則 亡、 ^レ 下而亂 则 

(二) 牛 J  %ル あ K 而まバ き 丘  1 一一 1i<?14i、 レ 眼 一一： 日 二 用 一一 三 牲ノ之 養 ー猶爲 一一 不孝 一也と い へ 、り。 すべ 

て 子の 身 を 修めず 德を たださざる は、 孝子と 云 ふべ からざる 也。 身 を 失 ひ 父 fl: にはち 

を あたへ なんこと は 不孝の いたり なれば、 學者 これに 陷る こと まれ 也。 學 聖人 をう か 

が はず、 德 IK 地に ひとしき こと を不レ 知の 輩 は ややもすれば 知 をた かぶり、 行 をた が 

へて、 人 を 蔑 如し、 理を 甘んじ、 虛 遠に はせ て、 日用の 事レ 親養レ 親の まこと をつ とめ 

.  ず、 人 をな みする は鬪 諍の よる 處、 親 を 養 ふことの かけ、 事 ふることの かくる 也。 是 

れ親 の 喜ぶ 處に あ らず、 何 を 以て か 父母の 志に したが ひ 父母の 心 を 安ん ずるに 至る ベ 

き や。 學 者の 不孝 是れ に不レ 過、 尤も 可レ戒 也。 

し. - つ  ルーフ 

師 嘗て 曰 はく、 人の 不孝に 陷る こと は、 父母 を 親しみ 睦む處 の 誠不レ 足を^て つ 

ひに 父母 をう とみ 隔心 出来せし むる に 至る 也。 其の 本 を 推す とき は、 子に 誠 あらず、 

子た るの 道 を i4 ー究 11 より 起り て、 情欲 を 節せざる にあるべき 也。 先づ 安佚 を 好んで 

飮食 酒色の 慕 ふ處深 重なれば、 父母 を 慕 ふの 心 自然に 薄し。 人の 心 二つ あらず、 一方 


に 落 在 すれば 一方 必ず 虚 たれば、 是れ四 支の 安佚 を 好んで 朝夕の 勤 をな さず、 情欲の 

お ぼる る を不, 制して、 游樂を 事と する は、 不孝の 出 づるゅ ゑんな り。 次に 財. 寶 分限 

の あてが ひ 所 分に 因って、 父子の 情た がふ こと あり、 尤も 不孝の 源 也。 次に 諸事に 理 

非 を 立て、 子と して 父 を 非に おとして これ を 誹謗り、 父の 命 を不レ 用、 是れ 父子の 情 

へだたる 處也。 次に 己れ が理を 高ぶり 知を慢 じて、 父母 を 直下に 見く だし- 慢心 を以 

S 

て 是れを さみす、 是れ 父子の 情大に そむく ゆ ゑん 也。 すべて 人の子と して 子た るの 道 

を詳に 不二 格 物 一のと き は、 各. 》 情欲に まかせて 我れ を 立つ る を 以て、 つ ひに 不孝に 至 

るべ し。 情欲 ここに 節 を 得ば、 不孝 出づ べき 處 あらざる 也. - 唯だ學 にくら く理の 正し 

き 處を不 1 知して、 自分の 見に まかす る を 以て、 たま/ \ つとめ 得る とい へ ども 、各- 

其の 一端の みに して、 誠の 孝を不 レ可レ 知が ゆ ゑ、 お ほく は 不孝に 陷る のみ 也。 父子 は 

5  ；ー  * れ つ *.) 

天性た る を 以て- 學ば ずしら ざるの 輩と 云へ ども、 人に よって 天然 孝行の 質 も ある 

ものな り。 され ども 道 をつ くす 處 あらざる が ゆ ゑに、 不, 覺 して 不孝に たる こと 世以 

て 多し。 學者 如レ此 の處 において (心 を つ くす ベ し) ひ 
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養，， 父母 一 

•  二 七 養の 道 を 論ず 

に H 師曰 はく、 曾 子 曰、 衆 之本敎 曰， 孝、 其 行 曰， 養と いへ り。 案ずる に、 子の 父母 を 養 

ふ 事- 其の 身い まだ 父母の 家に 養 はれて 有, 之の 時 は、 朝夕の つかへ を宗 とし、 衣食 

居の 養を詳 にかへ りみ るに ありぬべし。 父母 老衰し 仕 を かへ して 父の 祿を 綱ぎ、 又は 

子孫 別に 祿 食あって 父母 を 己れ が 家に 養 ふこと をな す、 是れ 父母 を 養 ふを宗 として、 

父母に つか ふるの 道 をた だすに あり。 父母 を 我が家に 養 ふ は 子の 願 ふ處、 孝行の 本意 

不レ 過レ之 なれば、 養の 道盡さ ずん ば あるべからざる 也。 凡そ 養の 道、 能く 知 二 父母 之 

士心 1 にあり とい へ り。 父母の 志を詳 に不, 知と き は、 父母の 志 を 安ん ずる こと を不, 得 

也。 父母の 志に 不レ 叶處 あらば、 たと へ 養の 禮美 をつ くす と 云へ ども、 父母 是れ を以 

て 孝行と せず、 其の 志 安ん ずべ からざる 也。 ここ を 以て 父母の 志 を 知る を 以て 要と す。 

次に 以レ 道と 云へ る こと あり。 云 ふ 心 は、 子の つくす 處 道に あたれる を 以てすれば、 

父母つ ひに 安んじ 危き事 あるべからず、 道 を 以ていた さ ざれば、 養の 禮 つくせり とす 


ベから ざる 也。 道と 云 ふ は、 父母の 心 かたお ち ひがみて、 唯だ當 座の 快 意 を 欲する と 

云へ ども、 子 これに 隨 順す るが 如くに して、 自然に 道義の 養に いれし むる こと 也。 但 

し 人の ため 世の ため 害 あら ざらん 事 は、 時に 從ひ處 に 因って 父母の 志に まかす ベ し。 

事々 を詳に 糾明す るに 以レ 道ば、 父子 責レ 善の 故 なれば、 却って 父子の 親 を 失 ふに も 至 

りぬべき 也。 而 して 我が 養の 事、 分 を かへ りみ て、 分より は 父母の 養に 美 をつ くさん 

は 子の 志 也。 然り とて 分 を こえた る 馳走 は當 分の ことにて つ ひの やしな ひに あらず、 

子 ここに 財 を 費して 困究に 及びなん 事 は、 父母の 志 を 安ん ぜ しむる の 道に あらず。 且 

つ 叉 無益の 奔走 を專ら とし、 父母の このみ 也 志 也と 云 ひて 無レ道 わざ を 致さん こと は 

これ 養 ふに 不レ 以レ 道せ。 道たら ぬ こと を以 て 人 を 悅ば しめん こと は、 すべて 君子の 道 

にあらず、 や 父母 を ひいて 惡 事に おとし 入れなん こと は、 子の 志と 云 ふべ からざる 

テス ルヲ  テス ヲ 

也。 是れ 等の こと 备.' 以 レ 道の ゆ ゑ 也。 次に 以レ 誠と 云 へ り。 云 ふ 心 IT 父子の 親 を 

本と して 考へ はかる とき は、 一事 一物と もに 父母の 事物に おいて は、 子た る もの 自ら 

かへ りみ て 其の 事 を詳に 糾明せ しむべき こと 也。 奉 行 を 付け目 付 を 置 き て 諸 人 を た だ 

すと 云へ ども， 人 皆 他人に して、 我が 命 をお それて 我が 父母 を^す る 斗り なれば、 心 
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より 出で たる 親しみ あるべからざる 也。 この 處を 勘辨 して、 子 自ら かへ りみ て 其の 事 

物 を 父母の 志に かな ひ、 己れ が 道に 相 かな はん 處を しる、 是れ 父子の 親より 起る 誠 

也。 奉行 • 目 付 をつ くべき 我れ に ゆゆしき 祿 あら ざらん ものの 父母 を 養 ふ は、 猶 ほ以 

て 可レ然 也。 自ら かへ りみ るの 間 叉 誠 を 以てせず して は、 只 だ 名のみ にして 實 なし、 

子 自ら 省みる は是れ 父母の 志 を 知りて 其の 行に 相卟 はし めんこと をお もへ ば 也。 自ら 

省みて 此の 用 あら ざらん は、 是れ 自省の 理 にあらざる 也。 人の子 父母 を もてる の 間 は、 

父母の 外につ とむべき 事 あらざる 也。 父母 を 養 ふに 誠 を 以てせ ざれば、 世上 を 以て 本 

として 父母 を おろそか にす。 世上 を 以て 本と する は、 是れ 利に よって 行 ふが ゆ ゑな り、 

子の 恥づ る處 にあらず や。 

次に 養の 法、 四 支 口 體を養 ふ あり、 其の 志 を 養 ふ あり。 四 支 口 體を養 ふと 云 ふ は、 

子み づ から 父母の 勞 にか はり、 自ら 諸.^ の 事 をな して 父母の 四 支 を 安ん ず、 尤も 家宅 

を 快くし、 樹木 草花 をう ゑ、 前栽 やり 水 をな して、 父母の 四 支の 安佚 をな し 其の 養 を 

全くす、 是れ四 支の 養 也。 ロ體の 養と 云 ふ は、 飲食 を 心に かな はしめ、 衣服 を こころ 

よくして 塞潘を 時な ひ、 其の 養 を 節 あらしむ る は 口 體の養 也。 父母の 形 を 安んじ 養 ふ 


の わざ は、 四 支 口 體を養 ふ を 以てすべし。 其の 志 を 養 ふと 云 ふ は.' 父母の 志 を 察して、 

其の 士 心の こ ころよ からん ごとくす る こと 也。 子 己れ が 身の つ つし みより これ を 糾明し 

て、 言行 をた だし 養生 を 利し、 而 して 父母 如， 此 ありた きとの 志 を考へ て、 志の かな 

ふごと くなら しむる、 是れ 父母の 志 を 養って 其の 心 を 安ん ぜ しむる の ゆ ゑん 也。 曾 子 

(二)  (三)  フ  ヲ  フヲ  (En 

の 曾 暂を養 ひ、 曾 元の 曾 子 を 養 ふに、 養 ニロ體 一と 養， 志と、 其の 差別 ありし 孟子の 論、 

可 一一 併 案 一也。 子と して 誠 を 以てし 道 を 以てせば、 父子の 親 ここにお いて 其の 養 全 かる 

べし。 

二八 口 體を養 ふを詳 にす 

フヲ  テフ ヲ  ヲ スト  〈テ  ハフ ヲ-ー 

師曰 はく、 養 一一 父母 1 の 用、 以レ養 二 口 體四支 ー爲， 先、 ロ體の 養、 以， I 衣食 居 用具 稱， 心 

爲レ足 C しかれ ども 其の 養 不レ詳 とき は 養 ふに 誠 を 以てせ ざるが ゆ ゑに、 事 はたれ るが 

如くに して 其の 志に は 安ん ぜ ざる 處 あるべ ければ、 口 體を養 ふの 間不レ ifi ば、 究理た 

がふ 事 あるべき 也。 衣 は 寒暑 を 時た ふ を 本と して、 父母の 年 老衰の 多少 を 計りて、 其 

の相應 を 以て 心に かたはし む るに あるべし。 人 老 衰 する に從 ひて 外 を 飾る 心 あ ら ず 、 
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故に 衣服 汚染 を不レ 嫌、 あか づき そこねた らん を も 服用して 安ん ずるに 至る こと、 世 

以て 常と す。 ことに 仕 を かへ し隱居 放言の 身なる と 云 ふ を 以て、 交際の あるに あら ざ 

れ ばと、 衣服 をお 疎 にす る こと 多し。 人の 年齢 已に衰 へ て は 內の精 氣不レ 全 を 以て、 

天祖の 気，，」 惑 冒せら るる 事 多く、 次第に 陰に 屬す るが ゆ ゑに、 氣の 運行 薄く して 寒冷 

おかす  レ t- 

にいた む もの 也。 故に 五十より 已後は 緒 布の や はら かに あたたか ならん 物 を不レ 衣ば" 

外 邪 必ず 虚に乘 ず。 ここ を 以て 新ら しき 紹布を 用 ひて 其の 體を あたたか ならしめ、 內 

の元氣 をた すけつ よから しむる にあ りぬべし。 づき 汚れた る 衣 は濕を 含む が ゆ ゑ 

に、 老人の 著すべき にあらず。 そこね やぶれた らん は、 其の 補 あら ざれば 其の ひまよ 

り 風 寒 侵し やすし、 紹帛 汚染して 久しき とき は 重く して 身を勞 す。 如い 此ひ處 を 細密 

に 心 をつ けて、 父母の 體 にかな ひ 疾病に 感冒な からしめ、 其の 體を 安ん ぜ しむる にあ 

りぬべき 也。 染色 こしら へに 至る まで、 老人の 衣服 其の 相應を 以て 氣を養 ふ を 本と す 

ベ き 也。 

次に 飮 食の 養 は飽饑 をと きな ふに ありぬべし。 人の 年齢 盛衰に よって、 味の 好惡た 

がふ もの 也。 若き ときの 好物、 老いて 不レ 好た ぐ ひ 多し。 且つ 叉 齒の强 弱を考 へ、 脾 


(一) 湯引， 

Ss ちゆで る _ 


(二) 密集す 

る こと。 本來 

ほ 「しぐ らふ」 

にて 自動 ra 段 


胃の つもり をいた し、 時節の 寒籍 をつ もり， 土地の 水草 を しらべて、 其の あたるべき 

物 あたる 不レ可 もの を 知りて、 各 自ら 嘗め 自ら こころみ、 醫に 尋ね 侍 妾に はかって， 

其の 志に かな はしめ て 口 體を養 ふに ありぬ ベ し。 人 老いて は 飮食を 以て 內の 精氣 をた 

すくる こと- 古の 法たり。 不, 肉ば 不, 飽 といへ る はこの 心に や。 味に 五味 あり、 物に 

菜 根 魚 鳥貝 獸 あり、 制に 堅き あり、 もろき あり、 や はら かなる あり、 こ はき あり、 或 

は 冷し 或は あつ ものにする あり、 或は 生なら しめ 或は ゆびかし むる あり。 是れ 各.' 其 

の脾 胃の 時に したがって 宜し かりたん こと を 思 ひて、 其の 制 を 品々 たらしむ る 事、 飮 

食の 法 也。 子と して 味に うとき は、 父母 を 養 ふに 詳 たるに あらざる 也。 

次 に 家 宅 の か まへ 尤も 氣を養 ふに 足れり。 さ れ ば 老 人 は 寒冷 を 厭 ひ 風 濕 を 去 ら し む 

る を 以て 用と 十.。 而 して 行 步に便 あらしめ て 高下 曲折な く、 間 ごと を つづ まやか に い 

たして、 其の 氣を發 する こと 薄から しむべき 也。 故に 屛風 障子 を 以て？ i を 去り 風 をい 

(白， -  0  二 

とふ。 昇 風 障子の 繪樣 しらけて 幽微なる こと あるべからず、 專 らし ぐらみ て はたや か 

に、 四季 は 春 夏の 花 ざ かり、 木の葉の あ をみ わたりた らん 形 を 可：， 用。 前栽 やり 水 を 

こしら へ、 四 支の 運び をな さしめ、 其の 骨 節 を 便り あらし めんに も、 眺望 遠景 を專ら 
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めん げん 

とせず。 是れ 眼力の あしき をな げかし めず、 其の 氣を唭 眩せ しめ ざらん とのこと 也。 

ねぶりめ- H ひ 

ううる 草木 も あへ なく 散り 落ち 紅葉が ちなる を不， 用、 花 も ゆたかに 染め出し、 薬 も 

とこし なへ に綠 のさ かえん を 可レ用 也。 老衰 するとき は 物に 感じて 氣を 減ずる こと 多 

きもの 也。 如 レ此に 詳に心 を 付けば、 父母の 居所し ばらく 氣を養 ふに たりぬべし。 朝 

夕 用 ひ 玉 はん 具、 各. '右の 心得 あるべき 也。 すべ て 人の 子た らん もの 常に 我が 心 を 

以て 父母の 志 を體. 1 して， これ を はかる に 誠 を 以てする こと あらば、 養 ふに 共の 道 あ 

りと 可：， 謂 也。 只 だ 己れ が 好惡を 以て 父母に あてて 事 をな すが ゆ ゑに、 見事に なりと 

との ほれる 事物と いへ ども、 父母の 心に 相 かなへ る ことなし。 況ゃ 養の 用 を詳に 不一 f 

究理, して * なり 次第にいた すの 心 あらんに は、 何 を 以て 養の 道を盡 せりと 可レ致 や。 

たと へば 養 ふに 以レ 道と おも はんも、 亦 其の 品々 を究 むる 事 薄く して、 其の 養の 法 を 

不レ詳 ば、 本あって 末たら ず、 孝養の 全きと は 云 ふべ からざる 也。 學は 究理に とどま 

れ ると は如レ 此の こと 也。 

,:iti」  I   ——1：  i  ；   」r, 


二 九 朝夕の 勤 を 論ず 

(一) 二 ハク ゾ タル ノノ  〈ニグ ヘス ズシ ケシク レニ  .Z テ アン タニ ミル 

0  師曰 はく、 曲禮 曰、 凡爲 二人 子 一之 禮、 冬 溫而夏 昏 定而晨 省と 出で たり。 案 

篇， -出づ . ずるに、 子と して 孝 を 行 ふに は、 父母 を 愛し 慕 ふの 志 須臾 も間斷 あるべからざる を以 

て、 四時の 寒 熟に 付き 朝夕のう つり か はるに 因りて、 ともに 父母 を 慕 ふの 志な くんば 

あるべからず。 故に 今日の 內、 朝に 行きて 昨夜の 安否 を 尋ね、 夕に 行きて 今日の 機嫌 

を考 へ、 夜中の 心 易く いね 玉 はんこと を 計ら ひ 申 付く る、 是れ 一 日の 勤 也。 而 して 四 

時に 因りて 暖溫冷 寒の 變を考 へ、 其の 宜しくして 父母の 四體を 安佚なら しめん こと を 

欲す。 中に も 冬と 夏と は 陰陽の 極まる 時節、 寒：：：^ の甚 しくして、 老衰の 身に あたる ベ 

きの 時 なれば、 其のす ずしく あたたかな らんこと をな して、 父母 を 安ん ぜ しむべき 也。 

しかれば 食物 衣服 居 宅の 品々 まで、 子の 志のと どか ざらん 處の あるに おいて は、 其の 

ル  キム  おも 

養 ひ 時 を不レ 得に 至りぬ ベければ、 尤も 可， 愼儀 也。 是れ 父母 を 愛し 念 ふの 情より 不 

ムル ぼか  じつ 

レ 起して- 唯 だ 子た るの つとめな りとの み 思 はば、 其の 所レ 勤に 形 計りに して、 實 のか 

くる 處 あるべし。 形 斗り なるとき は、 其のつ とめ 正しと 云へ ども、 父母 これに 感ずる 

こと あるべからざる なり。 但し 父母の 感を 求めん と 云 ふに は あらず、 我れ に 實を盡 す 
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の 極り なんこと を 思 ふ 也。 心に 愛 念 ふかしと 云へ ると も、 外 此のつ とめ あら ざらん は 

又 孝子の 行に あらず。 內に 愛慕の 情深く 外に 朝夕の つとめ 不, 怠と き は、 內外 ともに 

足りて 父母 ここに 安ん ずべき 也。 子 若しくは 遠き に 行きて 朝夕の つとめ を かき、 君邊 

に 伺候して 其のつ とめ 難レ 叶の 輩 は、 外に 此のつ とめ を かく こと あると 云へ ども、 子 

の 孝 を かける と 云 ふべき に 非ず、 不レ 得レ已 ばな り。 つとむべ きの 暇 ある 身と して、 世 

上に 遊樂し 不レ入 方に 往来して 朝夕の つとめ を かきなん こ と は、 是 れ佚樂 利欲に 奪 は 

れて 愛慕 之 情 をな みし 孝道 を 失 ふが ゆ ゑ 也。 われに 愛 念 さかんにして、 父母 を 慕 ふ 

ことの 切ならん に は、 い かんして 朝夕の つとめ を 所レ闕 可レ有 や。 未 二 之 田ゲ 也、 夫 何 

遠 之 有と、 夫子の の 玉へ る はこの 心なるべし。 


三 0 容 貌 

(二)  二 ハク  ル  ハズリ  ル  ハズリ  ル 

(二)  0S 師曰 はく、 禮記 曰、 孝子 之 有 一一 深 愛一 者必有 一一 和氣； 有 一一 和 氣ー者 必有ニ 偸 色 一 有 二 偸 色 一 

者必有 二婉容 一と 云へ り。 凡そ 子の 朝夕 は 父母に 相 まみえ つか ふる 事、 己れ が 容貌 を か 

へりみ 視聽の 形 をた だして、 聊も 父母の 心に たが はず、 父母 をい からしめ ざる を 以て 


本と す。 然れ ば- s: に 愛し 慕 ふの 情 ふかきが ゆ ゑに、 父母の 悅び たのしみ 玉 はんこと を 

s ふ を 以て、 我が 心 本より 和らぎて にこやかたり。 內 柔和 隨 順の 思 ひ ある なれば、 額 

色に 其の 氣 あら はれて、 自ら よろこばしき 色の 出で、 進退 動靜の ふるま ひ 其の 容貌、 

父母の 氣を さはが しめ、 其の 心 を 動かしむ る こと あるべからざる 也。 外に 怒れる 形 を 

以て 父母に まみえ、 憂 ある 形して 父母の 處に 至りなん 事 は、 是れ 父母の 心 をいた まし 

こと やう 

むる 也。 異様の 衣服 を 著し 鬪 諍の 形 を專ら として 父母に まみえば、 是れ 父母の 心を氣 

いかり- 1^ らそひ 

遣せ しめて： 安ん ぜ しむる の ゆ ゑに あらず、 諸. 'の 事 皆 如 レ此。 たと へば 容貌 を嚴重 

にし 正しから しむる は 君子の 道たり といへ ども、 父母 を 敬す る こと 厚き に 過ぎ、 己れ 

が容 をし きりに 正しくす る は、 是れ 父母 を あざ，， ける に似て、 却って 父母の 隔心 を出來 

せしめ、 親愛 を 失 ふに 至りぬべし、 孝子の 至善と 云 ふべ からざる 也。 和 氣偸色 婉容は 

愛 心 あら ざれば 其の 形 外に あら はれざる もの 也。 すべ て 形 は 心 を うつせる ものにして- 

形に はなれた る 心なく、 心 をう つさざる 形な き 者 也。 能く 父母の 志 を 察して 己れ が 形 

を 和 順なら しめ、 父母の 氣をゃ はらげ て 自然に 道の 道たら ん處 にい ざな ひ 入れなん 事- 

(一 11) 1 一 〈ク  ハル  二 フル 二 

(三) ii 是れ 孝子の まことと 云 ふべき 也。 緩 記 曰、 嚴 威儼恪 非， 所二以 事-親 也と 出せり。 父母 
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に隨 順せ ずして 己れ を 立てん こと は、 道の 至れる にあらざる なれば、 如：， 此云 へ るに や。 

三 一 言 語 

師曰 はく、 孝子の 父母に 答 ふる は、 各. -臣の 君に 事 ふるの 言 を 以てすべし、 その 間 

f 1 〕  シス ル r 

唯 だ 親愛 を 先んずべき 也。 故に 父 命じて 召す とき は 無レ諾 と 云へ り。 ^すると 云 ふ は. 

平生 朋友 心 易き 交りに 其のう けこた へ を 致す 言^ 氣 のこと 也。 すべて 父母の 前にお い 

ハ  ハ  ハ  カラル 

て 怒れる 言 を不， 云、 憂 を不レ 云、 死 喪の こと を不 レー fr 老衰の こと を不， 可， 語、 是れ 

言語の 愼み 也。 己れ が理を 立て、 父母の 前にて 下人 をし かる こと は 禮を失 ふ 也。 親愛 

切なら ば、 何ぞ この 言 を 父母に きかしめ て、 父母の 心 をいた まし めん や。 親 在 叱咤 之 

聲未 11 嘗至ニ 於 犬馬 一とい へり。 老衰 死 喪 は 世の ことわざ なれば、 父母 これ をき いて 何 

ぞいた まん やと 云 ひて、 思 ふごと くに 語らん は、 是れ 父母 を 敬す るの 心 あらざる を以 

て 也。 曲禮 曰- 恆 言不， 稱， 老 といへ り。 父母 巳に 老衰して つねに これ を うれへ 玉 はん 

に、 子何ぞ 心なく 老衰の みぐるしく あさましき 事. 人間 世の 電光石火の 如くな らんこ 

と を 云へ らん は、 子の まことに あらず。 たと へば 言に も 道 ある こと を かたり、 正しき 


こと を 云 はん は、 君子の 法 也と いへ ども、 父母の 前にお いて は 其の 志を詳 にして、 其 

の 時 を考へ 其の 所 をつ もりて、 言 を 和らぐべし、 己れ が理を 高ぶって 父母の 氣 にたが 

ひさから ふべ からざる 也。 己れ が理を 立て 父母の 言 を 不レ令 レ出は 子の 誠に あらざる 也。 

尤も 朋友の 交り 君臣の 禮に 至る まで、 己れ 未だ 父母に つか ふる 間 は 思 ふま まに 言語 を 

はなたざる もの 也。 言語 を不, 惯 じて 身 を 失 はんこと は 孝子の 道に あらず。 されば 人 

のうは さ 世の 是非 を談 じて、 人 を 怒らしめ 世に さみ せられん こと は、 愛， 身の 誠と is 

§ 上 ふべ からず。 曲禮 曰、 不二 苟 訾 1 不二 苟 笑 一と 出で たる は、 此れ 言 二 愛 v% 之 道 一也。 

三 二 力 を竭す 

師曰 はく、 人い まだ 父母 を 養 ふの 間 は 父母 を 以て 君と す。 故に これに 事 ふるの 禮、 

君に 事 ふるに 同じく して、 身 を 以て 私に まかせず、 力の あらんかぎり を 出して 其の 誠 

をつ くさ ざれば、 事 二 父母, 道に あらず。 ここ を 以て 案ずる に、 身 を すら 私する ことた 

し、 ？仇ゃ 外に 己れ を 立て、 佚樂を 事と し、 利欲 を宗 として、 其の 行跡 をみ だらん は、 

孝子の 本意に 非ざる 也。 凡そ 力 をつ くして 父母に 事 ふるの 道、 先づ 父母の 命に さから 
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はず、 父母の 志に まかせて 其の 事業 をつ とめ 職分 をな して 怠る 事 あるべからず。 而し 

て 服 二せ ~勞1 と 云へ り。 云 ふ 心 は、 父母の くるしみ つかれ： 土 はん 事 は、 子 これに 代りて 

其の 事 をつ とめて、 父母の 四體を 安ん ぜ しむと 云 へ る こと 也。 朝夕の つとめ を不レ 怠、 

外に 出で なんとき は 必ず 父母に まみえ、 其の 顏 色のお だ やかな らん を 見て 而 して 出で 

(一) =sf£ 上 歸る とき は先づ 父母に まみえ て 其の 安否 を 察す。 曲禮、 出 必吿反 、ゼ， 面と 云 ふ は 

篇 

この 心 也。 是れ 父母の 容色 を はかり 其の 志 を 安ん ぜ しめて、 己れ が 身の 安き こと をし 

らし めんとの こと 也。 尤も 外に 出 でても 遠 所に 至りて 父母に とぼ ざから ず、 行くべき 

(二) クバ プ r ズリ 

(二) 11 所 を 父母に しらし めて、 其の 志 を 安ん ぜ しめつべし。 是れ 不二 遠 遊 一 遊 必有レ 方と 云 ふ 

仁篇第 十九 章 

の戒 也。 朋友に 交 はりあ そぶ と 云へ ども、 危き 地に 至り あぶなき 險 組に のぼりな どい 

たして、 身 を ほしいままに 持つべからず。 是れ 父母 を 養 ふの 間 身 を 重んずる の ゆ ゑ 也- 

(三) ラ キー 一  マキ II 

(一一 一) 禮記曲 不レ登 レ高不 レ臨レ 深と はこの 心 也。 况ゃ 自らの たのもしき わざ を 立て、 朋友の ために 死 

禮上篇 

を輕ん じ、 父母の 志 を くるしめ、 其の 養 を かきなん こと は、 孝子の 道に あらざる 也。 

§ 同前 不 1 一一 敢有 一一 其 身； 不二 許 X 友以 P 死と いへ る はこの 戒也。 

父母の 命なら ざるに、 私に 朋友 を あつめ 飲食 を 盛に し、 人の 財 を かり、 我が 財 を 人 


三 三 愼 思 

師曰 はく、 子の 父母に 事 ふること、 愼み 思ふ處 うすくして は、 其の 形つ かふる に 似 

たりと 云へ ども、 實を かく 事 多 かるべし。 愼み思 ふと 云 ふ は- 親愛す る 事の 切に して 

慕レ 之の 深き を 云へ る 也。 親愛う すく 慕 ふこと あら ざれば、 內 の誠發 せざる もの 也。 
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にあた へな どいた す こと は、 各  >  父母の 命に さから ひて 11 をき はめ、 人に 私の 恩 を 施 

キ ，1 (五) テ -ー セノ ヌ (六 一 一一 カラ 

して 父母 を あしく いはしむ るの 道 なれば、 尤も 可レ愼 也。 不，， ー敢私 一一 其 財？ 不二 私假； 

禮記內 不二 私與 1 た ど 云へ る は この 心なるべし。 人の子と して は 行 住 や： 臥 の 間と もに 父母の 志 

を 不レ忘 を 以て 孝と すべければ、 唯 だ 己れ 一人の 身 を 修めん と は、 其の 品 差^ ある こ 

と 也。 ゆ ゑに 行く にも 坐す るに も， 各. >  其の 子た るの 道 を 思念して、 父母の 尊を不 

ナ  キフ  f 七) -I  〈クゾ クル ノ  ハ  ル -I  クラ ァゥ -I  スルニ 

曲錢上 レ犯、 其の 志の 行 はれん こと を 可レ思 也。 曲禮 曰、 凡爲 二人 子 1 者、 居 不レ主 レ奧、 坐 

>| 'ュ ウセ 二  ク 二  セ  二  ッ 二  セ  二 

不 レ中レ 席、 行不, 中 A 道、 立不 レ中レ 門と いへ る はこの こと 也。 されば 父母の 命 を 重んじ 

て、 手に わざ をた すと もこれ を棄 てて 出で、 口に 物 を 含む とも 吐いて 出で て 事 ふる ほ 

どに、 親 を 敬す る 慮 あらず して は、 事 二 父母 1 のま ことと 云 ふべ からざる 也。 
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父母 を 思 ふ 事 則ち 天 性の ままならん を、 私欲に へ だ てられて 其の 情 ここに 薄くなる は. 

己れ が 私する 所より 事 起れ り。 此の ささ はるべき 私 を 除却して 考 ふるとき は、 骨肉 血 

脈の 親に こえて m ね ひ 慕 ふべき もの あらず。 しかれば 父母の 志 を 思 ひて、 其の 士 心の 立つ 

シカラ 

が 如くな らん 行 をな すべし。 父母 其の 身に 行跡 不， 正と 云へ ども、 子に 非義 をいた さ 

せ 邪道に 陷ら しめん 事 を 思 ふ 事な し。 是れ 父母の 志 也。 子 この 志 を 立て、 其の 志の 行 

はれん こと を 思 ひて、 常に 言行 を勵 まして、 身 を 修め 德 をね り才を 、ぼー しくして、 時 至 

りて 家 を 立て、 父母の 志の 永く とほり なん 事 を 思 ふ は、 是れ 孝の 誠と 云 ふべ し。 父母 

の 志 を不レ 計して 唯 だ 己れ が 志に まかせ、 行跡 を 放 I ^ならし めん 事、 尤も 孝子の 造に 

二) ルノヲ  (二) ハク  スル キ ハレ ヲビ テズル - ニひム W ハレ-け 

二， Lffal 非ず。 故に 觀ニ其 志 一と 云へ り。 曾 子 曰、 父母 愛 レ之， 喜 而弗レ 忘、 父母， ゆせ レ之 

rm^l 第 十 一 韋  、 

产 【は |ぃ觀ふ"其 權而無 レ怨と 云へ る も、 父母の 我れ における 志 を 見て、 我が 利害 を 以て 父母の 志を不 

(二) 體記祭  カラ フ  (一一 一) 〈ク  フャ ヲ  シ マシメ  ノヲ  ハノ- 一  シ マシメ  ノ ヲ 

S  . 1 可レ 失と 云へ る 心 也。 又 曰、 孝子 之 養レ老 也、 樂 一一 其 心 1 不 J 連 二 其 志 一 樂ー 1 其 耳目 1 

にに 禮 f.p  ンジ ノヲ テノヲ  スレ ヲノニ  ハ スル シ レヲ  ハス ルス レヌ 

S  安， 1 其 寢所ー 以ニ 其飮食 1 忠 11 養 之； 是故 父母 之 所, 愛 亦 愛 A 之、 父母 之 所, 敬 亦 敬， 之、 

ルマデ  二 クリ  ルヲャ テヲャ II 

. 至 二 於 犬馬 1 盡然、 而 况於 人 乎と 云へ る も、 父母の 志を考 へて 其の 志 を 慎み 思 ふの 

いひ 也。 


次にぁ^"£称而1^.も(^-父1ー也。 一 K ふ 心 は、 父母に 善 をせ めて 道理 を 中し 立て、 

其の 理の まさらん を 用 ひんと する 事、 是れ 父子の 道に あらず。 父母 を 以て 他人の 思 を 

なし、 父母 を 是非の 間に 陷れて 是非 を 以て 論ずる 事、 聊か あるべからざる 也。 君 父の 

上 は 各， - 是非すべからず、 唯 だ その 命に 隨 つて、 其の 機 を はかって 善に 道 引くべし。 

己れ が理 を 立 て 父母 を 非 に お とさん こと は、 父子の 親と 云 ふ ベ か らず、 孝子の 志と 云 

ひがたし。 理を 立て 論ずる 處 あれば、 つ ひに 父母 を 無理た る 人な りと 云 ひかす め、 己 

れょ きものに たりたん 事 は、 是れ 子の 志た らん や。 懷レ 利と 云 ふ は、 利害 を はかって， 

利の ある ごとくに 己れ を な す 、 尤も 大 な る あ や ま り 也。 ？；^ や 父 母 の 富責 に 付けて これ 

を 敬 恭し、 父母 己れ を 愛 十る に 因りて 益. '親しみ つとむる の 類、 悉く 孝子の 志に あら _ 

ず、 皆 利 を 心に いだいて 致す のっとめ 也。 利た きとき は 必ず 怠慢して やみぬべし。 す 

ベて 道の 道た る は、 あてて はかる 處な きを 以て 大道と す。 父母に つかへ て 內に禾 を V 

だ き 己れ をよ ろしく せ ん 事 を 田 か はば、 父母 に つかへ つと む る の 間悉 く 利害 の な る ベ 

し。 財寶 利欲に 不, 限、 己れ. をよ くして 父母 を あしく し、 己れ が理を 立て 父母 を 非に 

陷 るる 事- 皆 是れ懷 二 利 心 1 て 父母に つか ふると 云 ふべ し。 父子 は 元と 天性に して、 親 
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愛 更に やむ ベ からざる の ことわり ありと いへ ども、 互に 利 心 をいだ い て 是非 を 立て、 

利 心 を 以てする が ゆ ゑに、 彼れ 天性 を 害して 寇讎の 思 をな すに 至る はよ の 常の ことな 

れば、 子た るの 道 平生 此の 處を愼 み 思 ひて 利 心 を內に 立つべからざる 也。 ヒ抖み a ふ 事 

ルナ ーソ  ク 

不,I!^1^ときは- 親愛 慕 田 の 情 あさく して、 事々 に 父母なる を 以て 子 は 如レ此 する はずな 

げか  ル  力 ラレ  レ 

りと 形 斗り のっとめ にして- 其の 誠の 感應 不レ 可， 有, 之 也。 本と 內に 親しみ j: お ふ 心 

深切な らんに は、 その 志 をつ いで 思 入 を 立つ ベければ、 利害 を 以て 事 をな すの 類 は あ 

るべ からざる 也。 親しみ 慕 ふ 心う すきが ゆ ゑに、 己れ を ほしいまま にして 父母の 志 を 

不 レ考、 . 利害 を 立て 己れ が是 をな さんと する に 至るべし。 孝子の所，_^,^l也。 子 nl" 

父 在 觀， 一 其 志？ 曲禮 曰、 聽二於 無； 聲、 i,; 於 形。 父母 雖モ. あ" s¥ 

化テ ノ-, n サン r ヲ y ヲ ズ ハク ス 二 サン ト ヲ ヒテ ノコ サン r- ヲ ノ ヲ ズ  尸スノ ノ. 

M レ始ー 1 父母 令名， - ゼ果、 將レ爲 二 不善； 思 レ船 一一 父母 恥辱； 必不 レ果と 云へ るの Is、 

ス ル扦ノ  5 

これ 愼 思の まこと をい へる 也。 

三 四 疾ー 丙に 寺す 

師曰 はく、 linP 父母， k、 冠者 不 J さフ き.， セ P. きラ icg け 


フモヌ ラ に-一 ヲ ムモヲ  ラズル -ーヌ フモ ラ 齒 ー 見 也； ルモ、 . ラ -ル」 一 ： 化 V クル， モ し-一 ； 

W 大笑し 食. 肉不 ノ味、 飮：， 酒不 變 k 貌、 笑不レ 至レ气 怒不 肓 疾止 復 A 故と 云 

て齒敏 i であ  (、\1  ン) スルー- 

"はさ ざ" こ へり。 我れ に 父母 を 親しみ 慕 ふこと 切なる を 以て、 父母 若し 疾病に おかさる る こと あ 

ると き は、 外に 心のと どまる 處 なくして しきりに 思 ふこと 切なり。 ここ を 以て 容貌 を 

かざる に 心なく、 言語すべき 事な し。 其のいた み うれ ふる 事 如レ此 なれば、 佚 樂を致 

すに よしな く、 飮食 をな すに 味 を えらぶ ことたく、 喜 怒の 情 物に 及ぶべき なし。 しひ 

て 此の 行 をつ とむべき に は あら ざれ ども、 不レ 得：」 じして 如 レ此に 至りぬべし。 是れ子 

の 父母 を 思慕す る 事 至って 深き が 所レ致 也。 而 して 父母 疾病 あるに 侍 坐 せんに は、 父 

母の 志 を はかって 己れ 自ら 看病し、 衣の 煥寒を 問 ひ、 疾痛背 藩 を 敬んで 自ら これ を か 

きさす るべき こと、 內 則に 出せる 戒也。 父母の 志 これ を 以て 安ん ぜ ずん ば、 侍 童 侍女 

或は 小弟 女 弟 を 以て 是れ にあて て、 其の 看病 を詳 ならしめ て、 父母の 志に 隨 順すべし。 

己れ は 外に 侍 坐し、 時 を はかりて 其の 樣體を 察し、 其の 侍 坐の 抉け 養 ふの 制を詳 にし- 

父母の いた はる 所 病 様 を 細 詳し、 侍者 をして 敬み つかへ しむべ し。 

次に 飮食醫 薬の 事 は、 子 自ら 是れを 事と せず して は不 レ可レ 安せ。 ここ を 以て 飮 食の 

寒溫禁 好物、 其の 調 ふる II ぎ、 各. - 自ら こころみ ためて 而 して 後 これ を 進め、 其の 食 
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y) 文 £ の の 衆寡 好惡 のこと を詳 にし、 瞎 宰に 命じて、 ロ體を 心に 叶 はしむべし。 文 王の" fj^ 一季に 

(二)  ！ R 記 文  >  - , ：、 - . (.-ニ； 、だ 、 7 ヲ ク ラフ  (一一 一) レバ  シ テス ガ  ヲ  フ 

§L つかへ 奉り 玉 ふ、 食 下れば 問， 所レ e とい へ り。 文 王 有， 疾、 武 王不， 脫 ニ冠帶 一而 養、 文 Hi 

おに ■ はつ 一飯 亦、 一飯、 文 王 再 飯 亦 再 飯と 云へ り。 古の 聖人、 其の 位 已に方 伯： 大 子に 及ぶ と 云 

へ ども、 父母 を 親しみ 思 ふことの 切なる こと 如, 此、 況ゃ 醫藥の こと は 子. ら是れ にあ 

gl ト I 曲 たって、 醫の 上手 を 求め 藥を 煎じて、 其の 宜しき に 叶 はしむべき 也。 1) ま け 親， 一 

,  ム キ ハヲ  ヅ ナム レヲ (五) ハ レバ  ナラ  セ ノ  7 

Islijfu!!- 飮 レ藥、 子 先嘗レ 之、 醫不三 二世 一 不レ服 一-其 藥 一と 云へ る 也。 子 若し 醫術 をうる とも、 e 

ら 父母の 病を療 する こと は、 古人 大 にこれ を 戒 しむ- 又醫術 を不， 知して は 父母の 疾 

病 を考へ はからん 事 もな りが たく、 外醫を 招きて 其の 善惡を も不， 可， i なれば、 子自 

y ハ J 十一；、 殺 g ら醫 術に 詳 ならん 事、 是れ 孝子の 志 也。 程お 曰、 今ノ人 i 二 父母 ノぁ； ル 一 コ1£醫者之\1^-； 

川の 語に 出づ  ランセ アラー 一 ズク" テ  ヲ ッ  レ  -1 -ース ニキ マ、 一一  ヒト 

豈不 事、 必 IIT 識ニ 醫藥之 道理； 別 是 如何， 藥當 ，0 如何； 故 可， 任， -醫 者, 也。 或 

日、 己 # 能. 盡き者 之 術； 或 偏 H:r? 到、 i く 0;^, へち；！ ゃ奈 II。  up 且ッ 

ノ  ダズク  クナ ルヌノ  モカ レテ  シ  ヲ  ク  テビシ シ厶レ *、 ヲグ -7  7  」 

人" 必盡得 V, 如 二 畫ェ； 然 他却識 n 別-得 H 拙； 如， 1 自己 曾學； 令,， ー醫者 說， 1 道理； 便 

-フ， -ス ハレル モ ル (七) ステト  スルヲ 

お. '一本 H 自 見得 或 己 有 レ所レ 見、 亦耍 -|說 與レ他 商量 一とい へり。 子 親愛 慕 思の 情 切に して、 其の 

用法 を詳 につく し 父母の 志 を はかって、 是れ にしたがって 其の 孝養 を 全から しめん 事， 


是れ 孝子の 心と 云 ふべき 也。 唯 だ 親愛の ままに 侍 坐して 父母の 志 を 不レ， ^ば、 却って 

父母 これが ために 氣 遣あって 安ん ずべ からず、 唯 だ 慕 ひ 思うて 父母の いた はり を 憂へ 

かなしみて、 飮 食を不 レ嘗、 醫師 を不, 招、 ？il 藥の制 を不, 知 も、 是れ侍 二 疾病 一の 道 を 

盡 すと 云 ふべ からざる 也。 子た るの 道、 父母 今日の 日用 を詳 にして、 其の 事々 を 安ん 

ぜ しめず して は、 竭， 力と 云 ひがたし、 尤も 究理すべき こと 也。 而 して 父母の 疾病 を 

考 ふること、 其の 顔色 を詳 にし、 容貌 を はかり、 飲食の 節を考 へ、 二 1^ の 利 不利 をし. 

り、 脈體を こころみ、 晝 夜の 變、 坐 臥の 節、 其のい ぬる 所の 土地 家宅の 制- 各.' これ 

を詳 にして 其の 醫療 をつ くさしむべき 也。 慕 思の 情 切なり と 云 ひて、 しきりに うれへ 

かなしみて 其の 病 痛 を 不レ詳 は、 まこと を盡 すと 難レ云 也。 尤も 可 二 究理 一事 也。 

三 五 父母 を諫む 

師曰 はく、 父母 あやまち あるとき は、 子 是れを 諫めて 惡に陷 らしめ ざる 如くなら し 

むる は 子の 道 也。 ここ を 以て 父母の 命と いへ ども、 其の 不義に おち 入り 無道に 入らん 

事 は、 子 これ を 止して あるべからず、 しきりに 爭ひ 諫めて、 父母の 志 を や はらげ し 
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(一) 孝 終 SS むべき 也。 會子 曰、 從ニ父 之 命 1 可レ謂 J 牛 乎、 子 曰、 是何 言歟、 昔日 天子 有 二 爭臣七 人？ 

£ー 無道 1 不レ. ^二 天下； 諸侯 有-一 爭臣五 人； 雖ニ 無道 1 不レ失 二 其國ー 大夫有 ニ爭臣 三人； 雖 二 

無道 1 不, 失 二 其 家； 士 有ニ爭 友； 則 身不, 離 n 於 令名.； 父 if^ 二 爭子ー 則身不 1 陷 -I 於 不義； 

故當， I 不義； 則 子不, 可 ニ以不 於 父 一 臣不 X 可 ニ以不 1. 爭ニ於 君 一 故當 II 不義 も¥レ 之、 

^ 二 父 之 令； 叉焉 得 レ爲， 孝 乎と いへ り。 是れ 父の 非 をみながら 從 つて 父 を 不義に 入 

れ しめ、 不義の 名 を あら はす 事の 孝に 害 ある こと をい へ る 也。 而 して 父母 を諫 むる の 

道、 他人 を 以て 云 ふべ からず、 其の 過 あるとき は 其の 志 を はかって、 顔色 を 喜ばしめ • 

氣を靜 にし 聲をゃ はらげ て、 己れ が理を 高ぶらず 幾に 諫む べし。 父母の 志 不レ從 とき 

は 速に やめて、 敬し つかへ て さから はず、 我を不 A 立して、 其の 志の や はらげ る 時 又 

是 れを諫 むべ し。 父母 犬に 怒って たと へ 罪 を 得る と 云へ ども 更に うらむべからず、 唯 

だ 幾度 も爭ひ 諫めて 其の 不義に 陷り玉 は ざらん 所 を 思 ふべき 也。 世人 父母 をい さむる 

といへ ども、 己れ が理を 高ぶり、 理非 を 立て、 父母 を惡 口し、. 父母の ゆ ゑに 己れ が 

令名の 失せん こと を 本意と する の 類 ある を 以て、 或は 父母と 不順し、 或は 子 はよ き 

lliyf^s ものに なりて、 父母 は大惡 人に 至らし む、 各. i ことの 諫 にあらざる 也。 幾 £f 几 一一 


ノ  A ヲハ  ンテ  へ  シテ  ミ  二 ハク  ん It ハ アヤ マチ ケ ダシヌ ヨロ コバシ マ 

其 志 不で從 * 又 敬 而不レ 違、 勞而 不レ怨 とい へ り。 內則 曰、 父母 有 レ過、 下レ氣 怡 レ色 

-ーズ ヲテ厶  メシル ！*• ハラ ク手 テン テス ヨロ コブ it ハチ クム  ル it ハパ ヨリ ハノン ヲ 

柔 レ聲 以諫、 諫若不 レ 入， 起 敬 起 孝、 說， 則 復諫、 不 レ說、 與ー 一一 其 得 こ 罪 於 鄕黨州 

-ー 口 ジュク カン セ m  リテ シテ バ  ゥチ レヲ スモ ヲ  テ  セ  .？ ァ シ 冬 テ スト (三) 二 ハク 

(三) ase 下 閬ー寧 孰 諫、 父母 怒 不， 說、 而撻レ 之 流， 血、 不二 敢疾 怨； 起 敬 起 孝。 曲禮 曰、 子 

之 也， 三 ^^而不レ聽、 則 號泣而 き レ之ー K々。 いづれ も 子と して 父母の あやまり 

を 可 レ諫の 道 を 論ずる 也。 

父母つ ひに 子の 諫を 不レ 聞して 不義 をた さんと たらば、 子 又 これに 不 X 與は、 父母 を 

非に 入れて 己れ 善人に なりなん 事. 尤も 孝子の 道に あらず。 故にし きりに 諫め 爭 ひて 

號泣 となげ きかな しみながら も、 父母の 命に したが は ざらん 事 あるべからず。 如レ此 

深切た らんに は、 父 ほ 叉 感動して 不義の 心 自然に やむ 事 ありぬべし。 たと へ 不，， 已と 

云へ ども、 子 これに 敵すべき にあら す- 身 をの がれて 去るべき にあらず、 身 を 殺し 

て諫 むべき にあらず。 しかれば 幾重に も 父母の 氣を考 へて、 諫め や はらげ しむべし。 

子に i,:, 此ノの 誠 深 からん に 於て は、 父母 豈 感動せ ざらん や。 但し 我れ に 君の 寵恩深 重 

ならん 輩 は、 父の 不義 に お い て く み す る と き は 君 を た み し、 不レ與 ば 子の 道 を 失 ふ こ 

と あるべし、 此の間に おいて は 暫く 格 物す る 事 あるべき 君恩の 重き こと 叉 父母に. 
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近き を 以て. すでに 君 父と 稱し臣 子と 云 ふ義の あれば 也。 すべて 父母の 過 を 見ながら * 

諫めず 爭 はずして、 成るべき ままに 不義に 陷 いれ. 子 これ を不 ブガと 云 ひなん こと は、 

(一) 吿子下 親しみ 慕 ふの 道に あらざる 也。 故に 孟子 曰、 親 之 過 大而不 レ怨、 是愈疏 也と 云へ 

CC 羅從. 4r り。 父母の あやまち 大な るに 是れを そらしら ずして、 心に くるしみ 痛む まじき は、 父 

字 は 仲 素、 0 

錢 0^ 子の 親と 云 ふべ からざる 也。 

侗に傳 ふ、 

お； - 先生と 稱す。 

* 末い；？ 節の 士 

^^M.  三 六 不是 底の 父母な し  • 

ゃ窜 rt^  •  t き  ニニ  ジ テコゾ ウィク \ ヨロ コビヌ  クル  マル ヲ フ ダ スト  シト ： ソ 

集 こ 師曰 はく、 羅仲素 論 &目瞍 底 レ豫 而 天下 之爲ニ 父子 1 者定上 云、 只爲二 天下 無- 1 不是底 

は 父母 一 翁 適 ま肅 sifm 善 ト>^ 曰、 唯.£.^而後天下之爲ニ父子-者定、 彼 臣弑ニ 其 君 一 子 

P 舜の 父、 仏 一 V あ 父ヌ； t 始 S 於 4 一; あ 有 一一 不是處 ik とい へ り。 孟子に、 舜 すでに 事レ 親の 道 を こと 

13 愚な り  3  こ そう 

一 f ぜ？ 、了  く 盡し玉 へれば、 さし も かたくな なりし 替嗖 も舜の 志に 感動して、 つ ひに 心 や は 

3  t や、 ゥ G„i  かたく な 

E^^. らぎ氣 しづ まりて 1^ をな すに 至れり。 瞽瞍が 至って 頑な りし も、 舜の 孝行に 依りて 

了齋 先生と シ マル 

、す、 a よろこび を 致せる を考. ^るに、 天下 父子の 間の 孝道 こ こ において 可 レ定と 論ぜる の 章 

なり 

p^m^^.^ を、 宋の羅 仲 素が 讀 みて 是の論 を 立てた るな り。 凡そ 父子の 間 は 天性 也、 何ぞ 父母 子 


を不レ 愛べき や、 子 又何ぞ 父母 を 不二 親 慕 一 乎。 しかるに 父子の 間 鋅循の 事 ある は、 或 

は 子と して 理を 立て 己れ を 利して、 父母 を 蔑 如す るに 至る か、 或は 財寶 情欲の 事に つ 

いてつ ひに 怨 鎖の 思 をな すに 至れり。 今 此の まど ひを辨 ずると き は、 則ち 天性の 親愛 

のみ 也」 親愛 慕 思の 情 切ならん に は、 父母た とひ 我れ をに くむと 云へ ども、 何と ぞし 

て 父母の 志を悅 ばし めんと 田，〕 ふの 誠な からん や。 親ながら も 無理なる 事 かな、 非道な 

る こと を 申さる る こと 也と、 父母 を 非と す る 志 立 つと き は、 內已に 父母 を た みする の 

心 ありと いへ ども、 父子と 云 ふ 名分に おそれて、 外に 蔑 如の 形 をな さざる まで 也。 其 

の惡 逆に 道 を しらざる 輩 は 或は 父 を 追放し、 或は 父 を 害する になる、 是れ內 に 父母 を 

たみす るの 心 あるより して、 其の 形 如, 此 なり ゆく 也。 

こ こ を 以て 案ずる に、 あら はに 父母 を 追放し 父母 を 害する まで は あら ざれ ども、 內 

に 父母 をたい がしろ にいた す處 あれば、 是れ 則ち 臣弑ニ 其 君 一子 弑， 1 其 父 一の 機な り。 故 

に 父母の 非 あれば 子の 孝の 不レ 足たり と、 子つ ねに 內 にか へ りみ 愼んで 身 を を さめ、 

父母の 心の や はらぎ 傥 ぶに 至る 如くた らんこと を 願 はば、 天下に 不是 底の 父母 ある ベ 

からず。 旣 にかたくな なりし 瞽瞍を 以て 世の ためしに 引きて 見つべし。 昔 周の 幽王は 
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I- 姒を 愛して、 かれが^ ばんこと を 願 ひて 驪 山に 燧 を舉げ て、 天下の 亂に 至る を不 

すゐ 

レ顧 といへ り。 己れ が 愛する 處 において は， 天下の 犬なる をも棄 つ、 況ゃ 孝子 父母 を 

親愛す る こと 深 重ならん に は、 天下 を棄 てても 更に 心と どまる ベ からず。 故に 父母の 

悅 をいた し 心 を や はら げんこと を 思 ふとき は、 天下 を 以て わらぐつ とすべ し。 舜の身 

天子たり 富 四海 を 保ちても、 瞽 が悅 をいた さ ざれば 常に 憂 をいだ き 玉へ ると 云 ふ は- 

此の 心なるべし。 父母 を 以て 不是 とし 悪人な りと 思 ふ 心 出来て は、 父子の 大性こ こ 

において 絶すべき 也。 天地の 間の 萬 物、 各.' 信ずる 處 より 感應 ある もの 也。 父母 を 信 

ずる 處 うすくして は、 子の 孝心 何に よって 誠 あらん や。 父母 をない がしろ に 思 ふ は、 

是れ 信不レ 及の 處 より 生ず。 且つ 父母 順にして 子の 孝 をつ くす ことなり やす からん は、 

一 K ふに 不レ及 こと 也。 父母よ くば 孝 をな さん、 子に あしく ば 孝 を 致す まじき と 云 はん 

は、 是れ 己れ が 利 を 思 ふ 也。 不順の 父母に おいて、 子の 孝 初めて 行 はるべし。 無二 不 

是底之 父母 1 の 論、 末代の 戒と云 ふべき 也。 若しし ばらく も 父母 を 以て 不是 とする の 

志 あらん 人 は、 世に おそれ 人の そしり を 担んで、 これ を 放 失する まで は あら ざれ ども. 

其の 機旣 に弑レ 父の 志 ありと 云ぶべし。 唯 だ 如レ此 而後 天下 之爲ニ 父子 1 者 定と了 翁が 云 


へる 論、 尤も 亂臣 賊子 を こらす の 格言 也。 西 山眞氏 曰、 罪 レ己而 不レ非 一一 其 親-者、 仁人 

孝子 之 心 也、 怨， 親 而不， 反 二 諸 己-者、 亂臣 賊子 之 心 也。 

三 七 父母 幷に繼 母 を 養 ふ 

師曰 はく、 我れ みなしご にして 他人の 手に 養育せられ、 其の 人の 氏 姓 を 賜 ひて 其の 

家を嗣 ぐ、 是れを 養 嗣と號 す。 我が 同姓の 內に養 はるる か、 我が 外緣の 家に 養 はるる 

事、 皆 以て 同じ。 我れ に 父母の います ありと いへ ども. 他人 好んで 我れ を 養 ひて 子と 

す、 是れ叉 養子 也。 ここに 案ずる に、 我れ みなしご にして 人に 養育 致し 立てられなん 

事、 中に も 其の 養父母の 恩 甚だ 重し、 實 父母の 思 をな すべし。 すべて 養子と 成りな ば- 

本と 天性の 親愛 あらざる を、 子と たり 父母 と稱す るの ゆ ゑん を 以て 父子の 思 を 深く す 

る處 あれば、 恩より 義を 重んずる 道 あるべし。 唯 だ 君臣の 間に 恩 親 稍 や 深き が 如くな 

るべ し。 ここ を 以て 養子の 心得、 つとめて 力 を竭す 事、 是れ義 の所レ 因と fii- レ云 也。 

旣に 父子の 約 あり、 朝夕の つとめ 身の を さまり、 父母に つかへ 父母 を 養 ふ、 ともに 子 

たるの 道 聊か".!！) がふべ からず。 猶 ほます に義を 以てして、 たりが たき 所 をし きりに 力 
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行して 誠 をつ くし、 養父母の 心 を 安んじ 悅ば しむべき 也。 しかれば 實子は 天性の 親愛 

に 其の 力 をつ くす にあり て. 養子 は義を 以て 其の 誠 をつ くし、 つとめて 其の 行 を はげ 

ますべき にあり。 義 なく つとむる 心 あら ずん ば、 養子の つとめと 云 ひがたき 也。 

次に 人の 家に 養 はれん 事， 尤も 心得 あるべし。 其の 故 は、 我れ に 父母 あらず して 

幼若より 人の 手に 養育 せられん こと は不， 得：， 巳の 道 なれば、 天の 命の 所， 爲と云 ふべ 

し。 我れ に 父母い まし 身の 養な りぬべき に、 人の 家に 養 はれて 姓氏 を かへ なん 事 は、 

お ほく は 利欲の ために 所 A 致 あるべ ければ、 甚だ 詳に 可レ究 ニ其理 1 也。 利欲の ために 己 

れが 姓氏 を變 じて 先祖の 血脈 を斷 じ、 ゆ ゑん もな き 他人 を 以て 父母と し、 天性 そな は 

ら ざる 親愛 をし ひて 起しなん と 云 はん は、 其の 本意 道に たが ふ處 あるべき 也。 凡そ 利 

害 • 損德丄 露 夭 • 貧富、 各.' 人の 私に はかって 非レ 所， 叶、 只 だ 天の 命 也。 理を そむき 

非 を 立て 己れ を 利 せんこと は、 君子の 道と 云 ふべ からず。 但し 我れ に 兄弟 多くして 父 

母 を 養 ふ 事に 乏しから ず、 姓氏 相繼 いで かくる ことなく、 同姓 は 云 ふに 不レ 及、 他姓 

といへ どもさせる 由緒あって、 父母 亦し きりに 命じ、 彼れ が 家に 積惡 なくん ば， 行き 

て 家を嗣 ぐに 宜し かるべき 也。 是れ 以て 君子の 好む 處 にあるべからず。 我れ 巳に 養父 


母の 家に 行かん とたら ば、 其のつ とめ 豫 じめ 計らず して は不, 可, 叶 也。 それと は、 實 

父母の つとめ ある 上に 又 養父母の つとめ を 加 ふ、 大方に して は 孝養 叶 ひがたし。 且つ 

他人の 先祖 を うけとりて 我れ これ を 祭祀し、 其の 家の 相繼 をな さん こと は、 身の つと 

カラ ル 

めあから さまに して 不， 可, 成、 養父母の 志を考 へ、 其の 家の 職業 を 計って、 聊か 怠る 

事 あるべからず。 

次 に 養父 母 富貴 の 家に して 實 父母に ま さ り な ん 時 は、 實 父母の 恩よ り 養父母の 恩 を 

深く 田.〕 ふ 事、 世 以て 多し、 甚だ あやまり 也。 利害に 付けて 是非 を 論ぜん は 小人の 行 

にして、 君子の 所， 不, 用 也。 されば 養 はれて 他人の 手に 成長し、 ことに 爵祿 ゆゆし か 

りなん 事 は、 養父母の 恩內 外に 付いて 重し といへ ども、 これ を 以て 實 父母 一 ごさみ し、 

其の 親 恩 を 養父母より 輕く 田：〕 はんこと は、 專ら 利に 因りて 行 ふの ゆ ゑ 也。 爵祿 ゆゆし 

き 人 も 貧乏 孤 獨の人 も- 皆 天の 命 也。 舜 すでに 堯 についで 天子たり といへ ども、 瞽瞍 

を 以て 臣 とせず、 堯の 恩は瞽 陵に まされり と 云 ふ 論 あらず、 義 において 安處 あら 

ば、 天下 を 以て わらぐつ とする にあり。 我れ 養父母の 處 において、 實 父母に 對し義 に 

心よ からざる 處 あらば、 天下 をも辭 すべし。 況ゃ 其の 下の 爵祿 心に とどまるべからず。 
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是れ萬 代 不易の 定論 也。 世人 皆 利害 を さしはさみ、 爵 fi を 以て 人 を さみす るの 志 ある 

が ゆ ゑに、 此の 義の卓 雨と して 不レ 可, 變ゅ ゑん を不, 知が いた 十處 也。 

次に 養嗣 として 養父母 を 養 ひ、 養父母に 事 ふるの 道、 義を 以て 親愛 を 節する にある 

なれば、 其の 誠 をつ とめ 行ふ處 あるべし。 故に 衣食 居の 制、 朝夕の 思 入と もに 實 父母 

より 形 をつ とめ わざ をつ くして、 其の 心を悅 ばし め 其の 體を 安ん ぜ しむべき 也。 是れ 

義 より 致す の 道 也。 實 父母 は 天性の まことの みなれば、 形に たらざる 處 あり、 わざに 

つくさざる 處 ありと 云へ ども、 元と 父子の 親 なれば、 そのままに ありぬべし。 養父母 

はし ひて 誠に かな ふ處を 以てする が ゆ ゑ、 養 事 之 道、 專ら 其の 形 其の 仕樣 を詳に 究明 

して、 其の 法 をつ くす にあるべし。 必ず 不レ存 二 疎 意 一也と て、 形 をす つる； J と あるべ 

からざる 也。 彼是 養嗣 たるの 道 甚だ 重し。 然る を あらかじめ 計る 處 うすき を 以て、 唯 

だ 利に 因りて 行 ひ、 其の ゆくさき にっかへ て、 父子の 義絶し ぬるに 至る こと、 是れ子 

たるの 道 を輕ん ずる ゆ ゑ 也。 父母 を 持ちて 孝養す る こと、 尤も 子の 大節 也。 ことに 又 

養父母 をう けて、 他人 を 以て 骨肉の 思 をな さん 事 は、 殆ど おろそか にして 不, 1^, 可 

レ叶 也。 


次に 繼 母の 事。 父 再び 娶 りて 嫁 娶の儀 を 正した らん をば * 是れを 以て 繼 母と 稱す。 

父の 寵妾 について 家事 をな さん は繼 母と 云 ふに あらず。 しかれ ども 父の 愛し 玉 はんに 

は、 たと ひ 犬馬の 類と 云へ ども、 子 是れを 疎に せんこと は、 父 を 敬し 親しむ の 道に あ 

らず。 故に 繼 母の 號 なしと 云へ ども、 これ を 敬 恭して 繼 母の 思 をな すべし。 ゃ繼母 

の ゆ ゑ あらんに は、 子 猶ほ實 母 を 以てつ かへ、 其の 親愛 を 節し、 男女の別 を 正すべし。 

-:^)  (&n 

古より 繼 母 糧 子の 間に は、 ひず かしく かたまし く、 龜を かまへ 難 を まう けした めしの 

あり。 是れ詳 にかん がふる 時 は、 籀子是 を 立てて 繼 母の 非 をみ るに あり。 不是 底の 父 

母 あらざる の 心得より 考 へて、 これ を 養 ひこれ を悅 ばし めば、 彼れ 叉 何 ぞ繼子 を隔っ 

べき や。 我れ に理を 究め 誠 をつ くす 處 ありと いへ ども、 繼母猶 ほかた ましく して 父に 

讒 する 處 あらば， 其の 志 を 計りて 父の 命に まかせ、 繼 母の 志 を とぐべし。 甚だ あやま 

りあって 世の そしりに 落ち 玉 はん 事 あらば、 しきりに 諫め、 其の あやまちの 行 はれ ざ 

らん ごとくに 盡 すべし。 繼 母の 繼子を にくむ こと は、 皆 情欲の 思 ふ 如くたら ざる こと 

を 以て 也。 我れ 旣に 父母の 命の ままに したが ふの 誠 ある ゆ ゑに、 利害 を はかる 事た く、 

是非 を 立つ る處 たし。 此の上に 何ぞ繼 母の 惡心を 生ぜん や。 若し 己れ を 潔よ くせん 事 
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を はかり、 利を變 くの 情 あらば、 つ ひに 繼 母の 志に たが ふべき 也。 或は 家 を 失 ひ 或は 

佳 名 を 失 はん 事 あらば、 やう やくに 諫め 爭 うて、 誠 を 以て 感動せ しむべし。 猜ほ あや 

まりあら ば， 其の上の 究理 あるべき 也。 物 ごと 一片に 心得て は、 理の 至極 を 得る 事な 

きもの 也。 

三  <  喪 祭 

師曰 はく、 父母の 喪に 居り 服 を 制する の 法 は禮の 大儀に して、 禮 記に 古制 を 出し、 

朱 子 叉 家禮を 以て 其の 法 を 節す。 凡そ 孝子の 心 を 以て 云 はば、 朝夕の つとめ 不レ 怠、 

常に 親しみ 慕 ふことの 深 重なりし 父母に 遠 離して 永 く^れ、 再び 尊 顏を拜 せ ざらん 事 

はかへ すん \殘 り 多く 悲歎 あまり ありぬ ベければ、 遣骸を 座に かざりて、 猶ほ 恩愛の 

二) 内く わ 

くわん まこと を盡 しなん 事 こそ 本意なる ベ けれども、 有體の あさましく なりはて たる は 左て 

衾 を "て 尸ナ. - あるべき にあらねば、 其の 遺骸の せめて 土 水に 侵されず、 早く そこね 失せ ざらん ごと 

く (わ f  く  (二) れん 

^^n.H^>  く ありた き 志 を 以て、 ここに 招 構の 制 を さだめ、 大 斂小斂 のことまで をつ くせり。 其 

t ふ . "お の葬禮 この 誠 を 本と して 其の 作法 を 宜しから しむる、 是れ知 格の 道 なれば. 古今の 損 


益 をつ もり、 土地の 風儀 世の ことわざ を增 減し、 己れ が ことわりの 誠たり なんごと く 

に 其の 禮を つくさん 事， 是れ 君子の 道 也。 しかれば 葬儀 各-親 恩 Q 輩 相 あつまって 是 

れを いとなむべし、 聊か 他人 浮 屠の 手に わたすべからず。 その ゆ ゑ は、 他人 何のした 

しみあって 其の 誠 あらん、 却って 汚據の 田，) をた すべし。 浮 屠 叉 己れ が 利 を はかって 親 

キ シム  (生) 

しみの 形 をな すと いへ ども、 其の 本 皆 欲に 出づ、 尤も 可レ賤 なれば 也。 唯 だ 父母い け 

る 時の 心 を 考へ志 を 知りて、 生ける 時の 田 ふ 入の 如くたら しめん 事、 是れ 孝子の 心と 云 

ふべき 也。 子の 父母に おける- 一生 喪の 儀 を 取 行うても あかぬ わかれの 親しみ なれば、 

左 も あり ぬ ベ け れ ども， 聖人の 道 を 以て 究理 す る と き は、 是れ叉 あ る ベ き ことに あ ら 

ざる を 以て、 古の 聖人 其の 間に 節 を 立てて 三年 を 以て 父母の 喪の 內 とす。 是れ 父母の 

親 恩 限り な き 中に も- 子の 三歲ま で の 親しみ 深き を 以て 也。 すべ て 孝子 父母 を 思 ひ 慕 

(三) 二 ハク  シテ ルハ ハ 

8  si ふことの 深ければ、 一生 父母の 事 を 思 ふに ありぬべし。 されば 禮記 曰、 父沒 而不, 能 

(5n 

厶 r-  ヲ  シテ シ カリ  シテ ハイ ケン ルハ ハ ムっ  シテ シ 力.： 

p^.^^  二 父之窨 1 手澤存 焉爾， 母 沒而杯 圈不， 能, 飮焉， 口 澤之氣 存焉爾 といへ る は- 子に 

ルビ  (五) ハク  イマ セバ  ノヲ  ス ノベル メヲ 

P 五  1^ 第 ffSl 不レ 忍の 思 深き こと をい へる たるべし。 孔子 曰、 父 在 觀ニ其 志； 父沒 觀ニ其 行； 三 

年 無 レ改ニ 於 父 之 道； 可レ謂 レ孝矣 といへ り。 父 在世の 間 は 父母の 志を考 へて、 子の 道 
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つくす の 志 ある やと 自ら 我が 志 を觀、 父母 旣に沒 して は、 父の 志の ごとく 今日 我が身 

の 行跡 相と との ふべ き や 否やと 自ら 其の 行 を か へりみ て、 父の 志 をつ ぐが 如く 致す ベ 

き 也。 而 して 父沒 して 三年の 間 は 常に 父の いますが 如くつ とめて、 父沒 しぬ る 思を不 

レ可, 爲、 父の 行の 內道 にかな へ る こと をせ めて 三年 子の つとめよ との こと 也。 年月 ほ 

どへ だたり ていつ しか 三年 は 過ぎぬべし。 去る 者 は 日に うとき ことわり にて、 後々 と 

て も 其の 思 入 はありぬ ベ けれども、 中に も 三年 は 父の 在す 思 をな しなん こと、 是れ子 

の 孝道と 云 ふの 心 也。 しかれば 三年の 喪 は 天下の 通禮 にして、 父子の 叙 ここにお いて 

あら はるべ き 也。 

次に 祭禮の 事。 すでに 葬の 禮の內 より、 其の 鬼神 を まつる の禮 すでに そな はれり。 

而 して 年月 立ち行く と 云へ ども、 父母の 忌日 を不レ 疎、 折節のう つり か はり、 花の さ 

き實 のな り、 物の 新しき に 至りて は、 常に 父母の 事 を 不レ可 レ忘ゅ ゑに、 春秋に 祭 をな 

し、 新しき を そな へ、 世の ことわざの 吉凶 を 告げ、 廟參を 不么忠 • 是れ 孝子の 誠と. 

レ云 也。 故に 神に すすむる に は 新しき を 以て 味 をと との へ、 平生の 好 惡を考 へて、 生 

ける に 事 ふるが 如くす。 我が身 は 其の 日 其の 忌日に 於て、 父母 を 思 ふことの 切ならん 


に は、 酒 肉淫樂 口に そみ 心に 入るべからず。 ここ を 以て、 ものいみ いも ゐ して 潔白に 

もの せん 事、 是れ 孝子の 心と 云 ふべき 也。 而 して 祭る に 他人 を 以てせず、 其の 宗領筋 

嫡子 嫡孫の 家に 祠堂を 立て、 一類 これに あつまって 祭 紀の禮 をと との ふべ し。 他人 浮 

屠 を不レ 可い 入 也。 祭義 曰、 霜露旣 降、 君子 履レ 之、 必も， 1 懂愴之 心； 非 二： 寒 之 謂, 也、 

-I ぶ) へパ  フミ テ レヲ ズリジ ユッテ キ  シ 一一 ン トレ ヲ (二) ハク  二 レバ 二 アイゼン ト グ 

春雨 露 旣濡、 君子 履い 之、 必有ニ 诚锡之 心 f 如い 將レ 見, 之。 又 曰、 祭 之 日 入に 至、 俊然 

スルガ 

ICS- ズ ル ガゴ トク ル  ノ  二 シ ウセ ンズ ンパ ヲ  ト\ ズ ルガ ゴ トク ク  ノヌ f ァ ヲ  ク It ガイ ゼン トメ 

必有 レ見ニ 乎 其 位.； 周 還 出 レ戶、 肅然 必有 ， 聞 二 乎 其 容聲； 出レ戶 而聽、 愫然 

必有 レ聞， I 乎 其 嘆息 之聲； 是故 先王 之 孝 也、 色不, 忘， 一 乎 目； 聲不, 絕， I 乎 耳； 心志嗜 

欲 不レ忘 二 乎 心 1 といへ る は、 各-祭 禮の誠 を 論ぜる 也。 祭 禮叉法 用 あり、 禮 器备. '制 

あり。 是れ叉 古今 を はかり 時宜 を考 へ、 土地の 俗によ つて 其の 理を究 むべき 也。 古に 

宜しくして 今に 不， 宜 あり、 異朝に 用 ひて 本朝に 不， 用 あり、 唯 だ 平生の 用を詳 にして、 

こ れ を增 減す る に あ る ベ き 也。 

三 九 報 難 

ニー 一)  二  〈ク  ズ， - モニー 一力 ヲ  ダン グ フニ  ウテ  二 ハク ル r 

師曰 はく、 曲禮 曰、 父之歸 弗ニ與 共 戴-天と いへ り。 檀弓、 子 夏 問 二 於 孔子 一日、 居 一一 
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にり) し 父母 之 仇， 如. 之 何- 夫子 曰、 寢 枕 レ干、 不. 仕、 41  一き-天 1^ 一也. I ぼ , 

X4 るな，？ .  シテ 力へ ーフ (三 )- 一  フ 

一) 市場、 不 レ反 レ兵 而鬪と 出で たり。 されば 旣に父 を 人に うたれ て 其の 仇 を 報ぜ ざらん 間 は、 

公事の 場  ルレ  ズルヲ 

0 一；) 武器 を 天地の 所レ 不レ容 なれば、 人倫の 大義 何事 か是れ にしくべき。 ここ を 以て 報, 仇の 道、 

je りに 5^ に歸 

ら 1 して？ 古人 旣に 是れを 論じて 其の 道 をつ くせり。 凡そ 仇 あるの 所 をし らば- 速に 其の 地に 至 

り、 身 を ひそかにし 事 をた ばかって 仇の 居る 所を詳 にし- 仇の 平生の 體， 其の 交 はる 

友、 其のな す 業 * 其の 往來の 道、 用心の いたし 様 を詳に 索り、 時分 を考 へて 押入り 仇 

を 報ずる か、 又 途中に 待ち 居て 是れ をう つべき 也。 其の 用法 を 細に しら ざれば、 仇 あ 

りと きくに まかせて、 格 物 薄き を 以て 致 知たら ず、 或は 仇 を 見ち がへ、 或は 仇 を遁れ 

しめて、 一 生の 謀 を 一 時に 空しく する 事 あり、 孝子の 本意に あらず。 能く ねら ひ 能く 

. 謀りて、 其の 可 二 全 打 一の 術 をつ くし、 而後 無二の 鬪諍を 可レ， 決 也。 其の 謀 如， 此ノ にして. 

不二 打 得； 或は 仇の がれ、 或は 我が身 戰死 せんこと は、 まことの 捨身の 報と も 云 ひつ 

べし。 不レ 然して 唯 だ 血氣の 勇に まかせ、 謀 を不， 詳して、 運 を 天に まかせ、 事不， 

ば 捨身の 報な りと 云 はん 事、 未だ 究理す るの 薄き と 可, 云 也。 

しかれば 父の 仇 を 報いん こと を 思 ひ 入る る 時 は、 身 を 苦しめ 謀 を、 荣 くし、 一 i&  一^ 


の 間と 云へ ども、 其の 志 を ここに 不レ 置と 云 ふこと なく、  口に 飮 食の 味 を不レ 知、 心に 

ハ ひたすら  (af  fK)  ル カラ 

佚 樂の事 を不レ 思、 一向 志 を そめ ひたさず して は、 全く 打つ こと を不レ 可レ得 也。 若し 

世の そしり を 思 ひ、 家の 疵 なりた ど 思 はん 輩 は、 是れ まことの 志に 不, 有 也。 世に 對 

し 人に 對 していた すべ き 事に あらず、 唯 だ 天性 自然の 情 あだ を不, 報して 不, 得レ已 

にあ りぬべし。 打ち 得て これ を 功に 致し、 人に ほこり 勇 を 高ぶる の 人 あり、 甚だ 以て 

不レ 道、 うつ まじき 事 をう ち 得 * 成る まじき 功 をた し 得た らんに は、 其の 勇 を 賞美す 

るの 心 も ありぬべし。 それし も大 なる 器 あらん 人 は、 これに 伐る 事 あるべからず。 況 

や 父兄の 雞 はうた ずして 人倫の 道 立つ ベ からず、 立つ と 云 へ ども 心 やすん ずべき にあ 

らず、 萬 代 不易の 定論 たれば、 これ を 致し 得て 伐らん 輩 は、 是れ 父兄の 仇 をう つ こと 

キ フ  ( a; )  〈ク 

を 身 を 立つべき 便りに 致せる たるべ し。 尤も 小人の わざと 可, 云 也。 丘文莊 曰、 復雞 

之義、 乃 生 民秉， 之 道、 天地 自然 之理、 事雖 n 若變； 然變 而不， 失 ，一.5、 斯 爲， ぁ矣、 

テ  ヲズ レヲシ  ジテヲ  ズニ  ノル L バタ  ズ ユレ ヲ  ジテヲ  ニノ ゃン Y 

以ニ 五行 之理, 論, 之、 如 T 金生レ 水、 金爲, 火 所 レ克、 水必 報, 之、 水生 A 木、 水爲 1 土 所 

ク  ズ ユルガ レヲ  ノ  リ  ケテ  ヲ テリ ズル レバ チズ ルレ ヲ ズリ テュル ヲ 

レ克、 木必 報，, 之， 木 火 土 三 行 _ 皆然、 人禀二 五行, 以有， 生、 有 ニ以生 U 之、 必有， I 以報 > 一、 

ルヲズ ル"； ズュノ  二 ッテズ ルヲテ  シ  シ  テ  セ  ズタ ダレ テ 

人知 レ所ぁ 者、 必 報，， 一 其 所 二 由 生； 是以相 保 愛、 相 護衛、 不， I 敢相妝 殺； 非,， 但長， K ム 
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ヌ  ^ル ニヌ  ズク ダヒテ  ヌ  フニ  ヲ  レ  ト  ン ジレテ  ル テグ ル プ 

法； 亦 長 ゅ私義 h 非マ但 念，, 天理； 亦 念 5 人情 h 此 人所ぽ 以與， 人相 安 相 忘， 而得 3 以遂こ 

其 有 生之樂 1 也。 

次に 復仇の 事、 必ず 時の 奉行所に 至りて、 其の 父兄の 所 レ殺ゅ ゑん を演說 して、 而 

して 其の 命 をう く、 是れ 古来の 法 也。 周禮 に、 調 人の 職あって、 萬 人の 難 をき くこと 

を 掌る。 是れ 君命に より 重々 子細 究 まりて 父 生害に 逢 ひぬ る を、 子 親愛の 切なる に ま 

かせて、 子細 を かへ りみ ず、 父兄の あだ を 報いん とす、 これ を 許し 置く とき は、 互に 

仇 を 報 ゆる を 事と して、 天下に 復仇の 事た ゆべ からず。 故に 奉行 檢斷を とげて 具に 吟 

味 を 加へ、 仇を復 すべき ことわり あらん をば 是れを 許して 報いし む。 ここ を 以て 奉行 

所に おいて 其の 命 を 請く る を 法と す。 しかれば 父 非命に 死して 子 必ず 不, 得， 已 して 可 

レ復レ 仇の ゆ ゑん ある を 明白に 奉行所に 達する 事， 是れ 父の 死の 非命なる を 天に 告げ 地 

に 告げ 人に 告げて、 かくす 所な きの 誠と 云 ふべき 也。 奉行所に 達する の 暇な く、 子細 

あって 事 を 具に 上に 告げが たき ゆ ゑんの 可, 有に は、 其の 義 において， 不 i 吿と 云へ ども 

害 あるべからざる 也。 世の 說に、 奉行所に 吿 ぐる こと は 打ちす まして 命 を 全くすべき 

に 似たり、 打ちす ました らんに は 我が身 は 死にても 生きても 別に 求む る 所 あらず と、 


世間 究理 あらざる 輩 は田ャ ひもし IfT ひもすべし。 是れ 全く 道 を 不：， 知 ゆ ゑ 也。 子 命 を 全 

くして 父の 仇 を 報い 終りな ば、 翁 ほ 我が 命 をつつ しみて 夭死せ ざるが 如くす る こと、 

是れ 孝と 云 ふべ し。 父の 仇 は不, 復 して 不， 叶、 I, 得 レ已の 所 たれば これ を 報 ゆ、 これ 

恩義と も 全し。 而 して 命 を存し 事の 終り を 正し、 父の あと をつ ぎ 其の 志 を 行 ひ、 家 を 

立て 身 y5 ごさ めんこと は、 尤も 孝子の 本意 也。 打ち 得て 後 は 身に 惜しむべき こと あら 

ずと 云 はん は、 仇 を 報ずる 斗り を宗 として、 身 を 慎む こと を不, 知 也。 しかれば 奉行 

所に おいて 詳に 父の 非命 を訴 へて、 其の 仇 を 報 ゆるの ことき 公に つげ- 而後に 意趣 を 

決す ベ き こと、 甚だ 以て 誠と 云 ふ ベ き 也 。 

次に 父 非命 を 以て 君に 害せら れんに は、 子つ ひに 其の 君に 可, 仕の 道た し。 旣に君 

たるの 尊 あり、 祿 をう くるの 恩 あれば、 速に 去って 其の 家に 仕官せ ざる 事- 古の 道 也。 

ヒト フ  シテ  二  キヤ フ  〈ク  ハ  へク  クザ 亡； 

されば 或 問、 父 死 二 非 罪； 子 可， 仕 乎。 朱 子 曰、 不可 也。 曾孫 如何。 曰、 世數漸 遠. 

っモ ク ケ レバ  ラン キフ  シム r へ ンキ  Z ハ  定&1 年  二へ ク  r 

終 亦 漸輕、 亦 有 二 可， 仕 之理； 但不， 仕 正 也、 仕者權 也と いへ り。 春秋 公 羊傳曰 1 父不 

レ受 レ誅、 子復 レ讎、 可也、 父受 レ誅、 子復 レ 歸， 推レ 之 道 也、 復 , 仇不 レ除レ 害と 出で 

たり。 何 休が 注に、 不， 受ヒ 詠と は 罪不レ 田， 誅と あり。 しかれば 父の 死罪に あたらず し 
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て は、 君に 對 して 仇 を可レ 報の ことわり あら ざれば、 去って 不， 仕 を 以て 義と 十。 父の 

死罪に 當 らんに は 聊か 君 を うらむべき 所な し、 彌.' 自ら かへ りみ て 奉公 の 勤お こたる 

( 1 } 

ベから ざる 也。 昔舜 鯀を誅 すと いへ ども、 禹 よく 舜 にっかへ て敢 へて 不， 怠の ためし 

テル ノチ  7 ラル レバ セ  A  ノ  一一  テ テ ヲ ゾクセ ヲ  セラ レテ / 

是れ 也。 されば 以ニ 有， 過 之 父； 見 レ誅ニ 於 有， 道 之 君； 則 不二 敢以， 親贼 r 義、 鯀廢而 孫與、 

是 也と 古人 論, 之。 ここ を 以て 云へば、 君に 有レ 道て 聖 知の 德 あるか、 家 世々 君恩 をう 

けて、 父の 罪 叉 犬なる を、 君 慈愛 をな して 咎を 子に お ほせ ざらん は、 君恩 叉重累 せり。 

これ 速に 前非 を 改め て 其の 過 をた だしつ とめつ かふべ し。 不レ然 の ゆ ゑん あらんに は、 

父の 殺されて 子 安らかに つとめつ かふべき も、 心の 安堵 あるべ から ざれば、 去りて 不 

レ仕 にあ りぬべし。 君た とへ 無道な りと 云へ ども、 臣 として 君 を うらみ、 の 思 をな 

(三) 楊循吉 ハク  テル ヲス 41： ハノヲ  テ 

さん 事 は、 臣の 道に あらざる 也。 古人 曰、 君 以レ有 A 罪 殺 二 其臣？ 則 臣之罪 也、 君以 

キヲス *〈  ノヌ  二  A ャ ヲ 二  リテ レ シ ミ リテ クル -シ ，1 ル 

レ無レ 罪 殺 こ 其臣ー 則 臣之命 也、 故 臣之獲 二 罪于君 1 也、 有 レ懼而 無， 怨、 有し C 乂 而無レ 報 

といへ る 也。 

四 0 君 父の 辨 


師 嘗て 曰 はく * 世に 至って 重き 事 三つ あり、 內 にして 父母 あり、 外にして 君師 あり。 

此の 父君 師の 三と もに 其の 恩 甚だ 重く して、 並べ 云 ふべき 物な し。 所, 謂 父母 は 我れ 

を 出生して はごくみ そだて、 幼稚の 昔 水火の 難 をの がれし め、 天性の 質 を 全から しむ 

る 事、 是れ 父母の 慈愛に 因る 事な り、 父母の 恩大 たらず や。 而 して 生長の 後、 君是れ 

を 養 ひて 君臣の 禮 を 定め、 旣に身 を 委 ぬるの 誡 あ る を 以 て 、 分 ん 相當 に 爵祿の 富貴 を 

與 へて、 父母の 奉 を 畳に していつ きか しづかし め、 子孫の 養 を 一し くして 水火の 難 を 

Q がれし め、 我が身 衣食 居の 養に くるしむ 事な からしむ る こと は、 是れ 君恩の 大 なる 

にあらず や。 ここにお いて 旣 にもの しること あるとき は、 師 にした しみ 學んで 物の わ 

か ち をし り、 五倫 五敎 を ただして 父母の 恩 君の 恩の 至 大 至 公 なる ゆ ゑん を 知り 其の 

力 をつ くしつ とめ l^,,*fsi の 道を詳 にす る 事、 各， -師 に從 ひて 道を學 び、 天地の 德才を 

しるが ゆ ゑに 非ず や。 是れ師 の 恩の 大 た る な り 。 

然れば 父母 は 我が 質 を 生じ、 君 は 我れ を 養 ひ、 師は 我れ を敎 ふ。 我れ なくん ば 養 も 

敎も あらず、 養な くんば 形 を 全くし 敎. をう くべき ことなし。 敎を學 ば ざれば 君 父の わ 

「  ル カラ 

かち を不レ 知、 殆ど 鳥獸 にこと たるべからず。 三 恩の 一 を かくべからず。 輕重 不レ可 
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1K の ゆ ゑ はこ こ を 以て 也。 この 三 恩の 重き を 知りて、 备- '其のつ とめ を 不レ全 こと は、 

孝子の 本意に あらざる 也。 こ こ に 事物の 變出來 て、 君 父に ついて 一 方 を 不レ棄 して は 

不レ 叶の 事 あらば >  如何して 可な らんと ならば、 君の 恩の 輕重 を詳に 究めて、 而後に 

其の 決斷 をな すべし。 凡そ 人の 君臣た る、 或は 其の 家に 相繽 して 累代の 主臣 となり、 

父母 先祖と もに 君恩に 浴せ るの 臣 あり、 我が身 一 代の 心得に て 父母 妻子 を可レ 養の た 

めに 贊を 執り 質 を 委ねて 臣 たる あり、 我が身 一代の 君たり といへ ども、 我が君 恩に 浴 

あつ 

し 其の 恩 遇 甚だ 渥く 爵祿 人に こえて 家 を おこし 身 を 立てた る あ 力、 我が君に 事 ふるの 

間、 其の 輕重 如， 此、 其の 品々 差別 多し。 ここ を 以て 考 ふれば、 唯 だ 養の ためにの み 

つかへ 

仕 をな して 其の t£ 祿 ともに 輕 からん に は、 父 を 重んじ 君を輕 くして、 君に 失 あるべ か 

お^， らず、 我れ に義を 害する 處 あるべからざる 也。 孔子 曰、 a, 古 皆 有， 死、 民 無， 信 不レ立 

と 云へ る は、 去レ 食て 義を つとむる の 言な り。 君に つか ふるに 養 を 以てする の 心な ら- 

ば、  養 あら ざれば 死す るまで 也、 死す とも 義を棄 てば 人の 道に あらず。 故に 速に 父母 

を 助けて 君を輕 くす るに ありぬべし。 我が身 君恩に 浴す る こと だ 重く、 君へ 疎に し 

ル カラ ンズ 

て不 レ可レ 安の 子細 重々 あらんに おいて は、 父母 を輕ん じて 君 を 重く する の 道 ありぬ ベ 


し。 但し 我れ 不 レ違レ 父して 國 家の 大事た るべ から ざらん に 於て は、 詳に 君に 其の ゆ ゑ 

んを 告げて 父に 從ふ べし。 若し 父 不義に くみして 我れ これに 從 はば、 國 家の 大事 君の 

危 からん 事な らんに は、 しば/ \ いさむる に 死 を 以てして 是 れを留 むべ し。 父 猶ほ不 

レ 止ば、 速に 君に 是れを 告げて、 國 家の 大事たら しめざる の 謀 をな さしむべし。 而し 

て 此れ 父を棄 てて 君に 忠 ある を 以て、 父母の 命 を 請ひ受 くべ し。 不レ 叶に おいて は、 

父母 これに 死せば、 子 亦 自殺して 心 を 安ん すべし。 しかれ ども 我れ 不，！ ^して は 不レ叶 

の義 あらんに は、 殘 りて しばらく 其の 事 をと とのへ、 而後に 自殺すべし。 人の 世に あ 

る は 何の 故ぞ や、 父 を 殺して 我れ 何の 用あって 世に 安んじ 留まるべき や。 或は 不二 自 

殺 I とも 別の 子細 あらざる とも iK ふべ けれども、 生きて 何の 面目あって 飮食を 甘んじ 

佚樂を 事と して、 內に 安ん ずる 處 あるべき や、 速に 自殺す るに ありぬべし。 君 父師は 

天下の 至大 至 公なる * 何物 かこれ にしくべき といへ ども、 其の 間にお いて 輕重 を詳に 

究理せ ざらん 事 は、 其の 孝に 中る 道と 云 ふべ からず。 故に 君 父 之 群た くんば あるべ か 

ら ざる 也。 此の間 格 論 あるべし、 詳に 曰〕 ふべ し。 
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父子 道 三 

父子 談 

oty)  g 下"  四 一 父 道 は 一家 一 较の敎 

師の談 に 曰 はく、 前 漢の董 仲舒が 曰、 春秋 大 一 綜者、 天地 之 常經、 古今 之 大^ 也と 

九 頁 參£  云へ り。 一 K ふ 心 は、 天下の 萬 民 各. i 息 見 を 立て 其の 趣向 別なる とき は、 五倫の 五敎全 

きこと を不レ 得して， 或は 是 とし 或は 非と す、 故に 聖教 不レ行 所 あり。 ここ を 以て 天下 

を 一 統 ならしめ て、 異見 を やめ 聖人の 敎を 一 ならしむ、 是れ 春秋の 大ー 「一 統一と する ゆ 

ゑん 也。 是れは 天下に ついての 沙汰な りと い へ ども- 以て 一 家に 及ばし むべき 也。 父 

は 家の ために 君 なれば、 旣に 家君と 號す。 父 家を修 むる に 家法 を 立て、 父子の 親 を 本 

とし、 五倫の 五敎を 敷く、 これ を 我が家に 行 ひて、 家に 居り、 其の 親に 付きて 所緣ぁ 
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らん 輩 は、 ことん \  く 聖人の 道 を 本と するとき は、 一家 一統して 異見 を 立て 異端 を ま- 

う くる 事 あるべからず。  一家の 一統 は 父の 道の 正しき にあるべき なれば、 父先づ 父た 

るの 道 を 究理して、 子孫 を 敎戒し 慈 道に 止まって、 一家と もに 親 を 親と し、 賢 を 賢と 

し、 天地の 常經を 本と し， 其の 相 へだたる 處の私 を 去り 得ば、 家お のづ から 修まる ベ 

し。 家 を 能く をさむる とき は 郡に ひろまり、 郡より 國、 國 より 天下に 至るべし。 これ 

則ち 不レ 出レ 家して 敎を國 になす といへ る 心 也。 大 下の 大 といへ ども * 共の 細微 を 推す 

ととの 

とき は 家に あり。 家 ここに 齊 ひて、 一 族 類 親 ことぐ く 風俗 を 一 にして 天地の 大道 を 

用 ひば、 異見 を 立て 異端に 陷 るの 輩 あるべからざる を 以て、 一家つ ひに 一統すべき 也。 

然れば 天下の 一 統を云 ふ は、 聖人 天下 を 御す るの 大 規範な り。 一家に 一統 をな す は、 

父 道の 正しき に 因るべき なれば、 人の 父た らん 者 は 一 家と もに 一 就して、 子孫 各.^ 我 

が 志を繼 ぎて 異端に 不， 一 沈；^, i 一の 思 をな すべき 也。 是れ 一家の 一統に 歸 する 敎也。 父の 

道衰へ て 父 父たら ざる を 以て、 子孫つ ひに 父の 志 を 不レ繼 して 各. -異兑 を 立つ ノ 尤も 

可 二 嘆息 一也。 されば 士 門に 出生す る 者 は 常に 士の道 を 教戒して、 士の法 士の用 を 天地 

聖人の 規範に 至らし め、 是れ を不レ 守の 輩 あらば、 是 れを戒 しむる に 異端なる 事を以 


て 十べ し。 

凡そ 農工 商の 三 民 は不レ 得， 已 して 备. '家業 をつ とめ、 子孫 日夜 其の 用法 を 見聞して， 

父の 業 をつ ぎて 其のつ とめ を 成す、 不レ爲 の 族 は 必ず 家 を 失 ふ。 是を 以て 自然に 一家 

各-農工 商の  一； IT をな すに たれり。 士は 己れ を 高ぶりて 理を 高く し、 いづれ を 土の 法 

土の 用た る こと を不レ 知- ただに 飮食 起居して 放逸 を專ら とする のみ 也。 ここ を 以て 

或は 自暴自棄し， 或は 異見 を 立て 異端に はしる。 この ゆ ゑに U 观 十る ことたし。 ？犹ゃ 

本朝の 俗し きりに 釋 氏に 陷 りて 父祖の 宗門 を 守り、 これ を 宗旨と 號し、 聖人の 敎 をし 

らず。 今 父の 父た る 道 を 明に して 一家 一統の 敎を 立てば、 彼の 釋 氏に 宗旨 を 定めて 父 

fg の 志 をつ ぐが 如く、 子孫 又 其の 一 较を 守る ベ し。 是れ 一 家 一 親の 立ちて、 其の 道 を 

守らし むる の ゆ ゑんと 可レ 知せ。 人の 父た るの 道豈疎 に究 むべ けんや。 是れ 一家の 

長 君た る を 以て 也。 

四 二 仁慈 を體 とす 

師曰 はく、 人の 父兄と して は 仁 慈 を 以て 體 とせ ざれば、 家の 敎全 かる ベ か ら ざる 也。. 

父子 道 三. 父子 該  三 七 九 


山 鹿 語 频卷第 十八  三 八 〇 

天地の 本 仁 を 以てして、 其の 用 生々 のみ 也、 而 して 或は 滅し 或は 破る る は、 其の 間の 

事物 不レ得 レ已の ゆ ゑ を 以て 也。 天地 を 父母と するとき は、 人の 父兄 は 一家の 天地 也。 

父兄 仁愛の 心 あらず して は、 子弟の 立つべき 様 あらざる 也。 仁慈 を 以て 體 として、 其 

の 事物の 理を究 むる とき は、 不レ 至と 云 ふ 事な し。 鳥- 0 は 其の 知人 倫に 不レ 及と い へ ど 

も、 其の まことより 出 づる處 皆 正しくして 不：， 偏、 25^ 者知レ 風、 穴 者知レ 雨と 云 ふ も、 

(悉) 

更に 僞る處 なき 天性の まこと あるとき は 天地の 變を もつ くす にたれ るし るし 也。 鴻の 

鳥の 粜 かくる に は、 風 を 考へ地 を 撰び、 木の 枝葉 を はかる。 鴻の 鳥の m の 下に は 雀の 

叛幾等 も あり。 是 れは鴻 ははし きいて 能く 蛇 をと るに たると い へ ども、 却つ て 蝶嶁に 

制せら る、 雀 は 蟻螻を 制すと いへ 共、 蛇 を不， 能レ 制。 ここ を考 へて、 大 鳥の m の 下に 

は 小鳥 必ず 臭 を かけて、 互に 其の 雛 を 守護せ しむと 云へ り。 是れ子 を 思 ふ 心の 仁慈な 

らは ざれ ども 自然に 相 そな はるが ゆ ゑに、 誠 を 以て はかる の 知 更にた がふ ことなく 

して、 不， 中と 云へ ども 不 J 返に 至る 也。 

父兄 仁慈の 心 を 本と して、 子弟 を愛惠 する の理を 究めん に は、 其の 道お のづ から 不 

レ違處 ありつべし。 仁慈に かくる 處 ある を 以て、 或は 子弟の 教戒 を 失し、 或は 子弟の. 


非 を 見て 是れを 糾明 甚 しく、 父兄の 親 を 失 ふに 至る こと 多し。 されば 子弟 を敎戒 する 

に 道 を 1- てして、 其の 氣 質に 因って 其の 教戒 を 品 節し、 たと へ敎 へて 不， 1^、 戒めて 

不レ 服-と 一 K へど も * 父兄 是れ をに くみ 不， 厭して、 月 を かさね 年 をつ みて 自然に 因循せ 

しむる 如くすべし。 人 各. '賢なら ず 知 あらず、 多く は 愚 不肖の 輩の みなり。 是 れを敎 

戒す るに 急 を 以てして 其の 效を またば、 敎 ふるものつ ひに 倦んで、 却って 練ん じ 遠 ざ 

くるに 可レ 至。 棘 ， 之 遠 ， 之と き は、 親戚の 誠と 云 ふべ からず 。- いかばかり 教戒す る 

に 誠 を竭し 年月 を ふると 云へ ども、 其の 志不, 遂の もの あり、 是れ叉 疎遠すべき こと 

わりに 非ず、 叉 其の 人品に ついての 用法 も ありぬべし。 是れ 慈愛の 誠と 可, 云 也。 父 

兄 此の 心 あらず して は、 愚 不肖の 子弟 を 以て 寇 難の 思 ひ をた すべし。 骨肉の 親戚に お 

.  あ だ 

いて 如い 此ば、 他人の E お 不肖な らん をば 如何が すべき や。 人 多く は 至 愚なる 計りたら 

んに、 唯 だ 賢と 知と をのみ 許容して、 愚 不肖 を棄 てこば まんと ならば、 國家 天下の 大 

に 及んで、 萬 民に 父母た るの 寛容 何 を 以て か あらん や。 家に 父た るの 誠 あるとき は、 

國 天下に 君た るに 道た りぬべし。 父 道の 大 たる- 豈可 ,忽 乎。 
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四 三 子 を 思 ふ 道 

(一一  ラノノ ン キヌ  (二) 

師曰 はく、 大學に 人不, 知 二 其子惡 一と 云 へ り。 人の 親の 心 はやみに あらね ども 子 を 

思 ふ 道に 迷 ひぬ るかな と 云 ふ 和歌 あり。 人の 父母の 子 を 思 ふ は 天性に して、 更に 私 を 

以てすべ から ざれば、 子 を 思 ふ 事の あしきと 云 ふに は あら ざれ ども、 思 ふ處の 厚き に 

f« ^の 部 i- 過ぐ る を 以て、 子の あやまち を 開く こと を きら ひ、 我が 子 を 以て 世に ためしな き 思 を 

なし， 是れ を. M し 是れを 愛する 事の いと ほしみ に 過ぐ るに 至る は， 心の やみに 迷へば 

なり。 子の あしき を 不ぃ知 を 以て 喑 地に まよ ふと 計りに あらず、 善 を 责め賢 をね がつ 

て、 しきりに 子の 非 を あらためて、 つ ひに 惡み嫌 ふに 至る ためし 多し。 是れ 子の 人に 

超えん こと を 思 ふ 處の妄 心より 其の 厚き に 過ぎて 非 を 見る こ としきり なり、 ともに 

君子の 正道と 云 ふべ からず、 唯 だ 厚 きにすぐ る を 以て 也。 愛に 過ぐ る 時 は、 其の 失 子 

を敎戒 せざる にあり、 其の 嚴に 過ぐ る 時 は、 其の 失 慈愛 を 失して 利害 を 論ずる に 至る 

べし。 是れ 人の 父の 心の やみと 云 ふべき 也。 世 以て 愛に 過ぐ る を 云 ひて 心の やみと す 

といへ ども、 教戒に 過ぎて 慈愛の かくる 處 ある を、 子 を 思 ふの 失なる と 云 ふこと を不 

レ， * 也。 ， 


四 四 父の 身 を愼む 

ン シ カラ 

師 嘗て 曰 はく、 人 旣に子 を 持ちて 已後 は、 就， 中 其の 身の 行跡 不, 正ば あるべ から ざ 

る 也。 萬 事の 作法 皆 子孫の 敎戒 となる を 以て 宗 とすべし。 世上 皆 子 多くたり て は、 

利害の 心 甚だ 重く して、 財寶を 子孫に 分たん こと を 田 やって 吝嗇の.； 3 萌 起し、 財 をた く 

はへ 寶を つむの 輩 あり。 是れ 子孫の あやまち を 蓄へ爭 を 起すべき の 基に して、 子孫の 

敎 たる 處 しばらく も あらず、 尤も 可, 悲也。 人々 皆 子の 世に立ち 道 を 行 はんこと を 願 

ふといへ ども、 父 道の 正しき 處 より 出づる こと を不, 究を 以て、 人の 父た るの 道を不 

レ知。 子孫 豈敎を 守らん や。 

四 五 恩の 體認 

師曰 はく、 子 を 持って 初めて 父母の 恩 を 知る と 云へ り。 我が 子 を 愛する 處の誠 深 重 

なる を 以て、 ここにお いて 父母の 我れ を 思 ふ 慮の 深切なる を 可, 知 也。 しかれば 我れ 

已に子 を 持ちて 家に 父た ると き は、 彌.' 我が 父母の 家名 を不, 落 こと を 思って、 身 を 

つとめ 行を勵 まして、 子孫の 敎戒 を專ら として、 家 を 立て 子孫の なり 立たん こと を 要 
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と 十べき 也。 身の 供樂を 事と して、 戒を 後昆に のこさず、 家の 規範 を不レ 立に は、 子 

孫 何 を 以て か 家を嗣 ぐに たらん や。 子 を 持ちて 已後は 一 入 父母の 恩 を體認 して、 の 

相績を 正しから しめん こと を 可, 思 也。 子 を 愛する の 深き のみ を 以て、 父母の 我れ を 

愛する こと 如, 此 なるべし など 思 ふ 斗り は、 其の 誠た つと 云へ ども、 實に 父母の 恩 を. 

しると 云 ふべ からざる 也。 

四 六 家法 を 立つ 

師曰 はく、 父祖の 子孫 を敎戒 する 事、 必ず 讀， 書學, 文の み を 以て 家 をと との ふる 道 

とすべからず。 父 風 慈愛 を 以て 本と して、 嚴威を 以て これ を糾 し、 家法 を密 しく 調へ 

サ  (隨) 

二) 滞の 高 禮 節を不 レ觀， 事物の 間往 接する に 道 を 以てせし むる とき は、 家法 ここに 正しくして、 

1 こ；^ へ、 二  J 

^0^^ 不 レ出レ 家して 敎 たりぬ るに 至る ベ き 也。 漢の萬 石 君 石 奮致レ 仕して 家に 閑居す るの 時、 

.-、 ょ-て^£！ 子孫 來り てまみ ゆるに、 石 奮 必ず 禮を 正しくす、 仕官 をな すの 子孫 來る とき は、 石 

i と 稲 せら  る 一し やく 

ぉ薩 奮 則ち 朝 服して 是れ を會釋 す。 子孫の 內に あやまり あれば、 是れ をし かりい さめず し 

第 K にも 見 ゆ て、 石舊身 をみ づ から 责 めて 食せ ず。 ここにお いて 諸子 是れを せんぎして、 其の 內の 


年の 長ぜる 人に ra: りて あや ま りの 罪 を 謝す、 而 して 過 を あらたむ ると き は 則ち 是 れ を 

ゆるせり。 子孫の 內 すでに 年長 じて 1_ 可) すべき もの は、 平生 心 易しと 云へ ども 冠 をぬ が 

しめず、 謹 厚 を專ら とす。 石 奮が 行跡 正しき を 以て、 お ほくの 子孫と もに 謹み 守りて 

家 を 起す にたれ る 也。 

(一一-) 

叉 唐の 河 東の 節度 使 柳 公掉、 最も 家法 を 正しくす。 朝廷 奉公の 暇 あるの 日 は- ml- 朝 

に 中 門の 東の 小齋に 出で て、 諸子 ことん \ く束帶 衣服して 中 門の 北に たみ ゐ- .n^, 旦 

ル 二  しづ 

至レ暮 まで 子弟 ことん， \ く 書 を ひらき 講 論せ しむ。 旣に人 定まり 鐘 鳴りて、 各！ 歸り 

休んで、 また 夕べに 至りて 如, 此 する こと 凡そ 廿餘 年、 一 曰も變 易せ ず。 ここ を 以て 

家法 大に行 はれて、 子孫 佳 名 を不レ 落と 云へ り。 叉 宋の陸 象 山、 州の 金 _轮 に 世々 住 

居す。 家族の 內 一 人 をえ らんで 是れを 家長と し- 一 家の 事 ことん \ く 是れが 命 をう け 

しむ。 年 を經て 子弟 成長し、 ことに 可, 任と き は 或は 田 畠 を 司 どらし め、 或は 租稅を 

司 どらし め、 或は 其の 納所 を 奉行せ しめ、 或は 扶助 方の こと を 司 どらし め、 或は _ ^客 

のこと をな さしむ。 如レ此 互に 相 司 どり て 事物の 理を 究め、 毎日 もろ/ \ の 子弟 を あ 

つめて、 父祖の 廟に 至りて 敬恭 をつ くし、 若し 子弟の 內 あやまち あるの 輩 は 家長 是れ 
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A 一) 一本、 

改の 字に 作る 


\ 、二)  * 維の 

|» 孝弟 敦 

行 を 以て 特に 

權 ひられて 奏 

入 人と なる 


(一二) 王： 迪、 

文中 子 は認、 

ネは 仲淹， 隋 

, ^の^せに し 

c、  代の 名 

臣- ぉ玄齡 • 魏 

徴* 李 ャズー 

の 門に ャ： づ 

(CT) 字は叔 

ti  に 仕へ 

て 監察 御史と 

なる。 ^書 を 

. 撰し 牛に して 

死す。 この 事 

小^？ 行 第 六 

に出づ 
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( ール) ク ダサ  S  レ y  I 

をた だし 訓へ、 不レ 政と きはつよ く折諫 し、 年 をへ て 不：， 改ば 官に吿 して これ を 遠方に 

鲜 けしむ。 其の 家法の 嚴 なること 如 レ此と 云へ り。 象 山の 學以 二滿養 1 爲レ 主、 欲， 絕 IT 

去 意見； 故に 朱 子 これ を 担んで、 正意 見 不レ可 レ無耶 とい へり。 其の 宗 とする 處 聖人の 

門に 遠し と 云へ ども、 其の 家法 叉 尤もと する にたれ る 也。 

(二) 

明に 鄭濟と 云へ る もの あり、 世々 子孫 をして 家 を 別なら しめず、 代々 一家に 家して、 

すでに 十 世に 及べり。 ここ を 以て 上下の 家人 甚だ 多くして、 ほとんど 千 人に 滿 てり。 

田 畠 家事 こと/^ く 司 どる 所あって、 出納 いささか も 違 ふこと なく、 專ら 行レ孝 愼レ身 

めり。 如レ 此の 家法 を 以て、 子孫と もに 親 を 親と して 各. '孝弟 を專ら とし、 其の 道に 

そむく を 以て 恥と す。 故に 家よ くと との ほり 人々 慈愛 を あつく して、 家 こぞって 德に 

感ぜり と 也。 叉 文中 子が 弟 王 凝、 常につつ しみ 守りて、 闘 門 之 內若ニ 朝廷？ 家 を 御す 

るに 四敎を 以てす、 勤儉 恭恕。 家 を 正す に 四禮を 以てす、 冠婚 喪祭と 也。 まことに が 

法の あつく 嚴 なること、 かく こそ あらま ほしき 事 也。 

四 七 母 儀の 道 


て藥け 問の ネ 2 六 事と 封死宋 si :p 
合し 、に國 は C の 小-まぜ 後の, ち 
名澳ニ fi'^ 原 首 接すら 中 名 光 
高 者？ 5 宗多明 呂に辨 れ國 相と 呂 

しとに を 事 C 希 出 行 こ iH 公な 共 公 
し從輔 の宋哲 づ第, の 獻に りに 著 


師曰 はく、 父是れ を敎戒 十る こと 切なり といへ ども、 母 是れを 愛する こと 法に 過ぎ 

たると き は、 父の 教戒 無, 益 もの 也。 父 を尊恭 すと い へ ども、 母 を 心. 易く 馴れ あなど 

ると き は、 父の 不一 一見 聞-の 地に は、 子 必ず 佚 樂に陷 る こと 多し。 故に 父は嚴 にして 道 

を 以て 厚く いましめ、 母 は 順にして 愛 を 以て 道に 入れし む、 如, 此 して 父母の 道 明な 

りと 可, 云 也。 父嚴 たると き は、 母 甚だ 愛に 厚く して、 子の 心 を驪慢 にいたら しむる 事、 

(五)  M ひけい こ 5 

世 以て 多し。 宋の申 國正獻 公の 長子 呂榮公 を 敎へ養 ふこと、 家法 を 立てて 嚴 ならしむ。 

申國 夫人 亦性嚴 にして 自ら 法 を 正しくす、 故に 甚だ 呂榮公 を 愛すと いへ ども、 事々 に 

敎 へみち びいて 禮 節に したが はしむ。 呂榮公 未だ 十 歳な りと いへ ども、 寒天 酷暑 を不 

ハ  じ り ふ  §  お ほせ 

レ云、 父母の 傍に 侍立して、 日 を を ふれ ども 父母の 命 あら ざれば 敢へ て 座に 付き 玉 はず 

ク ル ルヲ  二  ダ テ タビモ フレ  二 

行步 出入、 無, 得， 入 ニ茶肆 酒肆； 市井 里 若 之 語、 鄭衞之 音、 未，， 1 嘗 一 經ニ於 耳； 不正 

ダチ クビモ マジへ  二  タノ 

之 書、 非禮之 色、 未 一 ュ嘗ー 接 二 於 目 一と 云へ り。 如, 此、 內には 父母の 敎訓 いみ じくし 

ス 

て、 外に 師を 撰んで 道を學 ばし むる が ゆ ゑに- 呂滎 公の 德日 にあつ く、 才 ここに 長 じ 

(七) レテ -ーク  -ー クグ  クル ル 「〈マレ チリ 

0 小？ - ぬと いへ り。 人生 內 無二 賢 父兄； 外 無二 嚴 師友； 而能 有レ成 者少矣 とい へ る は、 是れ 

呂滎 公の 言 也と にや。 されば 母 儀の 賢智を 以て 子の 道 をつ とめた るた めし 世 以て 多し。 
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人の 母たら ん人豈 おろそかに すべ けんや。 ここ を 以て 女子 を戒 むる に、 常に 道 を 以て 

して、 微細の 事と 云へ ども 法度 を 立て 禮節を 示し、 進退 動容を あらため、 飲食 衣服に 

儉約 を專 らして、 人の 人た る ゆ ゑん を 知らし むる を 教戒と 十べ し。 女子の 敎へ 道に 巾 

ると き は、 つ ひに 母 儀の 道た ちぬべし。 父母の 道 立ちて、 ここにお いて 子の 道 正し か 

るべき 也。 

四 八 教戒 は 才智 を 以てせず 

師曰 はく、 或 人の 談じ ける は、 町人の 有 福た る もの 一人の 子 を 持ちて：！：： るが、 其の 

身陰氣 にして、 さし はしれる 智惠 のな く、 人の 交際に も 時宜 會釋も さわやかなら ざり 

ければ、 如何にもして はえん \ しく、 物の とりま はし も かひん \ しき 如く 敎へ戒 しめ 

もと  (足)  キ フ (足) 

けれども、 父 本より 學文 才智 もたら ざれば 可 レ敎に 事たら ず、 案じ 短 ひて ける が、 我 

が 子の 朋友の 內 にかし こげに ものす る 若き 者に 賴ん でけ る。 彼の 若者 心 易く 受けが ひ 

ぬ、 さて 巾し ける は、 人の 會釋 世上の ありさま を 知らん とならば、 先づ 傾城 遊女の あ 

いで々； た 

らん 所に 行きて、 切々 其の 交り をな せば 友 だち も 出来り、 其の 身 も 世上の 作法 を も 心 


ちと 

得る もの 也、 我れ ここに 同道 し て 諸事 を K; 習 は す ベ しと 一 K ふ 。 父 元 よ り お ろ か な れ ば 

わか  か  ひた ナら 

是れ なん 宜しき 事に こそと て、 彼の 若 ものに 任せぬ。 若 もの 是れを 同道いた して 一向 

遊 宴 「か 色 の わ ざ を ば しむ る ほ どに、 間もなく 此の 子の 衣服の 著樣 脆たら く已前 に か 

はりて 風流 あり、 人の 會釋 酒-へ のとり ま はし、 朗詠 • 早 歌た ど 云 ふ 時 粒 勢まで なら ひ 

似せて ける。 父 喜びて. もはや 遊 宴 好色の 道 もと どまり， ぬべき よし. . 彼の 師 たりし 若 

者に 云へ ども 不レ 留、 我が 子つ ひに！^ 色に 耽りて、 父母の 財寶 をぬ すみ 家 を 破りに け 

りと 云へ り。 4.^の物語はぁるべ き事とも不レ覺、 世の 作り出せ るに こそ あらめ と E ズ 

れ ども- 其の こ と わり は 可 一一 お Et; 一  1 せ 。 世間と もに 子 を敎戒 する の 道 をば しらず し て 、 

子 を 才智た くまし く、 其の 身の 行跡 宜し かり た ん こと を不， 求の 父母 た き を 以 て 、 敎 

戒の術 を不レ き、 打 見た る 所の さかし きをの こ は智惠 の ありぬ と 田 やって， 是れ に 子 を 

つ さあ-ほ 

付合せ 引き ま はさ 十る を 以て、 彼の さかし きその こ、 此の 子の 心より はおとり て- 唯 

だせ 上の こと に 功 者 に し て わ る が しこく、 人の 目 を 偽り て 不善 を な 十 輩な れ ば , つ ひ. 

に 子を惡 こ 引導す。 世上 底皆然 り。 是れ 教戒の 道 を不， 知が ゆ ゑに よれり。 たと へ- n 

に 天地の 誠 ありと 云 へ ども、 外-に 格物致知 する こと 薄き とき は、 其の 事 不二 成就 1 の ゆ 
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ゑんに あらず や。 且つ 叉 人皆德 をつ とむべき 所 を不, 知して、 さし あたる 才智 をつ と 

めんこと をね がふ を 以て， 本末 大 にたが ふこと あり。 

(一)  (二) ハ  一一 ダニ ク 

昔漢の 馬援が 兄の 子を戒 しむる 言に、 龍伯髙 敦厚 周愼、 口 無二 擇言； 謙 約 節儉、 廉 

二  メリ  レシ レヲ ンズ レヲ フ ガ， - モガ ラ ハン 「ヲ レニ  (1 一一) へ  ニグ、、、 ヲ  ヒ  ヲ  シミ 

公 有， 威、 吾 愛 A 之 重， 之、 願 ニ汝曹 效 I, 之、 杜季 良豪俠 好 レ義、 憂 M 人 之 憂； 樂， I 


人 之樂； 淸濁無 A 所い 失、 父 喪 致, 客、 數郡畢 至、 吾 愛レ之 重 レ之、 不 A 願 二 汝曹效 1 也、 

效 -I 伯 高 ー不レ 得， 滴 爲ニ謹 敕之士 一  所謂 刻，^ 不， 成、 尙類 レ鶩者 也、 效- 一季 良- 不， 得、 

ハク テゥ  ァ ヒル 

陷 爲ニ 天下 輕薄 子； 所謂 畫 ， 虎不, 成、 反 類 レ狗者 也と 云へ り。 是れ謹 厚に して 篤實な 

るの 德を まなばん こと を 一；， T へ る 也。 才智の ただに 秀でん こと を 思 ふとき は、 其の 本 こ 

こに 違 ひて、 虎 を ゑが いて 狗に 類す るに なりぬべき 也。 

四 九 嗣を 立つ 


師曰 はく、 ここに 才も あり 智も あると 云 はれし もの、 君に つかへ て 大祿を 得て ける. 

が、 子 二人 を もてり。 兄 は 至って にして 內外 ともに しれもの 也、 弟は才 かしこくて 

時に 取りて 智も ありぬべき ものな り。 父兄の 至って m ケ なる を 知りながら、 遣 跡 を 兄に 


つがし めて * 弟に は 不レ與 して 終れり。 時の 人 各. '亡父の 了簡た がへ る こと を 嘲りぬ。 

其の ゆ ゑ は、 其の 身に 才德 不足な らんに は 論ずる に不， 及- 亡父 は 世に もさせる 才ぁ 

る ものと 云 はれし に、 兄の しれもの を 知りながら 大祿 を與へ て 君に 仕へ しむる こと は、 

祿を棄 て 君に 損 とらす るの いひ 也。 其の上 民の 仕置 制 法 も、 あの 體 にて は 皆 ことわ リ 

あるべ から ざれば、 民 を くるしま しめ- 所 を 失 ふに 至りぬべし- つ ひに は 家 を 破る に 

へ 一 頁 もな りたん なれば * 先祖へ の 不孝と もた りぬべし。 甚だ 亡父の あやまり にして- -5: 一の 

れり — 親の 心の 闇と は 云 ひぬべし と 評す。 

竊に 按ずる に、 ，せいま だ悤 劇に して、 其の 身の 德智 不足 十る もの は 家 を 保ち 祿を は 

むこと 不レ 叶の 時な る か， 又祿地 大事の 所に して 才智 あら ざらん 輩は此 に 安住な り 難 

く、 安住す ると き は 公用 かく ベ き 地 な ら ん か 、 叉 君の 祿 す くた くして 愚者 祿 を お ほ く 

塞 ぐ と き にに、 下の 取 立 て ら る ベ き 輩 あら ざらん か、 如 レ此事 ども 其の 理詳 た ら ん に 

は、 ^^子>ごすっるは人倫の大義たりとぃ へ ども、 速に 是れを 易へ て 弟に 銅が しむべし。 

時 太平に 屬 して、 天下 一 较に君 一 ご 仰ぎ- 臣下の 末々 たと へ 愚に して わざ まへ. なきの 輩 

少々 ありと 云へ ども、 公儀の 害と たる こと るらず。 所ぎ 仕置たり と 一 K へど も. 上の 令 
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よく 下に 及んで、 民 又 己れ が，； 一 お 見 を 立つ る こと 不レ可 レ有。 領す るの 地 要地に あらす、 

？ i 乂 上に 餘り あらんに は、 唯 だ 摘 子 を 立て 弟 を 立つべからず。 但し 兄^た らんに は， 

家臣に 詳に命 を 遣して、 兄の はから ひたらし めず、 親が 巾の 賢な らん を 撰んで * あと 

の 事 を 具に 示し 合 はせ、 公用に 付け 家事に おいて、 智の 入り 德の 立ちぬ ベ からん こと 

に、 各. -是れ に まかせつべし。 如， 此時は 子た とへ EJr ならん にも. 事に 失 あるべ か 

らず。 是れ的 論と 云 ひつべし。 すべて 嫡を棄 て庶を 立てん こと は 父子の 大義 なれば、 

私の ゆ ゑん を 以て 是れ を變易 十べ からざる 也。 是れ 古の 制 也。 ここ を 以て 云 はば、 被 

の 弟 を不レ 立して 兄 を 立てた る も、 大義に おいて 理 あり。 され ども 其の 人の 究理 はか 

りが たければ >  一様に 云. ひがたき こと 也。 

五 0 聖人 立， 1 の 行跡  - 

師曰 はく、 堯の舜 に 天下 を讓 り， 舜の IS? に 天下 を讓る • 各.. 子 を さしおいて 他人に 

位 を 譲り 與へ 玉へ り。 是れ時 未だ 草創に して、 天下 を 守成す るの 制 を 立てざる の 事 多 

くして. 其の 器す でに 聖人 を不 X 得して は 事 難 レ成を 以て 也。 況ゃ 天下の もの 皆 舜.^ 


(一) 堯のチ 

(二) 舜の子 

(三) 禹の臣 

禹の子 


にしたがって! _、5«  • (き)" I にくみせ ず， 是れ天 こ ここ あたへ 入 ここ に與 して 、 堯 • 舜更 

えさ 

に 天下 を 以て 私に 與奪 すべ からざる を 以て 也。 こ こ を 以て 旣に 益に 譲らん として 

(En  ムヲ 

天下の 人 皆 太子 啓に したが ひ 奉る が ゆ ゑに • 不レ 得， 已 してつ ひに 啓. を 天子と する にい 

たれり。 是れ 等の こと は いづれ も 聖人 父子の 間の 行跡に して、 凡人 を 以て 論ずべ から 

ず。 唯 だ 至大 至 公に して、 聊か 私 を 以てする 事 あらず。 後世に 及んで 俗習 大に 染みて. 

其の ビ離 るる を 甚だ 異なりと す、 故に 父子 互に 因循して、 神器 を 他人に 譲る ことな 

し。 若し 德堯 *舜. 禹に 不レ 及して 其の 形を學 ばんと せば、 忽ちに 天下の 災害 来りぬ 

ベ し。 是れ 時代 は るかに へ だたり 俗習 甚だ 染ん で、 至大 至 の理 自然に 沈： t する を以 

つぶさ 

て 也。 しかれ ども 時 を 計る 事を詳 にして- 人 其の 撰 を 具にし- 專ら 天下 國家 のために 

至大なる まこと を 立てん に は、 人 自ら 感通 する にも 至りぬ ベ き 也。 人の 譽れを 求め あ 

て て. V る こ と あ ら ん に は . 大曲 2:- に た が ふ處ぁ つ て ， 其 の 道た が ふ ベ きこと 也。 


(五) 左：？ S 

公 四 年の 條に 

出つ 


五一 大義 親 を滅す 

師曰 はく、 昔 1 の莊 公の 子 州 吁は嬖 人の 腹に 生れし 子たり ければ、 甚だ 寵愛 ありて 
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せきさく  ヒ 

何事 も 心に まかせて 行 はしむ。 衞の 大臣 石^ 諫 をい るると IT へど も， 莊 公不, 用。 M 

しゃく 

こに 石 厚と 云へ る は 石腊が 子な りけ るが、 父が 命 を不， 用して、 州吁に 親しみ 交 はり 

て、 ともに 非義 をな しぬ。 かくて 州吁 甚だお ごり * 桓 公を弑 して 自ら 衞 に 君たり と 云 

へど も， 其の 民 和せ ず。 石 厚 君 を 定めん こと を 石^に 尋ねければ、 石 子 こたへ ける に， 

陳の國 に 行きて 助力 を 乞 ひて 衞に君 たるべし と敎 ふ。 石 厚 父の 敎に まかせ- 州吁 とと 

もに 陳に 行きて 助力 を 請 ふ。 石猎 ひそかに 人 を 使 はして 陳 に吿げ ける は， 此の 二人 實 

に 君を弑 せる 大惡人 也、 ねが はくに 彼等 を とらへ て、 此の方へ かへ し 玉 ふべ しと 云 ひ 

(1)  の領 送りけ る。 陳 則ち 二人 を とらへ て衞 にかへ さんと す。 ここにお いて 衞人 州吁を 濯と 云 

內 名  (二) ハク ゝ 

2) この， 引 ふ 所に て 殺し. 石 猎叉人 をつ か はして 其の 子 石 厚 を陳 にころ さしめ ぬ。 君子 曰、 石腊 

； >^a.^^  二 クミ テ ヲ  ヲト モニス レト  スト ハ シン ヲ レ レノ ィヒカ 

^つ？ に 出 純臣 せ、 惡ー 一州 吁 一而 厚與 ， 焉、 大義 滅. ， 親、 其 是之謂 乎と いへ り。 

案ずる に、 子 は 人の 至って 愛すべき 天性と いへ ども * 天下の 大義に おいて そむく 所 

あらんに は， 是れ を不, 殺ば あるべからざる 也。 但し 其の 身 社稷の 臣 たらず、 其の 子 

の惡 大義 を を かすに 至ら ざらん に は， 父子 之親不 レ得レ 已の處 あって、 自子を ころさし 

ばか 

めて 豈 安ん ずるの 道 あらん や。 然れば 子の 命 斗り を 助けん こと を 計る、 是れ叉 父子の 


(：：：) 通稱 SI 

八。 信 長， 秀 

さ • 家 に 辻 

r 家成<ゥ恩 

n 1 萬 八 千 石 

一賜 ふ， 歷 g 

五十一 一一 度， 射 

n に 長す 

t£)  ar ケ Is 

の ciT 暨長五 

i;. 庚 子の 年な 

S 小 5 へ 

下りし は 4C1^ 

上；^ 罱 J^J" 伐 

0113 なりし な 

(！ハ ) 石 田 三 

一七) 一一 一成と 

ぐ K の « め 引 

き la- して 西 上 


(八) 家康東 

下の 奮 守を預 

h- し 人 A ここ 

に 在り 

(九) 鳥 井元 

.e.r 當時伏 見 

城 本丸の 主将 

(一 〇) 內達 

k 長 *同 元 長、 


まことと 云 ふべ し。 我れ に 其の 位な く 子に 其の 惡不 レ甚 して 殺レ親 こと は 大義と 云 ふべ 

からざる 也。 世の 未熟の 學者 この 所 を 究理せ ずして、 利害 を 以て 大に利 あらん^と は" 

ルシ カラ  シフ 

親 を 殺しても 不レ 苦の 思 をな すに 至れり。 是れ 天性 父子の 親 を 害する 也、 甚だ 可 笑。 

(三) ^つよし (Rn  (五)  ぐ ぶ 

近く 聞く、 大島光 ft は 庚 子の 役に 大權 現の 仰せに 因って 野 州 小山まで 供奉し 奉る。 M 

こ に 三 成 逆心の 事あって ければ. 供奉の 上方 衆 各. - 妻子 を 大 K に 質たら しめたれば， 

其の 心に 任せて 速に 上京 可， 仕と S 命 ありし に、 大島不 レ變， 約して 妻子 を棄 て、 大權 

現に 屬し 奉らん こと を告 す。 これに 因りて 上方 衆 ことん \ く大 島に 準ず。 公大に 感悅， 

あって 是れを 賞し 玉 ひ、 必ず 可 k ハニー  ケ國 守護 職 一の 由 仰せ 約 せらる。 かくて 旣に上 

(七)  (-0  (九) (一 〇) 

方に 駕を 廻らし 玉 ふの 道に お い て， 伏 見の 城 落ちて 鳥 井 • 內藤等 打 死の 事吿 げ來れ 

り。 寄 手の 內、 秀賴 近習の 輩に 大島 兄弟 一番 乘の戰 功 ありとの ことなりければ. 公大 

(ニー) 

に 怒りて、 父の 大島を 召して 此の 事 を 示し， 是れ汝 が 二 男 三男が 所爲 也、 汝 必ず 速に 

シ ル  リ  ヲ  それがし 

彼等が 首 を 刎ねて 可， 奉との 仰せ ごと 也。 大島 蒙ニ嚴 命； 二 男 は 某 首 を 刎ね， 三男 は嫡 

子 茂兵衞 尉に 首 を 刎ねさせて 可 レ備ニ 高』 一の 由 を 約す。 而 して 關ケ原 事す み、 〈ム 上京 

まします の； g に、 大島申 上げけ る は， 兼て 御 約束 ありし 國の 守護 職い よ/ ヽ 下し 玉 
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は る ベ きょし を 申 上ぐ。 小山 に お いて 群 を 離れて 中 上ぐ る 所 の 忠義 至 つて 犬な れば ， 

聊か 相違な く 一  ケ國の 守護 職 を可レ 賜の 由、 Y もに 仰せ ごと あり。 大島 これに 因って 歎 

き 巾 上げけ る は、 所, 賜の！！ を 指 上げて、 御 忠節の 報に 兩 息が 命を繽 がしめ 可， 給の 由 

を 言上す。 公 きこしめし 入れられ、 さし も大島 忠義の 上 * 老いて 子孫の 榮耀を 期して 

こそ 大祿封 侯の こし」 を も 申さめ なれば、 則ち 兩息が 命. を 賜 ひて、 國の 守護 職 はやみに 

けりと 也。 の 人 皆 云へ る は- 大島 本と 匹夫に して 國の 守護 職 を 玉 はらん こと は. 先 

祖 を擧げ 子孫 を 起す、 尤も 大義と 云 ふべ し、 旣 に- 1 子 無事な らんに は、 末々 の 子ども. 

失 ひたれば とて、 何 ほどの 事 あるべき なれば、 國を賜 ひて 子 を 殺さん は 大義 殺：， 親と 

一； ムふ 古の 戒に たがへ りと 評せし 入の みなりと 云へ り。 今 案ずる に、 世の 大義と 指す 處 

は 唯 だ 利害に 因って， 大利 ある を 以て 大義と 思 ふに や、. 莊だ非 二君 子 之 道！ せ。 大， ほが 

志 唯 だ 誠 を 以てす、 可， 云 二 父子 之 親き 全 一と 也。 ■ 

五 二 情欲 を 以て 好悪す ベ か らず 

師曰 はく， 人の 父母、 多くの 子 いづれ を 可 レ棄と 云 ふこと は あらず して、 其の 間に 


二) 春秋 時 

代晉の 大夫趙 

a? の こと， le 

ほその usi なり。 

史記趙 世 11« に 

は後牛の^；語 

のみ あり 

(二) 史 記に 

は 母愷に 作る 


至って 愛する 子 あり、 又 大方た る あい， 是れ 父母の 情欲に 隨 ひて 生ずる ゆ ゑん 也。 其 

の 子の 生 質 父母に 似て、 好惡を 父母と 一 に 致す あり、 同氣相 求む る は 天地の ことわ。 

なれば、 父母 これ を 愛 十る ことこと わりと 可， 云。 次に 幼若に してした しみ 钏 るる 處、 

朝夕に あ つ てむ つ まじく い たいけた る に 付い て , 愛 を增す こ と の あり、 是れ 世間の 情 

なり。 次に 其の 子 諸事き やう もって I 身 を 立て 譽れの ありぬべき あり、 是れに 因って 

益々 愛する あり。 是れ 等の こと， 父子の 間 情欲に まかせて 相 生ずる の 事 也 * 實 は是れ 

を 以て 父子の したしみ e 不， 可 レ爲。 父 子 本と 天性 の 愛 あ り 慈 あり、 た め に す る 事 あ つ 

て 憎 愛を甚 しく せん は、 父子の 道に あらず。 情欲 を 制する 處 なくして、 其の 情に 順ず 

る を 以て . 父子の 上 に 自然と 相 へ だ た る こ と- お 来て , ここ に 父子の 親 を 失 ふ にいたり 

ぬべ し。 尤も 可， 詳 こと 也。 

昔趙簡 子と IK へる 人、 教戒の 言 を 紙 二 枚に しるして、 二人の 子に 是 れを與 へて、 つ 

ね に 讀 み 習 ひて つつしみ 可， 守の 旨 を 率 = 而 し て 三年 を經て 後に 二人の 子に、 しか 

じかの 訓戒 を おぼえた り や 否やと 尋ぬ。 長子の 伯魯 この 言 を 不 k 見、 この 記して 與へ 

(二 1 

■A きつけ  つ 

. し 書付 は と 問 ひけれ ども、 す で に こ れ を 失 ひ て けり 。 幼少 な る 子無恤 に 尋ねければ、 
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其 の^を おぼえて だ^へ り。 其の 書付 を 問へば、 懷 中より 取 出して みせ 奉る。 趙簡 

子 ここにお いて 兄を棄 て、 弟の 無 恤を銅 子と して あと をつ がしめ、 是れを 後に 趙襄子 

と號 せりと 也。 子の 器 を 知る は 父に しくべ から ざれば、 子の 善 惡を詳 にせん こと は 父 

の 心に ありぬ ベ しとい へど も、 趙簡 子が 兄 を 棄て弟 を 立てし 此の 一 事 を 以てせん こと 

は、 父子の 慈と 不レ 可レ" ム也。 其の 故 は、 摘 を 易へ て庶を 立てん こと、 父子の 大義 かか 

る處と 可レ云 なれば、 兄の 器を考 へて 其の 教戒 を詳 にし、 而 して 後に 不レ 得， 已の 時此 

の 大義 を 行 ふべき 也。 唯 だ 一事 を 以てた めさん に は、 人に 生 質の 長短あって、 或は 是 

れを 得た る處 あり、 或は 彼れ に 長ぜる あり、 且つ 叉 一事 を 以てた めすの 形 を 早く 知り 

てこれ を 守る あり、 慈母 近 妾の 類、 父の 機 を はかり、 ひそかに 通じて 覺 えしめ なん も 

はかられず。 如, 此の 究理す る處 薄ければ、 兄 子細な くして 弟に 劣る になる ためし、 

尤も 多き こと 也。 然れば 委細に 訓戒せ ずして、 一 のこと によって 是非 を必 とする は 誠 

と 云 ふべ からず。 趙簡 子が 時は戰 國に屬 せれば、 嗣子の 器 あたらず して 國を 全く せん 

こと はなり がた からん なれば、 趙簡子 兄 を棄て 弟に つが しめたる は 其の 理究 まるに 似 

て、 其の 撰 やうの 術 は 誠を盡 すと 云 ひがたき 也。 後來の 人に 父た る もの、 尤も 可レ愼 


也。 叉 趦簡子 あまたの 子ども を あつめ、 智惠 をた めさん がた めに、 當國常 山に たから 

あり、 备. -彼の 山に あがり 寶を 見出すべし、 早く 見付けた らん もの を赏 すべし と あり 

ければ、 いづれ も 山に あがりて 寶を尋 ぬれ ども 見出さず。 趙襄子 一人、 のぼると その 

まま 見付けたり とて 下へ おりぬ。 趙簡子 これ をき いて、 何 を か 見付けた る やと 問 ふ。 

•L 一 j あ i ノ 趙襄子 曰 はく、 常 山の 峯 よりみ やれば、 向 ふに あたって 代と 云ふ國 あり、 此の 國を攻 

に植 jlR 子に 亡 

ぼ さる  めと らんこと、 此の 山上より よくみ えぬ、 是れ にました る寶の あるべからず と 答へ ぬ- 

趙簡 子是れ をき きて 大に 驚き、 我が 心に 相 かなへ る こと を赏 すと 云へ る 物語 あり。 是 

れ趙簡 子が 智を 貴んで 敎戒 を不, 詳、 一時の 才 を專ら とする の ゆ ゑんに して、 まこと 

の 父子の 道に 非ざる 也。 

このみ • 

五三 父の 好 を 以て 教戒すべからず 

師 嘗て 曰 はく、 子 をし る は 父に しく はたしと 云へ り。 子の 器 を 知りて、 其の 長ぜる 

處 其の 不足す る處を はかりて、 それに 隨 つて 或は 抑へ 或は 揚 ぐるの 戒 あり。 其の 人 を 

はかって 其の 輔佐 を 命じ、 其の 衣服 飮食 家宅の 制を詳 にす る こと、 是れ 教戒の 誠 也。 
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唯 だ 父の 好む 處を 以て 敎戒 せんこと は， 情欲の よる 處 なれば、 實の敎 と 云 ふべ から ざ 

る 也。 中に も 武將の 家に 生れ- 武門に 出生す るの 子 は， 武と 云へ る 家業の 自然に 相備 

はりて 不 レ得レ 已の處 あれば、 行住坐臥と もに 此の 家業 を 旨と 十る を 急務と すべし。 至 

つてつ とめ 難く、 ややもすれば 柔弱に 流蕩 して、 果敢 決定して はげます 地に は： 予-。 が 

(止)  -フ 

たし。 能く 武の武 たらん をつ とめば、 戈 を やむ ると 云へ る敎 にも 相 叶 ふべ し。 不, 然 

して は 家業 をと り 失 ひ、 或は 高遠に 驚せ て、 武は 文の 內 にあり と 論じ、 或は 千 を 袋に 

入る る を 口に！ i して 行 其の 地に 不. 至、 つ ひに 可 二 急務 1 の 業 を 後に する の 類、 是れ理 

. を 甘んじ 學， 文の 輩に 多し。 尤も 記誦 詩 章の 腐儒 異端の 說 にして 云 ふに たらず。 然れ 

ば 幼稚の 子 を 養育して 其の 智を すすまし むる にも- 其の 急務と 十べ き 方に i 口の 長ず る 

yigiMS 如く 致すべし。 不， 入 事に 心 を 入れて しきりに 講齊 討論せ しむと 云へ ども， 家業 ここ 

の 始め、 朱 だ  キ フ 

«^^||  二 ゆるがせな らんに は、 つとめん こと 皆 空文な り、 だ 可 n 詳 一也。 

せ ざ. C- し^の  - 

こと、 卽ち石 

橋 山 八：： 戰の K 

後な り、. 源平 

^^^0  五 四 三浦義 明の 遺戒 

の條に 師曰 はく、 昔 (一一 一一 一浦 大介義 明 "ぬ!^ の 城に りて、 河 越 • 島山が 大勢 をう 、けて 一 戰を 


いくさ  ニニ 

快くし、 曰 も 漸く 暮れければ、 各. '軍に 疲れ、 事の 外よ わ/、 しくみえ ければ、 義明 

平 盛衰お 引用 子孫 郎等 を 呼 居 ゑて、 老眼より 淚を 流し 云 ひける は、 軍 はすべき 程 はしつ， 人の 笑れ 

草に はよ もたら じ- 又 義明も 可, 見 程 は みつ、 各. '疲れぬべし、 汝等 左右な く 自害す 

ベから ず、 賴朝心 賢き 人 なれば、 よも 打 たれ 玉 はじ、 いかにも 安房. 上總の 方に ぞ御 

座らん、 相 かまへ て 尋ね 參り、 義 明が 有 樣をも かたり 申すべし、 君に 力 を 奉， 付、 一 

ニニ) 

味 同心に 平家 を 亡ぼし、 佐 殿 を 日本の 大將 軍に なし 奉りて、 親 祖父が 墓所 也と て、 

1C  -；, ばねと ころ  -ご け にん 

骸所を も 知行して、 我が 孝養に 得させよ、 東 國の人 ども 誰か 君の 重代の 御家人に あ 

かたう ど  いか 

ら ざる、 され ども 今 一旦の 恩 を 蒙る に 因って 平家の 方 人に 似 たれ ども、 爭 でか 昔の 

よし- J-  あな.，.， しこ 

好 を 忘れ 奉るべき、 穴 賢、 自害すべからず、 穴 賢、 二心た かれ、 但し 義明 をば ここに 

らう 二； う  ハ 

捨てよ、 只 だ 身々 を 助けて 急ぎ 落ちよ、 我れ 旣に 老耄 せり、 行步 も不, 叶、 馬に も乘 

おちうど  ぐ 

り 得が たし、 汝等は 落人 也， 道せば きも のぞ、 我れ をいた はり 具 せんとせば 俱に惡 し 

かるべし、 延び 得ず して 打 捨てな ば 無 签の恥 を みるべし、 彼れ と IK. ひ t 一にれ と 云 ひ、 我 

がた め 人の ため、 とく/ \ 落ちて ゆき、 我れ をば ここに 留め置く べしと、 最後の 教訓 

をの こせり。 義澄 以下の 子孫 は 父 を 捨て， 泣々 主君 を # レ尋、 衣 中に 栗濱の 御崎に 出 

父子 道 三 ハ 又子談  四 〇 一 
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で 船に のり、 安房の 方へ 遭ぎ 行けり と 也。 

カラ フ 

案ずる に、 父子 は 天性に して 其の 親しみ 不， 可, 云、 子と して 父 を棄て 己れ が 命 を 助 

かり 世に立 たんこと を 思 はん は、 父子の 親に あらず といへ ども、 不 レ得レ 已の義 あると 

き は、 父を棄 てて 不孝と 云 ふべ からざる 也。 衣笠に おいて 老父 をお J 屈 けんとな らば、 

一類 ここに 絶滅して、 重代の 主君 を 可 二見 届 1 の 様な く、 父祖の あだ を 報ずべき の 用な 

(缺) 

し。 しかれば 見ながら 父祖 を棄 てて、 義 のかく ると 云 ふ 所な し。 是れ 君の 重き 所 ある 

を 以て 也。 俱し詳 に 議論せば、 我が 一 類の 內を 一 人殘し 置きて、 郞等少 々指 加 はり、 

老父と 死 を 一 にすべき にや， 此の の こし 置く ベ きの 一 類 は、 さきに 行き て 事た る ベ 

から ざらん もの 殘 りて 可也。 しかれ ども 一 人と 云 へ ども， 大 節の 地に して 君の ために 

一人 當千 たらん 節な らんに は， 殘し 置か ざらん も 可なる べし。 前に 君の 義 なく、 後に 

父祖 へ 莫大の 孝行た らんこと もみえ ざらん に は、 父祖 を棄て 置き 自分の 身命 を 助から 

ん こと は， たと へ 父祖の 命と 云へ ども 不, 可, 順 也。 さりながら 父祖の 讎を 報ずべき 思 

入 あらん か、 叉 子孫 斷絕の ゆ ゑ あらんに は、 遁れて あやまりと 云 ひがたき 也。 父祖 病 

のために 死す、 子孫 殉死して 可な らん や、 甚だ まど ひ ありと 云ぶべし。 如， 此事、 詳 


に 究理して 父祖の 命に 順 ふ を 以て、 孝子 順 孫と 十べき 也、 心得 あるべき こと 也。 

五 五 公藤 茂 光の 遺戒 

f 1 1  /、イラ-す. -; つぐぶ 

師曰 はく、 源賴朝 石橋の 合 戰に打 負けて 引退の 時、 伊豆の 國の 住人 公藤 介 茂 光 供奉 

しける が、 ^^太りたる男也。 惡所 にか かり、 身 苦しく 氣絡 えて 登り やらず、 伴いた せ 

ぢ れ -っ. 

る 子息の 狩 野 五郎 親 光に 云 ひける は、 此の 山 烈しくて 落ち延びが たし、 一定 敵に 打た 

す. L ノ. S ゾ  た 0 

れ. ぬと 覺ゅ、 人手に かけずして 我が 頭 を きれ、 佐 殿 は 末 憑 もしき 人ぞ， かまへ て 二心 

たく 奉公して 奉, 助と 云 ふ。 親 光 恩愛の 名殘 によ つ て、 たく/ \ 肩に 引か-けて 上りけ 

れ ども. 我が身 だに も 行き かねた るに、 父 を さへ ぎして ければ 更に 延びえず。 公藤 介、 

や をれ 親 光よ、 我 れ を 育 まんと て 父 子 と もこ 人 に うたれ て は、 無 き あ と ま で 心 う し と 

云 ひけ れ ど も 、 逆 罪 を pt- う て 其 の 意 に ま か せ えず， その 間に 茂 光 腹 かき 切つ て ふ し ぬ 。 

田 代の 冠者 信 辆は茂 光が 孫子 也け るが、 心 剛に身 健 也け り。 祖父が 自害 をみ て、 つと 

より 首 かき 落して 親 光に あた ふ。 親 光胄の 袖に 引き かくし、 泣々 山に 上れり と 云へ り。 

親 光が 働き 餘儀 なしと は 云 へ ども、 心お くれて 健なら ずと 云 へ る 評 あり。 

父子 道 三 父子 該  四〇 三 
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ここに 案ずる に、 我れ 不レ殘 して 不, 叶の 大義 あらんに おいて は、 殘 りて 不 L 誤、 し 

から ざらん に は、 父を棄 てて 遞 れんこと は、 土の 木 意と 云 ふべ からず。 1^ や 父 f;^ の 1^ 

を^111ら手にかけん事尤も人倫の義にぁらず。 然れ ども 父祖 を 殺さ ざれば、 君に 對 して 

, 大 にたが ふ處 あらんに や、 それ とても 亦 時に 至っての はから ひ あるべき こと 也。 世以 

て 誠の 道 を 不二 究理 1 が ゆ ゑに、 輕 重の 思 入に 違 論 まち/ \ ある こと 也、 唯 だ詳に 究理 

する にあり。 

五六 正 成の 遺戒 

p^^^^ 師曰 はく、  (i 一 (木) 正 成 兵 庫へ 下向の 時、 是れを 最期の 合 戰と思 ひければ、 -1 子 正 行 

^fll^l.^ が 今年 十一 歳に て 供した る を、 思ふ樣 ありと て、 櫻 井の 宿より 河內 へ. 返しつ かにし、 

庭訓 を殘 しける は、 獅子の 子 を 生んで 三日 を經る 時、 數千 丈の 石 より 是れ を掷 ぐ、 

. 其の 子 獅子の 機 分 あれば、 敎 へざる に 中より 騒 返りて、 死す る こと を不レ 得と 云へ り、 

とど 

況ゃ汝 已に十 歳に あまりぬ、 一首 耳に 留まらば 我が 敎誡に 違 ふこと なかれ、 今度の 合 

戰、 天下の 安否と 思 ふ 間、 今生に て 汝が額 を みんこと 是れを 限りと 思 ふ 也、 正 成已に 


^  {n.-: つ 55 利 平お さ 
n し 鼓に 氏 十 上ち 
氏 こ な叛 ly 三 天 
死の 贫り け 野年皇 ？r 
す "a 氏 るの、 の は 

m  、 時^ £正 後 


： 二) 


V 八 


I* 秋 S: 代の， 

の大 夫， 百 * お 

百 中の や 1- 射 >JP 

Ira)  ^の マ. E 

_ャ，^ハ将。 >s 

一 ye- の eE み 急 

なり. 信； nHS 

の 身代りと な 

h- て烹 られ， 

高祖.， S るる を 

得たり 


打 死す とき かば、 天下 は 必ず 將 軍の 代と なりぬ と 心得べ し、 一旦の 身命 を 助からん 爲 

に 多年の 忠烈 を 失 ひて. 降 人に 出づる こと 有るべからず、 一族 若黨の 一人 も 死 残りて 

あらん 程 は- 金剛 山の 邊に引 こもり、 敵よ せ來 らば 命 を 養 由が 矢 さきに かけて、 義を 

紀 信が 忠に 比すべし、 是れ ぞ汝が 第一 の 孝行た らんず ると、 遣 命の 敎訓 を殘 せり。 ま 

ことに 戰國に 生れて、 我が身す でに 君の ために 戰死 十.。 ここにお いて 子の 第一 の 孝行 

を ん しう 

ir 身 を 修めて 君に つかへ、 武を勵 まして 一度 君 父の 怨爆を 報ずべき の 思な くんば あ 

るべ からざる 也。 文 を 學び學 を 博く する の 類 は、 しひて 益な きに 似たり と 云へ ども、 

右 の 志 を 本と し て 、 文 を學び 古今 の義 に通ぜ ば、 そ の 身 君 父 に 仕 ふるの 大義 可 二 格 i _ 

なれば、 父の 遣 言彌. 'おこた はると 可. 二 K 也。 文に 不， 通、 古今の 事義 を不， 詳ば、 唯 

だ 父の 命な りと 云 ふ 計り を 以て" つとめて 其の 究理う すき 所 あるべ し。 尤も 可， 味 こ- 

とども 也。 


五 七 Lit  Q 遣. 戒 

i  (六 1 

師曰 はく、 延文 三年 三月、 京 軍に、 郑須 五郎、 將 軍の 仰せに 因って 罷り 向 ひける 
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e^- 語新卷 if.; 十八  四 〇 六 

那須は 此の 合戰に 打ち出で ける 始.、 古鄕の 老母の 許へ 人 を 下して * 今度の 合戰に 若し 

おも ひやる 

打 死 を 仕らば * 親に 先立つ 身と 成りて" 草の 陰 の 下まで も、 老母の 悲歎 を 想像 も わ 

びし きと 申し送りければ、 老母 泣々 委細に 返事 を かいて 遣戒を 示しけ る は、 古より  < フ. 

に 至る まで、 武士の 家に 生る る 人、 名 を 惜しんで 命を不 レ惜， 皆是れ 妻子に 名殘 をし 

た ひ、 父母に 別れ を 悲しむ といへ ども、 家 を 思 ひ を 恥 づるゅ ゑに、 惜し かるべき 命 

をす つる もの 也。 始め 身 體髮膚 を 我れ にうけて 殘ひ 傷ら ざり しかば、 其の 孝 已に顯 は 

れぬ。 今 又 身 を 立て 道 を 行 ひて 名 を 後の世に あぐる は， 是れ 孝の 終 也。 されば 今度の 

^力 ラフ  いにしへ 气、 うそ 

合戰 に、 相 かまへ て 身命 を輕ん じて， 先祖の 名 を不， 可レ失 也。 是れは 元 暦の 古、 ：襄國 

(二  (二)  ほろ  うすくれ な.. S 

那須與 一 資 高が 八 島の 合戰の 時に 扇 を 射て 名 を 揚げたり し 時の 母 衣 也と て、 薄紅の 母 

衣 を 錦の 袋に 入れて 送れり。 さらで だに 戰 場に 一位んで いつも 命 を輕ん ずる 那須 五郎が. 

老母の 遣戒に 義を勸 めら れ氣を はげまし、 ただ今 立つ 足 もな くまく り 立てられて、 敵 

皆 勇み 進める 眞 中へ 會尺も なく かけ 入り て、 兄弟 三人 一 族 郎等 三十 六騎 一 足 も不レ nrv 

打 死す。 是れに 因って 敵勢 機 をの まれぬ と 也。 子孫 は 父祖の いましめに したがって 其 

の義を 可レ動 ことなれば、 人の 父母の 子に いましめ を 示さん こと、 尤も 七の ゆ ゑ ある 


n 二)  S0 

氏の 臣 

弟 忠信 

(五) 冶 承 四 


ニ參加 せんと 

て、 義 はじ 

めて 上の 時 

の 事たり 

<- 六) 天 正 十 

I 年 癸未の 年， 

秀吉 と，^ X、E^ 

% 、とのへ ロ戰な 

り。 へ rssf 

記， 吾庄合 

戰 等に 3= 

づ， ：5- し 老け 

のこと- s» に 

(七) 大将の 

^に 立てて- V 

の听在 を- ポす 

武具 

(八) キ； せの 

馬の そばに 居 

?- 武士 


べし。 那須が 老母の 教戒. 女性の 田.〕 入に は 其の 言戒 とたる にたれ り、 父母の 子 >vml ふ 

ル  ムヲ 

こと 深し とい へ ども * 其の 義 において 不レ 得, 已のゅ ゑん あれば 也。 

佐 藤 圧 司が 兄弟の 子 を 義ー經 に 付け 奉る に、 兄 をうた せて 弟 か へるべからず、 弟をン 

たせて 父母 をした ひ 兄 叉古鄕 にか へ るべ からず、 如， 此云 ふとて 兄弟 を 必ず 死せ よと 

一 K ふに は あらず と 一 K へる 遣戒 の、 世の ことわざに のこれる. さも ありぬべき 事 也。 君 

父 は/、 倫の 大義 たれば- 旣に 父の 命 を 以て 君の 供奉 をいた し、 先にて 君の 用に 立たず 

して は、 父母 を歸寧 せんこと も 皆 本意と 云 ふべ からざる 也。 父母 ここにお いて 詳に嚴 

戒を のこ さ ずん ば、 子孫 必ず 怠惰の 情出づ ベ し。 

MO  も 卞  (七) 

天 正 癸未、 江 州 賤嶽の 役に、 毛受庄 介 柴田勝 家が まと ひ を 賜 ひて 池 原 山に 立ちと ど 

(八) 

まり、 紀 信が 義を 守って 打 死の 時， 兄に て 候 茂 左 衞門尉 は 匹夫に て 勝 家の 馬 廻に あり 

しが、 庄 介が 備の揚 に 至り、 ともに 戰死 のこと を 云 ひて、 且つ 我れ にしら せ ざり しこ 

とを怨 む。 庄介曰 はく、 此の 義死 をた す こと、 今に あたって 時宜に かなへ り、 兼て s〕 

ふ處に 侍らず、 その上 老母の 誰を賴 みて 世 を 渡り 玉 はん なれば、 某 如， 此 なり 行く こ 

と は 我が身 に お い て 4 一 の 義ぁ れば、 不レ 及， I 校 量； 貴方 は 相 残り 玉 ひて あ？ の 養 を も た 

い 人 子 道 三 父子^?_^  四 〇 七 
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し 玉 はんこと を 恩 ふが ゆ ゑに、 しらせ 不レ 巾、 公 今の がれ 玉 ふとて. 人の 嘲 あるべき 

身に あらず と 云 ひて ければ、 兄 答へ ける は、 老母の 養 は 人倫の 大節 なれば、 中 十 所 そ. 

のこと わり あるに 似 たれ ども、 其の 方 も 如 二 存知； 陣の たび ごとに 必ず 兄弟に 盃を賜 

ひて 戒 あり、 汝等戰 場に おいて、 あとに 老母 をの こしたり と 恩って、 可レ致 所の 死 を 

不レ 可：， 遁也 * 我れ すでに 年齢 かたぶいて 幾程の 餘命 あらず と. M め 玉へば、 汝が打 死 を 

見て、 老母の 養の ためなりと 云 ひて 我れ 古鄕へ かへ らば、 母 かって 快よ く 思 ひ 玉 ふべ 

からず、 兩人打 死 をと げば、 老母の 養な りが たからん ずれ ども >  君の ために 一命 を 素 

てた る ものの、 母な りと て 乞食し 玉 はんこと は義 において 不レ苦 ことなりと 云 ひ はな 

つて、 終に 忠死を とげぬ。 是れ 併 老母 平生の 子を戒 むる 道理 かな ふ處 あるに よれる 

也。 

二)  大 坂の 役に、 脇 坂 次兵衞 尉と 云へ る もの、 そのころ 奥州の 政宗 にっかへ て 恩顧に あ 

づ かりけ るが、 政宗の 供奉いた して 大 坂に 上る に、 信 州に 彼れ が 老母の あれば、 立ち 

よりて 音：：：^ を も 聞くべき と、 暇 を こ ひて 信 州に 至り、 老母の 方へ 案內 いたしけ る は， 

某 事 今度 主君の 供 仕り 大 坂に 至り 侍る， 合戰 のお、 生死 不定の ことに 候 間， 今一度み 


2)  iS お、 

音 代つ tJS 人な 

h-.  ^方 Ijin と 

な h- こ 俗吏の 

おに へす， 

して か へ れ 

る a? やお：： ム来 

おわが _» の 人 

人に せら 

る. - この g は 

小 ま a. 行 第一 ハ 

に- W づ 

§ 地名 


奉りみ え 奉りて まかり 上らん ために 来れり と 云 ふ。 老母 申し送り ける は、 母子の 情- 

年来の 親しみ 慕 ふこと 無レ 限の 間、 對 面せん ことの 喜ばし けれども * 只今の 中し 樣に 

て は 、 えこ そ 參會成 る ま じ き に て 侍 る.、 其 の 方 事 主君 政宗 の 恩惠 甚だ 身に 超え たりと. 

13- て 其のき こえ あり、 此の度 幸の 事 なれば、 必死に 志して 戰 忠を勵 まされても • 合戰 

の 習に て、 其の ョ.〕 ふが 如く はなり がた かるべし、 1^ 仏 や 必死の S 入な く、 生死 不定と あ 

る： 一目、 更に 心得が たし、 必死に 究め 候 間、. 存生に 今 一 度對 面と るりたん ことに こそと- 

强く 戒めて 對 面せ ざり ければ、 脇 坂 此の 一言に 信 股して、 さまん \ 母に註 言して. Lwf 

期の 對面 をいた して 通り、 つ ひに 戰死を 遂げて 其の 名 を あげに けりと 云へ り。 人の 父 

母 唯 だ 愛に 流れ 慈に 溺れて は、 如， もの 戒 あるべからず。 尤も 可 レ愼儀 也。 

五八 陶淵 明の 敎戒 

ーミ； 曰 は，、、 陶淵 明が 子、 師 にしたがって 道を學 ぶに、 下人の 一 人 もた く、 lui らい 

,ノ を かしぎ 水 を 汲み 薪 を 取りければ、 其の 艱難に くるしみ- 父の 許に 下人 一 ご 借し 玉 へ 

(三) 

に 5 た，、 れ い 

と 云 ひ 送りければ、 陶淵明 そのころ 彭澤の 令な りしが、 我がつ かふ 下人 を 子の もとに 
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レ モノ  シク スレヲ 

つか はして 云 ひ 送りけ る は、 此亦人 子 也、 可 二 善 遇：， 之と。 云 ふ 心 は、 此のつ か は 十 下- 

人 も 人の子 なれば、  思 ひやり てっか ふべ しとの 心 也。 まことに 此の 一 言、 人 をつ かふ， 

の 心 入と 可， 謂。 人 皆 人の子な り、 苦 を 苦しみ 樂を たのしむ は、 天地の 間の 人心 各.' 皆 

おも ひやる 

然り。 しかる を 下人と 思 ひ 下僕な りと いやしむ 心より して、 想像 ことの 少なく * 時の 

寒！^ を はからず、 地の 險易 遠近 を不， 考， 其の 身の 相應 を不レ i して， しきりに 何事 も. 

我が 心に 任せて 苦しまし むる こと を不, 知 は、 上た る 人の あやまりに 非ず や。 淵 明が 

子の 戒、 其の ことわり 明な りと 可レ云 也。 

五 九 義を 常に 思へ 

師曰 はく、 或 人我が 子の 公役に 因って 他國へ 在番に ゆきなん とする を 戒めて 云 はく、， 

人の 親 は 子 を 他國へ 行かし むる に、 必ず 人と 物 云 ひ をいた すな、 i ひ IR?^ 傷に 及んで 父 

母 を 苦しむ る ことな かれと 云へ り。 我れ 汝を戒 むる こと 是れに 反せり、 汝古鄉 に 老父 

母 ある を 思って、 人の 過言 をき きのが すべから ず、 汝が 罪の 父母に 及ばん こと を 思つ 

キス ヲ  ルカ ラル 

て、 可， 致レ 死の 場 を不レ 可レ遁 也。 父母の 子に おける， 各. - 天性 骨肉の 親 あり、 汝が ゆ- 


ゑ を 以て 父母の 罪に おち 入る は 必然の ことわり たれば、 汝が 過と 不レ 可レ 思、 汝亦 我が 

ゆ ゑに 死 を 致す こと を輕ん ずる こと も然 あるべし、 人の 常に 所レ愼 唯だ義 のみ 也、 義. 

において 所 二 闕如ー あらんに は， 命存 へて 何の 面目 か あらん や、 ここ を 以て、 義を 常に 

思って 父母に 心 をと どむべからざる 也 * 是れ 我が 所， 戒 也と 云へ りと 也。 其の 志卓爾 

として 物に 屈せざる の 心より 出で たる 戒 にあらず や。 

六 0 遺言 奉 承の 心得 

( 一 )  ゎづら 

師曰 はく. 魏 の魏武 子、 寵愛の 妾 ありけ るが、 未だ 子 もなかり し 內に魏 武子煩 ひ- 

(二  ) くわ  ふ びん 

出で て、 世つ ぎの 子 魏顆に 遣 言 申されけ る は、 此の. 妾 子 もな きもの なれば 不便 也、 我 

f つ 

れ 死せば いかな らん 所へ も 有 付け 嫁すべし と、 堅く 命ず。 其の後 病氣 次第にお もく、 

とき  ッ  シル 

已に 末期 近き 刻、 叉 遣 言し ける は、 彼の 妾 を 殉死せ しめて、 我が 死骸と 一 に 可， 葬と- 

云 ひて、 ほどなく 死す。 然る 所に 魏顆 心に おも はれけ る は、 父の 遺言 雨 度の 通り 相違 _ 

あり、 いづれ を 以て 理に あたれり として 用 ふべ けんやと 較了 十れば 1 初い ひわた せる 

は正氣 みだれ ざるの 時 なれば 實と云 ふべ し， 末期に は 父の 正氣 甚だみ だれて 妄 迷の 念. ィ 
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より 出で たる なれば. 速に 初の 遗： 百に したが ふに ありと 思 ひ 定め、 彼の 妾 を あり 付 

けて けり。 かくて 其の後 魏顆秦 のい くさと 戰 ひし 刻 * 俄に ひとりの 老人 戰 場へ 出向い 

て 草 を 結びて 置きぬ。 秦の大 將杜囘 かの 草に つま づ いてた ほれけ るが ゆ ゑに、 つ ひに 

杜： 1: を 生 けどりぬ。 草 を 結びし 味方に 赏を行 はんこと を 思うて 色々 改め 糾 しけれ ども， 

味方に 其の 人な し。 ここに 其の 夜の 夢に 彼の 老人 来りて 云 ひける は、 我れ はかの 姿が 

さみ 

父の 亡魂 也， 君 父の 遣 言の 正しき に 付いて 女の 命 を 助け 玉へ る、 其の 志に 感じて 此の 

報謝 をな し 奉る 也と 答へ たりと 云へ り。 父の 遣 言な りと 云 ひて、 道に あらず 義に不 

レ中 こと を 立て 行 はんこと は. 父の 惡を 世に 傳 ふるに なりぬべし。 尤も 心得 あるべき 

事 也。 


(二) 大雅生 

！：；^之什に出づ 

(二)  ナの 

つきす， 

}K は 永久に か 

かる 孝 +に翁 

ん- たま ふとな 


六 I 孝道 匮 きず 

(二)  (三)  ツキ クタ マフ チン ヂニ ヨキ r ヌ 

師曰 はく、 詩の 大雅旣 醉の篇 に、 孝子 不レ 匱、 永 錫ニ爾 類 一と 云へ る 言 あり。 父于 

の 親 は 天性なる を 以て、 ならって しり 學ん で盡 すと 云 ふに あらず、 各.' 天性の まこと 

より：、 i 出して 不レ 得， 已の所 ある を 以て、 子 自然に 孝行 を 全くす。 彼の 虞舜の r.::!^ が 心 


(ひ；  § 

(E) 文 王の を悅 ばし め 玉 ふ、 文 王の 雞 鳴いて 王 季に 朝し 玉 ふ は、 生 知 安行の 聖人なる が ゆ ゑに や 

メス  (六 J  (七- 

(i) こり 一  つ ュ)  モノ ィハ シテ  つ うさ、. 

逸 とお も ふに、 殷の 高宗の 諒闇に、 三年 不 J 目、 而 百官 己れ をす ベて 0^ 宰に聽 き、 三年 

ほ 記 喪服 S 制  二と ぐ 

ま巾っ.^ ドら， の 後天 下 咸く悅 び 敎化大 に 行 はれした めし" 魯の 孝 公 の 孝 を 以て 國を たもてる こと- 

5Jl_l^f 各  >  其の 孝行の 至德 によって、 人々 ことん \  く 其の 化 を 蒙る、 是 れ不， 匱の ゆ スんん 也。 

(七〕 今の 一 

3- 大 lor 百官 されば 孝子 順 孫 あらん 所に は、 民 自ら その 德を 見聞して 其の、 い を 感^す， これ 一人の 

すべ て n 分の 

孝 を 以て 諸人の 心 を 興起せ しむ、 其の 孝行 大 ならず や。 

S  の 近 比 明の 注廷諮 If.- が 編集す る 人 鏡 陽 秋に 日、 百行 i}^ レ孝、 不 ， 匱 チ大、 蓋 i 《者 

■ "一 I、 は 子 之 心、 又 天下 萬 世子 之 や 吾 能 孝 二 於 親； 是可 ンニ以 則； 誰 不 H 感發而 各 親 二 其 乎、 

る 5a 作 あり- 斯人之 孝 卽吾之 孝， 此心融 二：^ 於天壤 間； 安 得レ云 , 匱、 故 曰、 歷山 萬. |5 淚、 化 爲 一一 

二 五 3  ナ. - 

0^ 孔チの 幾 曾參； 知 言 哉と 云へ り-。 己れ が 孝行の まこと を 推して、 よく 人々 を 化せし： めて、 

弟子 $1 子、 f„? 

出 三 四 < 頁き 此の 孝心 を 出さし め 天下 國 家に 及ばし めんこと は、 孝の 大た ると 云 ふ、 何事 か 是れに 

，一  に。) 

しかん や。 故に 孝の 道不， 匱 を 以て 大 とする 也。 曾 子の 父に. 孝 ある， 閱子赛 が 三子單 

に德行 Aw« て 

すぐれし 人、 たらん と 云へ る 類 は、 萬 代まで もい ひもて あっかって、 人の子た る もの 皆 信服して こ 

iiiiSI と 力/^ せ  • 

らる。 ？ 子せ-の 港 母、 かれに うすく 着せ 已れが 二子に 絮 も-着す る を 知り、 父 其の a?. せ を 出さん とす。 齊止 めて、 母 在 さば 一子 寒え せ 去らば 三 子 寒え 

んと いふ、 父 遂に 母 を 出さす" 母、 菜の 德に 化せら ると いふ を 指す 
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れを慕 はざる ことなし。 是れ 其の 人に 位な しとい へど も. 其の 誠 今に 卓 雨と して、 末 

世の ものの 孝心 を 起さし むる にたれ り。 其の 孝行の 大 なる ゆ ゑんに あらず や。 

六 二 カを竭 して 父母に 事 ふ 

ぢ よけん  か しん 

師曰 はく， カを竭 して 父母に つかへ しあり。 超の 女娟と 云へ る は、 河津の 奉行せ し 

わたしもり 

むすめ  ( 一 )  かた  L ん 

i ーヒ) 』^ 一一  ものの 女な り。 趙簡子 南の 方楚を 打ちて、 右の 津に 至りて 船 を 催しけ るに、 女 娟が父 

酒に 醉 ひて 不, 能レ 渡、 趙簡 子犬に 怒って これ を ころさん とす。 女娟 自ら 橹 かい を 持ち 

て 走り出で、 父が 酒、 に 醉スム る こと 全く 私に あらず、 君の 頓て舟 出 まし まさん こと を 云 

ひて、 河 神 水 伯 を 祭って 風波の 難な からん こと を 祈って 此の 醉を なせり、 君 これ を 殺 

さんと ならば、 願 はく は 妾が 身 を 以て 父に か へつべし と 云 ふ。 簡子曰 はく、 汝に 罪な 

カラ プ、 

し， 不， 可レ 殺。 女娟 重ねて 申しけ る は、 君 かれが 醉ゑ るに 因って 殺し 玉 はば、 其の 身 

ェ  よ やまち  カラ ル 

に 痛み を も不, 覺、 尤も 何の 過と 云 ふべき を も不, 可, 知、 是れ 罪な きを 殺し 玉 ふ 也. 

唯 だ 願 はく は 醒めて 後に これ を 殺し 玉へ と、 しきりに 悲しみければ、 簡子 これ を赦し 

かぢ 

けり。 かくて 簡子 船に のりけ るに、 楫 取る ものの 少な かりければ、 女^ 其の 數に 入り 


てに も- 31 同;;; J さ ± 
云 あ 東の じ ち c; じ 
ふ  <) 方 長 、 

しの 安 S 後 女め 黑 

を よ が 寿 m 
以 g り 前に 


て 父の 罪 を あがな はんとす。 簡子曰 はく、 我れ 今度の 戰を 大事に 恩うて 沐浴 齋戒 す、 

ニニ  つに 

婦人と 同船すべからず と 云 ふ。 女娟 答へ て 申さく、 昔„^ 王は左錢に驥を用ひ右^^に牝 

ひだりの そへ *n? 

を 用 ひて、 つ ひに if にかって 殷の代 をた せり。 武 王又然 り。 何ぞ 女人 を不 , 用 乎と。 

つ ひに 自ら 楫を とり、 棹の 欹 をうた つて 簡子を わたしけ る。 簡子大 に 喜びて、 父母に 

r^uM り 1 これ を つげて、 後に 立てて 夫人と なせり と 也。 

進 士に擧 げら §  リ  一一  e し 

東漢の 孔舊、 在， 官て 自ら：^ 約 を 行 ひ、 妻子 皆 疎 食 を くらって 親 を 養 ふ を 厚く 十。 

igtei すと 云 ふ。  (五) 

$■ にね 宋の任 元受、 母に つかへ て 孝 をつ く 十。 母 老いて 疾 多し、 元受 常に 左右 を はたれ ず、 

づ  うた，.，  .ン へ 

ぱ德^ 1 魏 朝夕 これ を 候 ひて 老母の 病 體を詳 にし、 毫 髮も不 J 连が 如く 是れ をし る。 故に 脈 をう 

國公 こせ ty ら  しるし  ん 力 ラブ  (六 一 

る。 宋.. の 1。『宗. かが はすして 其の 中 をし つて 藥を用 ひて 必ず 效 あり、 名 醫と云 ふと も不 7可\ 及 也。 張 

孝宗の 時、 金 

の.：？？、 り は 魏公 これ を 召して 官に 入れし めんと す。 元受辭 して 申しけ る は， 我れ 常に 母 を 養 ふ を 

1.- て 主 

事と す、 こ Q 心の 深ければ、 母に 事 ふるの 如く 公に つか ふること を不, 可. 得 也、 たと 

. られ、 政治に 

I 問 1^1 へ ば 一 の 妙薬の 年 を 長く 十る ありと 云 へ ども- 先 づ是れ を 母に 與 ふべ し、 公に 獻 ずべ 

からず、 諸事 如レ此 して は. 公へ つか ふるの 志と 云 ふべ からず、 故に 仕 ，官 を不ン 欲と 

十五 孝義 ほ. に  (七- 9  、- 

出づ、 但し 後 云 ひける と 云へ り。 又宋の 李瓊、 母に つかへ て 孝 あり" 初めは 貧しく して 後に 富めり、 
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半の 明答 はな しかれ ども、.：： 堅く 守りて 孝 を專ら とす。 後に 妻を娶 りて、 十で に 子 を まう くと 云へ ど 

し 

も、 これ を ^室に おいて.： n ら母 にっかへ、 夜 巾 は 必ず 十餘 度お きて 母の 安否 を 尊ぬ。 

母 かって 曰 はく、 汝今は 家 富み 妻子あって 家事 多 かるべし >  何ぞ 下女 を 置いて 我れ を 

あっか はしめ、 汝が身 を 安ん ぜ ざる や。 李瓊曰 はく、 母の ねが ひ 玉 ふ處を 我れ 自ら^ 

さ ざれば、 心に 安ん ずる 處 あらず、 我れ 叉 これ を 苦しと せず と 云 ひて、 猶ほ h ら つと 

あらた  キ フ 

む。 凡そ 市に うる もの は、 其の 新に めづ らしく、 母の 心に 可レ叶 もの あるとき は 價 

±)  s^, を はからず して 是れを 買 ひて 奉りけ り。 其の 力 をつ くす こと 如 レ此と 也。 又黄魯 直、 

藩..？： は あざな、  15?、 レ  <  ンゼヒ -ーブ 

f^M^^I" 親に 事へ て 孝 を專ら とす、 つねに 力 をつ くして 頃刻 も不レ 伺ば 其の 心不レ 安。 從 レ師學 

に 仕へ て 都 州  ヲ  ヒヲス プ  レ疋ニ  H ミス  〈ン ボノ  ：  • 

に 知ず しも、 ， 道 魚 千里、 蓋， 世 成， 功泰 一 炊、 日月 倚レ 門人 不, 見、 看 盡林烏 返 啼兒と 云へ る 詩 は 

蔡：. -ら； i く 人に  キ 

王稚 川が 官に 遊んで 親 を 省せ ざる を. 評る の 詩 也と にや。 その 志の 切なる こと、 尤も 可 

山 谷蕖 あり  ル 

レ見 也。 


.(-;) I 六 三 色 養 (二) 

改 *.£ ..2^  tif こ  いろ，. I た  ル  チラ 

ぉゼ ー 師曰 はく、 父母に 事 ふるに 色 難しとの 玉へ る は 孔子の 戒也。 心に 不二 和悅 一の 所 ある 


(ミ) 親の 類 

色 を 察して 事 


和らして 事 ふ 

る こ と 

<2) 春秋の 

の g 人" 二 

十 K 孝の 一 人 

にて， 身 七十 

の 老^に て 

しきお 杓 も-着 * 

少兒 クン まね を 

して fw 親 を， W.5 

めしとい ふ-. - 

^求に 出づ 

(五) 毛義， 

張 10 のこと、 

後 « 書 も傳第 

六十 九の 始に 


(六) 字 は 茂 

之、 少 にして 

® 悟， 武 后に 

仕へ、 中宗の 

f 兵 JjS せ 書な 

以て 卒す 


二  II)  らい， J 

とき は、 其の 色 必ず 外に 發 しつべし、 故に 古來色 養の こと を 以て 孝と 十。 周の 老萊子 

S) 

が 斑 衣の 戲は * 其の 心の 切なる が 形骸 聲 色の 外に あら はるる 也。 漢の 毛義、 家 貧に し 

て 孝行 あり。 南 陽の 張 奉と いへ る もの、 其の 名 を 慕 ひて 往 きて かたる。 坐 定まりて 後 

に、 毛 義を安 陽の 令たら しむる と 云へ る 召 狀來れ り。 毛 義內に 入りて 大に悅 び、 顔色 

ここにうる はし。 張 奉 これ を 見て、 さし も 志 ある 人と &〕 ひて はるかに t せね 來れ るに、 

是れ 等の 小利に 大に 喜ぶ ことのき たたきこと にや、 不レ入 こと をして 來れ りと、 心に 

蔑 如して、 しひて 辭 退して 去りぬ。 後に 毛 義母 死して 則ち 官を 去りて 退き、 つ ひに 召 

ハ  カラル 

に不， 從 してやみ ぬ。 張 奉 嘆 じて 曰 はく、 賢者の 心 は 更に 不， 可：， 測、 已 前の 微官を 喜. 

びし こと は、 是 れ爲， 親に 屈せる 也と い へ り。 少利 といへ ども 親の ために 喜んで 己れ 

が 高 節 を 不レ々 _ 一は、 色 養と 云 ふべき 也。 唐の 李 lil 秀、 中宗の 時に 修文 館の 學士 たり。 

其の 母 わか かりし とき 賤 しかりき。 李 迥秀が 妻 或る時 母の つか ひし 女 をい やしめ しか 

ル -I ヲス フル ヲニ 

りけ る を、 母 聞きて 快から ず 思 ひければ、 迥秀 則ち 其の 妻 を 出せり。 娶, 婦 欲， 事 レ姑 1 

苟も 顏色 にたが ふ處 あらば、 何ぞ留 むべき といへ りと 也。 是れ 等の 輩 は 各 父母 を 養 

ふに 色 を 以て かたしと して、 顔色 を 和し 形容 を 柔順に す。 其の 孝 尤も あたれり とす。 

父子 道 一 .11 ハ 又子談  H 一七 


5 の 人 s  の こ つ づ害1^ つ — ， 
5； —、 をお とじ 致 ご 七：: 

人 二 いと、 n 
m 十 後 ふ も あ 粗 篇孔 
こ Pi-:ai めか 食 に-了-照,' U 

の の の ざの 出 %i  二 


山.^ 卷笫 十八 .  •  四 一八 

六 四 父母 を 慕 ふ 

師曰 はく- 子い まだ 襁 抓の 中に あるとき は、 たれ か 父母 をした ふこと を 不,， ^「只 

だ 永く 慕 ふ を r.{ て大也 とす。 大舜は 五十に して 猴ほ 父母 を 慕 ふ は、 其の 誠 至って 切な 

(三) 

(二)  それが  れいく わ ノ，、 

れば 也。 昔子路 孔子に まみえ て 云へ る は、 某し 二親に 事へ 奉る の 時 は、 常に 黎蔡の あ 

行 を 隣人に m つもの をのみ くらへ り、 而 して 親の ために 米 を 百 単； の 外に 負 ふといへ ども、 これ を以 

おこり 一 ハー g て 苦しと せず。 親沒 する の 後に、 南の 方楚に 行きて 時に 用 ひられ、 相從 ふの 車 百乘に 

f-" れ きれめ 及び、 積レ： ^ 萬歸 なりと いへ ども、 父母す でに 沒 して、 是れを 以て 養 ふこと を不レ 得、 

に I ^を, W ると  ル マラ 

故に 常に を くらって 親の ために 米 を 負 ふこ と の 昔 を 慕 ふことの 不， 丄也 とい へ れ 

J ほへ ほ ば、 孔子 犬に 感じて I 事 ，：iki レ心、 事 レ 死盡レ 思は汝 にあり との 玉へ りと 也。 漢の 

こ =^/* リ L  (R)  わか  ゃヤ 

丁 蘭は少 くして 父母に おくれて、 木 を 刻んで 二親の 像 をつ くり、 是れに 供養す る こと 

操に 就けり  ラ  (五) 

(七) £ss 生ける が 如くし、 朝夕の つとめ 更に 不」 怠、 其の 志の 永く 慕 ふ を 以て" 木像に 奇端多 

V  の ヌ^ 

^^^^^^M  く ありし とい へ り。 三國の 徐庶は 老母 を 失 ひて 方寸 亂矣、 無レ益 ニ于事 一と 云 ひて、 つ 

五お お 亮の條  "一二 七 ：ー ゾ  -A^  (九- 

に 出— づ  ひに 去 二 昭烈ー 操に 從ふ。 魏の王 修は社 日に 母 を 喪して、 其の 哀愁^ しき を 以て， 隣 


里に 社 日の 遊 を やめぬ。 吳の顧 怖 は 父母の 書 をうる ごとに、 必ず 衣服 を 正し、 几案の 

上に そな へて 其の 書を拜 見し、 句 ごとに 應諾 をな せり。 父疾 ありと 云 ふ 書の 来れば、 

泣淚 して 不， 得， 讀、 父沒 して 口に. f 水 を も不， 入 事 五日に 及べり。 つねに 壁に 柁の形 

をし るし、 その 下に 神 座 を まう けて、 悲歎 不レ 止、 服 未レ顯 して 卒しぬ と 也。 父母 を 慕 

ふの こと は 子の 常 也と い へど も. 一 生 永く 慕うて やまざるに 至る の 志 は、 又 孝子の 深 

切 也と 云 こと 也。 . 

六 五 父母の ために 死 を 致す の 道 

カラ ズ 

師曰 はく， 親に 事へ て カを竭 すの まこと あるとき は、 死 を 一:!:?^ すと 云へ ども 不レ 可レ 

故に 服レ勤 致 レ死は 古の 道 也。 しかれ ども 父母の 難に あたって 死す る こと は 易く、 父 

母に うけられず 讒に 因って 死 をた す は、 子の 大 不幸と 云ぶべし。 但し 父の 子 を 殺せる 

と 云 ふ 名 をの こさし めんこと は、 子 死 を やすくす と 云へ ども， 其の 孝 全し と 云 ふべ か 

らず。 故に 身 を 全うして 親の 名 を不， 汚、 父子と もに 全き を 以てせん は是れ 上な り， 

ル シ メ サ 

己れ 死して 父の 名 を不レ 令， 落 は 中 也、 父母に さからって 死 を 速に し、 父母の 惡名 を， 淡 

父子 道 一一 一 父子 談  四 一九 
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世に のこさん は、 至って 孝子の 志と 云 ふべ からざる 也。 されば 父母の ために 死 を 致さ 

ん こと は 尤も 大節 なりと 云へ ども- 究理す るに 道 を 以てせ ざれば、 不孝の 事に なりぬ 

べし。 甚だ 可 二 餅 酌 一 こと 也。 

(1) 宜モの 周の 卿 士尹士  3 甫が 子、 尹 伯 奇と號 す、 繼母 にっかへ て 孝を盡 すと 云へ ども、 繼母是 

S 臣、 周 {IS 中 

賴け れを にくんで、 或 時 我が 衣に わざと 蜂 をつな ぎお いて 伯奇 にと らしむ。 伯奇 これ を 

とらん とする の 時、 母 犬に 呼んで 曰 はく > 伯奇 我が 衣 を ひいて 淫亂の 事 をな すと。 士 W 

甫 これより 伯 奇を疑 ひて、 つ ひに 遂ひ 出す。 伯奇 更に うらみず、 後に 河に 入りて 死せ 

0 この こ り。 晉の獻 公、 驪姬 が讒に 因って 太子 中生 を 殺さん とす。 或 人 太子に 云 ひける は、 何 

と史 記の 朁世  り キ，  カラ 

家に あり  ぞ此 のこと を 云 ひわけ 玉 はざる や。 申 生 曰 はく、 公驪姬 にあら ざれば 居不， 安、 食不 

レ飽、 我れ 詳に云 ひわけば 驪姬 つみに 入るべし、 君す でに 老いた まへ り、 是れを 苦し 

まし めんこと は 孝子の 心に あらず と 云 ひて、 つ ひに 新 城に くびれ て 死せ り。 中生の 

ニニ) 

ベ ん タラし 

士心、 唯 だ 父の 心 を 安ん ずる を 以て 本と す、 甚だ 至れり と 云 ふべ し。 卞莊 子つ ねに 武勇 

を 好み、 母 未だつつ がなくて ありし 內は、 三た び戰 ひて 三た び 北ぐ。 ここにお いて 國 

君幷に 朋友 そしりて 云 はく、 卞莊子 平生の 言に 不レ 似、 敵に 逢 ひて はだへ を 不：， 合， ま 


ことの 勇士に あらず と 云 ひて、 人々 是れ をはづ かしむ。 卞莊子 この 沙汰 を 聞きて ま i 

か 心に かけず、 顔色 不， 變。 母 死して 後三年 を 過ぎて 魯に戰 有り、 卞 莊子將 軍に まみ 

えて 云 ひける は、 已前は 我れ 母 ある を 以て 戰 ふごと に 北ぐ、 是れ 母の 養 を 全く せんこ 

と を 思へば 也、 今已 に母沒 す、 心に かかる 處 なし、 思 はんず る 如く 戰ひ、 大將 の指圖 

次第に 働くべし と 云 ひて、 則ち 敵陣に 入りて、 甲 付の 頸 を 得て かへ り、 これ を將 軍に 

獻 じて、 已前 一度のお くれ を 取りし 報と す。 如， 此 する こと 三度に みちぬ- 今 は 最前 

S 春秋 時 

ザの 1。 子れ の おくれをとりし 云 ひわけ も 立ちぬ べしと 云 ふ。 將 軍犬に 感じて、 其の 勇武 ここにた 

サ。 致 S い^ 語 れり、 もはやつ よき 働 は不， 入 こと 也と とどめければ、 卞莊子 曰 はく、 初め 北げ て 身 

に は 丘 吾 +と 

u";- ^きひ を 全うせし は 母 を 養 ふが ためなり、 今日 その 返報 は 相す みぬ、 凡そ 勇士 は 一度 人に は 

づか しめられて は、 命 を 全くす るの ゆえん あらず、 今 曰 打 死の 節 至れり と 云 ひて、 又 

すれば 親 待た 

むと い = ^て 死. 敵陣に 入りて 七十 餘人を 殺し、 其の 身 も 打 死 をと げたり と 也。 勇者と 云へ ども 身 をつ 

」< り  二 テス ルハヲ 

i) 後漢^^1 つし むは、 親 を 貴べば 也。 親..， ほして ド莊子 勇 死 をと ぐ、 是れ 戰陳以 レ勇 孝と 十る と 

*^5銷ん「^$五十 

七に この 人の 云. JT へき 也。 

記事 あれ ど、  - - 

この 內％+*111^  (E)  わか  t し  一 五) 

i にら 1；； , 專 魚は少 うして 親に つかへ ずして 親 を 失へ る こと を哭 して、 つ ひに 槁死 十。 漢の殷 
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山^. 1 お i^i^ 十八  四 ニニ 

陶は 十二に して 父の 喪に 遭 ひ、 大 なる 蛇來 りて 門に 入らん とす、 家內 ことん、 \ く はし 

り 退く に、 殷陶 只だ啼 泣して 不レ去 は、 親の ひつぎ の あれば 也。 是れ身 を 以て 死に あ 

"  二) 

二) 字 はな つるの 義 なり。 梁の 吉彌が 父 罪あって 官に とら はる、 父の 咎 すでに 死罪に 究 まれり。 

tr 十 S よ 「ぶ  十五 

ハ〕 よお 職む ^！ロ撤自ら乞 うて 父の 命に 代らん こと を 奏す。 武帝其 の 幼稚に して 父 を 慕 ふことの 切 な 

0.  る を あはれ み、 且つ 叉 傍人の 敎 へて 如 レ此云 はしむ る こと もやと 察して、 奉行に 云 ひ 

孝 を 以て 問 ゆ 

S 姦： おの 付け、 色 を はげしく して 彼れ を 召 捕へ てい ましめ、 人の 敎へを 以てしから しむる やと 

f^l 首 なり こ 

啤? 尋ね けれども、 ことん \  く誠實 のみに して、 聊か 人の 云 ひ をし へたる 品な し。 奉行 こ 

の條 に出づ  バ 

れを あはれ み、 子 を 召 捕へ たる 手が せ 足が せ を ゆるめければ、 吉 搬不， 悅 して 云 はく 

我れ 巳に 父に 代って 死に あたる、 是れ 我が身に 惜しむ 處 たし、 願 はく は 一 つも ゆるめ 

玉 ふべ からず と 云 ひて、 奉行の 云 ふに 不レ 從。 此の 志詳に 奏聞 をへ ければ、 武帝 乃ち 

(三) ゐ J(En 

つ 二)  ft- 地名、 其の 父の 罪 を， W め、 父子と もに 本の 住所に 送らし む。 ここにお いて 丹 陽の f^fN 王 志 この 

一 Jl^ お 事 を つぶさにして、 吉獵を 以て 純 孝の 科に 擧げ用 ふべき と ありければ、 吉辦曰 はく、 

梁に 仕へ、 & 

に 巧 歌れ て， 父の 難 には子 代って 死す る こと 是れ 古の 道に して、 めづ らしき ことと 云 ふべ からず、 

^^-^L? 是れを 以て. 官を 得る は、 父に 1： つて 名 を 買るな り、 我れ これに あたる に不レ 忍と 云 ひ 


孝' ま- /-^ 
傳ニ事 

に 百 5g こ 

出 十史の 
づ五列 父 


て- つ ひに 不， あと 也。 世 これ を 感ず。 宋 の飽壽 孫が 父 宗巖、 盜賊 のために とら はれ 

て、 ii せられて 已に 殺されん とす C 壽孫 これ を 悲しんで、 父の 死に 代らん こと を 願 

ふ。 父 曰 はく、 吾れ 老いたり、 汝 僅に 一 子の み 也、 若し 汝 ころされ なば、 我が 血脈 こ 

こに 絕 すべ し、 吾れ 自ら 娀に 死なん 事 是れ順 也と 云 ひて 不レ 許。 賊 その 父子の 情を感 

じて、 兩人 ともに これ を 障し けりと 也。 父の 難に 中って 死 を 顧みざる は、 子と して 其 

*  んュ -ラ 

の 職分たり と 云 へ ども、 孝子に あら ざれば 其の 實を盡 す こと を 不レ可 レ得也 

六 六 孝子の 誠  . 

l^ssi  、 币曰十 "く、 孝子 內に 誠の 切ならん 所 深 からん に は、 父母た とへ かたくなに ひず 力し 

パ-七 V,  の 人. 

mM^ たりと 云 へ ども、 其の 感ずる 所 尤も 通ず ベ レ。 凡そ 誠の 感ずる S 天地 鬼神と もに 然 

二して、 養 S  ラゼ  (丄、-  (ケ  乇グ ワン ギン ト ダナ レバ チズ 

らす、 よつ 一- り、 况ゃ 人倫 血脈 相績の 父子 何 ぞ不, 通ん や。 無々 居士 曰、 親 雖こ頑 一  惟誠 sd^ 

sik 之 所 も 豈 &スノ ミナ ラン： 親ヲ、 所 ニ以ノ 4 スみギ ^.i き草異 禽、 休祥ず, 

.0 「ほ" iii 一ん 子 之 一 念-相 I、 天人 之 i^。&K% 佘叉 S 吖 I」 卽人子 之 天、 苟天親 一 感、 あ 

0g „  祥蕩々 5^、 孝^^^<1ぃ亂ースー此之天ノとぃ へり。 されに Is が 天賜 n 孝子 一と 云 ふたる 金 
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(一) 後 漢 の 

人、 少 くして 

母 亡く、 父と 

流 S し、 父 死 

して 葬る の資 

なし、 人より 

惜 りて 葬り、 

その金主に^^ 

物 三百 疋 をな 

して これが ffi 


女 あり 來 りて 

その H を 助け 

おりと いふ。 

その 地考感 と 

いふ 名 を存す 

と いふ。 二十 

I： 孝の 一 人 

(二) 後 の 

人、 地方 吏と 

して 終る。 二 

十 SI 孝の 一 人 

(一二) 姿の こ 

と、 後？ 列 

傅 第 七十 R 列 

女 傅の 條に 出， 


すべて これに 

よれり 

の 人、 に 
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の 釜を掘り 出し、 漢の董 永が 仙女に 遇 ひて 奴と なる をまぬ かれた るた めし、 至孝の 感 

ずる 處 甚だい ちじる し。 漢の姜 詩と 云へ る もの、 夫婦と もに 孝心 あり、 姿 詩が 母つ ね 

に 江の 水 を このんで 飲む。 此の 水 をく む 間、 家より はるかに へだたれり、 Si つねに 流 

れに诉 りて 水 をく む。 妻途 にて 風に あうて、 時分に かへ る こと をえず、 母 水に う ゑぬ ( 

姜 詩つ ひに これ を とがめて 妻 を 出せり。 妻猶ほ 近所に やどり、 晝夜 (h) うみ 糸 取りて 是 

め づら， L さ 

れを うり 珍 敷 もの を 買 ひて 姑に つか はす。 姑 其の 故 をき いて 是れを 呼び もどさし む。 

其の 子 江 水 をく むに 因って 溺死す。 夫婦と もに これ を かくして 母に しらし めず、 學の 

ために 遠き に 至れり と 云 ひて 不レ 云レ 死。 母 又 魚 を このむ、 夫婦と もに つとめて 魚を賈 

ひて これ を 養 ふ。 或 時 俄に <|Q の 浏に泉 涌 出で、 母の 好む 所の 水に 不, 異、 その上 毎朝 

泉より 1,; 魚 二つ 跳り 出で ぬ、 夫婦 これ を 取りて 其の 養 を 全くす。 是れ 孝心の 感ずる 處 

と 云 ふべ し。 

(ron  た ナウ こ  、- P- ) 

三國の 孟宗、 母の 求めに R つて、 冬 竹林に 入りて を 得。 晉の 王醉が 母. 生魚 を 好 


に 至- 


む を 以て、  冬 氷 (g 一 上に 居れば 氷と けて：^ 拠出 づ。 黄雀の 炙 もの を 求 むれば、 く 黄 ぁ數十 

飛び 入る。 晉 の 何埼、 母の 喪に あたれる 曰、 鄰 家に 火事 出來 てす でに 我が家に 及び、 


E 孝の 1 人 

2) 育 書 列 

I5L 第三に 出づ。 

武 帝の 太 si- と 

なる。 二十 四 

孝の 一 人 

(六) 晉書列 

傳第 五十八 孝 

灰傳に 出づ。 

B!| 令と なり、 

母の 歿後 仕へ 

す、 請 書 述作 

に. 終る 

(七) 梁の 中 

1,,1TC-;_1?- となる、 

この 事、 南史 

ぉ傳第 SI 十六 

に 出づ" その 

父 は ゆ 域， 梁 

の 将軍と して 

武動 高く 任进 

蜀 にて 卒せ h- 

(八) 宋史 

Is- 第二 百 十五 

孝 « 傳に 出づ， 


母の ひつぎ を燒 きなん ことにな り ぬれば、 何琦 せん 方た く、 匍甸 して ひつぎ にいだ き 

付きて 泣淚 す。 ここにお いて 風 俄に やみ 火 しづ まって、 何 琦が舍 火難 を 免 かれぬ。 六 

(七 J 

朝の 廣子舆 * 父の 喪に 柩 をのせ て古鄕 にかへ ると て. 船中に て 秋水 來り みたぎ り危 し- 

子 輿 悲歎 甚 し、 其の 夜 水 忽ちに 干 落ちぬ と 也。 唐の 熊袞， 父の 喪に 居て 葬る ことの 不 

へ ば /\  リ レ 

レ能 斗り に 貧し かりき、 故に 晝夜 これ をた げき 有， 之ければ、 忽ちに 空中より 錢數萬 一 ご 

落す。 熊 一せ、 これ を 得て 葬る こと を 得たり。 時の 人 其の 忠孝 を 感ず。 是れ熊 一せ へ官に 居て 

私の たく はへ あら ざれば 也- 宋の 朱泰、 母に 孝 あり、 家 貧しう してつね に 自ら 山中に 

入りて 薪 を 取り て、 これ を賣り 母の 養と す。 或 時 夜中に 山に 入りければ 虎に つかまれ 

ぬ。 朱泰目 くれ 心 まど ひければ、 暫し はもの 云 ふこと を不, 得， 少し 人心地の 出で け 

れば、 聲 を はげまして 云 ふ は、 我れ 母 を もてり、 我れ を 失 はば 母の よる 所な しと。 虎 

これ を 聞き分け ける にや、 忽ちに 朱 泰を棄 て 去りぬ。 人々 其の 孝心 を 感ず-と 也。 是れ 

等の 事 • 舊 記に 載 十る 所， まこと いつはり 不二 分明； ことに 君子 は 奇怪 異事を 云 ふべ 

からざる と 云 へ ども、 孝子 その 誠の 物を感 ずる 所 あるべ からざる ことに 非ず。 上天す 

でに 善， 善と 十、 ？：^ や 萬 物に おいて 豈 感興な からん や C 尤も 可 V 愼也。 
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六 七 誠 情の 感通 

師曰 はく、 父子 は 天性 を 以て 其の 志 自然に 其の 間 相 感ずる 處 ためしな きに 非ず。 昔 

曾 子 山中に 入りて 薪 をと る。 その あとに 親の 家に したしき 客 来れり。 母い かんと もす 

へき やう あらず、 急ぎて 曾 子の か へられよ かしと 頻りに これ を 思へ ども 不 レ^。 母 指 

を かみてければ、 忽ちに 曾 子む ねの いたんで、 俄に 薪 を 負 ひて かへ りて 其の 故を尋 ぬ。 

1  力  'や. S? ろうせん 

お 四¥1"| 母の 曰 はく、 急 客 ある を 以て 吾れ 指を噬 んで汝 をよ ぶ 也と 云へ り。 南齊の &、， 5^奥， 孱 

, 二  4 つ  りょう  ル 

.,:  陵の 令と なって 彼の地に 至り、 未だ 十日 を 不レ經 に 父 病に を かされぬ。 ^|5„^ 故鄕 のこ 

キ ル 

と を 可 い 知に あらざる に、 忽ちむ ねさ わぎ 身體 より： 汁 出づ。 ここにお いて^ &r 束 一に 

官を棄 てて 家に 歸 りければ、 父の 病甚 し。 梁の 阮孝 緒と 云へ る もの、 武 帝の 時に 鈍 山 

において 孝 緒に 書 をよ ましむ。 その あとに 母 甚だ 病 あり、 兄弟 ども あつまって、 孝緖 

をよ びに 可 J 退 やと 云 ひければ、 母の日 はく、 孝緖 つねに 孝 あり、 、込ず 心 通ず べし、 

t  .1  (三) 

r 一) 南史列 呼ぶ に不レ 及と 云へ り。 孝緖に はかに 心い たんで、 急ぎて 家に か へれり と 也。 又 11^ 听^ 

第 六十： ギ 

義上傳 にあり 金 華 山に 隱遁 して 人に まじ はらず、 母に つかへ て 甚だ 孝 あり。 母家に 居て 忽ち 齊んで 


死す。 日 をへ て 其の 事き こえければ •  m: 昕 驚きて 家に かへ り， さけびよ ば はりて 悲し 

みける が、 母 是れに 因りて ゃ艇 りて、 叉 いくほどの 母子の 親 をた せりと 也。 是れ 等の 

こと を 案ずる に、 父子 は ー體 にして 分身 也、 血脈の 相 通ず る處 まさに 正し- この間に 

お い て 父子 天性 の ま こ と を 以 て す る 所 あらば、 不レ感 と 云 ふ こと ある ベ か ら ざ る 也 C 

誠 あ らず 實不, 足 を 以 て 、 血脈 相績、 < す 相 感ずべ きもの も 感ず る こ と を 不レ得 に な れ る 

は- 子と して 子の 道 を盡す こと を不, 得に よれり。 人の子た らん もの 可 レ不レ r ん乎： 

六 八 孝 は理を 究めて 至大 至 公なる べし 

師曰 はく、 古より 父母に 孝 ある もの 世に とぼし からず、 或は カを竭 して 色 養し、 或 

は 一 生 慕 ひ 思 ひ、 或は 死 を 致し； 双 は 誠 を 以て 天地 を 感ぜし むる 事 あり。 異朝の みに 非 

ず、 本朝に も 其のた めし 多し。 然れ ども 形 をつ くして 孝 をな す 事 はやす く、 父母の 志 

を つぐこと は 至って 難し。 父母 Q 志. を つぐこと はありと 云 へ ども、 其の 孝道 を 究理 

して 理の 至善に 止まる こと は、 叉 至って かたしと す C されば 自らの 身に て 父母の 床 を 

あたためて 親 を 安んじ、 身 を-お 虻に せ せらせて 親 を 安くい ねし め、 或は 親の 看病に 衣 
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をぬ がず 晝夜 をい ねず、 或は 不淨を 自ら とりあつ かひ、 或は 其の 味 を なめてし るの 類 

は、 各. -形を 以て 力 をつ くす 孝な り。 尤も 一 事と 云 ふと も、 凡人の 及ぶ ベ き 事に あら 

ざれ ども、 亦 子と して 父母に 孝の 志 あらん 輩の、 なりが たき 事と 云 ふべき にも あらず。 

而 して 志 をつ いで 父母 を惡 名に おとしいれず、 其の 身 能くね り を さめて 過 に 不レ入 

ビ ヌル 二  つぶさ 

の 事 は、 學レ 文格レ 物の 端 たれば、 是れを なすこと なりが たかるべし。 況ゃ 事々 具に 究 

理 して 其の あやまり なきが ごとく 修練 せんこと は、 是れ 人の 及びが たきこと 也。 たと 

(めて) 

へば 郭 巨が 母 を 養 ふに たより あらざる を 以て、 己れ が 子 を 掘り 槐ん で是 れを棄 て、 母 

(1) 底の a を 養 はんと 思 ふ は 至孝と 云 ふべ し。 此の 志 を 感じて、 天 これに 金の まろが なへ を 賜 ひ 

き 鼎に て、 签  ハ テ キヲ ス 

の 古名  ぬ。 天 亦 これに 感ずれば なり。 然れ ども 究めて 是れを 論ずる とき は. 不孝 以レ無 レ後爲 

レ大、 豈子を ！，； むの ことわり あらん や。 故に ここにお いて 詳に格 物 せんに は、 人を尋 

ねて 子 を あたへ て 子の 命 をた すけ、 或は 山野の 人の 往来して 可レ 拾の 處、 或は 市中の 

旁に 置いて、 是れを 人々 にあた へ ひろ はし めても、 其の 命 を 長久なら しめんに は、 子 

シ  ひたすら 

を 全うして 母 を 養 ふこと を可レ 得" 唯 だ 一向に 子 を 生きながら 種み ころさん こと は、 

實に 親の 心に 不, 可レ 叶。 其の 志 誠 一 にして 更に まじ はる 處な きを 以て、 天 これに 感ず 


卷;? ^馕ニ 
の齋方 し- 
こ  集 孝 
と 二 ^明 

な 十の の 
る rail 大 


といへ ども， 其の 究理 至善に 止まる と は 云 ふべ からず。 方 適 志集に、 郭巨非 二 孝子； 

ク ゾシル  <  テ ヌ スヲ イク マシム*^「ヲ ノ ヲ 

深詆ニ 兒爲 I, 傷 一 1 親心 一とい へど も、 郭巨 あやまる に は あらず、 其の 用 ふる 處 

の 不レ詳 と 云 ふべき 也。 

又 申 生が 云 ひわけ を とげず して 死せ し は、 獻公旣 に 老いぬ、 驪姬罪 を 得ば 何に 由つ 

て か 心の 安ん ずる 處 あらん、 是れ云 ひわく るに 不孝の 處 ありと 云 ひて、 自らく びれ て 

死す。 其の 志 尤も 切なり といへ ども、 是れ叉 其の 道 を 正す 處 薄し。 唯 だ 身 をの がれ や 

つ ことなっても、 父に 子 を 殺せる 惡名 をの こさし めざる を 以て 實 とすべし。 萬 世の 末 

(三) 

一一 一す >  まで、 獻公驪 姬に惑 ひて 太子 申 生 を ころす と 云ひ傳 へし めんこと は、 始終 を 謀る の 孝 

f  ル カラ フ  かれこれ  う-ご， ノ 

と不レ 可レ云 也。 彼是 各.' 究理す る處 薄き を 以て、 其の 志 天を感 し、 其の 誠 身 を 殺す に 

至る といへ ども、 是れ 則ち 天地の 道、 是れ 則ち 聖人の 行と は 云 ひがたし。 しからば 如 

何して か 究理すべき とならば、 學 により 師に從 ひて 大道の 規範 を究 むべ し。 しから ざ- 

れば 只 だ 己れ が 異見に まかせて 致す にたれ るべ  し。  異見 を 以て はからん とならば、 か 

たたへ 移る と 云 ふと も 又 こなたの 心に して、 至大 至 公の ことに あらざる 也。 
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六 九 不孝の 第一 

師曰 はく、 子孫の 覺 悟ち がふ を 以て、 父祖 數 代の 領地 を 失 ひ 家 を 亡ぼし 名 をお とす 

こと、 末の世に は 多き こと 也。 物 皆 天の 命 あれば、 恪勤 する こと 不, 怠と 云へ ども > 

時 至って 家の 亡びん こと も 計りが たしと は 云へ ども， つくすべき 事を不 レ盡、 究 むべ 

き理を 不レ究 して、 唯 だ 天の 命な りと 云 はん は、 石 を 抱きて 淵に 入る に不， 異。 されば 

子孫の 惡逆不 道な らん は 云 ふに 及ばず-、 飮 食の 節 を 失 ひ 色欲の 情 を ほしいまま にして 

早世し， 子孫 ここにお いて 斷絕 せん 事、 尤も 不孝の 至り 也。 父の 喪に 居て なからん 跡 

を 慕 ひ、 身つ かれ 心苦しみ 壽命短 からん を も、 古の 聖人 は 不孝の 戏 ありぬ。 ゃ餘事 

において、 身 やぶれ 家の ほろび なんこと を不レ 田む は * 不孝の 第一と 可, 云 也" 

七 0 意見 を 立てず 恭敬 を 以てす  . 

師曰 はく、 世に 老父 母 をす てて 遁世し、 山林に 隱遁 する の 輩 甚だ 多し。 是れ 我が 意 

n 儿を 立て これに まかす るが ゆ ゑ 也.^ 況ゃ 父母の あてが ひ を不, 喜、 理非 を 立て 論じ、 

つ ひに 身 を 山林に 入れて 父母の 志 をた がへ、 、世 以て 辨 誇せ しむる の 類、 至って 不孝と 


IK ふべ し。 各. -是れ 己れ が理を 立つ る處 より 起れ り。 その 故 は、 或は 異端 を 學んで 寂 

靜 無事 を 貴び、 或は 淸淨の 見 を 立て 世俗 を塵勞 妄想と す。 是れ 父母 あるの 間 我が身 を 

不， 有の をし へ を不， 知して、 己れ がよ ろしき と 思 ふの 理を 立つ る ゆ ゑせ。 殊に 父母の 

あてが ひ を 怨みん こと は、 至って 不孝の 志 ゆ ゑせ。 父母 何ぞ子 をに くまん や、 唯 だ 父 

母 好む 處に 癖して 究理 十る こと 不レ詳 >  子 を 心 易く 田 ひ < ふ處 より 自由の 張 行 あり。 子 亦 

一一  ふる！ くひ 

父母に あま ゆる 處 あって、 不, 覺に 父母に 對し 自由の 行跡あって、 父母つ ひに いき ど 

ほる に 及べり。 是れ 子と して 父母の 愛に 不 X 流、 常に 敬恭を 可：， 存と云 ふゆ ゑん 也。 古 

より 敬 恭を存 する の 間に は、 以来に 違 論 不二 出来 I もの 也。 これ 大小 事に 付けて、 能く 

恪 勤して おこたらざる を 以て 也。 子と して 父母 を 敬す る こと 尤も 深 重ならん に は、 瑣 

細の ことと 云へ どもよ くこれ をつ とめ、 身 を 以て 父母に まかせて 己れ を不， 存ば、 何 

ぞ恨 むる こと あらん や。 事 起って 後に は、 子の 道理 至極なる に 似たり と 云へ ども、 其 

レ- ヲ スシ ヲ  ラン ャ セ 

の 本 皆 慕レ親 敬レ親 の 心 あら ざ る を 以て 也。 人の子た らん もの 不二 究理 一 乎。 

七 I 權宜の 措置 

父子 道 三 父子 談  四 三 一 


山 鹿 IIS 频卷第 十八  gn  一二 一 

師曰 はく， 父の 志を詳 にかん がへ はかって、 我れ のがれて 可レ善 ことわり あらんに 

は、 遞れて あと を かくす を も 不孝と 云 ふべ からず。 其の 用 法理に かな はんに おいて は、 

至 德のゅ ゑん も ありぬべし。 昔 周の 大王に 三人の 王子 あり。 嫡子 を 太 伯と 云 ひ、 次 を 

仲^と 云 ひ、 其の 次 を 季歷と 云へ り。 大王の 時に あたって 殷の政 十で におと ろへ、 民 

皆 苦しめり。 故に 大王 一 たび 殷の世 を 傾けて 萬 民 を 救 ふの 心 あり、 是れ 大王 實 に：^ あ 二 

翦レ商 之 志 一と 云へ り。 ここに三男季歷の子に文王^^生ぁりて、 生れながら 樂德 そな は 

り 玉へば、 大王の 世に 志 を不， 遂 とも、 必ず 文 王の 世に 中り て は 周 を 起す の 事 あるべ 

^一と、 大王 ひそかに 志 ありぬ。 太 伯 是れを 知りて、 次男の 仲雍 とひ そかに 世 を 返れて 

f 刑蠻 にかくれ、 髮を たち 身 を もとろ かし、 えびすの 俗に 順って、 再び 世に 用 ひらる ま 

じき 形 を 示し 玉 ふ。 ここにお いて 大王 季歷を 立てて 國を傳 ふ。 而 して 文 王より 武 王に 

至りて 天下 を 興し 玉へ り。 大王 逝去のと き、 太 伯. 仲雍 出で て その 喪に あ ひ、 猶ほ速 

に 去って 夷狄に ゆいて、 中 園の 喪 を不レ 行、 これ を 吳の太 伯と 號 せり。 太 伯父の 志 を 知 

りて、 天下 を 以て 不， 受、 その あと を かくし 爽狄の 行 を 用 ひて、 父の 喪 をも不 レ遂、 其 

の 志の 至大 云 ふに たへ たる を 以て、 孔子 曰、 泰伯其 可レ謂 一一 至德 一也， 矣、 三 I- こ 天 i::.-. 


讓、 民 無二 得而稱 ー焉と はこの こと 也。 若し 世俗 を 以て 論ぜば、 大王 末子 を 立てん こと 

を 思 ふ は、 父の 志 非，, ；^。 太 伯 ひそかに 父の 志 を 探りて 世 をの がれ、 父 死して 喪 をつ 

i) 

とめざる は、 父に あたりた るに 似たり、 賢者の 行に あらず と 云 ふべ し。 しかれ ども 大 

王の 賢 子 聖孫を 立て 周 を 輿さん との 志 は 憎 愛利 害 の 私に あ らず。 こ こ を 以て 泰伯 の 

(五) 伯 S5>  こ ノヤ 

M^^^^^ 去る も狷 者と 云 ふべき なし、 王季 のうく る も 貪と 云 ふべ からず、 喪 をと げざれ ども 不 

討つ を 課む る 

こと  孝と 云 ふべき たし。 唯 だ 君臣 父子の 變 において、 其の 義を詳 にす るの ゆ ゑんと 云 ふべ 

お 有 II 孟  章  i ん 

I ビ I む、 <パ し。 又 曰 はく、 太 伯父の 志、 臣 として 君 を を かす 處 ある を 知りて * 君臣 之義 截然と し 

は 河 陽の 渡と  .？ ラ ス ここ  ハ 

2。 武 王の て不 レ可レ 犯、 是を 以て 不， 從 して 去りぬ。 太 伯 去りて 後 は、 大王の 志 立ち 太 伯の 義亦 

け L 年： ピ„^  フノ  ヲ ンズル  ダテカ  ノ フゼヲ  ハ チ (五) ヒ. 5 ル ヲ 

立つ、 二者 各行 二 其 心 之 所.， 安、 聖人 未ョ 嘗說， 一 一 邊 不是； 太 伯 之 心、 卽 夷齊扣 レ馬之 心、 

ほ 王お 伐の 軍  ハ チ (六)  テ  ノニク  シテ 

も-起す "諸侯 天地 之常經 也、 大王 之 心、 卽武王 孟津之 心、 古今 之通義 也、 於 ニニ 者 中.； 須 下見 1- 得道 

^.<^^^^^ ビ  <レ テ ルヲ モ ぶ- チ ：  . ヘシ 

れー， 周本 並行 而 不二 相饽 1 乃 善 上と い へり。  . 

(七) 左傳桓 

公 十八 年の 條 

に出づ 

七 二 恩 を 以て 義を傷 はず 

代の) 王 十五 師曰 はく、 魯の 文姜と 申せし は桓 公の 夫人に して、 莊 公の 母 也。 文姜 かって 齊 侯に 
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密通して 桓公 を弒 す。 太子 莊公 あとに 立つ といへ ども， 母の あやまち を 礼す こと 不 

y 元) 年 t 一 S 一？ レ能。 春秋に これ を 低して 夫人 孫 一一 于齊 一と 筆 削せ り。 母子 は 天性の 親 ありと 云へ ども、 

i  夫に 通じて 父 を 殺さん に は- 義 ここにお いて 絕 すべ し。 恩愛に まかせて 不， 殺ば 天 

下 之 大義 を かく。 至 公 を 以て 王法に したがへば、 叉 母子の 恩 を そこな ふ。 此の間 人の 

斷 じがた き 所な りと 云へ ども. 天下の 大義 を不レ 明して 其の 親に 私せん こと は- 君子 

お 年 の 道に あらず。 故に 春秋 甚だ これ をに くんで 不レ稱 一一 姜氏ー 絕 Irr 爲レ 親、 禮 也と 左傳 

i づ に 出せり。 

昔 梁 人、 繼母 其の 父 を ころせる あり、 其の 子 則ち 繼母を 殺す。 繼母は 如 , 母 にこれ 

0,  ゆ を ころせる は 母 を ころす 也と 云 ひて、 時の 奉行 大逆の 罪に 宛 行 はんとす。 5 季彥曰 は 

弟に 敎授 せり  ルノヲ (wn- 一  ハク ル ハセ  ヲ チテ ルナ リ サ ト 

2〕 春秋の く 春^に文„?^|^がことをし るす、 去 ニ其姜 氏； 傳曰、 不レ 稱ニ姜 氏； 絕 不 , 爲レ 親、 m 

まり  ル スヲ ト  —， 

也と あり。 不, 得， 爲， 親 は、 是れ 凡人 平生の ものに 同じと いへ る義 也。 此れ 古義に 比 

輿 すれば、 上に 不 A 訴 して 自ら 殺す の 罪 はあり、 大逆 を 以て は 論ずべ からざる 也と 分 

てり。 時の 人 皆 これに 從 つて 義 ありと せりと 也。 ここに 案ずる に、 莊公 恩に ほ だされ 

(缺)  したが 

て義を かくは， 是れ 私に 狗 つて 公 を そむく、 甚だ 道に あらず。 恩と 義 とともに 校 量す 


ると きに， 恩は輕 くして 義は 重し、 恩 を 以て 義を そこた ふこと は 小人の 致す 處也。 朱 

"ク  (}cn  ュ？， すめ  ミテ  マ  デ テル  二 

へ 五) 春 I 子 曰、 衞宣姜 の 女 は 宋の桓 公の 夫人に して 襄 公の 母 也、 生ニ襄 公 一而 出 歸ニ 於衞； 襄公 

の宣 公の 夫人  U.  千 V ラレ テ、， 

0i 卽， 位、 夫人 思.， 之、 }i 義不ン 可 A 往、 蓋 嗣君承 二 父 之 重； 與 k 爲， 體、 母 ij- 與レ ST 

へ allwit ザ S 不， 可 二以, 私 反； 故 作 二 河廣詩 一と 云へ り。 義を すてて 恩に よらば、 父沒 して 後 は 出 母 

か 謂 ふ 河 は t 一 A  ル 

:^:;if」fn 叉 入りて 母義 たるべ けれども、 義の 重く して 恩に かつ 處 あるが ゆ もに、 襄 公の 母不 

北 £ に 在り， お 父 二 木 を 以て 禮 とす。 父母 子孫の 間、 如, 此の 處を詳 に 究理せ ずして は、 必ず 惑ふ處 

は 河南 (さに  キ ム 

^k.,^^^ あるべし e 尤も 可レ戒 也。  . 

相 懐 ふの 心 を 

い へ るな り 

七三 父母 を諫む 

師叉曰 はく、 莊 公の 母 文 姜惡を ほしいままに して、 莊公 これ を 不レ戒 して、 春秋 大 

そし  を つ と 

にこれ を おれり。 子と して 母 を 諫め 制して 惡に陷 らしめ ざる は 子の 道 也、 夫 死して 後 

は 母 必ず 子に 從ふを 以て 天下の 通義 とす。 或は 母に おそれ 或は 恩に 溺れて、 母の 惡を 

制する こと 不, 能して、 惡名を 後代に のこさん こと は、 尤も 子の 不孝と 云ぶべし e さ 

れば しひて これ を 諫め、 猶ほ不 1 止ば 制して これ を惡に 入れし めざるべし。 しかるに 
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(1) I. 

高宗ニ 代の 後 

古 3 に 化へ、 ^1 

宗」 みて よ h- 

は 二十 五 年 政 

も 代つ てきき、 

IS に 帝位に 就、 


政，； e を 執りし 

女傑たり 

(二) おの 襄 

ii の 人、 字 は 

§. 初めは 

剌. s„< たりし が、 

$ 仁 I- に まび 

ら れて武 1^ に 

化へ、 


に ii, の；^  5:54 

復す るに 功 あ 

b て^^ 郡 王 

に 封せられ し 

が、 遂に 武； 二 

&の. 1^ 吿 によ 

つて K せられ 

て 卒す。 文 成 

isi す 
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文 姜夫を ころし 子 を 蔑 如して、 しきりに 國を こえて 齊 侯に 會す、 人倫の 大義 ことん \ 

く かけて、 殆ど 禽獸の 行 あり。 莊公 これ をみながら 諫 むる こと 不， 切， 制する こと 不 

レ堅 は、 因 5 に まどうて 義を 失する ゆ ゑ 也。 唐の 則 天皇 后、 中 宗を廢 して 其の 宗廟 をう 

(二つ . 

つす。 張 東 之 等 論 を 立て、 皇后 を廢 して 庶人 とし、 これに 死 を 賜 ふべ し、 必ず 母子の 

思 をな し 玉 ふべ からず、 春秋 絕ニ 文姜, の義 なりと すすめ 奉り けれども * つ ひに 許容な 

かりし といへ り。 母子の 恩 又 重し といへ ども、 父に 對 するとき は 相對揚 すべから ず、 

よろし 今 J 

況ゃ國 家 宗廟に 害あって は、 義 において 其の 重き 所 あり、 能く 究理して 其の 宜を 以て 

すべ き 也。 

師曰 はく、 宋の原 穀と云 ひし 人、 祖父 甚だ 老いて 其の 氣 迷妄せ り、 父母 これ を II ひ 

息 ふること^ しくして、 是れを 山中に 棄 てんとす。 原穀 未だ 十五 歳に して、 物の わき 

まへ あら ざれ ども、 祖 父老 i? を 以て 父母 此の 思 を なすこと を 悲しんで、 頻りにい さめ 

けれども、 幼若の 身 なれば 何の 辨 への あらんに とて、 更に 許容せ ず。 ゎづ かなる かご 

こし を營み 作りて， つ ひに 老祖 をのせ て、 是れを かいて 山中に 棄 てぬ。 而 して 原穀此 

のか ご を 取り を さめて 歸 りぬ。 父の日 はく、 汝 なん ぞ 此のい ま./ \- しき かご を 祕藏し 


て かへ りぬ る やと 尋ねければ、 原穀 申しけ る は、 我が 父老い 玉うて 山中に 棄 てなん 時 • 

ぁらため作らんに不，？^^ 是れを 取りお いて 其の 時に 用 ひん ためなりと 答 ふ。 ここに 

おいて 父 大に感 悟して 乃ち 祖を よびもどし、 己れ が 日 比の あやまり をせ めて、 後に は 

すぐれたろ 孝行の ものに なれり とぞ。 原穀 己れ が 誠 を 以て 父 を 諫めし 事， 甚だ 孝子と 

云 ふべ し。 ことに 父 をして つ ひに 孝 をつ くさしめ しも、 亦 原穀が 志より おこれり-) 人 

の 子と して 父の 惡を諫 むる こと、 子の 大義 也、 聊か 不， 可， 怠 也。 但しし ひて 諫めて、 

却って 子の 名 を 揚げ 父の 惡を顯 はしたん 事 は 孝子の 素懷 にあら ざれば、 詳に 其の 諫の 

行 はれん 所 を 可， 考也。 

七 四 親 を 先にし 子 を 後に す 

^一一の) 江 ^ 讀！^ 師曰 はく、 或 人の かたりし は、 丁酉の 大火 事に、 或 人の 舍 急に 火の かかりければ、 

遁 るるに よしな し、 家人 等 皆に げちり て、 殘る所 は 老母の 足た たざる と * 幼少の 女の 

東西 を わき まへ ざるとの み 也。 家主 はしり かへ り て、 二人ながら 出さん こと は 難レ叶 

ければ、 先づ 老母 を 負 ひて 出で ぬ、 老母 を 心 易き 所に おいて あとに かへ り， ければ、 早 
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いへ  むすめ 》 くす"； i 

ゃ舍に 火の かかりて * 我が 女の 行末 はしれず >  燒 死して こそ ありけ めと 語りければ， 

傍 に こざかし きものの ありけ るが、 汝は 以ての外の 無才 無智の をの こかた， 行末 遙 

(代) 一 W 

なる 女を棄 て、 今： n 明日 を かぎりの 老母 を 取り出さん は、 むげに かへ おとれり と 笑 ひ 

て * 我が 智惠 ござん なれと- 氣色 ばうて みえたり と談ぜ り。 まことに 世の 利害 を 以て 

云 はば、 幼弱の むすめに 老母 を か へ たる は、 か へ おとりせ りと も 云 ふべ し。 世俗 皆 利 

害 を 知りて 天道の まこと をあレ 知が ゆ ゑに、 利口 を 立て 智を 弄す る 輩 ややもすれば 如 

レ此 云へ り。 8： し 口に 如 レ此云 はん をの こ にても 此の 難に あはん に は、 えこ そ 母 を棄て 

子 を 取り はす まじき。 其の 故 は如レ 此の 危難に せまれる とき は. 利害 損得の わき まへ 

もな く、 只 だ 天性の 誠の みなる もの 也。 是れ 面々 具足す る處 のま こと • さらに 計較 

安 排を不 A 設、 不， 得.. 已 して 自然に あら はるれば 也。 子 は 至ってい とほし く、 母 は 至 

つて 大 節-:^" いと ほしき に 泥んで 子 を 出さん は， 恩 を 以て 義を そむく 也 * 私 を 以て 公 

を ふ 也。 彼の 母 を 出せる もの も 本と 凡人に して、 道義の 心得 あるべ から ざれ ども、 

其の 時に のぞんで 性の ままに 行 ふとき、 如何して か 母 を 先んじ、 如何して かいと ほし 

き 子 を 後に する、 唯 だ 天道の. 0 然 にして、 更に 私の 異見 立て ざれば 也。 この 心 を 推し 


ひろめ、 今日日 用に 究理す る處の ありなん に は、 まことの 聖人の 道に は 入りぬべき 也 八 

恩義の 輕重、 私 公の 品、 ほとんど 可 二心 付 一也。 

七 五 養父母と 養子 

師曰 はく、 いつの 比に や、 微官を 得た る もの 子 を不レ 持ければ * 手前の わびしき に 

かこつけて、 金銀 を さし そへ て養嗣 としぬ。 程あって 實子を 設け、 いっとな く 養嗣を 

うとましく 田 ひけれ ども- 財寶に 因って 呼び 取り 七 養子 たれば、 彼のえ もの を 返さず 

して は 養嗣を もどしに くし、 かへ さんに は 財なければ、 やむ こと を不レ 得して 月日 を 

k ける が、 或 時 養子 氣分 養生の ために、 と ある 溫 泉に^ 治して 數 曰を經 ぬ。 その 間に 

父母 相た ばかりけ るに や、 俄に 脚力 を 立て、 養父の 方より 云 ひ 送りけ る は、 汝 養母に 

志 ありと- 此の 比 其のき こえ 有り、 密事 は あら ざれ ども、 其の 申し 通ぜ しこと 分明 サー 

ときけ り、 甚だ 以て 大逆 無道と 云 ふべ し >  しかれば 此の 地に 再び 歸 るべ からず、 直に 

方へ も 可レ遁 と、 堅く 戒め ごと 云 ひお こせり。 養嗣大 にお どろいて、 自餘の 是非 は 

すでに 父子の 約 あれば 論ずる に不レ 足、 養母に 心 あると 云 ふの ニー 目 は 云 ひわけ ずして 
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は、 人の ため 身の ため 無レ所 1 遁と 悲しんで、 其の 日に 湯治の 地よりか へりて、 使を以 

て 案 內を啓 すれ ども、 これ を 担んで 返答 もな く、 自ら 行きて 悲歎 すれ ども 許容な く、 

後に は 養嗣の 至らば 殺す ベ きな ど 云 ふ 沙汰に 及べ り。 こ こ に 於て 養子 思案し ける は、 

養父母 . 養嗣の 間に はさまん \ 子細 出來 する もの 也と 云 へ ども、 我が身に とって 養母. 

へ 密事 を通ぜ しと あるの 難 を 蒙る の 上 は 身 を 位つ ベ き處 なし、 不レ如 養父が 許に 忍び 

入りて、 さしち がへ て 此の 管 憤 を 可， 散と 思 ひ 定め、 或 夜 ひそかに しのび 入りて、 手 

に まかせて 匁 傷 切 害す。 夜中の 事 ゆ ゑに 養父の 死生 は不レ 知ければ、 養子 先づ 一 旦立 

ちの がれて、 而 して 後に 奉行所に 至って 右の 趣 を 申す。 所の 奉行 詳に 其の 是非 を 糾明. 

して、 養子 は 大逆の 罪 なれば 其の 咎三 族に 及び、 死骸 を 市に さらして 人の 戒めと す。 

養父 は 子と 理非 を 論じて 云 ふに あらず、 只 だ 子 を 養 ふに 不， 以， 道が ゆ ゑに、 その： おり 

にあ やまり 出來る こと を 罪して、 其の 身を戒 むと 也。 

ここに 案ずる に、 養 ふと 云へ どもす でに 父母の 約 あるとき は、 是れ實 父母の 恩に 猶 

ほ義を 加へ たり。 養父母 我れ をう とむ 所 あらば、 速に其の機を知りて^^」き去るべ し。 

內に 利害 をと る 所 あるが ゆ ゑに、 其の 機 を 知りながら 猶 ほ不， 去、 是れ 必ず 難 を 得る 


？ ぶ-也。 旣に難 を 得ば 自ら 身 をの がれて、 自然にな き 名の 云 ひわけ を 立つべし。 云 ひ 

わけられ ざると 云へ ども. 父子の 上 是非の 立つべき 處 なし， 不二 云 分 一して 不レ叶 こと 

あらば， 或は 使 を 以てし >  或は 自ら をつ くして、 父母に わざ は ひ を かくべからず。 何 

ぞゃ 養父と さしち が へんと 云 ふこと * 是れ 養父 を 以て 他人に 比し、 己れ が理を 立つ る 

也) 故に その 身 大罪に 落ちて、 實 父母と もに つみせら るる 事、 甚だ 不孝の 罪 擧げて 云 

ふべ からず、 天地 鬼神の 所 レ不, 容と云 ふべ し。 君 父 は 人倫の 大綱に して、 臣子を 以て 

是非 を 論ぜん こと は、 君臣 父子の 道に あらず。 君 父 我れ に 惡名を 云 ひかけ， 惡事 をな 

しかけ 玉へ ると 云 ひて、 君 を 弑し父 を ころさば、 天下の 君臣 父子の 道 たちまちに 絕ぇ 

て、 亂臣贼 子の 張 行 世に 充滿 すべし。 如：， 此の ことわり 詳に 究理す る處 あらず して は、 

一旦の 怒りい きど ほり を を さめ かねて、 引いて その 罪を大 ならしむ る こと、 世 以て 多 

し。  . 

七 六 父母 を 慰む る は 善事 を 以てす 

師曰 はく、 或 人 父母の 前にて は 何様の こと を もいた して 父母の 心 をな ぐ さめ 安ん ず 
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はやうた .：- まやう 

るに ありと 云 ひて、 或は 狂言 綺語 をな し、 或は 早 歌 • 今様の 我が しらざる こと を も 口 

に まかせ 手に したが ひて 舞 ひ 歌 ひて、 父母の 心の なぐさむ ごとく 致す、 これ 孝子 順 孫 

の 心たり と 云へ り。 まことに 古の 老萊 子が 斑 衣の 戲 とも 云 ひつべき ことに や。 仇し 父 

母 年老い 心衰 へて 老耄深 からん に は、 其の 氣を養 ふの 術 たれば， 此の ごとくの 事を設 

ラ  ル カラ フ 

けなん こと も あるべし、 不， 然して は、 不レ 可, 云の 非 禮を云 ひ、 非禮 のす がた をな し、 

ル 力 ラフ 

非 禮の行 をいた しなん こと は、 孝子の 本意と は不レ 可, 云 也。 古の 老萊 子が 七十に して 

父母の 前にて 童子の ごとくなる 戲 をいた せる と 云 へ る は、 父母 老笔 して 正氣 薄き を以 

て- 其のお とろへ をし らしめ じがために もや 有りぬべし。 それ とても 是れ 誠に 君子の 

行 也と は 云 ひがたし。 父母の 非 を 改め 己れ が是を 立て、 父母に 氣を つめし めんこと は， 

子の 善 を 立つ る處 あれば あやまりと 云 ふべ し。 何となく 善事 を 行 ひて、 父母 これに 化 

する 如く ありた きこと なれば、 必ず 狂言 綺語を 喜ぶ の 父母な りと て 子 これ を 行 はば、 

父母 を 喜ばしむ と 云へ ども- 實に 父母に 善を勸 めしむ るの 道に あらざる 也。 只 だ 父母 

にさから はずして、 自然に 善に 誘引して- 父母の 氣を和 順なら しむる 事 を 以て 本と す 

べき 也。 其の 理を究 むる 事の 不レ詳 ば、 一事に 惑 ひて 本體を 失する こと あり、 是れ恩 


シ ム  と ろか  ン メ 

義 のよ る處 なれば 尤も 可レ 愼。 恩に 流れ 愛に 蕩 されて 實理を 不.； 九， ば， 其の あやまち 甚 

だ大 たるべ き 也： 

七 七 父の 遺命と 天 倫 

師曰 はく、 昔 身 豊に祿 厚き 人の ありし が、 本妻に 子の なくて * 妾に 一子 を まう く、 

本妻 に 子 あ ら ^ 一 れ ば 、これ を 庶 子 也と 披露して さ し 置 き ぬ 。 本妻 つ ひ に 子 た くして、 

妾 又 二 男 三男 を まう く。 ここにお いて、 兄なる 子に 旣に. t 一子 也と 披露 ありし なれば、 

1 一男 を 以て-: i 子と す。 かくて 兄 は 庶子に たり ぬれ ども、 まさしく 兄に 疑 あら ざれば * 

君より； t を 賜 ひて^に 仕官 を 遂げぬ。 遙に 程へ て 父 身 まかりぬ" 遣 跡 二 男 相 li いでけ 

り。 ここに 二 男 志 ありけ るに や、 兄に 向 ひて 云 ひける は、 我れ 二 男たり といへ ども、 

不， 得， 止して-: f 子分に 備 はり、 父の 遣 跡 を相績 十と いへ ども、 朝廷の 出仕. 平生の 作 

法、 ともに 心よ からざる 處 多く 侍り、 しかれば 則ち 祿を辭 して， 兄 を 兄に 立てたん こ 

と を 思 ふといへ ども、 兄 叉是れ にした が ひ 玉 は ざれば * 家 やぶれ ュ.^ 絕 えて 殆ど 不孝た 

り、 然れば 兄の 子 を 我れ 養 ひて 我が 嫡子と し、 我が 子 を 以て 兄の 子と 致して、 我れ こ 
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そ 如， 此 なりと も. 子の 代に は嫡々 相承せ しめて、 父祖の 祭祀 を も 相つ がせなん 事 某 

素懐 也と 相 誓 ひて ければ、 兄 云 ふべき 樣 もなくて 其の 意に まかせ、 つ ひに 上に 此の 旨 

を 告げて- 弟の 志の 如くな りぬ。 時の 人 甚だ これ を 感じ、 世 以て これ を 美談 (と) す。 

或 人の 曰 はく、 父す でに 命 を 君に うけて、 嫡子 を 以て 庶子と す、 是れ 父の 志 也。 君の 

命 定まり 父の 志 行 はれん は、 是れ 弟の 辭 すべき 處 にあらず、 辭 すれば 理を 立て 己れ を 

潔くして、 名に より 譽を 求む るに 近し- 尤も 君子の 行に あらず。 

ここに 案ずる に、 父 遣 命して 弟 を 以て 嫡 とし、 弟 これ を不， 受 して 兄に 讓り、 兄 叉. 

父の 命 を 重んじて ともに 位 を 去りした めし 古に 有， 之、 ともに 其の 志淸颇 にして 義ぁ 

^l^k^fi れば、 詳に 其の 言行 を 究理して、 而 して 後に 君子と 云 ふべ し。 夫子の 伯 夷- 叔齊を 

SPL«_i 論じ 玉 ふ、 古 之 賢人 也、 求， 仁 而得レ 仁、 又 何ぬ i 舰猶 レ悔 との 玉へ り。 されば 朱 子 曰、 

て れ i り  ハテノ ヌント  ハテ  ヌ スシト ノル ャヌ  ム  7 カナ ヒテ  二 

1 中子 を 立 伯 夷 以ニ父 命 ー爲, 尊、 叔 齊以， 一天 倫, 爲， 重、 其遞， 國也、 皆 求， 所 iz 以合 一一 於 天理 之 正； 而 

f  二)  V  ク  キー 一 -ーズ  クリノ ヲ  チルニ ツルヲ ノヲ  ホ  ノノミ ノム r カレー フン 

SJip, 卽 * 乎 人心 之 安 h 旣而各 得-一 其 志 1 焉， 則視， 棄ニ 其國； 猶 二敝蹤 1 爾、 何怨 之 有と 注せ 

„^ にあり  (兄)  ゴ— キ  ル カラ 

り。 父の 命 を 尊ぶ は義 也。 この かみ を 庶子たら しめん こと は 弟の 不, 安處 なれば" と 

もに ここにお いて 理を詳 にすべし。 しからば 父 未だ 存命の 內に弟 具に 父に 云 ひて、 我 


が 心の 不レ 安處を 明に して、 父の 志 を 具にすべし。 父 若し この かみ を 庶子に 十る の 心 

天下 國 家に 對 して 至 公 至大な らんに は、 弟 受けて 以て 貪れり とすべからず、 父 惟 だ }4 

ムヲ 

レ得レ 巳までの ことにお いて は、 弟 更に 受けて 安ん ずべき 所 あら ざれば- しひて 己れ が 

身 を辭し 去る にあ りぬべし。 是れ 亦不レ 叶の 義 あらば、 子 を かへ て嫡を 摘たら しむる 

レ シ カラ 

事、 勿 論理に あたれり。 但し 是れを 行 ふの 後に その 身 言行 不， 正ば、 唯 だ 清廉 を 得た 

るの みに して * 誠の 義 にかな へ ると 云 ふべ き 所な し。 

世に 利害の 念 甚だ 深く して、 義を不 レ知理 を 不：, 辨、 しきりに 利す る こと を 思 ふ もの 

多し。 叉 利害の 念 甚だ 薄く して、 不， 思に 義理に しばらく 叶 ふ もの あり。 利害の 念の 

有無 を 以て 云 へ ば、 利害の 念う すき は 其の 人品 同日に して かたる 不， 可と 云 へ ども、 

根本 理を 究め、 其の 至善に 止まらん 處を 不レ考 して は、 唯 だ 是れ生 質の まま たれば、 

君子と 云 ふべき 處 あらず。 ここ を 以てた とへば 千 鍾萬鍾 の 祿を辭 して、 其の 高潔 云 ふ 

ン カラ 

にたへ たりと 云へ ども- その 一事まで にして、 自餘の 言行 不レ 正- 酒色に みだれ 佚樂 

を 事と して、 事物の 理を 究め ざらん 輩 は、 つ ひに は 名に 付き 譽 によって、 世 を 蔑 如し 

身 を 高ぶる の 失 出来る もの 也。 學 習して 道に 不， 至、 理 を不， 究 して 利害の 心 薄き もの 

父子 道 三 父子 談  四 四 五 


山 鹿 語 频卷第 十八  四 ra 六 

は、 必ず 智不レ 足して、 世 を輕ん じ祿を わらぐつ として、 佚樂を 事と する ためし 多し。 

是れ 君子の つとめた らん や" 君子の つとめに あらず して は、 誠の 孝子と 云 ふべ から ざ 

る 也。 

七 八報讎 

いと： b なさ  ル カラク 

師曰 はく、 或 人我が 父 を 幼稚の 間に 人に 殺されぬ。 成人して 共に 天 を不， 可レ 戴の 戒 

を 思 ひ、 晝夜寢 貪 を も不, 安 是れを 尋ね 求む とい へ ども、 かたきの 形 を 不二 見知 ーを以 

て、 可レ 復レ讎 のた より さらにな かりき。 後に 讎の 居所 を 聞き出し たれ ども、 難す でに 

名 を かへ 姓 を 改めて、 たしかに しるべき 樣も なし。 年 久しき 事 なれば * 若し 人ち がへ 

あらん こと も 難, 計、 歎き 思 ひける が、 つ ひに 身 を 奴と し 其の 家の たれが しと 云 ふ 人 

(間) 

の 所に かたき は 居た ると きいた る 人 を 主人に たのみ、 微？ i を 得て 朝夕つ かへ つか はる 

る 事  一二 年 を經、 さまん \ の 艱苦 は 元と 父への 志 なれば、 いなみい とふべき に 非ず。 

されば 人 以て 能く つとむる こと を稱 す。 如, 此 して 我が かたきと 聞け る ものに 親しみ 

たよりて • 折 を 得た る 昔が たりに、 父 を 打ちし 由緖 のこと なんど を 何となく 尋ねき き 


ければ、 物語の 次に 詳 にかたり. ぬ" さてに 必定 我が 讎に究 まりぬ と 思 ひ 定め、 さて 程 

をへ て 主人に 暇 を. I 乙うて 出で 去る， - 主人 是れ をと どめ けれども、 今迄の 奉公 は 故 あり 

ての ことなれば、 今 はっとむべき ゆ ゑの たく、 我が かたきの 始終 殘る 所た くきき 届け 

其の 容貌 は晝夜 見お 一はえ たり、 かたきの 起居 出入の 方 をば 詳に考 へつ、 やがて 暇 を I 乙 

ひて 出で たり。 難 はか かる ことと は 不：， 知 ありぬ。 而後に 其. の 年晝夜 ねら ひ 付きて、 

0.〕 ふが 如く 是れを 打 留めて、 父への 孝 を 全うせり とかたる 人 あり。 始末の 致し 様、 尤 

も理 にあ たれり と 可. 也」 

七 九 ：S 主に 仕へ ず 

ーナーぅー-：ぅ^-ざな  (一一)  (111) 

師曰 はく、 昔 王袞字 は 偉 元と 云へ り。 其の 父魏 にっかへ て、 安東 將軍司 馬 昭が司 馬 

の官 たり。 關の戰 に、 司 馬 昭が人 衆 やぶれた る を 以て、 司 馬昭. 想 勢に 向 ひて >  パー-一" の 

間の 合戰 誰が あやまちに 因つ て 敗軍せ りと B ふに やと 尋ねければ、 王 裒が父 儀 こた へ 

て 申しけ るに、 合戰の 勝敗 は 下の 知る 處 にあら. ず.， 唯 だ大將 のさし 引に あれば、 今度 

の 敗軍 も 人の 知る 所に 非ず、 大將の あやまり 也と 云 ふ。 司 馬 昭大に 怒りて、 汝 とが を 
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(負) 

我れ にお ほせん こと を 思 ふ 也、 速に 罰すべし とて、 引出して 靳 りて 棄 てに けり。 王袞 

これより 父 罪な くして 死せ しこと を怨 慕して- 墓の 側に 舍を かまへ、 朝夕 常に 墓所に 

. 至りて、 生ける 父に 禮す るが ごとくして、 しるしに う ゑた る 木に 取 付き、 悲歎 不， 一大 

ナラ  ぼか 

方； 淚の 木に ついて つ ひに 木の 枯 るる 斗り なりき" 家 貧しく して、 自ら 田 をつ くり か 

ひこ をと つて 衣食 をつ ぐの ふ。 人 ひそかに 助力す といへ ども 是れ を不, 受、 此の 志 を 

L 一ち ^ 一 5 き きいて 仕官 を授 くと いへ どもつ ひに 不レ 仕。 かかりけ る內 に、 司 馬昭が 子の 代に 至り 

て、 魏を うば ひ 天下 を 治平して 晉の 世と 號す。 これより 王哀身 を 終る 迄、 晉の 方に 向 

つて 坐せ ず、 是れ 晉に臣 たらざる の 心 を 示し、 父の 讎を思 ふが ゆ ゑ 也と いへ り。 王お 

が 志、 古今に ためし (森き 孝心、 永く 父 を 慕 ふの 至りと 云 ふべ し。 朱 子 曰、 -M 事, 晉、 

ホ リ キ r クモ  へチ グル  キ二  (二)  ナク  > 'クル r 

f) 有レ可 i、 而 裒不， 仕、 乃 過 二 於 厚一 者 也と 云へ り。 され ども 袁了 凡が 評に、 哀毋， 爲二 

伍 員 一可 矣、 冕 而立， 朝 非 也と 論ず。 尤も 究理 あるべき こと 也。 

AO 君主への 報 難 

ごしし よ  しゃ  (p)  ひ ，". 今- 

師曰 はく、 伍子 胥が父 伍 奢、 楚の平 王に つかへ て 太子 建の もりと なれり。 費 無 忌と 


云へ る惡人 ひそかに 平 王に 龜を かまへ て、 太子 建 を ささへ けり。 平 王 元より， -0 ろかた 

るん たれば、 此の 龜言を 信じ、 伍 奢 を よびよせて 太子の 惡 事を尋 ぬ。 伍 奢、 費 無 忌が 

讒 にして、 太子に その あやまり なき 事 を 頻りに こた. へ 申す と 云へ ども、 平 王 かって 承 

厶 ヲ 

d なく 太子 建不， 得， 已 して 出奔せ り。 伍 奢 罪な くして 死罪に 究 まれり。 無 忌 又 申し 

上げけ る は、 伍 奢が 子 二人ともに さかし く智 ある もの なれば、 兩人を きば 末々 何 

事 を 致さん も はかりが たく 候 間、 汝兩 人に も ことの あり、 父が；^ にも. I、 来らば 

父の 命 を も 巧， 助と 云 ひっか はさば、 彼等 子細な くも^ 參 《間. これ を 召して； ^(l^n こと 

尤 も  ー.5^然と 云 ひけ れ ば - 平 王 此の はか り ごとに 從 ひて 兩人 を 召す。 

兄の 伍尙 この こと をき くと 速に 行かん とす。 弟の 伍子 胥が曰 はく、 此の 事 更に 許容 

致し 難し、 只 だ 我等 兄弟 を 招きて 同じく 罪科に 行 はれん との 謀なる べし、 我等 往 きて 

も 不レ； ^とも、 父の 死遁 るべき 由な し、 謀に のって 一 處に誅 せられん こと は 孝子の 志 

にあらず、 死 を 遁れて 一度 此の 存念 を 達せん こと、 これ 孝と 云 ふべ しと 云 ひけ，. -ょ， 

伍尙 きいて、 我れ も 亦 如， 此 おも ふといへ ども、 我等 往 かば 父の 罪 を 可 \1 と、 まさし 

く 仰せ の 下れ る に、 萬 一 我等 不， 行し て 父 許さ れ ず、 往き なば 許さ る る に究 まれ る も 
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の をと あらば、 是れ 不孝の 第 一 となるべし、 たと へ生殘 りても， 楚王は 大名 也 • 我等 

は 匹夫な り、 如何して か あだ を 報ずべき、 父の 命 を そむいて 不, 往、 而 して あだ を 報 

, ずる こと を も不， 得な りなば、 天下に 不孝の 嘲 ありぬべし、 汝は殘 りて 計 をめ ぐらす 

べし、 我れ は 行きて 父に 可， 從と、 詳に云 ひて つ ひに 父に 從 つて 誅 せられぬ。 伍子 胥 

やがて 楚阈 をの がれ、 晝夜 ともに 父の 仇 を 可, 復 こと を 思って、 吳は楚 の敵國 なれば. 

吳 にっかへ て 吳王闔 閬の氣 に 入り、 其の 名 を あら はし、 ややもすれば 楚を 伐つ の 謀 を 

すすめけ るが ゆ ゑに、 吳王 伍子 胥を 大將 として 楚を 打た しむ。 此の 時す でに 平 王 は 逝 

去し， 彼の 龜臣費 無 忌 は咎 あって 類 親 皆 亡びぬ。 しかりと 云へ ども 元と 父兄 を ころさ 

れ たる 1^ マ m の 深ければ、 楚の軍 を ことん \ くやぶ る。 楚の昭 王 出奔して， 楚國 忽ちに 

(塚)  ー かばね 

くつが へりければ * 平 王の 廟に 至りて. つか を ほり 其の 尸 を ほり 出して、 是れを 父兄 

ベー) 史 記の 

編せ の鑼 なりと 云 ひて、 是れに 鞭打つ こと 三百 也と 史 記に 出せり。 

C グ SkS はま 一：； In 

太史 公が 論に、 伍子 胥 兄の 伍尙と 一 所に 死せば、 何 ぞ蟻嶁 にこと たらん * 小義 をす 

3 前 i  あり けら 

^sll 著 £ は てて 大恥 をき よめけ る はまことの 義人 也 * 後世の 手本と 云 ふべ しと 也。 これに 付いて 

あほ .1 等 古今の 評 多し。 漢の揚 雄 は 伍 員が あやまり を 論じ、 蘇 氏 は 深く 伍 員を是 とせり。 とり 


«  W  *B  TO  I 
'元 秋 、5  ； 
年 公伯 
の 羊は萆 
條傳爵 は 
に莊 fi^ 采 

姬ヲ 齊 不 


どり にして 一定たら ず、 尤も 致 格すべき こと 也。 すべて 父兄の 鑼は ともに 天， ごいた だ 

ルカ ラ  も だ 

く 不レ可 は 天性 0 まことにして、 人の默 止しが たき 事 たれば、 -1 において 不， 復とー ぶふ 

こと あるべ からず。 然れ ども 君 又 父に ことたらず.、 父 若し 罪に あたらば 云 ふに 不， 及、 

•  罪に あたらず と 云へ ども、 我が 父祖 先々 の 恩の 輕重を 較量して、 或に 退き.. ^一り、 或は 

校 こ 復歸之 志-事 ありぬべし。 然れ ども 主人に 對 して あだ を 一 5^ せんと 欲 十る こと は、 其 

の 勢不， 叶 事に して、 理 において 亦不, 可， 然所 あるべし。 君臣 父子の 道 は 人倫の 大き 

たれば、 詳に 可， 究ニ其 本末 一也。 

<  I 父の 難 に 親 し まざる を ：g ず 

^i, ノん 師日 はく、 角？ の桓 公、 齊の襄 公に ころさる。 M 公の 子莊 公、 父の あだ を復 十る こと 

にせ-つ  ハ 

レ能、 且つ 王の 命 を 以て 齊へ 周 王の 女 をと つがし め 玉 ふの 時、 桓公 これ を 主と なつ て 

侯へ 嫁 娶の禮 をな さしむ。 ここ 二お いて 春秋 其の あやまり. を こらして- 單伯. 逆 二王 

ニス ル .ノ ヲ スキへ ヲ， t  t テツ，^ r ヲ  ゼン (二.， 一力 7) 

, としる して 明 5- 亡 心, 親釋 X 怨則無 三以立 二人 道ー矣 也。 されば 君の 命 也 ど 云へ ども、 

まのあたり 父兄の あだた る ものと したしみ 睦 ばん 事に、 人倫 を廢し 天理 を 滅ぼ て-に 至 
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るべき に、 時の 威勢に おそれ }4 得， 已ムが ゆ ゑん を 以て 其の 仇に したしまん こと は、 ま 

ことこ 父子の 者と 云 ふ ベ か らず。 故に 魚 I の莊公 あだと 婚姻 を まじへ んこ丄 のい ぶせ く 

J  (し)  ( ：  (二) 

二) 春秋 穀. して- 王 姬の館 を 城外に 築きて 內 に不レ 入りき を、 穀梁 子が 傅に レ變之 正 也と 論ず 胡 

^1*^1 一 1 年 安 I ク曰、 不， あ， ざ 一年 之 喪 一 天 王 あ， 義不」 當 レ使こ 之 主 一 有 n 不レ戴 レ天之 難" 莊公於 

^§  J 不. £4 一き 一 i: 一き， 之セ ％パ， き ー辭 而不. 主 之 爲-正 也、 是以 君子 ヌ責 

llfS ひ 扣焉、 あお 天 王 あ. 命、 き不. £辭、 使. 單伯 逆ニ于 京師 一 上 得 = 尊. 周 之義ー 

.¥f  力 ILl 于 I； 1.^ぁレ知ーーき，|^之？|ハ (か i 一 不可； 日、 以： 常禮ー 言レ 之、 可也、 今莊 

3 養 き リニ 父 之, 一 &ニ ir 此レ禮 之大變 也、 ま 一 も 主 ルー 婚、 是廢 二人 倫 ー滅ニ 天理 一 矣、 

i る こと 春秋 4 キ  一 li 再き I ル やお ま薩 li， き.！ 二 復讎 一？ 重、 SK 下 後世， 

臣子 |4」£ 亡 I, 君 之き 雖：， 築 ニ館于 外； 不二 rsl^ 衔 &、 而特 書：， 之 也。 

八 二 喪 祭 

S) 最小の 師曰 はく、 本朝に は 古来より 浮 屠の 說充滿 して， 十 窒の邑 といへ ども 必ず 寺院の 制 

W の 意  あり。 もの 谷 俄に 變 易すべき 事 甚だ 難し， 故に 上に 大道 行 はると 云へ ども. 一旦に 改 


易 をな さば 却って 天下の 大變 たるべ し。 況ゃ 末々 の もの 譬 へば 其の 志 深 重に して、 道 

を 道に 立てん こと を 欲する と 云へ ども. 猶ほ 以て 因循す る こと 久しければ 難レ 叶。 さ 

れば 親戚の 喪祭 も 大方 時代の 風俗に 不， 順ば 不レ^ 事 多し。 ここに 願 はしき 事の ある 也 

土地 を 撰み 水草 を考 へて， 親戚の 墳墓の 地と 定め、 一類 身 まかりなん 時には 此の 地に 

これ を敛 め、 其の 所に 廟を 立て 小舍 をい となんで.' 風俗に まかせて 寺院の 號を 加へ， 

至って 貧しく 物 しら ざらん 釋氏を 此の所に 招きて、 掃灑 のために 是れを 守らし め、 小 

田 宅 を 連々 求め 得て- 此の 領 たらしめ て 其の 養 をた さしめ、 時々 の 祭禮等 心の 如く あ 

りなん 事、 是れ水 意と 云 ふべ し」 おれ ども 親戚の 間に も， 浮 屠 を 信ずる 事 深き 輩は是 

れを 以て あやまり とすべき なれば、 親戚の 內 より 我が 思 ふ處に 一 致仕り がた し。 是れ 

； p 俗の なる る 所 久しき を 以て 也。 當時は 親戚の 坊墓を 市街の 塵埃に まじへ、 雜 人の 骸 

骨に 一 にいた し、 子孫 行きて 祭禮 をい となまん にも、 必ず 釋 氏の わざに よら ざれば 事 

ならざる が 如し、 尤も 可 一一 歎息 1 こと 也。 かく 願 はしき と 云へ る もの も、 身 貧しければ 

し  し， ノ. L ながら 

墳墓の 地 を 卜むべき に 由な く、 世に つれ ざれば 國法を 背く の 罪遁れ がた く、 併 不 

孝の 隨ー たれば、 不， 得. 止して 浮 屠の 宗門に 入り、 其の 地 を 借りて 其の 事 を 行 は ざれ 

父子 道 三 父子 談  四 五三 


山 鹿 語 頻卷第 十八  四 五 四 

ば 不一 一 相應； 尤も 不便なる ことども 也。 

< 三 廟 慕の 梳木 

1^ 曰 はく、 父 孤の. 極に 梅 櫻 等の ゆゆしき 花 ある 木を植 うる 事 は、 古來 其の 故 ある こ 

とに あらず。 其の 故 は、 參詣の 間 は 敬 を存し 誠を盡 すの 時 也， しかるに 花の さかりに 

色めきた を やかなる を兑て は * 遊^の 情 生じて 效惰の 志お こり. 恭敬の 心 いっとな く 

遠ざかり 行くべし、 是れ祠 堂 祖廟に 可， 植木に あらざる ゆ ゑん 也。 後世に 至って、 君 

父の 廟堂に 必ず」 t 櫻の 如き！ 物の 花木 を植 うる こと あり. 尤も 可 レ愼。 堂 は 見物の 

地に あらず、 他人. を 多く あつむべき 所に あらず， 酒宴の 席に. あらず、 唯 だ 遠き を 追 ひ 

を 慕 ひて、 其の 恭敬 を存 する を 以て 子孫の 誠と 云 ふべ し。 花の さかりに は 市町の あ 

ふれ もの 相聚 まり、 男女 みだりに 往来して、 花兑 酒宴 を まう け、 i= ！嘩 狼藉して 花 を 折 

り廟を 汚し， 聊か 古 をし のび 其の 事 を 思 ふの 志 は あらず。 これ を 以て 游实の 地と する 

に 至る 事 は、 豈 父祖 鬼神の 心に 可レ叶 や。 ここ を 以て 臣子參 詣の葷 も 恭敬の 心い つと 

なく 遠ざかり、 花に うつり 月に めでて、 形 は 其の 地に 參詣 して 心 は 遊 佚の 地に あるが 


如し。 如, 此を 以て 古廟 もはやく そこね * 廊門も 速に くち、 或は 落 書 を ほしいままに 

(す) .  (物 古)  ： 

し. 或は 不淨を 石碑に なじり、 さし もい みじかり し 寺院 ももの ふりた る 所な く、 繁華. 

榮耀を 事と する になれ る ゆ ゑ、 恭敬の 心 あらず、 信心 を 輿 起すべき 由な し。 是れ浮 屠 

の. 輩、 以ニ檀 ^ 死 葬 ー爲ニ 己 利 一 以ニ 廟堂 1 爲ニ遊 实地ー 人 を あつめ、 これによ つて 利 を- 

なし，  飮酒 淫樂を ことと する にあれば 也。 甚だ 可レ惡 也。 

八 四 遠き を 追 ひ 古 を 慕 ふ 

師曰 はく、 人の まこと は 無人の あとへ 能くつ とめ、 遠き を 追 ひ 古 を 慕 ふに ついて、 

其の 深切 も あら はれつべし。 父子 は 元と 天性の まことの みなれば、 無 からん 跡に は猶 

ほ 以て、 水く 慕 ひ、 我が身の 吉凶に 付いて 親の いまさん こと を： Hi- ふ、 是れ 恩愛の 情 やむ 

こと を 不ぃ得 也。 我が身よ くな りて 富貴 世に ゆたかな りと 云へ ども， 是れを 喜ぶべき 

もの は 父子の 外に あらず、 我が身：^ 淪 して 災 にか かり 難に あ ふと 云へ ども、 是 れを悲 

. 歎 せん もの 叉 父子の 外に あらず。 凡そ 人の よき こと をば そね み 笑 ひ、 あしき こと あれ 

ば 人の 上 を よろこぶ こと 常の 情 也。 父子の 間 吉凶の よる 所. 聊か 私な きもの 也。 ？仇ゃ 
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子孫の 榮耀は 父祖 を 養ひ樂 しまし むる にあ りぬべし。 ここ を 以て 古の 孝子 は、 父母 あ 

ルへ  (一) 〈クイ テル カラ -入 へ 

ら ざらん 後に は 身の さかえん こと を不， 願た めし も あり。 曾 子 曰、 往而不 レ可レ 還 者 親 也， 

リテ ル カラ フハ  ノ  二 シテ ハント ル ク  シテ カー フント ルタ ノ  ニク ダキテ ヌ 

至 而不， 可， 加 者 年 也、 是故 孝子 欲， 養而 親不， 待 也、 木 欲い 直而時 不レ待 也， 是故權 レ牛 

ルハヲ ルン 力  モ テオ ヨブ 二  ノス ルー 一  二 レテへ テニリ ト  ルモギ (二)  二  ホ ，、マ  ^ 

而 祭い 墓、 不：， 如，：： 雞豚 ま- 親存- 也、 故吾嘗 仕， 齊爲， 吏、 祿不， 過 二 鍊釜ー 猶欣々 而喜 

f  レ チズ 二 キ ガ  シ厶 ノブ ヲニ  ニシテ  レテノ カク ビ  二 タリ  ヲ  ノサ 

者、 非 二 以爲， 多 也、 樂ニ其 逮，， 親 也、 旣沒之 後、 吾嘗南 遊 二 於楚， 得 二尊官 1 焉、 堂 高 九侬， 

^ 一一) ダイ  (gn  ホ ニム. P ヒテ スル ハ ル. <  二 シキガ  ンム ルヌ パ ガ 二  - 

榱題 三圍、 轉毂 百乘、 猶北鄕 而泣涕 者、 非 ，爲，賤 也， 悲， 不 ，逮 二 吾 親 1 也と いへ り。 

さし も 恩愛 深く、 その 當 座に は 殉死 遁世 を も可レ 致ば かりの 志 ありし も、 移れば 易る 

(五) 

世の なら ひ、 なぐさむ 方の 有る に まかせて、 飛鳥 川の 淵 は 瀬と なる 世の なら はしに て、 

遠き を 忘れ 古 を 思 ふこと なき を 以て， 皆當 分の ことわざに のみ 隨ふ。 ここ を 以て 夫子 

も 三年 不 A 改ニ父 之 道 一 を 以て 孝と すと 也.^ 子孫 己れ が 私に よって 父祖の 志 を 忘れん 輩 

は、 君に つかへ て忠 あるべからず、 朋友に 信 あるべからず と 可 A 知 也。 


八 五 非常の 變と臣 子の 格 致  • 

師曰 はく. 君 父の 間 若し 非常の 變 あるの 時、 臣子 として 尤も 格 致せ ずん ば あるべ か 


(七) 以下の 

事、 說苑の 立 

節 5^に 出づ 


(八) 楚の太 

子 建の 子 勝、 

太子 建， 敏に 

て 殺さる、 白 

公 その 父の 仇 


て、 內に爭 ひ, 


ら ざる 也。 昔楚に 名士 あり、 申 鳴と 云へ り、 身 貧しく して、 畠 をうな ひ 田 を 耕して 父 

母 を 養 ふこと を 事と す。 楚王 其の 孝行 を 感じて、 しきりに 召して ft を 與へ玉 はんとの 

ことなれ ども， 申 鳴 堅く 辭 して 不レ 出。 ここに 其の 父 この こと を 聞きて  一二 ひける は. 

楚王汝 を 用 ひんと 仰せ ごと ありと きく、 汝 何ぞ辭 して 不， 出 や； 申 鳴 曰， にく、 我れ 今 

父母に つか ふるの 事 あり、 しかるに 子た る 道 を さし 置きて 君に つかへ 臣 たらん は、 心 

よからざる を 以て、 子の 道を盡 すの み 也と 答 ふ。 父 重ねて 云へ る は、 汝國 にっかへ て 

爵祿を 得、 朝廷の 出仕 を 遂げて 家 を 起さん こと は、 我がね がふ 處 也- 我れ 只 だ 汝が君 

に 仕 へん こと を 欲する のみ 也と 諫めければ、 申 鳴きいて、 兎も角も 父の 心に 順 ふを以 

て 我が 心と すれば、 則ち 楚王 にっかへ 奉るべし と 云 ひて、 やがて 楚 王に まみ ゆ C 王 喜 

(八) 

んで これに 左 司 馬の 官を あたへ、 軍の こと を 司 どらし む。 その 年 白 公が 亂出來 て. 楚 

の 大臣 ども 多く これに ころされぬ。 申 鳴 因って 軍兵 を ひ きゐ、 白 公 を 退治の ために 衞 

の國に 趣きければ、 白 公 これ を 聞いて 石 乞に 謀りけ る は、 申 鳴 は 天下の 勇士 也， 今 兵 

を ひ きゐて ここに 來 ると 云 へ り、 いかなる 謀 を か 可， 廻 やと 問 ひければ、 石 乞 答へ， t 

る は、 申 鳴 を 順へ 侍らん こと 何より やすき 儀 也， 申 鳴 は 世に かくれな き 父母に 孝行の 
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ものと きこえ たれば、 ひそかに 彼れ が 父 を 召 掃へ て、 これ を 以て 謀るべし とて、 則ち 

人 をつ か はし 中 鳴が 父 を 生 拙り て、 使 を 以て 申 鳴が 許に 申しお くりけ る は、 其の 方 味 

方に くみせん に 於て は楚國 を與へ 父 を 生かしむ ベ し、 若し 味方に くみせ ずん ば 汝が父 

を 生害す べしと 云 ひて、 陣の 前に 生 捕りた る 父 を 引きす ゑたり。 申 鳴 この こと を 聞く 

より 心お ちつかず、 況ゃ 其の 體 たらく を 見て 涕を 流し， なく/ \ 返答 仕りけ る は、 始 

め 君に 不， 仕の 間 は 我れ 父の 子たり、 故に 天下に 父の 外 ある こと を不レ 知、 すでに 父の 

命 をう けて 君に 仕 ふるより 後 は 天下に 君 ある こと を 知る のみ 也 * 父に つかへ て 全く 孝 

子たら ざれば、 せめて 君に つかへ て 忠臣たら ずん ば あるべからず と 云ひ棄 て、 つづみ 

を 打ち 金なら して 一陣に す 十み ければ- 敵の 大將白 公 打 死し、 申 鳴が 父 亦う たれぬ。 

楚王 かへ つて 申嗚が 功を赏 し， 父 を 殺して 君に 忠 ある こと を 感じ、 大祿を 與へ玉 ふ。 

申 鳴 曰 はく、 君の 祿を うけて 私の こと を かへ り みん は 忠臣に あらず、 君の 法を默 止が 

たくて まさしき 父 を 殺す は 又 孝子に あらず、 行 不一 ー兩 全； 名 不二 兩立 一して は、 何 を以 

て 天下の 士に 示す ベ き 所 あらず、 况 ゃ赏祿 をう くべ き ゆ ゑん あらず とこと わり を 以て 

して， 自ら 刎ねて 死せ り。 


i  、一— 广 又 楚の昭 王の 時. 石 表と 云へ る も G 直 を 行 ふこと を！^ んで 其の 名 世に あらに， ュ. ぬ。 

ず タ傳第 rf! 十 

九 こ セ，っ  (二) 

(二，)， 刑 SS を 王 これ を 用 ひて 大理 の官を 授け， 其の 正直に して 偽な く、 能く 理非 を決斷 せし む： こ 

司る 司法官 

こ に 或 時 石 奢 他行 の 道に て 人 を 殺せる. f の あり、 石 奢 則ち こ れ を 追 ひ か け 兌け れ ば 我 

が 父 也。 石 奢大に 驚き、 いそぎ 朝廷に 出仕して 申し上げ ける は- 人 を 殺す もの を みれ 

ば 我が 父 也， 父な りと も 法の 如く 行 はんと 云 ふ は 孝に あらず、 しかりと て 君の 法を不 

レ 行ば 忠 にあらず、 我れ 今 罪 ある を ゆるし 法 を 魔す、 是れ臣 が， お 也， 速に 罪科に 處せ 

らる べしと 云 ひて、 自ら 面 縛して 出で たり。 昭 王の 曰 はく、 たと へ 罪人たり と 云へ ど 

も. 追 ひて おひつ かれ ざらん に は 是非な きこと なれば、 父を兒 のがした りと 云 ふの 處 

にあらず と 仰せ ごと ありければ、 石 著 重ねて 云 ひける は， 追 ふに 不，， 及に は不， 有， 我 

が 父に 私せ ざらん は 孝に あらず、 君の 法 を不レ 行は忠 にあらず、 我れ 死罪に あたりて 

生きなん こと は 我が 心に あらず、 今 君 これ を 赦し玉 はんとの 事 は 君の 惠也、 臣 パ-, 化 

レ治レ 法 は 下之義 也と 云 ひて、 つ ひに 頸 はねて 死せ-り e 世 以て 美談 (と) せりと 也。 天子 

として 父 殺， 人ば 負 ひて 可レ 逃、 人臣と して 此の 難に 遇 はんに は 逃るべき 處 なし。 石 奢 

が 志、 理に あたれり と 云 ふべ し C  . 
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. 山 鹿 語 頻卷笫 十八  四 六 0 

(一一 二，、  ,  (R) 

叉 唐の 興 元元 年に、 太 尉の 官 たりし 李懷 光、 逆臣 朱 泚と謀 を 通じて 天子 をた ばから 

ん とす。 其の 養子 石演芬 これ を 知りて. 則ち 君に 告げ 奉る。 お； f 懷 光大い に 怒って 曰 は 

く、 我れ すでに 汝を 以て 子と して 恩 惠實の 父子に ことならず， 然るに 此の度の 隱謀を 

つげて 罪科に おち 入る こと をな す は是れ 何事 ぞ やと 尋ねければ、 ：奴芬 中し ける は， 大 

子 太 尉の 大官を 校け て、 君 を 以て 肱の 臣 とす、 君 今 我れ を 養 ひて 腹心と す、 太 尉す 

でに 天子 を そむければ、 我れ 叉何ぞ 君を不 レ歲 乎、 且つ 我れ 死す とも 惡 逆の 名 を 蒙る 

こと を 快よ しとせ ずと 答へ ぬ。 李懷光 怒って これ を 殺せり。 又李懷 光是れ より 已 前に 

實子 あり、 此の 實子を 李 確と 云 ひ- 天子に 仕へ て， I 近し 奉りけ る〕 父が 思 入の 不レ. H- 

レ然 こと を！： 儿 屈け て， ひそかに 天子に 申し上げ ける は、 臣が父 必ず 天子に そむき 奉る 

べし、 早く 其の 備を 設け 玉 ふべ し、 吾れ 聞く、 君 父 は 一也 * 我が 父已に 有力の 身と な 

りて、 君 速に 誅し玉 ふこと 難く、 却って 天子の 上危 きが ゆ ゑに 不レ 忍レ不 A 言して 如レ此 

奏聞す と 言上す。 天子 此の 志 を 感じて- 何と ぞいた して 其の 方 は 命の がるる ごとくい 

たすべし、 後々 取 立て 玉 ふべ しと 仰せ ごと ありければ >  李 確答へ 申しけ る は， 臣が父 

やぶれば、 臣亦 これと ともに 死すべし， 何ぞ 更に 身 を 立つ るの 謀 ありなん と 巾し， つ 


ひに 李 懷光誅 せらる る 時 其の 身 も 自殺し けりと 也。 君 父の 間如レ 此の 大變 にあ ふとき 

は、 詳に 其の 義を盡 さ ずん ば 有る ベ からざる 也。 

八 六 松 EH 左 馬 助 

師曰 はく、 天 正 庚 寅、 相 州 小 田 原の 役に、 北條の 老臣 松 田 尾 張 守、 太 開秀吉 に內通 

の 事 ありぬ。 六月 十五^の 夜に 寄 手 を 可 二 引 入 1 の 由に 究 まりて、 十四日の 晚に 松田嫡 

子 笠 原 新六郞 • 次男 馬 助 • 三男 彈三郞 等 を 招きて 此の 事 を 密談す。 二 男 左 馬助大 

(ぞ)  あさ 一一 *  i--  -ノ セ 

に 驚き、 こ は そ も 何事に、 加 樣に淺 間 敷 こと 被 レ仰候 や、 譜代 相 偉の 主 を 煩け、 たに 

ほどの 榮花を か 可. Z 開、 只 だ 恩 召と どまり 玉へ と、 事 あらけ なく 申し 留む" 父の 入道 

兄 の 笠 原 大 に 怒 り、 i ひ 立つ 事 も 皆汝等 を 世に立てん とのこと 也と、 以ての外に 腹 立 

十" 左 馬 助， とても 此の 事と まる まじき たりと K〕 ひければ、 暫く 侯、 一 まづ 諫め 申し 

たるまで 也、 淘 同心た くば 誰か 父を棄 つるの 子 あらん なれば、 則ち 御 同心 申す ベ し、 

但し 明日 は不 成就 曰 也、 十六 日の 夜に 可， 被， 成と 申しな だめ、 當 座の 異論 を やめぬ。 

よ-一め 

され ども 左 馬 助に 氣遣 ひして、 橫目を 付け 置きぬ： 左 馬 助風氣 たりと て 引 籠り、 小 性 
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を 近付け、 鎧び つの 內に 被， 入、 かの 小 性 を 付けて 城へ 荷 はせ 入れて， ひそかに 出で， 

えね キ げ 

此の 由 を 氏 直に 通ず。 これに！： つて 則ち 岡 部 江 雪 を 使と して、 松 田 入道 父. 十ぎ 招 上め 

しこめて、 役所に は 人 衆 を 入れ かへ ぬ。 かくて 入道 父子 生害に 及び- 左 馬 助 忠節 を 咸：) 

悅 ありぬ。 左 馬 助 は 後まで 無事にて 終れり。 左 馬 助 君に つかへ て忠 ありと 云へ ども， 

不孝 不 弟の 所 も だすべき 様 あらず。 唯 だ 速に 己れ がた めに 父兄の ん& を.：. 乙 ふか、 不レ得 

レ已ば 自殺 を 快くす るに 不, 及 こと、 人の 生きて 世に ある こと、 君の ため 父の ため 人の 

ためたら ざる ものな し、 左 馬 助 存命 何の 益 あらん や。 但し 老母の 不レ 得レ已 あらんに は 

其の 養 をと ぐるまで 生く る こと も ありぬべし。 是れ猶 ほ 具に 可 一一 究理？ 況ゃ 他事に つ 

いて， 何の こころよく 生 をへ n る ことの あるべき や。 i^^Ifs 

八 七 平 重 盛 

小&は ¥ もの 師曰 はく、 小 松 重 盛、 父の 入道に 諫言 教訓す、 世 以て 是れを 美談 (と) す。 重 盛 道の 

あり 1  み 所に よ 

^^^.^•M 犬なる 處を しり 玉 はずと い へ ども、 只だ釋 氏の 說に まかせ 因果の 理を 感じて 父を諫 む. 

家 物 Si 等に ル カラ ル 

f て 有名な り しかれ ども 君臣の 大義 を存 し、 下^上の ことわり 不, 可, 有の 戒 は， 人倫の 大道 ここに 


存 する 處 あり。 君 父の 至 恩 を 感じて、 父 をい さめて 君 を を かさし めず、 是れ 大義の 存 

する 處 あり。 但し 其の 所レ盡 しば/ \ 薄 くして、 子孫の 斷絕 をた すに 至り、 其の 身自 

ら先づ 死して 謀 主 ここにく じく、 必ず 至善と は 云 ふべ からざる こと 也。 尤も 可， 味 也。 

八 八 君 父の 辨 

師曰 はく、 父母 は 恩 を 以て 主と し、 君臣 は義を 以て 主と す。 恩 は fK 性の 自然にして 

不， 得， 止の 處 あり、 義は 今日の 上に おいてつ とめ 行 ふ を 以て 業と す。 されば 戰 場に 臨 

んで 父う たれ 兄 討死せば- 恩愛の 涕は とどまる ベから ざれ ども、 淚を 抑へ て 戈 をに た 

ふ は， 義を 以て 恩に 泥 まざれば 也。 すべて 恩義の 間、 或は さきんじ 或はお くるる とい 

へ ども • 詳 に不レ 計と き は 必ず まど ふこと あり。 
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兄弟 之 序 


二) 北齊の 


. ^述べ 時 s« の 

護 も 一正して、 

子孫に 敎 へし 

ものな り" 之 

推 は 後 隋 に 仕 

(二) 前 出 二 


I 總 じて 兄弟の 序 を 論ず  • 

師日 はく、  氏 家訓 日、 兄弟 者 < か 之 人 也、 あ r あ：！ 1- 也、 父母 、ス 

前 襟 後 裾、 食 則 同 ， 案、 衣則傳 k- 學 肥連ノ 業ヲ、 、あ、 fc, あ，" 悖亂之 人； i4 レム ヒ』 

レ 不二 相愛-也。 許魯齋 曰， 兄弟 同 受二 父母 一 氣 一所， 生"、 骨肉 之 至 1|<5 、今人 不 一義 

理； 悖 n 逆 生 ご fl;  fKk^ ま』？ J、  I き 一路ん 一とい へ-。 養ラ 

るに、 父母の 血氣 骨肉 を相續 して 人倫の 尤も 親愛し つべき 物、 父子の 外に は 兄弟 也。 

是れ唯 だ 天性の ままに して、 人 以て 私する 所に 非ず。 しかれば 平生と もに 相した しみ 

もつ まじく して 父母の 志 を 櫓ぎ、 父母の 勞 1 一 か はり、 身 を 修め 家 を 一" ルー つべ し。 兄宁 

兄弟の 間にお ける、 互に 非 を 改め 患難 を 救 ひ、 遊樂 をと もに し成欧 をた 十く るが 如く 

. ^弟 之 序  四ん 五 
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ん  ムヲ  まど ひ 

すべき 也。 天性 不， 得レ 巳の 情し かり。 しかるに 一旦の 惑に 因りて 兄弟の 情 ここに 相 阻 

りて， 平生の 愛 寡き に 至る こと は * 是れ天 倫 を そこな ひ、 父母の 骨肉 を やぶる に 同じ。 

尤も 可 二相 愼 一也。 凡そ 兄弟 罪科に 相 當る時 は、 必ずと もに 其の 罪 を 同じく す。 平生 親 

練の 差^ あらず、 其の 咎に 趣く こと は 天 倫の がれが たき 處 ある を 以て >  常に 兄弟の 相 

むつまじ からん こと を 思 ふが ための 制 法 也。 

次に 兄弟の 間禮 儀の 節 あら ざれば、 次第 を亂り 前後 をた がふる こと あり。 凡そ 天性 

に 長幼の つ い でい ちじる しくして、 私 を 以て 兄と なり 弟と なる にあらず、 自然に 不レ得 

レ已 して 其の 次第 明白 也。 されば 兄 は 弟に 先んじて 弟 を ひ きゐ、 弟 は 兄に おくれて 能 

く 順 ひ 能く 守りて、 ついで を不レ 犯、 是れ 長幼の 序 ある 也。 長幼つ いで を亂 ると き は 

禮儀不 也、 禮 儀不, 明と き は、 上下の 法み だれ 前後の 節たがって、 君臣 父子の 間、 

亂臣 逆子 必ず 生ずる ゆ ゑん 也。 ここ を 以て 長幼の 問 は 有, 序 を 以て 其の 道と する 也。 

(一)  ハク ガイ ティ  モ  キ ル 〈ラ スル r ヲ ノ ヲ  ビテャ ノ ズルニ  キ ル ハラ スル r ヲ ノ ヌ 

十 ■ 上 孟子 曰、 孩提之 童、 無- 不ぁ 其 親-也。 及 二 其 長 1 也、 無- 不レ 知レ 敬- 1 其 兄 1 也 

といへ り。 是れ 孝弟の 心 は 人々 皆 有, 之の 天性に して、 更に 作爲 する 所に あらず。 此 

れ犬 性の 心 を さまたげ 失 ふ もの を 制する が爲 に、 聖人の 敎 あって 犬 性に したが はしむ 


るの 道 をのぶ る 也。 君臣 • 上下 • 父子 • 兄弟 も 非, 禮不レ 定と云 ふ もこの 心 也。 禮と云 

へる ことわり も、 ^にし ひて まう くるに あらず、 其の 敬し 貴ぶ 處の心 を 品 節せし めて- 

宜 を不, 先し むる のい ひ 也 C 弟と して 己れ が 利口 を 立て 小知に ほこり、 父の 寵に めで 

て 兄 を 後に し 兄 を そしり、 兄と して 弟 をお としめ 侮り、 利害 を 先んじて 親 を 失 ひ 愛 を 

ル シ カラ 

忘る る 事， 尤も 長幼の 禮不レ 正に あるべき 也。 然れば 其のつ いで 定まる 處に制 法を詳 

にし、 禮 容を辨 じて 序 正しくして、 叉不， 嚴 不., 疎が ごとくに 可 二 品 節 一也。 

次に 兄弟の 交接、 唯 だ 弟 を 以て 本と する 也。 弟と 云 ふ は 能く 和 順して 悖 戻す る 事 あ 

ら ざるの 言 也。 すべて 善事 一一 兄 長 ー爲, 弟と いへ り。 しかれば 弟 は 幼少の 人の 弟た る も 

のの つとめ 守る 道に して、 己れ を不レ 立身 をた かぶらず して， 兄 を 敬し 親しみ、 年た 

けたらん 輩 をば 我が 兄の 如くに 思 ひなして、 禮儀を 正し 辭讓 をな す， 是れ 則ち 弟の 道 

也。 兄 兄たら ずと 云へ ども、 弟 弟 (たる) の 道を盡 さんに は.、 兄弟の 道 ここに 和 順す ベ 

し。 されば 兄 は 弟 を あはれ み、 年た けたる もの は 幼弱の 輩 を 取た てて 道に 入れ、 道に 

不レ とも、 これ を不, 棄 して 慈愛す るに あり。 弟 は 己れ が 分を考 へて 品 を こえず、 

モ，. * ラ  さきだ 

禮を 厚く して 兄の 命 を不, 悖、 常に 善事に は 兄 を 先立て * 勞 事に は 己れ 先んじ、 此の 
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心 を 以て 朋友の 年た けたらん に 至る まで 其の 禮を詳 にす る、 是れ 則ち 弟の 道 也。 晏子 

曰、 兄 愛 而友ノ 弟敬而 順と 云 ふ は、 兄弟の 道 をつ くす のい ひ 也。 

二 兄弟の 義を 論ず 

^  0 師曰 はく、 羅 先生 曰、 天下 無， 1 不是底 父母； 世間 最難， 得 者 兄弟と い へり。 大 下の 間、 

五六 H 參 ひと 

骨肉 同氣 をう けて 我れ と齊 しく 親し かるべ き 者 は 兄弟の み 也。 其の 實を 正し 明に する 

とき は、 朝夕 互に 相 親しみて、 ともに 安否 を詳 にし、 居 を 一 にし 食 を 一 にして、 聊か 

の隔も あるべからず。 天下の 間 又 遇 ひがたく 求むべき 處 なき は 兄弟の 親 也。 その 間に 

爭 おこり、 互にに くみ 恨みて、 つ ひに あだかた きの 如くなる 事、 世 以て 多し。 是れ或 

は 財 寶佧祿 の 衆寡 を 論じて 利害 を專ら とし、 或は 人の 中 言 を 信じ 妻子の 云 ふこと をう 

けて、 其の 實否を 不二 糾明？ 或は 我が 理を 立てお としめ そしる 心 あるに w りて、 天性 

不 レ得レ 止の 親 を 私の 小事 を 以てさ またげ、 天下 難レ 得の 兄弟 を 少しの ささ はり を 以て 

相棄 つるに 至る 事 は、 夭 地の 誠に そむき 父母の 志に たが ふ。 其の あやまり 悔いても 不 

レ可, 及 也。 元の 許魯齋 曰、 今人 不， 明， 1 理義； 悖 n 逆 天性 一 生 雖二 同胞； 情 同 ニ吳 越； 居 


モ ジゥ スト ヲ 〈シ  ノ  テル リテ  ヲ  シヲ  ジテ  ヲ  ンデ to 一 

雖， 同 ， 窒、 迹 如-一路 人； 以至 T 計 二分 亳之 利； 而棄 ニ絕至 恩； 信 二 妻子 之 言； 而結 爲 * 

死怨 h 豈知ニ 兄弟 之義 一哉と 云へ り。 

兄弟の 義と云 ふ は、 兄 は誡を 以て 弟 を 親しみ、 弟 は 敬 を 以て 兄 をお それ 尊び、 兄 は 

父に か はって 弟 を 子と 思 ひ、 弟 は 子に 代って 兄 を 父と 思 ふ 如くな らんに は、 兄弟の 義 

立ちて、 其の 親 を 親と する に 至るべし。 凡そ 人 皆 意趣 面々 に 相 か はる もの 也、 兄弟 同 

胞と 云へ ども 氣質 にたが ふ處 ある を 以て、 其の 形相 其のな すわ ざ、 其の 好む 處 其の 心 

の おもむき、 必ず 各-^ なるべし.。 是れ 天性の 相 定まる 處 なり。 兄 は 弟 を 我が 心の 如 

くせん こと を 思 ひ、 弟 は 兄の 我がお も はくに たがへ る 事 を田ャ r 是れ 不和の 出 來る處 

是れ より 兄弟 互に そしり 事 を かくし、 黨を 立てて 志を隔 つ、 尤も 理 にくら き ゆ ゑ 

也 G すべて 不善 人と 云へ ども、 これ を あはれ み 取 立て 善に 入れん こと を 思 ふ は 善人の 

誡也。 不善 人 を 嫌ひ惡 まん こと は 君子の 大道に 非ず。 他人に おいてし かり、 P 仇 や 兄弟 

同氣の 親， 互に 不善 あらば、 これ をい さめ これ を や はらげ て、 道に 入れ 善に 趣 かしめ 

て、 患難 を遁れ 人の 人た るに 至ら しむべし。 たと へば 許容せ ざらん と 云へ ども、 彌.' 

悲しみ 慕うて 是れ をに くみ 憤るべからず、 是れ誠 也 C 我が 云 ふ處に 一致せ ざると 云 ひ 
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てし きりに にくみ、 其の 難に 逢 はん 事 を 求む るが 如きに 至る は、 兄弟の 義と云 ふべ か 

ら ざる 也。 

• されば 骨肉 同胞の 親しみ、 天性 自然の 道、 天下 難, 得の 兄弟なる こと を 能く 我れ に 

體認 して、 兄弟の 間に 疎略 あらん こと は、 天地に そむき 父母に 遠 ふ 處を戒 とせば、 我 

が 心に 信實に 兄弟 之 誠 出来て、 其の 義 自らお こな はるべし。 其の 義 ここに 行 はるる と 

き は、 患難 あらんと き は 兄弟と もに 助け 互に 勞 して 己れ が 私 を 利せ ず、 死 を 致し 命 を 

輕ん じて、 其の 義に當 る 道 を 究理すべし。 故に 憂 あるとき はと もに 憂へ、 難 あるとき 

はと もに すく ふと 云ぶべし。 好樂 あらんと き はと もに 其のた のしみ を 一 つに し、 其の 

所, 願 を 同じく して 其の 喜び を 互にす、 更に 獨 りたの しまん と 云 ふの 心なし。 憂 喜如レ 

に ひとしき 時 は、 兄弟 其の 親 を 親しむ と 云 ふの 道に かなって、 兄弟の 義 ここに 立ち 

ぬべ し。 兄弟の 義 立つ とき は、 天地の 大經 尤も 行 はると 可レ云 也。 

昔 大舜は 弟の 象 曰に 殺, 舜を 以て 事と し、 兄に そむく を 以て 志と すと いへ ども、 舜 

唯 だ 親愛し 玉 ふの みに して、 象悅 ベば 舜亦悅 び 玉 ふとい へ り。 孟子 曰、 仁人 之 於 

X 弟 也、 不 レ藏レ 怒焉、 不 レ宿レ i 焉、 親 n 愛 之 一而 已矣と は 此の 事 也。 周 公 日 一の 管叔. 蔡 


叔 における も亦然 り。 古の 大聖 人の 兄弟と いへ ども、 其の 氣 質の 偏 塞に 因りて 其の 惡 


(六) 小 § 赫 

首 第五に 出づ 


(七) 宋の太 


-. -ニ  二-お 

」 につ ら 

宗の swf 刺 

史 をり； て 終る。 

文章 にも 古 鰻 

の 優れ たる あ 

り， お 東 集と 

い- r この 語 

小舉 嘉言 第 ifl 


(八) 二 程 語 

錄卷十 一 に 出 

づ。 又 小墨嘉 

言 第五に も あ 


をな す 事， 象が 如く 管叔. 蔡叔が 如し。 然れ ども 其の 親しみ 睦まじき 事、 舜. 周公旦 

の 如くに して、 兄弟の 義立 つと 云 ふべき 也。 顏氏 家訓に 云、 夫 有 二人 民 一而 後 有 二 夫婦； 

有， I 夫婦， 而後 ^^,1 父子； あ 二 父子, 而後 有 二 兄弟； 一家 之親此 三者 而已矣 、自， 玆 以往 至 二 

於 九族； 皆 本 二 於 三 親 1 焉、 故 於 二人 倫 ー爲， 重 也、 不， 可：， 不レ篤 C 宋柳開 仲 塗 ，塗 字 曰、 

我 皇^ 訓誡 曰、 籠 んぁ之 兄弟、 無- 1 不義 者； i 因， -娶 鈿んト、 異姓 相聚； 爭レ長 

競レ 短、 渐潰曰 聞、 偏愛 私蔵、 I 致， I 背戾； 分 h 割沁、 患 若 二 賊讎； 皆汝 婦人 之 所， 作 

也、 男子 剛腸 者、 幾人 能 不ァ爲 二 婦人 1 言 所.^ 惑、 吾見 多矣、 汝等寧 有、 疋耶と 云へ り。 

師又曰 はく、 人 必ず 我が 子 を 愛して、 兄弟 を 疎略に 致す こと 多し、 甚だ あやまり 也。 

すべ て 我が家 事に おいて は、 我が 子 を 愛して 嫡子 を 立て 家の 正統 を 正しから しむる に 

あるべし。 父母の 事に 付いて 云 ふとき は、 我が 子 は 父母の ために は 孫に して， 貴賤の 

品 はるかに へだたり、 骨肉の 親 彌>  遠し。 兄4^&は父母の子にして責く親し、 故に 外事 

悉く 皆 兄弟 を 先 だてて、 相 親しみ 相 貴ぶ に 可レ有 也。 世人 皆 愛に 惑うて 其の 實を 不二 糾 

セ  おろそか  ル ラ  (八) 

明 1 を 以て、 子 を 愛して 兄弟 を 疎に する こと 多し、 是れ 兄弟の 義 を不レ 知が ゆ ゑ 也" 伊 
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^ni" 今人ぁ不，.^ニ兄弟之愛； 且如ニ 閭圆 g 储之 小人； 得 二 一  食, 必先以 食 二 父母； 夫 

何：^、  ii 父母 之 口重 二 於 己 之 口 I 也、 得-二 衣 1 必先以 衣 二 父母 一 夫 何故、 以 1 ュ 父母 之體 

(1) 卽ち兄 重 二 於 己之體 一也、 至， I 於 犬馬 1 亦然、 待 二 父母 之 犬馬； 必異 -I 乎 己 之 犬馬 1 也、 獨 愛二 父母 

之 於 己 レ^ 甚 者 至， 若 二 仇亂； 擧，^1皆如レ.^、 惑 之 甚矣と 云へ り。 H 一疋れ 父 

母の 子 を 愛せず して 己れ が 子 を 愛する は， 人欲の 私に よると 云へ る こと を 示す 也) 但 

し 愛 は 父子に こ ゆべ からず、 兄弟 は 唯 だ 序 を 守って 其の 義を 正す にあ りぬべし。 兄弟 

を 我が 子と 同じく 愛すべきと 云 はん は、 しひて 兄弟の 親し からん こと を敎 ふる 也" 古 

より 父子に 親 を 論じ、 兄弟に 序 を 云へ る處 * 尤も 詳に 究理 十べき 也。 

三 兄の 道を詳 にす 

同 1 一 父 道 1  カラ ナル 

師 嘗て 曰 はく、 凡そ 人の 兄た るの 道、 其の 用法 父た る 道に 不レ可 レ異。 故に 其の 身の 

言行 を 慎み、 身體 容貌 威儀 を 明に して、 衣服 飮食居 宅に 至る まで、 ことん \ く 子弟の 

キ ル おもん ばかり 

敎戒 となり、 一家に 長た るの 戒を存 し、 子弟 を ひ きゐて 善に 可レ 入の 慮 をな すに あ 

り。 夫れ 人の子 多き 內に、 我れ 其の 家の 長男 嫡子と 生れ、 多くの 子弟の この かみた る 


こと は、 是れ叉 天然の ゆ ゑんに して， 求めて 至る 處に 非ず。 天 我れ をして 此の 家に 長 

たらしむ- 其の 所. S 繁 甚だ 重し- 豈 安んじ 怠りて 其の 任 を輕ん ぜんや。 故に 兄 長た る 

の 道、 父い ます 時 は 父の 志 を はかり 其の 趣 を 見て. 其の 志 をつ ぎ 其の 趣 を 遂げし むる 

にあ りぬべし。 然れば 家の 事せ の 事に 付いて * 父に 代りて 先んじ 勞し * 朝夕と もに 父 

母 を 安ん ぜ しめ、 我が身 を勞し 厚く つとめ、 智惠を 明に し 才覺を 計りて 慮 を 遠くし、 

0 つと 

父母 ここに 安んじ 家業 ここに 立ち， 子弟 ここに 法り て 或と し >  我が 同姓の 一類 諸. -の 

事 を 家の 長嫡に はかり 尋ねて 事 を 行 ふが 如くに 致すべし。 然 らんと ならば、 身 を 修め 

知 を 切 礎 し て - 我れ に 事 を はかる の 輩 を 邪道 に お と し い れし めざ る が 如く 愼み 勤む る 

に あ る ベ し。 是れ 兄た るの 道に して、 其のつ とめ 宜 しき を 兄 の 義と すべ き 也。 如， 此の 

究理 不， 足と き は、 兄の つとむべき 道義 を不レ 知して 諸 弟の つとめ をた し、 弟 却って 兄 

の 道 をいた すに あり。 ここ こ 於て 兄弟 長幼の 序み だれて- 家法つ ひに 治まる ベから ざ 

る 也、 尤も 可 ニ究糾 一の ゆ ゑん 也 C 次に 弟 を 愛する の義， 能く 其の 道 をき はめて 其の 至 

善に 止まるべし。 愛而敎 あら ざれば 弟 弟の 道 を不, 知、 故に 小弟 各. '兄に ともた つて、 

道に 入り 善に したしむ が 如くたら しむべし。 小弟に 道 を 示さん 事 は、 兄に 兄の 禮義な 
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くんば、 弟 何 を 以て 道 を 可レ知 なれば、 平生の 言行 衣食 居 諸 用と もに 小弟の 戒 となり 

法と なる 處を 可, 守 也。 而 して 父 若し 弟 を 愛せば、 父の 志 を 視て弟 を 立つ るが 如くす 

べし。 弟 立た ば 其の 家の 破れつ ベ くんば、 詳に 父の 志 を はかって 其の 諫を 可レ 入。 其 

の諫行 はるべ から ずん ば， 身 を 退いて 行 を 高く せず、 父の 惡 名の 立ちて 己れ が 善の 明 

ならん こと を不 レ可レ 致。 此の間 品々 の 子細 あるべ き 也。 

次に 異腹の 弟 甚だ 多く、 或は 其の 母 至って 賤 しと 云へ ども、 是れを 以てお としめ そ 

じ』 禮記内 しるべからず。 是れ父 を あしく 云 ふに 同じ。 內則 曰、 父母 有 ニ婢子 I 働レ生 若 庶子 庶 

W  、  .  へ 

孫 一 til 愛 ， 之 、雖 一一 父母 沒ー沒 ， 身 敬 レ之不 レ衰と 出せり。 たと へ 其の 母賤 しくと も、 

父 これ を 愛して 旣に 我が 弟 彼れ が 腹に あるとき は、 我がた めに は 其の 母 又 其の 實 母に 

類すべし。 是れ ひたすら 父 を 敬 ふが ゆ ゑ 也、 弟 を あはれ むの ゆ ゑ 也。 次に 我が 弟に 五 

體 不具に して 世に たちが たき 輩 有， 之ば、 猶ほ 是れを あはれ みて 其の 養 を 全くす ベ し 

父母の 心い かば か り 是れを 不便な る の 思 入 あ るべ ければ、 我が 父母の 志 をつ ぎ 其 の 家 

に 長 たれば、 父母に 代りて 是れを 養 ふこと を 全くすべき 也。 是れ 各. '諸 弟 を あはれ む 

の 道 也。 すべて 兄の 道、 弟の 善. 惡を 以て 慈愛 を不レ 可, 害と 云へ り。. 云 ふ 心 は、 兄に 道 


ラ  ルシカ ラ 

V  ニニ」 弟 を 諫め みちびく と 云へ ども、 弟 道に 不, 入、 其のつ とめ 不 あり、 又 能く 兄 

に 順って 其の 敎を 守り 其の 諫に隨 ふ も あるときに、 必ず 兄に 隨順 する 弟 を 愛し ひいき 

して、 兄に 不二 隨順ー 弟 をば こばみに くむ 事、 世 以て 多し。 是れ 世上 底より みれば 尤も 

なる に似て、 兄の 道より 云へば 甚だ あやまり 也。 兄の 云 ふ 如くなら ざる を 以て 弟 をに 

くまん と 云 ふ は、 兄に 私する 處 あり、 理の 立つ 處 あるが ゆ ゑ、 父母 我れ を 生んで 兄と 

し、 彼れ を 生んで 弟たら しむる、 天理 自然の 兄弟の 慈愛 ここに 欠くべし。 唯 だ 弟の 道 

に不 X 入ば 深く 歎息して、 彌.^ 何ば かりの 術 をな しても 善に 教導すべし、 不レ 入と 云へ 

ども 天性の 愛 聊かお こたるべからざる 也」 是れ まことの 道と 云 ふべ し。 且つ 叉弟甚 た 

惡人 にして、 國 家の 害と なる 斗り の 事 は 叉 まれな り。 平生 體の 凡夫に して 道に 不レ入 

をに くまん は、 兄の まことと 云 ふべ からざる 也。 弟よ きものな らば 是れを 親しまん * 

あしき ものた らんに は是 れを惡 みきら はんと 云 ふ は、 皆 利害 毀譽を 事と して、 一 入道の 

誠と 云 ふべ からざる 也 C 大舜の 弟 象に おける 道、 尤も のっとるべし。 

單居離 問 曰、 使， 弟 有， 道 乎。 曾 子 曰、 有パ 嘉 事不， 失 fe- 也、 卿 §、 弟 之 行 若 中：， 道、 

チ シク, テ ヒ レヲ  シル 11- ハラ 二  チ レシ フ レニ  -. , きえ マゲテ フル 二  ヲ シ ンパ ナラ 

則 正 以使， 之、 弟 之 行若不 レ中， 道、 則 兄 n 事 之； t^, 一事 レ兄之 道 一若 不レ 可、 
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f^^s  $ko 導 纏 又 f  inp& わ 1^ や 兄 t 矣、 おぎ ,ト 相 

の大 11、 字 は  二、、 フコ nu ハ ふク —ョ，-、 に レセ ブヲ ハル (三)  ヒハ リ シテ レヲ レバ, f. レ ィ チ 

子^、  ？昨 i& ル r. 言 兄弟 相好 一 不 i 一一 相學ー 猶似 也、 人情 大抵 患 在 二 施レ之 不レ兒 レ報亂 

^^^H 輟ー 故 恩不. 能. 終、 不. 要 二相 學； 己 施. 之 Mb。 朱 子 nr、  相 4っ 一一 i.llM. 相 n 

^^^H 學 其 不：， 好 之處； 如 T 兄 能 友 二 其 弟； 弟 却不. 1. 恭 一 ハ 0^; 兄豈 弟之不 あ, 而 #,4 

^^M^ 其 友- 但参盡 あお 「而、 已、 I" 弟 化 i き 一 あや 兄き テ あ； あ, 弟豈も r£ 兄之不 

U 一  1 第五 4^; 而遂忘 i ぎ h  mci.*iikv 而 2。 

(二) 詩經小  キ 

雅 に出づ  . 

(三) 人情の 

SfS 読 ％  四 弟の 道 を盡す 

せす とたり 

師曰 はく、 人の 弟と して 兄に つかへ 長者に したが ふの 道 は、 大概 子と して 父に つか 

ふるに 同じ。 父と 兄と 相 隔たる こと 幾ば くぞ や。 然れば 父い ます 時 は 父の 志 を はかり， 

兄の 命 を責び 敬して、 すべて 四 支の 勞役 する わざ、 事の 艱苦な らんに は、 先んじて 弟 

是れ をつ とめて • 父兄 を やすん ぜ しむべし。 智惠 才覺の 可, 入 事、 世の ほまれの 來ら 

ん事. さい は ひ ありつべ きに は、 皆 父兄 を 推して これに あつべし。 是れ 弟の 義 にして、 

能く 謙 退辭 讓の禮 ありと 可， 云 也。 しかれば 人の 弟と して は 容貌 辭氣 言語 行跡と もに 


父兄の 思 入 を 校 量して、 父兄に 氣 遣いた さしめ ず、 父兄に いかり 憤り を 思 はしめ ず、 

父兄 弟の 心 入 を 知り 其の 行跡 を 見て 安堵す るが 如くに、 平生 をた しなむべし。 父旣に 

沒す るの 後 は >  天下の 間 我が 信に 可， 敬の 天性 これ 誰ぞ や。 君と 云 ひ 師と云 ふ は、 或 

め；. こ 

は祿 について 身 を 委ね、 或は 理を學 んで敬 を 深く す、 是れ 我れ より 君と さだめ 師 とす 

るの 所レ敬 也。 兄 は 父に ついで 天性 我が 同胞の 內に 長子たり、 嫡子たり、 我れ これ を 

不レ敬 こと を 欲すと 云へ ども、 天の 命 更に 不レ 得， 止の ゆ ゑん 也" 故に 父 身 まからん の 

後 は、 諸； の 子弟 は 兄 を 父と 敬し 貴んで、 身の 言行 * 家の 吉凶、 衣服 飮食居 宅の 用事 

に 至らん まで、 唯 だ 兄の 命に 隨 順して 更に 私 を不レ 可レ立 也。 

ノ (PT)  フ  二  〈ク  千シム  ヲ  二  〈ク  テブ  ヲ  二 

§ 蜀の官 凡そ 弟の 道、 周禮 師氏敎 二三 行； 一 曰、 孝行 以親こ 父母； 二 曰、 友行以 尊， 一 賢 良- 三 

名、 德 行 を 貴 、グ  テフ 一一. 

^^^^^^ 曰、 順行 以事 M 師長 一とい へり。 ここ を 以て 善く 我れ 兄に つかへ、 よくしたがって 品 を 

こえざる は、 これ 弟の 道 也。 兄に つか ふるの 心 を 推して * 外 我れ より 年長 じ德 さかん 

たらん 友 あるか、 又は 君師の 外に 敬ひ責 ぶべ からん 輩に は、 各.' 兄に つか ふるの 心 を 

施し 用 ふべき 也。 故に 善事-一 兄 長 一 曰 A 弟と 出せる 也。 孝弟と 號 する は、 內 我が 父母に 

孝 あり、 外 長者 を 敬して 品 を こえた る 奢 をた さず、 是れ 人倫の 大 なる 行 也。 人 尤も 可 

0? 弟 之 序  四 七 七 
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レ I。 次に の義 あり。 所謂 兄に つか ふる 事 は、 專レ 敬と して 盡， 誠、 能く これ を 親 

しみ 厚く する にあるべし。 專, 敬盡， 誠と 云 ふ は、 兄 は 父に ひとしき なれば、 專ら 敬す 

べきの 義 あり。 弟の 分限 富貴に 至り、 世のお ぼえ もさば かりにして、 兄 は 時に あは ざ 

る 事 あらんに は、 弟に おごり ほこる 心出來 て、 形 は 兄 を 敬す るに 似て 心に 信用せ ず、 

其の 粧 まで を 致して さしおく 輩の あるべし， 甚だ 以て 不可 也。 富貴 貧賤 は 唯 だ 天の 命 

にして、 人の 私 を 以て 得べき 處 にあらず、 時に あ ふ を 以てお ごり、 世に 沈 倫す る をお 

としめ なんこと は、 是れ ただ 世に つれたる 利害の 謀に して、 君子 學 者の 聊も 心に 可レ思 

處 にあらざる 也」 然れぱ 兄に つか ふるの 義 よく 誠 をつ くして、 これに 虛を 以てすべ か 

ジ r  r,2。  、J^)=-rT^^  乙 l4i、、NL ッ y ミチお" 荇 一 ま i^、 適+ 謂-父 及祖之 適. M  疋小宗 也、 鹿ナ p 適. +之弟 T 

t:  一)  E 記の ら ざる 也 內 0C 曰 適 子. 子膨 搴ー ユー ォ 子穿婦 r チ ..^謂„ 大宗 子 f 宗 fg 謂，， 大宗 子 之 *f 宗 _其 爲 II 始祖 

*| 名  モト  テテ  ヲラ  ニモ ォホク スト ォキ  -ーチ  ヲル 

雖ニ贵 富 一 不,. 敢以 二 贵富 1 入， W 宗子之 家 h 雖尘き 車 徒； 舍ニ於 外； 以 1ft 約 一入 

「じ 同じく  ^^0. 云々。 (f 曰 ひ 不卞敢 以ニ贵 富 1 加 * 於 父兄 宗族 上と 出せり。 大宗と 云 ふ は、 我が 先 

記 内 則篇の 」 ポ子 ミー 

つづきに 出づ 祖の 嫡流 勉領 筋の こと 也。 是れ 先祖 を 重んずる が ゆ ゑに、 其の 同姓の 子孫 庶子の 輩 は 

各？ 摘 流 を 崇敬す べきの よし 也。 一家の長 男- 1 子 は 一家の 嫡流 なれば、 弟 庶子の 分と 

して は、 兄の そだつ ごとくに 萬 事の 取りお こな ひ をな さん 事， 則ち 先考 先祖へ のっと 


ふ SI 个小不 nq 

民 弟睦 ^ 

•    •  • 

？ h)  id; 小 小り、 
も 言 任 JO 孝 


め なれば、 專. 一敬 盡レ 誠と 云へ り。 是れを 親しみ 厚く すと 云 ふ は、 敬 過ぐ ると き は 親う 

すし、 親と 云へ ども 厚き を 以てせ ざれば 必ず 輕 薄に 至るべし。 故に 親, 親して 厚く す 

べしと 云へ り r> 兄 は 父に 準ずる の ゆ ゑん あれば、 厚く 親しん じて 其の 患難 をす くひ、 

身 を 以て これに 代り、 災害 を不, 避して 兄の 事に おもむき、 身 を不， 顧して 其の 大節を 

たすけ 救 ふ 事、 弟の 義也。 己れ が rKr ど 立て 兄の 非 を 見逃し、 其の 難 を不レ 救不レ 助、 却 

つて 外に そしり 訴 へん 事 は、 子弟の 義大に そむき、 天地に いれられず 父母に 惡 まるべ 

(三)  (En 

し。 周禮 に、 鄉の八 刑に 不弟之 刑と 出せり C 

次に 兄に 非義 多く、 弟 を 慈愛す る 事な からん 輩に、 弟と して 道を盡 さん 事、 尤も こ 

れ 兄弟の 義也。 兄 世に 對 して 非 法 あらんに は、 つとめて 是れを 諫め、 家の 滅亡 嫡流の 

ラ  そしり 

沈淪 すべき こと を詳に 示して、 其の 非義を 改めし めて、 世上の 難に 不， 入、 人の 毀 を 

不レ 請が ごとく、 其の 心 入 あるべし。 弟に 對し て專 ら非義 あらん こと は、 是れ 弟に 理 

の 立ちて 己れ を是 とする 處ぁ るか、 兄に つか ふるに 誠の 不レ 足處 あるより 事お こる ベ 

きたれば、 自ら を 顧みて 更に 兄 を 恨むべからず。 弟の 手前に 非 分 あら ざれ ども， 

猶ほ 兄の 憤 あらば、 氣質不 レー が ゆ ゑに きら ひにく まるる 事 あるに や。 是れ叉 弟の 可 
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レ Ml 處 なし。 唯 だ 兄の 命 を 重んじ y 兄の 憤 やすまりなん を 以て 己れ が 安堵と すべし。 

兄 を 父 の 如くに 思 はん に は、 不是底 の 父母な きこと わり に 同じ かるべ し。 次に 父母 己 

れを 愛して 兄 hili する の 事 あらば、 是れ 必ず 兄弟 不和の 難 出来て 一家 滅亡し、 人倫 

の 大道 ここに 廢壞 する の 時 至りぬ と 知りて、 よく/ \ 父母の 志 を や はらげ 諫め、 我れ 

必ず 父母の 愛に 乘ず ベから ざる 也。 兄 をす てて 弟 世に立つ は、 弟の ために は 宜しき に 

似 たれ ども、. 天地 之 道理に そむき 人倫の 大道に はづ るる 處 なれば、 其の 家 必ず 長久な 

るべ からず。 たと へ 長久 也と 云 ふと も、 道 を 失， ひて 長久な らん は禽獸 のむ れゐる に不 

レ異、 尤も 恥ぢ ぬべ し。 但し 兄の 人品 甚だ あしく. 必ず 家の 破れつべき ゆ ゑん あらん 

こと を 知りて、 父母 これ を廢 せんこと は、 父母の 所, 爲 にして、 其の 究糾の 至善に ま 

かすべし。 それ とても、 弟と して は 兄 を 立て、 我. れ 其の 家臣に つらなり 政事 を 輔佐し 

て、 其の 筋目の 正統 を不レ 失が 如く 有りた きこと 也。 正統の みだれなん は、 國 家の 大 

經の 破る る 基に して、 つ ひに 臣 として 君に か はり 子と して 父 を ころす、 亂臣 賊子の 出 

づる 本たり。 

次に 兄に 疾病 あるか、 不， 得レ 止の ゆ ゑ を 以て 家 を 不レ繼 して、 弟の ために 養 はるる 


キ  ス  ル -r フル 

こと あり、 是れ 弟と して 甚だ 可 二 敬 養 一の 節せ。 其の 養す こぶる 父母 を 養 ふに 不， 可レ異 ■ 

也。 兄 家 をつ いで 弟 これに 養 はれん は 天地 世間の 定理なる に、 不， 得， 止して 弟 家 をつ 

ス ナ M フ  くみ  キ ノ 

ぎ 兄 を 養 ふ は、 弟の 不, 安處 也と 云へ ども， 天 あたへ 人與 して 如， 此の上 は 一向 兄 を 敬 

し 養 ひて 其の 命 を 可：， 重。 若し 兄に 子 あらんに は、 是れを 以て 我が 子と し 家を權 がし 

むべ し、 宗を宗 と 十る の 誠 也。 弟 家 を不, 耱 とも 時に あ ひて 家 富み、 兄 家 をつ ぐと い 

へど も 零落 漂泊し 落魄と おちぶれて、 弟の ために 養 はるる こと あるべし。 兄非義 あつ 

て然 らば、 弟 常に 諫めて これ を 助力す ベ し。 助力 を專ら にす と 云 へ ども 不, 叶して ロノ」 つ 

つつし 

ひに おちぶれば、 弟 敬んで 養ぶべし、 必ず 己れ が 富貴 を さしはさむべからず。 

次に 兄 は無學 無知 也、 弟 は 道 をし り 智惠も あらんに は、 大概 兄 を さみし そしる 事 あ 

り、 甚だ あやまり 也。 理 を不, 立して 兄 を 自然に 道に 因循せ しむべし。 己れ が 智にほ 

こり 何事に も理を 立て、 兄 をい ひつめ 屈せし めん 事、 尤も 弟の 道に あらず。 や 兄に 

道た しとみ て、 親 を 疎に し 敬 を 薄く せんこと、 弟の義 にあらず。 すべて 弟の 道 は 能く 

序 を 守りて、 何 事 に も 兄 こ さ は り あ た ら ん 事 をば 悉く 改めつ ベ し。 道理に 中らん こ と 

は可レ 致、 道理に 不, 叶 こと IT 兄お やかたの 云 ふと も不, 可， 仕と 曰.〕 ふこと あれば、 兄 

P し 弟 之 四 八 一 
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弟の 間に 不順の わざ 出來る もの 也。 大本 を ふまへ 天地の 常經を 知りて、 その外の 世事 

は 時 を 考へ所 をつ もり、 其の 人の 宜に隨 ひこれ を隨 順して、 和す と は 云 ふべき 也。 如 

レ 此の間、 究理の 詳 なること ありぬべし。 

次：^8|12っかふる事、 其の 敬 ひ 誠 ありなん こと は 兄に つか ふるに 同じく、 其の 男女 

の刖を 守らん 事 は 彌-' 重く つつしむべし。 次に 兄弟 不和 之 事を詳 にすべし。 それと は、 

元と 同胞 骨肉の 兄弟、 何 を 以て か 和 順 を 失 ひて 怨敵の 思 を可レ 致、 唯 だ 外 財祿の 事に 

付き、 妻 をめ とり子 を 設けて、 我れ 私する 物 多き について、 異論 ここに 起り、 內 兄弟 

ともに 理を 立て 是を 立て、 互に 非と する ゆ ゑんに よって、 つ ひに 其の 間に 中 言 出来て、 

云 ひさ またぐ るに 至る こと、 甚だ 以て 不便と 云 ふべ し。 天下 難レ 得の 兄弟に して ゎづ 

かの 利害 を爭 ひて あだかた きの 如くな りなん 事 は、 人倫の 大 にかくる 處也。 况ゃ 是非 

を 論じて 理を 立て 互に 毀譽 をな さん は、 血 を 以て 血 を あら ふの ためしと も 云 ふべ し。 

兄弟の 義には 一 大事の 死 を不レ 顧、 その外の 小事に 因って 不和に 至らん 事、 尤も 可レ恥 

也。 されば 兄 われに 宜しから ずと 云へ ども、 弟 詳に誡 をつ くし、 兄の 仕形 宜しから ざ 

る を不レ 可レ學 也。 愚人 は 皆 向 ふの 仕掛 を 待って 事 を 行 ふゆ ゑに、 報 を 待つ 所 あり、 弟 


(一) ^^耗小 

0. 常 续の詩 

の、 「兄弟 牆 に 

I？ げ ども、 外 

其の 務 (侮) を 

ぐ、 良朋ぁ 

,, と每 も、 

れ戎 くる こと 

なし」 に出づ 


隨分我 を不, 立と いへ ども、 L1  ん 兄たら ざらん ことか さなれば、 弟つ ひに 怒りて、 我が 

まこと を盡 してせん のな きこと 也と て、 己れ も 不義の 行 を 以て 兄に あらが ふに 至る。 

凡そ 世間の 情 皆 如, 此、 是れ 人の 惡に 我れ 亦たら つて 惡を なす 也〕 元より 我がつ くす 

慮の 誠 は 兄に 喜ばれん ために あらず、 其の 報 を 可， 得た めにあらず、 人に 譽 めら るべ 

きを 求む るに あらず、 唯 だ 弟た るの 道を盡 十の みなれば、 兄の 我れ にあら がふ 處の是 

非 を 見るべからざる 也。 すべて 大道 は 只 だ 當然を 勤む るまで 也、 更に 別に 求む る 事に 

(期 待) 

あらす。 若し 其の 間 あてて する 處求 むる 事の ありたん は、 各.^ 利に 走る の ゆ ゑん なれ 

ば、 天道と 云 ふべ からざる 也 e 世間の 事物に おいて 皆 如, 此、 況ゃ 天性 同胞の 骨肉の 

間にお いて は、 一 K ふに 不レ ri^ こと 也 I ここ を 以て 弟の 義を つくさん とたら ば、 能く 慎 

み 能く 順 ひて 聊か 我が 私 を不, 立、 身命 を 以て 兄に まかす、 ことに 四 支の 勞、 財 俸の 

不足、 是非 議論の 間， 何ぞ 兄に 違背して 己れ を 立つべき や。 己れ を不, 立 時 は 兄弟 何 

を 以て 爭 ふべき、 爭は ざれば 不和た る ことなし。 その上 兄弟 鬩 レ墻 外に は 其の あざけ 

りを禦 ぐと 云 ふこと あり、 兄弟 不和に て 朝夕 家の 內 にて 爭 ひものい ひごと すれ ども、 

外に 出で て は、 兄の 事 を 人の あしく 云へば、 弟 これ を 聞きて 不， 安、 弟の こと を 人の 

兄弟 之 序  四 八 三 
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あざける に は 兄の 心不, 安 也。 是れ日 比 中 あし けれども 天性 自然の 同胞 不レ得 レ已の 誠 

ある を 以て 也。 兄災 にあ ふとき は 弟 其の 罪 をの がれず、 弟災 にあへば 兄义 これにく る 

しむ も 世の ことわり にして、 天性 肉 骨の 親 相 つづく 處深 きを 以て、 其の 罪の 來る こと 

如レ t^、 彼是 比 興す る ほど 兄弟の 義 更に 不， 可 レ遁の 誠 也。 豈 平生 不和の 恩 を 可レ成 乎。 

財 寶利祿 は 求む るに やすし， 兄弟の 親 は 求めて 不. ン 可い 得 也。 

次に 復ニ 兄雞 一事、 父の あだ を 報 ゆるに さしつ づけり。 兄に 子 あらば 弟 是れを 助けて 

其の 讎を 報いし めつべし， 兄に 子 あら ずん ば 我れ その子に か はって 必ず 本望 を滿 つべ 

し。 我れ に不 レ得レ 已の災 あって 仇 を 報 ゆる こと 難い 叶ば、 我が 子 を 以て 必ず これ を 報 

いしむべし。 我が 弟 多くば、 我が 子 をた 十け しめて 仇 を 報 ゆべ し。 兄の 離 は 父の あ 

だに 異なる こと あらざる 也。 若し 父い まだ 存命して、 兄の 讎 我れ にあら ば、 . ^弟 を 以 

て 父 を 養 はしめ、 我れ この あだ を可レ 報。 父 又 弟の 器に 因って、 雞を 報ずる こと を 云 

(ニニ ハク  ハ (二) 力へ ラー 一 

ひつけ 玉 はば、 我れ 叉 謀 を 廻らして これ を 助くべき 也。 曲禮 曰、 兄弟 之 .1 不, 反レ 兵。 

- (三〕 二へ ク  ウテ  二 ハク ヒ フル r  -ー  レヲト  ハク フレ^^  二-一  セ 7 

擅 弓 曰、 子 夏 問， 一 於 孔子 一日、 請 問 居-一 昆弟之 仇 一如， 之 何、 臼、 仕 =f 1 與共 P 國， 

フクミ テヲ  スルキ ハモ フト レニ  ハ  I 

銜ニ 君命 一而 使、 雖レ遇 レ之不 レ鬪と 云へ り。 兄の かたき は 父の かたきより 少し 輕 しと 也。 


その ゆ ゑ は、 父母い ます 時 は 父母の 命に そむかれざる 處 あり、 父母 は 兄より 責 ければ 

也。 君 亦 父に 準ず。 故に 君命の 使に 行かん に は， その 命 をす てて 私の 仇 を 報 ゆべ から 

ざれと 也。 如, 此處 尤も 格 致 ある こと 也 C 必竟 父母 あらん 間 は 父母の 命に まかせ- 父 

母 これ を 喜ばば 幸に 出で て あだ を 報 ゆべ し。 父母 を やしな ふべき もの 不レ有 か、 父母 

又 堅く とどめ 玉 はば、 先づ 其の 命に 順って 仇 を 報 ゆるの 謀 をた」 「べし、 父母 身 まから 

ん後は 君に つか ふべ からず、 一 向 仇 を 報ずる の 思 を 深く すべき 也。 

ウテ ハク ルニ  二  "、マ  ノ ハク リ  ビ へテ ンニ テ ス ，ノガ ミト i  :£  . 、シ へテ 

單居離 問 曰、 事 A 兄 有レ道 乎、 曾 子 曰、 有、 尊 二 事 之； 以爲ニ 己 望 I 也、 § 一」 I, 兄 n 事 

之 一 不， 遺 二せ.. ハ言； 露、 兄 之 行 若 中 ， 道、 則 兄 ま 之； 兄 之 行若不 A 中 i、 則養，^,之、 

«  i  I ヒチ レヲ 一一  レバ ハ  二  チ ン ル ンヲ  ヒテ レヲ 二  レバ ハ  -1  チレン ズ ルレ ヲ 

，養-一之 內 i 不， 養 二 於 外； 則是 越つ N 也、 養 二 之 外 一 KJ 養 二 於內ー 則是 X 之 也、 

是故 君子 內外 養， 之 也。 

フ  フ.； J  二  二 シテヌ  レぺ  ノ  ヲ  ■、  ハク タダ 二  シ ヲスヲ  グ  ヌ 

問、 事 兄盡」 I、 不， 得 二 兄之歡 心； 奈何、 程 子 曰、 m 當ニ 起」 ¥ 起 1レ孝、 盡ニ至 諕； 

不レ 求レ伸 レ己， 可也，^ 
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夫婦 之 別 

五 男女の 情 を 論ず 

師曰 はく、 飮食 男女 は 人 之 大欲 存焉 とい へ り。 易 曰、 一 陰 一陽 之 謂， 道と 出せり。 

旣に 天地と 刖れ 陰陽と ことなる 時 は， 動靜 互に 相た がふ を 以て、 獨り 陽に して 不：， 立、 

獨り 陰に して 不, 成、 陰陽 相 偶して ここに 萬 物 自ら 生ず。 是れ 天地の 定經 なれば、. 天 

に 日月 あり、 五 星 廿八宿 各.^ 相 並んで 陰陽 を 交へ、 晝夜 四時 か はるん \ 往来して 萬 

物 其の 生 をと ぐ。 地に 生ず-る 處の 草木 禽獸 魚蟲の 類， 山川 土石の 類まで、 ことん， \ く 

陰陽 牝牡を そな へて 配偶の 形 を あら はす。 況ゃ人 は 萬 物の 靈 にして、 性 天地に 通じ 知 

莴 類に 秀づる を 以て、 陰陽 其の 形 を あら はして、 男女の すがた を あきらかにす。 男女 

ここに 出生 するとき は、 其の 情な くんば あるべからざる、 是れ 1 陰と 一陽と ともに 相 

合して 萬 物の なる 處 なる を 以て、 易に これ を 道と 云 ふゆ ゑん 也。 一 陰 一 陽に あら ざれ 

ば 道と 云 ふ ものな し、 一 陰 一 陽に して 天地の 道 立つ と 云 ふべ し。 然れば 男女の 情 は 犬 

地の 定經 にして、 人と して 其の 情な くんば あるべからざる 也。 不, 得, 止して 必ず 相 そ 


たはる の 情 を 誠と 云 ふ 也。 不 レ得レ 止の 情 をし ひて やめん と 十る を 異端と 云 ふ、 甚だ 以 

て理 に不， 中。 天地 の 定まれる 理は しひて やめん と 欲すと 云 へ ども やむ ベ き理 たし- 

唯 だ 其の 情 を 正しくして 其の 欲 を 節に せし むる を 以て 敎 とす。 然れば 夫婦の道 は 男女 

ル  ムヲ  v> 

の情不 レ得レ 止の ゆ ゑん ある こと を 計りて、 聖人 ここに 夫婦の 號を 立て， 其の 禮を詳 に 

して、 人々 の 情欲 を 節なら しむる の 本意 也。 情欲 を 節 あらしむ る 時 は、 男女の^ 自然 

ひとん， - 

に 立ちて、 人淫亂 無道なる こと あるべからず。 禮は 其の 端 を ふせぐ の 法 也 C 能く 男女 

の 情を詳 にして、 人々 不. らお, 止の ゆ ゑん を 計り、 それに 從 つて 而 して 其の 禮を詳 にす 

,  (二)  ハク (三) 二  メク リテ  シテ 一一 「V  リテ 

一一 J^) 頁 誠 I 一一 一  る こと、 聖人の 敎と云 ふべき 也。 丘文莊 曰、 易 曰、 有 二 天地 1 然 後 有 二 萬 物 一 有 二 萬 物 一 

へ 一二)  SIS! &!、  シテ -ー リ  「テ  シテ 二  "ト  シ  ハ ィテ ジヲ  二 ズズヲ  りテ 

^^0^^,^ 然 後 有 二 男女； 有 II 男女 1 然 後 有 II 夫婦； 蓋 太 極 動 而生， 陽、 靜而 生， 陰、 陰陽 之 氣凝而 

成レ 人、 乾 道 成， 男、 坤道 成, 女、 男 陽 而女陰 也、 男 陽 而配ニ 合 女 之 I； 則 爲-ー 夫婦； 

"テ レニ ジ  ヲ  リテ レニ シ  ヲ  リテ レニ ツイ デテ ス  ヲレノ  テ 

由 レ是而 生 1 一 父子； 由 も疋而 成， I 君臣； 由い 是而敍 爲ニ 尊卑 上下 親疎 之 分； 此禮義 所-一由 

テオ カルぶ 

以錯 I 也.^ 

六 男女 昏姻の 節を詳 にす 

夫婦 之别  . 四 八 七 
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師曰 はく、 內則 曰、 男子 三十 而有, 窒* 女子 二十 而嫁、 有， 故 二十 三年 而 嫁と 出せり V 

是 れ古來 婚姻 を定 むる の 節と す。 但し 男子 は 年 十六より 三十に 至り、 女子 は 年 十四よ 

り 二十に 至る を 以て 定法と す。 若し 男女と もに 子細あって 其の 節 を 延引 せんこと は 各 

^也。 相 定まる 處の節 ここにお いて 正しと する 也。 されば 醫經 にの する 處を 案ずる に、 

女子 は 二 七に して 天 癸 至りて 妊 脈 通じ、 男子 は 二八に して 天 癸 至り 精氣 溢る と 出せり。 

しかれば 女子 は 十四より 嫁ぎ， 男子 は 十六より 婚姻 を なすこと：： f きに あらず。 是れょ 

り n};' く 婚姻 を 結んで 夫婦 男女の かたら ひ をな さん 事 は- 天地の 相 定まれる 氣血を 破り 

て， いみ" は 夭死 を まねき 或は 淫亂に 走り、 人倫 正しから ず、 風俗 あっから ずして、 遂に 

は 夷狄 禽獣の 其の 情欲に まかす るの ことわりに 同じ かるべ し。 夫婦の 1^{:！ 禮 ュュ 人倫の 大 

綱に して， {豕 事を修 むる の 本 也。 家と との ほって 國に 及び 犬 下に 及ぶ の ゆ ゑん あれば、 

先 づ家を 能く 修めん とならば， 夫婦 婚姻の 節 を ほしいまま ならしめ ずして * 其の 風俗 

を あつく する にあるべし。 されば 不, 得, 止して 早く 婚姻 をな さんに は、 女子 は 十四 を 

かぎり 男子 十六 を 以て かぎりと すべし。 相 定まる 處は 男子 三十、 女子 二十 を 以てすべ 

し。 其の 故 は、 男子 旣に 婦人 を 置いて 妻子の ま うけある とき は、 業の つとめい つし 


か 怠り やすし。 

人生れ て 弱冠の 時分まで はい まだ^ 弱に して 事物の 細 評 世間の 情 通じ 難し。 故 V 八 

歲 よ り 小學に 入りて 六藝を 睾 び， 十五 よ り大學 に 入りて 大道 の 要 をき く は 古の 定め に 

して、 大概 廿 歳に 不レ滿 して は、 氣血 未， 定がゅ ゑに や、 其の 邪 正 不二 分明 1 也。 二十歳 

已後卜 年の 間、 心 を かたぶ 1: て 家業 を つ とめ 大道の 至要 を あきらめ、 而 して 妻 を 置き 

子 を まう けて、 四十の 比 仕 官 を經 る- 是れ 人の 定法に して、 古 來相定 むる の處 也。 其 

の 節 を不, 待して 速に 婚姻 を 結ぶ は必竟 淫亂の 事に た、、 リ. ぬべ し。 しかれ ども 早く 嫁. 娶 

ル 力 ラ ル 

を いとなま ずん ば不， 可， 有の 道理 あらんに は、 叉 其の ゆ ゑん を究糾 して- 其の 至極の 

y.vss 方に 可. 從也。 # 哀公 問 ヮ，, 於 孔子， 曰、 禮 男子 三.^ 而. u^i- 女子 二十 而有. ン夫 也、 豈 

に出づ  カラ  ，、ク レハ ヘル ノ  ノんヲ レニ ギ  へ  ニダ ス .V んノ  ノト  ハ 

(ID  ち レ晚 哉， 孔子 曰、 夫 禮言三 其 極 不二 是 過 一也、 男子 二十 而冠、 有下爲 一一 人 父 一之 端；； 女子 十 

述内則 を 指 -; ス ..- ュクノ  -ー  ョ二 レ ノ t チラ ，、 〈 シテ 一一 スノヲ 

す  五而 許嫁 * 有， 一 適， 人 之 道； 於， 此 而往、 則自 昏矣- 群生 閉二藏 乎 陰； 而爲二 化育 之始； 

故 聖人 因 一で 合 n 偶 男女； 究 ニ天數 一也、 霜^ 而婦功 成- ，嫁 娶者 行焉、 

、三ン vine 二  . -ケテ  リ-パ  スチハ M, サイ スト コ n  二  ハク  ハ  ヨリ n  二  ヽ  ヨリ レ 

^i) 次第.， 冰件而 農 桑 起、 婚禮 面 殺 二 於此？ 朱 子 曰、 男子 年 十六 至， ニニ 十； 女子 年 十四 至， 一二 

S) 王朝の ，-- , , §  ソ  ハ  一一 ルス ヲ 

a 十二 マー々。 本朝の 戶 令に、 凡 男子 十五、 女 年 十三 以上- 聽 一一 婚嫁 一と 出せり。 是 れ唐宋 
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の 制に 因りて 也。 丘文莊 日、 司 馬 光 云、 男子 三十 而^、 女子 二ち 而 I、 今 八 P 文、 gjjp 

男子 年 十三 以上、 並 聽ニ昏 嫁 二 K々。 是れ宋 に 至る まで 十三 を 以て 許 二 氏： 一也、 甚だ 早 

くして 天地の 定法に あ ひがたし。 旣に嫁 娶の云 合せ をな さん こと は 十歲. 以上 はくる し 

からず、 嫁娶を ゆるさん 事 は 女子 十四 歲 男子 十六 歲 にき はまりて、 人情の 宜しく、 ；大 

地の 理 にかな ひ、 禮義の 道に あたりつべき 也。 

七 婦を擇 び 婿を擇 ぶの 法 

師曰 はく、 夫婦 は 人倫の 大綱に して、 父子 兄弟の 因って 別る る 所 なれば、 夫 は婦の 

德 ある を 擇び、 婦は 男子の 家に 則 あるべき を 揮んで- 夫婦の 嫁娶を 可， 遂也。 或は 財 

寶 にたより、 或は 時の 勢に 從ひ、 或は 色に めでて、 其の 惑 ふ處に まかせ， はかり 考ふ 

る こと を 不レ詳 とき は， 男女の 擇 び不, 正 を 以て、 夫婦と なりても 家と との ほらず、 子 

孫 も はか.，^ しからず、 或は 家 を 失 ひ 身 を 滅ぼす にも 至りぬべし。 尤も 堯舜の 子に も 

不肖の 人な きに あらず、 父 かたくなに 母 ひず かしなる が 子 にも 聖德 端正 の 人出 生せ 

しためし 有り。 是れ 陰陽の 所， 感 にして、 人の 作爲 すべき 事に あら ざれ ども- 男女 德 


二)  ？ s の 戴 

德の！ S 錄 にし 

て、 禮記 の內 

容と 同じく、 

周， 奏漢代 諸 


(二) 現存の 

易 に は昆ぇ 


(三) 孔子 家 

語、 本命 解篇 

に 出づ .. 


(ra) 前 出 三 
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を擇び 其の 材を考 へて、 夫婦の 婚姻 ありての 上に、 其の 胎敎も 殘る處 なく、 而 して 其 

の 生る る 子 不肖な らん は、 是れ唯 だ 命の まま 也。 子孫 は 後昆の こと 也.' さしあたりて 

家を修 むべき に 便な からん は、 夫婦の道と 云 ふべ からず。 ここ を 以て 擇 一一 婦婿 一の 法 あ 

らんこと を 云へ り。 大戴禮 曰、 易 曰、 正 二 其 本； 而萬 物理、 失 二 之 毫釐； 差 二 之 千里.； 

:^©H^alk:^r&、 春秋 之 元、 詩 之 斷雎、 禮之 冠婚、 易之 乾坤、 皆愼， 始敬 い 終 云， 爾、 

i4i- 一子 11 娶. - 婦、 必擇 T 孝悌 世々 有， I 行 義-者 h 如 ， ；疋 則せ ノハ 子孫 慈 孝、 不二 敢娃暴 一 

黨 無二 不善 一 三 族輔レ 之、 故 曰、 鳳皇 生 而有ニ 仁義 之 意 一 虎狼： tj^ 而有 n 貪 戾之心 一 

1|^^ゾ等"7各ルニ其母ー 鳴 呼え レ之 哉、 無レ養 二 乳 虎一 將 X 傷 二 天下一 I 曰、 素 成 胎敎之 

道、 書 二 之 玉 板； 藏ニ之 金 匱 一 置 二 之 宗廟 一 以爲ニ 後世 之戒 一と 云へ り。 几 そ 女 を擇ぶ 

ン ノルラ  (三) 二 ハク  ハク ニリ  1  ノ ナルハ  ヒノ 

事， 古來五 不. Z 取の 法 を 出せり。 家 語 曰、 孔子 曰、 女 有 ニ五不 取； 逆 家 子 者、 謂 二 其 


逆 ％  ^ 家 v;"l、 謂 ノぁ亂 倫； 世 有 二 刑 人， 者、 謂 H 其 li- 於 人 一也、 有 二 悪疾-子 者、 

フ ノ テラル^ ヲ 二  五フヲ  バ  フノ キヌ クル ヲ て 3、  ル -ゥ  . 

謂 H 其棄， 一 於 天 1 也、 喪レ父 長子 者、 謂-一 其 無 1. 受レ命 也。 0f これ 五つの 不レ 取の 女 

也。 

次に！^ レ取， 一同 姓 一は 古の 法 也。 云 ふ 心 は、 我が 一類 同姓の 輩 は、 本と 一家の 相 わか 
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名 じ も じ 上し ，H、 
A ぐ 篇 
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てる 也。 禽獸は 知な くして 情の ままに 相 通ず、 ゆ ゑに 母子 姉妹の 差別な し。 人 は 萬 物 

p^t^^uo の靈 にして、 知能く 萬 類に 秀づる を 以て、 天地に 相 並んで 三才たり。 豈 4£ 獸の 如くな 

らん や。 されば 同姓 を 不レ取 事、 古人の 制 法 也。 曲禮 曰、 取 ， 妻 不レ取 二 同姓； 故 u 貝レ妾 

レバ 1 フ ノマ. 手 スト レヲ (三 ) 二 ハク  シテ シテ 二  ォコん  レ  へ  X  ズ トルへ 

不レ知 二 其 姓 一則 卜 A 之。 郊特牲 曰、 天地 合 而 後 萬 物 興焉， 夫1^^:1禮^21世之始也， 取- 1 於 

ヲ  (En シ キ-- (五) ヅスル ヌ  ナラ 

異姓； 所： 一 以附レ 遠 厚 1, 別 也と 出せり。 本朝に は 其の 制定 まれる こと 不二 分明； 俗 家 

zt*、  Jf  *  を ぢをひ 

遠 S るの 義 專. ら 同姓の 間 兄弟 s!^ 甥の 外 を 撰んで 婚姻 をな さしむ。 是れ 多くに 嫁 娶の儀 を 略して， 

に 託するな り 

自他の 財 を 費やさず、 心 易く 事 を 取り 行 ふこと を 本と す。 しかれば 是れ 利害に もとづ 

くより 其の 法 如， 此に 至れり。 世俗 甚だ 嫁娶の 儀式 を 結構して、 人の 目 を 喜ばしめ 世 

の 譽れを よろこぶ に 因りて、 各. -分を 越えて 其の 制 を 重く す、 尤も 風俗の i 辨 靡に れ 

り、 其の 所， 因 甚だ 可， 戒也。 異朝 聖人の 定 むる 處の 同姓 を 不レ娶 は、 其の 相なる る 事 

深く して- 昏禮に 男女の別 正しから ざらん こと を 思へば 也。 故に 同姓 或は 取る は 多 二 

ナ ルル r  をし へ 

相 褻 一也と 云へ り。 上に 聖人の 敎行 はれば、 本朝の 俗 次第に 變ず べし」 當 時に 下と し 

て 改めが たければ、 此の 問に 心得 あるべき 也。 

次に婦の德行を詳に^^ー尋問； 尤も 容貌の 研 醜 各.' 詳こ. 十べ し。 女 は 深窓に 養 にれ 


て 人 これ を不, 知 を 以て、 其の 委曲 しれが たし。 程 子 曰、 世人 多愼 ニ於擇 r 婿 * 而忽ニ 於 

ブ ヲョメ ヲノハ ハク  ハシ；  ルダシ  4: ノヤ ニス 

擇 i4r 其實 婿易レ 見、 婦難レ 知、 所， 繋甚 重、 可 A 忽 哉と 云 へ り。 必竟 女の 父母の 方 

1., ノ  tfj ち  キ ヒ -; J 

へ 媒入を 以て 詳に可 二 云 入 1 なり。 其の 婦 の 五體の 不具 井に 言行の 樣子條 數を詳 にして、 

め ---  ル  ナラ  クノ 

これに 同心 あらんに は娶 るべ し、 不二 同心 一は 娶る ベから ざる 也" 如レ此 明白に 誡 をつ 

くさん に は、 父母 何ぞ かくさん や。 若し 色 を專ら とし 或は 財寶 或は 權威 によらば、 ^ 

の撰甚だ薄くして夫婦の道っひに不，可：^ヰ^-。 次に 婦の家 此の方に 相 應を可 X 用、 た 

とへば 少し 家內 我れ に 劣りなん を 撰んで 可レ娶 也。 富貴 權 勢の 家の 女は德 行不レ 正、 平 

生 專ニ過 奢 1 として， 必ず 夫の 家 を あなどり 蔑 如す る もの 也〕 たと へ 婦女に 其の 心 入な 

(六) 胡续、 くと も、 つきん.、 の 女 皆 あざけり あた どって 家內 かまびすしき 也， - 安定 胡 氏 曰、 嫁 

宁は瀵 之 {メ  ヲズ ラク ル ，カ - 一 々人 レバ ガ 二  ^  r:」 -- ズ シミ ズ ン  ラン- i ハ 「- ズ ラタ ル シチ ，力 -- 

にの、 レ女 必須 下 勝 一一 吾 家 一 者い 一 勝 こ 吾 家 一 則 女 之事レ 人、 必欽 必戒、 娶 婦 必須 下 不-若 二 吾 家 一 

F  ^  ry  if  >^  <  シ  、-ー 

-.1- - - ^^.iuvo  タル レ バシカ ガニ  チ  フル  二  ズ ラン ノヲ 

VB^m 者 h 不レ若 二 吾 家； 則 婦之事 二お 姑； 必執ニ 婦道 一とい へり。 ことに 婦の 父母 は 我れ 又 こ 

r.n 義の著 あ 

、世に 安 1 れを 敬して、 父母に 相つ いで 親しむ たれば、 其の 人品 言行 を詳 にす るに あり。 

先生と ぃュ 

insi 五に 次に 妻 をめ とる に 財寶を 約し、 其の 音物の 厚く 多 からん 事 を 求め  >  兼 日に 其の 手形 

，つ.  <  力 

證文 をと り、 其の 多少 厚薄 を專ら として- 婦 家の 德業 人品 を 不レ正 類 あり」 是れ皆 商 
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1 へ- る Wis 後：^ づ^ こ 八 二 
と C な？ g 記 世 じ 首の 六^ 

り をの 也 第 語 K 
仲 引 昏ま以 五 、參前 

m  ffl 義で下 に 小 照 出 
の せの は繼 m  。三 
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家 利賫を 業と する の 輩に 多し、 士大 夫の 可， 有事に あらず。 たと へば 農民 H 商の 賤夫 

と 云へ ども * 風俗 正し からん 國には 如, 此の こと あるべからざる 也、 尤も 町, 恥 也。 

夫婦 は 人倫の はじめ、 子孫の よる 處 * 家の 治亂 ここに 所レ槃 也、 豈當 分の 財産に めで 

て 家の 興亡 を 不レ計 や。 故に 嫁 娶に財 を 論ずる は 夷狄の 道に して. 道 ある 國の 風に あ 

(二 ガ； ク  シテ ズルハ ヲ 南方 北方  ハ  一 r.  ノー ーハ  ノ 

ら ざる 也。 文中 子 曰、 婚娶而 論 ， 財、 夷 廣 之 道 也。 君子 不, 入， 一 其鄕； 古 者 男女 之 族、 

各擇, 德焉、 不二 以, 財爲、 J。 司 馬溫公 曰、 文中 子 曰 婚娶而 論 ， 时/ 夷 虡之道 也ち！ fi^ 婚 

姻者所 ァ以合 ニニ 姓 之 好； 上以 事， 一 宗廟； 下以繼5後世，^也， 今 世俗 之 貪 鄙 者、 將, 娶， 婦、 

先 問 二 餐裝之 厚薄； 將 k い 女、 先 問 二 聘財之 多少； 至 r; 於 立 二 契約； 云， I あ 物 若干 1!^ 物 

若干； 以求 ，售 二 其 女 1 者、 亦 有 ニ旣嫁 而後 欺 給 あ， 約 者； 是乃 組會 あ， 婢鬻， ノ ^ 之 法 

也， 豈得, 謂 11 之 士大夫 之 昏姻, あ。 

次に 擇％ の 法 唯 だ 其の 人品 を詳 にし， 其の 姓氏の 摘庶 一族の 內の 親しみ、 朋友の 

交り を 可， 一校 量 一也。 而 して 家の 貧富， 傣祿の 多少、 禍福の 所レ 因、 其の 身の 疾病 等 を 

委しく す。 其の 人賢德 ならん に は 貧賤 をい とふべ からざる 也。 大體の 生 質の もの は 

家 貧に して 災 多ければ、 其の 人品つ ひに 變 じて 惡に はしる こと あり、 尤も 可， 考ニ 其. ii 


重？ 次に 至って 富み 勢ひ猛 にの のしる 家 は 必ず 德行 にかくる 處 多く、 其の 人 色 を 好み- 

淫樂佚 遊 を 事と して、 災 速に 至る の 基 なれば、 其の 相應を 可レ計 也。 司 馬溫公 曰、 凡 

議， 1 婚き 當，， 一先 察 二 其 5^ 與. 婦之 性行 及 家法 何 如； 勿，， ー苟慕 i) 富貴； 賢 

矣、 今雖 n 貧賤； 安知,， 一 異時不 ，1 富責 1 乎、 苟爲， 一 不肯； 今 雖ニ富 盛； 安知,， 一 異時不 こ 貧 

賤 1 乎 云々。 

すべて 夫婦の道 は 家 を をさむる の 本 なれば、 唯 だ 一時の 富責 をした ひ、 人の 耳目 を 

よろこばしめ 己れ が 快 意 を 求めん こと は、 尤も 大丈夫の 本意に 不， 有 也。 今人の 女 を 

迎 へて 妻と し、 人の子 を 定めて 夫と する こと は、 輕に 似たり といへ ども、 其の 家 をつ 

いで 子孫 を 世々 にの こし、 我が家の 相續 をた だし、 一家の 好み を 全く せんこと は、 甚 

だ 大義に あらず や。 ここ を 以て 聖人昏 11 を 重んじて 人の 大 禮 とする は、 夫婦 は 三 綱の 

その 一 にして 禮の本 なれば 也。 しかるに 心に 住せて 嫁娶を 究め、 婦を擇 み 嗜を擇 ぶの 

法 を ゆるがせ にせん 事、 上天 地に そむき、 下 先祖に たが ひ、 子孫の やぶれ をな すに 至 

るべ し。 故に 昏禮 者將, ^合， 一一 一 姓 之 li; 上以 事， 一宗 1^; 而 下以繼 * 後世 上 也。 故 君子 重 

に 出つ  .  7: ん 

レ 之と 出せり。 世々 風俗お とろへ、 聖人の 敎 久しくす たれる を 以て、 夫婦の 間 も 亦 利 
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害 を專ら とし. 婚姻の 禮 すたれて 女 を買賫 する に 至れり。 ここ を 以て { お 人 は 財 を 散 じ 

て！ Jp あつまり、 贫人は 年老いる まで 女 を不, 嫁 こと、 ^だ 可 二 歎息 一也。 

八 ^ 禮 

師の曰 はく、 凡そ 昏禮は 二 姓の 好 を 合せ、 他家の 女 を 以て 己れ に 配して 家 を を さめ 

しめ、 子孫の 相續を 全くし、 我が 氏族 をと こしな へに 致し、 先 組 を 祭. 紀 せしめ 父母に 

(一) 儀 f つかへ しむ。 故に 其の 禮嚴 重なら ずん ば不, 可， 有 也。 是 れ古來 者 禮之本 也と い へ 

る處 也。 されば 所 1 一一 以昏 禮爲 一一 禮本 1 者， 昏 姻得レ 所、 則受 レ氣純 和、 レ子必 孝、 事 , 

つ-) i,s<  , 君 必忠， 孝 • 則 父子 親、 忠 則 朝廷 正、 是昏 禮者爲 一一 諸 禮之本 一也。 ここに 世 澆季に 

倚 Si 第 十七 章 

^の 「子 g を 及んで、 俗 皆禮を 忘れ 利害に はしる 事 甚だ さかんなる を 以て、 悉く 省略 を 事と して、 

子 曰 はく、  g 禮の 因る 處を 失する に 至れり。 羊 を 惜しむ と 夫子の 示し 玉へ る はこの 心に や。 されば 

(子 貢の 名) や  ト. し 

M は ザの は 俗に 恩ふ處 は- 旣に 夫婦の 好みに なりて は 心 易き ことなれば、 禮を 省略し、 互に 物の 

ぃ^の1巧^？ 不レ 入が 如く. 可レ 仕と 云 ふ、 是れ 近年の 俗 也。 財 を 費して 不， 入 事 を 奇麗に して 人の 耳 

目 を 驚かさん 辜 は- 至って 愚なる こと 也。 而 して 其の 形に 其の. 禮の よる 處可， 有 をば 


省略 致 十 事 は、 尤も あやまりと 可.， 云せ。 古人 云、 敬 慎重 正 而 I 親 レ之、 禮之 大體， 

而 所,. 以成ニ 男女 之^; 而立 * 夫婦 之義上 也と いへ り： 禮を糾 し 法 を あきらかにして 婚姻 

をと とのへ、 而 して 親 を 厚く すべし。 男女の 别 ある は 人倫の 大道 なれば、 聊か 私を以 

て 通じ 禮を はぶいて 婚義を 調 ふべ からず C 禮 ここに 廢り ば、 何 を 以て か 家 を 可レ整 

や。 されば 媒 氏と 號 して 媒を 致すべき 人 を 定め、 詳に禮 節 を 正して 其の 法 をつ くし 婚 

義を 結ぶべし。 

な ふさい ぶんめい な ふきつ な ふちょう せいき  しんげ い  1 

古 來昏禮 に 六の 法 あり， 納采 • 問 名 • 納吉 • 納徵 • 請 期 • 親迎 也。 納采と 云 ふ は、 

いひ" _v だめ  いひ あに 一. - 

せ 俗 の 言定 なりと 注し て 、 本朝 Q 云 ひ い れ と 云 ふ こ とせ、 女 氏の 方 へ 言合 のために 使 

を 遣 は し て 事 を 通ず る 也 。 問 名と 云 ふ は， 女 氏の 名 を 尋ね 其 の 年數を 尋ねし む る の 螬 一 

也。 納吉と 云 ふ は、 先祖の 廟に吿 ばて、 ここにお いて 婚姻の 事を定 むる のこと 也： 納 

鲁 

こころ 

徵は旣 に 婚姻の た れ る こと を 徵 み し む る 也. - 故 に 幣帛 を 女 氏に 送りて 昏禮 をと との ふ 

(三) 士 ifs る こと 也。 請 期と 云 ふ は、 昏姻の 期を定 むる こと 也。 親迎は 1^ みづ から 行きて 女を迎 

^^^h^. へ 家に か へ る 也。 以上 是れを 六 禮と號 して、 儀 禮の昏 義に詳 に 其の 節目 禮法を 出せり。 

なけ ム IC 書 而 して 朱 元晦家 禮を定 むる 時- 納采 • 納幣を 用 ひて、 問 名 . 納吉を のぞき、 親迎を 
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用 ひて 請 期 をされ り。 しかれば 納采 はい ひ 入れて 事 を 定め、 納幣は 音物 を 送りて 嘉儀 

を 祝し * 其の 事を定 むる 也。 請 期 は あるべき 事な りと いへ ども、 納幣の 時に 其の 時日 

を 約して 事たり ぬべ し。 すべ て 納采 • 納幣 • 親迎 にして 昏義 ここに 調り ぬべ し。 

次に 儀； 1 に 所， 出、 右の 六禮 の事畢 りて、 婦 至.， 婦見、 igb 、婦. ^饗、 婦 者； 

祭 行 食 レ采、 5^ ニ婦 父母； 是れ 等の 禮節を 品々 詳に 出せり。 家禮 にこれ を 省 

いて、 婦見， 1 舅姑； 見 二于諸 尊長； 廟見、 壻見 ニ婦之 父母； 次に 見 二 婦黨諸 親, の 事 をの 

せたり。 古今 其の 時宜 不, 一 を 以て、 後 儒 これ を 改正せ る 也。 況ゃ 本朝に おいて は 古 

來 其の 法 ありと い へ ども： 中古 已來 こと.^ く 省略して 唯だ捷 を 用 ふ、 尤も 家々 に 

舊 記あって 其の 作法 を 云へ ども， 各.^ 進退の 禮節 儀式の 事までに して、 其の 實聊 もな 

し。 凡そ 1$： 姻を なすに 時 あり、 時と は 秋より 舂に 至る まで を 其の 節と す。 孔子 口、 霜 

降 而婦功 成、 嫁娶者 行焉、 冰伴而 農 桑 起、 昏禮而 殺 ニ於此 一と。 云 ふ 心 は、 秋の 季に漸 

く 霜お るる 時分 は、 民間に 農業す でに を はり、 桑 取り こが ひする 事 やむ の 節に して、 

米穀 衣服 處に卓 山 也、 民 亦 間 暇の 時な り、 ゆ ゑに 昏姻の 事 を 行 ふ。 詩に 云、 將子無 

レ怒、 秋 以爲， 期と はこの 事 也。 而 して 二月 三月に 及んで は、 旣に農 桑の こと 起り て 民 


お. お-? のい とまな き 時分なる ゆ もに， 三月 を かぎりて 其の 節と す。 翻に 云、 士^ 歸ガシ 亡 Ii、 

迨ニ 氷； J^l, 伴と はこの 心 也。 是れ 天の 時に したが ひ 人の わざ を 計る、 古來 定まる 聖人の 

法 也。 

ハ ^  10 次に昏姻は^^ーを用ふるゅゑに其の名を昏とす。 昏は陽 柱き 陰來 るの 時な り。 ，f^- 昏禮 

に、 凡行レ事^^用,昏とぁり。 しかれば 納采. 納幣 の禮は 各-朝 を？ はふる にあるべし。 

； e ふべ 

親 迎は夕 を 用ぶべし * 是れ叉 吉禮に は 朝 を 用 ふる， せ。 昏姻の 期 は 天の 時に 從ふ べし * 

世俗 專ら 陰陽 家 に ま かせて 時と り を い た さ せ、 或は 時に 至 りて 捷徑 ならん こと を 好ん 

で、 其の 事の 速なる を 用 ふ、 尤も 禮 において 紕谬、 す。 次に 納采 *納幣 は， 本朝 世俗に 

ゆ ひな ふ  々や 

云 ふ處の 結納 也， 只 だ 其の 家の 責賤 貧富に 從 ひて 其の 音物 あるべし。 但し 富貴たり と 

云へ ども 多く 重 かるべからず。 世俗 备.^ 女 氏の 衣 帶幷に 酒 看を達 る。 是れ女 氏の 衣服 

の 制法儉 約の 法 を 示さん がた. めたり と 云 へ り。 近世 甚だ あやまりて * 尤も 美服 を禮と 

す。 禮に 曰、 納幣用 二色 繒； 貧富 隨， 宜、 少不 過, 兩、 多不, 驗, 十と 一 K へり。 次に 媒を 

以て 兼て 云 ひ 示し、 幷に 納采 • 納幣の 時 女 氏の 方へ  一 K ひ 送るべき にも- 唯 だ.： 豕を 治め 

舅姑に つかへ、 女 氏 險德を 守りて 能く 隨順 たるべ きこと を 以て 十 るに あるべ き 也。 而 
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. して 婚姻の 節 は 古へ 親 迎の禮 あり、 是れは 男子み づ から 女 氏の 方へ 行き 向 ひて 女 氏 を 

迎 ふること 也。 其の 禮 具に 儀 禮幷に 家禮に 出で たり。 本朝に は古來 ありと いへ ども、 

L て大 K§ 近年 この 禮 なし。 孔子 哀公に 答へ て 云、 大 昏爲. 大、 大昏 至" sii 親" クき 1、B: 、ルー ラ r 

00^^ 也 者き 之 也 、公 曰、 凰 而親迎 * 不 n 已 重 一 や 孔子 愀 がん 而#0？  As や-一 姓 

之 好； 以繼， 1 先聖 之 後； 以爲ニ 天地 宗廟 社稷 之 主； 君 何 ilL 已； 重 i\f、  4H,t"S^MH^ 

必敬， 1 妻子 1 也、 蓋有レ 道焉、 妻 也 者 親 之 主 也、 敢 K ヒー 敬與、 子ナ 親 之 後 也、 ^ン 

レ敬與 云々。 

ここ を 以て 考 ふれば- 妻 は 家 を 治めし めて 閱 門の 主と す。 旣に 夫婦た るの 後 は、 婦 

はいか やうに も 夫に 從 ふの 習 なれば、 今日は 自ら 行きて むか ふる 事、 禮 こおいて 其の 

理 明白な りと いへ ども- 流 俗 以て 不， 然して、 女 氏の 所, 乘の駕 輿 をう け 取り わたす 作 

法に 家の 老臣 出で 合 ふ。 是れ 古來は 自身 出で て 舆を請 取りた る 禮の餘 情と 也。 男子の 

方に 女の 主 を かりにい だして 其の 婦をぁ ひしら はしむ。 婦の 方に は i— 奉, 女 じて 萬 事 

の會釋 あり。 其の 儀式 世の 定法 を增 減して、 その 禮に 可， 從也。 而 して 明： nlt^ir の 父 

母に：0^參す。 己れ が 父母に つか ふるの 禮 たり。 夫の 父母 これ を禮し 親しむ 事、 己れ が 


(二)  記の 


(三) 禮 記の 

鴆ぉ 


女の 如くなる べし。 其の後に 夫 方の 諸.' の 尊長に 對面 あるべし。 世俗 三日 五日 七日 を 

以て、 婿 家 • 長豕に 其の 親族 を あつめて 饗應 あり、 尤も 可， 從ニ 時宜 一也。 古 は 三月に し 

て 廟に婦 を まみえ しむ。 家禮に 三日 を 以てす。 是れ 父祖の 廟に まみえ しめて • 是れょ 

り 夫婦の 儀 定まる 也。 是れ 其の 大體： r されば 禮曰、 幣必 誠， 辭無 レ不， 一 t 、吿 

レ之 以 二直 信； 信 事 ， つ 八 也、 信婦德 也と いへ り。 昏禮の 重き こと 如， 此を 以て- 男女と 

もに 忌服 ある もの は 昏禮の 手傳を も不, 仕 •  や 其の 身に は 服 忌 あるべ からざる 也.^ 

7 特牲 ル ハヒヲ  、，  ル ハセ  ナンパ 

次に 昏禮 不， 用， 樂、 幽 陰之義 也、 樂者陽 氣也， 昏禮不 ぃ賀， 人 之 序 也と いへ り。 昏姻 

は 禮の大 節に して、 其の 事 を 重んずる を 以て、 樂を たして 陽氣を 盛に せず、 人已に 

昏禮 あって は、 旣に 家を嗣 ぐの 基なる を 以て、 其の 父母に か はらん ことの 近き を 歎息 

する にあれば 也。 程 氏 曰、 昏 禮不， 用, 樂、 幽 陰之義 也、 此說非 レ是、 昏賴 豈是幽 陰、 

但 古人 重 二 此 大義； 嚴ニ肅 其 事； 不レ用 レ樂也 云々。 昏禮は 人の 大 節なる を 以て、 日月 

以 君、 齋戒 以吿ニ 鬼；^; 以召ニ 鄕黨僚 4^ 一 爲ニ酒 食 一とい へ る 也。 次に 昏禮 の大 變、 舊 

記に 所， 出 あり、 ！ 子 問に みえたり。 是 れを詳 にして 本朝の 俗 を 了簡し、 謹んで 其の， 

よろし <i-J 

宜 にあるべし、 必ず 古例 也と 云 ひて、 當 時に 相應せ ざらん こと を 用 ひん こと は、 尤 
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も あやまりと 可レ云 也。 

九 總 じて 男女の別 を 論ず 

m  i 師日 はく、 (き) 男女 あ 一一  mi" 不， 相 名" あに 乂 レ幣、 不レ 交不ぃ 親と 出で 

-  たり。 凡そ 人 男女 好色の 道に 至りて は、 必ず 日 比の つとめ を 失 ひて 淫亂を 行ず るに 至 

る は、 世の つねの 習 はし 也。 ここ を 以て 平生 男女の 間にへ だ てをきび しくして 其の^ 

を 明に すと 云 へ ども、 猶 ほ不, 得レ已 して 墻を もこえ つべ き は 此の ごのみ の わざに 限 

り。 故に 聖人 きびしく 其の 制 を 立て 男女の別 を 正しくす。 人 淫亂を とし 男女の 情 

カーフ フ 

に 惑 ふとき は、 世事 を 明に し 家業 をつ とめ 身 を 全くす る事不 レ可レ 叶、 且つ 叉 親戚に 好 

色し 人の i を 犯し、 其の 行跡 殆ど 禽獸 に不， 異に 至る。 是れ 男女の別 なきより 相お こ 

れり。 然れば 宮室 を 作る に 必ず 內外 を辨 じ、 女の 居 處には 門 を 固う し、 家 を 遠く 深く 

作る。 是れを 深 宮と號 す。 男女 井 を 一つに して 水 汲まず、 ー處 にて 食せ ず、 ー處 にて 

浴 4- ず、 に不， 111?、 ー處 に相會 せず、 互に 一一 n を不， 通、 十歲 前後の 重 子 五十 匕 上の 

男女 を 置いて、 內 外の 言 を 通じ、 內 外の 物 を 持ち運ば しめ、 其の 事 を通ぜ しむ) 故に 


門の のさ 
を 外ラ 
いに 門 
ふ S  i 大 
け^ 邸 

し k;? 宅 


ラ (三) 

男子 は僕隸 たりと 云へ ども" 營 作盜賊 水火の 難 あるに あら ざれば 不 k 入 一一 中 門； 男子 

中 門に 入る とき は、 女子 處を さけて 不レ 交一 一男 子 V 女子 又 奴 僕 小婢と 云へ ども， 無レ故 

して 不, 出 二 中 門； 出づ ると き は 必ず 老女 を 以て 證 としたす けしむ， - 內則曰 i 男子 入 

-I  ゥゾブ 力  ュビ ケア ク it ハ テス ヲ  キ *t ハ  チ ム  ヅル *t ハ ヲ  ズ  スノ  7  ク. Tv 

レ內、 不レ嘯 不レ 指、 夜行 以 レ燭、 無 A 燭則 止、 女子 出 hi 必擁 ニ蔽其 面； 夜行 

テ ス ヲ  キ it  〈チム  へ  ハョ. リニ  ハョル 二  ふサー 

以 レ燭、 無 レ燭則 止、 道路 男子 由， 右、 女子 由.， 左と 出で たり。 禮は民 のみ だるべき を坊 

いで 其のうた が ひ を 明 に す る に あ り C 

(Hn  二 ハク  ハク レ ハ フセギ ノ ヲ スル ァ土ラ * ニシ ノ ヲ シメ ヲメ ラ フタ •  カヒ テ ス 

義の ここ を 以て 坊記 曰- 子 曰、 夫禮 坊ニ民 所- 淫、 章 一一 民 之 別； 使 一一 民 無ーレ 嫌、 以爲 一一 

/  二  キ ぉハ  ハラ キ： t〈 ルハ  ェ ■ ルル  カラン r ヲ  テ レヲゲ 一： マ 

民 紀ー者 也， 故 男女 無， 媒不 J 父、 無. ％不，| 相 見； 恐， I 男女 之 無 1- 別 也、 以， Z 此 坊レ 民、 

民猶有 一二 自獻ニ 其 身； 1  之 男女 乜从自 取 レ妻不 ， 取 二 同姓； 以厚 レ別 也， 故買 レ妾， 不 ：，.i- 一 

ノヲ チス レヲ テ レヲ ゲモ ヲノニ  ス テテ  ノ  ヲヒト  / スルャ ヘリ (五) スト .iM、，n 

一一 哀公 十 其 姓 一則 ト， 之、 以， 此 坊， 民、 魯 春秋 猶去ニ 夫人 之 姓 一 曰. 吳、 其 死 曰 二 孟子 卒； 0^ 

. つ ， き pl&isii 蓋 ss. 亦 ？齔： き 女 ^hff 陽 侯 i 

一而！^ 「あ 夫ん； 0B^^  大氰ハ P- 夫人 之 ii;  寡婦 之 子 

レバ ラ ァラ ハナ ル r チ ル トセ  テ  スル  二  つ.  ル ハ ラ  レバ ラ クイ- コ *  I チ 

不レ 有, 見、 則 弗い 友 也、 君子 以辟遠 也、 故 朋友 之 交、 主人 不 在、 不. Z 有 ニ大故 1 SC 

ラノニ  テレヲ ゲ 一一- ヌ  六. テ ヲクス  ョ "モ  ハク ム r ヲシ - リ ヲ - \  ツモ 二 

不レ 入， I 其 門； 以レ此 坊.， 民， 民 猶以， 色 厚二 於德； 子 曰、 好， 德如， 好レ 色、 諸侯 不二 下 
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fc^^.  I お】 かゆ 取-一 故 君子 遠 レ €J、 以爲こ 民紀； 故 男女 授受 不レ親 >  御 二 婦人 一則 進 二 左 

ヌ  ノ  -I シ テル. 1:ハ  〔  ニジク ズヲセ  ハ  セ  ャム t フモ 

手； 鶴、 姑 姉妹 女子 子 已嫁而 反、 男子 不二 與同 A 席 而坐ー 寡婦 不二 夜哭； 婦人 疾、 問 

.1,r 不. si 二せ ノハぁ 一 |;|、  ^.k.s, 民猶淫 佚而？ 於 族； 5« 昏禮 • 培 親迎. M-_ 

於 B ま； B 姑 承 子以授 恐 二 事 之 違 1 也、 以レ此 坊レ 民、 婦猶 有ニ不 k 者？  ^te. 

s^^^ 是れ禮 記に 所レ出 也。 男女の 情 は 人の 大欲 存 する 處 なる を 以て. これ を 別 あ 

らしめ ざれば、 必ず これに 惑うて 大道 を そこな ふに 至る こと、 古今の ためし 也。 たと 

へ 其の 惑ふ處 あやまり 也と 知る ばかりの 修行者 饉 厚の ものと い へ ども、 馴れ 睦んで 其 

の 別な きとき IT 不 Jg: の あやまち も出來 りぬべし。 然れば 唯 だ 平生の 交際に 其の 別 

ハ  サゥ モンセル  ハラ 

をつつ しみて >  男女 互に 不二 相 見 一 不二 相 言 一 不二 相 聞 一 不二 相 交一が 如く 限り あらんに は、 

至つ て 好色の 輩 もこ こに 於て せんすべ なし。 古今 生 質. S しきもの 色の ために 惑 はされ 

てつ ひに 一 生の 勤 をお こたり、 中道に してす たれる 類 尤も 多し。 故に 男女の別 を 立て 

て 聖人の 戒 とする 也。 

-0 夫 道を詳 にす 


(一) 一前 53 九 師曰 はく、 白 虎 通 曰， 三 綱 者 何 謂 也 * 謂 二 君臣 父子 夫婦 一也、 君 爲ニ臣 綱 ー父爲 二子 

綱； 夫爲ニ i 網 二 K々。 夫婦： 人 治に 豕、 人 合 二 陰陽-有 レ施、 夫者扶 也、 以レ道 扶接也 > 

へ  チ ヲスレ  つかさ 

婦者服 也、 以レ禮 屈服 也と 出せり。 凡そ 夫 は 其の 家の 司と して、 人 を 敎へ內 に のっとら 

しめ 家 を 正す の 其の 本たり C 夫に 道 あら ずん ば 婦人 何 を 以て 內を 治む ベけ んゃ。 夫 は 

•  4 上フ  -,'  セ 

婦人 の 大づな たれば , 夫夫た らざ れ ば婦以 て婦た る 不ン 可」 夫婦 其 の 道 を 不二 究理 1 ば、 

內外 ここにみ だれて， 家 何 を 以て か 調 らん や。 故に 我が家 內を 関門と 號 して、 人以 

て 心 易き 所と す、 是れ 甚だ あやまり 也。 関門 は 內 にして 家の 要と すべきの 處也。 其の 

形 外に 對 して 云 はば、 くつろぎ 心 易き 處 ありと い へど も、 閨 門に 関門の 道あって 更： 

不レ可 レ離は 天地の 正道 也。 人 必ず 外 をつつ しむと いへ ども、 內 において 其の 誡 あら は 

るし 內を かへ りみ て 不.， 疾 は 君子の 守り なれば、 內閨 門に おいても 常に 謹み 守りて • 

夫婦の道 を ゆる が せ に 不, 可， 致 也。 し か らば 婦人 各 自身 を 修めて 內敎 こ こ に 行に れ 

子孫と もに 道に 入る X〕 と 可， 易 也。 內則 曰、 禮始 一一 一 於 謹 二 夫婦 一と 云へ り，^ 夫婦 之 禮は別 

ある を 以て 道と す C 夜旣に 明けて 用事 可レ辨 とき は、 則ち 夫 鬧鬥を 出で て 外舍に 就き 

て 今日の 業 をつ とめ- 君に 仕へ 父母に 謁し、 象 事を詳 にし * 賓客に 對し、 閑^ 餘カを 

夫婦 之别  五 〇 五 


山 鹿 語 频卷第 十九  五 〇 六 

考 へて、 聖賢の 書 傳を ひらき 講習 討論 十る にあるべし。 日旣に 暮れて 外事 辨 じがた き 

の 時 は、 休息の 處に 入りて 體を 休ん じ 氣を養 ひ * 靜， にして 一 曰の 省 をな すべし。 旣に 

寢 ねんと する に 及んで 閱 門に 入りて 外事 を不， 聞 也。 

出， 一儀^  I  ？  ふせ 

古 來御ニ 妻妾 1 の 制 あり、 是れ內 において 淫 亂を坊 ぐの 戒也。 ここ を 以て 女色 を 近づ 

ハ  3 

け 淫亂ぁ ふるる とき は、 氣 カ不， 調 精神； 1 散して 勤むべき に 其の 功也が たし， 而 して 

y に 春秋 時、 又是れ を禁斷 せんこと も 天地の 理 にあらず、 各.' 其の 節 あるべし。 鄭 の子產 がいへ 

代 グ&。 - 名朴 

^け^ f る、 君子 有， 一四 時； 朝 以聽， 政、 晝以 訪問 *  If 夕 以修レ 令、 一 tlw 夜以安 レ身、 於レ是 

(二) 左 傅昭  (三) スノヲ  カラン ャ 千： H) 二, レヲ チ ズル ャ マヒヲ  ル カラ ヅク 

公一 ひ ヸの條 に 乎 節 TT 宣其 氣； 今 無 一一 乃 一 レ之、 則 生, 疾と云 ふ 所 也。 女色 不レ 可レ 近に あらず、 是れ 

^^^^u に 節 あるべき 也。 しかれば 夫內 外の 出入と もに 道 を 守りて 禮に 可， I。 如， 此 とき は內 

(s 1 にす 外の 事 ここに 正しう して、 夫婦の道み だるべからざる 也。 女を寵 して 閑 門に 晝夜 入ろ 

る は、 BIS- を  レ  •  .  レ- 

1 にす るな り 是れ外 を 不レ知 也。 女色 を 厭 ひて 常に 外舍に 居る、 是れ內 を不， 知 也。 各. 》 己れ が憎愛 

の 私に まかせて • 其の 道 をた だし 其の 理を 究めざる を 以て、 內を嫌 ふとき は 妻妾 をい 

ため くるしめ. 內を 好む とき は晝 夜の わきだめ なくして、 却って 外事 も 叉內の 下知 を 

專ら とし、 妻妾 をお それて 夫 却って これが ために 制せら るるに 至らん 事， 皆 夫^の道 


を わき まへ ずして 夫夫たら ざれば 也。 家 語に、 孔子 適ニ季 氏； 康子晝 居 ニ內寢 一孔 子 問 一一 

ノ ヲャム  デ テル レヲ  テ  ク  ウテ ハク  4- マ  ルニフ コノ -ーャ マヒー フ 力 ひ 

其 所，， 疾、 康子出 見^、 言 終 孔子 退， 子 貢 問 曰、 季孫不 A 疾、 而 問 二 諸 疾； 禮欺、 

ハク レー 一  ハレ バラ  チ  セ  - C  {  ズ (七 ) - 一  レバ -ー  チ ト 

孔子 曰- 夫禮- 君子 不. 有ニ大 故； 則不， 宿 二 於 外； 0, 非 ニ致齊 1 也、 非レ疾 也、 則不ミ 

晝處ニ 於內； 是故夜 居， 一 於：^; 雖.， ン之 可也， 晝居ニ 於內； 雖レ 問- 1 其疾 1 可也。 

ッ  (《) 出 あ" 語-  ル ナラ 

次に 婦に 七の 去る 法 あり、 是れ 孔子の 魯の 哀公 ニ吿げ 玉ふ處 也。 それとば、 不， 順 二 

父母 一 者、 謂 二せ.， ハ逆 14^ 一也と 云へ り C 我が 妻と 定 むる. に、 これ 父母に つかへ しめて 父 役. 

の 志 を 安ん ぜ しめん 事 を 思へ ばせ。 し か る に 父母に 不レ順 は 必ず 出すべき の 第 一 也。 

無レ子 者、 謂 一一せ ノハ 絶,， 世 也と 云へ り。 妻 は 子孫 相續 のた め 也、 故 こ 無ン子 を 出すべき 也。 

淫僻者 * 謂 一一 其 1,4^ と 云へ り。 專 ら淫亂 たる 事 は 必ず 家をモ こた ふの 本 也。 嫉妬 者， 

謂 ニ其亂 U 家と 云 へ り。 妻 甚だ 嫉拓 ふかく 嫌疑お ほければ、 必ず 家事 を おろ そ かにし 

夫に あたって 後の 謀な し， 故に 出， 之。 惡疾 者、 謂 二 其 不- 可， 供 二 桑 盛 1 と 云へ り。 身 

に 惡 疾 あ れ ば 子孫に 其の 病 を 殘し、 祭祀の た すけ をな すの 事不， 成 也。 多 二 口舌 1 者， 

謂 二 其 離 U 親と 云へ り。 女 多言なる は 必ず 親族の 間 を 云 ひ 妨げ， 一門 不和になる 事 も 

出來 りぬ ベければ 也。 竊盜 者、 謂 二 其 反 一. 義と 云へ り。 物 をぬ 十み 偽り を 行 ふ は 是れ義 
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二) 孔子 0^ をた がふ 處也。 以上 是れを 七 出と 號 して， 可レ 去の 女と す。 又 三の 不レ 可レ 出の 妻 あり。 

お づ 一は 謂-一せ ぎ _ "所レ 取". 4 モ 所 二 は 謂 r: 與 共更： 三年 之 喪ノ不 4， 三 は 先に 貧賤に 

ッ  (二) 

0 ご 大 {5? して 後に 富贵 なる、 以上 此の 三 は三不 去と 號す。 本朝の 戶令 にも 此の 制 をのせ たり。 

但し 三不 去の 內 也と 云へ ども、 犯 二 義絕淫 、佚 惡疾ー 不レ： ^一二 此令 一とな り.。 而 して 妻 を 出 

ハク モッテ  ヲ ヘレ 一一  セノノ モク ラス  ヲ 1 ..<  P シ ヒキキ マ ルモ 

すに は、 令に 曰、 將二 手書 ー與， 之、 皆 還， -其 所レ寶 見 在 之 財； 若 將レ妙 有 レ子亦 

セ  フ  キャス  ハク  レ バナラス レヲゾ セン 七モ ノ  テ セリヲ 

還と 出で たり。 問、 妻 可, 出 乎。 程 子 曰、 妻不. Z 賢、 出 A 之 何 害、 如 二子 思 1 亦嘗出 A 妻， 

(三)  (ran  ノ  チ テス ヲヲシ  ト 二  テナ  、ノ  ク尸ラ 

^5 孔子の 麵ま, siF 賊 一一 今 世俗 乃以レ 出. 妻爲 一一 醜行； 遂不こ 敢爲； 古人 不. 如 

ftr"  rft+> り  ノ (五、 ーマパ  チ -ー ス  シノ  テヲシ  ノ ト  シテ 一 フント テセ  ハリ シテ 

子、 glJ^M  k 此、 妻 有 二 不善 一 便當， 出 也、 只爲 1. 今人 將， 此作ニ 一  件 大事； 隱忍 不. W 敢發 h 或 有- 1 隱 

(h、 孑 子の  ヲシ ノヲ シテ レハ テ リ 二  ヌ、 ル ヲ 二 ラン ャ ァラ 二  メ ヲ ノリス ル 二 モ ナリ 一一 

あ… &爲 一一 其 陰 一 持レ之 以至ニ 縱恣； 養 S 成 不善 h 豈不 レ害レ 事、 人 修レ身 刑 ，春 取 急， 0 

の した .w;^^、 もむ I ルノ』 ，_1 一 わ， J。  JZ^GT^-  、卜 ii、 1 む .4スル# ァ.^ J^、  i. 鲍永チ JSST 其 . 

ic- 物  修 1 身 便 5 ニ^ レ家上 1 也 亦 5£ 古 ゾ^ レ妻 ^下 ム三 t レ； &叱レ 5^ 妻 P 於 一一 母 前 一 叱 _狗 、永 S 

If- せ 七^-ニ弟 去レ妻 へ fo^- ゥ ー&、  i 後 母、 f  .1 無レ 恩. i 不 -装、 i=s レ. 熟、 レ之、 入日、 

^^- お々 黎蒸 非 n 七 去-也、 ？ 5- 日、 蒸レ？^«^小物^^、 吾 欲 レ&レ 熟、 而 不，， 用-: 吾 命 I 也、 況 大事 乎 哉 ま 上 ^^,^-5 

^こ H  - つ  ニス ハレ ヲゾャ  ハク レ  ハリテ  サ  マ  ハ  ビ： ァ 

惡 一而 遽出， 之- 何 也、 曰、 此 古人 忠 厚之 道 也、 古 之 人 交 絕不， 出， I 惡聲； 君子 不， 忍 

大惡 1 出 * 其 ilish 而 以ニ 微罪！ 去， 之、 ル， 此 見， -其忠 厚之 至 1 也、 且如 T 叱 二 狗於親 前 1 者 h 

亦 有 二 甚大 故不 是處； 只爲， 一 他 平日 有 U 故、 因こ此 一 事 1 出， 之 雨。 或 E、 彼以 P 此細 故- 


(八) als に 

て 裳 を も ひ 合 

せし 喪服 

(九) 服喪 中 

杖 も-用 ふる 服 

喪の しかた を 

いふ、 丁重な 

る 方法な り 

(一 〇) 布目 

あらき 短期 三 

ケ の 服喪に 


ニー) 朱 子 

の家繮 

( 一 二) 王朝 

の 令 制 をい ふ 

二三) 記， 

內則篇 の S!i り 

に 出づ。 奔は 


レ I、  { か能ク 無- パ辭 乎、 翁 他人 不.. 知 i 與-- 不是ー 則 如. 之 何。 曰、 彼 必自知 二 其 罪 一 但 

-  r ン：  ゾ C ンメン  ヲ  > 'ラ  モっ つ  二 ラル レ ヲキハ ズッテ  スル ブノノ 

自己 理直， IH^ 也矣、 何 必敎- 一 他人 知 一 然有ニ 識者. 一 當ニ自 知 >^之 、如 I- 必 待い 彰コ暴 其 妻 之 

不 i ^むぎ. ^知>^ 是亦賤 丈夫 ikir 君子 不， 如， 此、 大凡ん 說話、 多 欲， 令 二 彼 曲 

-1 ナ キ、 ノ ラ；  ノ  ノ  ヒト 〈ク  二つ ン  スモ ヲ 乂 ンヲズ カラ グ  ツモ ヌ 

我 直 一 若 「一 君子 一 自有ニ 一  箇含容 意思？ 或 曰、 古語 有， 之、 出， 妻 令 二 其 可 ーレ嫁 絕レ友 

ム レヲ >- ラハル キノ ナ i  . 一- ハク； V  . 

令 こ 其 可 I」 父、 乃此意 否。 曰 是也。 

次に 再娶の 事、 匹夫に して 內 を可レ 治の たよりなき 輩 は、 不レ得 X 止して 再びめ とり、 

是れを 以て 內を つかさど らしめ. 我が 父母に つかへ しむる のこと あり。 旣に祿 ゆたか 

に 位 あ ら ん人は 再 娶 の ；碰 なし C  ^z. 妻 こ 替 りて 事 をつ か さ ど る の 女 あ る ベ け れ ば 也 C 

家の ため K ご不， 3 ふして 女色の ためた-らん は、 尤も 不義の 至り 也- 古人 曰 ノー』 1 夫 以上き-一 I 

再 ぁ禮； 自ニ大 夫， 以下、 有， I 不， 得， 已再娶 者， 云々 e 次に 夫に 妻の ために &衰の 喪 あり、 

一 & 一期 也。 妻の 父母の ために^ i 棒 三月の 服 あり。 すべて 外 家の ために 服 を 行 ふを義 服と 

云 ふ 也。 其の 制 詳に儀 禮幷に 文 公の 家禮に 出で たり C 本朝 叉 服 忌 令 あり、 妻の ため 

よろしき  キ フ  ニー 一一) 〈シ ルキハ チ ス V 

. に 三 a- と あり、 其の 用捨 を考 へて 宜 に 可., 從 也- 次に 妾の 事， 古來奔 SC 爲レ 妾と 

いへ り。 是れ今 本妻たり と 云へ ども、 請 一 を かいて 法の 如く 婚姻 を不. Z 行と き は、 是れ 
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を 妾の 禮 にいた す こと 也。 凡そ 白 虎 通義に 所レ出 は、 天子 諸侯、 一 娶ー) 九 女 一 何、 重-一 

ニー、 つ • 同家- 廣ニ繼 銅 1 也。 王 度 記 曰、 天子 諸侯、 一 娶二九 女 一 娶 ニー き 兩 國媵レ 之、 皆 i ニ赶 

き.？ ュ待女  ティ ヲ フ  ヒト へ クル  ヲ ノット ル リ  ズズル ニトズ クビ ,y, ゾ グ 

梯ー從 也。 或 曰、 天子 娶ニ 十二 女； 法 T 天 有 二十 二月 一 萬 物 必生上 也、 、ゼ ー娶何 防 一- 

淫佚, 也、 爲二 其棄， 德嗜 "色、 故 一 娶 而已、 人君 無， 一再 娶之義 1 也 云々。 大夫 一 妻 二 妾 

者 何、 尊, 賢 重 11 繼嗣 一也。 不ぃ備 ニ姪梯 1 何、 北面 之 勢不， 足， 盡ニ 人骨 肉 之 親 一 士ー妻 一 

妾 何、 下 一一 卿大夫 r 也と いへ り。 是れ皆 妻に ついで 妾 を 置いて、 子孫の 斷ぜ しめ ざらん 

ため 也。 しかれ ども 夫に 德 あら ざれば、 唯 だ 色 を 重んじて 淫樂を 事と し、 本妻の 外に 

変 を 多く 置き、 妻妾 互にい どみ、 つ ひに は 妾 を 貴んで 妻 をい やしんず るに 至る こと 有 

レ之、 如, 此 とき は家內 安寧なら ずして、 ことん \ く 相爭の 基た るべき 也、 尤も 可レ戒 

也。 しかれば 子孫 卓 山に して、 相續 其の かくる 處 あら ざらん に、 猶ほ妾 を 置く は、 是 

れ色を Is むと 云ぶべし。 如, 此の所 甚だ 可 二 究理 一也。 又 本妻ば かりにして 妾な しと 云 

へど も， 関門の 勢 重く して、 其の 政 外事に 及び， 內奏の 裁斷に まかす る處 あって、 夫 

常に 內窒に 居て 外 を 不レ知 は 淫亂と 云 ふべ し。 妾 ありと いへ ども 本妻 を 重んじし め、 

諸事 本妻 を 貴んで 聊か おろそかなる ことなく、 妾 叉 己れ が 身 を 正しくして 妻室に 順 和 


し、 これ を 君と し贵 び、 夫 亦 これに 不, 惑ば、 妻妾 其の 道 正しくして 夫婦の道 行 はる。 

是れ淫 佚と 云 ふべ からざる 也。 すべて 夫 道 は 君 道に ひとし， 一家に おいて 是れを 主人 

とし 君と すれば 也。 君 道 をた だす 處 あれば 夫 道 亦 明なる ベ き 也。 眞西山 曰、 夫 之 道 在, 一一 

敬レ身 以師ー I 其婦 1 と 云へ り。  . 

I 一  婦道 を詳 にす 

師 嘗て 曰 はく、 凡そ 婦人の 法、 先在， 修 ， 身べ し。 身 を 修めん とならば 能く 在， 知 二 

ヌ  (三) (ク  ハス ル  一一  ノ  ニン  リ  ノ  リテ ハ-ー ヒ  二 

婦道， 也。 孔子 曰、 婦人 伏， 一 於 人, 也、 是故 無二 專制 之義； 有 二三 從之 道； 在 に 豕從ニ 父兄； 

ユキ テハ 一一 レ- 二  シ テフ ニキ  テラ グル  デ  ヲ  か  ニノ ミ 

適 レ 人從レ 夫、 夫 死 從， 子、 無 X 所 二 敢自遂 一也、 敎 令不レ 出， I 関門； 事 在， I 饋食之 間 一而 已 

矣と 也。 云 ふ 心 は- 同じく 是れ 天地の 性 を 得て 人たり といへ ども- 女 は 陰 重の 質 を 得 

て 陽 明の 處 あらざる が ゆ ゑに、 常に 柔順に して 人に 不レ iii ぶ 性たり。 陰 は 陽 を 主と し 

て從 つてめ ぐるの ことわり あれば、 幼弱の 時より 老衰の 終りに 至る まで、 ともに 獨り 

立つ こと を不， 得して、 或は 父兄に 養 はれ- 或は 夫子に 從 つて 一生 を 送る。 是れ 陰の 

陽に したがって 相め ぐるが ごとく、 月の 日の 光に 從 つて 其の 增減 をな すに 同じ。 しか 
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るに 婦人に して 事 を專ら とせん こと を 思 ひ、 外事 をと り 行 ひて 自立の をな さんに お 

いて は. 陰陽 處をか へて 日月 地に 落つ るに 同じ。 聊か あるべ からざる の 道 なれば、 我 

つぶさ 

が 身 婦人た るに おいて は、 具に 女た るの ゆ ゑん を考へ 知りて、 其の 生 質 を 心得、 身 を 

たかぶらず 大事 を はからず >  己れ が 相つ とめて 相 庭 せんこと を 可， 守 也。 是れ 身を修 

むる の 地盤 たるべし。 

次に 修， 德と 云へ り。 云 ふ 心 は、 天地の 間 生々 の 物、 ともに 同 一 太 極 也。 形に 男女 

の 差^ ありと いへ ども， 本と 是れ 人倫なる を 以て、 天命の 性 をう けて 德を備 へ 善 をた 

く はふる 事 は、 男女のへ だて あるべ から ざれば、 質 是れ女 也と 云へ ども、 つねにつ と 

め 學んで 天理 一 體の德 に 至り、 これ を 以て 今日 人の 人た る ゆ ゑん を辨 へ不レ 知ば 禽獸 

に ひとし かるべき と、 常に 工夫 を こらして、 身の 進退 言行と もに 彼の 天 德に叶 ふが ご 

とく 修し 入るべき 也。 德は萬 行の 本に して、 萬 事の 根と なし 基と なる 處 なれば、 聊か 

これ を おろそかに 不, 可， 仕と 也。 

次に 修, 身と 云へ り。 德に 入らん とならば いかんして 可, 入と ならば、 身を修 むる よ 

り 初 まれり。 身を修 むと 云 ふ は、 此の 身 を 養 ふに 衣食住 あり、 此の 身に 視聽： w 動 あり、 


推して 云 はば 言行と 云 ふべ し。 身 を 養 ふに は 相應を 以て 本と し、 約 を 次と し- 色驻 

を 以て 次と す。 云 ふ 心 は、 男女の 形 別なる を 以て、 衣食 家と もに 其の 女に 相 かなへ る 

ごとく 守るべき 也。 しかれば 衣服 も 柔順の 月-を 本と して、 婦人の 德 に相應 ならん を 可 

レ用， 其の 間 その 身に 儉約 にして 奢侈 をき はむべからず、 德を修 し 志 を 立つ ると き は 

色粧は 不., 可, 用と 云 はん は、 尤も あやまり 也。 色駐 を蓴ら として 人の 目 を 惑 はさん こ 

と は 甚だ あやまり 也。 而 して 女 は 古来より 其の 形 を奇. 脆に いたし- 容貌 をた を やかに 

して、 柔順 を 以て 用と する こと- 是れ 定まれる の 道 たれば、 色粧 叉な くんば あるべ か 

ら ず-: 衣服の 制 如 レ.^ I して、 飮食居 宅の 用 も 又以, 之。 是れ身 を 養 ふの 法 也。 身 を 正し 

く 修めん に は、 視る ことき くこと を 慎んで 婦人の 作法 を 可 用。 婦人 外 を 窺 ひ、 淫佚 

の 事 を 見、 男士を 見る こと を不レ 可， 好、 不. ふ 付レ已 して 外に 出 でんに は、 正しく 見て ひ 

そかに 不レ 見、 聊も 見る に 非 禮の目 をた さず、 淫聲 を不, 聽、 淫亂の 物が たり を不， 聞、 

人の かくさん こと をき き 耳た てず、 聽を 正しくして 非 禮の形 をな すべから ず。 況ゃ云 

ひ 出さん 言、 尤も 慎んで 多言なる ベから ず、 其の 座の 貴人の 言 をう けて * 己れ さかし 

ら なる 言 あらず， 言 もい やしく たくみた らん は、 甚だ 婦人の 道に あらず、 又婉 にやさ 
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しきに 過ぎん は、 淫亂艷 書の たま づ さらしく も 有るべし。 只 だ 正直に して 婦人の 柔和 

なる にした がふべ し。 さし 出で て不ぃ 入所に 口 入し さか しら あらん は、 人の 惡む 處、 

_ 家の やぶるべき 本 なれば、 婦人の 相應 を可レ 守、 而 して 容貌の 進 返、 婦人の 作法 * 相 

(I)  (二)  ニセヲ  ニセ ヒョク ョクヲ  ゼ  / 

n)  § 定まる 處 あるべし。 內則 にいへ らく、 外內不 レ共レ 井、 不レ共 一一 一 、損 浴 一 不レ通 n 寢 席- 不 

ぉ內 .30 男 t 不 i メー 衣裳 ノ 女子3^1s^  .1 擁 一一 あ 一  夜】 以 レ燭、 無 レ燭則 止。 

ni  ーノ  C  ,  tu レ Y  ,  7  ノ クル キハ チ ハ クル 二 テス ヒヲ ノ キ. t ハ  チ ヒザ マヅキ  . ^プ メ  二 

¥ 不， 相 器； 其 相授， き女受 以&、 其 無 i、 則 皆 坐 ！ It 之 而後 

5  S  £^ 事 4 ー丄 il;  ，i。 而後 言、 晝不レ 遊. 庭、 夜行 

z| (火ヲ といへ る 類、 各-婦人の つつしむべき 進退の 容貌 也。 婦人 容貌 を かたちづくる 

ふ、 ,^日 はく、 

，しれに 克 もて 事、 是れ陰 は 形 を 以て 專ら とす、 女 は 陰に して 形 をと との ふるに あれば 也。 形に かま 

^^^^ ふ i4 レ もピ、 容貌 をす てて 理に はしらん は 叉 婦人の 禮 にあらず。 しかりと てし きりに 

勿れ、 キス  (12 レク 

くこと 勿れ、 杉づ， くらしま、 め〕 を 以て 人に 媚 ぶる の處 あり、 尤も 可 II 礼 明 一也。 されば 非 禮.^ レ 動と 

11.1  ^  キズ  ル 

^、と ある 聖人の 戒は、 男女と もに 可 こ 相 通 1 也。 視聽 言動の 間、 閑居 幷に有 の 時、 常に 

阅 不敏な りと 究理して 其の あやまり を あらため、 各-' 克レ己 復レ禮 に 至らば、 彼の 天德 にかへ りなん 

靴 も， ，ユ^  A 

の 語 を 事と せ ,き ーヽル 1,f ラ ,.,^1:,。 

ん」 と 出づ  事 不レ可 レ疑也 


かな 

次に 學 問の 事 あり。 學 問と 一 K ふ は、 婦人 平生の 作法 禮に合 ふ 處を詳 にして、 よき 女 

あした  ！ a ふべ  えん 々-ょ 

の師を 尋ね、 これに 問 ひ學び 其の 禮を習 ふこと 也.^ 先づ 朝に おきて 夕に いね、 燕 居の 

禮、 賓客の 禮、 飮 食の 禮， 書札 往来の 禮、 是れ 等の 事 皆 學禮の 節 也.^ 而 して 父母 兄弟 

(仲) 

のなから ひ、 夫に つかへ 君に つかへ 姑 舅に つかへ、 子孫 を 教戒し 家の 奴婢 を はごくみ- 

カラ ル  ル ラ 

閑 門の 間 品々 の禮， 學ば ずん ば不レ 可：， 知、 不レ 知と き は 其の 理 にくらし。 是れ學 問の 

二 ハク  ハん  ゾ  ブフん 二  ヲ  ブ r  レリ テルニ  レ 

第一 也。 白 虎通義 曰、 婦人 所 n 以有 1" 師何、 學ニ事 レ人之 道 1 也、 學 一時 足， I 以成 ー矣、 與 

i)  . 

s^.^^ レ君有 二 《 ^麻 之 親 1 者、 敎ニ 于公宮 ニニ 月、 與， 君 無.， 親 者、 各 敎ニ於 宗廟 宗婦之 室； 國君取 下 

き 服喪の 間お  , 

0^0. 大夫之 妾， 士之 妻、 老 無.. 子、 而明 II 於 婦道 一 者 h 又祿レ 之、 使レ敎 ニ宗窒 五屬之 女.； 大 

ie- 衰 • 大功 .  リ  ラ テ  一一 -フ フル ヲ -_ 

小 は 41; 夫 士皆有 二 宗族； 自於 ニ宗子 之窒； 學， 事 レ人 也と い へ る は、 是れ 婦人の 學問を 云へ る 

閣係 にある；、 

人の ひなる .JEO 

べし  せ 

次に 學ニ女 職 一とい へり。 是れは 女の 可レ i5 職業 を 具に 學 ぶこと 也-」 それと は、 桑と 

(spo  たち もつ 

りか ひこし 糸く り、 機す るの わざ、 ：幵 にものぬ ひ染 物し 裁 物す るの わざ、 麻う み 糸つ 

むぐ の 事、 各. - 女の 職 也。 その 身た とへ In 夫人の 位に 至る、， 三 K へど も、 女工 絲 緩の 業 

(ヒ， 1 衣に  (七) 

は あらざる か を しら ざれば 女の 職 をす つる 也 C 故に 天子の in も 桑と りか ひこして、 祭の みそぎ を 仕 
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立て 玉 ふ は、 下の 勞を 忘れ 玉 はじの 誠 也。 况 やその 下の 女に おいて は專ら つとめし る 

べし。 本朝の 俗， 畫書二 化む すび など を 以て 婦人の 業と 十.、 尤も 可， 芡。 しかれば 女 

職 を 學ぶを 以て 第二の 學問 とす。 而 して 學 一一 文書 一事 あり。 それと は、 深窓に やしな は 

れて 未だ 處 女の 時、 叉 は已に 嫁しても 其の 餘カ ありなん 折節に は、 文 學に心 を 入れて 

カラ ブ 

聖賢の 書を學 ぶべ し、 かりにも 好色 淫亂の 書 を不レ 可，^。 世々 の 記錄は 世上の 變化を 

しるす、 今日の 日用に 益 多し。 唯 だ 四書 六經の 己れ が 眼に かな はん 卷々 を問斷 なく 讀 

習す ベ し。 源氏物語 • 伊勢 物語な ど 云 へ る は、 讀 むこと みやすく 當分 面白き に似て、 

キ フ  (§ 

必竟 我が身に 取りて 可, 用處 聊かな くして、 淫亂を 行 ひ 親族 君臣の 間に かたまし き 行 

跡 をな し >  是れを たのしみと 思 ふに なりぬべし。 若し 一 つも 我れ にあら ば禽 t"" の 行に 

ひとしく、 天地の 大罪 人た りぬべし。 聖人の 書は讀 むに ものうき に 似たり といへ ども- 

日々 月々 にした しみて は、 一 言 半句 も 皆 己れ が 行跡の 戒 となり、 身に いしば り を 立つ 

るに 同じき ゆ ゑ- 間斷 なく これ を 玩味 すれば、 その 內 自然に 德 ひらけ 義 立ちて、 君子 

.  3  IT) な がき  ル 

の 道 をし るに たれり。 世 以て 女 は 假名 草子 を^ぶ ことにお も ひ、 眞名 書よ まん は事不 

レ順 也と 思 ふこと、 甚だ あやまり 也。 すべて^ 人の 文 學は行 有ニ餘 カーの 時 を 以てつ と 


むべ し。 父母に つかへ 事 二君 夫 一事 二 姑； a-; 関門の 用事 多 からん を さし 置きて 文書に 耽 

らん 事. 甚だ あやまり 也。 ？れゃ 文書 を 以て 身に 高慢 を 立て、 人 をお としめ そしり、 物 

知り だてなる こと を 云 ひて 理を 立てん は、 男子 も 身 を 修めた るに 不レ 有， ことに 柔順 

を專ら とすべき 女の さか しらは 家 を 可， 失の 本 也- 尤も 可， 愼也。 以上 是れを 婦人の 學 

問と 可， 定也。 

ルヲ  ルムヲ  * 

次に 守 一一 警戒 一と 云へ り。 云 ふ 心 は、 男女の 欲 は 人の 不レ 得レ 止の 情 也， 女 氏 年た くる 

迄 深窓に 養 はれて， 其の 情 必ず 發し易 かるべし。 故に 常に 戒め 守りて、 假 にも 淫 佚の 

事 を 不二 見聞 一が 如く 相た したむ ベ し。 是れ 見聞せ ざれば 心しば/ \ 生ずる 事不， 有、 

ことに 外 を 窺 ひ、 男女 言 を 通じ、 物 を 取り わたさん 事， 遊山^ 水の 故 逸を戒 しむ。 是 

れ皆淫 亂の媒 たれば 也。 しかれば 家の 貧富に 付け、 身の 貴賤に より、 形の 妍酷 にした 

が ひ、 各-おそれ いましめて、 放！ 「なること なきが 如くに 警戒して、 視聽 言動 をつつ 

しまば、 德 曰に 新に して、 義 にあたり 節 を 守る こと を 可, 全 也。 右 各.' 修身の 條 目と 

可 二心 得？ 修， 身 こと 如レ此 して、 外事 二 父母； 敬 二 愛 兄弟； 事， 君に たれり。 事 二 父母 一事， 

* ラ  ス 

男子 父子の 親しみに 不レ可 二相 違； 能く 朝夕 傍に 侍りて 父母の 勞 にか はり、 我が身 を以 
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て婢 妾の 如く 思 ひ、 其の 親 を あつく すべし。 久しくして 不レ 嫁の 女 は 必ず 家 を 持ちて 

父母に 遠ざか らんこと を 思 ふ、 尤も あやまち 也" 女子 は 久しく 父母に 給仕す る こと 不 

レ 能の 身 也。 況ゃ 夫に 從ふ身 は 己れ が 心の ままなら ざれば、 夫 遠く 出で て 行きなん も 

はかられず、 近し といへ ども、 一 たび 嫁して 闺門を 主 どるの 後、 我が家 を棄 てて 久し 

く 父母の 方に 歸寧 せん も 道に あらず。 又 夫 必ず 父母の 方へ 切々 往來 せん を 嫌 ふこと も 

ありぬべし。 しかれば 嫁 娶の後 は 父母への 孝養 を 思 ふと も 難， 叶 事 なれば、 幸に 久し 

く 父母に 養 はれて 其の 孝 をつ くさん 事 は 願 ひても 難レ 成の こと 也と、 父子の 親 を 誠に 

思 はんに は、 嫁 娶の事 は聊も 心に かかるべからず、 縦 ひ 其のい となみ ありと も、 甚だ 

歎息すべし。 世 澆季に 及んで 人の 心 唯 だ 利害に わする を 以て， 女子 幼少より 嫁す る こ 

と を 喜んで、 父母の 家 を 離れん こと を 欲す。 是れ 己が 家 を 持ちて 四 支の 安佚 をな し、 

父母に つか ふるの 勞 をのが れんこと を 思へ ば 也。 道に おいて 尤も 可 二 恥 思 一事 也。 敬 二 

事 兄弟 一 こと、 兄弟の 序 を 守る に不， 異、 中に も 女子 は 男の 兄弟 を 以て 父母の 後の 便り 

より 處 とす、 聊か 怠るべからず。 

次に 事い 君 こと、 故あって 主君に 奉公の 身と なりて は、 彌.^ 身を修 むべ し e 主君^ 


門に 入りて は， 心 易く 身 を 安んじ 玉 ふ もれ 也。 侍女 是れを あなどりて 進退 を輕 くし 禮 

儀 を 失 はば、 必ず 罪に 入るべし。 しかれば 蒸に 侍り 給仕 せんに は、 度々 身 を 浴し 手 

足 を 洗 ひ 口す すいで、 君の 調度 を 取り まかた ふに 汚れた る 手 を 以てすべからず。 す 

服き よら 皇す にあらず、 唯 だきれ いに 汚れ ざらん を 可レ用 C 尤も 容貌 を か  つくろ 

ひ、 色 を かざらず、 無禮の容 ならざる が 如くすべし。 君の 尋ね 玉 はん 事も色體 して 答 

へ、 さかし らいた す不. も _ い 仰せ を 承る こ. 4 きになく、 靜に 承りて 其の 用 をな すべ 

し。 すべ S 聽の間 みだりに 禮を そむかざる を 以てつ とめと す。 若し 君の 寵愛に 預 

ると 云へ ども、 これ を 以て 朋友に ほこり、 これ を 以て 君 を 心 易く 不レ 可レ存 也;; 色 を^ 

て寵 せられん に は、 色衰 へて は 其の 寵 やむ もの 也、 容色の さかんな らん 間 幾許 ぞゃ。 

1 旦 i めくに まかせて 始終の 考 あら ざらん は 愚 也と も. ニぜ。 己れ さかし く 文才あって、 

君の 是非 心に み ゆと 云へ ども- その 時に あらざる に 君へ 諫を いれ 政事に 口 入 あらん こ 

とに、 勿 誇 あやまり 也。 寵 さかんな らん ほど 彌.' 身を愼 まば、 德 ここに 高 かる バ し。 

次に 嫁娶の 儀と との ほって、 旣に 六禮行 はれ 相 嫁ぐ の 事 は、 是れ 婦人の 大節 也。 父 

母の 家に 居る の 間 は、 • 霞 に 養 はれて 我が家に あらず、 其の 間の 修身 ことぐ く 今 
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日 夫の 家に 嫁して 我が家 を 持ちて 可 二相 行 一の しわざな り。 大事の 人の 家 を 我が家に 持 

ちな して、 岡 門の 事大 小事と なく 各.' 婦人の 心に まかせん は、 是れ 大義に あらず や。 

されば 昏禮は 夫の 家に 專ら つつしみ 大禮 也と す、 女 氏 ゆるがせに すべ けんや。 g 一 牡 2^ け 

y,)  I を 婦順 者、 i 二 於；^ ノま； あ k 室ん； ％ 尸 S 鈔ナ 一つ 於 あ； 4ァ成ノ絲麻布^之^^；  rkcr き) & 

に I は^ S 蓋藏； 是故婦順備而尸^£,きっ內£^きぎ尸^家1^ニ長.^;也、：^垂1.:^-"8ぉ4古乾婦 

に n; 力 力るな  ダッ 1 スルニ  (二) ダク  - 

r 宗子の 人 先 レ嫁 三月、 m  謹 ri, 自 K ？、 敎ニ于 公 あ； 祖廟 1% 

K  フル 二 テス  1 ノムノ  ヌへ， 一-レレ フー  (巧)  (2) 

g 雜 へて 敎 以 ニ婦德 • 婦言 • 婦容 • 婦功； 敎か _ き. 之、 牲 ，あ、 F ルー.^ - がぽ， 0k. 

ぁっ.*^«-のにすノヲ 

r^r かたば 婦順 一也と い へ り。 是れ 嫁ぐ こと を 重んじて 其の 法を嚴 にし、 婦人の 道 を 正す 也。 

して 夫親迎 する の 時、 ！9レぁ^^NDP あ レぇヲ I レ 夙夜 ££ 斧 母 I レ ソ 

曰、 勉. 之 敬， 之、 夙夜 無. 違き 4; 醫 庶母数 4 門 I, 轧テ ^¥ 

ビ？ お I 母 之 命 一 命レ之 曰、 敬恭 聽宗： 爾" ダ母之 夙夜 4 塔ル， t ノ Irmif  |き1 m 

苑 日、 夫人 以履 レ女， 正 n 笄衣 { お； liAK ラ T ぁク、 ^矣、 あ。 姑 ぶ rK&r-Ig あ； 

の も 架め たり レ ニス ルノヲ レ テル 

無 レニー 一  爾心， 無二 敢囘 一也、 女拜 云々。 是れ 各. 》 嫁ぐ こと を 重んずる が ゆ ゑに、 其の 

父母 詳に 命じて 其の 家 を 安ん ぜ しめん こ，^ を 思へば 也。 こ こ を 以て^ 人 一 たび 嫁して 


は 父母の 冢 にかへ るの 道なければ、 女の 夫に とつぐ を 歸とー S へり。 二度 あらため 嫁 

せざる の禮 なれば、 能く 信 をつ くさず して は k1 レ も-;^ 也。 (セき ク- 伊 C 德也、 I タビ a.、  ^ 

齊- 終 ， 身 不レ改 、故 夫 t^"" ハ不レ I といへ り。 

次に 事 レ夫事 は、 臣の 君に つか へんに 同じ かるべき 也。 在 一 夫婦 之 あ 一と 云へ り。 

ふ 心 は、 我が身 本と 他人に して、 今 ここに 來、 つて 昏禮を おごそか にして、 旣に その 

象の 婦人 妻室と 稱 せられて、 何の 勤む る わざ もな く、 夫の 恩 を 以て 大家の 係 を ゆたか 

にし 身 を 安んじ、 侍女 官女 を 多くつ かうて 衣食 居 を 心に まかす る 事、 是れ 天の 命と 云 

へど も、 實は 夫の 恩の 深き 也 e 夫に 宜しき 事 あらず と 云 へ ども、 我れ 何 を 以て 夫に 

可レ 違よ したし C  .理 を 立て 己れ がさ かしら を 以て 夫 を 蔑 如し、 夫の 言行 をと がめ、 深 

く 嫉妬 をな して 夫婦の 好 を 絶ちなん 事 は、 父母の 命に たが ひ、 先祖の 鬼神 を 安ん ぜし 

め ¥^、 天地に そむく の ゆ もん 也。 されば 白 虎 通 iIqp 夫1^--ュ；惡行； 妻 I, 得， 牛 rt， 

地 無 M 去， 天 之義- せとい へ り。 婦人つ ねに 此の 心 を 以て 本と して- 我が 順德 をつ とむ 

べきせ。 すべて 夫 を 天に たと へ 婦人 を 地に 比し、 夫 を 日に たと へて 婦人 を 月に たと ふ、 

陰陽 晝夜 四， i 以て 是れ 也。 若しぎ I 一て て 夫 を そしり 夫の 非 I めん I、 天地の 
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處を かふる に 同じ かるべし。 婦人 皆 夫の 我れ を 寵愛し 親しまん こと を 欲す、 是れ色 を 

嗜 むの 情欲より 起れ り。 朝夕 相馴 るるの 妻女、 何 を 以て 寵愛 深 からん や。 若し .M 愛し 

きりに 深く ば、 夫 色に 溺れて 惑 を 1^ レ知 也と 可 こ 心得？ 夫婦 之 道 は 色を嗜 むがた めにあ 

らず、 唯 だ 子孫 を廣 くし！； 門 を 治む るに ありぬべし。 故に 必ず 寵遇を 思 ふべ から ざろ 

也。 

次に婦人1^^^事、 儉德を 第一と して * 衣食 居より 百の 調度に 至る まで 華麗の 粧嚴 

を 14, も-い 71 也。 但し す 格と は 一 ならず、 相應に 儉德を 守るべし と 云へ る こと 也。 

我が身 人の 官女た らんに は、 容貌 を かざって 時の 寵愛 を可レ 求、 旣に 一家 を 司 どり て 

は. 容色 を i る こと を專ら とせん こと， 尤も あやまり 也。 而 して 嫉妬 を不 レ可レ 思と 云 

\ り。 夫の 寵愛 あるべき 女 を きら ひにくむ は、 是れ色 を專ら とすれば 也。 我れ に 色 を 

たのむ 處な きを 以て， 岡 門の 政 を 要と して 外に 心 をつ くる 處 なし。 內に 嫉妬深き とき 

は、 夫に 對 して 快から ず l4 こ 順 柔ーを 以て、 家 更にと との ふこと なし。 家事と との は ざ 

れば 夫婦 之 道 レ立 也。 婦 人 は 陰 を 質と する が ゆ ゑに、 上に はこ まやか 也と いへ ど 

も、 下に は か 火 を もやし、 其の 念 慮 甚だ 深く したもえして、 つ ひに は疾を 出し 身 を 


失 ふに も 至る ためし 多し c 古來 ふかく 物ね たみして はさが たかりし 物語 も 多し。 彼の- 

宮 仕へ して 色 を 以て 勢 を はらんと する の 女 は、 嫉妬 あらん もこと わり 也と も 可, 云。 

それすら 物の わき まへ 有らん に は、 深く 嫉妬 せんこと は不 レ可レ 有.^  ； W や 家 を 司 どるの 

(1) 0S 婦人 问ぞ 此の 志を必 とすべき や" . ^に不 ヒ百ニ 外事 一とい へり。 女 は內を をさむる の 職 

出づ 

也- 聊か 外の 事に 手傳 ふべ からず。 政道の 口 入、 古來是 れを戒 とす e 

(ヨ 霞に 次に 在 レ守ニ 婦道 一とい へ り C 女子 者 颐ニ男 之敎 一而 長 二 其 理ー者 也， 是故 

も輕 記に もな 

無 ま？ 無二 專制 之義 一と 也し 必竟 夫の 言行 を 守りて、 これ を 以て 的と して 少し づ つ の 用捨 あ 

出-つ  ム<ヲ  ムルヲ  ムヲ 

るべき 也。 是れ 大概 婦人 修， 身の 敎と云 ふべ し。 次に 修ニ閨 門 一の 制 あり • 是れを 營レ家 

とも 一 K ふ 也 C 凡そ 婦人 関門に 在りて は、 夫に 先だって つとに 起きて 身の いとたみ を 致 

し * 侍女 官女 をつ かひ、 家 內の事 を 怠るべからざる 也" 姑： 男 あらば 愼んで これ を 養 ひ 

子孫 あらば 我れ 先だって 是れを 道 引くべし。 平生 男女の別 を 正しくし、 夫 あらざる の 

カラ ム  内 則 レバ ラ ヲサメ ヲ II テン セキ ハツ ッミ 一一, ヲ サム レヲ 

(」 一 1) 器に 入 暇と 云へ ども 身の 佚樂 を不， 可， 求、 故に 夫不， 在、 敛ニ 枕篚； 簟席 镯、 器而藏 X 之と い 

れて ほ  -  ハコ タカ ムシ。 

へり C 是れ 疾病 あらず して 晝 いぬべからず と 云へ る 心 也。 而 して 女 功と 號 して， 其の 

を  S)  ,  (S) , 

家 富貴な りと 云へ ども- 麻う み" 糸く り、 物 をた ち、 又 その わざ、 桑と りか ひこし 
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機 織の 營み、 聊かお こたるべからざる 也。 是れを 以て 家の 利潤に 致す の 思に は あら ざ 

れ ども、 是れ 女の 定まりた る 職に して、 是れを いとなま ざれば， 唯 だ遊樂 を專ら とし 

1 日 をく らし かねて、 えならぬ 思 も出來 りぬべし。 婦人. 猶ほ いとま あらば， 文書 を 

て 身の； 百行 を 糾明す ベ し。 その 身不レ 14U て は 何 を 以て 下女 婢 妾の あやまり を 正さん 

や。 

次に 家 を をさむる こと は ルー 一 溫きー 爲レ體 也。 女の 德は 本と 柔和に あり、 己れ が理を 

立てし きりに 厳し からん は、 家 どこし なへ なるべからず。 唯 だ溫和 慈悲 を 以て 本 

として 事 をな すべ き 也。 ^の 師舂姜 ^^婦人以こ順從1爲レ務、 .^』 ほ- 爲ぃ 首、 故 婦人 

*^,^^^^^kv> 平旦 顯ッパ 、あ li4、 則 布-一 君臣 之嚴" 沃蹬 P 食、 见有ニ 父子 之 敬" 報 

l^k 仏- き 有 ノー 兄弟 之 道； 受ノ期 朋友 之 信 一 寢席之 ％ 而後 有 二 夫婦 之 際- 

と なり。  夫に つか ふること は、 君臣 父子 兄弟 朋友の 間の 道 ことん \ く 相 そな はれば 

少しも ゆるがせに 不， も- It と 云へ る 心 也。 次. に 諫諍之 事 あり。 夫の 惡に おちいる を H 几 

ながら 諫め ざらん は 夫婦の道 にあらず、 能く 順 ひて 不レ 違と 云 ふ は， 婦人 自らの 身に 

理 を不， t して， 夫の 義に との 戒也 C 夫の 非義 におち 入りて * 君 をな みし 父 をな 


みせん 類 を も， 從 つて 同じ かれと 云 ふに あらず。 然れば あらそ ひ 諫めて 夫の 心 を 直 か 

らしむべし、 猶 ほ不， 止ば 夫の 親類に 談 じて、 其の 可， 止の 術 をな して、 何と ぞ惡の や 

みなん ごとく 可, 仕 也。 其の 術つ きても 夫不, 從ば、 婦人 夫 を訴へ ておのれ 一人よ きも 

のに 成りなん は 甚だ あやまり なれば、 ともに 遁 るべ からず ヽ 或は 以, 死爭 ひ、 或は 從 

つて 死す、 各. '婦人の 義也。 大事 如， 此、 R 仏 や 我れ に 惑 ひて 朝夕の つとめ を 怠り、 或 

は寵 女に 溺れて 政事 をみ だらん に は、 猶ほ諫 をつ くして 事に 害 あらしむ ベ からざる 也。 

右 大概 婦人 事レ 夫の 心 入 也。 

次 こ 事 一一 萝ノ 姑 一 こと あり。 是れ 我が 父母， 二つ かふる の 心得に 同じき 也。 父子 は 實に親 

を 以てす、；： 姑 は 親の 上に 義を 加へ、 更にお こたる ベ からざる 也。 內則 云、 婦事ー ー奥 姑； 

シフ ルガ  二  アル  アル 〈  二  クフ 「レル II シ  スル it ハレ ヲモ 

如， 事 I 一 父母 1 と 也。 子婦孝 者 敬 者、 父母¥ 姑 之 命、 勿， 逆 勿， 怠、 若飮 二食 之； 雖 

ト マ ズー ノ乂テ (一) チ  フル J: ハレ 二 マ  モ UI セ ズシテ ッ  へテ レー 一 ヲ  ヘル it ハレ 二 レモ レ- 

レ 不レ嗜 必嘗而 待、 加 一一 之 衣服； 雖， 不レ欲 必服而 待、 加 二 之 事； 人 代 , 之、 己 雖レ不 

セ シバ ラク へテ レニ  ク セシノ レニ シテ 二 マ タスし ヲ ゾ ハ レバ ゼ ラレ ュケト 二  テ 七  - 

レ欲、 姑 與. 之、 而姑 使，. 之、 而 后復. 之。 凡 婦不ぃ 命 レ 適，, 私室； 不， ー敢 退； |#き 

婦將， if, 事 * 大小 必請ニ 於 ずノ 姑" 或 賜 二 之 飲食 衣服 布帛" き受而 獻，, ぼ 舅：^; 舅 

クル it ハ レヲ キ ，Ttl クスニ ク ルガ モノ ヲ シシ フ， -ハ レヲ チス  ル it ハ  ヲ  クシ 一一 ク A ガ モ/, プ ^  テ 

姑受 レ之、 則 喜 如， 一新 受", 賜， 若 反 二 賜 之 一則 辭、 不 , 得, 命、 如 二更 受ー， 賜， 藏 以 
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(一) Is の (JJ^) ノ乏 L!5 也。 父 a- に 事 ふるに 同じく して 義を 專ら 守る 處 あれば、 ここに 婦道 立つ 也。 

乏しくなる を 

^0,r^ 子 甚だ 其の 妻 を 愛すと 云へ ども、 父母に 對 して 快から ざれば 是れを 出す。 子 其の 妻に 

不, 宜！ 云へ ども、 父母 これ を 能く 我れ にっか ふとの 玉 ふ 時 は、 沒, 身まで 夫：^ の禮ぉ 

こたらざる とい へれば、 婦人 舅姑に 事 ふる 事 不：， 正して は、 夫婦の なから ひ不， 可レ宜 

也。 

次に つ  1 子孫 1 事 あり。 是 れ母レ 人の 道 也。 子い まだ 幼き の 問 は、 大概 母の 傍に て そ 

だつ もの 也。 成人の 後 も、 父に は 物 ごと を 憚りて 母に 親しみな つくもの 也。 父に 隔心 

ある を 以て 子の 形 儀 も 父 は詳に しらず、 母 は 心 易き を 以て 子の 內存 を詳に しるもの 

也。 然れば 我が身 を 以て 子孫の 手本と なる が 如く 心 持 をいた し、 何となく 道 を 以て 敎 

ヒ  あ ひかな 

化し、 平生の 作法 も 姑息の 仁 を不, 用して、 其の 職 を 守り 武の 正義に 相稱 ふが 如くに 

可レ化 也。 人の 敎は 幼稚の 間にある もの 也。 幼稚の 時 新に うくる 處を 則ち 終る までの 

なら はしに 致す もの なれば、 この 處を 究理して 言より 行跡まで 唯 だ 誠 を 以て 是れを 道 

びき、 男子 女子に 因って 其の 敎を詳 にす る こと、 母 儀の 道 也。 母 必ず 愛に 溺れて 敎を 

失する こと あり、 愼 まずん ば あるべからざる 也。 


次に 待， 一 賓客 一の 道 あり。 云 ふ 心 は、 夫の 一類 一族 知 音の 友來 らんに は、 萬 事 を 置い 

て是れ を もてた し、 夫に 代りて 諸. -の 馳走 を可レ 仕。 但し 男女 相 接して 嫌疑 ありなん 

こと は- 聊か 仕るべからざる 也 C 夫に 親しき 人 をした しむ こと は、 これ 夫 を 敬す るの 

ゆ ゑん 也。 況ゃ 姑き の 方への 賓客 快よ くもて なして 姑：： 男の 氣を やすん ずべ し。 闘 門に 

來る もの は、 由緒 あらず して は不 可， 來 なれば、 是れ又 おろそかに 不 A 可. Z 仕 也。 -g: 外 

事 か はれば、 表 方 の 客 に 內 よ り 志 を は こばん はいか が あ る ベ き に 似た れ ども， 婦人 の 

事レ. こと は 常につつ しみ 守る に 可：， 有 なれば、 內 にあり と 云 へ ども、 外 を 知ら ずん ば 

あるべ からざる也。 

.f^、に憐ニ婢妾ーべ しとぃ へ り.^ 云 ふ 心 は、 傍に 召つ かふ 處の小 女 侍女、 各. -婦德 *婦 

言 • 婦容 • 婦功 を を し へ て 淫 佚游樂 華奢 のこと を 禁じ、 各.^ 我が 位の ついで を 守り 作 

i) (使)  (二) 

法 を 正す が 如くなら しむべし。 唯 だ これ をし へたげ 仕 ひて 勞佚を 時な は ざれば- 彼れ 

シ たま 

又. しく さかし らして 主人 を僞 るに 至る 也。 夫の 妾た らん もの、 是 れ又誡 にあ はれみ 

て 嫉妬 をな すべから ず。 我れ ここに 轉ーを 以てせば、 彼れ 豈 不義の 行 あらん や」 古の 賢 

女 は 夫の 子孫 繁昌の ために、 德義 ただしき 女 あれば、 我れ 是れ をす すめ 擧げて 夫に 仕 
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へしめ た るた めし 尤も 多し、 何ぞね たみ 悪む ベ き や。 

次に 待 二 外戚 一に 法 あり。 外戚と は 女方の 一 類 一 族の 事 也。 我れ 旣に 他家の 妻と なつ 

て 其の 家に あるじた るの 上 は、 己れ が 一 族に 依： £ をな して、 內緣を 以て 事 をな さん 事. 

せ しだ 道に あらず。 夫の 一族 をよ くした しみ 睦 じくして、 次に 己が 親類に 可 A 及 也。 諸 

事 ことん \ く 夫の 一族 を 先にして、 外戚 を 後に すべき 也。 聊の 音物たり と 云へ ども、 

夫に かくし 秘 姑に しらせず して 我が 一 族に 送らん こと は、 却つ て 親 を 親と する にあら 

二) 

^^.^  ^は… ざるせ。 ことに 夭 子の 后、 大名 高 家の 北の方 夫人、 我が 親類の 方 を 時め かし、 內緣に 

や, f 右， * ズ  (長 - 

^^^^1 よって 事 を 行 ふ は、 古來大 にこれ を 戒めたり。 婦人 は旣に 他人の 家に を さとな り、 そ 

のうめ らん子 は 他の 姓 を 次いで^ 家たり。 此の 處を 具に 心得べ き 也。 

次に 守, 節と 云へ り。 云 ふ 心 は、 女の 身 は 柔順 を 以て 德と 十と いへ ども、 義を ただ 

し 節 を 守らん において は、 更に 男子に ことなるべからず。 然れば 平生 志 を 立て 淫 佚の 

わざ をた さず、 婦人の 行義を 守らん 事、 是れ節 をた だす 也。 況ゃ男 他行して 其の 留守 

を預 り、 或は 時戰國 にして 夫の 生死 不レ 知の 場に のぞみ、 我れ あとに 留まる 折から あ 

り、 或は 盜^ にあ ひ 火事. 災難に あ ふの 時 あり、 各. - 婦人 節 をた だし 守ら ずん ば、 必ず 


見苦しき 事 出来るべし。 義 を不， 究、 節 を 不レ守 もの は賴 むに 益た し、 婦人 閑 門の 政、 

何 を 以て かこれ を 明に せんや。 而 して 一 たび 嫁して！： r 夫 死して その 身 未だ 壯年 なり 

と 云へ ども、 再嫁すべき のこと わりた し。 夫の しかた 日 比不レ 快と も、 尙ほ 以て 義を 

丄" 一つべし。 其の 身より 所な く、 再嫁せ ざらん には娥 死に 及ぶ と 云へ ども- 死 は 定まれ 

る 所、 いづれ か 死 を 遁れぬ 身 也、 節を變 じて 再嫁 せん は 義と云 ふべ からざる 也" 古來 

節 を 守 りし 烈女 尤も 多し、 これ を 以て 其の 身の 鑑と す ベ き 也 G 

ニニ  (三) 

てん V い  しさい  /(wn 

ゥ：) 最も 重 次に 夫の ために は 斩衰 三年の 服 也。 夫の 父母に も靳衰 • 齊衰 三年の 喪 あり。 本朝 令 

募 服、 裁ち  .  ーフ  キ ， 

！ SMUf" に所レ 出、 夫 を 以て 父母 に准じて 一 年の 服 忌な り C 是れ節 を不レ 守して は 難， 行 こと 也。 

(三) 右の 次  お むね フル 一一  キ フ  テヲ スト 

-ifi 右 大概 事レ 夫の 作法と 可レ云 也.^ すべて 婦人の 禮以ニ 柔順 1 爲レ 本、 己れ が理 をた かぶつ 

(四) お 令. 

て さか しらせざる を 以て 敎 とすべ き 也 e 婦德. 婦言 • 婦容. 婦功を 具に 究理す るに 

(さ 

二  〈ク  (S) シ  チ スルサ ウリツク ン シゥヲ ハ  --ク  ス. んノヲ 

一 5- 一  あるの み 也。 白 虎通義 曰、 婦人 之贄、 以， I 棗 栗 殿 脩 一 者、 婦人 無二 專制 之義、 御 ， 衆 之 

( .一 こ た プき 

^^0^^^ 任； 交接 辭讓 之禮、 職 在， 1 供養 饋食之 間； 1 也。 故 后 夫人 以二 棗 栗 條， 者、 凡 

肉 脩 陰 也、 棗 取 二 其 朝 早 起； 栗 戰慄目 正 也と 云 へ り。 婦人の 禮 大方に き はむ ベから ざ 

る 也。 

夫婦 之 別  五 二 九 
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一二 總 じて 夫 li の^を 論ず 

師曰 はく、 "勿の 家人の！^ は 象 を をさむる の 象 を 論ず。 されば 家人と 書いて いへ と： リ 

フ セ ィヂ ケモッ 

£j)  有 じと よみて、 則ち 閑 門 婦人の ことに なれる 也。 しかるに 家人の；：^ の 初 九に、 閉 有 

亇 ともよめ 

レ家、 悔 亡と 出で たり。 初 九 は 家 を をさむる の 初と する 處也。 閑いで と は 法令 を 立て 

如し と あり  キ ル  (た) 

夫婦の 間に 別 ある 道 を可レ 守の ゆ ゑ 也。 夫 II ここ に^あ つ て、 男^の 道 たっとき は， 

人倫の みだり なること あらざる を 以て、 家 を たもつの 本たり と 云 ふの 心 也" 彼の 禮は 

始レ謹 二 夫婦 一と 云へ る も、 此の 易の 心なるべし。 されば 夫婦 は 至ってし たしく 睦 じき 

事 * 父子 兄弟より 重きに 似たり といへ ども、 其の 間禮を 正し 法 を 立て 其 の^を 不レ明 

とき は、 相 馴れ 相 習 ひて つ ひに 淫亂 無作法に 至るべし。 是れ 尤も 可， 愼のゅ ゑん 也。 

故に 宮窒を 作る に 內外を 隔て、 夫 は 外に 居て 男 事を辨 じ、 女に 內に 居て 閱門を をさむ。 

夫 無：， 故して は 靈內に 入りて 不， 居、 婦人 猶ほ 以て 外に 出づ る ことなし ノ而 して 飮 食す 

る こと、 男女 一 處 にあつ まりく らふ 事な し。 衣服 夫婦 一 處 に不， 可, 置 * 諸道 具と もに 

別にいた して 互に 不二 相 用； 心 易しと 云 ひて 同じく ゆあみ あら ふ 事な し。 さるに よつ 


(二) 衣 かけ 

(三) 内 則 為 


i 


(五) いづれ 

i 遊 S を以 

て 身 を 立て、 

一？ 5 雾 たどの 座 

興 をた すくる 

5^-^ をい ふ 


(六) 前 出 丘 

文莊 i 同人、 

11H ハ九 10!! 參照 a 


て內則 曰， 不 H 敢懸二 於 夫 棹魏； 不 1, 一 敢藏ニ 於 夫 之 篚笥； 不 11 敢共 ニー？ S 浴 1 と 云へ り。 又 曰、 

夫婦 之禮， 唯 及 二 七十； 同 藏 無， 間と 也。 七十 以前 は 常に 禮を 守りて みだり が はしき 

ことたし と 云へ る ことせ」 禮曰、 男女 有, 別、 而后 夫婦 有 J 我、 夫婦 有 而 up 父子 

有レ 親， 父子 有レ 親、 而尸ロ 君臣 有レ 正と 云 ふなれば、 夫婦の 間 を 以て なれ 一 ぷの樂 とす 

ベから ざるせ。 淫佚 を專ら とする 輩： li 平生 內窒に 居て、 常に 狂言 綺語 をな し， 或は 歌 

舞 をなら はし、 或は 琴瑟を かたで しめて 是 れを晝 夜の 樂 とし， 猶 ほさかんなる は 外に 

.  i) 

けいせい しらべ 5 し 

出して 遊樂を 弄び、 朋友 を 招きて 是れを 見物せ しめ、 つ ひに は 傾城. 白拍子 を あつめ 

て 放逸 無 懒の遊 をた し、 禽獣の 行跡 をいた し、 是れを 以て 人間 無上の たのしみ 也と 思 

ふに 至る。 是れ 夫婦 男女の別 なきより 如，.^ の禮 をみ だり、 道 を 失 ふに も 至る 也。 

瓊山丘 氏 曰、 夫婦 之 謹、. 14, 於 正 n 男女 ノ之位 1 而分 * 別 之 上、 人君 旣正， 身修， 德、 以閑 

レツ ヲ  ズ ジテ 二 アツ クシ ヲモ チヒテ ヲ  テ キ  ヲ  二  シム  ノ ヲ>- トグラ  ノ 

其有レ 家、 叉必命 レ官， 惇 ， 典庸 A 禮、 以敷ニ 德敎於 天下； 使 一二 天下 之 人曉然 知 ニ大防 

之 所,， 在、 男 盡ニ男 之禮； 女 盡ニ女 之禮； 各 4- 二 其 夫； 各婦ニ 其婦ー 以， 是 成， 孝敬 厚二 人 

倫； 美，|敎.^ー移，1風俗； 則 治平 之 基、 於 X 是乎 立矣、 三代 之 盛、 率 循， I 此道； 漢唐以 

來、 治雜， 一 於 伯； 甚 而以ニ 夷狄 i あ、 而不， 知 ik; 宋 世雖. 稱 k レ文、 然藩服 郡邑， 


夫婦 之别 


五三 一 


人 の 1 
n じ； 5 Si) 


iT.l 門 忖 閭 し 紫 
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皆 置 n 營妓； 而名 爲 二士 大夫ー 者、 亦蓄， 一 歌姬； 時 或 出 以^  J^、 而 人家 所：^ 謂 養 レ：^ 

UicJ に t 者、 又 皆 立 二 契 典-雇、 至 1 手 胡 元 入 二 中國； 五 者 之倫靉 盡而 男，^ 之 一 倫尤 我 朝 承 二 

/#グ A 

9  f  ノヲ  ク  <  ヲ  チ テリ  ヌ  タビ 1 ツバ スレ 7  3 へヒセ  へナゾ ラフ レべ 

其 後一 痛 加 二 禁革ー 立 爲， I 官吏 宿娼之 律； 士夫 一 有， 犯 i、 終身 不&、 宋朝視 

ヒーん SL,、 レ我、 有 レ魄 多矣、 昔漢承 こ秦人 刻 之 後； 一 切 反 二 あ 所 4r 然 路 溫舒猶 謂、 秦か 一十 

( 二 一〕  ？？！ ： の 人  ホ、 ( )  -  T  ,  、  ， 

^^p^ 失 一 其  一 ^存、 今 元 之 弊政 汙習、 固 已沉掃 無， 餘矣、 然 猜不レ 免 レ有二 一  之 尙存， 者、 

へ循 吏たり、  キノ  ハノ  リ 

U^^J 男女 之 無い 刖也. 今 燕 • 趙 • 齊. 晉之 域、 古所い 謂 中州 也、 き， 古聖 帝 明 王. 大賢 君子、 

お 刑 も 述べ ッ ■  L  レ 【さン  - 

せらる 族 過 化 存神之 I、 禮義廉 恥 所ニ自 出 一也、 而今 問 胸 之 下、 貧 下 之 家、 內外尙 無二 限隔； 凡 

至 K 男女 同, 坑 而寢、 夫婦 以, 名 相 呼、 翁 婦嫂叔 之 不二 相 廻 避； 繼父繼 母 之 子女 相 S 爲昏 

配ハ 諸 如 二 此類ー 者、 尙 或有レ 之、 乞敕二 有司； 痛 加ニ禁 約；  一 二 洗 戎 夷之 餘 义ン, 盛 

代 之 文明； 毋， 使：： 一片 翁寸 類、 以爲， 一大 1 之站， と 云へ り。 

おごり 

世 久しく 承 平にして は 人 多く 奢 をき はめ、 家の 職業 をつ とめず、 唯 だ 利害 を 事と す 

るに 至る。 而 して その あつまる 處の利 を 以て 皆 逸樂の 便りと 十。 逸樂は 山に あそび 水 

を 一び、 放鷹 • 漁 魚 • 花見 • 月見と 云 へ ども、 其の 究 まる 處は 酒色の み 也。 酒 又 色の 

媒 なれば、 必竟色 を 以てする にき はまれり。 色 を 好む の、.： ：- ふかきと き は、 .J<- 下 を 求め 


て も不， 可 レ盡が ゆ ゑに、 家々 に 歌舞 遊興の 妓女 をた く はへ、 是 れを賫 買して 身の 渡世 

,^  ^  もら  ンカラ  カラ 

とし、 これ を媒 して 口 を， 鏰 ふに 至る 事、 是れ 男女の別 不， 正、 夫婦の道 不， 全が ゆ ゑ也リ 

而 して 其の 風俗つ ひに 禽獸の 如く、 はて/ \ は 口論 喧嘩して 身 を 失 ひ、 疾病 勞虛 して 

早世し， たま/ \ 世にながら ふる も >  業 をつ とめず 職 を 守らず して、 君に 仕へ 父母に 

孝行 あるべき ゆ ゑんな し。 是れ 父母より うくる 身、 君より 賜 はる 祿を 以て、 ことん \ 

く 色の ために 抛擲す、 忠と云 ひ 孝と 云 ひ、 一 つも 其の あたれる たし。 忠孝と もに 不 

レ 行ば、 君 を も 君と せず、 父母 を も 父母と せず して、 道 亂れ家 やぶるべし。 必竟國 家 

の 大 亂亂臣 賊子の 出づ る 處は此 の 間に ありぬ ベ し。 しかれば 夫婦の道 は 至 つ て微た る 

に 似たり といへ ども、 其の かかる 處 尤も 大也、 豈 おろそかに ゆるがせに すべ けんや。 

人倫の はじめ なれば 也。 人々 各.' 此の 心 を 以て 其の 敎を 守らば、 一家つ ひに 全 かるべ 

き 也。 

朋友 之 信 

一三 朋友の 交 を 明に す  ， 

朋友 之 信  五三 一一 一 
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師曰 はく- 人 平生の 交り 皆 朋友 也- 其の 間 親疎の 差別 ありと いへ ども. ともに 是れ 

他人の 交り ある を 以て 朋友と す。 君臣 父子 夫婦 兄弟 は 人倫の 親しむべき ことわり 也。 

而 して 外人に 交 は るの 道 各.' 以て 朋友 なれば 、 朋友 の 交り 明 に 格 致せ ずん ば ある ベ か 

ら ざる 也" 曾 子 曰、 以, 友輔， 仁と 云へ り。 今日 朋友に 相 交 はりて 互に 切 礎し、 心の ゆ 

マツ テ ヲ 

く處を かたり 云 ひて、 ともに 其の 非 を 改めな ば、 德 の^けと なるべし〕 其の上 須レ友 

而以 成と 云へ る こと あり。 互に 隔 心なく 是非 を 相 語りて、 ここにお いて 各. -所レ 厲 の 

ル . ？フ ズ 

道 も 成就すべし。 朋友の 道 聊か おろそかに 不レ 可. 存也。 案ずる に、 朋友に 品 あり。 心 

友 あり、 心 友と 云 ふ は、 志 同 而道合 者 也、 これ を 同志と も 云 ふべ し。 氣質相 類し 志 ひ 

としく 同じ 道 を 好む もの は、 心よりの 友 也。 面 友 あり、 面 友と 云 ふ は， 我が 朋輩 同職 

同 組の もの は、 各. > 是れ 君に 仕 ふるの 友 也と 云へ ども、 互に 隔心 をな し 遠慮 多く、 唯 

だ禮を 高く し詞を 厚く して、 面 向の 近付 朋友までの 事 也。 朋友の 間、 此の 兩般 を不， 出 

也。 

次に 朋友 相 交 之 道、 以ニ 忠信 ー爲， 本、 以 ニ禮義 ー爲， 節、 以レ全 J 父 爲レ用 也。 云 ふ 心 

いつにり  かたま 

は、 我が 心に 偽 を かまへ 人 を だまし、 ^しき 心 あるか、 彼れ がた め を 次に して 己れ が 


(二)  s$ 

而篇第 s:tj3 の 

1^3子の言なり 

(三〕 古本 大 

S チの傳 第 六 章， 

伍し 交北-, 於 

信-に 作る-. 第 

十一 卷ー五 四 

i お 


門に て、 最も 

內の門 をい ふ 

(五) 正しく 

立って 首 を 俯 

する こと 

(六) 論語 公 

冶 長篇第 十六 

章 

(七) 齊の大 

夫、 名 は 嬰、 

平 は！！ なり。 

i お出 EI. 一 ハ八頁 

00 


(二) メニ  ノ パテ  チラ  (三) ト  f  ；  一-'  A  ナラ 

利 を 先 だてて は、 皆 巧言令色の 交 也。 爲， 人 謀 而不， 忠と云 ひ、 與ニ國 人 一 交 而不， 信 や 

と 云 ふ、 皆 朋友の 道 なれば、 忠信の 心 あらず して 其の 人 を 友と せん は- 互に 人 を だま 

し 偽りて、 己れ が 利 を專ら とする の ゆ ゑん なれば、 交の 道に あらざる 也。 而 して 久し 

く 交 はり 遊ぶ と 云へ ども、 禮節 を不, 可, 亂也、 義理 を不, 可， 違 也。 たと へば 心 易く 云 

S-) 

ひか はして、 枕 を 並べ てと もに ね ふし をいた して 語り合 ふ ほどの なから ひなり とも、 

立 居往來 言語 飮食 すべ て禮の 可, 有 節 を不レ 失が 如く 可， 仕 也。 禮を失 ふが ゆ ゑに 義に 

かくる 處 出来て、 つ ひに 朋友の 道 を 失 ふに 至りぬべし. - 曲禮 曰、 凡與, 客ん 者、 毎， 門 

讓ニ於 客； 客 至ニ寢 門； 則 主人 請 二 入 爲^, 席、 然 後出 迎， 客、 客 固辭、 主人 獻ク， 而 

入、 主人 入 レ門而 右- 客 入 レ門而 左と 也。 是れ禮 の 可, 有の 節 をし るす 也" お 子 曰- (口 I- 

ク ト  ルシ テス レヲ  ル" 

平 仲 善與， 人 交， 久而 敬， 之との 玉へ る も、 禮 を不レ 失の いひせ。 しかれば とて、 平生 

の 交に 常に 戒め 守りて 膝 を も不, 甘と 云 ふに は あらざる 也 C すべ て 禮は節 文 ある もの 

たる を！ t て、 其の 節 を不， 失 を禮の 用と する 也。 節に 大方 物の 始末 中に ある ものな り。 

始は 何事 も その 事の はじめ ゆ ゑに、 必ず 互に 禮を なし、 辭讓を 以てすべし。 末 は 事の 

終りに 叉禮を なすべ きの 節 あり。 中 は 事 久しく 長き その 間に は、 一 度 も 一 一度 も か へ り 

朋友 之 信  五三 五 
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みて 其の 事 をた だし、 みだれざる 如く 相 守るべし、 是れ禮 の 節 也。 行住坐臥 二 F 語 ■ 

飮食 • 衣服 勞 佚の 間、 皆 以て 節 あり、 其の 度々 に禮を 厚く すべき 也。 禮の ある 處は義 

ル カラ r 二  ハク 

(じ 朱. ナの かくる ことなし， 禮 そむけば 義 かくる を 以て、 朋友の 交り 不レ 厚也。 程 伊川 曰、 近世 

I^^-.M^K^^  一一, テ  プ、 ルプ シ  クミ スト チ キヲ  ス  ブ、 トキノ ゾク シ カー， ン シ セパ シカ ラン フプ 

に.. マつ  淺薄、 以 二相 歡狎 1 爲 n 相與； 以， 無- 1 圭角 1 爲 二相 歡愛； 如， 此者 安能 久、 若 耍义、 

P^^M ノ疋 恭敬？ 横 梁 曰、 今 之 朋友、 擇， 1 其善柔 1 以相 與、 拍レ肩 執， 袂以 爲ニ氣 合； 一 言不 

- この ハ  ハル  ノ マジ ヘリ ハス ノ  リチ ラン r ヲマ  ニテ  1 一  トス ルノヲ ハ  二 

五 ， 合、 怒氣相 加、 朋友 之 際、 欲 二 其 相 下 不 U 倦， 故 於 二 朋友 之 間； 主； I 其 敬 1 者、 日 相 

こ h . つ 

親與、 得 レ效最 速。 

次に 主客 その 位 不二 相 敵； 貴賤 ひとしから ざると も、 相 交 はるの 時 は 互に 禮を あつ 

カラ (三) ハク サシ ハサ マヲ マ ヌ 

(5  i 単 下 くして、 己れ が 貴き をた かぶらず、 さしはさむ 不レ 可。 孟子 曰、 不レ挾 レ長 不レ挾 レ贵と 

(S- 曲 確 下 はこの 心 也。 曲禮 曰、 大夫士 相 見、 雖ニ 貴賤 不 r 敵、 主人 敬 い 客、 則 先拜レ 客、 客 敬 二 

主人； 則 先拜， 二 主人 一と： 【でか も， 是れ相 交 はるの 間 互に 禮を 不， 忘の 心 也。 而 して 全レ交 

と 云 ふ は， 朋友 親しと いへ ども 本と 他人 也、 朋友の 交 を 以て 父子 兄弟の 如く せんこと 

は 甚だ あやまり 也。 世人した しく 交 はって は 父子 兄弟の 思 をな すが ゆ ゑに、 やや もす 

れば 其の 問に 恨出來 て、 交つ ひに 不レ全 也。 たと へば 朋友の よろこぶ 如くいた さんと 


思 ひ、 朋友に 能くお もに れんと 思うて， 不, 入處に 深く 心 を 入る る こと ある を 以て * 

その 事 末までと どく ことに 不レ 有が ゆ ゑに、 つ ひに 人に 恨 みられ、 人 又 報い ざれば 却 

^ き * ほ 上 つて 我れ かれ を 恨む。 是れ理 に不レ 中して、 交の 道 を 不二 糾明 一が ゆ ゑ 也。 曲禮 曰. 君 

子不， 盡 二人 之歡； 不， 竭 二ん 之忠； 以全， 交 也と は、 此の 心た るべき 也。 程 子 曰、 人 之 

、-、 /  1  ケルャ  一一 メ ヲ-ー \ ヲ テツ ンヲ (ナ、 ) ハ ル ニノ ミ  ル  ゲテ ヒ クモ セテ テ. <  ノ 

だき ま」 ^ 於- - 朋友 一 修：^ 身 誠. k 以待， 之、 辣.. 牧在， 人 而已、 不，， 一 巧言令色、 曲 從苟 合、 以求， I 人 

0  之與； - 己 也と い へ り。 我れ に 忠信の 心あって 招 交 li るの み 也 C 是れに 親しまん 人來 

りて 友たり、 是れを 以て 快と せ ざらん 人 は 去って 友 たるべからず、 求めて 交 を 快くせ 

んと云 ふに は あらず。 但し 來客を もてなし * 大賓を 馳走 可レ 仕に は、 其の 人の 喜び 快 

からん こと をた して、 其の 人 を饗應 十る にあり。 我れ 是れ を不, 好と 云 ひて、 其の あ 

おろそか  シ ん 

る じ まう けを錄 にせん こと は、 是れ理 を 立てて 人 を 蔑 如す るに 可， 成。 しかれ ども 人 

の 害 と た り 大に邪 な らんこ と は 云 ふ に 不ン及 こ と 也-) 賓客 を も て た す と 云 ふと， 朋友 

に 交 はると 云 ふ は、 同じ 內に 其の 心得 あるべ き 也。 

0^ , ^に 取， 友 之 法 あり。 取レ 友と 云 ふ は、 我が 方より このみて 近づき 友た るの ことせ。 

び.. l-glT 篇 第な (七) シ トス ル ル シ * レニ ヲ 

E 章 LSY- 勿レ友 一一 不， 如， 己 者 一とい へる の 心に ひとし- 人の 德才 己れ に まされる もの を 擇んで 
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(一) 遊お、 

字は定 夫、 宋 

の «*、 世に 

«平先^^^とぃ 

ふ。 建 陽の 人、 

二  S: 壬の 門下 

にして、 太 常 

ト にて 終る。 

i« 述 に易說 • 

孟子 雜解等 あ 

(二) 孟子 萬 

章 下 篇第八 章 

に出づ 

(ス) 論語 子 

张篇第：^^章に 

出づ 

S 范 祖禹， 

前 出？ I 三 

照 

(五) 一本 文 

* に 作る 
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是れを 友と して、 其の 言行 知識 を學 ぶべ し。 世人 皆 己れ が廣才 に， u 慢 して， 己れ に ま 

される 友 を 嫌 ふ を 以て、 我が 德義 才知す すむ こと あらず。 廣平游 氏 曰、 孟子 之 論ニ尙 

友 一也" 以ー 1 1 鄕之善 士一爲 レ未レ 足、 而求ニ 之 一 1 一 以ー I 一  國之善 士ー爲 レ未レ 足、 而求ニ 之 

大下； 以， 一天 下 之善士 1 爲 X 未レ 足、 而求 1 一之 古人； 無 レ友ー I 不， 如， 己 者； 尙友之 道 也， 

ヌテヲ ビテ レ ル It ハ レヲチ キノ ヌ-ム * テ ノヲル  シテ 二 凡 (II  一)  t  ノ 

求 n 得 賢者； 尙而友 ， 之、 則 聞 二 其 所 U 不， 聞、 見 二 其 所- 不， 見、 而 德日 起矣， 此仲尼 

所,， ー以期 二子 夏 之 曰 進, 也、 華 陽范氏 曰， 與 T 賢 二 於 己一 者 上處、 則自 以爲， 不， 足、 與二不 

レ如， 己 者 ー處， 則自 以爲レ 有い 餘、 自以爲 ぃ不， 足、 き 日 益、 自 以爲， 有， 餘、 則 日 損と い 

へり。 而 して 益友 あり 損 友 あり。 益友と 云 ふ は、 我がた めに 益になる 友の こと 也。 德 

義 あらん 人 は 云 ふに 不レ 及、 文字 才藝多 聞の 人、 言語 政事に 通ぜ るの 人、 各.' 以て 我 

がた めに 益 あり。 況ゃ 老年の 長者、 事に なれたる 人、 皆 今日の 益 多し。 損 友 は 我が 德 

を 失 ひ 我が 知 をく らまし， 少しつ とめた る 事 も 交 はりて 忘失し、 我が 非 をます の 友. 

皆 損 友 也。 されば 富んで 勢 ある 人、 酒色 を專ら とする 人、 遊樂を 好む 人、 利害に ふか 

く 巧言令色の 人、 是れを 損 友と 定 むる 也。 富んで 勢 ある 人 は 必ず 奔 あり、 高慢 あり、 

無禮 也。 此れ 德に 彌. -と ほざかる 基 也〕 酒色 遊樂 を專ら む 人 は 業 をお こたり 職 をす 


頁し、 篇 S£^、G 

g 第？？ 

出 章 語 九 語 
二 季章 


て、 忠孝と もに 失す" 利害に ふかく 巧言令色の 人 はこびへ つら ふこと を 以てよ しと 

す、 少事 にも 利 を 本と 十、 至って 小人の わざ 也。 是れ 等の 人 を 友と すれば 我が 志 次第 

に 損す * 故に 是れを 損 友と 云 ふ 也。 孔子 日- 居 二 曰 I 邦 一也. 事 二 ぁ大. Hs: 之 賢^; 友 一一 其 わ 

ヲ (七) 〈ク  ァリ， クン ユー ヲ、 シヲ  V スし ハ ヲ ュ .ー シ  ヲ 

之 仁者？ 又 曰、 签者三 友、 損 者 三 友、 友レ直 友., 諒 g 友 二 多 聞, 签矣、 友， 一 便 辟, 

友-一善 柔 1 y」 ；媚 友， I 便佞- &ロ 損矣と あり。 元の 許魯齋 曰、 凡 14.k、 必須 ァ 趨向 正 當- 

切 礎 琢磨、 有：， 益 二 於 己, 者 h 若 乃 邪 tti: 卑汙、 與ニ夫柔ili^不，情、 相 誘 爲， 非 者； 謹 勿 

ヅ f  , 一  レヌ 

A 近.. 之。 

次に 交遊 之 法 あり。 それと は 明 ,德 を 本と すべ し。 君子 小人の 趣 を 考へ 、 王者 •  ：sij, 

ifl- 三? ST の 志 を はかって、 我が 心 を 改められ、 友の 志 をた だす、 是れ まことの 心 友せ： 孟子 曰 • 

セ ムルハ ヲ 

責 ， 善 朋友 之 道 也と は 4 一一の 心 たるべし。 而 して 文 學の事 井に 古今の 事 を聽 きて、 其の 

才を まし 其の 知 を 明に すべし。 語り 咄十ぺ きこと は、 物の せんさく； お. IT 面々 の 家の 

を さめ やう、 身の 取り ま はし， 其のよ からん と 思 ふこと を も 語りて ただされ、 尤も あ 

(一 0 一 曾 子 〈 テ ヲシヲ テ？ 

二-こ S しき-七 入た らんこと は 明に つげて 互にい ましめ と 十べ しこ 君子 以， 文會レ 友- 以レ友 

一- - SS  . 一一，  ，一  ：」 . 

輔ン 仁と は 此の 心た るべ し e 交遊の 間 可，， 戒の事 あり、 自分の 高馒 立. 理事 あるべ から 
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ず、 朋友の 過と 思 ひながら 包みて 不レ言 、 怨を かくして 其の 人 を 友と 十る こと、 富 *x 

を 挾み 知 を 挾み 多 聞 を 挾み 年た けたる を 挟みて、 無禮 緩怠の 事、 世上のう はさ、 君 父 

かげ ごと  キズル  はなし 

の 非、 愁 じて 人のう はさ 影 言、 尤も 可 ニ戒守 一也。 ？ル ゃ淫亂 の咄、 利害の 趣， 佚 游酒实 

亂舞淫 聲の昔 曲、 是れ等 を 以て 一座の 興 を 催す こと ありと いへ ども、 惡に 流れ やすき 

(残〕 

(一) くろの 心なる を 以て、 速に そのえ たらん 方に 堕落す る もの 也。 ことに 士 たらん 輩聊も 弱 を 

染料  ( 一 )( 虽) 

0 一) 魔の<  I- 孔 だんこ は、 自 、レ もこれ に 移りぬべし。 くりに すれ どもく ろまざる の 質 はまれに して 

字 は K 淸、 公-  ン，，  (しに ヒン 

遠くへ だてても 移り やすき は 色 酒 利欲 なれば、 甚だ 不レ戒 ば あるべからざる 也。 柳批 

.1/.:1、とし<る。  ，r ヘン 7 ム. -ノ ヲ  ラ乂  7 ズ  ンゼ ヲ  ケ モシ テ  レマ  ウレへ ノ 

柳 作 嘗著， 書戒， 1 其 子弟 1 の 略に 云 はく、 自求 11 安逸； 靡， 甘ニ澹 泊； 苟利， I 於 己； 不 k 一-人 

りて rri4- を W  ヲ  ウス  バ  ヲ クラ クズ 一一  ギ ジテ ヲ  キマ  ニク Y  ム 

^.M^ 言 一 不レ知 二 儒 術 一 不レ悅 二 古道 一 懞 1 前經 1 而不レ 恥、 論- 1 當 世- 而解， 願、 身旣 寡， 知、 惡 n 

H づ  ノレ ヲ  V レー； ハヒ しヲォ モネ ルレ ニハビ レヲ ダミテ  フ  ク フ r  マ  キチハ  ヲ ミ 

身に 衣 人 有 14^、 勝レ己 者厭レ 之、 俊 レ己 者悅レ 之、 唯樂ニ 戲談； 莫レ思 二 古道； 聞 二人 之 善 1 嫉 

を まと..！ も  レプ や- 厂 ハノ ヲ tt- レヌ  シヲ  シヲ (三) ラニ リ！ 4- トゾ ナ ラン ビ £  r  y  . 

下僕 は is レ之、 聞； 一 人之惡 ー揚レ 之、 浸 づ潰頗 僻 一 銷 TT 刻 德義； 簪裾徒 在、 瞬 養 何殊、 崇 T1 好 優游； 

ヽ 『ン 0? 1  リ ミ ゲソ 一一 テ ム プヲシ  ト  テ ムルヲ ヲス  卜  ノ (五) ノ  ノ  二 レモ 一一 ト ジク 

と  耽 n 嗜越籐 一 以，， 啣， 杯爲， 一高 致； 以&  A 事爲ニ 俗流 二  J  。 宋范益 謙 坐 右銘、 與レ人 同 

(ffo  0^  レバ  カーフ つ ゾ  ヌ チハ ノヲ トカラ  ティ キス 

な 5。 は 一； r』 處、 不 .可ま 擇ニ 便利； 見 二人 富貴 一 不. 可 二 嘆 羡詆 毀？  i レ Js¥ 

にノ モク 4 

次に 賓客 招請の 禮 あり。 賓客の 位を考 へ、 我が 招請す る ゆ スんん を 計り、 其の 相應に 


少し 踰 えて 奔走 十べ し- 飮 食の 饗應尙 ほ 以て 然り。 禮節 においてに 事々 に 時宜 あるべ 

はるが せ  カラ ス 

し、 聊か 忽に 不, 可, 爲。 世人 或は 節 を こえて 結構して へ つら ひに たり..、 或は 理を 高ぶ 

つて 雖， 一高 貴人 ー敢 へて 不二 馳走； 皆 己れ が 趣向に まかせ 世の 情に 順って、 天理 自然の 

節 文 ここに かくる に 至れり C 尤も 可, 愼也。 

一 四 師長に 事 ふるの 義を詳 にす 

師曰 は く、 凡そ 天下に 三の 本 あり C 父 生, 之、 君 養, 之- 師敎， 之. 此の 三の 者、 一 

も缺 きて は 本不， 立 也。 世人 皆 君 父の 可, 敬 可, 貴 こと をし ると い へ ども、 師の 恩の 甚 

だ 深 重なる こと を不， 知が ゆ ゑに、 師道つ ひに 不， 立 也 C 師に品 あり、 一事の 師 あり、 

それと は、 何 ごとに よらず 一事 を習學 する こと 也 C 諸藝文 學の師 といへ ども- 皆是れ 

一事の 師也 C これ 以て • に 致さば 其の 習學 我が 用に 不, 可， 立 也。 その ゆ ゑ は、 なれ 侮 

り て つ つ し み 不レ學 ば f」 C 師を 重んじ て 其 の 一一 一一 n 行 を お ご そかに して 其 の 恩 を 重 ん ぜ ば 、 

其の 信に したがって 其の 事と との ほり、 分々 の 用に 立つ 處 あり、 是れ 師道 を 重んずる 

ゆ ゑ 也」 P ルゃ 聖人の 學を 知りて、 天地 一 體のゅ ゑん を 知り 明らめて 更にと どこ ほる こ 

朋友 之 信  五 四 一 


( 一 ) 名 は 愈. 

ti は 文， ns お 

^に fSl 封 せら 

る。 ゆ-代の 大 

文章！ にして、 

父||.!^:なり。 

柳宗 元と 並べ 

て^ 柳. 0 稲す „ 

その 師說は 瑰 

栄八  文卷 1 

に 出づ 
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ダラ  二  ー  -- .P ラナ ル 

となき 人 は、 其の 首 行 未 レ至ニ 聖人 1 といへ ども、 つとめ 學 ばば 則ち 聖人に 不レ 可レ異 ば、 

此れ 大 下の 道 師也。 この 人に つかへ 學ん で、 人の 人た る わき まへ を 知りて、 旣に夷 狄 

禽獸に 可, 陷の 我れ この 師のゅ ゑに 始めて 其の 道 を 知り て、 君 父の 忠孝 子弟へ の 慈愛 

ここに 誠 をつ くす こと を 得る の師 は、 天下の を尋 ぬと 云 へ ども 不， 可レ 得の 師 なれば- 

此の 人 を 以て 信の 1; と は 云 ふべ き 也。 我れ 今日 世に 生る る こと 不レ得 レ^して 天の 命な 

/  や， L な ひ 

れば、 父子 は不, 求して そな はれり。 生 ある もの は 必ず 養 あり、 責賤 貧富 は 差^ あり 

といへ ども、 養 はれず して 死に 及ぶ 輩 も 殆ど まれ なれば、 世 以て 君 多し。 如， 此の 師 

は 千歳の 希 遇なる ベければ、 師を 重んぜん こと は 猶ほ君 父に まされり とも 可レ 云。 し 

かれば 師道 を 立て、 師を敬 ひて これに 事 へん こと、 子の 父に つかへ て 祸ほ義 あるが 如 

く、 臣の 君に つか へ て猶ほ 親の あるが 如く こそ ありぬ ベ き 也。 唐の 韓退 之師說 曰、 古 

ハズリ  へ  ノ モノ へ ヲ. K ヲク ヒ？  ズ レナ， カラ ニズ A  7  二  ンカ ク カラン ヒ 

之 擊者必 有 A 師、 師者 所ニ以 傳 k 受：， 業 解 U 惑 也、 人 非 二 生 而 知：， 之 者 一 孰 能無レ 惑、 

あぎ 不. 從 Ai、 其爲 k 也， 終不 r 解矣、 無. 貴 無. 賤、 無. 長 無 A 少、 道 之 存、 師之 

所， 存也、 嗟 乎 師道 之不， 傳 也久矣 云々。  ， 

今 案ずる に、 世に 師を 重んじ 責 ばざる こと は、 門人 弟子の あやまり にあらず、 師た 


へ 5 周^.1 るの 道不. Z 明ば 也。 師 たるの 道 明な らんに は、 誰か これ を ノ i 乎。 師 たるの 道 ラ 

S 絲錢 5? び こと、 是れ又 ことわり 也。 聖人の 道 を しること は 世々 人 多し といへ ども、 隹だ 文學卞 

太 極 S 說. 通 く，  ニニ 

藝 のみに して 殆どな し。 孟子 沒 して 千歳に 滿 ちて、 宋の周 子， ず J を傳 ふといへ ども- 同 

M^^^ 子 道を傳 へて 已後、 或は 理に はしり 或は 事に 惑 ひて、 聖人の 道 沈 41 す。 宋 二 兀. 明の 

づ  . 

へ J 一ね 前 出 六 儒者 各.' 異見 をと いて 道彌. > 遠し C これ 師を 貴ぶべき に處 なき ゑん 也。 しかしば た 

お名^け . とへ 如， 此の 師 にあらず とも、 師 たらん 人に おいて は 敬 ひっつし みて その 事 を 重んず 

1 ぽ輔 る 事、 是れ師 の 道 をた つると W ふべき 也。 S) ぁ呂氏 nP  (i 陽修 レーア P 古 之 

ト しも s 穿の ノヲ 二 メル-一 シ ク メレ- - , .,  一 V  .  1  < 

^^^^ 其師" 師嚴 然後道 尊. 道 尊 き 後 篤 敬、 篤 敬 I あ {SE^ コ 於肊； B^;- 

^^^^ 於 用 一 I 後不 レ長而 不レ遷 云々。 古來 天子に 太師. 少師 の官 あり、 人君 レ臣の 友 あ 

f ぱ噹 IJ^^" り。 しかるに 我が身の 富貴 を さしはさみ 權威を 鼻に あてて、 師 といへ ども 不二 崇^? 

C の 言|&； 不一 1 崇敬 1 が ゆ ゑに 道に 志 十 處深 重な ら ずして- 其の 道 を盡す こと を！^ 得 こ 至る 也。 

1 木 八 家 文卷十 f 五) 

B^^. 儀禮に 弟子 職の 篇を 擧げ て、 師の敎 を 施す の 時 弟子 門人た る 人 ^ しみ 學 ぶの 禮 を擧げ て、 

S 纖に 晝夜 先生に つか へ、 つとにお きて 灑掃を 自らし、 先生 將, 食 弟子 跪 坐 fmii^ し， I テ 

あらす 管 子 ケテ ヲ ス ス レバ 

たり  受レ業 對レ客 自身 夜のと のゐ をな し、 敬んで 枕席 を 奉じ、 先生 旣に 射んで 各. -1^; 一せ ノハ 

朋友 之 信  五 四 三 


條 門 の 弓 
に 弟 死 上 C 
出 の に 篇 
づ服 L や '禮 

喪し 孔 き? 

のて 子 te 
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友 一而 切 礎す る こと を 論ず、 尤も 殊勝 也と 云 ふべ し。 §ナ曰>  國將」 k 必貴 而重 

フヲ • ビテ ヲ ンズ レバ ヲチ ス 二 ヘント ズ シミテ ヲ ンズ マ シミテ ンズ レバ ゾ^ リ 

レ傅、 責レ 師而重 ， 傅 則 法度 存、 國 將レ衰 必賤 ，師而輕レ^§、  0  , 師而輕 ，^^則.^有 

レ快、 き？ 人 有 レ快則 法度 壞と いへ り。 

(二) 二  〈ク ク\ ス ルガ ヌ ゲン，、  へク  チナ n 

次に 師には 服 忌な し。 禮曰、 若レ喪 ， 父而無 ， 服。 又 曰、 平 居 則經と 也。 此れ 心 喪 

也。 禮に その 品 を 出せり。 師は 父と 君と に 比すれば、 服 を せんこと は 君 父に 同じ かる 

ベ けれども、 師と云 ふに 品 多くして、 彼の 天下の 大師 はまれ 也。 大師た らん 人の ため 

に は， 靳衰 三年の 喪 を 行 ふと も 其の 恩不レ 可レ報 也。 それより 下 は 一 藝 一事の 師 のみな 

れ ども、 其の 名 はこれ を師と 云へ り。 これに ことん \ く 服：， お を 行 はんこと は、 不レ， 

のこと わり 也。 故に 定まりた る 服 忌 あらず C 問、 服 中 不レ及 I 師、 何 也、 朱 子 曰、 正是 

シ シ  ン ズ レバ ノヲ  キニト  シ カル ト (三)  ， 、ク  セ  ヌ  ハン 

一； lwl?s、 難】、 若 論- 其 服 一 則 tfi ハき 父-等" 也。 張 氏 曰、 聖人 不レ制 ニ師. N 服 一 師紋 r 定體； 

^^^\^ぉこ  ナ ルカレ  ノ マ \ レへ バレ 二 チレ  -I リテノ  ヲ  ^  ノ 

如何 是師、 見 M 彼 之 善； 而 己效， 之 便是師 也、 故 有,， 得 二 其 一言 一義， 而如二 朋友， 者 h 

リ  シ テキ  ノ  リ  メレ， カヲ  キ  ノ  ケン ヤー 一 アルレ ニニ 

响,， 相 親炙 而如ニ 兄弟 一 者：； 有,， 成 n 就 己 身 1 而恩 如， I 天地 父母 1 者 1； 豈可， ニ概 服-之、 故 

S) 白き 麻 聖人 不レ制 二 其 服； 心 喪 之 可也、 孔子 死 服 加 ， 麻、 亦是服 也、 却 不レ 得，^. 無, 服 也と 

め 衣の S 服 

出で たり。  . 


次に 五倫の 次 師に 不レ及 は、 師 は 君 父に 同じき を 以て 也。 君 父に つか ふるの 心を以 

て、 其の 師の輕 重に したがって 用捨 あるべ き 也。 或 問、 人倫 不レ及 レ師者 如何、 朱 子 

曰、 朋友 多而 師少、 以ニ其 多 者 1 言：， 之と い へ り。 只 だ 君 父 に准じて そのつ かへ をし る 

に あ る ベ き 也 e 

フ ル -ー 

次に 事い 長の 道、 是れ 弟と して 兄に つか へ 、 子と して 父-」 つか ふるに 相た ぞらへ て、 

其の 間に 心得 あるべき 也。 長者と 云 ふ は、 我れ より 年 まし 高年の 人： 或は 年に かま 

はず、 其の 爵 祿 役儀の 人より 長た る あり、 或は 我れ 官人 たらん に は、 我が 頭と してう 

やま ひ 貴ぶ 人、 家の 宿老 執權の 人、 或は 我が 父の 友た る 人、 皆 是れを 長者と 云 ふべ 

し- 然れば 長者への 禮、 聊かお こたるべからず、 自らつつ しみ 守りて さから は ず、 詞 

を へ りく だり 容 をつ つし みて、 節 ごとに 禮を あつく すべ し - 席 をお いて 長者の 前に 侍 

らば、 其の 席 K ごへ だてて、 長者の 聲屆 かん 處に 坐して 其の 命 を まつべし。 長者 近く 前 

へ 来れと あらば、 辭ニ 左右 一而 少し 進むべし。 而 して 容を 正し 手を揖 して、 視る こと 高 

からず、 顔色う ごくべからず。 暑と 云へ ども 不, 扇、 汗 をの ご はず、 身づ くろ ひせず、 

手足 をいだ すべ からず C 長者 問 ひ 玉 はずば 少者 言 を 出す ベ へ>ら ず、 若し 尋ね 玉 ふこと 

朋友 之 信  五 四 五 
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しゃたい  つつし  こた  (^.1^、) 

あらば、 左右に 色體 して 敬んで 對ふ べし。 言 を へりくだり- 長者へ さし あ ふべ. き 言 を 

不 レー K、 長者き きま ど ふべき が 如く 不, 云 也。 長者 をば 先生と 云 ふ、 これ 本朝の 尊 前. 

貴公 • 御前な どと 云 ふが 如し。 近くよ る こと ありと も 膝行すべし， 足 を 不レ. ^レ 出、 前 

に 物 あらば 是れを 脇へ うつす か、 又 かたはらより 進むべし。 而 して 飲食の 禮 あり、 給 

に  1 し、 記曲 仕の 法 あり、 道路の 禮 あり- 一 々しるしが たし。 其の 品々 を 糾明すべし〕 _ 、き) 禮曰、 年 

P0, 則 父 Ti 之； 十年以 長、 則 兄 n 事 之； 五年以 長、 則 肩 TT 隨之； 麵 § ，仏， I ハん之 

れに) g 友、 ぎ 不， 謂 二 之 進， 不， -敢 進； 不， 謂， 一之 退， 不， I 敢退； 不， 問 不二 敢對； 凡き ，- 長者； ^-. 

親. こ .  ズ ンジ R  マ モレ ナン. チノ ヲ ，  レバ バ カレ ザン ンスル I-  シ クシ ノ  * クチ..' ク— てし. レ 

必 安、 ぎ； 錢、 執ニ爾 顏； 長者 不. 及 毋二儳 言； f 言 1薦 、正 ，-、 爾容： 聽 必恭， - 毋，， 

ナウ セ ッスル r. -、 レ  スルノ  3 ズノッ レリ 二 セョ  ，■.  つ、  -, セ (-、 ヌ). ir 

■』 下、 動說ー 毋 n 雷同い p*s、 必則ニ 古昔； 稱ニ於 先王？ 長者 賜- 少者 賤者 不二 敢辭？  _ 

曲？  -ニ シ  一二 巧) セ  フルハル 二 

ぉて^^; 於 君子 一 不二 顧 望 一而 對、 非， 禮 也と 出せり。 すべて 洒掃 • 應對 • 進退 • 侍 御の 法、 唯 

00 だ 敬 を 以て 禮 とする 也。 詳に 其の 差少 儀に 出, 之 也。 

人に へ も 讓  -  (六) 二 ハク  ハ  ジ ウセ ヌ 

るべ しとの 意 次に 師友の 難の 事， 曲禮 曰、 交遊 之 讎不レ 同 ，，國 とい へ り。 心 友な らん ものの- 1 に 

ぉ篇 S1 れ して * その子 孫に 讎を 報ずべき 便な からん において は、 其の 身 これに 代る とも あやま 

^ J  ル カーフ ナル 

a  りと 云 ふべ からず。 況ゃ師 の 難 は 君 父の あだに 不, 可, 異也。 但し 子孫 あらんに おいて 


は不レ 可レ然 也。 しかれ ども 如 レ此事 天下の 制 法に 不レ從 は專ら あやまり なれば- 國 家の 

制 を 具にして. 而後に 究理す るに あるべき 也。  • 

總論 五倫 之 道 

師 嘗て 曰 はく、 凡そ 聖人 之 道， 天下 不. ふ 侍, 已のゅ ゑん を以. て 道と し- 不， 得, 已のゎ 

ざ を 以て 敎 とす。 こ こ を 以て 至大 至 公に して 古今に 不， 變 * 責賤 にか か はら. す 男女に 

よら-ず * ともに 以て：^ の 道に よら ざれば 不， 叶 也。 されば 人 天地の 間に 氣を うけ 質 を 

定めて 以て 人た るの 後 其 の 交接 の 間- こ れ何 物、 と たらば、 五倫の 內 を出づ る 事 あ ら 十 。 

五倫 之 間 其 の理を 究めて 其 の 交接 を 科す を 敎とー K ふ。 更にし ひ 求めて 此の 名號を 安置 

する に 非ず。 是れ 則ち 不. ふむ， 已の道 也. 敎也。 されば 男女あって 夫婦 あり、 夫婦 あつ 

て 父子 &〕 弟 あり、 而 して 君臣 朋友の 事 あり C 人間 丁 生の つとめ 此の 五の 外に 不, 出。 

こ Q ゆ ゑに これ を 天 倫 天 敍と號 して- 人倫の 制 此の 外にな きこと をい へる 也。 其の 次 

第 十る 處 より 云 へ ば、 男女 は 陰陽の 形に あら は 「れ たる 也 * 男女 相 接 十 る を 夫 i_ や こ 云、 1、 

而 して 父子 兄弟 君臣 『朋友 也 C その 貴き より 云へば- 君臣 父子 夫婦 兄弟 朋友 也" 其の 


^ 上 へ- 照 卷 ,'11  a  2 

5 篇 乙- —づ リ 

m" 五 。第 
舜 P1 勝 afj 六 古 
の 章 文 H 十 章 本 
臣 公 § ーに大 
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より 云 ふとき は、 父子 兄弟 は 骨肉に して 夫婦 は 他人の 親 也。 君臣 朋友 は 是れに 次ぐ ベ 

し。 これ を 以て 敎に云 はば、 父子 兄弟 は 修身に かかり、 夫婦 は 家に かかり- 朋友 は國、 

君臣に 天下に わたるべし。 身より 家國 天下、 其の 推して ひろむる 處 至れり 盡 せり。 近 

きょり 修 せんとた らば- 父子の 親 を 君臣に 及ぼし、 兄弟 夫婦の 序あって 別 ある を 朋友 

に 及ぼすべし。 敎を 論ずる とき は、 君臣に 義 あり、 父子に 親 あり、 兄弟に 序 あり、 夫 

婦に別 あり、 朋友に 信 あり。 其の 本 を 推す とき は、 君臣 は義、 父子 は 仁、 兄弟 は禮， 

夫婦 は智、 朋友 は 信、 是れ 則ち 天の 命ぜる 性に 相備 ふる 處を修 する 五常の 用 也 U 

ここ を 以て 五倫 其の 道 その 敎に稱 ふとき は、 天德 ここに 明に して、 ：大 下の 明德 ここ 

に 新なる べし。 所. 謂爲， 一 人君 一止， 一 於 仁； 爲ニ ん臣 一止， 1 於 敬； 爲 一一ん 子 一止， ー於昏 つ 

人 父 一止 二 於 慈 一 與 1 一圃 人 1 交 止， 一 於 信 一とい へり。 孟子 曰、 人 之 有, 道 也、 飽食暖衣、 

シテ ケ レバ  シ  二  " ウル r レヲ シメ セ ッヲズ クラ (En  マ や 二 テス  /  J 

逸 居而無 レ敎、 則 近 二 於 禽獣； 聖人 有 k 发 レ之、 使, ュ契 爲ー i 司 徒； 敎 以， 一人 倫； 父子 有 

のお  レ親、 君臣 有 レ義， 夫婦 有 レ^、 長幼 有レ 序、 朋友 有, 信と いへ る もこの 心 也。 五倫の道 

^？. 其の 敎 ともに 不レ 得， 已の 天理 を 以て 十と 可， 知 也。 こ の敎は 天の 性に 率 ひ相繽 して、 

S)  |# 始めて 敎を 立て 玉 ふ は 虞舜の 時に あり。 舜 命. レ契 曰、 百姓 不， 親、 五 品 不レ， 逐、 ス汝作 一一 司 


典に 出づ、 五 

品 は W 倫の こ 

I. 五 敎は五 

倫の 道、 卽ち 

親 • 義 • 別 • 

序， 信 をい ふ 


S 孔子 を 


(七) 孔子の 

著、 大義名分 

に 立^して 記 

せし 魯の國 の 

歷史 なり 


徒； 敬 敷 二 五敎； 在， 寛と はこの 事 也。 而 して 五倫の 間、 其の わざに 吉凶 軍 賓嘉の 五 

禮 あって、 其の 禮に條 目 を 立て、 其の 節を詳 にして 後世に 示し 玉 ふ 事、 周に 至って 甚 

だつ くせり。 周禮. 儀禮 これ 也。 しかれ ども 末世に 及んで 古の 聖人 立， 敎の 本意 殆ど 

失 はれて、 - ややもすれば 亂臣 賊子 出で 天下 國家 塗炭に 陷る 斗り なる を、 周の 末に 吾が 

夫子 出で て 天地の 大源、 道の 本末. 綱領 • 條 目を究 む。 ここにお いて 聖學の 淵源 始め 

て 明 也。 而 して 其の 所， 本 は 五倫に して、 其の 所 レ敎は 五倫の わざ 禮樂の 節の み 也。 中 

(七) 

についても 人倫の 大道 は 君臣 • 父子 • 夫婦の 三 綱に き はまれり。 故に 春秋 を 筆 削して 

萬 代の 規範 を 後世に のこし、 一字の 褒^ を 萬 代に 垂る、 其の 功 天地に ひとし。 孔 夫子 

出で たま はずん ば 天地の 道 何 を 以て 今 これ をし らん や。 人々 唯 だ 道の 不レ 遠、 道の 須 

臾も不 レ可レ 離處を 心得て、 平生の 間にお いて 天地の 大道 をつ くさば、 聖人の 道 ここに 

立ちぬべし。 

ハ -ズ  ノ リ ッリ  ォモ へ ラ ク  ッ ィヅ ルン テサル  二 ク ス 

朱 子 曰、 人之大 倫、 其 別 有， 五、 自 J 曰 聖賢 皆 以爲、 天 之 所, 叙、 而 非,， 一人 之 所 二 能爲ー 

ト  ル二テ ヲフレ バレ ヲチダ  ヲシテ  ト  テ ヲスル ハルノ-一  レチ シ ルガ 

也、 然 以：， 今考 , 之、 則 惟 父子 兄弟 爲ニ 天屬； 而以， 人 合 者 居 二 其 三 1 焉、 是則若 レ有二 

キ フ  シテハ  ノテ テク  ハ  ノ テテ キ  ハ 

可レ疑 者； 然 夫婦 者 天 屬之所 二 由 以績ー 者 也、 君臣 者 天屬之 所， I 賴以全 I 者 也、 朋友 者 天 
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屬之1^ニ頼以正ー者也， 是則所 T 以紀 二 綱 人道 1 建 * 立 人 極 h 不. 可 ニー  曰而 偏廢； 雖 ニ或以 

レん而 合； せ) 實皆 天理 之 自然、 有 ニ不， 得：， 不， 合 者； 此其所 W 以爲 ほ 犬 之 所 k 、而 非乂之 

(一)，， 53 二 所， 一能 爲ー者 也。 翁 齋許氏 曰、 學則 三代 共， 之、 皆 所 以明ニ 人倫 1 也、 人倫 明- 「於 上； 

1  一一 H 參^ 

則 小 民 親 二 於 下 二 K々。 

師又曰 はく、 人倫 五に 不レ 過、 而 して 其の 大倫 外にして 君臣、 內 にして 父子 を 不レ出 

也。 君臣 父子の 道 明なる とき は 大綱 ここに 立つべし。 故に 人倫 を 論ずる に、 聖人 常に 

君臣 父子の 間を詳 にす。 其の 意趣 尤も 可レ味 也。 
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* 以下 この 

«J の 表題 は 編 

者の 補 ひし も 

のな り 


(二)  ^ レ 

書く. を 普通と 


I 五 兄弟の 訴論 

師曰 はく、 平 泰時錄 倉に 執權 たるの 時に、 兄弟 所 分 を あらそ ひて 其の 事 下に 事 ゆか 

ず" 互 に 證據を まう けて 諍 論 や まざりければ、 泰 時の 決斷を うくべ きとて 鎌 倉に 至り. 

評定の 日を考 へて 此の 事 を訴へ 出で ぬ。 泰時兄 を 招きて、 詳に 其の 申 狀證據 を 正し^ 

人 をき はむ- 又 弟 を 招きて 具に 訴狀 を考 へ、 是れも 證據證 人 を 糾明す。 而 して 後に 雨 

人 を 一 慮に 出して， 泰時 申され ける は、 汝等 能く 可つ 取、 評定の 席 は 天下の 理非 を 

斷 して、 其の 敎を 四海に 滿て しむべき の 地 也て いれば， 今 兄弟の 訴 ふる 處 明に 決斷せ 

ん 上に、 其の 非 分な らん 方 は 必ず 罪科に 落つべし、 此の 事不レ 可， 疑、 若し 泰 時が 日 比 

の 裁許 慈悲 深き 間、 これ は 兄弟の ことたれば、 たと へ 罪に 入る とも 許されたん など 云 

三 倫該  五 五一 
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ふが i み を 思 ふべ からず、 世人 皆 以て 泰時を 慈悲 深き など 云 へ り、 全く 不， 然、 唯 だ ■ 

理に 中って 決斷 して 曲らざる こと を 思 ふの みなり。 今日の 訴は 他人の 出入に あらず、 

厚くても 厚 かるべ き 兄弟の 間に 互 に 證據を 立て 論ずる 事 なれば、 一 方 尤も 非 分 あるべ 

し。 たと へば 一 方理 運の 訴訟たり と 云へ ども、 勝負に 兄弟の 間に あれば. とても かく 

て も 頼みな き は 此の 兩 人の 心 也。 しかれば 他人の 訴 論に は 一 重 深く 罪 を可レ 行と 決定 

せる 也。 ここに 汝 等に 云 ひき かせ 度き 事 あり、 兩 人の 訴訟 を決斷 いたさば、 右の通り 

にして 聊か 私な し、 未だ 決斷 せざる 前なる ゆ ゑに、 汝 等が 至って 愚に して、 一時の 愤 

を を さめ 兼ねて 天下の 決斷所 に 至り、 自ら 石 を 抱き て 淵に 入る の不レ 得レ止 こと あ は れ 

たれば 云 ひき か 十る 也。 汝等 ともに 父母の 同胞に して、 天下の 間 兄弟の 外に たれ か 親 

しきもの ある や、 ともに たすけと もに すくうて、 人の 諍 論 あるべき を も、 兄弟 一 つに 

相 和して 担ぎ 守らん 間にお いて、 兄 は 弟 を 科に 入れん と議 し. 弟 は 兄 を 罪に おとさん 

と はかる こと は、 そ も 何 ごとの 宿 執と 云 ふべき。 定めて 汝が 在所に も 地頭 • 領 家の な 

おも ひいり 

くんば あるべからず、 兄弟に さへ 不 届の ありなん に は、 地頭 • 領 家への 思 入 露 ほど も 

あるべからず。 汝等も 亦 夫婦 を もち 子孫の あるべし、 己れ が 身に 兄弟 を 如レ此 おろ そ 


かにして は、 夫婦 子孫の 間 もみる を 學んで ことん \ く 不和 たるべし" 汝 等が 子の 兄弟 

互に 相に くまん をば 好き 事と 可， S や、 汝 等が 子 を 思 ふ 如く、 汝 等が 父亦汝 (等) を 

f^,&l 也。 ここ を 以て 云へば， 父母への 不孝、 地頭. 領 家への 不忠、 子孫へ 0 仕置、 

一 つと して 人倫の 作法に あらず.。 泰時 甲斐な くも 此の 職に 居て、 如レ 此の 論 人に 對す 

キ フ  力 ラ 

る ことに、 世の 澆季 とや 可， 云、 評定の 不.， 直と や 云 ふべき、 以て は泰 時が 身に 其の 咎 

は 蒙るべし と * 淚ぐ みて 申されければ. 兄弟 訴 論の ロ狀 をば 空しく し、 唯 だ 茫然と し 

て そぞろに 感激し ぬ e 

こ こ に 弟た る もの の 申しけ る は、 §： せ ごと を 承つ て、 今日 自らの あやまり を 存じ 侍 

る、 兄た る 者 全く あやまりの たく 侯 を、 私の 憤の あり、 又證據 正しき ことの 候て、 事 

ゆかず 侍れば、 遙に御 裁許 を 蒙らん ために 是れ まで まかり 出で ぬ、 ゆき 當 りて 自らの 

非を存 候と 云 ふ. - 兄なる ものの 云へ る は、 弟の 申 サぃ 左に 不ン 侍， まことな 某 甲が おと 

たしげ たく 彼れ を 蔑 如 仕りた る ゆえに こそ、 彼れ が 憤 は 出で 侍れば、 某 こそ 罪人よ と 

自ら 首の ベぬ。 ここにお いて 泰時 彼等が 同村の もの を 招きて 1 汝等 能く 承 はれ、 其の 

所の 庄園に 田 畠 山林 をなら ベて 一所に 聚 まり 居て は、 我が 近 i-Q 百姓に 物い ひ あらん 
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に、 其の 是非 を 分け 理非 を 付けん は決斷 所の 裁許 也、 唯 だ 其の 人が らを考 へ、 同所の 

ゆ ゑん をた だして、 詳に 取り あっか ひ 無事なら しむべし *  仇 や 兄弟 親類の 間に 事お こ 

(一) Jffv: らんに は、 理非に よらず、 其のお や 方た らん 人 を 敬して， 德 ％<領 を 立つ る ごとく 十べ 

世 P ゆ  かさ  キフ 

し， 若し 您領に 非 分の 重ならん に は， 評定の 場に 出で て 其の 事 を 可， 訴也、 今日 已後 

此のつ つし み可レ 有と て >  其の 日の 評定 やみに けりと 也。 

にて. ！f¥ 。一  北朝の 蘇壞 が南淸 河の 太守たり し 時に、 百姓の 內に 兄弟 田を爭 ひて 年久しく 決斷事 

^^^M ゆかず、 互に 證人を かたどりて 事大に なれり ける を， 蘇琅 彼等に 向 ひて これ を さと 

して 曰， 天下 難， 得 者 兄弟、 易， 求 者 田地 也、 假令得 二 田地； 失，； 兄弟； 其 心 如何と 云 ひ 

なみだ 

て、 淚を 流しぬ。 諸.' の證人 これ をき いて 泣 を そそぎければ、 彼の 兄弟つ ひに 感激し 

て、 さらに 改め 思 はんこと を 乞 ひて 去りぬ と 云へ り。 泰時訴 を決斷 せず して 兄弟 を 心 

服せ しめしに 不 レ異。 されば 人 皆 犬 性 あり、 きいて 不レ明 ものな し。 唯 だ 一 旦 の- m を を 

さめ かね、 怒 をし のばざる を 以て、 其の 事に 理の くらむ こと を 忘れて、 父子 兄弟の 間 

つ ひに 寇讎 をな す。 他人 これ をつ けまして 其の 分別 をし らしめ ざるが ゆ ゑ * 或は 理非 

を 爭ひ财 用 をい どんで 此の 1K 倫 を 害す。 天下の 評定 決定 を 司 どらん 輩， 誠 を ふかくし 


に 小孝 w::^ 
出^ X 傳 c 

づ 善タ: 百 

行傳： 

第, な 十， 
六 ひ' 八 書 


て泰時 • 蘇 壇が S 入の 如く、 ともに 人倫の 大統を 推し ひろめば、 其の 化豈 四海に 不， 及 

ベ けんや。 

一六 堪忍 

(三) 

師曰 は く、 唐の 張公藝 といへ る 人， 九 世まで 一類 兄弟 ー處ニ 居て、 北齊 .隋* 唐 三 

代の みよ を經 て- 各.' 彼れ が 門に 施 を 立て 其の 睦 ， 親の 由 を 表せり。 唐の 高宗 泰山 を 

祭り 玉 ふの ついで、 彼れ が 宅に 行幸あって、 則ち 張 公藝を 召して、 ，1^ 代まで ー處 にあ 

つまり 居て、 兄弟 一類 聊か 異論な き ゆ ゑん を 尋ね 玉へば、 公藝 紙筆 を 申請 ひて- 忍の 

字 を 記す 事百餘 にして， 以て 御前に 奉りけ る。 此の 意 は、 兄弟の 不和に なりて 一類の 

as) 

したしみ あらざる 事 は、 其の 家 を 司 どる ものの 堪忍いた さざる 處 より 事お こる 也、 何 

事 も 家の 長た る もの 堪忍し、 その 心 を 以て 諸事 取り あはば， その 下の 兄弟 一類 各.' た 

が ひに 相つ つし みて 難 あるべ からざる と 云 へ る 心 也と い へ り。 まことに 數 代の 間に は， 

^質 不 レ宜、 物の わき まへ を不レ 知、 ^を 貪り 利 を專ら とする 輩た くんば 不， 可， 有と い 

へど も， 兄た る もの その 司た らん 人 堪忍して 一家 を 和 せんに は、 更に 家 道み だるべ か 

三 倫 f あ  五 五 f ュ 
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ら ざる 也。 人 皆 善人に あらず、 若し 理を 立て 爭ひ 是非 を 以て 論ぜば、 彌.^ 爭 ひて彌 

みだる ベ し。 百の こと 皆 堪忍の 心得 尤も 益 ありぬ ベ し。 


(一) 後！ € の 

R: 陵の 人、 {4- 

は豫 公と いへ 

h -。 後 書^ 

傳 七十 一 獨行 

列傳， た \ ひ 小 * 

善行 第 六に 出 


一七 兄弟 相 助くべし 

二に 

師曰 はく、 漢の 繆肜、 わか かりし 時より-体 也" 兄弟 四 人 皆 一虚に あつまり 居て、 父 

の 財 を ひとつに 用 ひ、 父の 業を嗣 ぎて わかつ 事な かりし に、 旣に 各. '成人いた して 妻 

をめ とる になり ぬ。 四 人の もの 婦人 を 置く の 後に いつしか 心 か はり、 女の 云 ふに まか 

せて、 四 人別々 に 家財 を 分ち とらん こと を 求め、 しきりに 爭ひ いどみて、 今日まで 睦 

じかり し 兄弟の 間 甚だ あだかた きの 如くな らんと す。 此に 於て 緣肜 自らい かり 恥ぢ思 

ひて * 己れ が 門 を 閉ぢ、 自ら 過 ある 物に うつ 杖の 如く 身 を 打ちて 云 ひける は  >  終 肜> 

汝身を 修め 行 を 謹み、 聖人の 法 を 學んで 風俗 をと との へんと 思 ひながら * 兄弟の 間 を 

正す ことの 不ぃ * は 是れ 何事 ぞと、 かきくどき 自ら 責 むる こと 切なり。 弟幷に 婦人 ど 

もこの 言 を 聞きて、 ことん， \  く 罪 を 謝し  >  財 業 を 分つ こと を やめて * 本の 如く 睦 じき 

間にな りしと 也.」 


ニニ  つと 

一へ！ 又 北朝の 揚播が 家 世々 純 厚に して、 兄弟の 親切た る こと 父子の 如くな り。 朝に 座敷 

WW, 自ら- relatit  ル マデヲ  -フ 

！ S 云 ふ- 魏" に 出で 終レ日 兄弟 心 能く 物語し、 內 へ不， 入、 一の 美食 あれば、 各ゾ あつまら ざれば 

第 E: 十六  ハ  ク ， 

一 ザ ひ ハ；， 不レ食 * 一家の 內を 帷幕 を 以てへ だてし きりて 休息の 處 とす。 兄弟 一類 如- 此 して、 一 

；  ニー ご 文 正 公 

y 一  文 家つ ひに 違亂 なかり ほりと 也， - 叉 宋の范 仲 俺 嘗て 諸 >  の 子弟に 語りけ る は、 我が 一 類 

の 化 一族の 間 甚だ 多し、 我れ に 親疎の たが ひ ありと 雖も、 我が 先祖より みれば 均しく 皆 子 

下 を 以て ヒれ  -I フ 

^^- 孫 也、 まことに 親 練の 異 たる あるべからず C 唯だ氣 質の 不レ同 を 以て、 我れ において 

？巧 天 1^, は 親しき あり 疎き あるの みせ： 我れ 二親し きを 一 しみ、 我れ に辣 きをう とん ぜんとな 

突み に 後れて  る マう  -フ マ 

お^ 兀 一つ 。 らば、 是れ私 を 以て 兄弟 同族 を會釋 する.^  C 我れ 安ん ぞ 親族の 貧しく 乏しき を不， 惠 

0,f^ んゃ C そ Q 上 我が 先祖より すで. に 百餘 年， に 及んで、 我れ 始めて 官位の 盛大に 至れり。 

始 せ，」 一代の  セ ン 【. 

人たり 若し 我れ 獨り 富責 をう けて、 一類 を不， 愛 不,， 惠ば、 死して 何 を 以て か 先祖に 地下に ま 

み ゆべ き やと 云 ひて、 悉く 財 を 散 じて 同族 一 類 を 親しみ， 施せり と 云 へり。 兄弟の 互に 

お あ J^， 相 親しまん こと をば、 古今と もに 相 稱美十 る ことせ。 されば 棠棣の 詩 は 兄弟 を 燕 十る 

ノ ハチ t で 7  V ダ ラン 土  i ター，，  ゾノ  シ シケハ  二 

の 詩に して、 棠棟之 華、 鄂 不-ー ,々 一 I マ 凡 今 之 人、 莫レ如 二 兄弟 一と 云 へ り " 兄弟ば 

人倫の 至つ て 親しき 間 なれば、 尤 も 差 一- る 事た く、 互にお iifn ュふの 心た くん 一二 あるべ 

三 談  五 五 七 
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からざる 也。 

昔 田眞と 云へ る もの、 田 廣 • 田慶 とて 兄弟 三人 あり、 ともに 肘 を 一つに して 數年を 

送る。 久しう して、 如何 あり けんに や、 三人と もに， 財 を 分ち て 家 を 別に せんと- -ム ふこ 

いで 今-た 

と 出来り ければ、 庭前に 紫 荊 花の ありけ るが、 俄に ニ仪の 間に わかれて 三つに なりて. 

明日 枯れて 失せぬ。 兄弟 これ を 見て 相 感じて， 爭ひ 分つ こと を やめければ、 紫 荊 又 一 

處 にあつ まりて さかえに きと 也。 ためし すくなき ことども 也。 世 tl^ 季に 及ぶ に從 つて， 

父子の 間に も異. t まち/ \ 出来る， ？仇ゃ 兄弟の 問に は 和 順す る こと 聊かな く、  i に是 

.t  ！ ん どころ 

非を爭 ひて 公に 訴へ、 公事 鬪爭 をな す 事 やむ 時な し。 所々 の政所に訴論するの^^* や 

や も すれば 父子 兄弟 同族の 異論な り。 是れ 風俗 衰へ 五倫の 可, 親 道 を不， i が ゆ ゑに、 

父子 兄弟の 間と 云 へ ども、 しきり に理を 立て 互に 是非 を 云 へ り。 尤も 可 二 歎息 一 の こと 

也。 

一八 遣 跡 配分と 泰時 

師 嘗て 曰 はく、 凡そ 一家の 間 父旣に 浚して 後に は 兄 を 以て 長と し、 得悠 領と號 して 


その 家の 司 をた せり。 然れば 兄た らん もの 寛仁の 心 を專ら として. 庶子 末流の 一族 を 

ば 是れを 取 立て、 流浪せ しめざる 如く あるべき こと 也。 兄 は 家の 您領職 を 司れば， 士 

農工 商と もに 分々 に 付けて 其のた く は へ ど、 づ ありぬ ベければ、 家財 餘慶の あらん をば 

末々 の 弟 どもに 配分して、 其の 身 は 惣領職 を うけとらん 事、 是れ 一家の長 たらん 人の 

ニニ  Inls う ふん 政 子 

一  1:)  i 心得 也。 陸 奥 守義時 死去 の 後、 遣 跡 を武 藏守泰 時に 玉 はれり.^ 泰時其 の 注文 を 一 一 位 家 

より 受けて、 義 時に 新 恩の 地 井に 家に あまる 處の 財寶諸 器を考 へて、 男女の 兄.， おに 配 

二 11) や 一， 

； 一せ 1^5 分し、 猶ほ 一 族 門 葉の 輩に 相 達れ り。 二 品 仰せに、 摘 子分 甚だ 不足 也と ありければ， 

ニ^! 一  泰時 申されけ る は、 其の 家の 惣領 を嗣： ぎて 其の 代々 の 地 を拜領 仕り、 ことに 執 權を奉 

ずるの 身 たれば， 聊か 不足 fUJ と 不レ侍 * 弟 ども は餘分 無, 之 事に 侍れば， 某 配分いた 

して 省き 與へ 不， 申して は、 公への 勤 も 事たり 候 まじ、 某 甲が 分際 直 0| に 候 とても * 

ど もの 乏しく 貧し か ら ん は 安堵の 事 有, 之 ま じ き 也と 存じ、 如, 此 仕りぬ と 答へ 屮さ れ 

ければ、 二 品 感淚を 流し 玉へ りと 也。 すべて 家の 惣領 となりて は、 庶子 を惠 みそ. たつ 

る が 如く 可， 有事 古 の敎 也。 但し 名に より 譽れ を 求む る の 輩 は 父祖 歷代 の 財 器 ま で を 

ふう 

抛ちて、 我が身 を. 洗 ひ あげたる 如く、 弟 どもに 省く の 類 世に あり。 是れ 究理 十る 事の 

一一 ー倫談  .  五 五 九 
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簿 くして- 多く は 名 根より 出生す。 その ゆ ゑ は、 省き 與 ふるに も」 55- 々子細 あるべし。 

器物たり と 云へ ども. 當 時の 俗に 對 してた く はへ 置かず して 不レ叶 もの あり、 ^や 父 

祖の 時き より 賜 はるの 器物、 その外 故あって 是れを 父祖 持ち 来れる 事 あらん をば、 惣 

領 家に 相 傅して- 末流へ もの 也。 その上 器物 財寶は 不足 を 足し 貧しき を 救 ふ を 

以て 其の 本と 十。 多く 與へ 多く 蓄は へ しめん 事 は 却って 災を 催さし むる に 至りぬ ベ 

し。 公用 又は 災難 憂患の ことあって 財 を 散 じつべき 時 は、 相 はぶく に^あり 平. 5 財 

を ゆるがせに いたせば、 人 是れに 狎れて 過 奢 を 生ず。 ここ を 以て 云へば、 庶子 分に そ 

れん \ の 地を與 へ、 財產 たらん ずるが 如くに 分つ ベ し。 是れを 以て 理に叶 ふと 十べ 

し。 唯だ惣 領分 斗り にて、 不， If これ を 分け 與 ふる を 以て 宜しと せん は， 必ず 失 ある 

べし。 且つ 叉 生れ 付いて 淸廉の ものあって、 財 器 を不， 好が ゆ ゑに この 行 をな すの 輩 

m  I あり、 各  >  本理 と^, £ 一^也。 ％^  不レ繼 とい へ る 事、 聖人の 格言に あらず 

也 篇 第三 章に  キ ス - 

I のつ 一" 1 や。 詳に可 二 究明-也。 

一九 急難 相 救 ふ 事 


参:: i に n    こ 名 L  ^ii き。 
照^ 出 廿寬の iit を 1^】 のじ 
五 づ七喜 騒 以越弟 
七 。 W 三 力と て に 、北 

—第の 年 吾い lU: あそ 條 

頁 十 條九妥 ふ にり の泰: 


< 三) 身分の 

下 

S 和田義 

. ^が 北 條義時 

に 反き、 一： * 府 

も^^ぅて敗れ 

し 第 件 を 指す。 

お 三年 五；；^ 

の 事な り。 こ 

の 十二 巧 改元 

建 保と なれり 

(五) 後鳥^ 

上 北條氏 

诚の御 企 あ h- 

し 戰を云 ふ、 

承久 三年 五月 

の 事な り . 


師曰 はく、 鎌 倉の 時、 名 越の 甚だ 騒動して、 敵 越後 守 朝 時の 家に 打 入りぬ と 云 ふ 

の 沙汰 ありぬ る 時、 泰時 そのころ は武藏 守に て 評定の 頭 人たり ける が、 折し も その 日 

評定の 席に 出で 玉 ひける が、 その应 より 直に 名 越の 朝 時の 方に 向 はしめ 玉へ り。 その 

た ひら 

間に 彼の 賊は. ni 殺して 事 を はりぬ。 平 左 衞門盛 綱、 路次 において 泰 時の 一騎が けに 馳 

せ 向 ひ 玉 ふ を 見 まゐら せて ければ * 諫め 中し ける は、 忝くも 君 は旣に 天下の 執 權にそ 

な はり 玉うて 萬 機の 政務に 預り玉 ふ 御身の， 重職 を帶 しながら 如，：^ の輕 事に 趣 かせ 

玉 はん 事 は不ぃ 可レ然 こと 也， たと ひ 敵 入りぬ 事大な りと 申さん にも、 御 使 を 以て 左右 

を 聞 召し、 而 して 御 はから ひ ありなん 事 也と 巾し ければ、 泰時 快よ くて 答へ 玉 ふ は- 

所レ申 其の ことわり あり、 但し 人の 世に ある は 親類 を 思ふ處 にあり、 前にお いて 弟 

の 方に 事 ありと 聞かん に、 速に 馳せ 付けず して 弟 を 人に 殺害 せられん こと は 兄の 道に 

キ ノ  n  一 一 } 

非ず、 如い 此の、 七に て は 重職に 居ても 詮なき こと 也、 武道に おいて は人體 によるべ か 

らず、 その上 朝 時が 家 を 敵に 圍 まれた るの 由を閜 きて は、 他人 は 定めて 小事と 可レ 思、 

ス (ran  (五)  儿 カラ フ  二 

泰 時が 所 レ志 は建曆 • 承久の 大敵に 不， 可レ 違の 所存 也と 答 へ 玉へ り。 于レ時 三 浦の 義村 

其の 傍に 在りて、 泰 時の 思 入 を 承りて、 そぞろに 感淚を 拭 ひけり と 也。 泰時 天下の 執 

一一 J 倫談  五六 一 


卷, 

ーづ 
二  。第 
七 第一 古 
K 十^ 本 
參 一に 大 
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樯に 居ながら * 弟の 本に 事 ある をば 建 曆 • 承久の 大敵に 不レ異 の 思 入、 まことに 人倫 

の 大義に おいて 相 かなへ りと 可レ云 也。 さまで 身の 勢 あらざる もの も、 弟の 事に おい 

キノ  カラ  二)  フシ セキ レイノ ルガ -I 

Al) 小 て は 如, 此の 思 入 更に 不レ 深、 是れ 兄弟 急難 相 救、 如 二 脊令在 1, 原と 云へ る 心に たがへ 

1 常ね グ？ 1^  べバ キ ケバ ゥゴク  レ ハ 

(の 坤) に £^1 り。 令 は 水鳥に して、 飛 則 鳴、 行 則桄、 是れ 急難 之 意 あり、 兄弟の 難 を も不レ 救ば 

, 传？ I ほい ふ 他人の 患難 何 を 以て 相 救 はんや。 すべ て 人の 親し かりたん 方へ 疎からん に は、 疎かる 

ル + ラル (三) ノ  〈ク ノ レテ  マルハ ァラズ  ノ 

べき ものに 親し かりなん ことわり 不レ 可， 有 也。 孔子 曰、 其 本 亂而末 治者 否矣、 其 所 

レ厚 者 薄而其 所レ薄 者 厚 未 二 之 有 一也。 

二 0 わが 子を棄 てて 兄の 子 を 助く 

(En  せきろ く 

.(£) 前 S 一一  師曰 はく、 晋の右 僕 射の 官 たりし 鄧攸と 云へ る もの、 石勒が 難に 逢 ひて みだれけ 

^^^^ れば、 牛馬に 妻子 をのせ て 所 を 逃れさり ぬ。 道に おいて 牛馬 を も亂妨 せられければ、 

にこ の t:，"p ゆ 

if^Kli 二  g: ら步行 はだしに 成りて、 我が 子と 弟の 子 を 或は 复ひ 或は 抱いての がるる とい へど も- 

行末 はか-^ しからず、 長途の つかれに 默 止が たければ、 鄧攸 我が 妻に 云 ひて 曰 はく • 

此の 子甥兩 人と もに 引 連れて は、 始終 全く 遁れ 得が たし、 此の 內 一人 を棄っ べし、 し 


かるに 我が 弟 く 死して 唯 だ 一 子 あり、 此の 一 子 をす てなん 事 は理に 於て 可 II* 

我れ と汝と 命ながら へば、 後 とても 我が 子 はありぬ ベければ、 甥 を 助けて 子を棄 つべ 

ひたすら 

しと 云 ひぬ。 妻 一向に 泣涕 して けれども、 都攸が 云ふ處 其の 理正 しければ， 止むべき 

様の なく、 つ ひに いと ほし かりぬべき 綠子を 此の 處に棄 てて、 弟の 子 を 抱き かかへ て 

逃れぬ。 其の 思 入 可：， 計 也。 而し てこと ゆ ゑな く 夫婦と もに 逃れ 得て ける が、 末に も 

子の 出生せ ず やみけ り。 時の 人 甚だ 是れ を義 ありと して、 其の 志 を 感じ かたしめ りと 

也。 世上 皆 弟と して 兄の ために は不， 得， 止して 義を 守る もの も あり、 それさへ 末の世 

にして 希有なる 事なる に、 兄の 身と して 我が 一子に かへ て 弟の 一子 を 全く せん 事、 た 

めし 塞き 義 者と 云 ふべき 也。 兄弟の 子 は 猶子と い へれば、 甥 をいた み 育まん 事 は 尤も 

其の 理 ありと いへ ども、 流 俗 ことん \ く衰 へて、 兄弟の 子に 我が 子 を かへんと 思 ふ 人 

もな く、 是 れぞ義 也と しるべき わき まへ もな し。 如, 此のた めし 能く 識 得すべき こと 

也。 

ニー  弟の 非 は 自然に 糾す 

三 倫談  五六 一一 一 


二) 字 は 里 

仁、 と認 す、 

:：5 唯 一 の臣と 

m すべく、 文 

武に功 あり、 

ことに m に 志 

くして その 

行 も 亦 人の 範 

となれ り、 史 

にも 大雅 のお 

,f と 稱す。 陪 

#1 列 傅 十 四 及 

び 小 善行 第 

六に 出づ 

(二) 中央 官 

省の 名、 文 {on 

の 任免 進 返 を 

Is る。 尙 i& は 

今の 内閣の 主 

位に 相 常す 

(一二) ，，> "は弼 

(H) 底本、 

「あらためし 

も^」 と あり、 

1 本 攻めす と 

あるに 從 へり。 

改と攻 との 誤 

おか 

(五) 孟子 萬 

章上篇 第二 巧 t 

に出づ 

(六) 同前に 

出づ、 之 は 象 
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師曰 はく、 附の も弘と 云へ る 人、 吏部尙 書の 官に のぼれり。 其の 弟 甚だ 滔を 好み 常 

に： 作 狂して、 その あまりに は 必ずう とましき 事の み 多 かりき。 或 時 弟 酒に 醉 うて 牛弘 

が 車 をし かけて 乘る處 の 牛 を 射殺せり。 牛 弘が妻 これ を 怒りて、 牛 弘が歸 る を 待ちて 

詳 にこの 事を訴 ふ。 牛弘 更に とがめた る氣色 もな し。 座 定まりて 後 叉 此の 事 を訴 ふ。 

牛弘 きいて 聊か これに とりあ はず、 書 を 讀んで 自若たり とい へ り。 兄弟の 道 は 如レ此 

こそ 可， 有 ことなれ ども * 世上 皆 相い どむ を 以て、 兄弟の 問 少しの 利害 を爭 ひて 親 を 

失 ふに 至る こと 多し、 尤も 可， 恥 也。 兄 は 一家の長 たれば、 弟 を ひ きゐて 是れを 助け、 

その 非 をせ めず して 自然に 道に 入る が 如くせ しむる、 是れ 兄の 道 也。 弟の 非を糾 して 

是れを そしり、 少しの ことに 理を 立て 弟 を 蔑 如せば、 弟 何に 因って 立つべき や。 詳に 

可 二 究明 1 こと 也。 彼の 大舜 は、 弟の 象、 おごりの あまりに 舜を 殺さん と さまざまの 謀 

(五) .V, チ モ  「六) へク ズル レヲ ャ  スル レヲノ ミ * ナリ 

をな せりけ るに も、 象悅 則 舜亦悅 び 玉 ふと 也。 孟子 曰、 封レ之 也 親 n 愛 之 一而 已矣と 

バ  (ひ) 

は、 此の 事 を 論ぜり。 聖人の 誠 を かがみと して、 不レ 及ながら 兄と して 弟 を 救し 思 は 

ん こと 如レ此 にこ そ可レ if なり。 


さ 3 り  ニニ 異母 弟 を 助く 

(七) 

jV; つ はう 

fi, に lis ほ 師曰 はく、 東 漢の薛 包 字 は 孟嘗と 云へ りし 人， 父 後妻 をめ とり、 繼 母の 讒 によって 

^^0^ 父母と もに 薛包 をに くみ、 是れを 追 ひ 出す。 薛包 甚だ 悲しんで 曰 夜不， 去ば、 父母 常 

be この 話 は  ちわう ちゃく  ムヲ  ミぶ 

. gja 行 第 六 にむ ち 打ち 打擲し て こ れ を 痛ま しむ 。 薛 包不, 得， 止し て 父 0 家 の 旁に 少し 半り のさし 

かけ を 自らい とたみ て、 常 は 外に 居り、 朝 ごとに In に 入りて； 掃 を 快くす。 父^ ほこ 

れを にくんで 旁の 小屋 を やぶらし めけ る を 以て、 つ ひに 其の 在所の 外に 家居して、 更 

. に 遠く 不レ 離、 晝夜 父の 居處を 伺 ひて 其の 安否 を詳 にす。 數年 にして 1^ リ 怠ければ、 父 

• 母 其の 志 を 感じて、 家に かへ らしめ て 住まし む： かくて 父母 身 まかりて、 庶子 ども 家 

を 面々 に 持ちて 財き 分たん こと を 求む。 薛包不 レ能レ 止 * 其の 家財 を 中分に して * これ 

を 弟 どもに 分ち 與へ てけ り。 中に も^, 使の 男女 その 年老いた る をば 我が 方に 留め、 

年 ざ かりの もの を 弟 どもに わかち 與へ、 田 畠 は 上 地 を 弟 どもに 與 へて * 下 曰 を 以て 我 

が 所作と なし、 器物 ことん、、 く 古く 朽ち やぶれたん もの を 留め置きて、 宜し かりたん 

もの を 弟に 與 へて、 我が 領分-を 諸事. 軽く 球. ならしめ * 庶子 分 をば S ならしめ ぬ。 猜 

も 庶子 分に 不足の 事 あれば、 薛包 度々 すく ひ娠 はしに けり。 此の 事 所に かくれな かり 

三 4i 談  五六 一. j 


(1) 前 出 二 


(二) 古 の國 

名、 この ャ： 來 

は 5t< 末に ® 

す。 史記列 傅 

« 一  に出づ 

姓 は 墨、 

名 は 允、 {.ナ は 

公信、 認 して 

*?! とい ふ。 伯 

ほ 長の 化 3- なり 

名 は智、 

卞は公 fJT 齊 

は その にし 

さなり 
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ければ、 i て 叙 聞に 達し、 時の 天子 安帝、 勒 使 を 立て 可 二 召 出 一にき はまり けれども、 

薛包 出で て 仕へ ん こと を不, 欲。 こ こ に お いて 天子 米 千 斛を賜 はりけ りと 也。 

明の t 々居士が 人 鏡 陽 秋に 云 はく、 孝爲 二百 行 之 本； 兄弟 者 親 之 枝 也、 世未レ 有,^ 培 二 

ノヌ ゥ ッノヌ  ニフハ ヤシ ナフ ヲヌ 一一  ナリ クスル  すに 〔い イナ ル 7  -ゃハ ：- , ノ ラ： チ ァ 

其 本, 而 批，, 其 枝 1 者 h 故 念 n 鞠 い 子 之哀ー 正 所 H 以 篤- 1 天 親之懿 1 若 二 薛孟嘗 -自帘 分 

レ I 而不レ 1^ 一一  セ せノハ 親； 可， 知， 一 一已 推 ニ斯志 一也、 卽欲 下常廬 M 里 門 1 晨昏入 省" 有 一一 不レ 可レ得 

ニイ タム  二  ルへヲ  ノ ィ ダム  ハス レヌ 〈フ ノヲ 

者 一 慈心 更戚、 故 子弟 之 破：， 家、 親 志 戚矣、 賑レ之 者 行 二親 志 1 也と 云 へ り。 兄 は 弟 を 

(はごくむ こと 是れ 兄の 義 にして、 其の 本 を 推す とき は 父母の 志 を 行 ふ 所に あるべ し。 

父母 存生に おいて は 如何と、 是れを 我が こころに あてて 兄弟の 義を行 はんに は、 聊か 

相違 あるべからざる 也。 唯 だ 自らの 憎 愛に 任す る を 以て、 北ハの 間に 差別 出來る 也。 


二三 伯 と叔齊 

一一 一) ちく  31)  ラ  (巧) 

師 嘗て 曰 はく- 昔 孤 竹の 君、 兄の 伯 夷に 國を 不レ譜 して 弟の 叔齊 にゅづ りぬ。 父卒 

して 後に、 弟の 叔齊天 倫の 重き を はかって 兄の 伯 夷に 讓れ り。 伯 夷が 曰 はく、 是れ父 

の 命に， してす でに 汝に EI を讓り 玉へ り、 我れ 今 何 を 以て か國に 主た らんと 云 ひて、 つ 


ひに 逃れさり ぬ。 叔齊.^亦不レ主レ5^してのがれさりければ、 國人 其の 中子 を 立てて 君 

(五)  シテ ヲ  タリ ヲ 

1L 五 *J 第?^ とすと 也。 伯 夷. 叔齊は 欲レ仁 而得レ 仁と， 孔子 これに 仁 を ゆるし 玉へ り。 父旣に 弟に 

國を ゆづると い へ ども、 兄 は 天 倫の 長た る こと を 重んじて、 叔齊 これに 不, あ- 伯 夷 又 

父の 命 を 尊んで 不レ 居- 是れ 父と 兄と を 重んじて、 國家を 輕んじ 財祿を 疎ん ずるの ゆ 

• ゑ 也。 世の 風俗 末に 成る に從 つて * 利 を 重んじて 父子 兄弟の 天 倫 を輕ん ず、 故に やや 

も すれば 子 は 父の 早く 隱居 致仕して 國をゅ づり祿 を あた へ ん こと を 欲し、 弟 は 兄の 早 

世して 我が 世 に 立 たんこと を 思 ひ、 或は 父の 氣を惑 はして ひ そ か に 家財 を 分ち 玉 はん 

こ と を 云 ひ、 或は 兄の 傳祿を わかち 取らん こと を 思 ふ 。 是れ唯 だ義と 利と の 辨 を不, 知 

して、 世に つれて 過 奢 を 欲し、 酒色の 樂 をね がふ 心 ふかくして、 人倫の 大道 を i4 レ ゼ 

より 事 起れ り。 ここ を 以て 兄 11 惣領職 也と 云 ひて、 傣祿財 器 を 一つ も不, 參ま とひと 

らんこと を はかり、 弟 は #,領 職の 輕く 薄く 家の ち ひさくな るべき を不， 謀して、 祿地 

を 多く わかち、 財 器 をば 弟に こそと 願 ふに 至る を 以て、 兄弟の 間 互にい どみ、 その 間 

に 往来の もの 又 互につ けまして、 彌.' 兄弟 相爭 ふに 至る 事- ^^^弟の不義に事ぉこり 

ぬべ し。 伯 夷. 叔齊が ためし は 後の世に 未 二 曾 有 一の ことなれば、 推して 如， I いたす， 

三 偷 談  五六 七 


1 こ 小 八 に-きつ iTi か '年！? ：  2 

出 ^iij^ タ」 行 f::;  ' CIC m ^  ^ 

づ善友 クみ' のる If 相 なの 

行 傅第士  、の'；: ti: 人 り it 音 

第 及 五 。好 外け す m  、^p?^ 
六 ひ' 十 習 m 戚叔 の わの 1?^ 


出 鹿 語频卷 化 ピー 十  五六 八 

を よしとも 難 レ定、 叉 時に とって は 其の 勢 如, 此 して 害 ある こと も 可， 有。 唯 だ 弟子と- 

して は 父兄 を 重んずる ことの 天 倫の 戒を 守らん をば 不， 知して 不， 可レ 也。 

二 四 弟の 義 

(二 ) 

( 一 )  おしなめ  ゆ こん 

師曰 はく、 晉の咸 寧 年中に、 世に 大 疫癘 はやりて、 家々 推 並て 疫 死す。 ここに. 腴袞 

と 云 へりし 者の 兄 一 一人まで 疫 1 にて 死す。 次の 兄 又疫瘸 にと りっかれ て旣に 死に 及ぶ" 

父母 一 類 ども あつまって、 疫痕は 一 家に ことん \ く 及ぶ もの なれば、 速に 各.' 外に 出 

で 病人 斗り を さし 置くべし、 病人 も 此の 分に て は 程なく 死すべし、 此の 一人 を あはれ 

まんた めに 家 內不， 殘疫痕 をう けば、 家 こぞって 死すべし と 云 ひければ、 父母 諸弟此 

の 事に したが ひて、 皆 外に 中 宿 をと りて 出で ぬ。 然るに.： g^it^ 、一人 留まりて 兄 を 看病す リ 

父母 一類し きりに すすめ けれども、 我れ 本と 不レ 長い 病と 云 ひて、 兄の 病 を. ら 抱き 助 

けて 畫 夜不レ 眠、 病 さかんなる 時 は淚を 流して 不, 輟/ 如， 此 する こと 数十：！： に 及んで、 

兄の 病お こたり 平 愈し， 世の 疫據も しづ まって、 父母 一類 も 皆 家に 歸 りぬ。 -M 袞畫夜 

兄 を 看病す と 云へ ども、 疫痕を も 不二  11^4 一して 無， 恙。 父 a: 犬に 感じ 諸 弟 犬に 恥ぢ に- 


けりと い へり。 弟と して 兄に 事 ふるの 志 は 如， 此 こそ ありぬべき こと 也。， is^ 兄の 疫， 

癘を不 レ請は 天の 命に して， 人の よくす る こと 不レ能 所 也。 たと へば 兄の 病に よって 我 

れ亦 これに 死す と 云へ ども、 義 において 如， 此 なくん ば あるべからざる 也。 死生 は 一入 

にあって、 人の ， め 可， 知 所に あらず、 學んで 可 レ勤は 此の 義 のみ 也。 義を 守りて 無 

レ恙 は是れ 天の 命 也， 無 レ恙を 以て あてて すべから ざる 也。 時の 人庚袞 が 行跡 を 感じて 

(三) クグ ルニル  ルル ヌ ミニ テル  ルヌ A  ル r 

(5 上 5 は 曰 はく、 歳 寒 然後知 二 松柏 之 後 凋， 始知ニ 疫癘 之不 もお ー相染 一也と い へり。 たと へ」.^ 

l^ssl 子 罕篇第  レ カラ，. 

お 1 の 引 癘相 そむと 云へ ども、 これ 命に して 不， 可レ 知の 處也。 • 

叉 唐の 李勣、 官僕 射に 至りて 後に、 其の 姉 一 人 あり。 姉 やま ひ あれば、 必ず 李勣自 

の 名將， ボ たり。 

ら火 をた き- S を 煮て、 其の 味 を こころみて 姉に 奉る。 諸事 如 レ此。 或る時 粥 を 煮て 姉 

や • 番 —傳 十 

七に その 功 i 采 に 奉る とて、 自ら 火 を 以て その 鬚 を やいて あやまち せんとす。 姉の 曰 はく、 是れ 程に 

も.；. あせり。 こ  , 

^^^^^ 家 來の者 車 山なる に、 何 ぞ，： HI 身如レ 此の 小事 をつ とめ 玉 はんや、 赏 位すで に 朝家の 大 

臣 たれば、 身 Q つつしみ も 可レ有 レ之義 也と いさめ 申されければ、 李 劾 答へ 申されけ る 

は、 我れ 自ら 如， 此のつ とめ をな す 事， 人な きが 爲に 非ず、 自ら 思 ひお ふるに、 御身 

旣に 老い 玉うて 餘命 幾ば くもなし * 我れ 亦 老いて つかへ 奉らん 問 今少し， せ、 若し 身 ま 
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かり 玉 はん 後に は、 しば/ \姊 のために 粥 を 煮、 つか へん こと を 欲すと 云へ ども fl 

レ可, 得 なれば、 何 ほど 身を勞 すと 云 へ ども 聊かいた はり 玉 ふべ からず と 答へ ぬ。 姉 そ 

の 志 を 感じて、 そぞろに 落淚に 及べり とい へ り。 兄弟の 親 は 如レ此 こそ あるべき こと 

也。 

n) 前 W 九 叉宋の 司馬溫 公の 兄 を 伯康と 云へ り。 溫公 これに 事へ 玉 ふこと、 唯 だ 父に つか ふる- 

I 貝 <fi 照。 小  ナラ 

第 K に に不， 異。 们康 長命に して、 今年 は 八十に 及べ り。 溫 公つつ しみつかへ、 是れを 介 保 

せし むる こと 嬰兒を とりあつ かふ 如くして、 常に 食後し ばらく 間 あれば 食 をす すめん 

こと を 尋ね 奉り、 天 少し 冷 なれば 其の 背 をな でて 衣服の 案 ー溫を 試み 問 ふ。 其の 敬し 貴 

ぶこと は 父の 如く、 其の 愛し 親しむ こと は 赤子 を 如レ保 のっとめ なりと いへ り。 弟の 

義 ここにお いて 立ちぬべき こと 也。  . 

師曰 はく、  { 木の 政 和の 間に 超 彥霄と 云 ふ もの あり、 彼れ が 兄を彥 雲と 云へ り。 兄弟. 

ー處に 父母に 養 はれ 有， 之， 父母 沒 して 後に、 兄弟 一家に 數年 ありけ るが、 兄 甚だ 博 

i 人 を 好み、 酒に 長 じ 色 を 好んで 業 を 失 はんとす。 彥霄 度々 諫 むれ ども 兄 更に 不， 用、 

剩へ家 を 別ち 財 を わけん こと を 求む。 彥霄 兄の 意に まかせて 家財 を わかてり。 かくて" 


f ーュ) 替の 人、 

，母 朱 氏に 仕 

へて 至孝、 二 

十 R 孝の 1 人 


れて， KSS に累 

し、 武 帝の 

ii- 太 保 を 拜 す。 

出 S  二  ei 頁 

(31)  {干 は. マユ 

^. 母 は 朱 氏、 

^ース にし 

て、 名 は兄祥 

につぐ。 仕へ 

て 光錄大 夫に 

K 土-る。 isj^ に 


一：： 千 を ふる 內に、 兄の 家 ことん \ く 乏しく • 內 外の 借金 甚だ 多し。 時 二彥霄 その 年の 

11! に 兄婦を 招きて 申しけ る は、 以前より 兄の 如， 此 になり 玉 はんこと を 思 ふに よって. 

家 を も不レ < ^して けれども、 五 年 以前にし きりに 求め 玉 ふゆ ゑに、 是れ叉 兄の 志に か 

たはん ために 家 を わかてり、 今旣に 兄の 家 やぶれ なんとす、 幸に 我が家 財 あれば、 明 

日より 又 本の 如く ー處 にあつ まり、 兄 を 以て 家の 主と し、 我れ この 命 を可レ 聞、 兄の 

借金、 我れ にわかて る 財 を 以て 是れ をつ ぐな ふべ し。 兄 は 酒色の みして 如， 此のき き 

わけあるべからず、 折 を 以て 詳に 申さし め 玉へ と 申しぬ。 兄 この 事 をき いて 大に 愤ぢ 

て、 初 は不, 從 けれども * さて あるべき に 用た ければ、 不， 得 A 上して 弟の 家に かへ り 

ぬ。 ここにお いて 以前 配分の 證文等 を もやき すて、 弟の 家の かぎ 鎖の 類不, 殘兄 にあ 

たへ て、 ^かへ だてな かりき。 時の 人 犬に 信服す と 也。 まことに 義に 篤く 親 を 親しむ 

の 心 ふかき 時 は、 財寶 利害に おいて 其の 心 薄 かるべし。 天 倫に したし からず 利害に 厚 

き處 深き を 以て、 可レ 勤の 義を か. く 事 多し。 尤も 可， 愼 こと 也。 

ニニ)  (En 

師曰 はく、 王祥と 云へ る もの 繼母 にやしな はる。 精 母が 腹に 王 覽と云 ふ 弟 出生す。 

繼 母王祥 にあた る こと 甚だ 以て 無道 也。 瓷 いまだ 十 歳に 不レ滿 して、 兄の 王祥 母の た 
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めに 打擲 せらる る を兑て は、 これ を 抱きと どめて 涕 泣す。 年す でに 十五に みちて し- *«. 

りに 母 を 諫めて 母の 心 を やにら ばけり。 猶ほ母 無理なる こと を 以て 王祥 をつ か へば、 

弟 も 亦 兄と ー處 にっか はる" その 志 如., 此を 以て、 繼 母の 心 自然にな ほりけ りと 也。 

里ハ 股の 兄弟 は猶ほ 以て 弟の 義を糾 して 兄 を 崇敬し、 其の 道 をつ くさん 事、 是れ 兄弟の 

道 也。 繼 母の 腹の 弟、 母の 心に したが ひ 利害 を さしはさみて 兄へ 非道 をな せした めし- 

古今に 其の 例 あり。 尤も 可， 愼也。 

二 五 兄弟の 遣 孤 を 養 ふ 

( I  ) 

師曰 はく、 晋の都 itj 云へ る 人、 晉の亂 にあうて 其の 在所の 民 ことん. \  く飢 う。 郄 

鑒が名 世に 高き を 以て、 所の もの 食 を 送りて 是れを 救 ふ。 郄 i 玄、 の.！^ は 不レ饑 といへ 

(二)  二 11)  キ フ 

ども、 兄の 子幷に 飾の 子 二人 を可レ 養の 様なければ、 此の 兩人を 召 連れて 食 を 求む。 

處の もの 云へ る は、 在所の 民 多く 餘に 及ぶ といへ ども、 その 方の 賢才 を 笑止に 思うて. 

此の 養 を 全くす、 二人の 小人まで を 養 はんこと は 不二 思 寄 一と 云 ひて 不, 用。 郄 せん 

すべ あら ざれば、 竊に盒 を 口に 含み 來 りて は 兩人を 養 ふ。. 如レ此 する こと 久しう して" 


す' のづ下 * の 芝 3 
これ 文ダ」 人 
と ど苑 傳な玄 
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二人の 小童 を 全くす る こと を 得たり と 一 K へり。 兄弟の 大義 は 人倫の つとむべ き處 とい 

へど も、 兄の 子に 至 る ま で 其 の 義を つ く さ ん こ と は , 大方 の 思 入に て はありが た き こ 

と： if」c 叉 唐の 元 德秀、 家 貧しく して 身 を 養 ふに 不， 足、 其の 兄 早く 死して 一人の^ あ 

り、 未だ 幾 ほど も. なきに 嫂 叉 死す。 元德秀 そので， ど 養 ひて、 晝 夜いだ きかかへ 相 悲し 

むと い へど も、 身 貧た れば養 ふべき 便りの たき まま 二、 己れ が 乳 を 以てく はへ しめて 

其 の 志 を た ん ぬ せ し む る 耳 た りしが、 十餘日 をへ て 元德秀 が ^自然 にした たり 得て、 

(物"  ころ 

y  J れ を 養 ふこ と を 全 , 、 -ヤ C 兄 の 子 今 は 成人して もの く ふ 比 になれ りければ、 元德秀 が 

やがて 出 やみに けりと 舊 記に 出せり。 弟の 兄 を 親しむ 處の 誠、 その 感ずる こと 如 

レ ti ス、 尤も 可 一一 歎息 一也。 されば 兄弟の 子 をい とほし むこと は、 我が 子に ひとし かるべ 

き 事 た りと 雖も、 世 以て 不, 然 し て 志 に たが ふこと 多し C 

i この 引 昔 後漢の 第五 倫に 或 人 尋ねけ る は、 公 も 亦 私の あり やと 問 ひければ、 されば よ、 つ 

例 前 出 二三 八 

M 參 S  と め て 私 を 去 る と い へ ど も , や や もす れ ば 私 あ り 、 吾 が 兄 の 子嘗 て 甚 だ 病 む 、 己れ 一 

夜に 十た び 行きて その 病體 をみ るし-い へど も、 退いて 安く 寢 ねたり、 吾が 子疾 あれば 

行きて これ を不レ 省と い へ ども、 夕 を を ふるまで に 聊か 眠る ことたし、 是れ 私な しと は 

一一 一 ^ 談  五 七三 
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八 十一 一一 不 レ可レ 云と 答へ たりと 也。 この 事 を 或 人 程 子に 問 ひける は、 第五 倫 視ニ其 之疾； 與ニ 

兄 子之疾 1 不， 同、 自謂ニ 之 私； 如何、 程 子 曰、 不， 安寢 トハ， 不二 安寢； 只不， 起與 n 

十 起； 便是私 也。 父子 之 愛本 是《 繙著ニ 些心ー 做、 便是私 也。 又 問、 ，視， 一 03 子與ニ 

.^s 子 一 有 レ閒 否、 曰、 聖人 立 レ法、 曰 兄弟 之 子 潜レ子 也、 是欲ニ 視レ之 猶 1, 子 也。 又 問、 

レ，  ゴトキ  *  キヲ 

i 天性 自有 ニ輕 重； 疑 若レ有 レ閒 然、 曰、 只爲 卞 今人 以ニ 私心 一 看 了 h 孔子 曰、 (：!s<) 子之道 

天性 也、 此只就 二 孝 上 I 說、 故 言 二 父子 天性； 若 二 君臣 兄弟 賓主 朋友 之き； 亦豈 不二  14^ 天 

性； 只爲 今人 小 看 却、 不. * 推， 一 其 本 所， 一由 來ー 故爾、 己 之 子與， 一 兄 之 子； 所い 爭 幾何、 sf^ 

ジ クヅル  二  ダス  ニス ルヲヌ  ニテ  ヌス  ト  クチ-一 ス ルヲヲ  ニシム r 

同 出 二 於 父 1 者 也、 只爲ニ 兄弟 異,， 形、 故以ニ 兄弟 ー爲 一一 手足； 人多以 レ異, 形、 故 親 一一 

ヲ ナルハ  - ダル ゼナラ  ト  (En 

S 服喪な 己 之 子 1 異 一一 於 兄弟 之 子； 甚不， 是也 云々。 今 案ずる に、 兄弟の 子 を 服す る こと、 我が 

子の 服に 同じ。 是れ 聖人 兄弟の 子 を 以て 我が 子の 如くす るの 制 也。 值し義 において は 

兄弟の 子 を 重んじて 我が 子 を 次と し、 親に おいて は 兄弟の 子より 我が 子 を 親しと す。 

その ゆ ゑ は、 我が 子 は 我れ において は 父子の 親 あり、 彼れ は 彼れ が 父 を 以て 我れ と 兄 

弟の 好み あれば、 兄弟の 子 は 又 相 去る こと 遠し。 然れば 第五 倫が 兄の 子の 病に 一 日に 

十 度の あゆみ を 運ぶ こと は、 是れ義 の 親に まさる 處 あれば 也。 我が 子の 病に 一 度 も ゆ 


かざる は、 親 を 以て 義を 不， 立 也。 夕 を をへ て 不レ眠 は 親の 不レ得 レ止處 ある を 以て 也 C 

をぢを ひ 

是れ 更に 私と 云 ふべ からず。 父子 尊 甥 一様の 看 をな さん こと は、 其の 理 あるに 似て 實 

は 異端の 兼 愛、 彼の 平等 を 立つ ると 云 ふに 不 X 異也。 今程 子の 云 ふ 所 も、 兄弟の 子 镜レ 

一. 1^ と 云 へ る 孔子の 一 言に 因って、 兄弟の 子 我が 子 一 樣の說 あり。 義と 親との わかち、 

天 倫不レ 得， 止の ゆ ゑ ある ことたれば、 至大 至 公の 理を 本と して 其の 說を 不レ 論して は- 

其の 間 究明す る こと 詳 ならず して は、 其の 惑 可 レ有レ 之 也。 

二 六 私利と 兄弟の 不和 

師曰 はく、 世俗 犬概 貧しき 輩 は 兄弟 能く 和し、 富貴に 至れる もの は 兄弟と もに 不和 

にたれ るた めし 最も 多し >  唯 だ是れ 利を懷 ひて 親 を 忘る る ゆ ゑ 也。 足^ 尊 氏 天下 を 握 

るの 時、 天下の 政務 ことん \ く是れ を舍弟 直義に 任せて、 直義叉 裁許に 私た からん こ 

一 ^  >  .1  ノ し づ き 

と を 欲す。 ここに 直義年 ごろ 過ぎて 男子 を 一人 まう け、 是れを 冊 W てて 已後、 しばら 

く 邪欲の 心 出来て、 天下 を 我が 子孫に 渡さん との 謀に なり、 政道に 私お ほくして、 つ 

ひに 兄弟の 間 不和に なりぬ。 遠く は 源賴朝 • 義經 連枝の 間に 事 出来る こと も、 義經私 
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のお ごり をき はめ {R 位の Iz^ 進 を 心に まかせ、 女色に 耽りて 犬に 惑 ふ。 皆 是れ內 にお ご 

< 一) 太平 記 る處 あって 利害 を さしはさむ 故 也。 晚加谷 高貞、 高師 直が 龜 によって 出 雲へ 落ち行く を 

卷 第二 十一に 

出づ  . ば、 舍弟四 郞左衞 門 急ぎ 師 直が 許へ 行きて 有りのままに 吿 げし 類、 世 以て 多し。 是れ 

唯 だ 人倫の 大義 を 忘れ、 兄 を 殺し 兄を龜 しても、 世に立ちて 豐に身 を ふるま はんと 思 

ふ、 わ、、 ひかの 利害に 付いて、 一生の 本意 を 失 ふに 至れり。 兄 を 殺し 弟 をつ みして、 誰 

に 誠 をつ くし 誰と ともに 世 を 世と せんや。 尤も 可 X 愼儀 也。 


二 七 男女の 對面 

師 嘗て 曰 はく、 男女の別 は 大義の R る處 也。 たと へ 一； 1 一族の 親しき 間な りと 云へ 

(- 一-に ほ ぶんはく  (一 5 

ども、 男女の別 を 守る 事、 古よりの 道 也。 昔 魯の大 夫 公 父 文 伯が 母 は季康 子が ために 

はま さしき 叔母な り。 季康子 柱いて 對 面の 時に 必ず 物 をへ だてて かたり、 闕を こさず 

して 送迎 をな せり。 孔子 是れ をき き 玉うて、 爲 二 於 男女 一之？』 上 也。 本朝に も 男女 對 

面の 時には、 必ず 親族たり と 云へ ども、 n- 帳 を 隔てて 相對談 し、 手づ から 物 を わた 十 

事な きを 以て 古 來の禮 とす。 是れ 男女の別 を 正して、 人倫. の 配 八：： をみ だ 十 まじき の；^ 


也。 是れを 以て 其の 別 を 明なら しむ」 - いへ ども、 猶ほ 男女の 情 を 通じてつ ひ 4 のち 

やまり をな せした めし 世 以て 多し C 其の 至って 放 f る は. 同族 相み だれ g 以 5 

す 1 人の 敎を 立て 男女の別 を 云へ る 事、 まことに 相き はまれる, . 

二八 政敎と 男女の別 

暫 はく- 男女の別 其の 國に 正しく、 塑 專ら 民に 敎 ふるに 人 ま大督 以てす 

とき は、 §ii?^Ii..i. 屋置ヒ て 君 量 

女び-ロカ を不， 知 ときには、 國俗叉 これに 因循して 淫亂を 事と し、 同姓 近親 相 f  , て， 

これ を 以て 俗と する こと. 多し。 大概 邊土簿 は その 事と たく、 男女の f のこり、 中 

層 華の 地 は 更に 其の 蒙し。 是れ 謙に は 古人の 風俗の こり、 蘭の 地、 一， 專ら 利 こ 

走る ゆ f  C 今以て 在 さ 民 は 婚姻に 其の， 正し、 其の 雲の 形 f を 取 行って こ 

れを 大義と す。 物見遊山 等と い へど も、 各  >  男 直 を 別にして 不レ 六；^、  12 

をいた し 雷 をた. して、 面氣 kri ら とす。 蕭の國 に は 露， 利 を， 

して， わすれ、 儀式 皆 省略して、 時の 手廻 しょろ しからん こと を 好む。 女 S5 

- ^  m  五 二ぶ」 
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を 蔑 如し- 面を顯 はし ひぢを はって、 是れを 以て 女の 道と 思 ふに 至る、 尤も 男女の 禮 

(一) この 全 ことん. \ く亂 ると も jf5 也。 顏ぁ家 ま (fc^ 婦女 略 無 n 交遊； あ 婚姻 之 家、 或 下十 數 

も 間お， 一 相 li, 者- Izi- 信 命 贈！^ -I き^ 焉っー 鄴下之 風俗、 li 以. 婦持ニ 門戶ー i 

顯 H 曲谿； ル造讓 き， s^.^.  t ル恆 . 代之賓 乎。 SB^^ 

への 方今の 河 故 其 遺風 是れ 所の 太守の 風俗に 因って、 所々 のなら はしと なること にあらず や。 

趙の都 

(三) s$ の 

縣 名き 2。 一-九 SIS  .  £ 

師曰 はく、  1? の大夫 Sif と 云 へ る もの 冀と云 へ る 所 をと ほりし に、 冀の块 と 云 へ る 

^.k^ 民- 田の 草 を 取りて ありけ るに、 其の 妻晝 のかれい ひ を 運びて 是れに 進む。 その 有樣 

，■ 唯 だ 賓客 を もてなす が 如く、 聊か なれあな どる 所 あらず。 是れを 見て 歸り、 我が君 文 

f て i^lM 公に しかぐ の 事 を 中し 上げて- つ ひに (f^) 軍の 大 夫に 用 ひしめ たりと 也 U 夫 • は 人の 

1； れ やすき 處 といへ ども、 闕 門に 其の 禮を ただす 事不レ 明と き は、 外 を さまる と 云へ 

f4 ども 內 正しから ず。 內 i4 つ ルズ. ^き は 何 を 以て か 外つ ひに 治まらん や。 如レ此 夫婦 鬧 門の 

ふ、 その 一な 道 正しき 辈を 賞す る を 以て、 下々 まで 人倫の 道 明に して、 人々 上 を 敬 ひ 君 を 貴び， 三 


記 f« 三 書 二 列 后 舉上を ら g 傅 聖百傳 

さの '列门 女な げ の鍊す '嫁に 光 第ろ 
れ 條逸傳 g 傳り し 美め '德出 十一 
たに It 第 に 'め- ヌ5 てよ のつ' 曹 二へ 宋 
り^ 傳七 後出- 乂 しも 政く み '皇^ 卷史 
U せ jg' 十 漢 づ耰皇 も 治 帝な 仁 后 慈 二列 


tMO  A 外 S- 辋 ここに 立ちぬべき. 乜。 

の 官 にあり。 ^  i  _  *  "  i 

この 物語 小 * 

行 第 六に 出 

p^^^  三 0 夫 道の 是非と 鬧門 

しも 改性ま 二  ル ナラ 

して； 31- くるし  師曰 はく， 夫 道不ン 明と き は 関門つ ひに 亂れ て、 色 を 以て 夫 を たぶらか すに 至る こ 

へ^の \ 一一 とのみ 也。 唐の 媽球 ゎづか 微官に 居ながら、 妻の 首 飾に 七十 萬 錢の欽 を 用 ふ.。 (fl ー涯こ 

StSlP 援の 女な  h  チ  ヲルト 

り。， 後 I 卷 の 事 をき いて、 以 ニ珍玩 奇貨 ー爲ニ 物之妖 一とい へり。 つ ひに 媽球禍 にあへ りと： T し 是れ 

十 上 后 紀に出 

夫 道の 正しから ずして、 女の 容色 をかざる を 以てみ ものと す。 ここにお いて 夫婦の道 

つ ひに 亂れ、 內 外不， 明に 至る 也。 漢の馬 皇后 は 明 帝の 后に して * つねに 錦繍 を不, 飾、 

糸く り 機お る こと を _g び 玉 ふ。 曹 皇后 は宋の 仁宗の 11" にして、 猶ほ 民の 營を 不レ 忘し 

て、 禁中の 庭に 田 をう ゑ させ、 耕作の つとめ をし ろしめ さん こと をな せり。 いみ じく 

かし-つ 

やん ごとた き 帝王の 后に 冊 かれ 玉 ふ 御身に さへ、 女に 婦人の わざ をた し、 險德な つと 

めて 関門の 政 をた だし 玉へ り。 況ゃ 末々 の 婦人 を 愛して、 容色 を 以て 心と せんこと. に、 

夫の 道に あらず。 

(10)  -,; こ-、 

後 漢に孟 光と 云へ る 女 あり、 其の 貌 甚だ 醜し といへ ども、 志き はめて 德 あり けれ 

三 倫 該  五 七 九 
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又 35 列 女 傅に ば、 是れを 知れる 輩 各. >娶 らんこと を 求む と雖 も、 女う けが はず、 年 も旣に 三十に 及 

ベり。 父母 これ を 悲しんで、 何なる 心なれば 如：， 此獨住 を 好む にやと 尋ねければ、 女 

n) ネは伯 答へ ける は、 5^ ポ 一鴻の 如くな らん 人 あらば 嫁娶 いたすべし といへ り。 其の 折し も 梁鴻も 

て？ r せざる な 卞だ 妻女の， よかり ナれ 誰 云 ふとな く 此の 事 を 相 通じて、 つ ひに 此の 女 を 梁 鴻娶ら 

.^^kM んと云 ふに なれり。 而 して その 節に 及びければ、 女 容色 衣服 かいつ くろ ひて 梁 鴻が家 

に 至りぬ。 梁鴻不 J ュ * ブ 七日まで 夫婦の 禮 を不レ 行。 ここにお いて 女 ひざ ま づき 禮を正 

して 梁鴻に 尋ねけ る は、 多くの 人の 招き をう け ひかずして 梁鴻に まみえん こと を 願 ふ 

は、 君が 德義の 高き こと を 慕へば 也、 我れ に 何の 罪あって 七日に 至れ ども 君 快から ざ 

る や。 梁鴻 答へ ける は、 されば 我れ 今身贫 しう して 其の わざな く、 唯 だ 世を遁 るる ま 

で.？.〕、 然れば 容色 衣服 を かいつ くろうて ける 人 は 我が 妻と 定めが たし、 尤も 今の 分限 

,  そ 、  ラ 

に 不二 相 I 一と かたりければ、 女理に 服して 則ち.^ 衣に あらため、 容色 を不ぃ 飾して す 

すみけ る。 梁鴻甚だ喜びて、 ，^レ此ノにぁりてこそ梁鴻が妻女と云ふべしとて、 つ ひに 

ともに 山中に 隠遁して (fill) 莽が亂 を さく。 梁鴻 はくさき り 田 を かへ し、 女 はく はとり 力 

ひこして、 其の ひまに は 書 をよ み、 琴を彈 じて 富貴の 樂を 忘る。 如レ此 狎れ睦 じかり 


しとい へど も、 女つ ねに 梁 鴻に食 を 進む るに、 擧レ 案齊, 眉と 云 ひて、 膳 を 高く あげ 

て、 我が ロ氣の 食に かからざる 如くいた し、 敢 へて 夫 をみ る こと 不， 邪、 身をを 

さめ、 聊かお こたる ことな かりし と 也。 婦人の 作法 は 夫 道の 是非に かかる ベければ、 

夫 道 を 以て 正す にある ベ き 也 G 

三 一 昏 義 

師曰 はく、 宋に孫 泰と云 ふ 人 あり、 少 くして 皇甫 顏を師 とし 學んで 古人の 風 あり。 

此の 孫 泰が姨 二人の 女 あり、 此の 內 一人 を 孫泰 にめ あはすべし、 但し 姉なる 女^: i が 

(一に) 字 は 時 一眼 を 病んで めし ひたれば、 是れ はさし 置きて 妹 を 可 レ娶と 云 へ り。 而 して 姨 死し 

て 後に、 孫泰 其の 姉 をめ とってけ り。 人 皆不レ も- と 云 ひければ、 孫泰 申しけ る は、 

. ； 1 一" さる？ 此の 女 一 眼 を そこな へ り、 誰か 是れを 可， 娶、 我れ 又 他人の 女を娶 らば 何ぞ この 女 を 

武憲と す。 

^^^^ めと らん。 姨 われに 二人の 女 を あ づけ 置きて ければ、 我れ この 女 を 妻と せず して は、 

一； i 事 は! ^,^1、 誰あって かれに 配すべき と 申しけ り。 人 皆 此の 義を 感ぜり と 也。 

或は 同名異人  〔一-. 一つ) いう  むすめ  , 、 

か 、未詳  又 宋の姚 雄と 云へ る 人、 女 を 或 人の子に め あは せんこと を 約せ り。 ， 可 ばくなくて 其 

三倫談  五八 一 
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の 約せ し 父 1;^ して、 その 妻 井に 子どもに 子細あって 沈 倫して 行方 を不レ 知な りぬ。 

iLJ ありて 姚雄 用事あって 旅 だち 行く 道に、 一 人の 老女 自ら 川に のぞみて 衣 を 洗潘す 

る を 見る に、 いかさま. a ある 者の 風 あれば、 人 をつ か はし、 如何なる ものな りと 尋ね 

しめ けれ、 ま.、 此の 女 答へ ける は、 某 は 昔 さばかり の ものの 妻な りしが、 夫 故あって 死 

して 後に 流浪 仕る 也、 我れ 叉 一人の 子 あり、 夫 ありし 時に、 其の 名字 を姚と 云へ る 人 

の たらん と 約せ しも、 夫 身 まかる の 後 は 名のみ にて 沈淪 いたし、 今 如レ此 なりと 答 

ふ。 姚雄 あやしみて、 S| さに 其の 事 を 尊ね けれども、 女 唯 だ 名 氏の みを覺 えて 名 を しら 

ず。 しかれ ども 始終の 様子 まさしく 我が 女 を 約せ し 人な りければ、 姚雄 申して 曰 はく、 

汝が云 ふ 處の者 は 則ち 我れ 也、 我が 女 その 方の 子に 約束す るの 後に、 人 皆媒を 入る と 

いへ ども， 一度 約せ しこと なれば、 その 先途 を も H ル屆 けて と 思 ふ を 以て、 今に 何方に 

も i4 レ：^ 也、 豈 一 父 之存？ i 一 約を變 ずるの 道 あるべき に 非ず と 語りければ、 老女 身の 

ったなく.^,.^流浪して、 今 此の 事に おも はず あ ひぬ る こと を 悲しんで、 落淚 やむ と 

きな し。 姚雄 M ち これ を 留め、 其の 子 を 招きよ せて、 ともに 衣服 をぬ ぎ かへ しめ、 新 

ノ 

衣 を 以てし、 車馬 を 仕立て、 此の 母子 をのせ て かへ りに ける と 也。 人の 義 不義 は 勿レ. W 


のとき 明白なる もの 也、 昏義 天道の 思 入 かく こそ あらま ほし けれ。 

三 二 婦道 を 要と す 

二) 周の 宜 

王の 皇后、 齊  師 嘗て 曰 はく、 婦人 関門に あって 常に 道 をた だし 義を 高く するとき は、 夫 又 これに 

侯の 女たり。 

^^0^0 教化 せられて 外 夫 道た だしく なること， 其のた めし 多し、 故に 婦道 を 以て 要と す。 周 

づきし 頃の 中  (二  リ  ハ  ハ 

興の 王に して、 の宣姜 后 は 賢に して 有, 德、 事禮 にあら ざれば 不レ 行、 禮 にあたら ざれば 不レ言 。宣王 

その 孫に々 び  ， 

朝政に おこたらせ 玉へば、 后 庭に 立ちて 罪 を 請 ふ。 是れ 我が 淫心の ふかき ゆ もに、 君 

傳 に出づ  王 をして 禮を失 はしめ て 朝政 を 怠らし む、 是れ大 なる 我が 罪 也と、 誠を盡 して 罪 を 乞 

(一一〕 文 王，  - ノ  (一一) 

0  ひ 玉 ふ。 諸事如レ此ぁりけるがゅ，<^-に、 宣 王政 をつ とめ、 文武の あと をつ いで 周の 中 

南の 篇ー i あり。  しかした が  (三) 二 フ  クル 〈ノ ナリ 

お 仇. は ズ好途 與 となり 玉 ふ。 是れ 併 ら姜 后の 婦道 正しき が 故に 非ず や。 曰、 窈究 淑女 君子 好 仇 

に 作る、 よき 

おの 5;^ は 仲 と 云へ る は、 此の 心 な る ベ し 。 

6t、 ig 帝の it  (Hn  キ グ 

京 兆 尹と？、 漢の王 章、 家まづ しくして 寒氣を 可, 防 衣類 あら ざれば、 牛に きすべき きぬ を 取り 

^^敢 言 を以 

0^,.  M よせて ま氣を 担ぐ、 さても や 淺間敷 ことかな と 打な げきければ、 妻 是れを 聞きて 大に 

0^^^^ いさめ 教訓し ける は、 時に あ ひ 世に 時め くこと は 皆是れ 天の 命に して、 うらやむべき 

三 ^：! 談  五八 三 


河南の 


以て 名高し。 

この の 行 ® 


f5 七十 ん女 

^の 部に 出で、 

新^ 列 女 傅に 

^几 ゆ 

(づ) 山 東お 

JW 水縣. の 泉の 

名、 名 悪しき 

故にせ より 孔 

子 この 水 も 飲 

ま すと いひ 傳 

へ た h- 

(三) 蔑 如し 

て與 へらる る 
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處 なし、 心 ざし 深き 大丈夫 はか かる 時節に こそ 彌-- 義を勵 まし 道 を 立て 貧賤に 不レ屈 

と 云へ り、 更に 歎き 思 はん 事に 非ず と 云 ひければ、 王 章 これに 感じて 思 ひ 直し、 心 を 

ラ  けいて うの いん 

取 立て 學文 更に 不レ 怠。 かくて 程なく 朝廷に 召 出され、 京 兆 尹の 官に 上りぬ。 時の 面 

目 世の きこえ 目出度く さか ゆく 所に、 或 時 王 章 天下の こと を 評定し、 書付 を 以て 天子 

に 奏聞し 奉りて、 猶ほ 官位 をす すめんと 欲す。 ここにお いて 妻 叉 これ を 留めて 申しけ 

る は、 人 は 高き も賤 しき も， 足る こと を 知る を 以て 責し とするな り、 しから ざれば 欲 

心 やまず、 分 を不, 安 を 以てつ ひに 身の 破れ を 致す こと 多し、 今旣に 官位 ゆたかに し 

て 叉 止まる 所 を不, 知ば、 却って 害 を 招くべし と 諫め けれども、 不レ 用して 封 事 を 奉り 

ければ、 帝 大に逆 誘あって、 その 身 亡ぶ るに 至れり。 

又 後 漢に樂 羊 子と 云 ひける 人、 路 にて 黄金の 大 なる まろ かせ を 拾 ひて 家に か ヘー^) 妻 

に與 ふ。 妻 これ を 見て 諫めけ る は、 妾 聞く、 志士 は不, 飮ニ盜 泉 之 水 一 藤 者 不匕党 1 ー嗟來 

之 食 一とい へ り。 ことに 道のお ち 物 を ひろうて 利 を 求めん こ と は 大丈夫の 心に あらず 

と愼ぢ しめければ、 樂羊 子犬に あやまって、 則ち 金 を 以て 野に 捐 てに けり。 其の後 遠 

く師を 尋ねて 學 文に 出で ける が、 一年 を不， 經 して 歸り 来れり。 妻禮を 正しくして 其 


の 故 を 問 ふ。 樂羊 子が 曰 はく、 久しく 外に 在りても 別に 替る 事の なく、 故鄕 のな つか 

しければ 還れり と 答 ふ。 折し も 妻の 織レ 機と て 半ば 仕 かけた るが、 唯今の 言 を 聞いて- 

則ち 立ちて 刀 を 取りて、 は たの 傍に 至りて 云 ひける に、 此の おりもの を 致す に、 一筋 

かさ  ラ 

の 糸つ もりて 一寸と なり、 一寸 重なりて 一尺と なり- 次第々々 に不, 怠 緩り 得て は 一 

丈 一疋の 絹 ともなれ り、 ゎづ かの 一筋より 事お これり、 しかるに 少し 緩り て はかの ゆ 

かざる 也と 云 ひて 則ち やみなん は、 此の はた をせ はしく 思うて たち 棄 つる 也、 學 文の 

L  (つし +-ラ ん 

道、 數 年功 をつ む 事 あらず して は 其の 效不, 可, 有、 ゎづ かの 月日 をつ とめて 事 替らざ 

ると 田. 亡 にん は、 此れ 織物 を 半に 斷 ちて 棄 てなん に不, 異と 諫めければ、 樂羊子 其の 言 

に 感じて、 則ち 師の 本に かへ り、 七 年 修行して 不レ 返して 其の 業 を 遂げたり。 後に 盜 

あって、 此の 妻 を 奪 はんがた めに 先づ 其の 姑 を とらへ て 害せん とす、 而 して 盜人云 ひ 

ける は、 汝 我れ に從 はば 姑 を ゆるすべし、 不， 從ば姑 を可レ 害と 云へ り。 樂羊 子が 妻、 

則ち 刀 を 以て 自ら^て 死す。 ここにお いて 姑 も別條 たかりけ りと 也。 太守 此の 事 を 聞 

きて、 卽ち盜 人 を せんさく いたし 是れを 捕へ、 妻 を 厚く 葬れり と 也。 樂羊子 妻の 德に 

P. ちて 其の 身の つとめ を 成就す、 婦 德の大 たるに 非ず や。 

三 淪談  五八 s 


( 一 ) §、 

字 は 仲、 認を 

平と いふ、 因 

つて またお ス平 

仲と も 云 ふ。 


年餘 にして、 

Kg 公 • 莊 公 • 

公に 臣事せ 

し， sf:,J< 夫 なり。 

この 事史 記の 

SaS 列 傅に 出 

づ 

(二) ここに 

てば 

ならん 


(三) 大 夫の 

* の稱 

卽ち忽 

必烈 なり 

(五) 元史列 

傳第 一 に 出づ、 

それに は世祖 

昭 順聖 皇后 


新 15 列 女俾卷 

之 中に も出づ 
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二)  (ニス 人) 

叉 齊の晏 子が 御者の 妻、 夫の いかめしく 馬のと ねり 致して ほこり かなりし 形 を 見て" 

夫の 歸れる 時 ひそかに 諫めけ る は、 人の 貧 福 は 天の 命 なれば、 求めて 不 レ可レ 得、 f 

其の 分 を 安ん ずる は 道の 敎也、 今日 其の 方の 君のと ねりに 出立ち て、 いかめしく 思 ひ 

出づ るら しき 體を みれば、 その すがたに て 働く 心中 こそ 最も あさましく 候へ、 C 安子の 

御 事 は國の 大臣に てまし ませ ども. 時 を 得たり とたかぶ り 玉ふ處 あらず、 常に 恭儉 の， 

形の 見え 玉へ り、 其の 方 此の 役儀 を ほこり かに 思 ひ、 さもた のしき 樣體 は、 よその み 

るめ も 恥ケ敷 こそ 侍れと 云 ひければ、 夫 これに 諫められ、 前非 を 悔いて、 過ぎに し 行 

跡 を 改めけ り。 晏子 其の 體を 見付けて 委しく 尋ね 玉 ふ。 御者 具に これ を 言上す。 ここ 

において 晏子 夫婦の 德を 感じて 君に 是れを 告げ 奉り、 つ ひに 夫は大 夫の 官を 得、 婦人 

(三、) ふ 

も 亦 命婦に 及べり と 也。 

(巧)  (S)  . 

叉 元の 世 祖の后 昭叙皇 11^ と 申せし はいみ じき 賢德の 后に て、 世祖 をた すけ 奉れり。 

世 祖旣に 宋朝を 亡ぼして 世を大 元と 號し、 群臣 を あつめて 酒宴 ありけ るに、 后 唯 だ 一 

人 更に 喜び 玉 ふ 事な し。 世祖 その ゆ ゑ を 勅問 ありければ、 古より 今に 至る まで 何事 か 

とこし な へなる や、 宋 朝の 初めて 五代 を 亡ぼせし 古の 喜び も 今日の 如くなる ベ けれど 


(K) 漢の 東 

港 人、 字ほ稚 

圭、 元 帝の 相 

となる。 又 詩 

に 巧妙な h- 

(七) 詩 を 語 

るに、 周の 文 

王と 太 3^ との 

をうた ひ 


の si^ を、 まづ 

始めと なすと 

いふ 意な り。 

詩 «i の卷 は 

こ の 詩 を ro.- 

始まり、 史記 

Jf 書の 頃 もで 

は 詩 は 孔子が 

； 1 定せ. c,0 信 

じられ たれば 

たり 

(八) 詞 向の 


出づ。 j_s の as 

ffi の 孝 |1? なり。 

また 朱 子小擧 

At 行 第 六に 出 

づ 


も、 喜びき はまりて 政 を わすれ 德を棄 て、 途に當 代に 亡ぼされぬ。 當今萬 歳の ことぶ 

きあつて 天下 を 草 業し 玉へ ども、 子孫^の 艱苦 を 忘れて， 又 幾 世 をへ て 亡びん ことの 

今より 心に かかり 侍れば.、 唯 だ 君 も 亦 此の 叙 慮 をめ ぐらされ て、 千代 萬 代までの こと 

ぶ き は德 にあり た ん こ と を お ぼ し め さ れ て こ そ と 仰 せ ごと ありければ * 世 祖大に 此の 

言 を 1^ 感 あり、 群臣 も 亦 信服せ りと 也 e 內に德 ある 婦人 あれば、 外に 夫德を 全くす e 

(六) ハク  マジ ハ" ハ  モト 

されば こそ 夫婦の道 は 世々 の 重ん する 處也。 医 銜曰、 妃匹之 際、 生 民 之始、 萬 福 之 原 

シウ, ル -ー  ゲ  シテ  ン  (七) ズルニ ヲ テ クワン ショヲ ス ト 

也、 婚姻 之禮 正、 然後 品物 遂、 而 天命 全、 孔子 論 レ詩以 II 關 ，爲』 云々。 

三 三 ssf^ 姑に 事 ふ  ， 

(八) 

師曰 はく、 婦人の 姑 S 男に 事 ふる、 是れ 婦道の 大 たる 也。 昔 陳の寡 孝婦、 年 十六に し 

て 嫁す、 未だ 子 を も不レ 持に、 其の 夫 公役に あたりて 遠方の 番に 行く になれ り。 其の 

^れに のぞんで 夫詳に 婦人に 云 ひける は、 我れ 生死 しるべからず、 老母 旣に 今日 を 限 

りの 身 たれ ども、 他の 兄弟 あら ざれば 可レ養 便りな し、 我れ 若し 不レ 還ば、 汝 留まりて 

母 を 養 ひて 孝 を 終 へん やと 尊ぬ。 婦人 これ をう けが ふ。 其の後 夫 果して 番所に おいて 

三倫該  五八 七 


女 mn あ 幼 人：:: 

傅/ふお りに °v_^ 

に ひ' 八 。し 二 妾 
出 新 十魏て は 《g 
づ *jj 列番烈 鹿 
列 女 列 操 氏の 
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卒す。 婦人 姑 を 養 ふ 事お とろへ ず、 慈愛 尤も かたし、 自ら 妨績を 業と して 終に 再嫁す 

べきの 志な し。 其の 父母、 年少く して 子な く獨り 住みなん こと を 悲しんで 是れを 嫁せ 

しめんと すれ ども、 聊か 許容せ ず、 しひて 云 はんとな らば 自殺 せんとの 思 入 なれば、 

父母お それて 敢 へて そむかず、 其の 志 を 遂げし む。 二十 八 年 を 經て姑 死す、 婦人 これ 

を 葬りて .EI ら 祭祀 を 司 どり ぬ。 此の 事つ ひに 帝の 叙 聞に 達しければ、 漢の文 帝 大に感 

じ まし/ \ て、 黄金 四十 斤 を 賜 はり、 身 を 終る まで 是れ を豐 ならしめ 玉へ り。 號 して 

是れを 孝婦と 云へ りと ぞ。 

又 後魏の 魏溥が 妻、 十六の 時、 夫の 魏溥 重病 をう けて 身 まからん としければ、 夫 申 

しける は、 生死 は 定まれる ことなれば 悲しむべき 處 なし、 我が家 貧しく して 老母 あり、 

赤子 あり、 唯 だ これ を 如何と もすべき 處 なしと 申しければ、 婦人 涕を 流して 申しけ る 

は、 夫婦の いもせ 偕老同穴の 思 を こそ ものす るに、 今 無二 本意 1 おくれ 奉れば、 同じ 道 

にもと 志す といへ ども、 老母 赤子の 仰せ ごと あれば、 留まりて 是れを 養 ひ 奉らん 事- 

是れ御 心に 可：， 叶、 少しも 氣遣 あるべからず と 泣く 泣く 申しけ る。 かくて 夫 死し けれ 

ば、 婦人 自ら 刀 を 取りて 左の 耳 をき つて 柁 中に 入れぬ。 姑 是れを 見て 大に 驚き、 何な 


91^ 女傳； S  列 第 朱 人 曾し 山 g に は 出 新 璺列傳 つ 

な 興の 第 5  女 六 子 に^て 南 5iS 盧づ續 善女 第;:； 

り K 部 八  傳及 小よ 母 、の す 氏 。ダ」 行傳百 

新に 十 元  に ひ'^  く長崔 '妻女 第な 四 K 

之 出七史  出 新 善事 孫 氏 母の 書の 傳六 ひ' 十誊 

のづダ j タ；  づ續行 ふ 夫のに 崔 setft に • 小 三 列 


る ゅゑぞ やと 問 ひければ、 婦人 答へ て 申しけ る は- 我れ 未だ 年少し、 父母 必ず 再嫁の 

こ と あ り ぬ ベ き を 曰，) つ て 、 自ら 如 レ此ち かひ 侍る と  一 K ひ てけ る。 みる もの 聞く 者、 是 

れ を 感ぜ ずと 云 ふこと なし。 遂に 能 く お に 事 へ け り と ぞ。 

叉 唐の 鄭義宗 が 妻， 能く 舅姑 に つ か へて 其の 道 を つくせり。 或 時 夜中 に 强盜內 に 入 . 

りて 事 さはが し。 家人 ことん \ く 走り去って、 唯 だ 姑 老いて 不 X 能, 出して 窒 にあり。 

(冒し)  デ . 

婦人 自ら 白 を 横へ て 姑の 側に あって 外に 不, 出、 盜人 多く 打擲し けれども 更に 懼る 

(三)  フル 二 

る ことたし。 盜人 これに 驚きて 遂にの がれされ りと 也。 叉 唐 夫人、 事， 姑 こと 甚だ 孝 

あり、 毎朝 必ず 其の 姑に 我が 乳 を 奉る。 是れ 姑に 齒 なくして、 食 を i も-ふことの 不レ叶 

を 以て、 數年乳 を 以て 養へ り。 姑 一 日病甚 しくして 旣に身 まかる の 時、 一類 を あつめ 

て 遣 言し ける は、 我れ 數 年の 婦の恩 報ずべき 樣 なし、 唯 だ 願 はく は 子孫 各 此の 婦の 

つつし  シヒ 

孝 を 學んで 敬み つとめば、 崔 氏が 門 葉 繁昌 無レ 疑と 云 ひて 終れり.^ 果して 崔 氏の 一類 

§  わ， A 

尤も さかえけ りと 也。 叉 元の 聞 氏と IK へる 女、 年少く して 夫に 離る。 父母 改め 嫁 せん 

こと を 欲すと いへ ども、 聞 氏始の 老いて 便りた く * 子の 幼 程に して 養 ふべき 道 あら ざ 

る を 云 ひて、 自ら 髮を斷 ちて 誓 ふ C 父 その 志の 篤き を 以て、 しふる に不レ 及して やみ 

三 倫 m  fr 一八 九 
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ね。 姑 久しく 烦 うて、 目 又め しひん とす。 聞 氏晝夜 看病 不， 怠、 手づ から 不淨 をき よ 

め， 朝 幕 口 を 以て 姑の 目 を 新り て 目の やに を 取る が 如く 十。 ここ を 以て 姑の 目つ ひに 

本復す。 其の後 姑 死す、 家 貧しく して 葬るべき 便り あら ざれば、 子と 自ら 土を负 ひて 

是れを 葬る。 晝夜 悲歎して 不， 止、 見聞の 人 甚だ 感ぜり と 也。 

(一) 叉 元に 趙孝婦 と 云へ る 女 あり、 早く 夫に 別れて 姑に 事へ、 家 貧しく して 自ら 人の 赏 

城の はなり. 

^1 タ女 € に を 取りて はたお る こと をい となみ、 その あた ひ を 以て 姑の 好む 食 を 得て 是れを 奉り、 

我が身 は 飽食 をのみ 啖 へり。 姑旣に 年老い ぬれば、 若し 一旦 死去 あらば、 柁を 得る こ 

とも 叶 ふま じきな りと 思 ひ 廻らして、 我が 二 男 を 人に 賫 りて、 其の あた ひに て 柑をこ 

しらへ 置く、 姑 甚だ 喜べり。 かくて 鄰 家に 火事 出來 して、 風 並 あしく、 彼れ が 家 やけ 

なんとす。 孝婦姑 もろともに 出で て 火 を さけんと す。 時に こしら へお ける： g 重く して 

取り出す 事不, 叶。 婦 むね を 打ちて 大に哭 して 云 はく、 吾れ 姑の ために 子を寶 りて 此. 

の 相 を 得、 天 若し この 誠 をし らば 此の 火災 をの がれし め 玉へ と 云 ひ畢れ ば、 風 俄に か 

はりて 孝 婦が家 は不レ 焚な りに けりと 也。 時の 人 犬に この こと を 感じぬ と 云へ り。 


三 四 母 儀の 道  > 

(二 ) 

師曰 はく、 母子た るの 道 甚だ 以て 大 也. 聊か 忽 にすべからざる 也。 周の 太 姜は太 王 

の 妻に して、 賢德 ここに 高し、 故に 其の 子 太 伯 • 仲 雍 • 王季 ともに 以て 只 人に あら ざ 

りき。 ？ i^tt は 王季の 夫人に して 其の 德 尤も 盛な り、 文 王 を娠み 玉うて 胎教の 行 まし ま 

しける が、 文 王 生れ 玉うて 聖 明の 德 あり。 君子 太 任 を 以て 能く 胎教す といへ り。 太 如 

は 文 王の 后に して 武 王の 母 也。 太姒 旦暮に 婦道 をつ とめ、 太姜. 太 任 を 思 ひ 慕うて， 

文 王 は 治レ外 太、 姒は內 を 治め 玉 ふ。 太姒十 人の 男子 を 生み 玉へ り、 武王 • 周 公 各. > 

太姒の 御子 也。 常に 敎へ玉 ふに 正道 を 以てして、 聊か 怠らせ 玉 はずと い へり。 是れ等 

の 御 こと は、 夫婦と もに 賢 聖の德 まし/ \ ぬれば、 其の 子 叉 聖德を そな へ 玉へ り。 

孟子の I に 其のお 墓に 近 かりければ、 孟子 少 にして 平生の 戲に 死人 葬祭の 學び をな 

し 玉 ふ。 孟母 これ を考 へて、 是れ子 を 居く 處に 非ず と 云 ひて、 別 所に 移れり。 其の 舍 

市に 近く 買 賣の事 多 かりければ、 孟子 叉 商 買の 學び をな せり。 是れ亦 子 を 置く の 地に. 

非ず とて、 此の度 は學 校の 旁に 舍 つくりせ り。 孟子 ここにお いて 禮讓 の學び を專ら と- 

し  *  進退 ことん \ く禮 をつ くす。 孟 母の日 はく、 是れ まこと. 一」 子 を 居くべき の處 なり 
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と 云 ひて、 つ ひに ここに 舍す。 孟子 幼な りし 時， 郯に猪 を 殺す こと あり、 孟子 是れ何 

の爲 にやと 問 ふ。 母 偽りて、 汝に啖 はし めんと て 也と 云 ひて、 後に 大に i 悔^て 思 はれ 

七 六 照 - ける は、 古 は 胎教と 云へ る こと だに ありと いへ り、 偽りて 彼れ を あざむく は 是れ不 旨 

«r に を敎 ふる 也つ 我れ 大 にちや まてり とて- つ ひに 猪の 肉 を 買 ひて これ をく はしむ. 

^-^^ レ 此の 敎戏茶 だ 深 かりけ るに、 孟子 亦 生 質 聰明に して 大儒と なれり と 也。 母の 子を敎 

五 uii  Hi の 行 

ふる 道、 能く 究理す る こと 詳 ならん に は、 大方の 子と 云へ ども 其の 才德 人に すぐ， e な 

り。 戰 ^策お ノー  ン 0 

下齊 の^ 王 . L 

されば 公 父 文 伯の 母 は、 文 伯が 友の 唯 だ 文 伯 を 敬す るの みなる を 見て、 益友に あら 

sr^i ず 賢 を 求め 益 ある を考 へて 友と すべし、 己れ に不, 如 もの を 友と きば 德行曰 々に！^ 

■ ま， レ衰と 戒め、 つ ひに 文 伯 を 世に あら はず。 齊の (fw が 母、 顏票 主人 齊を 出奔 

S に 至る、 せる について、 供 仕らざる ことの 不義なる こと を 戒めて、 つ ひに 主人 閱王を 殺せる 敵 

を ころせり。 是れ 各.^ 母の 戏を 以て 也。 叉 唐の f 景讓 が母鄭 氏、 早く 夫に 別れ、 幼少 

M^^^^ なる 子ども を 養育す。 或 時 土の 下より 犬なる 穴出來 て、 その 內に數 萬 貫の 錢 湧き出で 

見えず  ぬ。 家人 ども 犬に 驚き 喜びて 急ぎ 鄭 氏に 吿げ ければ、 鄭氏 子ども を 引きつれ、 つく.^ 5 


を もたせ、 此の 錢の 前にお いて 香を燒 きて 禮拜 して 申されけ る は、 凡そ 我が身 骨 を 折 

りて 能くつ とめ 得て 至らん 寶は 身の 福に して 災 たらず、 苦勞 せずに 得る 寶は 却って 身 

を 害する とこ そ 承 はれ、 天道 今 我が 貧 を あはれ み 玉 はんより、 願 はく は 子ども 成人い 

S  S0 たし 學文 成就の 功あって、 而る 後に 家 を 起し 福 を 得る が 如く 守らし め 玉へ と 云 ひて、 

ぎ 上の 兵談を 一 錢を も不レ 取して 本の 如く 土 を かけ 置け りと：^。 女性の 子 を 思 ふ 心に は、 誠に さか 

弄し 遂に #  ,  一，  7 

しく 才 ある 事と 可レ云 也。 子 を 知る こと は 父に 如く はたしと い へり、 ？れゃ 母 は 子の 親 

はは 史 記の 趙 しみ やすく 隔 心なき もの なれば、 母 道 を 正しくして 子を敎 へ、 子の 失 を 知りて 是れを 

奢 ^ss  。  t 'に. TA.  (yj  )  うつ- H 

f_ 一に 5" れ I 卷 改め 糾 さんに は、 子つ ひに 君子の 行 あるべし、 t 超 括が 母 は 括が 器 か將の 量に 非ざる こ 

と を 知りて， 訴狀を 捧げて 是れ をう つたへ、 王 陵が 母 は 高祖の 天下に 王た らんこと を 

高祖 is なの 項 羽 

JJJ 园^ 知りて 陣の 前に 自害して 王 陵が 高祖に 忠 あらん こと を 示す。 各.^ 子に 母た るの 道 あ 

lijwh^rl り、 子孫 さか ゆかん 輩 は、 母 道 尤も 可：， 愼 こと 也。 

S. を 招かん と 

す。 母 劍に伏 

して 王 陵 を « 

お I やひ 亂  三 五 婦人 節 を 守るべし 

求の 陵 母 伏 ラ  レ カラ 

に 出.. つ  師 嘗て 談 じて 曰 はく" 婦人 節 を 守る こと を不, 知して は、 夫婦の 間の 誠つ ひに 不レ可 

三 倫 談  五 九 三 


きに 昭卷っ  卷出年 梁 二 

の 在 王 四じ  四て-五 傅 

王り はに  に、 H 奥 

し 孔 出 列  も 列の 公春 

頃 子づ女  兄女條 三秋 

の lit  。iH ゅ傳 に十穀 
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( 1 ) 

レ 1_ ^也。 宋の 做姬は 魯の宣 公の 女 也。 宋の恭 A ムに 嫁して 十 年に して 恭公 卒し、 やもめ 

ずみ なること 三十 五 年に 及べり。 ここに 伯 姬が舍 夜 失火 あり、 左右の 人 ことん \ く遁 

、1 去り、 伯姬に 出で 玉 ふべき 由 を吿げ けれども、 婦人 はっきん \ の姆 あら ざれば 夜舍 

を不， あ、 姆の來 る を 待つべし と 有りて、 不：， 出して つ ひに 火に 死せ り。 楚の昭 貞姜は 

昭 王の 夫人 也り 王と 出で てあそび 玉 ふ 時、 昭王 夫人 を 渐臺と 云へ る 川の ほとりの 亭に 

置き 奉りて ける に、 俄に 河水み なぎり 出で ければ、 昭王 速に 使 を 遣 はして 召す。 夫人 

の 曰 はく， 王の 宮人 を迎 ふるに は 必ず 定まれる 約 ある もの 也、 其の 約 不ぃ來 ば 出づべ 

からざる とのこと 也。 使者 往 反に 及ばば 水大に 至りて 事なる まじ、 唯 だまげ て 出で さ 

せ 玉へ と 申し けれども、 約 を 棄て義 を 越えて は 生きて 益な しとて、 遂に 夫人 流れ 死せ 

り。 是れ列 女傳に 所レ載 也。 まことに 上古た めし すくなき 列 女 也。 世 ことに 時 こと 也、 

0 一一) 小缀權 今 これ を 以て、 仏と 可， 定處 なし、 時宜 相 應の義 を 計らん 事、 尤も 究理と 云ぶべし。 蔡 

古 第 El に出づ  リ 

人の 妻 は 宋人之 女 也、 旣に 嫁して 後に 夫に 有 二 惡疾， 一 この 故に 女の 母是れ をう とみて 

改め 嫁すべき こ， 0 を 云 ひければ、 婦人 曰 はく、 旣に 一 たび 嫁して は 身 を 終る まで 不 

レ あは 古よりの 道 也、 夫惡疾 出来る こと は 不レ得 レ已の ゆ ゑんな り、 何 ぞ可レ 出と 云 ひて 


1 


義を 守りつ ひに 母に 不， 從、 列 女と 云 ふべき 也。 

ハ？ ゥ) UJ, の f 唐の 建 中 ral 年に 李希烈 が黨數 千の 人數を 以て 項 城に 至り、 亂暴を 致し 男女 を 生 捕に 

ジ年 わ 

お ^£15 皇の す。 時に 項 城の 太守 李 侃、 賊の大 軍に や 恐れ けん、 せんすべたくて 唯 だ 茫然たり。 こ 

(五) 節度 使  (六) 

fu 故に 1 こに 其の 妻 楊 氏 申しけ る は、 君 は. 此處の 奉行に そた はりて 祿を 厚く す、 カを盡 して 敵 

の叛 親に 雾し  ル 、 

ul^il^ を 担ぎ、 不：， 叶と き は 打 死 を 遂げ 玉 はん 事、 是れ その 職分 也、 若し 逃げ去り 玉 はんに 

，g- せり、 後  キ ム 

I せらる。 は、 誰か 留まりて ここ を 可， 守と 云 ふ。 李 侃 曰 はく、 人 衆の 頭 を 致す もの も、 叉 家財 

こ こ は その 凍 

の 取り さばき 致す ものの あら ざれば、 我れ 一 人して 事なる ベから ずと 答 ふ。 楊 氏 犬に 

二へ) 新 接 列 はげまして 云 ひける は、 4,- の 城 を不, 守して 敲 のために 得られた ば、 家財 皆 彼れ がた 

女 《卷 上に 揚  キ フ 

Mi 紀 として から：^、 能く 守りて 奪 はれ ざらん に は、 家財 悉く 棄て 置く とも 誰か 是れを 可レ奪 や、 

唯 だ 百姓 を聚 めて ともに 守らん こと を可レ 謀と 諫め、 下 奉行 ども を あつめて、 楊氏詳 

に義 をす すめ、 瓦 石 を 以て 敵に 中る ものに は 千 錢を與 へ、 太刀 打 をいた し 弓 を 引きて 

敵に 中る 輩に は 萬錢を 賞し、 數 百の 民 を あつめて 域に のぼらし め、 楊 氏 自ら 食 をした 

ため 湯 を わかし、 酒 を かもして 不, 殘 これ を與 へ、 李 侃 域 上に 在りて 下知す。 その 間 

に 李 侃 手 を 負 ひて 甚だ 苦しみ、 城下に 引退かん とす。 楊 氏 はげまして 云 ひける は、 君 

三 淪談  五 九 五 
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}4 レ. 1^ ば 人 誰か あへ て 敵 を 防ぐ ベ き、 家に 死す る も 城に 死す る も 死に 異なる ことなし、 

衆の ために 城に 打 死 あられよ と 云 ひければ、 李 侃 此の 義に 感じて、 復び 城に ヒり敵 を 

しかしながら 

担ぎて、 賊の大 將を射 ふせければ、 贼大に 敗れけ り。 是れ 併 李 侃が 妻の 勇-が m によれ 

り。 時に これ を 楊 烈婦と 號 せる 也。 女子たり と 云へ ども、 天性の 義 なくん ば不レ 可レ有 

を 以て、 其の 誠 を 推して 滿 つると き は、 楊 氏が 志不レ 出して 不レ叶 こと 也。 本朝に も 如 

レ 此のた めし 殆ど 多し。 

二) 小 S き 唐の 奉 天の 責 氏が 二人の 女 は 民間に ひとと なれり といへ ども、 天然 節 を 守る の 志 あ 

行 第 六 及び 新 

1 女 傅に 出 り。 一^) 泰 年中に 群 盜大に 起り、. 其の 村々 を亂 暴して ける に、 此の 二 女 容色 ある を兑て • 

^^-  0 のがれ^る る を 屯 出して いざな ひ 行く。 道に 澗 谷の 深さ 數百 尺なる あり、 姊年 十九な 

ほ 後 りけ るが、 飛んで 身 を 投げて 死す。 妹 十六な りけ るが、 つづいて 飛んで 足 を 折り 面 を 

破りて 血 を 流す。 群 盜大に 驚きて すてて さりぬ。 此の 事 かくれな かりければ 叙 聞に 達 

して、 帝大 に叙感 ましく、 其の 門に 旗 を 立て 其の 節 を 表し、 其の 民の 役 を のぞかし 

め 玉へ りと 也。 民間の 婦女、 たれ 敎 ふべき に 非ず と 云へ ども、 天性 自然の 義 聊かお ほ 

キザ、  エー- 

ふべ からざる を 以て、 其の 節 を 守る 事 甚だ 可レ感 也。 古來 貞女 不レ見 三 一夫-と 云へ り。 


すべて 婦人 は 一 たび 嫁して 改め 嫁 十る の 道た し。 義を不 レ知節 を不， 能」 マ を 以て • 唯 

一一  (一一 一)  . テ 

だ 二 夫に 不レ見 を 貞女と 號 する のみ 也。 衞の共 姜は共 伯が 妻 也。 早く 夫に 離れて、 守 

ヲ  セ  ゥ ケガハ  (Bn 

レ義 不二 再嫁 一 父母 あはれんで 再嫁せ しめん こ， と を 欲すと いへ ども 不. Z 肯 して、 柏 舟 Q- 

(五) れいちよ 

詩 をつ くって 死 を 以て 誓へ り。 魏の令 女 は 文 叔が妻 也。 文叔 早く 死す、 令 女 未だ 年 わ 

かくして 子 な き を 以て、 ユー ず 再嫁 の 事 あ らんこと を 思うて、 自ら 髮 を た ち て 其の 信 を 

あら はせ り。 其の後 果して 再嫁の こと ありければ、 令 女 刀 を 以て 自ら 兩の 耳を截 りて 

けり。 時に 父の 文 寧 梁の 宰相な りければ、 猶ほ 女の 志 を 感じて、 人 をして 竊に 再嫁の 

こと をい は しめければ * 令 女、 父の 命なら ば とにもかくにも 可レ從 と、 心よ く 受けて 

け り 父甚 だ 喜 び て 令 女 を 守る こ と 少し 懈り ける その ひ ま に、 竊に刀 を 以て 鼻 を そぎ 

けり" 父母 犬に 驚きて、 其の 有さ ま を 歎き 悲しめり。 或 人い さめい へりけ る IT 人の 

間に 生ずる こと は 少しの 間にして、 間もなく 死に 去る こと 也 * その 人間 世に 何事に 

久しく 苦し， t 悲しんで、 不 X 入 處に義 を 立て 節 を 守り 玉 ふぞ、 前の 文お がー 類 こと ご 

とく 絕ぇ て 已に盡 き ぬ 、 誰が ために 如 レ此身 を かたは た らしむ る に 至り 玉 ふや と 語り 

ほれば、 令 女 答へ ける は、 仁者 不下以 二 盛衰 ー改. fe, 義者不 1^ 以ニ 存亡 一易. - 心と 云 ふこと 

三 倫 m  五 九 七 
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f， 文叔が 盛な らん 時 は 終りまで 其のた めに 義を 守り、 今袞へ 亡びて は 是れを 標； ぜ. 

んと云 ふ は 禽獸の 行跡 也、 我れ 何ぞ これ をな さんと 云へ りと 也。 婦人 節 を 守る の し 

• き 事 尤も 可， 歎。 

n) 李 氏の 又 五代の 王 凝が 妻、 夫 に^れ、 王 凝が 骸骨 を 負 ひて 古 鄉に歸 りけ る 道に て 宿 を かり 

女な り。 王 凝  ナ 

州の 一!^、 戶 ぬ。 旅舍の 主人 宿 を不レ 許、 日 は旣に 夕陽に う 十. づきて 行先遙 なれば、 軒の 下の  一 i 伯 

を 許し 玉へ とわび けれども、 亭主 不レ 聞して *  ^！人の臂を牽きて出さんと十、 婦人 大 

と新緻 列女傳  へ 

卷中 に S に 悲しんで 曰 はく、 我れ 婦人に して 今日まで 節 を不レ 違、 然るに 此の 手 人の ために # 

へらる、 是れ 天の 命 也、 一 の 手 を 以て 吾が 身 を； ささん こと は不レ 可レ有 こと 也と て、 .S 

. ら斧を 取りて 則ち 臂を 切りて 棄っ。 みる もの 感淚を 不レ流 ものな し。 此の 事つ ひに 叙 

(5 新 緩 1： 聞に 達し， 速に 勅 詔あって 疵の藥 を 賜 はり、 厚く 其の 志 を勅感 まし/ \ て、 旅 宿の 亭 

女傅卷 中に 出  (一二  とら 

主 を 罪し 玉へ りと 也。 宋の王 貞婦が 夫 幷に姑 ともに 元の 兵に 執 へられて、 舅姑 夫 皆 

^00 殺さる。 王 貞婦が 容色に 溺れ、 これ を 助けて 妻と せんこと を 欲す。 婦 自殺 せんとす。 

"^3^£陷 是れ にお どろいて 多くの 女 を 集め 置きて 彼れ を 守らし む。 婦 いつはって 云 ひける は、 

^ は ^ は 君 我れ をき はめて 妻と し 玉 はんとな らば、 我が 願 を 叶へ しめ 玉ぶべし、 我が 舅姑 幷に 


夫 死して、 是れ がた めに 喪 を不レ 能； ， 行 は是れ 天道つ きたる こと 也、 天道の 盡き たらん 

もの を 妻と し 玉 はんこと は 恐れ多き ことなれば， 我れ に 募 姑と 夫との 喪 を 終 へ させ 玉 

よし. ケ シス  レハ  カラ 

ふべ し、 而 して 後に 夫婦の 好 を 可 レ爲， 若し 此の 事不レ 叶ば 死す と 云へ ども 命に 不 レー， K 

レ從と 云 ひければ、 是れを ゆるしつ。 然れ ども 猶ほ疑 ひて 防ぎ 守る こと をき びし くす。 

明年 元の 師 還る とき、 此の 婦人 を もい ざな ひ 行く。 その 道け はしき 谷の き は 也， 旅 宿 

のこと なれば、 戒めの 侍者 も 少しお こたり ぬ。 其の ひまに 自ら 指 をく ひきり、 石 上に 

血 を 以て 詩 をし るし、 則ち 谷の 底に 落ちて 死り ぬ。 其の 血 石の 間に 入りて、 凝って 石 

となれ り。 天 陰 雨 するとき は 血 あざやか にして、 始めて 書け る 時の 如し。 此の 事 叙 聞 

に 達し、 元の 至 治 年中に 貞婦の 表 を 立て、 郡に 石祠を 立て、 靑楓嶺 と 云へ る處 なれば 

わう えいしゃく 

則ち 淸風嶺 と 改名し けりと 也。 叉 明の 孫 烈婦 は汪永 錫が 妻 也。 永 錫 病 久しくして 婦人 

たよ  キ ュ 

に 語りけ る は、 我が 病 久しう して、 その 方に 賴り てながら へたり、 此の 恩可レ 報の 處 

たし、 あはれ 我れ 死して 後 叉 宜し からん 方 へ 再嫁し 玉 はんこと を 願 ふの みなりと いひ 

ければ、 妻 犬に いたみ 悲しみて 云 ひける は、 君 若し 死し 玉 はんに は、 我れ 何 を 以て あ 

とに 留まらん、 君 は 我が 心 を 知り 玉 はずして、 二心 ありと 思 ひ 玉 ふに や、 全くお くれ 

. . 三倫該  .  五 九九 
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まゐ らせん 心なし と 云 ふ。 永 錫 聞いて 犬に 喜ぶ。 永 錫が 兄 傍に 居て これ を 聞いて 云 ひ 

ける は、 彼れ いかんして 死 を 得ん と 笑 ふ。 この 言 をき いて、 妻 ひそかに 毒藥を 飲んで 1 

、！^ 5| に 先だって 死ぬ る こと 十日 也と い へ り。 直に 烈婦と 云 ふべ き 也。 

三 六 情欲 溺愛の 殉死 は義 節に あらず 

師 嘗て 談 じて 曰 はく、 夫妻の 間の 愛に 溺 るる を 以て、 烈婦に ひとしき 行跡 ある もの 

也。 是れを 烈婦 義綜 と不， 可レ云 也。 宋の 章瑜が 妻、 夫に わかれて、 其の 屍 を 抱き 晝夜 

不レ I 泣き 悲しむ こと 三日、 屍旣に 腐りた だれ、 その 臭氣 甚だ 多 けれども、 猶 ほこれ 

を 抱きて 若しも 蘇生 せんこと を 云へ り。 夫の 一類 あつまり、 是非な く 奪 ひ 取りて 柁に 

入れつ。 妻柁 にかみ つき 愁歎して、 柁に 穴の あくまで 也。 葬の 時 自ら 先んじて 身 を 穴 

中に 入れて、 おくれ じと 泣き まど へる を、 其の 母 堅く 制して 留めけ るが、 幾程な く 井 

に^りて 死せ り。 明の 熊 氏の 女 は 約束 斗り にて 其の 夫の 死せ しに、 甚だ 悲歎して 殉死 

せんこと を 欲す。 父母し きりに 留め けれども、 つ ひに， M れて 死す、 時に 年 十八. 世以 

て 熊 烈婦と 一二へ りと 也。 彼等が 殉死の 心得 は 唯 だ 愛に 溺れて 其の 死 を 快くす、 是れ節 


を 守り 義を 高く すと 云 ふべ からざる 也。 すべて 愛 著す る 處の念 慮より 云 ふ 時 は、 夏の 

"に. J: ま J 蟲の 飛んで 火に 入る を も 義也節 也と 云 ふべ けんや。 圓融院 の 御宇、 大江定 基、 三 河の 

E にあ 十 力 參  かみ  . 

守に なりて 下りけ るが、 任 はてて 歸る 比， 寵愛の 妻 死す。 き はめて なげき 途葬 をも不 

レ致、 常に 抱きて 臥しけ り.^ 身 を 撫で 髮をか なで 女の 口 を 吸 ひければ、 口より あやし 

き 臭の 出で ければ、 うとむ 心 出来て、 これより 道心 を 起し * 名 を 寂 照と 云 ひて、 ，：|.1 に 

(二 ) 

しんたん 

(二) 支那 三 河の 入道と いはれ、 後に は 震旦に 越えぬ。 彼の 國の 天皇 大に歸 依し 玉 ひ、 大師 號を 

ちか 

玉 はりて 圓 通と ぞ 云へ りと 也。 是れ等 は 妻の 愛 念 則ち 惑ひ溺 るるの 處 より 起れ り。 近 

比 も 夫に 離れた る 妻の 悲歎の あまりに 心 狂して、 夫 を 葬りし 寺の 墓の 間に 常にた たず 

みて ける たど あり、 是れ等 は 烈婦と 云 ふべき に 非ず.^ 尤も究明すべき^.」。 

三， て 父と 夫 

5ー) 實は左 師 嘗て 曰 はく、 昔鄭 伯， 臣の蔡 仲 政 を 専らに する こと を 患へ 蔡 仲が 1^ の雍糾 に密該 

13 桓公 十五 年 

If^^sTO して、 蔡仲を 殺さん こと を 謀れり。 雍糾が 妻 是れを 知りて 我が 母に かたりけ る は. 父 

こと" 蔡巾 ま  い づ  ひ と V  0  i ケ 

S: に 作る，' と 夫と は 孰れ か 親しく 侍る にやと 問 ふ。 母 曰 はく、 人 は 盡く夫 也、 父 は 一 而已 なり、 

三 談  .一 ハ 〇 1 
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たん  キ ブ 

胡ぞ たくらぶ るに 可, 及と 答へ ぬ。 この 霄を 信服して、 つ ひに 我が 夫の 謀 を詳に 父の 

蔡 仲に 告げたり。 蔡仲 やがて 壻を 殺して 其の 尸 を さらしぬ。 ここにお いて 鄭伯 不レ得 

ムヲ  かた. rj 

レ已 して 國を 出奔す。 又 京師に 節 女 あり、 其の 夫 かたき を 持てり。 驗 此の 夫を數 年ね 

(一) この か ら ひけれ ども、 忍び入るべき 便りな し。 或 人 申しけ る は • 仇の 妻 こそ 類な き 親に 孝行 

たき は 節 女の 

夫 を 指す  なる 人 なれば、 此の 親 を可レ 殺と 仕掛けた らんに は、 妻 同心して 引 入れ みちびくべし 

かたき  やが  ムゾ  むすめ 

と 云 ふ。 仇 喜んで、 頓て 妻の 父 を とらへ しかぐ と 云 ふ。 父不レ 得， 止して 我が 女 を 招 

ひそか  ル ハ 

きて 此の 事 を密に 語る。 妻 心に 計る らく、 父の 命に 不, 從 とき は 父 を ころさし む- 是 

れ 不孝の 第一 也、 又 父の 命に 從 ふとき は 我が 夫 を 殺さる， 甚だ 不義 也、 不孝 不義の 間 * 

ばか 

を 以て これ を 行 ふべき と、 堅く 思 ひ 取りて 父に 答へ ける は、 それ こそ 易き 斗り の 事 

に 侍る、 明 夕 何れの 方の 佝 くの ほどに 臥し 居た らん 人 こそ 我が 夫 也と、 詳に 父に 許諾 

(夫) 

して かへ りぬ。 仇 犬に 喜び、 明 夕 を 待ちて 仇の 家に 忍び入る。 かねて 內 通の 事 なれば、 

敎に 聊か 不レ 違して 人の 臥し たれば、 年來の 本望 これな りと て、 則ち 1^ を， かき 落し、 . 

外へ 持ち出で て H ル ければ、 仇に は あらず して 彼の 妻 也。 ： ^犬に 驚き、 且つ 妻の 義を感 

(夫) もと 

じて 仇の 本に 自ら 行きて 其の わき まへ を 云 ひ、 互に 落淚 して 仇の 思 を やめに きと 也？ 


(二)  ^3出.撻 

か 要 もさす 


(一一 一) S0 

^^の ことなり。 

こ の こと 15- 平 

衰記卷 第 十 

九に 出づ 

(3)  ^00 

によれば 源 1® 


されば 爲レ 父に 夫 一 ごころ し 夫の ために 父 を ころさ ん は、 ともに 不孝 不義の 間 を 免る ベ 

からず- 唯 だ 我れ 此の 難に ぁづ からば、 自らの 身 を是れ にあつ るに あるべ し。 古人. 

日、 天下 無二 難 レ處之 事； 而昧 者き 犯， 之、 雍 姬爲, 父ノ 2! 殺， 夫、 盧蒲^^1(ぁ1|ぁ，ハ：：^ 

均 之 天理 所， 不， 容、 If 京 節 女、 一 死而人 si 世 無二 難事- 矣、 あ t^H せズ .^ー，1^("(1 也、 

難： 於 父； 死 ぁ夫 一死 ヒぼ 也、 , 於 41^; 惟一 身而 1^ パ i 焉、 胁4ハ>^^ や 4.fkc 

レ義、 是非. 死 i 也- 死 二 孝き， 也、 iii"^ 之 _f、 余^^!^、事4^離"キぁ味者^5%スル 

レヲ  みなもと G わたる (三) 文覺 ili 名  (ran 

レ之 也。 本朝 源 渡 が 妻 を 遠 藤 盛 遠が 忍んで、 姨母を 殺さん と議 せし を、 渡が 妻よ き 

にたば かり、 己れ が 身 を 渡に 似せて 殺させし ためし、 殆ど 京師の 節 女が 志に 似たり。 

ここ を 以て 人盡夫 也、 父 一而 巳と 云へ る は、 其の 語理 あるに 似て、 甚だ 聖經ニ そむけ. 

りと 云へ り。 尤も 勘辨 すべき こと 也。 


(五) 

，；^ lli.f ん 章に 出 

づ、 U 子の 言 


三 八 善惡は 友に よって 長ず 

師 嘗て 談 じて 曰 はく、 凡そ 朋友 は 各，' 類 を 以て あつまる、 故に 友 を 以て 仁 を輔. 

云 ひて、 君子の 友 は 皆 其の 會 する 處 君子に して、 互に 善 を 助けて、 會す るの 友 を 以て 

三 倫 該  六 〇 三 
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自ら 君子の 道に 入る こと やすし。 小人 は相會 する 處皆 不善なる を 以て、 あつまって 惡 

日に 長ず。 彼の 聖 はます/ \聖 にして、 愚 は 益. - お-なる ためし なるべし。 ここ を 以て 

L 一の) 文！^^ お 人の 善 惡は友 を 以て 見る に不， 如と もい へ り。 易 曰、 子 曰、 同聲 相應、 同 氣相求 >  水 

流 レ.. i、 火 就 1 燥、 雲從， 龍、 風從， 虎， 聖人 作 而萬物 親， 本 二 於 天 II 親レ 上、 本 二 於 地 1 

者 親， 下、 則 各從， 一 其 類 一也と いへ り。 是れ 君子 小人 其の 氣 質に 丙って 互に 相 友な うて， 

よ ろし^ 

善惡 ここに そだてら るる ゆ ゑ 也。 この ゆ ゑに 朋友の 交り 尤も 能く 糾 して 其の 宜 に從 

^14- 易のお はば、 我が 德 自然に そだち、 仁つ ひに 相輔 くるに 可レ至 也。 繁^ 曰、 二人 同 レ心、 其 

トキ 1 ッヲ  ノ カヲリ シノ 

利 斷, 金、 同心 之 言、 其 臭 如 ，蘭 と 云 ふこと あり。 朋友の 志 相 合 ふとき は- 凡そ 事た 

ら ずと 云 ふこと なし、 金石の 至って 堅き も、 この 志 厚き に は 自ら 破れ 斷っ べしと 云へ 

ジゥシ ヌ 

り。 されば 君子の 同レ 心情 を 一 つに いたせる は、 其の 香 蘭の 如くな りと 也。 惡 人と 友 

たらん は、 又 此の うらなれば、 惡の相 長 じて 身 を 失 ひ 家 を も 破る に 至る も、 友に よつ 

て それにな りぬべし。 古來 より 一人 惡を行 じ邪義 をな して 犬に いたれる ことなし。 そ 

れに相 從ひ相 睦む處 の 友 を 以て 輔 とす。 大" £ ^乂は 一木の ささ ふる 處に 非ず と 云 ひし もこ 

とわり 也。 


師曰 はく、 昔 莊子. 惠子相 友たり。 惠子 死して 後に 莊周惠 子が 墓に 至り、 顧みて 相 

したがへ る 門人 等に かたりけ る は、 郢人白 土を漫 ると て、 誤りて 己れ が 鼻端に つけた 

り、 其の 薄く かすかなる 事蠅の つばさば かり 也。 ここに 匠 石と 號 して 名譽の 大工の た 

(手斧)  け-つ 

くみなる ものの ありけ る を 招きて、 鼻の 端の 白 土 をて うの を 以て 斲ら せけ るに、 匠 石 

おそる る 所な く 斤 を 運ら し， 成 A 風て 斲り 落す、 . 白 土 聊も不 い. 殘 落ちて 鼻に あと もっか 

ず、 彼のけ づら せぬ る 男 も 驚く 氣色 もなかり きと 也。 此の 事 其の 隱れ なかり ければ、 

(五) 

宋の元 君 これ を 聞きて、 匠 石 を 召して こころみに 此の 事 をな さしむ。 匠 石 申 上げけ る 

あ ひて  キ 

は、 某 は 今に 此の 術 をな すと いへ ども、 此の 質な りし 男の 旣に 死し ぬれば、 此の 術 可 

ン成處 なしと 申しし と 也。 我れ 無事な りと いへ ども、 惠子旣 に 先 だち 死せ り、 我れ 又 

キ テ ル ァ ヒテ， - 

無 一一 以爲で 質 が ゆ ゑに、 何事 を 云 ひ 語りても その 心 を 得る の 友な しとい ひて 悲しみき 

と、 莊 子が 徐無 鬼の 篇に 記せり。 

(七)  しょうしき  きくこと 

叉 伯 牙と 云へ る 琴の 上手 は鍾子 期と 云へ る 聽事を 得た る 友 を 設けて、 常に 琴を彈 

三 倫 談  六 C 五 
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ず。 伯 牙が 志 高山に あれば、 子 期 その 音 を 聞いて 報々 兮 若 二 太 山 一と 云 ひ、 伯 牙が 志 

流水に あれば、 子 期 これ を 聞いて 洋々 然若ニ 江河 I と 云へ り、 其の 相 通ず る 事 如 レ此な 

< 一) 御寇 り。 子 期 先 だち て 身 まかりぬ、 伯 牙 則ち 琴 を 棄て絞 を 絶ちて 再び 琴 を不レ 取。 おもへ 

つ マたり、 又  ルヲ  あ ひかな  二) 

らく 世に 知, 音 者な しと。 是れ より 朋友の 志 相稱ふ をば 知 音と 號 せり。 詳に列 子に 出 

經 ともい ふ、  (に 一ん) £ りんしゃ， T じょ  (111)  (gn 

でたり。 廉鮮- 藺相如 は 则頸之 交 をな し、 晉の呂 安 は 秋 5 康に 友と して、 相思 ふごと に 

ihl と 千里に 驚 を 命ず。 凡そ 朋友 は 天下 皆 以て 友たり といへ ども、 多く は 面 友たり、 故に 或 

らる 

(一 j2 一一 人.. J は 食 を 以て 集まり、 或は 色 を 以て 交 はる、 ともに 君子の 交に あらず。 されば 久しく 交 

f^ff 一霞の はる こと 不， 能して、 程なく 絕 交して 互に 相 そしり 相 恨む、 尤も 可/恥の 至り 也。 心 を 

魏の 人、 字 は  ， 

仲悌、 濟 世の 以て 友と すと 云 ふ は、 彼の 口 を 以てし 色 を 以てし 財 を 以てし 勢 を 以て 友と する は 皆 時 

念 あり 

お h ま の氣 斗り なれば、 只 だ 誠 を 以てする こと 也。 心 友に 至りて は、 互に 相 知 音た るの いひ 

夜、 老莊 の^  カラ フ 

お t、11 なれば、 君子に 非ず して は不 レ可レ 叶。 

t:: 安と 共に 後 

f€ に S ふ、 

i!; として を 

四 0 交友 は義を 以てすべし 

，练魔 傅に 出 師曰 はく、 朋友の 交、 義を 以て 不， 交 時 は、 干 要の 時 其の 交り 相違す る こと 多し。 


昔 廉頗官 を やめて 故鄕 にかへ りければ、， ■ 古 心 やすく 出入いた し 友たり し 者 いつしか こ 

とん \ く遁げ 去りて 不 レ來、 其の後 又 用 ひられて 將 たりければ、 前の 客 友 曰々 に 至り 

て 門前 やすから ず。 廉頗 怒って、 客に 信な きこと をい へ りければ、 其の 內 一 人い ひけ 

る は、 唯 だ 怒り 玉 ふべ からず、 世間 は專ら 利害 を 心得て 道義の 交 を 不，， ^、 人の 勢 あ 

るに は從 つて 勢な きに は不， I、 是れ又 世の ことわり 也、 何のお か あらんと 云へ りと 

也。 世間の 情、 君子 は 希に して 一向 小人 斗り のこと なれば、 利に つきて 時に 從 ふこと 

なまぐさき  二. ラ  ひき ひ m う 

は、 蟻の 醒 にあつ まり 蠅の 不淨に 付く に不， 異 e 彼の， 勢 猛に ののしる W は是れ を- 

不二 心得 1 して、 我れ に 親しき 人 多し と 思 ふ 一 ご 以て、 誠の 知 音 一人 も あらず： 時 至りて 

勢 さり 身の 苦しみ 至らん 時 は、 蟻の 如くに あつまりし 友と &〕 ひし 者 自然に 退き 去りて、  / 

(五) 

てき 二う 

A 帝 a の) 時 f$ 文 名 を 知られん こと をも錄 ふ。 あさましき は 人の 情に あらず や。 翟 公と 云 ひし 漢の 人、 

r なゾ 『 てい ゐ 

rsvs 廷 尉の 官 なりし 時 は、 門前に 鞍馬 充滿 して 路 道の 往來も 絶 ゆる 斗り なりき。 後に 官を 

去りて は、 出入の 客 友 殆ど 結えて、 門外に 鳥 をと る 羅をも はりぬ べきが 如し-」 後叉廷 

尉と なりし 時、 門に 大に 書して 曰、 一死 一生、 乃 知 二 交情； 一 貧 一 富- 乃 知 二 交 態； 一 

貴 1 賤、 交情 乃 見 也と。 まことに 恥づ かしき ことども 也。 
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四 一 朋友の 義と信 

二) この 事  師曰 はく、 昔 魯の郞 成 子、 晉に 使して 道衞 をと ほれり。 衞の 穀臣と 云へ る ほ 下、 本 

ii の镇公 十二  ： . 

巧 れ^^ より 友な りければ、 郞成子 をと どめて 終日 酒宴 を まう く。 樂の 用意 は 有りながら、 如 

二十 六 年より 

七 年に 兒ゅ。 何したり けん、 樂 はなくて、 而 して 送る に 重 寶の玉 を 以てせり。 郞成子 一 應の辭 退に 

いづれ も衞の  ノ、  おつ 

は?.!?^ の" 不レ及 これ を うけてと ほれり。 郧成 子が 供の もの 中し ける は、 今日の 御 逗留 御 悅び大 

S えす  方と みえ 侍らず、 ことに 大事の 寶 もの を 送り 玉 ふ をう けて かへ り 玉 ふ は 如何にと 問 ひ 

ければ、 されば よ、 穀臣は 本と 我が 友 也、 今日と どめての 酒宴 はこと わり 也、 しかる 

に樂の 用意あって 樂 なき は、 佝と ぞ內證 に不, 可レ喜 子細の 有る にこ そ、 殊に 家の 寶を 

我れ に 送れる は、 是れ 我れ に 大事 あらば 取り 置きて 子孫に 傳へ よと 云 ふの 心と 見付け 

たりと いへ り。 かくて 道 三十 単； を 行きて、 あとに て 喜と 云 ふ もの 亂を 起し、 穀臣こ 

れに 死して、 妻子の よるべ 無， 之" 郞成子 道より 返りて 其の を 届け、 而後に 魯に還 

か へり ごと まう 

り 君に 反 命して、 人 を 遣 はし 穀臣が 妻子 を迎 へ、 家 を 別に こしら へ 是れを 置きて、 

其の 子 長 じて 後に 彼の 玉 を かへ しけり。 朋友の 義 ここに 立ちぬ と 可， 云。 されば 孔子 


づ瞀 5  づ世十 ふ延吳 2 

fig 前 。お C  家 一 t 陵の C 

出 二列  •                         第 、史季 » 

二人 傳史  、                     一吳記 子 夢 春 

六のに 記  に太卷 との 秋 

頁 こ 出の  出 伯 三 云 子の 


き レ之 曰、 知^ 可 二 1 ハ徵 一き- 仁可ニ2^托^,孤、 廉可 一一 以寄^,財、 其 郎成子 之 si 乎と は、 こ 

の 所 を 感じ 玉 へ る 也. - 

又 吳の季 札、 魯に 使して 徐 をと ほりぬ。 徐君季 札が 劎を 見て 犬に 欲する の氣 あら は 

る。 季札 これ を 知る といへ ども、 未だ 魯の使 を をへ ざれば、 つか はすこと なく 魯 にと 

ほりぬ。 使の 事す みて 歸 るに 徐へ よれり。 この 時 徐君旣 に 死せ り。 季札 いかばかり 本 

意なくて、 頓て徐 君の 墓に 參詣 して、 腰の 劍を といて その 塚の 木に かけて 去れり。 供 

の 者 ども、 是れ はさし もの 寶劍 也て いれば、 徐君旣 に 身 まかれり、 此の 樹 にかけ 玉 ひ 

て 誰に あたへ 玉 はんとの 御 事に やと 問 ひければ、 されば よ、 我れ 旣に 心に 此の 劍を可 

レ 遣と 思 ひ 定めつ、 豈 彼れ が 存亡 を 以て 我が 心を變 ずべき やと 云へ りと 也。 古の 義者 

は明嗜 によつ て變ぜ ざるに あれば 也。 

師曰 はく、 齊の 管仲少 より 鮑 叔と相 交 はりて ともに 心 友たり。 鲍叔 其の 賢 を 知りて 

常に 善く 親しめり。 管 仲 曰 はく、 我れ 始め 貧に して、 飽叔と 事 を あきなうて、 財 を 分 

ち あた ふる 事 ことん \ く 我れ 是れ をいた せど も、 鮑叔 我れ を 以て 貪れり とせず。 我れ 

かって 鮑叔 がた めに 事の 談合 をいた して、 却って 彼れ が 困窮 をな せりと い へ ども、 鲍 
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(1) 齊 王の 

子、 齊 室の- S 

に 敗 死す 

("：) 糾の臣 


(三) (3) 後 

漢書 列 傳第七 

十 一 獨行傳 に 

出づ 
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叔 我れ を Si なりと せず、 時として 利 不利 ある こと を しれば 也。 我れ はじめ 三た び 奉公 

して 三度ながら 君に 遂 去され ぬれ ども、 鮑叔 我れ を 以て 不肖 也と せず、 我が 不レ 遭レ時 

こと を しれば 也。 我れ 昔 三た び戰 ひて 三度 遁る、 鮑叔 我れ を 以て 臆せり と不 レ爲、 我 

二)  (二) ハス レニ  はっかし め 

れに 老母 ある こと を 知れば 也。 公子 糾 敗れて 召忽 死， 之、 我れ 囚 はれて ついで 辱 を 

受く、 鮑叔 我れ を 以て (恥 無しと 爲 さず、 我が) 小節 を不レ 恥、 功名の 不 1 顯ニ 天下一 を 

以て 恥と する こと を しれば 也。 しかれば 我れ を 生む もの は 父母に して、 我れ を 知る も 

の は鮑叔 也と 云へ り。 是れを 世に 管飽が 交と 號 せり。 朋友 同志の 間 はかく こそ あらま 

ほしき 事 也。  - 

ニー 一)  b か 

又 東漢に f 氾式字 は 巨 卿と 云へ る 人 あり。 少 くして 學を 好み、 大 學の學 校に 居たり し 

、 § 

間に、 河南の 張 邵字は 元 伯と 云へ る 人と 友たり。 二人ともに 备.' の 古鄕に 還る とき、 

シ ル 

范式云 ひける は、 今より 二 年 過ぎて、 何れの 月日に 其の 方の 所へ 行きて 可レ 語と 約し 

て刖れ にき。 二 年 を 過ぎて、 その 日張邵 色々 の 料理 あるじ まう け を 致して 待ちければ- 

張 邵が母 云へ りけ る は、 二 年 以前の ことなり、 まことし からぬ ことと 云 ひけり。 しか 

るに 其の 詞の 如く、 范式來 りて 張邵が 馳走 をう け、 老母に も對 面して、 久しく 相 友な 


うて^れ にき。 而 して 後に 范式 夢に 張邵が いづれ の 日に 死す と 云 ふ を まさしく 見 けれ 

ば、 則ち 驚きて 彼れ が 里に 趣きけ るが、 早 や 死して 葬の 地に 至る 處へ かけつき ぬ。 老 

母 その 遠き より 來るを 見付けて、 范 式な らんと 云へ りと ぞ。 朋友の 信、 其の 深き 事 可 

レ見。 

四 二 朋友の 難に 處す 

に t:^:- 師曰 はく、 晉の荀 巨 伯と 云へ る 人、 友人の 遠き に 在りて 病む を 見廻り のために 至れ 

名お 一  -  ^4-^ 

§,| り り。 折し も その 所に 盜賊大 に 起って、 朋友の 居た る 里に 推し 入りて、 1^ レ遁 男女 をば 

或は 殺し 或は 生 捕て、 其の 家財 を 奪 はんと 議 する 時節 也。 友人 巨 伯に 申しけ る は、 唯 

今 ここに 此の 難 あり、 急ぎて かへ り 玉 ふべ し、 我れ 病んで 不, 可レ遁 なれば、 ここにて 

死すべし と 云 ふ。 巨 伯き いて、 來 りて 病を尋 ぬる も 朋友の 義 ふかければ 也、 目の前に 

朋友の 死 を 見て、 命 生き たれば とて 我れ ここ を 去らば、 豈義と 可レ云 やと 云 ひて 不, 去。 

かかる 內に盜 賊大に 至れり： 餘の 家々 に は 人の 一 人 もな きに、 ここに 人 あれば 其の 故 

を 問 ふ。 苟巨伯 答へ ける は、 我が 舊友 久しく 病んで 立 居不, 叶、 是れを 看 届けん ため 
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六  一 二 


(一) ^部尙 

翁まで 累進し 


百 十五に 出づ 

(二) 学は虚 

受、 詩文 をよ 

くし、 二 弟と 

共に 三 楊の 名 

あり、 京 兆 尹 

となりし も 後 

退けら る 

(一 11) 白樂： 大 

の 代りに 武宗 

以後 重 ffl せら 

れて太 +太師 

に 至る、 

• 列 傳第百 十 

六に 傅 あり 

(S) 詩 &?白 

大 なり、 敏 

仲 はこの 人の 

從父 弟な. 9 


に 唯今 ここに 有レ 之、 願 はく は 我が身 を 以て 友人に かへ て 生害し、 友人の 命 を 助け 玉 

はれ かしと 云 ひければ、 盗賊 此の 義に 感じて、 まことに 同じく 人間に して、 我が 紫 は 

ル ラル 

不義 不 道の 罪人 也、 かかる 義 有る 里に 入りて 人 を ころし 惡を なさん こと は 不レ可 レ然の 

至りな りと て、 急いで その 里 を 去りに けり。 荀巨 伯が 朋友の 義を 立てし に 因って、 一 

郡 全き こと を 得たり と 也。 

叉 唐の 徐晦、 進士に 昇りし 時、 楊 憑が 取 持に 逢へ り。 後に 楊 憑 罪 を 得て、 親類 緣者 

ことぐ くお それ 憚りて 敢 へて 問 ふ ものな かりし に、 獨 り徐晦 送って 遠き に 至れり。 

(1 一一)  (巧) 

時の 人 皆 以て 朋友の 義 とせり。 叉 唐の 白敏 仲は樂 天が 一 類 也。 時の 丞相 白敏仲 を官に 

擧 げんこと を 欲すれ ども、 其の 友に 賀拔 其-と 云へ る 人 あり。 此の 人 文才 ありと い へ ど 

も、 其の 氣質我 ままな りしに よ つ て、 丞相 これ を 嫌 ふ。 白敏仲 是れと 心， 友な り けれ 

ば、 白敏 仲が 親しき 人 を 以てい はせ ける は、 賀拔其 6 と 不通に なりて 可， 然、 しからば 

則ち 官に 可, 擧と 云へ る こと を詳 にしら せたり。 白敏仲 心得たり と 許諾せ り。 かくて 

賀拔 せ；， J れ をば 不, 知、 白敏 仲が 許に ゆきければ、 左右 偽りて 留守の 由 を 云 ふ。 賀拔 

惑 日 比に ちが ひ 左右の ものの 風情 か はれる こと を いぶかしく 思 ひ、 暫く 留まりて 物 も 


不レ云 去らん とす。 白敏仲 こらへ かね、 俄にお どり 出で て賀拔 其， 5 を 招き、 悉く 以前の 

事 を 吿げ、 官に 至らん がた めに 心 友 を 負く こと 難い 叶と 云 ひて、 相と もに 歡醉 して 同 

座に 臥せり。 さきの 內談を 致せし 親類 これ をき いて 犬に 怒り、 やがて 丞相に 語り けれ 

ば、 丞相き いて、 我れ 只 だ白敏 仲の みと 思 ひしに、 白敏 仲と 心 友 如, 此 ならん に は、 

其の 人 も 亦 唯 人に あら じと て、 二人とも にこれ を 用 ひけり と 也。 利に はしり 欲に ふけ 

りて、 我が 心 友と 云へ ども、 時に あはず して 時の 宰相 執權 のにく まん 友 をば 必ず しら 

S  g き兀、 ず 顔に いたして 自然に 音 問 を 結し、 或は 朋友の 上に 六つ か はしき こと あれば、 そら 不 

子 E;H,i 字、 ffi  ラ 

の 文, 搭部 レ 知して 賴 まれざる 様に いたし、 或はお ちぶれ 罪 をうれば 引き 替へ て 色 を 立つ る こと、 

員外 K に權で 

おれ i に 世 わたる ことに かしこき 楚皆 以て 多し。 是れ唯 だ ひたすら 利害 を專ら として 朋友の 義 

h- て^せられ  ラ  テ ヲ 

柳 州に 至る、 を不レ 知、 交はる に以レ言せざれ、^"也。 

この 地に 卒す。  5)  二、 一 

唐の 柳 子 厚と 劉禹 錫と 朋友の 交 甚だ 深 かりき。 禹錫 播州の 刺史 にう つされ、 子 厚 

(六) 字 は 夢  P  ク  キル 

得、 詩文に 巧 は#4;の^1^史にぅっされぬ。 禹 錫が 所 レ行は 地 遠くして 人の 可レ居 地に あらず。 禹錫老 

にして、 ^,:^ー11  - 

第 S 母 あり、 故に 柳 子 厚 奏聞 を經 て、 兩 人のう つ さるる 地 を替へ て、 子厚が播州にも，f^lj 

十に、 共に 出  ，， 

でたり  こと を 申 上け ける。 此の 事 その 志 を 感じお ぼしめ して、 則ち 禹 錫が うつさる る 地を改 

三 淪談  六 一 三 
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P 一は) そ え、 めて 連 州に 除せられ にき。 韓文 公が 柳 子 厚の 墓誌 を 撰べ る その 詞に、 嗚呼 士窮 乃 111^,1 

、ニン お T-fc ^人  ヲ  レ  シ  シク トメ.'  ヒテシ  テン テリ •  リ 

p^.^. 節義 一 今 夫 平 居 里 巷 相 慕悅、 酒 食 遊戯 相 徵遂、 詡々 似語强 笑 語、 以相取 下、 g  、下 握 

ヲ シテ  ヲ  シ  シテ  ヲ  シテ フャ  モル ヲ  セ  -I ゴ トキ モ キガ ズ  乂バ 

手 出 二 肺肝 一 相 示、 指 二 天日 1 涕泣、 誓， 一一 生死 不二 相 (背) 負； 眞若 , 可レ 信、 一 旦臨  一二 小利 

, 二，. キ-- ：ノ  ノ  ►  >  J  / シ ルガ ラ ツル モ 二  モイ テ ヌハ ツチ オシ ォ トシ f  レヲ 

害、 僅 如 ニ毛髮 比； き， 反 眼 若， 不二 相識； 落 こ 陷穽； 不二 一  引， 手 救； 反 擠維陷 レ之、 

又 下， 石焉 者、 皆是 也、 g£ お、 此宜 二禽獸 夷狄 所,， 不：， 忍：， 爲、 

カバ  ヌ (亦」 シ テ シク ヅ 

聞 二子 厚之 風； 又 可 II 以少 愧 1 矣。 

0u^l^ 又 周の 宣 王の 臣杜 伯、 罪 無くして 死罪に 當れ り。 其の 友に 左 儒と 云へ る 傍輩 あり、 

杜 伯が 罪に 不レ中 こと を 九 度まで 申 上げ けれども、 王 許し 玉 はずして 勅 詔 ありけ る は、 

汝 主君 を 置いて 友に 一 味す る こと 甚だ 誤れり とのこと 也。 左 儒 申し 奏する は、 君に 道 

あって 友に 非義 あらんに は、 君に 順 ひて 友を誅 すべし、 今度 は 君 邪に して 臣 あやまち 

なし、 故に 如， 此 奏聞 仕る 也と 申しければ、 宣王大 に 怒って、 主の 非を擧 ぐる は臣の 

道に 非ず、 汝 唯今の 言 を 申し 直さば 可, 許、 不レ改 ばと もに 罪に 可, 行と 勅 あり。 左 儒 

申しけ る は、 士は義 を 枉げて 人に 不, 從、 言 を 改めて 生 を 求めざる ものに 候- 我れ 今 

君の 過 を 明に して、 杜 伯が 無罪 を 正さん ために 如, 此 奏聞 仕る 也と、 强 ひて 申 上ぐ る 


(ra) 威洪を 
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後 漢書 列傳第 

E 十八に 出づ 

(五) 後漢末 

の 騒 55 に 乗じ 

て權を 握らん 

とし、 却って 

魏の曹 操に 敗 

られ たり . 

(六) 地方 官 

たりし 人 

(七) 4? 一度 世 

を 正しと す。 

魏 書列傳 第一 一 I 

十五 虔玄傳 の 

中に あり 

(八) 後魏の 

人、 義 行を以 

て 名 あり、 盧 


(九) 論語 衞 

S 公 篇第八 章 

の 孔子の 言 集 


(Bns い)  ま) 

ゆ ゑ、 左 儒 もと もに 生害せられ けりと 也。 又後漢 の臧浩 忠義 をた て、 遂に 袁紹 に囚へ 

(洪)  (さ 

られ- 袁紹 是れを 引出して 斬罪に 行 ふの 時、 臧浩が 友たり し陳容 是れを 見て、 座 を 立 

ちて 云 ひける は、 今 君 天下の 大事 を 擧げて 不義 無道の 者 を こそ 誅 せらる ベ けれ、 何の 

ゆ ゑに 先づ 忠義の 士を 殺す こと あらんと 袁 紹を諫 む。 袁紹 怒って 陳容を も 引出さし む-" 

陳容 顧みて 云 ひける は、 仁義 を 行 ふ 豈定り あらん や、 これ を 蹈む人 を 君子と 云 ひ、 是 

(洪 ) 

れを そむく もの を 小人と 云 ふ、 今日 臧浩と 同日に 死す る 是れ義 也、 袁紹 にした が ひ 生 

きて 何の 益 か あらんと 嘲り笑 ひて、 ともに 死に 及べり。 又 北 魏の盧 世 度 字 は 子 遷と云 

(丄 9 

ひける もの、 子細あって 逃れ 去りて、 鄭 I 熊と 云 ふ ものの 家に かくる。 鄭罷 かひ..^ し 

く 是れを かくす。 朝廷より 犬に 詮議あって、 つ ひに 鄭罷が 子 を 呼び寄せ、 其の 實否を 

糾明 あるべき に究 まりぬ。 鄭罷 なく/ \ 其の 子に 戒めけ る は、 君子 殺, 身以 成, 仁と 云 

へる こと あり、 人の 命に は 限り ある もの 也、 命 を 惜しんで 義を 背くべからず、 死す と 

も 此の 事 を不， 可, 云と 庭訓す。 其の 子 父の 言 を 深く 信じて、 さまん \拷 木に かけられ 

て 尋ねられ けれども、 途 に白狀 せず して 死せ りと ぞ。 是れ 各. - 朋友の 難 を 見届け 節 を 

不レ 失の ことども 也。 

1ー一 倫 談  .  六 一 五 
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四 三 友の 不善 は諫 むべ し 

師曰 はく、 朋友と 交 はりて 後に 其の 人の 不善 を 知りて 不通に ならん に は、 交りの 親 

を 可， 失、 又 かくして 交 はらん は 匿, 怨友ニ 其 人 一と 云 ふに 同じと 尋ねければ、 朱 子 曰、 

此非 ニ廣， 怨之 謂-也、 心 有 A 怨， 1 於ん 1 而 外與， 之 交、 則爲 怨、 若 二 朋友 之不 一  情意 

ラレ 二 ス  シス ルニヲ テシヲ シケ レバ  チ  ズシモ  セレヌ ル  ハク フ ノル ヲ 

自是 當』、 但疏 レ之以 レ漸、 若 無 11 大故； 則 不，， r 必 峻 n 絕之； 所， 謂 親 者毋， 失 二 其爲- 

レ親、 故 者毋， 失 二 其 爲で故 者 也と 答へ ぬ。 朋友の 不善 はかね て 可， 知 こと 也、 不レ 知して 

交 はる は 朋友の 究理に 非ず。 初よ くして 後 不善 あらん をば 是れを 諫めつべし。 諫めて 

不レ 用ば しば/ \ すべから ず、 彼れ 必ず 遠ざかるべし。 堅く 担まん こと は 我が 理を立 

つる 所あって 誠と 云 ふべ からず。 凡そ 人 は 類 を 以て あつまれば、 我れ ここに 善な らん 

に 彼れ 不善なら ば、 誰か あつまり 會 すべき。 初め 親しくと も、 彼れ 必ず 大 にき ほひ 可 

レ去 也。 我れ 叉 能く これ を 親しむ ベ し、 偽って 親しむ と 云 ふに は 非ず、 親しみ 交 はる 

べき 其の 由緒 をた だし、 會す るの 節 聊か 不レ 可レ 怠。 如 レ此と 云へ ども、 彼れ 必ず 隔心 

して、 つ ひに 親しむべからず、 是れ 尤も 可， 歎 也。 すべ て 世上の 人、 善に 入り 學を^ 


(一 ) 漢の劉 

向の 撰せ る 書、 

春秋ょり？^-迄 

の戒 となる ベ 


の 語 


に 出 づ。 し 

文章 折 if あり 

(二) 孔子の 

弟子な り 

(三) W 下 は 

呂氏 舂秋卷 第 

辣師 にも 出 

づ。 悉 老は呂 

氏存 秋に は悉 

S€ に 作り、 大 

眞は大 捲に 作 

る」 以下す ベ 

て呂秋 春秋 は 

師の名 異なれ 

り 

fra) 薛 源 及 

び 中 S 人 名大 


らとするの輩は不，1^^有，之、 我れ これ を 担 まば 唯 だ 一 人 立つ のみ 也、 是れ豈 君子の 

道と 可レ云 乎。 

四 四 聖人 も師 あり 

師曰 はく、 凡そ 人は師 あら ざれば 物の しな を しること 不 レ可レ 有。 歷 代の 聖 王备. '身 

を へりくだりて 師を 重んじ、 其の 敎に順 ひ 玉 はざる やに) |曰， 魯の 哀公 (； I!.) 夏に 尋ねけ る は. 

五 帝 有， 師乎、 子 夏 曰、 有、 臣聞、 神曲 广乎悉 +ふ； 黄^ 風 5^,- 乎大 ash 」％ 聽 K くノ 乎 

綠 (き； ^  ま 一一 于 (g 王 & 二 乎 威 子き I 

學 こ乎鉸 時； 武王學 二 乎 太 < お 周 <4SI,- 乎ノ S シ控 仲 181% (お ま- i  I 十 一 ノ 聖ん、 あ ％ し，， 

此師； 則 功業 不， 著 二 於 天下； 名 號不， 傳， 一 乎 千 と 云へ り。 


(五) I？ 陽に 

說 くと いふ 

(六) 務成 子， 

堯 の師、 人名  . . 

序の if 同人 4 り (七) 呂氏 春秋 は大囊 に 作る、 西 王 母 あれ ど 諸 書 西 匿な し (八) 老子の こと、 g 李、 名. は 


四 五 師を 重んずべ し 

,  新 序 

師曰 はく 楚の莊 王， 國の政 をき き 事 を 謀る に 悉く 理 にあた る- 群臣 さらに 5=^ 一ぶ も 


一一 一 倫 談 


六 一 七 


( 一 ) 

ヘム： s;^ 子 s な 


0 一) -番 名、 


ころ は. V の 燕 

の 上に 出づ 

昭 王の 

臣、 千里の 名 

馬 を 求む る 使 

となり、 死 馬 

の 骨 を 買 ひ歸 

り、 やがて 干 

里の 馬 自ら 至 

b し sri、 及び 

昭 王が S を 求 

むる に まづ^ 

より 始めよ と 

いひ、 m より 

S なる 者耰ぃ 

で 来りし 事 等 

の 話 を 以て 有 

名な り 7 


(し 一ん). 


六 1 八 


や > 


のなかり き。 或 時 莊王憂 ふる 色 あり。 申 公 巫 臣と云 ふ もの 進んで 申しけ る は、 君 今 憂 

色 あら はれ 玉 ふ は 何 ごと ぞと問 ふ。 王の 曰 はく、 されば よ、 諸侯 は 自ら 師を 撰んで 其 

の敎 にした がふと き は 天下に 王たり、 友の よき を 撰ぶ とき は 諸侯の 司た る 載 者たり、 

主人に 及ぶ 臣下な く 自ら たれり とする 時 は 必ず 亡ぶ とい へ り、 今 我が 小智 を 以て 政事 

を 論ずる に 群臣 更に 及ぶ もの なし、 是れ國 の 亡ぶ ベ き 前表 也、 こ こ を 以て 憂 ふる 色 

( 1 1 ) 戟 ま 

へ ^ あら はるるな るべ しと 仰せけ りと 也。 叉 燕の 昭王 破れた る 國をを さめて 位に 卽き、 

郭 隗 先生が 許に 至りて、 國をを さめ 仇 を 報ずべき の 道 を 問 ふ。 先生 對へ てけ る は、 帝 

たらん 人 は師を えらみ、 王た る 人 は 友 を えらみ、 伯た るべき 人 は臣を 撰む、 國の 亡び 

んには 下々 を 友と すると 云へ り、 されば 我が身 を へりくだり、 師 たる 人 を 敬 ひて、 何 

事 を も 尋ね 學ぶ 輩に は、 その 人に 百倍 まされる もの 聚 まる 也、.， 禮ぁ りと い へ ども 不レ重 

ば 十倍 まされる 人來 る、 互に 禮を なして 同じく 拜 する 所に は 我れ と 同輩の もの 來る、 

我が身 をた かぶり、 憑， 几授, 杖、 ^視指 使 するとき はわれより 下の もの あつまる、 禮 

を 失 ひて ほしいまま にして 或はし かり 或は そしる 所に は雜 人の 類 あつまる 也、 是れ古 

の士を 致す 法 也、 王 まことに 博く 國 中の 賢者 を えらび、 これ を 敬 ひて 其の 禮を あつく 


し 玉 はば、 天下の 士 必ず あつまる べしと 答へ けりと 也。 師を敬 ふこと 不， 笛 ^1, て は、 

その 道 何 を 以て か 行 はれん や。 尤も 一 i ^首 一；、 也。 
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